
No. 0001

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-1566

2007/05/29

ＡＣアダプター（ＣＤ
プレイヤー用）

　ＣＤプレイヤーを使用していたとこ
ろ、アダプターから煙が出た。

　電源回路の平滑用コンデンサー製造時に混入した異
物がセパレーターに損傷を与え、電極間にスパークが
発生し発熱したため内圧が高くなり、防爆弁が作動し
て内部の電解液が蒸気となって噴出したものと推定さ
れる。

　コンデンサーメーカーにおいて、作業者の教育
訓練を強化し、作業現場の温度管理を強化して環
境の安定化を図るとともに、工程ごとの部品管理
の改善を図っている。

消費者センター

(受付:2007/06/12)使用期間：約２年３か月

ＳＡＤ９００１

小泉成器（株）

(製品破損)愛媛県 (A3)

(事故発生地)

2006-2530

2006/11/27

ＡＣアダプター（クリ
スマスツリー用）

　ファイバークリスマスツリーのＡＣ
アダプターをコンセントに差して利用
していたところ、異臭が発生したため
確認したところ、ＡＣアダプターのプ
ラグとコンセントの内部に水色の粘液
が付着していた。

　事故品に発熱・発煙の痕跡は認められず、通電試験
では正常に機能しており、焦げや水色の粘液の付着は
確認できず、事故状況の詳細が不明であるため、原因
の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 消費者センター

(受付:2006/12/21)使用期間：約５日
(被害なし)兵庫県 (G1)

(事故発生地)

2006-2823

2006/10/17

ＡＣアダプター（ゲー
ム機用）

　ゲーム機のＡＣアダプターから発煙
し、器体の側面が変形した。

　製造時に基板検査を行う際、検査装置の調整不良に
より、基板に不要な圧力が加わったか、はんだ付け治
具の形状不良で、基板に機械的ストレスが加えられた
ため、その際に外圧を受けたコンデンサーが故障し、
過電流が基板回路上で流れ、抵抗部品が発熱し、外郭
樹脂を熱変形・発煙させたものと推定される。

　平成１８年１２月１６日付の新聞及びホームペ
ージに社告を掲載し、当該アダプター搭載のゲー
ム機の販売中止を行うとともに、代替品のアダプ
ターへの無償交換を行っている。

販売事業者

(受付:2007/01/17)使用期間：約１７日

ＵＳＧ－００２

任天堂（株）

(製品破損)愛知県 (A2)

(事故発生地)

2006-2824

2006/11/01

ＡＣアダプター（ゲー
ム機用）

　ゲーム機のＡＣアダプターから発煙
し、器体の側面が変形した。

　製造時に基板検査を行う際、検査装置の調整不良に
より、基板に不要な圧力が加わったか、はんだ付け治
具の形状不良で、基板に機械的ストレスが加えられた
ため、その際に外圧を受けたコンデンサーが故障し、
過電流が基板回路上で流れ、抵抗部品が発熱し、外郭
樹脂を熱変形・発煙させたものと推定される。

　平成１８年１２月１６日付の新聞及びホームペ
ージに社告を掲載し、当該アダプター搭載のゲー
ム機の販売中止を行うとともに、代替品のアダプ
ターへの無償交換を行っている。

販売事業者

(受付:2007/01/17)使用期間：約１か月

ＵＳＧ－００２

任天堂（株）

(製品破損)愛知県 (A2)

(事故発生地)



No. 0002

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-2825

2006/10/20

ＡＣアダプター（ゲー
ム機用）

　ゲーム機のＡＣアダプターから発煙
し、器体の側面が変形した。

　製造時に基板検査を行う際、検査装置の調整不良に
より、基板に不要な圧力が加わったか、はんだ付け治
具の形状不良で、基板に機械的ストレスが加えられた
ため、その際に外圧を受けたコンデンサーが故障し、
過電流が基板回路上で流れ、抵抗部品が発熱し、外郭
樹脂を熱変形・発煙させたものと推定される。

　平成１８年１２月１６日付の新聞及びホームペ
ージに社告を掲載し、当該アダプター搭載のゲー
ム機の販売中止を行うとともに、代替品のアダプ
ターへの無償交換を行っている。

販売事業者

(受付:2007/01/17)使用期間：約１か月

ＵＳＧ－００２

任天堂（株）

(製品破損)茨城県 (A2)

(事故発生地)

2006-2826

2006/10/10

ＡＣアダプター（ゲー
ム機用）

　ゲーム機のＡＣアダプターから発煙
し、器体の側面が変形し、穴があいた
。

　製造時に基板検査を行う際、検査装置の調整不良に
より、基板に不要な圧力が加わったか、はんだ付け治
具の形状不良で、基板に機械的ストレスが加えられた
ため、その際に外圧を受けたコンデンサーが故障し、
過電流が基板回路上で流れ、抵抗部品が発熱し、外郭
樹脂を熱変形・発煙させたものと推定される。

　平成１８年１２月１６日付の新聞及びホームペ
ージに社告を掲載し、当該アダプター搭載のゲー
ム機の販売中止を行うとともに、代替品のアダプ
ターへの無償交換を行っている。

販売事業者

(受付:2007/01/17)使用期間：約１８日

ＵＳＧ－００２

任天堂（株）

(製品破損)千葉県 (A2)

(事故発生地)

2007-0569

2007/05/04

ＡＣアダプター（テレ
ビドアホン）

　インターホンで通話中、突然、室内
側の親機から発煙した。

　長期使用（約１５年間）により、ＡＣアダプターの
一次側に用いた電解コンデンサーが、ドライアップ現
象に伴い温度が上昇し、内部圧力が上昇して防爆弁が
開き、電解液が蒸気化して噴出したものと推定される
。

　経年劣化による事故とみられることから、措置
はとらなかった。 消防機関

(受付:2007/05/09)

製造事業者

使用期間：約１５年

ＰＳ－１８ＬＹ

アイホン（株）

(製品破損)兵庫県 (C1)

(事故発生地)

2007-3468

2005/09/10

ＡＣアダプター（ポー
タブルＤＶＤプレーヤ
ー用）

　ＡＣアダプターを接続して視聴中の
ポータブルＤＶＤプレーヤーから発煙
し、画面が映らなくなった。

　ＡＣアダプターに過電圧保護回路がなかったため、
基板上のフォトカプラ（二次側電圧制御用）のはんだ
付け不良により、電圧制御が不能状態となり、接続し
ていたＤＶＤプレーヤーに過電圧が印加され、プレー
ヤー内部のＩＣチップ部品が発熱・発煙し、プレーヤ
ーの外郭樹脂に穴が空いたものと推定される。

　平成１９年９月１９日付けのホームページに社
告を掲載し、無償交換を行っている。
　なお、当該機種は既に生産を終了している。

製造事業者

(受付:2007/09/19)使用期間：約３か月

ＳＤ－Ｐ１６００－Ｓ－Ｔ
Ｊ

（株）東芝

(製品破損)不明 (A1)

(事故発生地)



No. 0003

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-3469

2007/01/05

ＡＣアダプター（ポー
タブルＤＶＤプレーヤ
ー用）

　ＡＣアダプターを接続していたポー
タブルＤＶＤプレーヤー本体底面のキ
ャビネット部に溶解痕があった。

　ＡＣアダプターに過電圧保護回路がなかったため、
基板上のフォトカプラ（二次側電圧制御用）のはんだ
付け不良により、電圧制御が不能状態となり、接続し
ていたＤＶＤプレーヤーに過電圧が印加され、プレー
ヤー内部のＩＣチップ部品が発熱・発煙し、プレーヤ
ーの外郭樹脂に穴が空いたものと推定される。

　平成１９年９月１９日付けのホームページに社
告を掲載し、無償交換を行っている。
　なお、当該機種は既に生産を終了している。

製造事業者

(受付:2007/09/19)使用期間：約１年１か月

ＳＤ－Ｐ１６００－Ｓ－Ｔ
Ｊ

（株）東芝

(製品破損)不明 (A1)

(事故発生地)

2007-3470

2007/06/01

ＡＣアダプター（ポー
タブルＤＶＤプレーヤ
ー用）

　ＡＣアダプターを接続して再生中の
ポータブルＤＶＤプレーヤーから発煙
し、プレーヤー本体下部のキャビネッ
ト部に溶融跡があった。

　ＡＣアダプターに過電圧保護回路がなかったため、
基板上のフォトカプラ（二次側電圧制御用）のはんだ
付け不良により、電圧制御が不能状態となり、接続し
ていたＤＶＤプレーヤーに過電圧が印加され、プレー
ヤー内部のＩＣチップ部品が発熱・発煙し、プレーヤ
ーの外郭樹脂に穴が空いたものと推定される。

　平成１９年９月１９日付けのホームページに社
告を掲載し、無償交換を行っている。
　なお、当該機種は既に生産を終了している。

製造事業者

(受付:2007/09/19)使用期間：約１年９か月

ＳＤ－Ｐ１６００－Ｓ－Ｔ
Ｊ

（株）東芝

(製品破損)熊本県 (A1)

(事故発生地)

2006-0876

2006/06/00

ＡＣアダプター（モデ
ム用）

　ケーブルモデム用のＡＣアダプター
が熱で溶けて穴があき、机の一部が変
色した。

　製造工程中、アダプター内に異物（金属線）が混入
したため、トランスのピンをショートさせ、トランジ
スターが故障して発熱するとともに、コンデンサー、
抵抗も過熱し、外郭の樹脂の一部が溶融したものと推
定される。

　他に同種事故は発生しておらず、単品不良とみ
られる事故であることから、措置はとらなかった
。
　なお、当該品の製造は既に終了している。

製造事業者

(受付:2006/07/21)使用期間：約３年１０か月

ＷｅｂＳｔａｒＭｏｄｅｌ
　ＤＰＸ１００　ＵＳＳ１
０１２１０

Ｕnifive Technology Co.,Ltd.

(拡大被害)三重県 (A3)

(事故発生地)

2006-1670

2006/09/30

ＡＣアダプター（携帯
電話用）

　携帯電話のＡＣアダプターが充電中
に発熱し、接していたカーペットが変
色した。

　ＡＣアダプターの２次側出力部が短絡したため発熱
し、本体（樹脂製）が変形、変色したものとみられる
が、短絡が起きた原因は特定できなかった。

　事故原因は特定できなかったが、平成１８年１
０月５日付け新聞及びホームページに社告を掲載
するとともに、使用者に対してＤＭを発送し、製
品交換を行っている。

販売事業者

(受付:2006/10/23)使用期間：約１か月

ＧＲＶＡＤＰ－１００

（株）ネットインデックス

(拡大被害)千葉県 (G1)

(事故発生地)



No. 0004

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0183

2007/03/13

ＣＤラジカセ 　ＣＤラジカセ付近から出火し、ＣＤ
ラジカセ、トースター、冷蔵庫、電子
レンジなどを焼損し、１人が軽傷を負
った。

　ＣＤラジカセの電源コードに短絡痕が確認されたが
、焼損が著しく、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 消防機関

(受付:2007/04/10)

製造事業者

使用期間：約２年６か月
(軽傷)長野県 (G1)

(事故発生地)

2006-2486

2006/12/03

ＤＶＤプレーヤー 　ＤＶＤプレーヤーの樹脂製の天板が
、発熱により変形し、穴があいた。

　メイン基板上のモータードライブＩＣが短絡モード
で故障し発熱したため、ＩＣ付近の外郭（天板）の一
部が溶融し穴があいたものと推定されるが、ＩＣが故
障した原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 輸入事業者

(受付:2006/12/21)使用期間：約１年８か月
(製品破損)滋賀県 (G1)

(事故発生地)

2007-0697

2007/03/20

ＤＶＤレコーダー 　使用中のＤＶＤレコーダーから発煙
した。

　電源基板上のレギュレーターＩＣ及びトランジスタ
の単品不良によって故障したため、短絡して発煙した
ものと推定される。

　当該電源基板のメーカーに対して、使用部品の
品質管理の強化について指示した。 消費者センター

(受付:2007/05/16)

製造事業者

使用期間：約４年

ＲＤ－ＸＳ４０

（株）東芝

(製品破損)埼玉県 (A3)

(事故発生地)

2007-2098

2007/06/21

アイロン 　高温に設定してアイロンを掛けてい
たところ、ハンドル下部の樹脂製カバ
ーから炎が出た。

　電源コードのリード線とファストン端子のカシメ不
良のために、接触不良により発熱し、発火に至ったも
のと考えられる。

　他に同種事故は発生しておらず、単品不良とみ
られる事故であることから、措置はとらなかった
。
　なお、当該品の輸入は既に終了している。

消費者センター

(受付:2007/07/03)使用期間：不　明

ＧＣ１４６

小泉成器（株）

(製品破損)東京都 (A2)

(事故発生地)



No. 0005

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-2449

2006/12/01

アイロン 　店舗兼住宅の居間から出火し、３部
屋を焼損した。

　アイロンの電源コードには、短絡痕（二次痕と推定
）があることから、火災時は電源プラグが接続された
ままになっていたと推定される。ヒーターの断線や絶
縁材の異常発熱はなく、アイロンに異常は認められな
かったが、スイッチが切りになっていたかは判別でき
ないため、事故原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 消防機関

(受付:2006/12/19)使用期間：約１５年
(拡大被害)愛知県 (G1)

(事故発生地)

2007-0330

2007/04/02

アイロン 　木造２階建て住宅のアイロン付近か
ら出火し、同住宅１９７平方メートル
を全焼した。

　事故品のアイロン掛け面が、床面に倒れた状態で出
火に至っていることから、通電中のアイロンが倒れて
、可燃物に接触し、発火・延焼したものと考えられる
が、使用状況等が不明であるため、原因の特定はでき
なかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2007/04/18)使用期間：約２８年
(拡大被害)滋賀県 (G1)

(事故発生地)

2006-1383

2006/09/03

インターホン 　インターホン内部から発煙・発火し
、本体取り付け部の一部が焦げ、壁や
天井が煤けた。

　電源回路の電解コンデンサーが長期使用（約１０年
半）による劣化により、液漏れが生じ、基板のパター
ン面で絶縁劣化したため、発煙・発火したものと推定
される。

　経年劣化による事故とみられ、措置はとらなか
った。 製造事業者

(受付:2006/09/21)使用期間：約１０年６か月

テレビドアホン　ＭＹ－２
ＣＤ

アイホン（株）

(拡大被害)愛知県 (C1)

(事故発生地)

2006-2810

2006/12/13

インターホン 　インターホンの映像制御装置付近か
ら異臭がした。

　長期使用（約１４年間）により、電源ユニットの電
圧制御用電解コンデンサーのドライアップ現象（電解
液が蒸発し内部抵抗が上昇）に伴い内部回路の過電圧
保護素子が故障し、発熱したことによる異臭であった
と推定される。

　経年劣化とみられる事故であり、最終的に温度
ヒューズが作動しているため、措置はとらなかっ
た。

製造事業者

(受付:2007/01/16)使用期間：約１４年

ＶＥＸ－ＭＣ

アイホン（株）

(製品破損)東京都 (C1)

(事故発生地)



No. 0006

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0627

2007/04/19

インターホン 　インターホンが焼損し、機器取り付
け部の周辺が一部焦げ、壁、天井、床
が煤で汚れた。

　長期使用（約１５年）により、電源基板部の２次側
回路に用いた電解コンデンサーが劣化し液漏れしたた
め、基板上の１次側と２次側のプリントパターン間（
１４１Ｖ）で絶縁劣化が生じて過電流が流れ、発煙・
発火に至ったものと推定される。
　なお、当該機は自主回収品で平成１６年対策完了と
社内報告があったものの、担当者が虚偽の報告をして
おり、未点検であった。

　平成１７年２月２４日付けのホームページに社
告を掲載し、点検・交換を実施している。　また
、平成６年以降、機器に使用される電解コンデン
サーを高寿命品に切り換え、外郭樹脂を難燃材（
ＵＬ９４－Ｖ０）に変更、耐トラッキング性の高
いプリント基板を用いることとした。　　なお、
回収品の点検記録を再調査するとともに、社内倫
理及び管理体制を再徹底し、牽制機能を強化する
こととした。

製造事業者

(受付:2007/05/15)使用期間：約１５年４か月

ＨＢ２－１０４ＶＵ／Ａ

アイホン（株）

(拡大被害)福岡県 (C1)

(事故発生地)

2007-3543

2007/09/11

インターホン 　インターホンから発煙した。 　長期使用（約１４年）により、制御回路部に用いた
電解コンデンサーが劣化し液漏れしたため、、基板上
のプリントパターン間（１２Ｖ）で絶縁劣化が生じて
発煙したものと推定される。

　経年劣化による事故とみられ、他に同種事故は
発生していないことから、措置はとらなかった。
　なお、当該品の製造は既に終了している。

製造事業者

(受付:2007/09/25)使用期間：約１４年

ＱＣ２－１０２Ｔ

アイホン（株）

(製品破損)東京都 (C1)

(事故発生地)

2007-3905

2007/10/06

インターホン 　集合住宅に設置されたインターホン
が過熱し、故障した。

　長期使用（２０年）により、制御基板上の部品に故
障が生じて、スピーカーから異音が発生し、通常時よ
り若干消費電流が増加して機器本体が発熱したものと
推定される。

　経年劣化による事故とみられ、さらに消費電流
が増加した場合は電流ヒューズが作動し拡大被害
に至る可能性が低いことから、措置はとらなかっ
た。

消費者センター

(受付:2007/10/23)使用期間：約２０年

ＱＣ－４ＫＴ

アイホン（株）

(製品破損)北海道 (C1)

(事故発生地)

2007-3976

2007/10/20

インターホン 　インターホンから発煙した。 　長期使用（約１７年）により、電源基板部の２次側
回路に用いた電解コンデンサーが劣化し液漏れしたた
め、基板上の１次側と２次側のプリントパターン間（
１４１Ｖ）で絶縁劣化が生じて過電流が流れ、発煙に
至ったものと推定される。

　平成１７年２月２４日付けのホームページに社
告を掲載し、点検・交換を実施している。　また
、平成６年以降、機器に使用される電解コンデン
サーを高寿命品に切り換え、外郭樹脂を難燃材（
ＵＬ９４－Ｖ０）に変更、耐トラッキング性の高
いプリント基板を用いることとした。

製造事業者

(受付:2007/10/29)使用期間：約１７年

ＨＢ２－１０４Ｕ／Ａ

アイホン（株）

(製品破損)愛知県 (C1)

(事故発生地)



No. 0007

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-2152

2007/03/15

インターホン（制御装
置）

　インターホンの制御装置から発煙し
た。

　長期使用（約１６年間）により、電源ユニットの電
圧制御用電解コンデンサーのドライアップ現象（電解
液が蒸発し内部抵抗が上昇）に伴い内部回路の過電圧
保護素子が故障し、発熱、発煙したものと推定される
。

　経年劣化とみられる事故であり、周囲は金属製
の枠で覆われており拡大被害に至らないことから
、措置はとらなかった。なお、当該機種はすでに
生産を終了しており、後継機種は電解コンデンサ
を経年劣化しにくいタイプのものに変更している
。

消費者

(受付:2007/07/05)使用期間：約１６年３か月

ＶＤＸ－１ＫＲ／Ｅ

アイホン（株）

(製品破損)東京都 (C1)

(事故発生地)

2007-3854

2007/10/08

インターホン（制御装
置）

　インターホンから異臭がして、発煙
した。

　長期使用（約１７年間）により、電源ユニットの電
圧制御用電解コンデンサーのドライアップ現象（電解
液が蒸発し内部抵抗が上昇）に伴い内部回路の過電圧
保護素子が故障し、発熱したことによる異臭であった
と推定される。

　経年劣化とみられる事故であり、最終的に温度
ヒューズが作動しているため、措置はとらなかっ
た。

製造事業者

(受付:2007/10/22)使用期間：約１７年

ＶＤＸ－ＭＣ／Ａ

アイホン（株）

(製品破損)東京都 (C1)

(事故発生地)

2007-1885

2007/03/05

エアーコンプレッサー 　プレハブ小屋で使用していたエアー
コンプレッサーの電源を切り帰宅した
ところ、エアーコンプレッサーから出
火した。

　エアコンプレッサーを連続使用した際に、モーター
コイルに過電流が流れ発熱したため層間短絡し、出火
したものと推定される。

　平成１９年９月２６日付けで新聞及びホームペ
ージに社告するとともに、顧客リストに基づくユ
ーザーに対してＤＭを送付し、ブレーカの増設及
びサーマルスイッチとモータコイルの接続をはん
だ付けからスリーブ圧着した製品と無償交換した
。なお、当該品は平成１９年３月５日で販売を終
了している。

消防機関

(受付:2007/06/19)使用期間：約５か月

ＥＣ－２３９ＰＣ　３９Ｌ

（株）エイシン

(拡大被害)石川県 (A1)

(事故発生地)

2007-1946

2007/03/01

エアーコンプレッサー 　エアーコンプレッサーから出火し、
機器と付近の壁などを焼損した。

　エアコンプレッサーを連続使用した際に、モーター
コイルに過電流が流れ発熱したため層間短絡を生じ、
出火したものと推定される。

　顧客リストに基づくユーザーに対してはダイレ
クトメールを送付するとともに、平成１９年９月
２６日付けで新聞及びホームページに告知し、ブ
レーカの増設及びサーマルスイッチとモータコイ
ルの接続をはんだ付けからスリーブ圧着した製品
と無償交換した。なお、平成１９年３月５日で販
売を終了している。

消防機関

(受付:2007/06/21)使用期間：約８か月

ＥＣ－２２５ＰＣ

（株）エイシン

(拡大被害)兵庫県 (A1)

(事故発生地)



No. 0008

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-2268

2007/01/18

エアーコンプレッサー 　エアーコンプレッサーから出火し、
倉庫の壁と商品（電子部品）などが燃
えた。

　エアコンプレッサーを連続使用した際に、モーター
コイルに過電流が流れ発熱したため層間短絡を生じ、
出火したものと推定される。

　顧客リストに基づくユーザーに対してはダイレ
クトメールを送付するとともに、平成１９年９月
２６日付けで新聞及びホームページに告知し、ブ
レーカの増設及びサーマルスイッチとモータコイ
ルの接続をはんだ付けからスリーブ圧着した製品
と無償交換した。なお、平成１９年３月５日で販
売を終了している。

輸入事業者

(受付:2007/07/12)使用期間：約２か月

ＥＣ２３９ＰＣ

（株）エイシン

(拡大被害)熊本県 (A1)

(事故発生地)

2006-1421

2006/05/29

エアコン 　パッケージエアコンシステムの屋根
裏の室内ファンモーターが焼損し、居
間に煙が充満した。

　室内機のファンモーター巻線部分の配線状況から、
モーター組立工程での巻線整形ミスにより、主巻線の
外側巻線部が補助巻線に接触・ショートし、巻線に過
電流が流れ発熱し、白煙が生じたものと推定される。

　ファンモーターの製造メーカーに対し、コイル
仕上げ工程における作業管理の徹底と作業後の工
程検査の徹底を指示した。
　なお、当該機のファンモータは金属で覆われ、
さらに本体も金属外郭やグラスウールで覆われて
おり、安全装置（温度過昇防止装置及び電流ヒュ
ーズ）を内蔵しており、発煙以上の拡大被害に至
る可能性は低いと考えられることから、当該機に
対する措置はとらなかった。

消費者

(受付:2006/09/22)

製造事業者

使用期間：約５年

ＡＲＨＪ１６０２ＶＡＡ

三洋電機（株）

(製品破損)東京都 (A3)

(事故発生地)

2007-2195

2007/06/29

エアコン 　運転中のエアコンから異臭がし、煙
が出た。

　当該機内部のファンモーター電源コネクター部にト
ラッキング現象が発生したとみられる焼損が確認され
、使用者がクリーニング業者に依頼して電気部品類を
取り付けた状態でクリーニングを実施していることか
ら、エアコン洗浄液やそれに類似する電気を通しやす
い電解物質がコネクター部に付着・残留し、さらに内
部で発生した結露でトラッキング現象を誘発したもの
と推定される。

　平成１６年８月２０日付け新聞、ホームページ
及び平成１８年１月から平成１９年５月にかけて
配布した新聞折り込みチラシに社告を掲載し、無
料で点検・修理を行っている。　また、ファンモ
ーター電源コネクター部にエアコンクリーニング
時の洗浄液及びこれに類似する電解物質の侵入を
防止するためカバーを取り付け、さらにコネクタ
ーカバーの中に絶縁シリコン剤を注入して、水分
及び洗浄液等の浸入を防止する。

製造事業者

(受付:2007/07/06)使用期間：約８年１０か月

ＲＡＳ－４０６ＬＤＲ

東芝キヤリア（株）

(製品破損)愛知県 (B1)

(事故発生地)

2007-2427

2007/07/13

エアコン 　運転中のエアコンから「パチパチ」
と音がして発煙した。

　当該機内部のファンモーター電源コネクター部にト
ラッキング現象が発生したとみられる焼損が確認され
、使用者がクリーニング業者に依頼して電気部品類を
取り付けた状態でクリーニングを実施していることか
ら、エアコン洗浄液やそれに類似する電気を通しやす
い電解物質がコネクター部に付着・残留し、さらに内
部で発生した結露でトラッキング現象を誘発したもの
と推定される。

　平成１６年８月２０日付け新聞、ホームページ
及び平成１８年１月から平成１９年５月にかけて
配布した新聞折り込みチラシに社告を掲載し、無
料で点検・修理を行っている。　また、ファンモ
ーター電源コネクター部にエアコンクリーニング
時の洗浄液及びこれに類似する電解物質の侵入を
防止するためカバーを取り付け、さらにコネクタ
ーカバーの中に絶縁シリコン剤を注入して、水分
及び洗浄液等の浸入を防止する。

製造事業者

(受付:2007/07/25)使用期間：約６年８か月

ＲＡＳ－４０６ＬＤＲ

東芝キヤリア（株）

(製品破損)宮崎県 (B1)

(事故発生地)



No. 0009

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-2428

2007/07/11

エアコン 　エアコンのスイッチを入れたところ
、発煙と異臭がした。

　当該機内部のファンモーター電源コネクター部にト
ラッキング現象が発生したとみられる焼損が確認され
、使用者がクリーニング業者に依頼して電気部品類を
取り付けた状態でクリーニングを実施していることか
ら、エアコン洗浄液やそれに類似する電気を通しやす
い電解物質がコネクター部に付着・残留し、さらに内
部で発生した結露でトラッキング現象を誘発したもの
と推定される。

　平成１６年８月２０日付け新聞、ホームページ
及び平成１８年１月から平成１９年５月にかけて
配布した新聞折り込みチラシに社告を掲載し、無
料で点検・修理を行っている。　また、ファンモ
ーター電源コネクター部にエアコンクリーニング
時の洗浄液及びこれに類似する電解物質の侵入を
防止するためカバーを取り付け、さらにコネクタ
ーカバーの中に絶縁シリコン剤を注入して、水分
及び洗浄液等の浸入を防止する。

製造事業者

(受付:2007/07/25)使用期間：約６年８か月

ＲＡＳ－２２５ＬＤＲ

東芝キヤリア（株）

(製品破損)奈良県 (B1)

(事故発生地)

2007-2697

2007/07/16

エアコン 　エアコンの運転を開始したところ、
エアコンから「パチパチ」と音がして
煙が出たので、リモコンで停止した。

　当該機内部のファンモーター電源コネクター部にト
ラッキング現象が発生したとみられる焼損が確認され
、使用者がクリーニング業者に依頼して電気部品類を
取り付けた状態でクリーニングを実施していることか
ら、エアコン洗浄液やそれに類似する電気を通しやす
い電解物質がコネクター部に付着・残留し、さらに内
部で発生した結露でトラッキング現象を誘発したもの
と推定される。

　平成１６年８月２０日付け新聞、ホームページ
及び平成１８年１月から平成１９年５月にかけて
配布した新聞折り込みチラシに社告を掲載し、無
料で点検・修理を行っている。　また、ファンモ
ータ電源コネクター部にエアコンクリーニング時
の洗浄液及びこれに類似する電解物質の侵入を防
止するためカバーを取り付け、さらにコネクター
カバーの中に絶縁シリコン剤を注入して、水分及
び洗浄液等の浸入を防止する。

製造事業者

(受付:2007/08/02)使用期間：約７年８か月

ＲＡＳ－５０６ＬＤＲ

東芝キヤリア（株）

(製品破損)福岡県 (B1)

(事故発生地)

2007-2910

2007/08/10

エアコン 　運転中のエアコンから異音が発生し
煙が出て、機器内の部品の一部が焼損
した。

　当該機内部のファンモーター電源コネクター部にト
ラッキング現象が発生したとみられる焼損が確認され
、使用者がクリーニング業者に依頼して電気部品類を
取り付けた状態でクリーニングを実施していることか
ら、エアコン洗浄液やそれに類似する電気を通しやす
い電解物質がコネクター部に付着・残留し、さらに内
部で発生した結露でトラッキング現象を誘発したもの
と推定される。

　平成１６年８月２０日付け新聞、ホームページ
及び平成１８年１月から平成１９年５月にかけて
配布した新聞折り込みチラシに社告を掲載し、無
料で点検・修理を行っている。　また、ファンモ
ーター電源コネクター部にエアコンクリーニング
時の洗浄液及びこれに類似する電解物質の侵入を
防止するためのカバーを取り付け、さらにコネク
ターカバーの中に絶縁シリコン剤を注入して、水
分及び洗浄液等の浸入を防止する。

製造事業者

(受付:2007/08/20)使用期間：約８年

ＲＡＳ－４０６ＬＤＲ

東芝キヤリア（株）

(製品破損)千葉県 (B1)

(事故発生地)

2007-3404

2007/08/16

エアコン 　エアコンの運転を開始し、まもなく
エアコンから異臭を感じ停止した。

　当該機内部のファンモーター電源コネクター部にト
ラッキング現象が発生したとみられる焼損が確認され
、使用者がクリーニング業者に依頼して電気部品類を
取り付けた状態でクリーニングを実施していることか
ら、エアコン洗浄液やそれに類似する電気を通しやす
い電解物質がコネクター部に付着・残留し、さらに内
部で発生した結露でトラッキング現象を誘発したもの
と推定される。

　平成１６年８月２０日付け新聞、ホームページ
及び平成１８年１月から平成１９年５月にかけて
配布した新聞折り込みチラシに社告を掲載し、無
料で点検・修理を行っている。　また、ファンモ
ーター電源コネクター部にエアコンクリーニング
時の洗浄液及びこれに類似する電解物質の侵入を
防止するためのカバーを取り付け、さらにコネク
ターカバーの中に絶縁シリコン剤を注入して、水
分及び洗浄液等の浸入を防止する。

製造事業者

(受付:2007/09/12)使用期間：不　明

ＲＡＳ－４０６ＬＤＲ

東芝キヤリア（株）

(製品破損)広島県 (B1)

(事故発生地)



No. 0010

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-3405

2007/08/21

エアコン 　エアコンから異臭がした。 　当該機内部のファンモーター電源コネクター部にト
ラッキング現象が発生したとみられる焼損が確認され
、使用者がクリーニング業者に依頼して電気部品類を
取り付けた状態でクリーニングを実施していることか
ら、エアコン洗浄液やそれに類似する電気を通しやす
い電解物質がコネクター部に付着・残留し、さらに内
部で発生した結露でトラッキング現象を誘発したもの
と推定される。

　平成１６年８月２０日付け新聞、ホームページ
及び平成１８年１月から平成１９年５月にかけて
配布した新聞折り込みチラシに社告を掲載し、無
料で点検・修理を行っている。　また、ファンモ
ーター電源コネクター部にエアコンクリーニング
時の洗浄液及びこれに類似する電解物質の侵入を
防止するためのカバーを取り付け、さらにコネク
ターカバーの中に絶縁シリコン剤を注入して、水
分及び洗浄液等の浸入を防止する。

製造事業者

(受付:2007/09/12)使用期間：約７年

ＲＡＳ－５０６ＹＤＲ

東芝キヤリア（株）

(製品破損)埼玉県 (B1)

(事故発生地)

2007-3406

2007/09/03

エアコン 　エアコンから焦げたにおいがした。 　当該機内部のファンモーター電源コネクター部にト
ラッキング現象が発生したとみられる焼損が確認され
、使用者がクリーニング業者に依頼して電気部品類を
取り付けた状態でクリーニングを実施していることか
ら、エアコン洗浄液やそれに類似する電気を通しやす
い電解物質がコネクター部に付着・残留し、さらに内
部で発生した結露でトラッキング現象を誘発したもの
と推定される。

　平成１６年８月２０日付け新聞、ホームページ
及び平成１８年１月から平成１９年５月にかけて
配布した新聞折り込みチラシに社告を掲載し、無
料で点検・修理を行っている。　また、ファンモ
ーター電源コネクター部にエアコンクリーニング
時の洗浄液及びこれに類似する電解物質の侵入を
防止するためのカバーを取り付け、さらにコネク
ターカバーの中に絶縁シリコン剤を注入して、水
分及び洗浄液等の浸入を防止する。

製造事業者

(受付:2007/09/12)使用期間：約７年

ＲＡＳ－４０６ＬＤＲ

東芝キヤリア（株）

(製品破損)東京都 (B1)

(事故発生地)

2007-3603

2007/09/15

エアコン 　エアコン室内機から異常音がして煙
が出た。

　当該機内部のファンモーター電源コネクター部にト
ラッキング現象が発生したとみられる焼損が確認され
、使用者がクリーニング業者に依頼して電気部品類を
取り付けた状態でクリーニングを実施していることか
ら、エアコン洗浄液やそれに類似する電気を通しやす
い電解物質がコネクター部に付着・残留し、さらに内
部で発生した結露でトラッキング現象を誘発したもの
と推定される。

　平成１６年８月２０日付け新聞、ホームページ
及び平成１８年１月から平成１９年５月にかけて
配布した新聞折り込みチラシに社告を掲載し、無
料で点検・修理を行っている。　また、ファンモ
ーター電源コネクター部にエアコンクリーニング
時の洗浄液及びこれに類似する電解物質の侵入を
防止するためのカバーを取り付け、さらにコネク
ターカバーの中に絶縁シリコン剤を注入して、水
分及び洗浄液等の浸入を防止する。

製造事業者

(受付:2007/10/01)使用期間：約７年

ＲＡＳ－４０６ＬＤＲ

東芝キヤリア（株）

(製品破損)京都府 (B1)

(事故発生地)

2007-3604

2007/09/17

エアコン 　エアコンのスイッチを入れたら黒い
煤が出て止まった。

　当該機内部のファンモーター電源コネクター部にト
ラッキング現象が発生したとみられる焼損が確認され
、使用者がクリーニング業者に依頼して電気部品類を
取り付けた状態でクリーニングを実施していることか
ら、エアコン洗浄液やそれに類似する電気を通しやす
い電解物質がコネクター部に付着・残留し、さらに内
部で発生した結露でトラッキング現象を誘発したもの
と推定される。

　平成１６年８月２０日付け新聞、ホームページ
及び平成１８年１月から平成１９年５月にかけて
配布した新聞折り込みチラシに社告を掲載し、無
料で点検・修理を行っている。　また、ファンモ
ーター電源コネクター部にエアコンクリーニング
時の洗浄液及びこれに類似する電解物質の侵入を
防止するためのカバーを取り付け、さらにコネク
ターカバーの中に絶縁シリコン剤を注入して、水
分及び洗浄液等の浸入を防止する。

製造事業者

(受付:2007/10/01)使用期間：約７年

ＲＡＳ－４０６ＬＤＲ

東芝キヤリア（株）

(製品破損)福岡県 (B1)

(事故発生地)



No. 0011

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-3818

2007/09/25

エアコン 　使用中のエアコンから煙のようなも
のが見え、ブレーカーが落ちて電源が
切れた。

　当該機内部のファンヒーター電源コネクター部にト
ラッキング現象が発生したとみられる焼損が確認され
、使用者がクリーニング業者に依頼して、電機部品を
取り付けた状態でクリーニングを実施していることか
ら、エアコン洗浄液やそれに類似する電気を通しやす
い電化物質がコネクター部に付着・残留し、さらに内
部で発生した結露でトラッキング現象を誘発したもの
と確定される。

　平成１６年８月２０日付け新聞、ホームページ
及び平成１８年１月から平成１９年５月にかけて
配布した新聞折り込みチラシに社告を掲載し、無
料で点検・修理を行っている。　また、ファンモ
ーター電源コネクター部にエアコンクリーニング
時の洗浄液及びこれに類似する電解物質の侵入を
防止するためのカバーを取り付け、さらにコネク
ターカバーの中に絶縁シリコン剤を注入して、水
分及び洗浄液等の浸入を防止する。

製造事業者

(受付:2007/10/17)使用期間：約８年

ＲＡＳ－４０６ＬＤＲ

東芝キヤリア（株）

(製品破損)福岡県 (B1)

(事故発生地)

2005-2370

2006/01/16

エアコン 　エアコン運転開始５～１０分後に、
焦げ臭いにおいがし、エアコン床置き
型室内機から発煙した。

　暖房能力補助用に用いている電熱ヒーターの配線接
続部が、約１７年の長期使用により接触不良が生じて
発熱し、発煙したものと推定される。

　経年劣化による事故とみられ、他に同様な事故
が発生しておらず、周辺を焼損するなどの拡大被
害に至る可能性が低いことから、措置はとらなか
った。

製造事業者

(受付:2006/02/01)使用期間：約１７年

ＦＶＹ１２５ＢＨ

ダイキン工業（株）

(製品破損)山口県 (C1)

(事故発生地)

2006-3067

2007/01/23

エアコン 　病院の透析室倉庫のエアコンから発
火した。

　長期使用（厳寒期を除く約１１年のあいだ２４時間
運転）により、パワーリレーの接点部が摩耗したため
、異常発熱が起こり絶縁材料が劣化してトラッキング
によって発火したものと推定される。

　経年劣化による事故とみられ、他に同種事故が
発生していないことから、措置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/01/30)

製造事業者

使用期間：約１１年

ＳＡＰ－２８７ＡＲ

三洋電機（株）

(製品破損)長崎県 (C1)

(事故発生地)

2006-3584

2007/02/12

エアコン 　和室のエアコン付近から発煙し、樹
脂の燃えたにおいがした。

　エアコンコントロールボックス内のプルスイッチの
焼損が著しいことから、長期使用（約３１年）により
、スイッチ接点部の磨耗粉やスパッタ及び切り替えカ
ムの磨耗粉が内部に堆積し、湿気の影響によりトラッ
キング現象が生じ、発煙・焼損したものと推定される
。

　経年劣化による事故とみられ、他に同様な事故
が発生していないことから、措置はとらなかった
。

製造事業者

(受付:2007/02/28)使用期間：約３１年

ＳＲＫ２２６ＫＨ

三菱重工業（株）

(製品破損)大分県 (C1)

(事故発生地)



No. 0012

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-1098

2006/08/20

エアコン 　木造２階建て住宅から出火し、約３
９平方メートルを焼いた。

　施工時に壁貫通部分に配線されていた室内機と室外
機をつないでいる連絡電線の被覆に傷がつき、その傷
が徐々に進行して絶縁劣化し、短絡、発火したものと
推定される。

　施工業者は不明であり、他に同種事故が発生し
ていないことから、措置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2006/08/23)

消防機関

製造事業者

使用期間：約５年
(拡大被害)石川県 (D1)

(事故発生地)

2006-3564

2007/02/05

エアコン 　エアコンを暖房運転中、部屋全体に
黒煙が広がり、室内機と周囲を焼損し
た。

　エアコン移設の際、室内機と室外機を接続している
内外連絡配線を室内機付近の冷媒配管貫通部分付近で
継ぎ足ししており、当該部の接続方法が不適切であっ
たため、継ぎ足し部から発火し室内機に延焼したもの
と推定される。  なお、据付説明書には「配線の途中で
接続したりすると、発熱、感電、火災の原因となる」
旨を記載している。

　施工業者の設置・施工不良とみられる事故であ
るため、措置はとらなかった。 製造事業者

(受付:2007/02/27)使用期間：約１年６か月
(拡大被害)大阪府 (D1)

(事故発生地)

2007-3430

2007/09/12

エアコン 　木造２階建て住宅から出火し、１階
コンセント付近が焦げた。

　長期間、差込みプラグ刃部に塵埃等が堆積した状態
であったため、プラグ両刃間でトラッキング現象が生
じて発火し、火災に至ったものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/09/18)使用期間：不　明
(拡大被害)三重県 (E2)

(事故発生地)

2006-3019

2007/01/15

エアコン 　観光施設内で運転していない状態の
エアコン付近から出火し、機器本体や
近くの竹やぶ約４平方メートルなどを
焼いた。

　当該機は事故当時は停止中であり、ファンモーター
やコンデンサー等の電気部品に溶融痕等の発火の痕跡
はなく、事故現場の周囲の屋内配線や配管穴下側付近
が焼損していることから、製品に起因する事故ではな
いものと推定される。

　製品に起因しない事故であるため、措置はとら
なかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/01/26)

製造事業者

使用期間：約１２年
(拡大被害)三重県 (F2)

(事故発生地)



No. 0013

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2005-2932

2006/03/11

エアコン 　エアコンを運転中、室内機から発煙
した。

　当該品は、ドレンパンのみが焼損しており、室内機
内部からの出火ではあるが、電気部品から出火した痕
跡はなく、原因の特定はできなかった。

　事故原因が特定できないため、措置はとれなか
った。 製造事業者

(受付:2006/03/30)使用期間：約１５年
(製品破損)鳥取県 (G1)

(事故発生地)

2006-0786

2006/06/22

エアコン 　運転中の天井カセット形のエアコン
室内機から出火し、天井の一部も焼損
した。

　当該機のドレンポンプのコイル及びリード線にショ
ート痕が認められるたが、焼損が著しいため、原因の
特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2006/07/06)使用期間：約９年
(拡大被害)宮崎県 (G1)

(事故発生地)

2006-1667

2006/10/03

エアコン 　エアコンの電源プラグを差し込んで
いるコンセント部分が溶け、周囲が煤
けた。

　エアコンの電源プラグとコンセントとの接触不良や
電源プラグのトラッキング現象等により出火したもの
と推定されるが、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2006/10/23)使用期間：約１８年
(拡大被害)愛知県 (G1)

(事故発生地)

2006-2753

2007/01/04

エアコン 　木造２階建て住宅の電源が入ったエ
アコン付近から出火して、約１６０平
方メートルを全焼した。

　当該機の金属製ケースに入った基板及びファンモー
ター等の電気部品に発火の痕跡は認められず、コンセ
ントは平行プラグ用コンセントであったものをＩＬ形
コンセントに加工したものと推定されるが、加工箇所
と発火の因果関係が不明であり、発火箇所を特定でき
ないことから、原因を特定することはできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/01/11)

製造事業者

使用期間：約２年
(軽傷)大阪府 (G1)

(事故発生地)



No. 0014

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-2922

2006/12/26

エアコン 　大学教室の電源が入ったエアコン室
内機が全焼し、エアコン周辺とブライ
ンドが焼損した。

　当該機の電源コード、渡り配線、内部配線等から出
火したものと推定されるが、焼損が著しく、原因の特
定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2007/01/23)使用期間：約２０年
(拡大被害)福岡県 (G1)

(事故発生地)

2006-3336

2007/01/20

エアコン 　運転中のエアコン付近から出火し、
住宅を全焼した。

　室内機の外郭樹脂が焼損しているものの、ファンモ
ーター、コントロールボックス、端子台等の電装品に
発火の痕跡が認められず、原因の特定はできなかった
。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2007/02/14)使用期間：約３年６か月
(拡大被害)埼玉県 (G1)

(事故発生地)

2006-3459

2007/02/08

エアコン 　集合住宅の一室で、２年間使用して
いないエアコンのブレーカーを入れた
ところ、数分後に停止中のエアコンか
ら出火し、周辺を焼損した。

　当該機の電源コード部が焼損していたが、溶融痕等
の発火の痕跡が確認できず、原因の特定はできなかっ
た。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2007/02/20)使用期間：約１２年
(拡大被害)京都府 (G1)

(事故発生地)

2006-3778

2007/03/05

エアコン 　住宅の納戸から出火して、壁や段ボ
ールなどを焦がした。

　コンセントとエアコンの電源プラグに塵埃等が堆積
し、さらに窓や壁の結露の湿気等が加わり電源プラグ
部分で、トラッキング現象が発生し、出火したものと
推定されるが、焼損が著しく原因の特定はできなかっ
た。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/03/13)使用期間：不　明
(拡大被害)石川県 (G1)

(事故発生地)



No. 0015

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0057

2007/03/12

エアコン 　物置に設置されていたエアコン付近
から出火し、２階部分約４５平方メー
トルを焼損した。

　当該機の電気系統部品には、溶融痕等の発火の痕跡
が認められないものの、内外接続用の端子台が、欠落
しており回収されていないことから、原因の特定はで
きなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2007/04/03)使用期間：約１５年
(拡大被害)埼玉県 (G1)

(事故発生地)

2006-0213

2006/04/01

エアコン 　エアコン室内機から出火し、集合住
宅の一室を全焼した。

　通電中のエアコン付近から出火したものと推定され
るが、事故品が入手できないことから調査できなかっ
た。

　事故品が入手できないことから、調査不能であ
るため、措置はとれなかった。 製造事業者

(受付:2006/04/20)使用期間：約３年
(拡大被害)千葉県 (G2)

(事故発生地)

2006-1842

2006/10/12

エアコン 　停止中のエアコンから出火し、床置
形室内機とその周辺が焼損した。

　エアコンの電源プラグとコンセントの間から出火し
たものと考えられるが、事故品が入手できないことか
ら、調査できなかった。

　事故品が入手できないことから、調査不能であ
るため、措置はとれなかった。 製造事業者

(受付:2006/11/06)使用期間：約１９年
(製品破損)三重県 (G2)

(事故発生地)

2006-2912

2007/01/01

エアコン室外機 　屋上に設置してあるエアコン室外機
から出火した。

　圧縮機のロータ（回転子）に取り付けられている鋼
板製のディスクが、製造時の取り付け不良によって脱
落したことから、周囲のステータコイル（固定子巻線
）が損傷・短絡し、圧縮機内圧が上り、端子が破損し
て噴出した潤滑油を含むガスに短絡時の火花が引火し
て拡大燃焼に至ったものと推定される。

　他に同種事故は発生しておらず、単品不良とみ
られる事故であることから、措置はとらなかった
。
　なお、当該品の製造は既に終了している。

消防機関

(受付:2007/01/22)

製造事業者

使用期間：約１６年

ＰＵＨ－３５ＳＥＫＤ

三菱電機（株）

(拡大被害)三重県 (A2)

(事故発生地)



No. 0016

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0427

2007/04/04

エアコン室外機 　使用中のエアコンの運転ランプが点
滅し、「ポン」と音がして、室外機か
ら発煙した。

　プリント基板とダイオードブリッジのはんだ付け部
で、はんだ量が少ないものがあり、プリント基板と電
装品箱の熱伸縮の差ではんだ部に繰り返し応力が加わ
り、はんだクラックが発生したため、電解コンデンサ
ーに逆電圧が印加され、コンデンサー自身が破損し、
電解液が漏れ出てスパークにより着火し、電装品が焼
損したものと推定される。

　平成１６年１０月１９日付けの新聞及びホーム
ページに社告掲載を行い、無償で修理・点検を行
っている。  　また、プリント基板の製造に対して
は、品質特性基準で、はんだ盛りの限度見本を図
解し、事故の再発防止に努めるとともに、プリン
ト基板の熱衝撃試験を導入することにより、経年
的な熱ストレスについても評価を実施している。

製造事業者

(受付:2007/04/25)使用期間：約６年

ＲＡ２２５ＧＸ

ダイキン工業（株）

(製品破損)福岡県 (A2)

(事故発生地)

2006-2594

2006/12/21

エアコン室外機 　木造２階建て住宅のベランダに設置
されたエアコン室外機から出火し、室
外機及び外壁２平方メートルを焼損し
た。

　室外機の端子盤のファストン端子に、火災熱では発
生しない脱亜鉛腐食が生じていることから、ファスト
ン端子に接触不良が生じ、温度上昇を繰り返している
間に、局部的な接触不良を引き起こして発熱し、周囲
の絶縁樹脂や配線被覆が発火してたものと推定される
。

　他に同種事故は発生しておらず、単品不良とみ
られる事故であることから、措置はとらなかった
。
　なお、当該品の製造は既に終了している。

消防機関

(受付:2006/12/27)

製造事業者

使用期間：約５年

Ｒ２２ＢＹＳ

ダイキン工業（株）

(拡大被害)三重県 (A3)

(事故発生地)

2006-3984

2007/03/20

エアコン室外機 　鉄筋４階建て集合住宅の１階ベラン
ダに設置してあったエアコン室外機か
ら出火した。

　圧縮機につながるファストン端子に発熱した跡があ
り、ファストン端子のメールタブと平形接続端子に溶
着箇所が認められたことから、ファストン端子で接触
不良が生じ、温度上昇を繰り返している間に局部的な
接触を生じ、発熱して発火・燃焼に至ったものと推定
される。

　他に同種事故は発生しておらず、単品不良とみ
られる事故であることから、措置はとらなかった
。
　なお、当該品の製造は既に終了している。

消防機関

(受付:2007/03/23)

製造事業者

使用期間：約１６年

ＣＯＨ－２５０Ｉ

（株）コロナ

(製品破損)三重県 (A3)

(事故発生地)

2007-0149

2007/03/22

エアコン室外機 　暖房運転時、エアコン室外機の内部
から「ボン」という音とともに発煙し
た。

　当該機の四方弁コイルにショート痕が認められるこ
とから、長期使用（約１６年）により、コイル層間で
絶縁劣化し、レイヤーショートとなり、発煙・発火し
たものと推定される。

　経年劣化による事故とみられ、他に同種事故が
発生していないことから、措置はとらなかった。  
 なお、ホームページによる消費者へのお知らせと
して、「長期使用における定期的な点検のすすめ
」を掲載している。

製造事業者

(受付:2007/04/06)使用期間：約１６年

ＨＡＳ－Ａ４０２Ｔ２

東芝キヤリア（株）

(製品破損)東京都 (C1)

(事故発生地)



No. 0017

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-2099

2007/06/00

エアコン室外機 　エアコン室外機の熱交換器アルミフ
ィンに接触して擦過傷を負った。

　被害者が当該機の熱交換器アルミフィンに手を触れ
たため、フィンの細かい端部で裂傷を負ったものと推
定される。
　なお、取扱説明書及び製品本体に、室外ユニットの
吸込口やアルミフィンに触れるとけがをする旨の表示
を記載している。　

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製造事業者

(受付:2007/07/03)使用期間：不　明
(軽傷)兵庫県 (E2)

(事故発生地)

2007-2446

2007/07/03

エアコン室外機 　エアコン室外機の本体左側面のアル
ミフィンに触れて指にけがをした。

　被害者が当該機の熱交換器アルミフィンに手を触れ
たため、フィンの細かい端部で裂傷を負ったものと推
定される。
　なお、取扱説明書及び製品本体に、室外ユニットの
吸込口やアルミフィンに触れるとけがをする旨の表示
を記載している。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製造事業者

(受付:2007/07/26)使用期間：１回
(軽傷)東京都 (E2)

(事故発生地)

2006-3837

2007/03/01

エアコン室外機 　共同住宅２階のベランダに設置され
ているエアコン室外機が焼損した。

　エアコン室外機に配線の短絡や接触不良等による異
常発熱の形跡はなく、圧縮機及びファンモーターにも
異常はなかったことから、当該機からの出火ではない
と推定される。

　製品に起因しない事故であるため、措置はとら
なかった。 製造事業者

(受付:2007/03/14)

消防機関

使用期間：不　明
(拡大被害)愛知県 (F2)

(事故発生地)

2007-0154

2007/04/04

エアコン室外機 　エアコン室外機から発火し、同室外
機とアルミサッシなどを焼損した。

　事故品のプリント基板、ファンモーター等の電気部
品から出火した痕跡が認められないことから、当該事
故品からの出火ではないものと推定される。
　なお、同機種は社告対象機種であるものの、当該事
故品については、社告内容の原因で出火したものでは
ない。

　製品に起因しない事故であるため、措置はとら
なかった。
　なお、同機種は平成１６年１０月１９日付けの
新聞及びホームページに社告掲載を行い、無償で
修理・点検を行っている。

消費者センター

(受付:2007/04/06)

消防機関

製造事業者

使用期間：約１１年

ＲＡ２５６ＳＸ

ダイキン工業（株）

(拡大被害)大阪府 (F2)

(事故発生地)



No. 0018

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2005-1746

2005/12/13

エアコン室外機 　エアコン室外機から発火し、家屋の
壁が焦げた。

　当該機の右側面の電装カバーが焼損しているものの
、制御基板、圧縮機、端子台等の電気部品に発火の痕
跡は認められないことから、原因の特定はできなかっ
た。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2005/12/22)使用期間：約３年
(拡大被害)神奈川県 (G1)

(事故発生地)

2006-2123

2006/10/19

エアコン室外機 　２週間前から異臭がしていたエアコ
ン室外機の一部が焼損した。

　当該機の電装部品の運転コンデンサーが、使用によ
り絶縁劣化し発火したのか、あるいは圧縮機と運転コ
ンデンサーを接続するリード線が断線したため、出火
したものと考えられるが、焼損が著しく、原因の特定
はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2006/11/28)使用期間：約２０年
(製品破損)高知県 (G1)

(事故発生地)

2006-2457

2006/12/06

エアコン室外機 　エアコンの室外機が一部焼けていた
。

　当該機の端子盤の焼損が著しく、この付近から出火
したものと推定されるが、溶融痕等の発火の痕跡は認
められず、事故当時、当該機は停止中であったことか
ら、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 消防機関

(受付:2006/12/19)

製造事業者

使用期間：約３年
(製品破損)石川県 (G1)

(事故発生地)

2006-2815

2006/12/14

エアコン室外機 　部屋の外より「ボン」という音がし
てブレーカーが落ち、運転中のエアコ
ン室外機を焼損し、納屋壁面の一部も
焼損した。

　当該機の制御基板のほとんどが焼失しており、パワ
ー素子と圧縮機とを接続しているコードや圧縮機サー
ミスター及び配管サーミスターのリード線等に溶融痕
が認められるが、室外機全体の焼損が著しいため、原
因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2007/01/16)使用期間：約１０年
(拡大被害)香川県 (G1)

(事故発生地)



No. 0019

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-2870

2007/01/14

エアコン室外機 　木造２階建て住宅から出火して、約
１６０平方メートルを全焼した。

　室内機から配線される電源端子部に部分的に接触不
良による異常発熱の痕跡が認められたが、被害者はエ
アコンを使用していなかったと供述していることから
、原因の特定はできなかった。

　製造業者等は不明であり、事故原因が不明であ
るため、措置はとれなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/01/19)

消防機関

使用期間：不　明
(軽傷)愛知県 (G1)

(事故発生地)

2006-2923

2007/01/03

エアコン室外機 　屋上に設置した通電中のエアコン室
外機から発火し、室外機の一部を焼損
した。

　当該機の四方弁ソレノイドコイルの封止樹脂に亀裂
があり、支持材料が溶融しているものの、コイル部品
及びその他の電気部品には、出火の痕跡が認められず
、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2007/01/23)使用期間：約３年
(製品破損)東京都 (G1)

(事故発生地)

2006-3220

2007/01/16

エアコン室外機 　運転を停止した翌日にエアコン室外
機から出火して、ベランダと室外機２
台が焼損した。

　当該機内部の端子盤からプリント基板に渡るワイヤ
ーハーネスのプリント基板側との結合部で、トラッキ
ング現象が生じて発火したものと考えられるが、焼損
が著しく、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2007/02/06)使用期間：約３年
(拡大被害)東京都 (G1)

(事故発生地)

2006-3364

2007/02/05

エアコン室外機 　「ドン」という爆発音とともに住宅
の壁際に設置されていた運転中のエア
コン室外機付近から出火し、近くにあ
ったゴミ箱・壁の一部を焼損した。

　当該機のモーターリード線や内部配線に溶融痕がみ
られたが、焼損が著しく、原因の特定はできなかった
。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/02/14)

製造事業者

使用期間：約９年
(拡大被害)兵庫県 (G1)

(事故発生地)



No. 0020

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-3808

2007/02/19

エアコン室外機 　運転中のエアコン室外機から発煙・
発火して室外機を焼損した。

　当該機の外郭樹脂の焼損が著しいものの、残存する
電気部品（基板、運転コンデンサー、ファンモーター
等）に発火の痕跡が認められないことから、原因の特
定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2007/03/13)使用期間：約２４年
(拡大被害)栃木県 (G1)

(事故発生地)

2006-3825

2007/02/22

エアコン室外機 　停止中のエアコン室外機から出火し
、室外機と配管の一部を焼損し、隣に
設置していた別の室外機の一部が熱で
溶解した。

　当該機のファンや連絡配線の被覆が焼損しているも
のの、配線、モーター、基板等の電気部品に発火の痕
跡は認められず、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2007/03/14)

消費者センター

使用期間：約３年
(拡大被害)徳島県 (G1)

(事故発生地)

2006-3918

2007/03/04

エアコン室外機 　エアコン室外機から出火して周辺を
焼損したので、消火しようと水道蛇口
を開いたところ、蛇口が熱くなってい
て火傷を負った。なお、エアコンは通
電されていなかった。

　当該機の外側背面が著しく焼損しているものの、内
部の電気部品に溶融痕等の発火の痕跡は認められない
ことから、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2007/03/20)使用期間：約１０年
(軽傷)埼玉県 (G1)

(事故発生地)

2007-0056

2007/03/04

エアコン室外機 　エアコン室外機から炎が出て、室外
機、外壁と軒下の一部を焼損し、窓ガ
ラスが破損した。

　事故品の焼損が著しく、原因の特定はできなかった
。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2007/04/03)使用期間：約１０年
(拡大被害)岡山県 (G1)

(事故発生地)



No. 0021

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0636

2007/04/19

エアコン室外機 　運転中のエアコン室外機から発火し
て、室外機の一部が焼損し壁が焦げた
。

　当該機の外郭樹脂が焼損しているものの、制御基板
、ファンモーター、圧縮機器等の電気部品に発火の痕
跡が認められず、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2007/05/15)使用期間：約１０年
(拡大被害)栃木県 (G1)

(事故発生地)

2007-4329

2007/08/14

エアコン室外機 　エアコンの室外機が焼損した。 　当該機の樹脂製のファン、ファンガードなどが焼失
しているものの、内部配線及びその他の電気部品に発
火の痕跡はなく、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2007/11/12)使用期間：約１９年
(製品破損)鹿児島県 (G1)

(事故発生地)

2006-0214

2006/04/10

エアコン室外機 　エアコンの暖房運転中に、室外機が
燃え、ベランダの壁面と天井面を焦が
した。

　通電中のエアコン室外機付近から出火したものと推
定されるが、事故品が入手できないことから調査でき
なかった。

　事故品が入手できないことから、調査不能であ
るため、措置はとれなかった。 製造事業者

(受付:2006/04/20)使用期間：約６年
(拡大被害)山口県 (G2)

(事故発生地)

2004-2221

2005/01/07

オイルヒーター 　タイマーでヒーターの作動を開始し
て１時間半後に、焦げ臭いにおいがす
るので、停止して埃をはらい、再作動
したが、排気口からプラスチックの溶
けた強い臭いが発生した。

　製造時のファストン端子の取り付け状態が緩んでい
たものが、使用に伴う膨張・収縮で徐々に緩みが進行
し、接触抵抗が増大したことにより発熱し、端子の絶
縁カバーが溶融し発煙したものと推定される。

　ファストン端子周囲の絶縁カバー、電線・保護
チューブ等は難燃材を使用し、さらに外郭カバー
は金属で覆われており、拡大被害を生じる恐れが
ないことから、措置はとらなかった。
　なお、当該機種は、既に生産を終了している。

消費者センター

(受付:2005/01/25)

製造事業者

使用期間：約３年３か月

Ｍ－１２０８

（株）山善

(製品破損)千葉県 (A2)

(事故発生地)



No. 0022

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-4011

2007/03/22

オイルヒーター 　リビングで使用中のオイルヒーター
の操作パネル上部の通気孔からプラス
チックが燃えるようなにおいがした。

　ヒーター接続端子部又は、タイマー接続端子部が接
触不良により異常発熱し、周囲の樹脂が炭化したもの
と推定される。

　他に事故が発生しておらず、単品不良による事
故であるため、特に措置しなかった。 消費者

(受付:2007/03/26)

製造事業者

使用期間：約９年

ZS１２０８TW

日本ゼネラル・アプライア
ンス（株）

(製品破損)神奈川県 (A2)

(事故発生地)

2007-3578

2007/03/23

オイルヒーター 　オイルヒーターの差し込みプラグが
発熱していた。

　差し込みプラグに異常な温度上昇は認められず、被
害者の使用状況等も不明であることから、原因の特定
はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 消費者センター

(受付:2007/09/27)使用期間：約５年
(被害なし)北海道 (G1)

(事故発生地)

2006-2456

2006/11/08

オーブントースター 　オーブントースターのタイマーは「
切」になっているのに、ヒーターがつ
いていた。２、３日前に焦げ臭が発生
していた。

　タイマーの可動接点がカシメ不良により欠落してい
ることから、接点バネ（銅合金）の先端と固定接点で
接触が繰り返されたため、接点バネ先端が固定接点に
溶着し、ヒーターへの通電が停止しなかったと推定さ
れる。

　他に同種事故が発生しておらず、タイマー故障
により連続運転になった場合でも、サーモスタッ
トが動作し温度調節を行い設定温度以上に上昇せ
ず拡大被害にならないため、措置はとらなかった
。

消費者センター

(受付:2006/12/19)

製造事業者

使用期間：約８年

ＢＯ－Ｚ３８ＣＬ

三菱電機ホーム機器（株）

(被害なし)愛知県 (A3)

(事故発生地)

2006-3109

2007/01/23

オーブントースター 　鉄筋平屋の母屋から出火して、同住
宅約８５平方メートルと隣接する鉄筋
２階建て離れ約８０平方メートルを全
焼した。

　オーブントースターで魚を焼いている途中、その場
を離れたために、垂れ落ちた魚の脂に火がつき、付近
の可燃物に引火し、火災に至ったものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/01/31)使用期間：不　明
(拡大被害)徳島県 (E2)

(事故発生地)



No. 0023

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-2385

2007/07/21

オーブントースター 　鉄筋２階建て住宅から出火して、約
８７平方メートルを焼いた。

　梅で活性炭を作るために、梅の種数十個をオーブン
トースターに入れ長時間加熱したため、梅の種が炭化
し発火して周囲の可燃物に引火して出火に至ったもの
と推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/07/24)使用期間：不　明
(拡大被害)徳島県 (E2)

(事故発生地)

2007-2608

2007/07/10

オーブントースター 　オーブントースターの受け皿にアル
ミホイルを敷いてクッキーを焼いたと
ころ、アルミホイルから発火した。

　当該機のヒーター等の電気部品に発火の痕跡は認め
られないことから、被害者が調理物を長時間加熱した
ため、発火したものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 輸入事業者

(受付:2007/07/27)使用期間：約１日
(被害なし)静岡県 (E2)

(事故発生地)

2007-4647

2007/11/28

オーブントースター 　オーブントースターから出火し、住
宅を全焼した。

　オーブントースターから出火した可能性が考えられ
るが、焼損が著しいため、原因の特定はできなかった
。

　製造業者等は不明であり、事故原因が不明であ
るため、措置はとれなかった。 消防機関

(受付:2007/11/29)

製品評価技術基盤
機構

使用期間：約１０年
(拡大被害)愛媛県 (G1)

(事故発生地)

2007-0987

2007/05/23

オーブントースター 　木造２階建て住宅から出火して、約
２２０平方メートルを全焼した。台所
付近から出火していた。

　オーブントースターに食品を入れてタイマーをセッ
トして加熱し、そのまま目を離していた隙に火災が起
きたと考えられるが、事故品が確認できなかったため
、原因は特定できなかった。

　製造業者等は不明であり、事故原因が不明であ
るため措置はとれなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/05/25)使用期間：不　明
(拡大被害)千葉県 (G2)

(事故発生地)



No. 0024

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-3660

2007/01/29

カセットレコーダー 　マイクロカセットレコーダーの電池
蓋付近から発熱し、そのまま使い続け
たところ、電池蓋が溶解したため、乾
電池を抜いた。

　電池ケース内に異物が混入したため、電極部に異物
が接触し、アルカリ乾電池が短絡・発熱し、樹脂製の
電池を溶融させたものと推定されるが、異物の特定が
できず、乾電池も廃棄されていたことから、原因の特
定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2007/03/05)使用期間：約１２年
(製品破損)鹿児島県 (G1)

(事故発生地)

2006-1897

2006/10/02

カラーテレビ 　テレビを見ていたところ、突然画像
がちらつき、本体上部から発煙し、に
おいがした。

　偏向コイルが焼損していることから、コイルの絶縁
被膜にピンホールがあったか、または製造時、絶縁被
膜に傷をつけてしまったため偏向コイルがレイヤショ
ートを起こし、発煙したものと推定される。

　他に同種事故は発生しておらず、単品不良とみ
られる事故であることから、措置はとらなかった
。
　なお、当該品の製造は既に終了している。

国の行政機関

(受付:2006/11/09)

製造事業者

使用期間：約１８年１か月

２１Ｃ－Ｋ１０

シャープ（株）

(製品破損)大阪府 (A2)

(事故発生地)

2006-2168

2006/10/00

カラーテレビ 　視聴中のテレビの本体後部から煙が
出て、映らなくなった。

　当該機の電解コンデンサーの防爆弁が作動していた
ことから、電解コンデンサーの部品不良により過熱し
て、防爆弁が作動して内部電解液が蒸気となって噴出
したものと推定される。

　他に同種事故はなく、単品不良とみられ、拡大
被害を生じないことから、措置はとらなかった。 製造事業者

(受付:2006/12/01)使用期間：約６年

２９Ｃ－ＦＡ３３

三菱電機（株）

(製品破損)群馬県 (A2)

(事故発生地)

2006-3755

2007/03/06

カラーテレビ 　テレビの電源を入れたが映らず、異
臭がして、ブラウン管の後ろから白煙
が出てきた。

　ブラウン管の偏向ヨークのコイルにコーティングし
てある絶縁被覆が一部溶けて、黒く変色しており、製
造時の傷や、異物等により絶縁被覆の絶縁性能が徐々
に劣化し、線間短絡を生じ過熱し発煙したものと推定
される。

　平成１９年８月６日付けホームページ、及び平
成１９年８月７日付けの新聞に社告を掲載し、無
償点検・修理を実施している。

消費者センター

(受付:2007/03/09)

製造事業者

使用期間：約１４年

Ｃ－１４Ｂ２

日本ビクター（株）

(製品破損)高知県 (A2)

(事故発生地)



No. 0025

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-3826

2007/02/06

カラーテレビ 　テレビをつけていたところ出火し、
テレビのバックカバーに穴が開いた。

　偏向ヨーク端子部のはんだ付け部が通電による熱ス
トレスで亀裂が生じ放電したため、偏向ヨーク端子基
板が焼損しキャビネット（バックカバー）が溶融した
ものと推定される。

　他に同種事故は発生しておらず、単品不良とみ
られる事故であるため、措置はとらなかった。 製造事業者

(受付:2007/03/14)使用期間：約４年４か月

２８Ｆ－Ｄ４０１Ｓ

三菱電機（株）

(拡大被害)兵庫県 (A2)

(事故発生地)

2007-0614

2007/05/02

カラーテレビ 　視聴中のテレビから発煙し、室内が
煙で充満した。

　ブラウン管に取り付けてある偏向ヨーク端子基板の
コイル取付部のはんだ量が不足していたため、繰り返
し使用によるヒートサイクルの影響からはんだクラッ
クが発生し、アーク放電が生じて基板が炭化し発煙に
至ったものと推定される。

　平成１５年１月２９日付けの新聞及びホームペ
ージに社告を掲載するとともに、チラシの配布及
びポスターの掲示を継続して行い、点検・修理を
実施している。

製造事業者

(受付:2007/05/14)使用期間：約７年

Ｗ２８－ＧＦ３

（株）日立製作所

(製品破損)和歌山県 (A2)

(事故発生地)

2007-1394

2007/05/01

カラーテレビ 　カラーテレビの後部から発煙した。 　偏向ヨーク端子部のはんだ量のばらつきと、製品の
通電による熱ストレスで、はんだ付け部に亀裂が生じ
、これが進行して破断状態になり放電現象を生じ、発
煙したものと推定される。

　他に同種事故は発生しておらず、単品不良とみ
られる事故であるため、措置はとらなかった。 製造事業者

(受付:2007/06/05)使用期間：約５年４か月

２５Ｔ－Ｄ１０１

三菱電機（株）

(製品破損)山形県 (A2)

(事故発生地)

2007-1588

2007/06/12

カラーテレビ 　テレビのスイッチを入れて１時間ほ
ど経過したところ、画面が暗くなり、
テレビの後ろから異音がして煙が出て
きた。

　プリント基板上のセラミックコンデンサーがショー
トモードで故障し、その際に煙が発生したものと推定
される。

　他に同種事故は発生しておらず、単品不良とみ
られる事故であることから、措置はとらなかった
。
　なお、当該品の製造は既に終了しており、最終
的に過電流保護回路が作動し、電源供給回路を遮
断するため拡大被害に至ることはない。

消費者

(受付:2007/06/13)使用期間：約５年４か月

ＴＨ２８－ＦＧ１５

松下電器産業（株）

(製品破損)鹿児島県 (A2)

(事故発生地)



No. 0026

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-2669

2007/05/01

カラーテレビ 　カラーテレビの内部から発煙した。 　偏向ヨーク内部のコイルのはんだ付け不良により、
はんだクラックが入り、スパークし発煙したものと推
定される。

　平成１９年８月６日付けホームページ、及び平
成１９年８月７日付けの新聞に社告を掲載し、無
償点検・修理を実施している。

輸入事業者

(受付:2007/08/01)使用期間：約５年

ＡＶ－２９ＫＢ１／Ｂ

日本ビクター（株）

(製品破損)東京都 (A2)

(事故発生地)

2007-2955

2007/07/01

カラーテレビ 　公民館でカラオケを行っている時、
突然テレビの下部から発煙、発火し、
カラオケシステムの天板が焦げた。

　製造時にはんだを盛り過ぎたため、その部分が電位
の高い銅箔に異常接近し、放電が生じて発煙・発火に
至ったものと推定される。

　平成８年４月１１日付けの新聞に社告を掲載し
、無償で修理、点検を実施している。
　なお、現行製品は、平成２年７月改正の電気用
品取締法の技術基準内容及びＥＩＡＪ自主基準等
をもとに、はんだ付け部の強化や部品材料の難燃
化などの処置を実施し、安全性・信頼性の確保に
努めている。

製造事業者

(受付:2007/08/23)使用期間：約１７年

２９Ｃ－ＥＸ１

シャープ（株）

(拡大被害)大阪府 (A2)

(事故発生地)

2007-3147

2007/08/21

カラーテレビ 　視聴中のテレビから発煙し、プラス
チックが焦げるにおいがした。

　部品製造時の作業ミスにより、偏向ヨークのコイル
部分に傷が付き、通電時にレイヤーショートが発生し
、発煙が生じたものと推定される。

　発煙のみで発火等の拡大被害が生じる可能性は
低いとみられることから、措置はとらなかった。
　なお、当該機は既に販売を終了している。

市町村

(受付:2007/08/29)使用期間：約４年

ＴＶ－１４ＧＴ５５（ブラ
ンド：ＡＩＷＡ　アイワ）

ソニー（株）

(製品破損)滋賀県 (A2)

(事故発生地)

2007-3508

2007/09/19

カラーテレビ 　テレビの画面の一部が黒くなり、煙
が出て、焦げ臭いにおいがした。

　部品製造時の作業ミスにより偏向ヨークのコイル部
分に傷が付き、通電時にレイヤーショートが発生し、
発煙が生じたものと推定される。

　発煙のみで発火等の拡大被害が生じる可能性は
低いとみられることから、措置はとらなかった。
　なお、当該機は既に販売を終了している。

消費者センター

(受付:2007/09/21)使用期間：不　明

ＴＶ－１４ＧＴ５５（ブラ
ンド：ＡＩＷＡ　アイワ）

ソニー（株）

(製品破損)京都府 (A2)

(事故発生地)



No. 0027

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-3625

2007/09/16

カラーテレビ 　テレビの後方部分から発煙し、臭い
においがした。

　部品製造時の作業ミスにより、偏向ヨークのコイル
部分に傷が付き、通電時にレイヤーショートが発生し
、発煙が生じたものと推定される。

　発煙のみで発火等の拡大被害が生じる可能性は
低いとみられることから、措置はとらなかった。
　なお、当該機は既に販売を終了している。

消費者センター

(受付:2007/10/01)使用期間：約４年

ＴＶ－１４ＧＴ５５（ブラ
ンド：ＡＩＷＡ　アイワ）

ソニー（株）

(製品破損)兵庫県 (A2)

(事故発生地)

2006-2279

2006/12/04

カラーテレビ 　朝、テレビを視聴し、その後は何も
なかったが、帰宅すると部屋中が白煙
で充満し、テレビが熱くなっていた。
異臭がして頭がクラクラして痛くなり
、のども痛くなった。

　当該機のフライバックトランス内のコイルが層間短
絡したため、コイル巻線の絶縁被膜が過熱し、異臭と
ガスが発生し、発煙したものと推定される。

　他に同種事故は発生しておらず、単品不良とみ
られる事故であるため、措置はとらなかった。 消費者センター

(受付:2006/12/08)

製造事業者

使用期間：約１２年

Ｃ－３２ＳＤ１

三洋電機（株）

(軽傷)大阪府 (A3)

(事故発生地)

2006-2917

2006/12/31

カラーテレビ 　テレビから発煙した。 　偏向ヨーク端子部のはんだ量のばらつきと、製品の
通電による熱ストレスで、はんだ付け部に亀裂を生じ
、これが進行して破断状態になり放電現象を生じ、発
煙したものと推定される。

　平成１５年８月２０日付けの新聞及びホームペ
ージに告知文を掲載し、無料で点検・修理を行っ
ている。
　なお、当該製品は、放電による端子部の焼損が
生じた場合には、電源ラインの短絡検出回路が作
動し電源が切れること、また端子部や周辺部品、
製品の外郭樹脂には難燃材を用いている。

製造事業者

(受付:2007/01/23)使用期間：約６年

２８Ｗ－ＣＺ２２

三菱電機（株）

(製品破損)群馬県 (A3)

(事故発生地)

2006-3728

2007/01/28

カラーテレビ 　視聴中のテレビの映像が突然乱れ、
「ボン」という音とともに発煙した。

　電源整流回路の平滑用電解コンデンサーが異常電圧
または製造時の不良により、コンデンサー内部で熱が
発生し温度が上昇したため、内部の電解液が蒸気状態
となりコンデンサーが膨張し、コンデンサーの安全弁
が開き蒸気を放出したものと推定される。

　他に同種事故は発生しておらず、単品不良とみ
られる事故であることから、措置はとらなかった
。
　なお、当該品の製造は既に終了している。

消費者センター

(受付:2007/03/08)

製造事業者

使用期間：約８年

３２Ｃ－ＦＺ１００

シャープ（株）

(製品破損)北海道 (A3)

(事故発生地)



No. 0028

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0356

2007/04/19

カラーテレビ 　視聴中のテレビから焦げ臭いにおい
がし、テレビ後方から煙が出た。

　電源整流回路の平滑用電解コンデンサーの不具合に
より、コンデンサー内部で熱が発生し温度が上昇した
ため、内部の電解液が蒸気状態となりコンデンサーが
膨張し、コンデンサーの安全弁が開き蒸気を放出した
ものと推定される。

　他に同種事故は発生しておらず、単品不良とみ
られる事故であることから、措置はとらなかった
。
　なお、当該品の製造は既に終了している。

消防機関

(受付:2007/04/20)

製造事業者

使用期間：約８年４か月

２９ＢＧ８

（株）東芝デジタルメディ
アネットワーク社

(製品破損)北海道 (A3)

(事故発生地)

2007-1474

2007/05/11

カラーテレビ 　視聴中のカラーテレビから、異音が
して画面が消えて発煙し、焦げ臭いに
おいがした。

　水平回路に使用されているコンデンサーが部品の製
造焼成工程で不具合を生じていたため、湿気の影響を
受けて絶縁劣化しショートして、発煙したものと推定
される。

　平成１５年７月２９日付けのホームページ及び
同３０日付けの新聞紙上に社告を掲載し、点検・
修理を行っている。

消費者センター

(受付:2007/06/07)使用期間：約８年１か月１
日

ＫＶ－２５ＳＴ１２

ソニー（株）

(製品破損)神奈川県 (A3)

(事故発生地)

2007-1934

2007/06/00

カラーテレビ 　視聴中のテレビからプラスチックが
焼けたにおいがし、３０分後に異音と
ともに白煙と黒煙が発生した。

　電源回路の電解コンデンサーの不具合により発熱し
たため、電解コンデンサーの内圧が上昇し、防爆弁が
作動して内部の電解液が蒸気となって噴出したものと
推定される。

　平成１６年１月２０日付け新聞及びホームペー
ジに社告を掲載し、点検修理（電解コンデンサー
の交換）を行っている。
　なお、平成１０年以降の製品については、コン
デンサーの品質強化を行っている。

消費者センター

(受付:2007/06/21)使用期間：約１１年６か月

２８Ｗ２０

（株）東芝デジタルメディ
アネットワーク社

(製品破損)新潟県 (A3)

(事故発生地)

2007-2072

2006/12/11

カラーテレビ 　テレビのスイッチを入れて１時間半
後に煙が出てきた。

　電源回路の電解コンデンサーの不具合により発熱し
たため、電解コンデンサーの内圧が上昇し、安全弁が
作動して内部の電解液が蒸気となって噴出したものと
推定される。

　平成１６年１月２０日付け新聞及びホームペー
ジに社告を掲載し、点検修理を行っている。
　なお、平成１０年以降の製品については、コン
デンサーの品質強化を行っている。

消費者センター

(受付:2007/06/29)使用期間：約１４年

２９ＢＣ５５

（株）東芝デジタルメディ
アネットワーク社

(製品破損)宮崎県 (A3)

(事故発生地)



No. 0029

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-3159

2006/12/00

カラーテレビ 　視聴中のテレビから「シュー」とい
って白煙が出た。

　フライバックトランス製造時における異物の混入や
巻線の乱れ等により、高圧巻線の一部が短絡して発熱
し、内部のボビンやエポキシ樹脂等が溶融・気化した
ことによって、内部圧力が上昇してフライバックトラ
ンスのケース表面にクラックが生じ、ボビンやエポキ
シ樹脂のガスが噴出したものと推定される。

　最終的に電源ラインのヒューズが断線し動作が
停止するため、発煙のみで拡大被害に至らないこ
とから、措置はとらなかった。

消費者

(受付:2007/08/29)使用期間：約２３年

１４Ｃ３３０

三菱電機（株）

(製品破損)香川県 (A3)

(事故発生地)

2007-3571

2007/09/16

カラーテレビ 　テレビの電源を入れたところ、本体
内部で青いスパークが発生し、赤い炎
が出て発煙した。

　フライバックトランスのフォーカスボリウム部から
高電圧が漏れたため、フライバックトランスの表面を
通して基板にスパークが生じ、発煙したものと推定さ
れる。

　他に同種事故は発生しておらず、単品不良とみ
られる事故で、最終的に通電が停止し、拡大被害
の可能性はないことから措置はとらなかった。

消費者

(受付:2007/09/27)使用期間：約６年１１か月

２５Ｓ９９

（株）東芝デジタルメディ
アネットワーク社

(製品破損)高知県 (A3)

(事故発生地)

2006-1113

2006/08/08

カラーテレビ 　テレビを見ていたところ、突然、本
体から異臭がして発煙したため、電源
プラグを抜いた。

　電圧制御基板の電解コンデンサーが膨らんでおり、
防爆弁が作動していたことから、長期使用（約１３年
）により、一次側の制御回路が故障した際、二次側に
過電圧が印加され、電解コンデンサーの耐圧限度を超
え、内部短絡し、破裂・発煙したものと推定される。

　経年劣化による事故とみられ、延焼の可能性は
低いものと考えられることから、措置はとらなか
った。

消費者センター

(受付:2006/08/24)使用期間：約１３年

２９C-SX1

三菱電機（株）

(製品破損)富山県 (C1)

(事故発生地)

2006-2169

2006/10/24

カラーテレビ 　テレビの画面が青くなり縮んだ後、
変な音がして発煙した。

　長期使用（約２０年）により、フライバックトラン
ス内部の高圧巻線が絶縁劣化により、レイヤーショー
トし、発煙したものと推定される。

　経年劣化による事故とみられ、同型品について
はすでに生産を終了しており、安全装置の電流ヒ
ューズが作動しており、周辺を焼損するなどの拡
大被害に至る可能性が無いことから、措置はとら
なかった。

製造事業者

(受付:2006/12/01)使用期間：約２０年

２１Ｃ６８０

三菱電機（株）

(製品破損)愛知県 (C1)

(事故発生地)



No. 0030

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-2173

2006/11/20

カラーテレビ 　テレビの電源を入れて、５分位後に
異臭がし、本体下部から煙が出て発火
した。

　長期使用（約２２年）により、メイン基板上の抵抗
及びコンデンサーの熱ストレスによるはんだクラック
が生じて、リーク放電が発生し、バックカバーを焼損
させたものと推定される。

　平成１０年４月１５日付けの新聞に社告を掲載
し、無料で点検・処置を行っている。　また、平
成１６年１１月から消耗部品に謹告品（社告品）
を掲載したチラシを梱包し、啓発活動を実施して
いる。

製造事業者

(受付:2006/12/01)使用期間：約２２年

ＴＨ１９－Ｌ５５ＧＲ

松下電器産業（株）

(拡大被害)東京都 (C1)

(事故発生地)

2006-2725

2006/11/16

カラーテレビ 　テレビの電源を入れたところ発火し
、白煙が室内に充満した。

　長期使用（１１年以上）により、高圧水平偏向回路
のフィルムコンデンサーが経年劣化し、コンデンサー
の内圧が上昇して内容物が噴出したものと推定される
。

　経年劣化による事故とみられ、他に同種事故が
発生していないことから、措置はとらなかった。 消費者

(受付:2007/01/10)

製造事業者

使用期間：約１１年

Ｃ－２５Ｗ７

日本電気ホームエレクトロ
ニクス（株）

(製品破損)香川県 (C1)

(事故発生地)

2006-2822

2006/12/01

カラーテレビ 　視聴中のテレビの後方から発煙、発
火した。

　長期使用（約１９年）により、フライバックトラン
スのフォーカス部ケースが温度・湿度・埃・油煙等の
影響で絶縁劣化し、クラックが発生して、高電圧がリ
ークしたものと推定される。

　平成１３年４月２４日、平成１６年４月１３日
、平成１８年１１月７日付の新聞及びホームペー
ジに社告を掲載し、製品の無償点検・修理を実施
している。また、フライバックストランス部の材
料の変更や構造の見直しを実施するとともに、平
成２年以降、（社）電子情報技術産業協会の制定
した自主基準をもとに、高圧部の空間距離の確保
、部品材料の難燃化等の処理をすることにより安
全性の確保を図っている。

製造事業者

(受付:2007/01/17)使用期間：約１９年

２８ＪZ５２

（株）東芝

(製品破損)茨城県 (C1)

(事故発生地)

2006-2916

2006/12/30

カラーテレビ 　電源を入れていたテレビから発煙し
た。

　長期間の使用（約１９年）により、フライバックト
ランスの外郭樹脂の絶縁性能が低下してケースに亀裂
が入り、フォーカス電圧から漏洩した放電現象により
発煙したものと推定される。

　経年劣化による事故とみられ、当該型式で同種
事故は発生しておらず、最終的に保護回路が作動
し、電源が切れることから措置はとらなかった。

製造事業者

(受付:2007/01/23)使用期間：約１９年

２９Ｃ９９４

三菱電機（株）

(製品破損)東京都 (C1)

(事故発生地)



No. 0031

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-3084

2006/12/26

カラーテレビ 　テレビから出火して、本体を焼損、
テレビ棚と天井の一部を汚損し、消火
時の水でビデオデッキと電子レンジも
汚損した。

　長期使用（約２０年以上）により、フライバックト
ランスのフォーカスボリュームケースが、煤、埃など
の堆積により絶縁不良となって放電を生じ、付近の垂
直振幅調整ボリュームに火がつき、バックカバーの突
起物に燃え移ったものと推定される。

　平成１０年４月１５日付けの新聞に社告を掲載
し、無料で点検・処置を行っている。　また、平
成１６年１１月から消耗部品に謹告品（社告品）
を掲載したチラシを梱包し、啓発活動を実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/01/30)使用期間：約２０年１０か
月

ＴＨ１９－Ｌ９ＶＲ

松下電器産業（株）

(拡大被害)神奈川県 (C1)

(事故発生地)

2006-3828

0000/00/00

カラーテレビ 　電源が入った状態のテレビから発煙
した。

　長期使用（約２２年）により、フライバックトラン
ス内部の高圧コイルが絶縁劣化によりレイヤショート
し、発煙したものと推定される。

　経年劣化による事故とみられ、同型品について
はすでに生産を終了しており、仮にフライバック
トランスの高圧コイルにレイヤショートが発生し
ても発火の可能性はなく、樹脂部分も難燃グレー
ド９４VOのものを使用しているため、拡大被害に
至る可能性がないことから、措置はとらなかった
。

製造事業者

(受付:2007/03/14)使用期間：約２２年

１４Ｃ３３０

三菱電機（株）

(製品破損)大阪府 (C1)

(事故発生地)

2007-0623

2007/02/16

カラーテレビ 　視聴中のテレビから発煙した。 　長期使用（約２０年）により、フライバックトラン
スの高圧コイルの巻線被膜が絶縁劣化してレイヤーシ
ョートとなり、その部分が発熱して絶縁材料が溶融・
気化し、内部に発生したガスが噴出したものと推定さ
れる。

　経年劣化とみられる事故であり、他に同種事故
が発生しておらず、最終的に保護回路（電流ヒュ
ーズ）が作動しており、拡大被害に至る可能性が
低いことから、措置はとらなかった。なお、後続
機種については、平成２年からフライバックトラ
ンスの巻線方式を分割式から積層式に変更し安全
の確保を図っている。

製造事業者

(受付:2007/05/15)使用期間：約２０年

１４Ｃ－Ｓ８Ｓ

シャープ（株）

(製品破損)兵庫県 (C1)

(事故発生地)

2007-2257

2007/06/28

カラーテレビ 　テレビの電源を入れたところ発煙し
、バックカバーの一部が溶けた。

　長期使用（約２０年）により、フライバックトラン
スのケースに亀裂が生じてコロナ放電が発生し、バッ
クカバーの絶縁性が低下したため、バックカバーの放
熱孔の一部に溶融を生じ発煙したものと推定される。

　経年劣化による事故とみられ、他に同種事故は
発生しておらず、また、保護回路を搭載している
ため、外部への拡大被害を生じることはないこと
から、措置はとらなかった。

製造事業者

(受付:2007/07/12)使用期間：約２０年

２５Ｃ７９２

三菱電機（株）

(製品破損)不明 (C1)

(事故発生地)



No. 0032

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-2629

2007/07/10

カラーテレビ 　カラーテレビの画像が２，３日前か
ら乱れるようになり、事故発生当日に
映像が急に乱れて出なくなり、音だけ
になったので電源スイッチを切ってい
たところ、テレビが燃え、収納ケース
が変形した。

　長期使用（約２２年）により、高圧水平偏向回路の
フィルムコンデンサーが経年劣化により故障し、電極
部で放電を生じ、内部に堆積した埃等に着火しキャビ
ネットに延焼したものと推定される。

　経年劣化による事故とみられ、他に同種事故は
ないことから、措置はとらなかった。
　なお、当該品の製造は既に終了している。

製造事業者

(受付:2007/07/31)使用期間：約２２年

Ｃ－１２Ｙ５０Ｒ（Ｇ）

新日本電気（株）

(拡大被害)香川県 (C1)

(事故発生地)

2007-3148

2007/08/24

カラーテレビ 　視聴中のテレビから大きな音ととも
に発煙し、プラスチックが焦げるにお
いがした。

　長期使用（約２０年）により、フライバックトラン
スの高圧コイル部に絶縁劣化が生じてレイヤショート
し、発熱して絶縁材料が気化し、内圧が上昇して外郭
ケースに亀裂を生じ、内部に発生したガスが噴出した
ものと推定される。

　経年劣化による事故とみられることから、措置
はとらなかった。 消費者センター

(受付:2007/08/29)使用期間：約２０年

１５Ｃ３３４

三菱電機（株）

(製品破損)兵庫県 (C1)

(事故発生地)

2007-3680

2007/09/15

カラーテレビ 　テレビを視聴中、異臭とともに突然
発煙したため、電源スイッチを切った
。

　長期使用（約１５年）により、メイン基板のフィル
ムコンデンサーのはんだ付け部、またはハトメ部でク
ラックを生じて、接触不良となり発熱し、パターン面
が焦げて発煙に至ったものと推定される。

　他に同種事故は発生しておらず、経年劣化とみ
られる事故であるため措置はとらなかった。
　なお、当該機は最終的に安全装置（電流ヒュー
ズ）が作動していることから、拡大被害に至る可
能性は低いものと推定される。

消費者センター

(受付:2007/10/05)使用期間：約１５年

ＫＶ－２９ＳＴＩ

ソニー（株）

(製品破損)奈良県 (C1)

(事故発生地)

2007-3712

2007/10/07

カラーテレビ 　視聴中のテレビから突然煙が上がり
、火花が出た。

　長期使用（約２０年）により、フライバックトラン
スの高圧コイル部に絶縁劣化が生じてレイヤショート
し、発熱して絶縁材料が気化し、内圧が上昇して外郭
ケースに亀裂を生じ、内部に発生したガスが噴出した
ものと推定される。

　経年劣化による事故とみられることから、措置
はとらなかった。 消費者センター

(受付:2007/10/10)使用期間：約２０年

１５Ｃ３１６

三菱電機（株）

(製品破損)福岡県 (C1)

(事故発生地)



No. 0033

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-4642

2007/11/26

カラーテレビ 　木造一部鉄筋３階建ての建物から出
火し、約３３０平方メートルを全焼し
た。

　カラーテレビの電源コードに半断線があり、電源が
ときどき入らなかった状態を認識していながらそのま
ま使用していたため、半断線部分から過熱・出火した
ものと推定される。

　被害者の誤使用とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/11/29)使用期間：不　明
(拡大被害)茨城県 (E1)

(事故発生地)

2006-3643

2007/02/07

カラーテレビ 　３年ほど使用していなかったテレビ
を来客があったため使用したが、その
３日後にテレビから出火した。

　テレビのメイン基板及びフライバックトランスに異
常はなく、テレビ上部の出火原因として想定されるア
ノードキャップ及び高圧コードからの漏洩放電も生じ
ていなかった。また、その他に出火原因となる異常は
認められないことから、テレビからの出火ではないと
推定される。

　製品には起因しない事故であるため、措置はと
らなかった。 消防機関

(受付:2007/03/02)

製造事業者

使用期間：約１１年
(製品破損)岐阜県 (F2)

(事故発生地)

2005-1658

2005/11/28

カラーテレビ 　寝室から異臭がし、電源の入ってい
ないテレビ周辺が燃え、家具と壁面の
一部も焼損した。

　当該機の残存する電気部品（チューナー、ＦＢＴ、
消磁コイル等）に発火の痕跡は認められず、電源コー
ドに複数の溶融痕が認められたものの、一次痕か二次
痕かの判断ができず、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2005/12/15)使用期間：不　明
(拡大被害)茨城県 (G1)

(事故発生地)

2005-2920

2006/02/18

カラーテレビ 　テレビの映像が乱れたため、リモコ
ンで電源を切ったが、しばらくして、
テレビ底面とテレビ台の間から出火し
た。

　事故品のキャビネット、内部配線及び内部プリント
基板が焼損していたものの、発火元となる痕跡は認め
られず、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2006/03/29)使用期間：約１０年
(拡大被害)茨城県 (G1)

(事故発生地)



No. 0034

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-1886

2006/11/06

カラーテレビ 　木造２階建て店舗兼住宅から出火し
、店舗の一部約８２平方メートルを焼
いた。

　テレビの電源コードプラグ付近のコード部に溶融痕
がみられ、又焼損状況よりコードが半断線状態となり
、発熱・短絡し発火に至ったものとみているが、半断
線に至った原因の特定はできなかった。

　製造業者等は不明であり、事故原因が不明であ
るため、措置はとれなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2006/11/09)使用期間：約１０年
(拡大被害)岩手県 (G1)

(事故発生地)

2006-2644

2006/11/28

カラーテレビ 　医院待合室に設置していたテレビが
焼損した。

　当該機の焼損が著しいものの、残存する電気部品に
発火の痕跡は認められず、原因の特定はできなかった
。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2007/01/05)使用期間：約２年
(拡大被害)福岡県 (G1)

(事故発生地)

2006-2918

2007/01/11

カラーテレビ 　テレビのプラスチック製バックカバ
ーが焼損した。

　製品の内部からの出火であるかも含め、原因の特定
はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2007/01/23)

消防機関

使用期間：不　明
(製品破損)長崎県 (G1)

(事故発生地)

2006-3096

2006/12/25

カラーテレビ 　視聴中のテレビから発煙し、底部か
ら発火した。

　当該品のメイン基板右側中央部分（水平偏向回路周
辺）が焼損しており、 基板パターン面の銅箔部分が断
線、スパークし、発火したものと推定されるが、断線
した原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2007/01/31)使用期間：約１５年４か月
(製品破損)福島県 (G1)

(事故発生地)



No. 0035

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-3266

2007/01/29

カラーテレビ 　木造２階建て住宅から出火して、約
３８０平方メートルを全焼し、家人１
人が死亡した。

　通電中のテレビから出火したものと推定されるが、
焼損が著しいため、原因の特定はできなかった。

　製造業者等は不明であり、事故原因が不明であ
るため、措置はとれなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/02/07)使用期間：不　明
(死亡)富山県 (G1)

(事故発生地)

2006-3575

2007/02/04

カラーテレビ 　テレビの電源を入れたところ、「プ
ツ」と音がして５０ｃｍ位の火が出た
。

　事故品は中古品であり、修理時にコネクター部に外
力が加えられたため、基板上ではんだ割れを生じて、
接触不良となり発熱したか、あるいは、本体内に液体
が浸入・滴下した痕跡が認められることから、基板上
でトラッキング現象が発生し、発火した可能性が考え
られるが、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2007/02/28)使用期間：約１８年
(拡大被害)埼玉県 (G1)

(事故発生地)

2007-0349

2007/04/17

カラーテレビ 　木造２階建て住宅から出火し、約１
４３平方メートルを全焼した。

　カラーテレビが出火元と考えられるが、焼損が著し
いため、原因の特定はできなかった。

　製造業者等は不明であり、事故原因が不明であ
るため、措置はとれなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/04/19)使用期間：不　明
(拡大被害)岐阜県 (G1)

(事故発生地)

2007-0622

2007/02/02

カラーテレビ 　視聴中のテレビから発煙し、異臭が
した。

　当該機の電源基板上のセラミックコンデンサーが短
絡故障したため、過電流が流れ基板上の抵抗が過熱し
て発煙したものと考えられるが、コンデンサーが短絡
した原因は特定できなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2007/05/15)使用期間：約１６年
(製品破損)大阪府 (G1)

(事故発生地)



No. 0036

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0268

2007/03/05

カラーテレビ 　５時間ほどテレビを通電していたと
ころ、焦げ臭いにおいがして、テレビ
の電源が切れた。

　テレビの自己診断機能（LEDの点滅）により、偏光回
路を制御しているプリント板に問題があることを確認
したが、外観及びハンダ付け部に異常が認められなか
ったため、故障した部品の特定に至らず、交換した部
品が残っていなかったことから、原因の特定はできな
かった。

　事故品を入手できないことから、調査不能であ
るため、措置はとれなかった。 消費者センター

(受付:2007/04/13)

製造事業者

使用期間：約５年
(製品破損)神奈川県 (G2)

(事故発生地)

2007-0382

2007/04/12

カラーテレビ（ビデオ
付）

　コンセントを入れたまま長期間使用
していなかったテレビからプラスチッ
クが焦げるようなにおいがし、「パチ
パチ」と音がした後、煙が出た。

　長期使用（約１６年）により、当該品の電源回路一
次側の電解コンデンサーが劣化したため、電源回路二
次側の電圧が上昇し、過電圧により電源回路二次側の
コンデンサーの内圧が上昇して安全弁が作動し、コン
デンサーの電解液が蒸気となり噴出したものと推定さ
れる。

　経年劣化による事故とみられ、コンデンサーの
単体故障であり、発火の可能性及び器体表面への
影響はないことから、特段の措置はとらなかった
。

消費者センター

(受付:2007/04/23)

製造事業者

使用期間：約１６年

１０ＣＶ１２

オリオン電機（株）

(製品破損)愛知県 (C1)

(事故発生地)

2006-1810

2006/10/29

カラーテレビ（ビデオ
付）

　鉄筋２階建て住宅のテレビ付近から
から出火して、約１５０平方メートル
を半焼し、家人２人が軽傷を負った。

　当該品の電源基板、フライバックトランス等の電気
部品に発火の痕跡は認められず、原因の特定はできな
かった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2006/10/31)

消防機関

製造事業者

使用期間：約１０年
(重傷)滋賀県 (G1)

(事故発生地)

2007-2396

2007/06/01

カラーテレビ（液晶） 　液晶テレビの電源が入らないので確
認したところ、電源アダプター挿入口
が本体に溶着していた。

　テレビへの電源供給アダプターのジャックと、テレ
ビ本体の裏面にあるソケット間で十分な接触面積が得
られず、接触不良になり、接触抵抗が高くなって発熱
し、アダプター側の樹脂が溶け出して、本体に溶着し
たものと推定される。

　平成１９年９月４日付けの新聞及びホームペー
ジに社告を掲載し、無償点検・修理を実施してい
る。　

輸入事業者

(受付:2007/07/24)使用期間：約２年

ＬＴ２２Ａ１３Ｗ

日本サムスン（株）

(製品破損)大阪府 (A1)

(事故発生地)



No. 0037

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-2959

2007/07/19

カラーテレビ（液晶） 　液晶テレビの電源が入らなかったの
で、電源アダプター挿入口を確認した
ところ、本体に溶着していた。

　テレビへの電源供給アダプターのジャックと、テレ
ビ本体の裏面にあるソケット間で十分な接触面積が得
られず、接触不良になり、接触抵抗が高くなって発熱
し、アダプター側の樹脂が溶け出して、本体に溶着し
たものと推定される。

　平成１９年９月４日付けの新聞及びホームペー
ジに社告を掲載し、無償点検・修理を実施してい
る。

輸入事業者

(受付:2007/08/23)使用期間：約２年

ＬＴ２２Ａ１３Ｗ

日本サムスン（株）

(製品破損)東京都 (A1)

(事故発生地)

2007-2960

2007/07/20

カラーテレビ（液晶） 　液晶テレビの電源が入らなかったの
で、電源アダプタ挿入口を確認したと
ころ、本体に溶着していた。

　テレビへの電源供給アダプターのジャックと、テレ
ビ本体の裏面にあるソケット間で十分な接触面積が得
られず、接触不良になり、接触抵抗が高くなって発熱
し、アダプター側の樹脂が溶け出して、本体に溶着し
たものと推定される。

　平成１９年９月４日付けの新聞及びホームペー
ジに社告を掲載し、無償点検・修理を実施してい
る。

輸入事業者

(受付:2007/08/23)使用期間：約２年

ＬＴ２２Ａ１３Ｗ

日本サムスン（株）

(製品破損)奈良県 (A1)

(事故発生地)

2007-2961

2007/07/24

カラーテレビ（液晶） 　液晶テレビの電源が入らなかったの
で、電源アダプタ挿入口を確認したと
ころ、本体に溶着していた。

　テレビへの電源供給アダプターのジャックと、テレ
ビ本体の裏面にあるソケット間で十分な接触面積が得
られず、接触不良になり、接触抵抗が高くなって発熱
し、アダプター側の樹脂が溶け出して、本体に溶着し
たものと推定される。

　平成１９年９月４日付けの新聞及びホームペー
ジに社告を掲載し、無償点検・修理を実施してい
る。

輸入事業者

(受付:2007/08/23)使用期間：約２年

ＬＴ２２Ａ１３Ｗ

日本サムスン（株）

(製品破損)東京都 (A1)

(事故発生地)

2007-3129

2007/08/20

カラーテレビ（液晶） 　テレビが電源を入れても映らないの
で修理をしたところ、電源アダプター
の樹脂が溶けてテレビ本体に付着して
いた。

　テレビへの電源供給アダプターのジャックと、テレ
ビ本体の裏面にあるソケット間で十分な接触面積が得
られず、接触不良になり、接触抵抗が高くなって発熱
し、アダプター側の樹脂が溶け出して、本体に溶着し
たものと推定される。

　平成１９年９月４日付けの新聞及びホームペー
ジに社告を掲載し、無償点検・修理を実施してい
る。

輸入事業者

(受付:2007/08/28)使用期間：約２年

ＬＴ２２Ａ１３Ｗ

日本サムスン（株）

(製品破損)福岡県 (A1)

(事故発生地)



No. 0038

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-3734

2007/09/06

カラーテレビ（液晶） 　視聴中のテレビから突然煙が出てき
て、電源が入らなくなった。

　当該機の電源回路上に使われている電流ヒューズが
電流容量不足であったため、繰り返しの通電に伴いヒ
ューズが溶断した際、回路上の電解コンデンサーに過
電圧が加わり、コンデンサーの防爆弁が開き、電解液
が噴出したものと推定される。

　平成１９年１１月２６日付けのホームページに
社告を掲載し、顧客名簿をもとに対象製品の無償
点検・修理を実施している。

輸入事業者

(受付:2007/10/11)使用期間：不　明

ＬＷ－３７００ＤＦＫ

バイ・デザイン（株）

(拡大被害)東京都 (A1)

(事故発生地)

2007-4961

2007/10/09

カラーテレビ（液晶） 　カラーテレビから発煙し、電源アダ
プタ本体側コネクタが溶けた。

　テレビへの電源供給アダプターのジャックと、テレ
ビ本体の裏面にあるソケット間で十分な接触面積が得
られず、接触不良になり、接触抵抗が高くなって発熱
し、アダプター側の樹脂が溶け出して、本体に溶着し
たものと推定される。

　平成１９年９月４日付けの新聞及びホームペー
ジに社告を掲載し、無償点検・修理を実施してい
る。

輸入事業者

(受付:2007/12/18)使用期間：約２年

ＬＴ２２Ａ１３Ｗ

日本サムスン（株）

(製品破損)神奈川県 (A1)

(事故発生地)

2006-2841

2007/01/08

カラーテレビ（液晶） 　視聴中のテレビの電源スイッチ付近
から発煙し、バックカバーの一部を焦
がした。

　事故原因は、電源回路の電解コンデンサの不良によ
り、コンデンサ内の電解液が気化し、内圧が高くなっ
たため、防爆弁が作動し、発煙（蒸気発生）等に至っ
たものと考えられる。

　平成２０年２月１９日にプレスリリースし同日
付けホームページに社告を掲載するとともに、同
日からＤＭを送付し、無償点検・修理を行ってい
る。

消防機関

(受付:2007/01/17)

製造事業者

使用期間：約２年３か月

ＴＨ－２０ＬＡ２０

松下電器産業（株）

(製品破損)京都府 (A3)

(事故発生地)

2006-3829

2007/01/18

カラーテレビ（液晶） 　テレビを視聴中、「パチン」と音が
して映像が消え、異臭とともに煙が出
た。

　液晶テレビの基板組み立て時に正規品と異なる部品
（ラインフィルター）を使用したことにより、当該部
品が発熱し、近接するコンデンサーを加熱させ破裂し
、コンデンサー内のフィルム等が吹き出し、さらにラ
インフィルターに接触し、異臭と発煙が生じたものと
推定される。

　平成１９年３月７日付の新聞及びホームページ
に社告を掲載し、無償で修理点検を行っている。
　なお、部品管理方法の改善を行い、安全管理の
徹底を図っている。　

製造事業者

(受付:2007/03/14)使用期間：約１か月

ＬＴ－２６ＬＣ８０

日本ビクター（株）

(製品破損)神奈川県 (A3)

(事故発生地)



No. 0039

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-3923

2007/03/07

カラーテレビ（液晶） 　視聴中のテレビから、白煙が出た。 　事故原因は、電源回路の電解コンデンサの不良によ
り、コンデンサ内の電解液が気化し、内圧が高くなっ
たため、防爆弁が作動し、発煙（蒸気発生）等に至っ
たものと考えられる。

　平成２０年２月１９日にプレスリリースし同日
付けホームページに社告を掲載するとともに、同
日からＤＭを送付し、無償点検・修理を行ってい
る。

製造事業者

(受付:2007/03/20)使用期間：約２年６か月

ＴＨ－２０ＬＡ２０

松下電器産業（株）

(製品破損)東京都 (A3)

(事故発生地)

2007-2816

2007/07/03

カラーテレビ（液晶） 　液晶テレビから異音がし、発煙した
。

　当該機の電源ユニット部に使用しているバリスター
に絶縁性能の低いものが混入し、電源を入れた際に生
じるサージ電圧が繰り返し加わったことにより、バリ
スターが絶縁破壊して故障し、発煙等が生じたものと
推定される。

　平成１９年１０月１１日にプレスリリースする
とともに同日付けホームページに社告を掲載し、
無償点検・修理を行っている。　また、平成１８
年３月から、電源回路の保護方式をバリスターを
使用しない方式に変更している。

販売事業者

(受付:2007/08/10)

輸入事業者

消費者センター

使用期間：約１年６か月

Ｗ２６Ｌ－Ｈ８０（日立ブ
ランド）

大同日本（株）

(製品破損)東京都 (A3)

(事故発生地)

2007-2944

2007/08/20

カラーテレビ（液晶） 　視聴中のテレビから爆発音がし、火
が出た。

　当該機の電源ユニット部に使用しているバリスター
に絶縁性能の低いものが混入し、電源を入れた際に生
じるサージ電圧が繰り返し加わったことにより、バリ
スターが絶縁破壊して故障し、発煙等が生じたものと
推定される。

　平成１９年１０月１１日にプレスリリースする
とともに同日付けホームページに社告を掲載し、
無償点検・修理を行っている。　また、平成１８
年３月から、電源回路の保護方式をバリスターを
使用しない方式に変更している。

消費者センター

(受付:2007/08/22)使用期間：約１年７か月

Ｗ２６Ｌ－Ｈ８０（日立ブ
ランド）

大同日本（株）

(製品破損)大阪府 (A3)

(事故発生地)

2007-3132

2007/08/21

カラーテレビ（液晶） 　テレビをつけて４時間後に煙が出て
、焦げ臭いにおいがした。

　事故原因は、電源回路の電解コンデンサの不良によ
り、コンデンサ内の電解液が気化し、内圧が高くなっ
たため、防爆弁が作動し、発煙（蒸気発生）等に至っ
たものと考えられる。

　平成２０年２月１９日にプレスリリースし同日
付けホームページに社告を掲載するとともに、同
日からＤＭを送付し、無償点検・修理を行ってい
る。

消費者センター

(受付:2007/08/28)使用期間：約２年７か月

ＴＨ－２０ＬＡ２０

松下電器産業（株）

(製品破損)福島県 (A3)

(事故発生地)



No. 0040

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-3245

2007/06/23

カラーテレビ（液晶） 　視聴中のテレビの電源が切れて、発
煙した。

　電源回路２次側のＣＭＯＳトランジスターの内部抵
抗値が増加したため、トランジスター内部が温度上昇
し、短絡し発煙したものと推定される。
　なお、電源側１次側にあるヒューズは、トランジス
ター内部が短絡した際、過電流が流れ溶断したものと
推定される。

　他に同種事故は発生しておらず、単品不良とみ
られる事故であることから、措置はとらなかった
。
　なお、半導体工場での品質管理を強化すること
とした。

輸入事業者

(受付:2007/09/04)使用期間：約１年

ｄ：２６０１ＳＮ

バイ・デザイン（株）

(製品破損)東京都 (A3)

(事故発生地)

2007-0789

2007/05/13

コーヒーメーカー 　コーヒーメーカーの本体上部から煙
が出て、異臭がした。

　ヒーターの温度が上昇したため、温度ヒューズが溶
断して通電を遮断したが、コーヒーメーカーのヒータ
ー付近から煙や臭いが出たものと推定されるが、事故
品はすでに部品交換が行われていて交換した部品がす
でに廃棄されていることから、ヒーターの温度が上昇
した原因の特定はできなかった。

　事故品を入手できないことから、調査不能であ
るため、措置はとれなかった。 消費者センター

(受付:2007/05/17)使用期間：約８か月
(製品破損)福岡県 (G2)

(事故発生地)

2007-2935

2007/08/15

コンデンサー（低圧進
相コンデンサー）

　鉄筋作業場から出火し、同作業場約
４０平方メートルと隣接する木造２階
建て住宅約１３０平方メートルを全焼
した。作業場のブレーカー付近から火
が上がっていた。

　長期使用（３０年以上）により、低圧進相コンデン
サーが絶縁劣化を起こし、短絡・発火したものと推定
される。

　製造事業者等が不明であり、経年劣化による事
故であるため、措置はとれなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/08/22)使用期間：約３０年

不明

不明

(拡大被害)茨城県 (C1)

(事故発生地)

2007-0319

2007/04/05

ジューサー 　投入口の底に残ったりんごを取り出
そうとして回転中のジューサーの中に
手を入れ、左手中指爪部と人差し指爪
部をジューサーの刃で切った。

　被害者が動作中のジューサーの投入口に手を入れ、
指先が回転刃に触れたため切ったものと推定される。
　なお、取扱説明書や本体表示には「入口の中に手・
指・スプーン・箸など調理材料以外のものは絶対に入
れない。けがをする恐れがある。」旨記載されている
。

　被害者の誤使用とみられる事故であるが、本体
注意表示の貼り付け位置、色、内容などの見直し
を行った。

消費者センター

(受付:2007/04/18)使用期間：約１日１回
(重傷)熊本県 (E1)

(事故発生地)



No. 0041

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-2778

2006/11/00

ジューサーミキサー 　ジューサーミキサーでポタージュを
作っていたところ、上蓋にある注ぎ口
から内容物が噴き出し、手に火傷を負
った。

　使用可能容量以上に内容物を投入して撹拌したため
、内容物が注ぎ口からこぼれて火傷に至ったものと推
定される。

　取扱説明書を改善するとともに、ホームページ
で注意を促す。 消費者センター

(受付:2007/01/12)使用期間：約１か月

マジックブレッド

（株）河合本店

(軽傷)石川県 (B4)

(事故発生地)

2007-0167

2007/03/12

ジューサーミキサー 　購入直後に製品を組み立てていたと
ころ、突然容器台のカッターが回転し
、右手人差し指付け根部分を神経まで
切断した。

　被害者が買ってきたばかりの当該品を開梱して、本
体にカッター刃を取り付け、運転する意図がなくスイ
ッチ等を操作していた時に、家族の者が差込みプラグ
をコンセントに接続したため、カッター刃が回転し、
右手人差し指に裂傷を負ったものと推定される。
　なお、本体には「カッターや回転部を露出したまま
で運転しない」、「カッターは鋭利なので、直接手を
触れない」の旨の警告表示が貼付されている。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。
　なお、今後は市場の品質状況を注視し、次期モ
デルからミキサー容器をセットされないと電源が
入らない安全装置を付加する構造に改める。

輸入事業者

(受付:2007/04/06)使用期間：未使用
(重傷)静岡県 (E2)

(事故発生地)

2007-0979

2007/05/04

シュレッダー 　シュレッダーの電源コードの付け根
部分がスパークし、左手人差し指の先
に軽度の火傷を負った。

　電源コードの本体側コードプロテクター部で断線し
、焼損していることから、当該部の壁面への圧迫や屈
曲等による強い機械的ストレスがコードに加わり、被
覆が損傷し、芯線が半断線状態となり短絡・スパーク
したため、火傷を負ったものと推定される。

　平成１９年７月３１日付けの新聞及びホームペ
ージに社告を掲載し、無償でコードの交換を行っ
ている。
　なお、平成１７年７月以降の製品については、
さらなるコードの耐衝撃、強度向上のため、二重
被覆の電源コード（ＶＣＴＦＫコード）に変更し
ている。

輸入事業者

(受付:2007/05/24)使用期間：約１年

ＳＣＡ４０６Ｄ

（株）オーヤマ

(軽傷)神奈川県 (B1)

(事故発生地)

2007-1524

2007/05/30

シュレッダー 　シュレッダーの電源コードの付け根
付近部分がスパークして、右手関節と
左手背部に軽度の火傷を負った。

　電源コードの本体側コードプロテクター部で断線し
、焼損していることから、当該部の壁面への圧迫や屈
曲等による強い機械的ストレスがコードに加わり、被
覆が損傷し、芯線が半断線状態となり短絡・スパーク
したため、火傷を負ったものと推定される。

　平成１９年７月３１日付の新聞及びホームペー
ジに社告を掲載し、無償でコードの交換を行って
いる。
　なお、平成１７年７月以降の製品については、
さらなるコードの耐衝撃、強度向上のため、二重
被覆の電源コード（ＶＣＴＦＫコード）に変更し
ている。

輸入事業者

(受付:2007/06/11)

消費者センター

使用期間：約３年６か月

Ａ４クロス

（株）オーヤマ

(軽傷)神奈川県 (B1)

(事故発生地)



No. 0042

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-3441

2007/01/22

シュレッダー 　シュレッダーが紙詰まり状態になっ
たので逆転操作をしながらスプレー式
ダスターを使用したところ、突然爆発
が起こり、顔に火傷を負い、髪の毛が
焦げた。

　被害者が使用したスプレー式ダスターは、可燃性ガ
スであったことから、シュレッダー内部へ噴射したた
め、可燃性ガスが滞留し、運転中のブラシモーターの
ブラシ部火花が引火し、爆発したものと推定される。  
なお、シュレッダー本体及び取扱説明書にスプレー掛
けの注意表示があり、また、スプレー式ダスターにも
シュレッダーへの使用禁止が表示されていた。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製造事業者

(受付:2007/02/20)使用期間：約１年
(軽傷)北海道 (E2)

(事故発生地)

2007-0885

2007/04/21

シュレッダー 　電源の入った状態のシュレッダーか
ら発煙して、周囲を損傷し、事務所内
に煙が充満した。

　被害者が当該品を流し台と事務机の間に設置してお
り、基板部のはんだ側の焼損が著しいことから、外部
から水が基板上に浸入し、トラッキング現象が発生し
、発煙・焼損したものと推定される。

　被害者の不注意と見られる事故であるため、措
置はとらなかった。 製造事業者

(受付:2007/05/22)使用期間：約２年
(拡大被害)栃木県 (E2)

(事故発生地)

2007-2748

2007/07/23

シュレッダー 　使用中のシュレッダーが詰まったの
で、両手で持ち上げ中を覗いたところ
、突然炎が出て、顔と手に火傷を負っ
た。

　当該機に発火の痕跡が認められないことから、原因
の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 消費者センター

(受付:2007/08/07)使用期間：約８か月
(軽傷)徳島県 (G1)

(事故発生地)

2007-0290

2007/03/22

スチームアイロン 　住宅から出火して同住宅を全焼し、
家人１人が死亡した。

　被害者が、アイロン掛けを行ったままの状態で寝込
んでしまったことにより、衣服が過熱され炭化し、火
災に至ったものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製造事業者

(受付:2007/04/17)使用期間：約１０年
(死亡)福島県 (E2)

(事故発生地)



No. 0043

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-1011

2007/05/11

スチームアイロン 　スチームアイロンを使用していたと
ころ、アイロン本体と電源コードの接
合部分から発煙した。

　事故品は既に廃棄されており、入手できないことか
ら、調査できなかった。

　事故品が入手できないことから、調査不能であ
るため、措置はとれなかった。 消費者センター

(受付:2007/05/29)使用期間：約２年
(被害なし)北海道 (G2)

(事故発生地)

2005-1031

2005/09/01

スチームアイロン（コ
ードレス）

　購入して６年目くらいのアイロンの
本体側の電源端子のまわりが溶けてス
パークするので無償で修理してもらっ
たが、７年位経ってまた同様の故障が
発生した。

　本体内部の給電ピンを取り付けている端子板にある
固定ナットが、製造時及び修理時に僅かに緩んでいた
ため、約６年のスタンド部への脱着操作時の振動等で
徐々に緩み、接触不良が生じて発熱したもの推定され
る。

　他に同種事例はなく、接触不良が生じても発火
や拡大被害が生じる可能性が低いことから、特に
措置はとらなかった。
　なお、平成１０年８月の製造品から給電ピンと
端子板の固定方法をカシメ構造に変更し、さらに
接合部を高温はんだ処理し、ゆるみが生じない構
造にしている。

消費者

(受付:2005/09/26)

製造事業者

使用期間：約１２年

Ａ－Ｖ３ＦＬ

鳥取三洋電機（株）

(製品破損)北海道 (A2)

(事故発生地)

2006-1517

2006/09/30

スチームクリーナー 　２階建て集合住宅の一室から出火し
、廊下に置いていたスチーム洗浄機と
床板１．２平方メートルを焼いた。ス
チーム洗浄機のモーター付近が激しく
焼けていた。

　事故品は電源プラグをコンセントに差した状態で置
かれており、水を充填していない状態で長時間にわた
りスイッチが入っていたため異常発熱し、さらに当該
品の周囲に引火しやすい可燃物が接触していたために
発火したものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。
　なお、取扱説明書には、「使用後は電源プラグ
をコンセントから抜く。」旨記載されていた。

製品評価技術基盤
機構

(受付:2006/10/04)

国の行政機関

販売事業者

使用期間：約１年
(拡大被害)山梨県 (E2)

(事故発生地)

2006-2164

2006/09/23

ステレオ 　ステレオを使用していたところ、発
煙、発火し、ラックの天面内側に煤が
付着した。

　パワー基板のパワーＩＣの熱影響及び長期使用（約
１７年）の絶縁劣化により、電源回路の電解コンデン
サーから電解液が漏液し、基板上に堆積した塵・埃等
を介して異極間でショートし、基板の一部が焼損し、
発煙したものと推定される。

　経年劣化による事故とみられ、当該機は保護回
路が働き、周辺を焼損するなどの拡大被害に至る
可能性が低いことから、措置はとらなかった。
　なお、平成１４年２月から、パワーＩＣの熱影
響を受けにい位置に修正するとともに、電解コン
デンサーを液漏れしにくいタイプに変更している
。

製造事業者

(受付:2006/11/30)使用期間：約１７年

ＳＤＰ－Ｐ７７

ソニー（株）

(製品破損)千葉県 (C1)

(事故発生地)



No. 0044

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-3543

2007/02/21

ステレオ 　ミニコンポから出火し、壁と天井の
一部を焼損した。

　ステレオは、本体のメイン基板の一部が著しく焼損
しているものの、メイン基板に火災に結び付くような
異常は確認できなかった。他の回路基板についても特
に異常は認められないことから、ステレオからの出火
ではないと推定される。

　製品に起因しない事故であるため、措置はとら
なかった。 消防機関

(受付:2007/02/27)

製造事業者

使用期間：不　明
(拡大被害)三重県 (F2)

(事故発生地)

2006-2645

2006/12/10

ステレオ 　子供部屋のステレオから発煙して、
ステレオ本体とスピーカー、敷きぶと
んの一部を焼損し、床の一部が焦げて
、照明カバーなどが変形した。

　当該機の前面左側または左スピーカー前面付近から
出火したものと推定されるが、焼損が著しいため、原
因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2007/01/05)使用期間：約６か月
(拡大被害)栃木県 (G1)

(事故発生地)

2007-2312

2007/05/21

ステレオ（アンプ） 　オーディオアンプを使用して演奏中
、大音響がし、白煙が噴き出して電源
が切れた。

　長期使用（約２７年）により、アルミ電解コンデン
サーの電極箔が短絡し、瞬間的な熱が発生したことか
ら、内部ガスが急膨張して封口部を破損し、ガスが噴
出したものと推定される。

　経年劣化による事故とみられ、他に同種事故が
発生していないことから、措置はとらなかった。
　なお、当該品の製造は既に終了している。

製造事業者

(受付:2007/07/18)使用期間：約２６年７か月

Ｐ－２６０

アキュフェーズ（株）

(製品破損)兵庫県 (C1)

(事故発生地)

2006-3950

2007/03/16

ステレオ（アンプ） 　ステレオのスピーカーから異音がし
、アンプの背側や通気口から白煙が上
がって異臭がした。

　事故の直前に基板の銅箔パターンに断線箇所があっ
たため、製造業者のサービス関連会社が修理を行った
際、修理が適切でなかったため、隣接する別回路の銅
箔パターンとの絶縁不良があり、パターンが発熱、発
火したものと推定される。

　銅箔パターンの修理方法を改善し、サービス関
連会社に指示した。 消費者センター

(受付:2007/03/22)

製造事業者

使用期間：約１０年９か月
(製品破損)鳥取県 (D2)

(事故発生地)



No. 0045

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-3544

2007/09/05

ステレオ（アンプ） 　AVアンプから発煙した。 　被害者が当該機の２箇所の通気口を共に塞ぐような
設置状態で使用していたため、機器内部の温度が高温
になり、コンデンサーが劣化して破損し、発煙したも
のと推定される。
　なお、取扱説明書には設置の際の注意として、「放
熱のため、本機の天面、後面及び両側面と壁や他のＡ
Ｖ機器などとは１０ｃｍ以上離して設置する」旨を記
載している。

　被害者の設置不良とみられる事故であるため、
措置はとらなかった。 輸入事業者

(受付:2007/09/25)

消防機関

使用期間：約３年１か月
(製品破損)兵庫県 (E3)

(事故発生地)

2004-1167

2004/07/27

スピーカー 　有線放送を聞いていたところ、スピ
ーカーから煙がでてきたので消火器で
消し止めた。スピーカーは焼損した。

　当該品の焼損状態及び現場状況から、内部のトラン
ス巻線、またはスピーカーボイスコイルから出火した
ものと推定されるが、焼損が著しいことから、原因の
特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 消防機関

(受付:2004/08/17)使用期間：約１３年５か月
６日 (製品破損)富山県 (G1)

(事故発生地)

2007-3423

2007/09/02

タイマー（コンセント
付）

　庭の池のポンプやライトへの電源を
供給するコンセント付タイマーを設置
した配電盤から出火した。

　タイマーのコンセントにはポンプの電源コードが接
続されており、プラグ栓刃にスパーク痕が観察される
ことから、プラグとコンセント間で接触不良が生じて
発熱し樹脂が炭化して両極間で短絡して出火したか、
トラッキング現象が生じて出火したものと考えられる
が、原因の特定はできなかった。

　製造業者等は不明であり、事故原因が不明であ
るため、特に措置はとれなかった。 消防機関

(受付:2007/09/14)使用期間：不　明
(拡大被害)千葉県 (G1)

(事故発生地)

2006-2366

2006/10/27

チューナー（ＣＡＴＶ
用）

　集合住宅の居間のテレビ台付近から
出火し、居間１３平方メートルを焼き
、台所の天井部分を半焼した。

　事故品の焼損が著しいものの、残存する電子部品類
に発火の痕跡が認められず、原因の特定はできなかっ
た。　

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 輸入事業者

(受付:2006/12/14)使用期間：約３か月
(拡大被害)神奈川県 (G1)

(事故発生地)



No. 0046

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2005-2046

2005/12/23

デスクヒーター 　机下に置いて足周りを暖めるパネル
状のヒーターを使用していたところ、
発火して子供机を焼損した。
　なお、１か月程前から、鼻につく臭
いがしていた。

　断熱材とヒーター線の接着が剥がれて浮き上がり、
捩れぐせのあるヒーター線が移動して、ヒーター線同
士で重なり合い、局部的に過熱したものと推定される
が、接着が剥がれた原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2006/01/13)使用期間：約２年
(製品破損)東京都 (G1)

(事故発生地)

2006-2373

2006/11/29

デスクヒーター 　机下や足元に置いて使う、デスクヒ
ーターを使っていたところ、本体から
出火した。

　本体の折り畳まれる部分に位置するヒーター線（ガ
ラス編組チューブ）が断線、焼損していることから、
当該箇所で断線・スパークし、発煙したものと推定さ
れるが、断線に至った原因が使用状況によるものか製
造に起因するものか特定できなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2006/12/14)使用期間：約３年
(製品破損)東京都 (G1)

(事故発生地)

2006-2700

2007/01/08

トースター 　木造２階建ての台所付近から出火し
て、約１６０平方メートルを全焼、隣
接する２棟をそれぞれ半焼、部分焼し
、家人１人が死亡、１人が両脚や頭な
どに火傷を負った。

　事故品は、外郭の焼損は著しいものの、内部の焼損
はほとんど見られず、電装部品からの出火の痕跡も確
認できなかったことから、他の要因により外部から焼
損した可能性が高いと推定される。

　製品に起因しない事故であるため、措置はとら
なかった。 消防機関

(受付:2007/01/09)

製品評価技術基盤
機構

使用期間：不　明
(死亡)広島県 (F2)

(事故発生地)

2006-2670

2006/12/29

トースター 　木造平屋住宅から出火して、約４５
平方メートルを焼き、隣接する４軒長
屋のうち２軒の軒先や玄関などを焼い
た。

　電気トースターから出火したものと考えられるが、
焼損が著しく使用状況等の詳細が不明であり、原因の
特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/01/05)使用期間：不　明
(拡大被害)三重県 (G1)

(事故発生地)



No. 0047

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-2904

2007/08/15

ナイフスイッチ 　木造２階建て農業用倉庫から出火し
、約３４平方メートルを全焼し、運搬
機など農機具２台も焼いた。

　長期使用（約２２年）により、単相３線式開閉スイ
ッチ内部の差し込み刃と受け刃の接触部が接触不良を
生じて発熱、発火し、火災に至ったものと推定される
。

　製造業者等は不明であり、経年劣化による事故
であることから、措置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/08/20)使用期間：約２２年

不明

不明

(拡大被害)愛媛県 (C1)

(事故発生地)

2006-1971

2006/08/28

ノートパソコン 　ノートパソコンの電源を入れたとこ
ろ、焦げ臭いにおいがして電源が落ち
、本体底面の一部が溶け、机上のビニ
ールシートも溶けた。

　使用されていたコンデンサーの中に、耐湿性の低い
ものがあり、使用環境温度・湿度の影響により内部に
微少なクラックが発生し、吸湿して絶縁破壊が発生し
たため、過電流が生じて一時的に発熱し、コンデンサ
ーの０．５ｍｍ下にある本体の底面ケースに数ミリ程
度の穴が開いたものと推定される。

　平成１９年７月１３日付けで告知し、無償修理
を行っている。なお、今後の商品については、部
品の信頼性試験を強化し、経時的不具合の検出を
さらに強化することとした。

都道府県

(受付:2006/11/15)使用期間：約２年８か月

ＰＣ－ＶＡ１３ＦＶＨＵＨ

ＮＥＣパーソナルプロダク
ツ（株）

(拡大被害)岐阜県 (A3)

(事故発生地)

2007-2244

2007/06/16

ノートパソコン 　ノートパソコン本体の電源を入れて
た後、焦げ臭いにおいがして電源が切
れた。本体底面の通風口の辺りが溶解
して穴が空き、パソコンを置いていた
アイロン台が焦げた。

　使用されていたコンデンサーの中に、耐湿性の低い
ものがあり、通常の使用環境における温・湿度の影響
により内部に微少なクラックが発生し、吸湿して絶縁
破壊が発生したため、過電流が生じて一時的に発熱し
、コンデンサーの０．５ミリメートル下にある本体の
底面ケースに数ミリ程度の穴が開いたものと推定され
る。

　平成１９年７月１３日付けで告知し、無償修理
を行っている。
　なお、今後の商品については、部品の信頼性試
験を強化し、経時的不具合の検出をさらに強化す
ることとした。

製造事業者

(受付:2007/07/11)使用期間：約２年

ＰＣ－ＬＧ１３ＦＶＨＪＤ

ＮＥＣパーソナルプロダク
ツ（株）

(拡大被害)東京都 (A3)

(事故発生地)

2007-2404

2007/07/02

ノートパソコン 　机上のノートパソコンから異臭がし
、本体底面が溶解して穴が空き、机を
汚損した。

　使用されていたコンデンサーの中に、耐湿性の低い
ものがあり、通常の使用環境での温・湿度の影響によ
り内部に微少なクラックが発生し、吸湿して絶縁破壊
が発生したため、過電流が生じて一時的に発熱し、コ
ンデンサーの０．５ミリメートル下にある本体の底面
ケースに数ミリ程度の穴が開いたものと推定される。

　平成１９年７月１３日付けで告知し、無償修理
を行っている。
　なお、今後の商品については、部品の信頼性試
験を強化し、経時的不具合の検出をさらに強化す
ることとした。

製造事業者

(受付:2007/07/25)使用期間：約４年３か月

ＰＣ－ＶＡ１３ＦＶＨ１Ａ
４ＴＨ

ＮＥＣパーソナルプロダク
ツ（株）

(拡大被害)東京都 (A3)

(事故発生地)



No. 0048

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-2405

2007/07/09

ノートパソコン 　机上のノートパソコンが発熱して、
異音と異臭がし、本体底面に穴が空き
、机が焦げた。

　使用されていたコンデンサーの中に、耐湿性の低い
ものがあり、通常の使用環境での温・湿度の影響によ
り内部に微少なクラックが発生し、吸湿して絶縁破壊
が発生したため、過電流が生じて一時的に発熱し、コ
ンデンサーの０．５ミリメートル下にある本体の底面
ケースに数ミリ程度の穴が開いたものと推定される。

　平成１９年７月１３日付けで告知し、無償修理
を行っている。
　なお、今後の商品については、部品の信頼性試
験を強化し、経時的不具合の検出をさらに強化す
ることとした。

製造事業者

(受付:2007/07/25)使用期間：約３年１か月

ＰＣ－ＶＹ１６ＦＶＨＹＭ

ＮＥＣパーソナルプロダク
ツ（株）

(拡大被害)大阪府 (A3)

(事故発生地)

2007-2768

2007/07/29

ノートパソコン 　ノートパソコンを２、３時間、セー
フモードで放置した後、再セットアッ
プしようとしたところ、異音とともに
異臭がし、パソコンの下にあったアル
バムのカバーが熱で収縮した。

　使用されていたコンデンサーの中に、耐湿性の低い
ものがあり、通常の使用環境における温・湿度の影響
により内部に微少なクラックが発生し、吸湿して絶縁
破壊が発生したため、過電流が生じて一時的に発熱し
、コンデンサーの０．５ミリメートル下にある本体の
底面ケースに数ミリ程度の穴が開いたものと推定され
る。

　平成１９年７月１３日付けのホームページで告
知し、無償修理を行っている。なお、今後の商品
については、部品の信頼性試験を強化し、経時的
不具合の検出をさらに強化することとした。

製造事業者

(受付:2007/08/08)使用期間：約３年４か月

ＰＣ－ＶＹ１４ＦＶＨＥＲ
ＷＨＬ

ＮＥＣパーソナルプロダク
ツ（株）

(拡大被害)東京都 (A3)

(事故発生地)

2007-2769

2007/07/30

ノートパソコン 　パソコン本体の通風口の下部から発
煙し、プラスチック部分が溶けて、パ
ソコンを置いていた机が汚損した。

　使用されていたコンデンサーの中に、耐湿性の低い
ものがあり、使用環境温度・湿度の影響により内部に
微少なクラックが発生し、吸湿して絶縁破壊が発生し
たため、過電流が生じて一時的に発熱し、コンデンサ
ーの０．５ｍｍ下にある本体の底面ケースに数ミリ程
度の穴が開いたものと推定される。

　平成１９年７月１３日付けのホームページで告
知するとともに、ユーザーにＤＭの送付及び電子
メールを送信し、無償修理を行っている。
　なお、今後の商品については、部品の信頼性試
験を強化し、経時的不具合の検出をさらに強化す
ることとした。

製造事業者

(受付:2007/08/08)使用期間：約３年３か月

ＰＣ－ＬＭ５００８Ｄ

ＮＥＣパーソナルプロダク
ツ（株）

(拡大被害)福岡県 (A3)

(事故発生地)

2007-3412

2007/08/25

ノートパソコン 　使用中のパソコンから発煙し、本体
右側中央に穴が開いた。その際、高温
になった通風孔に手が触れ、軽い火傷
を負った。

　使用されていたコンデンサーの中に、耐湿性の低い
ものがあり、使用環境温度・湿度の影響により内部に
微少なクラックが発生し、吸湿して絶縁破壊が発生し
たため、過電流が生じて一時的に発熱し、コンデンサ
ーの０．５ｍｍ下にある本体の底面ケースに数ミリ程
度の穴が開いたものと推定される。

　平成１９年７月１３日付けのホームページで告
知するとともに、ユーザーにＤＭの送付及び電子
メールを送信し、無償修理を行っている。
　なお、今後の商品については、部品の信頼性試
験を強化し、経時的不具合の検出をさらに強化す
ることとした。

製造事業者

(受付:2007/09/13)使用期間：約３年２か月

ＰＣ－ＶＹ１６ＦＶＨＥＴ
４ＨＭ

ＮＥＣパーソナルプロダク
ツ（株）

(軽傷)東京都 (A3)

(事故発生地)



No. 0049

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-3720

2007/10/05

ノートパソコン 　電源を切って置いていたパソコンか
ら突然発火し、パソコンの裏側に穴が
空いた。

　使用されていたコンデンサーの中に、耐湿性の低い
ものがあり、使用環境温度・湿度の影響により内部に
微少なクラックが発生し、吸湿して絶縁破壊が発生し
たため、過電流が生じて一時的に発熱し、コンデンサ
ーの０．５ｍｍ下にある本体の底面ケースに数ミリ程
度の穴が開いたものと推定される。

　平成１９年７月１３日付けのホームページで告
知するとともに、ユーザーにＤＭの送付及び電子
メールを送信し、無償修理を行っている。
　なお、今後の商品については、部品の信頼性試
験を強化し、経時的不具合の検出をさらに強化す
ることとした。

消費者センター

(受付:2007/10/11)使用期間：約６か月

ＰＣ－ＬＭ５００７Ｄ

ＮＥＣパーソナルプロダク
ツ（株）

(拡大被害)鹿児島県 (A3)

(事故発生地)

2007-2093

2007/06/27

ノートパソコン 　ノートパソコンの電源を入れると、
外部電源と本体の接続部分が過熱され
て発煙し、ビニールが焦げるにおいが
する。

　電源コードを接続するノートパソコン本体のジャッ
ク部分の取り付け強度が弱かったことに加え、使用者
が差込プラグ部分に繰り返し大きな力を加わえたため
、ジャック部分のはんだ付け部にはんだ割れが生じ、
接触不良が生じて発熱し、発煙に至ったものと推定さ
れる。

　ホームページに電源コードの接続部の取扱いに
ついて掲載し、注意喚起を行っている。
　なお、平成１５年から、修理点検時にジャック
の負荷耐力向上のため、強化金具を追加する処置
を実施している。

消費者センター

(受付:2007/07/02)使用期間：約５年６か月

ＰＣ－ＬＣ５００１Ｄ

ＮＥＣパーソナルプロダク
ツ（株）

(製品破損)静岡県 (B1)

(事故発生地)

2006-1467

2006/09/07

ノートパソコン 　ノートパソコン付近から出火し、木
造２階建て住宅を全焼した。

　バッテリーやメイン基板等の電気部品に出火源とな
った痕跡が確認されなかったことから、原因の特定は
できなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 消費者センター

(受付:2006/09/28)使用期間：約１年
(拡大被害)福岡県 (G1)

(事故発生地)

2006-1777

2006/09/27

ノートパソコン用バッ
テリー

　パソコンにノートパソコン用バッテ
リーをセットし、電源を入れない状態
で充電したところ、バッテリーから出
火した。消火のため、振り回したり、
叩いたりしたので、部屋中に部品が飛
び、木の床が焦げた。

　製品本体からバッテリー部への電源供給で正常電圧
が認められたことから、他社製バッテリーパックを使
用したため、発火したものと推定されるが、他社製バ
ッテリーパックの解析は行えず、原因の特定はできな
かった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。
　なお、ノートパソコンの製造事業者は、取扱説
明書及びホームページで従前より電池の安全上の
注意を表記し、注意喚起を行っている。

製造事業者

(受付:2006/10/27)使用期間：不　明
(拡大被害)東京都 (G1)

(事故発生地)



No. 0050

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-3331

2007/08/25

パソコン 　パソコンの電源を入れて１～２分後
に、音が鳴り、火が出た。

　電源ユニット内のチョークコイルのはんだ付け部に
おいて、クラック等の不具合が生じ、放電が発生して
発熱し、絶縁シートが溶解したものと推定される。

　他に同種事故は発生しておらず、単品不良とみ
られる事故であるため、措置はとらなかった。 消費者センター

(受付:2007/09/07)使用期間：約２年４か月

ＦＭＶＬＸ５０ＫＹ

富士通（株）

(被害なし)福岡県 (A2)

(事故発生地)

2006-3724

2007/02/24

パソコン 　デスクトップパソコン付近から出火
して、事務所内約２平方メートルを焼
き、エアコン室内機と電話機なども焼
損した。

　事故品の電源コードが断線しており、溶融痕が認め
られたことから、当該箇所から出火したものと推定さ
れるが、断線した原因は特定できなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 消防機関

(受付:2007/03/07)使用期間：不　明
(拡大被害)兵庫県 (G1)

(事故発生地)

2006-3884

2007/03/01

パソコン（テレビ付） 　デスクトップ型のパソコンを使用し
ていたところ、本体から発煙して周囲
の壁が汚れた。

　電源ユニットの二次側に接続される平滑チョークコ
イルの部品不良により、コイルの巻線間で短絡が生じ
、コイルが発熱、劣化し、巻線被覆材料及びリード線
先端に位置する絶縁シート（マイラーシート）の一部
が受熱により発煙したものと推定される。

　コイルの巻線間で短絡しても保護回路が働くた
め二次側へのエネルギー供給が停止すること、コ
イル周辺には難燃性の部品を使用しており発火す
る可能性はないこと、及び当該品は既に販売を終
了しており、他に同種事故はなく、単品不良と見
られることから、措置はとらなかった。

消費者

(受付:2007/03/19)

製造事業者

使用期間：約２年

ＰＣ－ＶＧ１６ＦＥＣＥＬ

ＮＥＣパーソナルプロダク
ツ（株）

(拡大被害)滋賀県 (A3)

(事故発生地)

2006-1208

2006/08/00

パソコン周辺機器（Ｕ
ＳＢ変換ケーブル）

　パソコン内蔵ハードディスクを外に
取り出し、ＵＳＢ変換ケーブルを接続
したところ、ハードディスクが損傷し
発煙・発火して下に置いていた本が焦
げた。

　電源コネクターを内蔵ハードディスクに差し込む際
に、コネクターの接続方向を上下逆にしたまま無理に
押し込んで接続したため、誤った電源が供給され、発
煙・発火に至ったものと推定される。なお、同等品で
確認したところ、上下逆に差し込むことを防止する形
状になっており、通常考えられる押し込み力では逆に
差し込むことは困難であった。取扱説明書には、「接
続方向に注意してしっかりと差し込む」旨の記載があ
った。

　被害者の不注意と見られる事故であるため、措
置はとらなかった。 消費者センター

(受付:2006/09/04)使用期間：不　明
(拡大被害)大阪府 (E2)

(事故発生地)



No. 0051

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-2793

2007/01/12

パソコン周辺機器（プ
リンター）

　鉄筋コンクリート平屋住宅の東側居
室に設置してあるパソコン机上部に置
いたプリンターから出火し、壁やカー
テンなどを焼損した。

　本体内部の基板、モーター、電源コード等の電気部
品に発火の痕跡は認められないことから、製品に起因
する事故ではないものと推定される。

　製品に起因しない事故であるため、措置はとら
なかった。 消防機関

(受付:2007/01/15)使用期間：約４年
(拡大被害)沖縄県 (F2)

(事故発生地)

2007-0562

2007/03/14

パソコン周辺機器（プ
リンター）

　外出中にプリンターから発火し、一
室を全焼した。

　ＡＣコードのブッシュ付近にある基板が焼損してい
るが、その付近に発火源となる部品の痕跡は認められ
ず、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2007/05/09)使用期間：約１年
(拡大被害)山口県 (G1)

(事故発生地)

2007-3244

2007/08/15

パソコン周辺機器（プ
リンター）

　２４時間通電していたプリンター背
面から発火し、紙詰まり検出器付近が
焼損した。

　当該機背面の用紙検出器及び紙詰まり検出器周辺が
焼損し、電源コードには溶融痕が認められたが、溶融
痕の解析結果は二次痕である可能性が高く、再現試験
においても当該機内部からの出火の可能性はないこと
から、事故原因を特定することはできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2007/09/04)使用期間：約３年
(拡大被害)北海道 (G1)

(事故発生地)

2006-2614

2006/12/21

パソコン周辺機器（メ
ディアコンバーター）

　パソコンの電源は入れずにパソコン
のＯＡタップのスイッチを入れたとこ
ろ、メディアコンバーターから火花が
出ると同時に煙が出たのであわててコ
ンセントを抜いた。その後、パソコン
の電源が入らなくなった。

　事故品は損傷箇所、煤、匂いも全くなく、電気的に
も正常であり、火花が出た痕跡がなかったことから、
事故品から火花が出たものではないと考えられる。　
　なお、ＯＡタップについても特に異常がなく、また
、パソコンは修理会社に持ち込まれ、故障していた電
源ユニットが交換されていたため、原因の特定はでき
なかった。

　製品に起因しない事故であるため、措置はとら
なかった。 消費者

(受付:2006/12/28)使用期間：約１年１か月
(被害なし)東京都 (F2)

(事故発生地)



No. 0052

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-1329

2006/09/11

パソコン周辺機器（モ
デム）

　パソコン用モデムから「パン」とい
う音がした直後、発煙した。

　電話回線用回路のチップ抵抗器の故障により、アル
ミ電解コンデンサー上部からの水蒸気の噴出及びチッ
プ・トランジスタが発煙したものとみられるが、抵抗
器の故障については、軽微な誘導雷を受けたため損傷
した、または当該チップ抵抗器の単品不良と推定され
るが、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 国の行政機関

(受付:2006/09/15)使用期間：約３年２か月
(製品破損)千葉県 (G1)

(事故発生地)

2006-3567

2006/07/00

パソコン周辺機器（レ
ーザープリンター）

　使用中のレーザープリンターから発
煙した。

　当該品の発煙は使用時（プリント時）の焼き付けの
臭いと考えられるものの、事故品が入手できないこと
から、調査できなかった。

　事故品が入手できないことから、調査不能であ
るため、措置はとれなかった。
　なお、製造業者の協力が得られず、報告書等の
提出はなかった。

消費者センター

(受付:2007/02/27)使用期間：約１０か月
(製品破損)鹿児島県 (G2)

(事故発生地)

2006-1800

2006/10/24

バッテリーパック（ノ
ートパソコン用）

　ノートパソコンの電源を切った状態
で充電中に、電池パックが発熱し、火
花が出て１人が軽い火傷を負った。

　リチウムイオン電池の製造工程中で何らかの微少な
金属異物が混入したため、電池内部で短絡が生じて火
花が出たものと推定される。

　平成１８年１０月２０日より、ホームページに
社告を掲載し電池パックの回収・交換を無償で行
っている。

製品評価技術基盤
機構

(受付:2006/10/31)使用期間：約７か月

ノートパソコン　ＦＭＶ－
Ｐ８２１Ｘ

富士通（株）パーソナルビ
ジネス本部　品質保証総括
部

(軽傷)不明 (A2)

(事故発生地)

2007-2347

2007/06/25

バッテリーパック（ノ
ートパソコン用）

　電源が入ったままのパソコンから発
煙して、バッテリーパックのモールド
の一部が溶解して部品の一部が露出し
、事務机の上のマットが焦げた。

　当該リチウムイオンバッテリーパックは、８セル（
２セルを並列を４つ直列接続）構成であり、セルの一
つがオープン状態で故障し、さらに並列接続されたセ
ルに、製造工程で鉄成分物質が混入していたため、セ
ル内で内部ショートし、発熱・発煙したものと推定さ
れる。

　他に同種事故は発生しておらず、単品不良とみ
られる事故であることから、措置はとらなかった
。
　なお、当該品の製造は既に終了している。

製造事業者

(受付:2007/07/20)使用期間：約４年１０か月

ＰＣ－ＶＡ１６ＳＡＧＥＧ

ＮＥＣパーソナルプロダク
ツ（株）

(拡大被害)愛知県 (A2)

(事故発生地)



No. 0053

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-1489

2006/07/13

バッテリーパック（ノ
ートパソコン用）

　バッテリーパックをノートパソコン
に装着し、スリープ状態で充電を行っ
ていたところ、「ポン」と音がして発
火した。

　バッテリーのセル内で異常が発生し、局所的な発熱
からセル全体へ広がり、安全回路として設けている防
爆弁が開放されたため、高温の電解液蒸気がセル外へ
噴出し、発火したものと推定されるが、原因の特定は
できなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2006/10/02)使用期間：約３か月
(拡大被害)東京都 (G1)

(事故発生地)

2006-2797

2007/01/05

パネルヒーター 　木造２階建て住宅から出火し、２階
寝室約３５平方メートルを焼いた。

　ベッドで寝ていた被害者が、電話を取ろうとした際
に、ふとんがずれてベット付近に置かれた通電中のパ
ネルヒーターにふとんが覆い被さる状態となり、その
ことに気付かなかったため、ヒーター部に接触・過熱
し、火災に至ったものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/01/16)使用期間：不　明
(拡大被害)山形県 (E2)

(事故発生地)

2006-3827

2007/02/07

ビデオデッキ 　電源が入った状態のビデオから発煙
した。

　長期使用（約１４年）により、当該品のスイッチン
グ電源回路の一次側電圧制御回路に使用されている電
解コンデンサーが劣化して故障し、電源回路二次側の
出力電圧が上昇したため、二次側の電解コンデンサー
が過電圧により内圧が上昇して安全弁が作動し、電解
液が蒸気となって噴出したものと推定される。

　経年劣化による事故とみられ、電解コンデンサ
ーの安全装置の防爆弁が作動し、電解液の蒸気が
噴出したものであり、焦げや発火を伴うものでは
ないものと考えられることから、措置はとらなか
った。　

製造事業者

(受付:2007/03/14)使用期間：約１４年

ＨＶ－ＢＳ５

三菱電機（株）

(製品破損)福岡県 (C1)

(事故発生地)

2007-0619

2007/04/16

ビデオデッキ 　ビデオテープレコーダーの電源が入
らず、カセットが取り出せなくなり、
デッキ上部に置いていた財布の一部が
溶けた。

　焼損状況からリモコン受光部ＩＣから出火したもの
と考えられるが、焼損が著しいことから、原因の特定
はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2007/05/15)使用期間：約４年
(拡大被害)静岡県 (G1)

(事故発生地)



No. 0054

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0238

2006/12/18

ブースター 　テレビ用ブースターから出火し、本
体の外郭の一部に穴が開き、壁面と接
続同軸ケーブルに煤が付着した。

　当該機の電源ラインに、誘導雷の過大なサージ電圧
が加わったため、セラミックコンデンサーが破裂し、
破裂した箇所に漏洩電流が流れ続け、発熱・炭化し基
板が焦げて、外郭樹脂を溶融させて穴が開いたもとの
推定される。

　偶発的な事故であるため、措置はとらなかった
。
　なお、既出荷品については、市場稼働品の状況
を注視するとともに、販売業者に接続同軸ケーブ
ルの接地に関し注意喚起した。

製造事業者

(受付:2007/04/11)使用期間：約１年
(拡大被害)和歌山県 (F1)

(事故発生地)

2006-2072

2006/11/03

フットマッサージャー 　フットマッサージ器を使用した翌日
に、足の裏に水ぶくれができた。

　事故品が入手できず、被害者の使用状況等も確認で
きないため、調査できなかった。

　事故品が入手できないことから、調査不能であ
るため、措置はとれなかった。 消費者センター

(受付:2006/11/22)

製造事業者

使用期間：約１３日
(軽傷)新潟県 (G2)

(事故発生地)

2006-3256

2007/01/08

ふとん乾燥機 　ふとん乾燥機の背面が焼損した。 　被害者が、エアゾールスプレーでバイクの部品を洗
浄中に、スプレー缶の可燃性ガスが何らかの要因で引
火し、そばにあったふとん乾燥機の背面が焼損したも
のと推定される。
　なお、取扱説明書の警告文に「引火性のものを近く
で使わない。」旨を記載している。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製造事業者

(受付:2007/02/07)使用期間：約２年
(製品破損)東京都 (E2)

(事故発生地)

2006-1771

2006/10/23

ふとん乾燥機 　住宅から出火し、ふとん上下１組と
ふとん乾燥機、畳の一部などを焼いた
。

　ふとん乾燥機の吸気フィルターが埃やゴミ等で詰ま
った状態で出力を最大にして使用したために、熱排出
部が過熱する等により、火災に至ったものと考えられ
るが、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明のため、措置はとれなかった。

製品評価技術基盤
機構

(受付:2006/10/27)使用期間：不　明
(拡大被害)秋田県 (G1)

(事故発生地)



No. 0055

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-3645

2007/02/25

ふとん乾燥機 　ふとん乾燥機を使用していたところ
、突然、ブレーカーが落ち、乾燥機か
ら炎が２０ｃｍ位上がり、ふとんをか
ぶせ、水をかけて消火した。部屋は煤
で真っ黒になった。

　ヒーターケースの樹脂付近の焼損状態が特に著しい
ことから、ヒーター付近が過熱して周囲の樹脂から出
火したものと考えられるが、原因となる痕跡を確認す
ることができなかったため、原因の特定はできなかっ
た。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 消費者

(受付:2007/03/05)

製造事業者

使用期間：不　明
(拡大被害)神奈川県 (G1)

(事故発生地)

2007-3410

2007/08/18

ふとん乾燥機 　ふとん乾燥機が焼損した。 　当該機の電気部品及び配線に発火元となる痕跡は認
めらず、差込プラグ刃の先端にすすが付着しているこ
とから、事故発生時に差込プラグがコンセントに差し
込まれていなかった可能性も考えられるが、原因の特
定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2007/09/13)使用期間：約５年
(製品破損)東京都 (G1)

(事故発生地)

2006-2454

2006/11/17

ブレーカー 　室内灯のスイッチを入れたところ、
点滅した後消えて、ハロゲンランプの
明るさも安定しなくなり、テレビなど
の電化製品も故障した。電気店では、
ブレーカーが原因ではないかと言って
いる。

　長期使用（２０年以上）により、開閉器の単相三線
式中性線の保持力が低下し、刃受け部の挟み込みが緩
くなったため、接触不良となり、過電圧により接続し
ていた家電製品に不具合が生じたものと推定される。

　経年劣化とみられることから、措置はとれなか
った。　　製造業者等は不明であり、経年劣化と
みられる事故であるため、措置はとらなかった。

消費者センター

(受付:2006/12/19)使用期間：約２０年

不明

不明

(拡大被害)東京都 (C1)

(事故発生地)

2006-1616

2006/10/08

ブレーカー 　ブレーカーから出火し、壁及び天井
の一部を焼損した。

　電源電線の取り付けねじの締め付けが緩かったため
、電線接続部で経年的に接触不良による放電と発熱を
繰り返す状況になり、亜酸化銅が生成され、亜酸化銅
に電流が流れた際に異常に高温となり（亜酸化銅増殖
発熱現象）電線被覆等が発火し、拡大燃焼したと推定
される。

　施工業者の設置・施工不良とみられる事故であ
り、措置しなかった。 消防機関

(受付:2006/10/16)使用期間：約３２年
(拡大被害)岐阜県 (D1)

(事故発生地)



No. 0056

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-4533

2007/11/21

ブレーカー 　鉄筋２階建て倉庫から出火し、引き
込まれている電線の周囲や配電盤など
を焼いた。

　ブレーカー内部で接触不良等が生じ出火したものと
考えられるが、事故品の焼損が著しく、原因の特定は
できなかった。

　製造業者等は不明であり、事故原因が不明であ
るため、措置はとれなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/11/27)使用期間：不　明
(拡大被害)石川県 (G1)

(事故発生地)

2007-2859

2007/05/09

プロジェクター 　使用中のプロジェクターの機器内部
から発煙した。

　当該器本体側の電源コード差し込み口を電源基板へ
はんだ付けのみで固定していたため、電源コードの挿
抜により機械的ストレスを受け、はんだ付け部にクラ
ックが生じ、接触不良となり発熱・発煙したものと推
定される。

　平成１９年７月２３日付で販売店連絡、ＷＥＢ
掲載及びダイレクトメールにより、改修連絡を行
っていたが、９月２６日付の新聞及びホームペー
ジに社告を掲載し、無償で点検・修理を行ってい
る。  なお、平成１８年１１月製造分より、ＡＣイ
ンレットを固定するブラケットを追加し、はんだ
付け部に応力が加わらないようにしている。

輸入事業者

(受付:2007/08/14)使用期間：不　明

ＤＬＰプロジェクター　Ｌ
Ｔ２０Ｊ

ＮＥＣディスプレイソリュ
ーションズ（株）

(製品破損)神奈川県 (A1)

(事故発生地)

2007-2860

2007/05/28

プロジェクター 　使用中のプロジェクターの機器内部
から発煙した。

　当該器本体側の電源コード差し込み口を電源基板へ
はんだ付けのみで固定していたため、電源コードの挿
抜により機械的ストレスを受け、はんだ付け部にクラ
ックが生じ、接触不良となり発熱・発煙したものと推
定される。

　平成１９年７月２３日付で販売店連絡、ＷＥＢ
掲載及びダイレクトメールにより、改修連絡を行
っていたが、９月２６日付の新聞及びホームペー
ジに社告を掲載し、無償で点検・修理を行ってい
る。  なお、平成１８年１１月製造分より、ＡＣイ
ンレットを固定するブラケットを追加し、はんだ
付け部に応力が加わらないようにしている。

輸入事業者

(受付:2007/08/14)使用期間：不　明

ＤＬＰプロジェクター　Ｌ
Ｔ２０Ｊ

ＮＥＣディスプレイソリュ
ーションズ（株）

(製品破損)神奈川県 (A1)

(事故発生地)

2007-3637

2007/09/04

プロジェクター 　使用中のプロジェクターの電源入力
端子付近から出火して、焦げるような
においがし、機器の一部が熱により変
形した。

　電源ケーブルの差込みプラグの刃が弓状に曲がって
おり、ＡＣインレット（電源ケーブルの本体接続部）
内部のカシメ部に発熱した痕跡が認められたことから
、被害者が使用時にケーブルを足で引っかける等の強
い力を加えたため、ＡＣインレット内部のカシメ部に
接触不良が生じて発熱し、基板はんだ部及びパターン
部が損傷し、パターン間でのスパークが発生したもの
と推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 輸入事業者

(受付:2007/10/02)使用期間：約２年１１か月
(被害なし)京都府 (E2)

(事故発生地)



No. 0057

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-2169

2007/06/21

ヘアドライヤー 　ヘアドライヤーをコンセントに差し
込んだまま朝まで放置していたところ
、ドライヤーの一部が焼損していた。

　雑音防止用コンデンサーの耐電圧性能に関する品質
にばらつきがあったため、品質の悪いコンデンサーが
電源ラインからの高いサージ電圧を受けたことで破裂
し、スパークが飛び、近接している外郭樹脂が溶けた
ものと推定される。

　平成１８年１０月２４日付けの新聞及びホーム
ページに社告を掲載し、製品の回収を行った。ま
た、雑音防止用コンデンサーの調達を高信頼性部
品へ変更するとともに、コンデンサー回路に保護
装置を追加するなどの改善を実施した。

製造事業者

(受付:2007/07/05)使用期間：約１年

ＨＤ－Ｎ１２６０ＤＵ

九州日立マクセル㈱

(製品破損)福岡県 (A1)

(事故発生地)

2006-2225

2006/12/04

ヘアドライヤー 　ヘアドライヤーのスイッチが入らな
かったため、ドライヤーの持ち手部分
を動かしていたところ、火花が散り、
その後スイッチが入らなくなってしま
った。

　製造時にハンドル（持ち手部分）内部のリード線に
傷を付けてしまったため、ヘアドライヤーのハンドル
の折りたたみによる繰り返し屈曲によってリード線が
断線して火花が発生し、近傍にあった別のリード線の
被覆を溶かして短絡したものと推定される。

　他に同種事故は発生しておらず、単品不良とみ
られる事故であることから、措置はとらなかった
。
　なお、当該品の製造は既に終了している。

国の行政機関

(受付:2006/12/05)

製造事業者

使用期間：約１年１１か月

ＥＨ５４１３

松下電工（株）

(製品破損)北海道 (A2)

(事故発生地)

2007-4495

2007/11/16

ヘアドライヤー 　使用中のヘアドライヤーの温風吹出
口から火が噴き出した。

　モーターブラシの摩耗状態等から送風用モータが約
７年間の使用により性能が低下したため、ヒーター線
が過熱し付着していた埃が焦げた際、ヒーター部の異
常状態を見て、火が噴き出ていると認識したものと思
われる。
　なお、取扱説明書には、「運転中、冷風になったり
、火花が見えたとき、焦げ臭い臭いがしたときは、直
ちに使用を中止する」旨、記載している。

　経年劣化による事故とみられ、モーター寿命末
期の安全性については、サーモスイッチと温度ヒ
ューズにより保護されており、当該異常状態が続
くと通電できなくなる設計であるため、拡大被害
のおそれがないことから、措置はとらなかった。

消費者

(受付:2007/11/22)使用期間：約７年３か月

ＥＨ５０５

松下電工（株）

(製品破損)東京都 (C1)

(事故発生地)

2006-0199

2006/04/04

ヘアドライヤー 　２階建て住宅から出火し、居室約１
平方メートルとベッドなどを焼損した
。

　電源コードの断線部分に溶融痕が認められ、使用者
がベット周りでドライヤーを使用した後、そのままふ
とん内に放置されて出火に至っていることから、使用
者の就寝時の寝返り等により、屈曲等の機械的ストレ
スがコードに加わり、芯線が短絡・スパークし、ふと
んに着火・延焼したものと推定される。

　使用者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 消防機関

(受付:2006/04/18)

製造事業者

使用期間：約１５年
(拡大被害)大阪府 (E2)

(事故発生地)



No. 0058

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-2845

2007/01/09

ヘアドライヤー 　ヘアドライヤーを使用中に、突然ハ
ンドル部分の下のコード接続部分より
ショート、断線し、使用不可能になっ
た。

　使用中、使用後の電源コードの束ね方法等により、
電源コードのコード付け根付近に過度な屈曲や機械的
ストレスが加わり、芯線が半断線状態となり短絡・ス
パークし、使用不能になったものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故のため、措置は
とらなかった。 不明

(受付:2007/01/18)

製造事業者

使用期間：約３年９か月
(製品破損)広島県 (E2)

(事故発生地)

2006-2846

2006/12/18

ヘアドライヤー 　ヘアドライヤーを使用中に、突然ハ
ンドル部分の下のコード接続部分より
ショート、断線し、使用不可能になっ
た。

　使用中、使用後の電源コードの束ね方法等により、
電源コードのコード付け根付近に過度な屈曲や機械的
ストレスが加わり、芯線が半断線状態となり短絡・ス
パークし、使用不能になったものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故のため、措置は
とらなかった。 不明

(受付:2007/01/18)

製造事業者

使用期間：約３年９か月
(製品破損)広島県 (E2)

(事故発生地)

2006-2847

2007/01/09

ヘアドライヤー 　ヘアドライヤーを使用中に、突然ハ
ンドル部分の下のコード接続部分より
ショート、断線し、使用不可能になっ
た。

　使用中、使用後の電源コードの束ね方法等により、
電源コードのコード付け根付近に過度な屈曲や機械的
ストレスが加わり、芯線が半断線状態となり短絡・ス
パークし、使用不能になったものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故のため、措置は
とらなかった。 不明

(受付:2007/01/18)

製造事業者

使用期間：約３年９か月
(製品破損)広島県 (E2)

(事故発生地)

2006-3561

2006/11/25

ヘアドライヤー 　ヘアドライヤーの電源コードが焦げ
、電源が入らなくなった。

　使用中、使用後の電源コードの束ね方法等により、
電源コードのコード付け根付近に過度な屈曲や機械的
ストレスが加わり、芯線が半断線状態となり短絡・ス
パークし、使用不能になったものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故のため、措置は
とらなかった。 製造事業者

(受付:2007/02/27)使用期間：約３年
(製品破損)広島県 (E2)

(事故発生地)



No. 0059

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0915

2007/04/28

ヘアドライヤー 　ヘアドライヤーの電源コード付根付
近がスパークして、右手首に火傷を負
った。

　被害者の使用によって、電源コードの本体側コード
プロテクタ付近に過度な屈曲や機械的ストレスが加わ
り、半断線状態となり短絡・スパークし、出火したも
のと推定される。
　なお、取扱説明書には、「電源コードを本体に巻き
付けることを禁止」する旨記載されている。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 輸入事業者

(受付:2007/05/22)使用期間：約４年
(軽傷)宮城県 (E2)

(事故発生地)

2007-1068

2007/04/24

ヘアドライヤー 　ヘアドライヤーで髪の毛を乾燥中、
突然後ろから火花が出て爆発音がし、
畳と座ぶとんが焦げた。

　本体コードプロテクター先端付近の電源コードに屈
曲した痕跡がみられることから、使用中、使用後の電
源コードの束ね方法等により、電源コードのコード付
け根付近に過度な屈曲や機械的ストレスが加わり、芯
線が半断線状態となり短絡・スパークしたものと推定
される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。
　なお、より安全性を向上させるため、平成１６
年１０月１３日以降に販売されたものから本体プ
ロテクターの形状を一体成形のものから中空方式
に変更している。

消費者センター

(受付:2007/05/30)使用期間：約２年
(拡大被害)京都府 (E2)

(事故発生地)

2007-2034

2007/06/21

ヘアドライヤー 　使用中のヘアドライヤーが、突然異
音がして火花が散り、髪の毛が焦げた
。もう１回異音がして火花が散り、電
源コードが本体付近から切れ、ドライ
ヤーを持っていた右手首に火傷を負っ
た。

　使用中、使用後の電源コードの束ね方法等により、
電源コードのコード付け根付近に過度な屈曲や機械的
ストレスが加わり、芯線が半断線状態となり短絡・ス
パークし、断線に至ったものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 消費者センター

(受付:2007/06/27)使用期間：約２年
(軽傷)愛知県 (E2)

(事故発生地)

2007-2228

2007/07/03

ヘアドライヤー 　ドライヤーのコードの付け根部分か
ら火花が散って、断線し、手のひらに
軽度の火傷を負った。

　使用中、使用後の電源コードの束ね方法等により、
電源コードのコード付け根付近に過度な屈曲や機械的
ストレスが加わり、芯線が半断線状態となり短絡・ス
パークし、出火したものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であることから
、措置はとらなかった。 輸入事業者

(受付:2007/07/10)使用期間：約２年
(軽傷)千葉県 (E2)

(事故発生地)



No. 0060

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-0500

2006/04/28

ヘアドライヤー 　ドレッサー台に設置してあったドラ
イヤーから出火し、ドライヤー本体と
ドレッサー台が若干焼損した。

　当該品には通常品とは異なる改造が何か所もみられ
、ヒーターやヒーターカバーが本来の位置に組み込ま
れていなかったことから、ヒーターがモーターの回転
部に干渉して送風されない状態となり、モーター抵抗
線が異常発熱し、本体樹脂が発火したものと推定され
る。

　被害者の修理不良とみられる事故であるため、
措置はとらなかった。 製造事業者

(受付:2006/05/26)使用期間：約３年
(拡大被害)東京都 (E4)

(事故発生地)

2006-0797

2006/07/07

ヘアドライヤー 　木造２階建て住宅でヘアドライヤー
付近から出火し、２階居室１２平方メ
ートルを焼いた。

　当該品は原型を留めないほど焼損が著しく、ヒータ
ー、内部配線、モーター等の電気部品に、溶融痕等の
発火の痕跡は認めらないことから原因の特定はできな
かった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 消防機関

(受付:2006/07/10)使用期間：約３年
(拡大被害)大阪府 (G1)

(事故発生地)

2006-3878

2007/03/13

ヘアドライヤー 　木造２階建て理髪店舗兼住宅の２階
和室から出火し、約１０６平方メート
ルを焼いた。

　ドライヤーのスイッチはOFFの位置で焼損しており、
電源コード及び内部配線に短絡痕、溶融痕は認められ
ないことから、ドライヤーからの出火ではないと推定
されるが、電源プラグ部分は未回収で確認できないた
め、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 消防機関

(受付:2007/03/19)

製造事業者

使用期間：約７年
(拡大被害)愛知県 (G1)

(事故発生地)

2007-3709

2007/09/27

ヘアドライヤー 　使用中のヘアドライヤーの本体と電
源コードのつなぎ目部分から火がでた
。

　電源コードのコード付け根付近に過度な屈曲や機械
的ストレスが加わり、芯線が半断線状態となり短絡・
スパークした可能性が考えられるが、使用状況が不明
であるため、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。
　なお、当該品は平成１６年８月に輸入販売を終
了している。

消費者

(受付:2007/10/10)使用期間：約４年
(製品破損)北海道 (G1)

(事故発生地)



No. 0061

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-4468

2007/11/06

ヘアドライヤー 　ドライヤーを洗面化粧台のコンセン
トに差し込んで使用していたところ、
プラグの刃先部分が変形し、根元の導
線が露出した。

　差し込みプラグの栓刃に絶縁皮膜が形成されていた
ことから、栓刃とコンセントの受け刃との間で接触抵
抗が増大し、さらにドライヤー使用時の高電流によっ
て接触部が高温になり、差し込みプラグを抜く際、樹
脂が溶けて栓刃が抜け出したものと推定されるが、皮
膜が形成された原因が不明であり、原因の特定はでき
なかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 消費者センター

(受付:2007/11/21)使用期間：約２年
(製品破損)大阪府 (G1)

(事故発生地)

2007-3130

2007/08/18

ヘアドライヤー 　髪を乾かそうと温風を出して１～２
分後に、本体から「パンパン」と音が
して本体とコードの接続部分から火が
出た。

　電源コードのコード付け根付近に過度な屈曲や機械
的ストレスが加わり、芯線が半断線状態となり短絡・
スパークした可能性が考えられるが、事故品が入手で
きないことから、調査できなかった。

　製造業者等は不明であり、事故原因が不明であ
るため、措置はとれなかった。 消費者センター

(受付:2007/08/28)使用期間：約２年
(拡大被害)東京都 (G2)

(事故発生地)

2007-2803

2007/07/29

ヘアドライヤー（ブラ
シ付）

　ドライヤーのスイッチを入れてまも
なく音が消え、機器上部から発煙し、
焦げ臭いにおいがした。

　モーターブラシの摩耗状態等から、送風用モーター
が寿命で停止したためヒーター線が過熱し、内部の毛
髪等やモーターの電流を制限する分圧抵抗内部のワニ
ス分が加熱され、異臭及び煙が発生したものと推定さ
れる。
　なお、取扱説明書には、「運転中、冷風になったり
、火花が見えたとき、焦げ臭い臭いがしたときは、直
ちに使用を中止する」旨、記載している。

　経年劣化による事故とみられ、モーター寿命末
期の安全性については、サーモスイッチと温度ヒ
ューズにより保護されており、当該異常状態が続
くと通電できなくなる設計であるため、拡大被害
のおそれがないことから、措置はとらなかった。

消費者

(受付:2007/08/09)使用期間：約６年

ＥＨ８５４

松下電工（株）

(製品破損)高知県 (C1)

(事故発生地)

2007-2394

2007/07/11

ヘアドライヤー（据置
型）

　ヘアドライヤーを使用する際に電源
が入らなかったため、電源スイッチを
「切」にして就寝したところ、翌日、
ドライヤーが動作していた。

　電源スイッチの接点部が接触不良を生じて異常発熱
したため、スイッチ近傍の樹脂が溶融し、スイッチ接
点が不安定な状態となり電源が入ったものと推定され
るが、接触不良が生じた原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であり、輸入業者は既に倒産（
平成１４年６月）しているため、措置はとれなか
った。

消費者センター

(受付:2007/07/24)使用期間：約３年
(被害なし)兵庫県 (G1)

(事故発生地)



No. 0062

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-3235

2007/02/01

ペット用ヒーター 　鉄筋４階建て集合住宅の被害者の室
から出火して、同室約４０平方メート
ルを全焼し、被害者が顔などに軽い火
傷を負った。

　ハムスター用の暖房のための電球が、可燃物（クッ
ションの上に紙くずや木くずを置いていた）に接触し
たため過熱し、出火に至ったものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/02/06)使用期間：不　明
(軽傷)香川県 (E2)

(事故発生地)

2006-1776

2006/10/12

ポータブルＣＤ/ＤＶＤ
プレーヤー

　ＤＶＤプレーヤーにバッテリーを装
着し、ＡＣアダプターを接続した状態
で使用していたところ、発煙したので
本体をテーブルから払いのけた。落下
した際に、本体から電池パックが外れ
、電池パックの一部が破損して床のカ
ーペットの一部を焦がした。

　当該品のバッテリー（リチウムイオンポリマー電池
）の電池セル内で短絡・発熱し、発煙したものと推定
されるが、セル部分の損傷が著しいことから、原因の
特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。
　なお、電池セル及び電池パックの製造工程で異
物混入や傷防止対策の強化を図るとともに、電池
パック製造工程での充放電エージングを強化し、
充電中の電池セル温度監視工程を追加した。

製造事業者

(受付:2006/10/27)使用期間：約１か月
(拡大被害)福岡県 (G1)

(事故発生地)

2007-2247

2007/06/21

ポータブルＤＶＤプレ
ーヤー

　ＡＣ電源で使用していたポータブル
ＤＶＤプレーヤーの画像が映らず、本
体が異常に熱くなり画面横部分のフレ
ームが変形した。

　液晶用インバータ基板に設計上の問題があり、基板
上のコンデンサーが発熱し筐体が変形したものと推定
される。

　販売を中止し、平成１９年７月１１日付けのホ
ームページ及び平成１９年７月１２日付けの新聞
に社告を掲載し、回収、返金を行っている。

消費者センター

(受付:2007/07/12)使用期間：約３年

ＡＸＩＯＮ　ＡＸＮ３５３
９ＴＮ－ＰＷ

長瀬産業（株）

(製品破損)北海道 (A1)

(事故発生地)

2007-3664

2007/09/09

ポータブルＤＶＤプレ
ーヤー

　ＤＶＤプレーヤーをフローリング床
の上で充電中、突然バッテリーパック
付近から発煙発火し、フローリング床
の一部と機器のバッテリーパック部分
が焦げた。

　バッテリーパック内部の制御基板のパターン面に、
はんだくず等が付いたためショート状態になり、同じ
基板にある電流制御用ＩＣに過電流が流れて発熱し、
付近のプリント基板、バッテリーパックケースが焼損
し、機器及びフローリング床表面が焦げたものと推定
される。

　他に同種事故は発生しておらず、単品不良によ
る事故とみられることから既販品については措置
はとらなかった。
　なお、今後の入荷分については、制御基板の電
流制御用ＩＣに温度ヒューズを付けることとした
。

販売事業者

(受付:2007/10/03)使用期間：約１０日

ＰＤＶ－１９１５（Ｗ）

（株）東商

(拡大被害)北海道 (A3)

(事故発生地)



No. 0063

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-2925

2007/01/01

ポータブル温風機 　ポータブル温風機から出火し、住宅
を全焼して、家人１人が顔に火傷を負
った。

　当該機の残存している電気部品（ヒーター線、サー
モスタット、内部配線等）に溶融痕等の発火の痕跡は
認められず、焼損が著しいことから原因の特定はでき
なかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2007/01/23)使用期間：約１５日
(軽傷)大阪府 (G1)

(事故発生地)

2007-2227

2007/07/01

マッサージチェア 　集会施設で午後１１時頃、火災報知
器が鳴り、マッサージ機から白煙が出
ていた。マッサージ機は、お昼から午
後４時頃まで使用し、その後は無人で
使用していなかった。

　長期使用（約３５年）により操作スイッチの「入・
切」が滑らかでなく、中途半端に「切」にすると、し
ばらくして「入」に戻ることが確認された。施設が無
人になり約７時間後の発煙であることから、スイッチ
を「切」にしたものの「入」に戻ったため、定格６０
分を超え長時間にわたり通電状態が続きモータが発熱
し、巻線が短絡が生じるとともに、コンデンサーに通
常よりも大きな電流が流れて破裂し、発煙に至ったも
のと推定される。

　経年劣化による事故とみられ、他に同種事故は
発生していないことから、措置はとらなかった。 消防機関

(受付:2007/07/10)使用期間：約３５年

ＫＮ－１

京都日化工作所

(製品破損)岐阜県 (C1)

(事故発生地)

2006-2125

2006/10/27

マッサージチェア 　電気マッサージ器で腰付近をマッサ
ージしている時に、「バーン」と大き
な音がした後、モミ玉で腰を強打した
。

　当該機のモミ機ブロック内の上下軸に破断が認めら
れたものの、上下軸を破断させた再現試験によって体
感による叩き力の確認をした結果、強い叩き力の感覚
はなく、また、モミ玉に加わる荷重計測の結果も通常
の荷重値の範囲内であったことから、強打に至った原
因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2006/11/28)使用期間：約２年
(軽傷)福岡県 (G1)

(事故発生地)

2007-0934

2007/05/19

マッサージチェア 　木造平屋住宅から出火し、居間約１
５平方メートルを焼いた。

　居間で使用していたマッサージチェアからの出火と
考えられるが、本体の焼損が著しいため、原因の特定
はできなかった。

　製造業者等は不明であり、事故原因が不明であ
るため、措置はとれなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/05/22)使用期間：不　明
(拡大被害)山口県 (G1)

(事故発生地)



No. 0064

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0256

2007/03/03

ミキサー 　ハンドミキサーの刃（ブレンダー）
の内側に詰まった調理物を右手で取ろ
うとしたところ、誤ってスイッチを入
れてしまい、人差し指の第一関節付近
を７割ほど切った。

　被害者が電源プラグを抜かず、電源の入った状態で
料理用ハンドミキサーの刃（ブレンダー）の内側につ
まった材料を取ろうとした際に、誤ってスイッチを入
れたため、指を負傷したものと推定される。
　なお、取扱説明書には、「カッターは鋭利なので直
接手を触れない。けがの原因となる。」、「使用時以
外は、電源プラグをコンセントから抜く。」、「ブレ
ンダー着脱時には必ずスイッチをオフにする。」旨の
記載がされている。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。　  なお、取扱説明書を分かり
やすく改善するとともに、刃の取扱いに関する注
意喚起のチラシを同梱することとした。

輸入事業者

(受付:2007/04/12)使用期間：約１年
(重傷)岐阜県 (E2)

(事故発生地)

2007-2988

2007/08/14

ミキサー 　カッターが露出した状態のミキサー
のスイッチに手が触れ、作動したカッ
ターで中指を１５針縫うけがを負った
。

　当該機にボトルサポート（カッターが付いた台）だ
けをセットした状態のときに、被害者がスイッチに誤
って触れてしまったため、動き出したカッターで指を
切ったものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。  なお、本体の警告ラベル及び
取扱説明書に「カッターを露出したまま動作させ
ない」旨の注意喚起を記載し、さらに取扱説明書
には使用の際、「ボトルを組み立てる→材料を入
れる→本体にセットする→コンセントに差し込む
」ことを明記している。

製造事業者

(受付:2007/08/24)使用期間：不　明
(軽傷)三重県 (E2)

(事故発生地)

2006-2774

2006/12/11

ミニマット（電気マッ
ト）

　ミニマットが通電しなくなったので
捨てようとしたら、焦げたような穴が
あいており、下に敷いていたバスタオ
ルも焦げていた。

　ヒーター線を固定する接着剤の塗布量及び粘度にバ
ラツキがあり、接着強度が低下し、外圧によりストレ
スが加わり、固定位置より移動して重なり合い、お互
いの発熱によりヒーター線の被覆が溶け、スパークが
発生したため、上下層のフェルトを焦がし発煙に至っ
たものと推定される。
　なお、当該製品にはサーモスタットと温度ヒューズ
が装着されていたが、異常発熱した箇所と離れていた
ため作動しなかったものと推定される。

　平成１９年１月２２日付けのホームページに社
告を掲載し、無償で製品交換を行っている。
　なお、過去にヒーター線の移動により通電不良
になった品質苦情があったことから、平成１７年
７月より接着強度を増した製品に設計変更してい
る。

消費者センター

(受付:2007/01/12)

製造事業者

使用期間：約２年１か月

ＹＭＭ－４５５

（株）山善

(拡大被害)京都府 (A2)

(事故発生地)

2006-2926

2006/12/16

ミニマット（電気マッ
ト）

　電気ミニマットから発煙し、マット
とカバーや床が焦げた。

　ヒーター線を固定する接着剤の塗布量及び粘度にバ
ラツキがあり、接着強度が低下し、外圧によりストレ
スが加わり、固定位置より移動して重なり合い、お互
いの発熱によりヒーター線の被覆が溶け、スパークが
発生したため、上下層のフェルトを焦がし発煙に至っ
たものと推定される。
　なお、当該製品にはサーモスタットと温度ヒューズ
が装着されていたが、異常発熱した箇所と離れていた
ため作動しなかったものと推定される。

　平成１９年１月２２日付けのホームページに社
告を掲載し、無償で製品交換を行っている。
　なお、過去にヒーター線の移動により通電不良
になった品質苦情があったことから、平成１７年
７月より接着強度を増した製品に設計変更してい
る。

販売事業者

(受付:2007/01/23)

消防機関

使用期間：約２年１か月

ＹＭＭ－６０５

（株）山善

(拡大被害)兵庫県 (A2)

(事故発生地)



No. 0065

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-2929

2006/12/16

ミニマット（電気マッ
ト）

　使用中の電気ミニマットから発煙し
、マットの裏面に直径１ｃｍの焦げが
できた。

　ヒーター線を固定する接着剤の塗布量及び粘度にバ
ラツキがあり、接着強度が低下し、外圧によりストレ
スが加わり、固定位置より移動して重なり合い、お互
いの発熱によりヒーター線の被覆が溶け、スパークが
発生したため、上下層のフェルトを焦がし発煙に至っ
たものと推定される。
　なお、当該製品にはサーモスタットと温度ヒューズ
が装着されていたが、異常発熱した箇所と離れていた
ため作動しなかったものと推定される。

　平成１９年１月２２日付けの新聞及びホームペ
ージに社告を掲載し、無償で製品交換を行ってい
る。
　なお、過去にヒーター線の移動により通電不良
になった品質苦情があったことから、平成１７年
７月より接着強度を増した製品に設計変更してい
る。

製造事業者

(受付:2007/01/23)使用期間：約２年

ＷＨＣ－４５Ｇ

ワタナベ工業（株）

(製品破損)不明 (A2)

(事故発生地)

2005-1688

2005/12/08

ミニマット（電気マッ
ト）

　電気座ぶとんのスイッチを入れたと
ころ白煙が出て、座ぶとんカバーと下
に敷いた座ぶとんの一部を焦がした。

　事故品を座ぶとんの上で使用していたために繰り返
し使用時の外力が加わり、ヒーター線がずれて線同士
が重なり合った箇所で発熱が集中し、被覆が溶融し、
ヒーター線が短絡・断線したものとみられ、安全装置
（温度ヒューズ及びサーモスタット）が作動しなかっ
たため、周囲を焦がしたものと推定される。
　なお、取扱説明書には「おもちゃなどの上に敷いた
り凸凹のある場所でのご使用はおやめください。」旨
の記載をしている。

　平成２０年２月１５日付けホームページに告知
を掲載し、注意喚起を行っている。
　なお、後継機種ではヒーター線に検知線を追加
し、さらに取扱説明書の文字を太くする、アンダ
ーラインを引く等、目立つような記載を行った。

消防機関

(受付:2005/12/19)

製造事業者

使用期間：約１０年

ＭＺ－Ｃ４５

森田電工（株）

(製品破損)京都府 (B1)

(事故発生地)

2006-3361

2007/02/06

ミニマット（電気マッ
ト）

　使用中のミニマットから異臭がして
、裏面に直径１ｃｍの焦げ跡ができ、
敷いていたカーペットも焦げた。

　事故品を座ぶとんの上で使用していたために繰り返
し使用時の外力が加わり、ヒーター線がずれて線同士
が重なり合った箇所で発熱が集中し、被覆が溶融し、
ヒーター線が短絡・断線したものとみられ、安全装置
（温度ヒューズ及びサーモスタット）が作動しなかっ
たため、周囲を焦がしたものと推定される。
　なお、取扱説明書には「おもちゃなどの上に敷いた
り凸凹のある場所でのご使用はおやめください。」旨
の記載をしている。

　平成２０年２月１５日付けホームページに告知
を掲載し、注意喚起を行っている。
　なお、後継機種ではヒーター線に検知線を追加
し、さらに取扱説明書の文字を太くする、アンダ
ーラインを引く等、目立つような記載を行った。

消費者センター

(受付:2007/02/14)

製造事業者

使用期間：約１４年

ＭＺ－Ｃ４５

森田電工（株）

(拡大被害)大阪府 (B1)

(事故発生地)

2007-4667

2007/11/15

ミニマット（電気マッ
ト）

　ミニマットから焦げ臭いにおいがし
て発煙し、一部が焦げた。

　事故品をソファーや座いすの上で使用していたため
に繰り返し使用時の外力が加わり、ヒーター線がずれ
て線同士が重なり合った箇所で発熱が集中し、被覆が
溶融し、ヒーター線が短絡・断線したものとみられ、
安全装置（温度ヒューズ及びサーモスタット）が作動
しなかったため、周囲を焦がしたものと推定される。
なお、取扱説明書には「おもちゃなどの上に敷いたり
凸凹のある場所でのご使用はおやめください。」旨の
記載をしている。

　平成２０年２月１５日付けホームページに告知
を掲載し、注意喚起を行っている。
　なお、後継機種ではヒーター線に検知線を追加
し、さらに取扱説明書の文字を太くする、アンダ
ーラインを引く等、目立つような記載を行った。

消費者センター

(受付:2007/11/30)使用期間：約１５年

ＦＺ－４５２

森田電工（株）

(製品破損)兵庫県 (B1)

(事故発生地)



No. 0066

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0221

2007/04/04

ミニマット（電気マッ
ト）

　使用中の電気座ぶとんから異臭がし
、中央部が１ｃｍほど焦げた状態にな
った。

　座ぶとんの上で使用していたことから、電気座ぶと
んが沈み込み、ヒーター線に屈曲及び位置ずれが生じ
る力が繰り返し加わったため、ヒーター線を固定して
いた紙粘着テープが破損し、ヒーター線がずれて絡み
合うようになり、ヒーター線同士の発熱で、絶縁被覆
が溶融してヒータ線のショートが繰り返し生じ、その
ときの微少な放電により徐々に焦げたものと推定され
る。
　なお、取扱説明書には「凹凸のある場所では使用し
ない。」旨記載されている。

　発火、延焼する可能性はないことから、既販品
については措置はとらなかった。
　なお、取扱い説明書に「柔らかく沈み込むクッ
ション、布団、座布団、いす、座いすなどの上で
使用しない。」旨追加することとした。

消防機関

(受付:2007/04/09)

製造事業者

使用期間：約１０年

ＴＣ－４５

㈱エポテック

(製品破損)三重県 (B4)

(事故発生地)

2007-2406

2007/06/04

モーター（ミシン用） 　電動ミシン駆動用のクラッチモータ
ーの一部が焼損し、床の一部が焦げ、
煤でカーテンを汚損した。

　長期使用（約３３年間）により、ミシンのモーター
に内蔵しているコンデンサーが絶縁劣化により内部短
絡したため、モーターコイルに過電流が流れ異常発熱
して焼損し、電源供給部の回転方向切替プラグと防塵
フィルターが溶融落下したものと推定される。

　経年劣化による事故とみられ、他に同種事故は
発生していないことから、措置はとらなかった。
　なお、当該品の製造は既に終了している。

製造事業者

(受付:2007/07/25)使用期間：約３３年

ＣＡ－２０２Ｃ（ブランド
：三菱電機）

名菱テクニカ（株）

(拡大被害)大阪府 (C1)

(事故発生地)

2006-1486

2006/09/08

モジュラージャック（
電話機用接続端子）

　ホームテレホン用のモジュラージャ
ックから煙と火花が出た。

　被害者が、当該品に洗剤等の導電性液体を付着させ
たことにより、電源端子間でトラッキングが発生し、
発煙し焦げを生じたものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 消防機関

(受付:2006/10/02)使用期間：約７年
(製品破損)大阪府 (E2)

(事故発生地)

2006-0790

2006/07/04

ラジカセ 　ビニールハウス内の肥料水製造機の
上に置いていたラジカセ付近から出火
し、ラジカセと肥料水製造機の一部が
燃えた。

　基板及び外郭樹脂の焼損状態は本体内部から出火し
た様相を呈しておらず、基板及び配線等に短絡痕等の
異常も認められないことから、ラジカセからの出火で
はないと推定される。

　製品に起因しない事故であるため、措置はとら
なかった。 消防機関

(受付:2006/07/06)

製造事業者

使用期間：約２５年
(拡大被害)三重県 (F2)

(事故発生地)



No. 0067

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-2060

2007/06/22

ラジカセ 　２階建て住宅のラジカセ付近から出
火して、２階約３０平方メートルを焼
損し、火傷を負った。

　事故品のスピーカー、トランス、電源コード等の電
気部品に発火の痕跡が認められないことから、製品に
起因する事故ではないものと推定される。

　製造事業者等は不明であり、製品に起因しない
事故であるため、措置はとらなかった。 消防機関

(受付:2007/06/28)使用期間：約２年
(軽傷)大阪府 (F2)

(事故発生地)

2007-1069

2007/05/25

レンジ台付収納庫（コ
ンセント付）

　レンジ台付収納庫に付属しているコ
ンセントにオーブンレンジを接続し使
用したところ、当該コンセントが発熱
して溶融し発煙した。なお、購入後約
１か月くらいで同じような状態が起き
、コンセントを交換している。

　当該品のレンジ設置スペースはレンジの前面以外の
５面を囲み、スペースの背面上部中央にコンセントが
取り付けられた構造であり、使用していたオーブンレ
ンジのサイズが大きく、レンジとのすき間が狭かった
ことから、オーブン使用時の排気熱が抜けきれず高温
となりコンセントがその熱影響を受け変形したものと
推定される。
　なお、、オーブンレンジの取扱説明書には「５面を
囲む設置はしない」旨の注意事項が記載されている。

　同種事故が発生していないことから、既販品に
ついては措置はとらなかったが、販売時に消費者
に対して注意喚起するよう指導し、平成１９年８
月から中央に設置しているコンセントの位置を左
右側へ変更するとともに、平成１９年９月から店
頭の製品に「設置時の注意」を表示している。
　なお、取扱説明書の改定時（毎年２月）に、家
電製品設置の際の注意事項を追加する。

消費者

(受付:2007/05/30)使用期間：約７か月

ＢＳ２－９４ＮＵＶ６０Ｋ
Ｂ

（株）ニトリ

(製品破損)北海道 (B4)

(事故発生地)

2006-3571

2007/02/08

医療用電位治療ぶとん 　約２０年使用した電位治療ぶとんを
使用中、異臭がし、焦げ穴が空き、下
に敷いていたふとんにも穴が空いた。

　当該ふとんを折り畳む（三つ折り）際、誤って取扱
説明書とは逆向きに畳んだため、 カーボン発熱シート
電極線の両端にある電極線及び電極線に並列接続して
いるジャンパー線（電極線の一箇所が断線してもカー
ボン発熱シート全体に通電するための線）が折り畳み
部で半断線状態となり、それぞれの線で火花が生じ、
ふとん綿が焦げたものと推定される。

　電極線及びジャンパー線が両方半断線して発生
した事故であり、他に同種事故は発生していない
ことから措置はとらなかった。なお、同機種は平
成２年５月に生産を中止している。

消費者センター

(受付:2007/02/27)

製造事業者

使用期間：約１８年１０か
月

ローズテクニーＲＴ－２４

（株）京都西川

(拡大被害)北海道 (B1)

(事故発生地)

2007-2673

2007/07/28

屋内配線 　木造２階建て住宅から出火し、約１
００平方メートルを焼いた。

　長期使用（約４６年）により、屋内配線の被覆が絶
縁劣化して短絡・スパークし、周囲の可燃物に引火し
たものと推定される。

　製造業者等は不明であり、経年劣化による事故
であるため、措置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/08/02)使用期間：約４６年

不明

不明

(拡大被害)埼玉県 (C1)

(事故発生地)



No. 0068

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-4222

2007/10/28

屋内配線 　病院の木造平屋の小屋から出火し、
同小屋約３０平方メートルと隣接する
住宅約８０平方メートルを全焼した。

　長期使用（約４０年）により、小屋の屋内配線が絶
縁劣化により短絡し、火災に至ったものと推定される
。

　製造業者等は不明であり、経年劣化による事故
であるため、措置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/11/02)使用期間：不　明

不明

不明

(拡大被害)熊本県 (C1)

(事故発生地)

2006-2435

2006/12/11

屋内配線 　木造２階建て住宅から出火し、台所
付近６平方メートルを焼いた。

　配線を押さえているステープルが配線被覆に通常よ
り深く食い込んでいたことから、設置業者の施工時に
コード被覆を損傷させたため芯線が断線し、発熱、火
災に至ったものと推定される。

　業者の設置・施工不良とみられる事故であるた
め、措置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2006/12/19)使用期間：不　明
(拡大被害)北海道 (D1)

(事故発生地)

2006-3300

2007/01/20

屋内配線 　木造２階建て倉庫から出火し、倉庫
及び隣接する住宅２棟が全焼した。倉
庫の南側軒下から引き込まれた屋内配
線に溶融痕が確認された。

　倉庫の南側から引き込まれた屋内配線が、軒下のト
タン外壁と接触していたため漏電し、漏電経路の抵抗
値が増大し発熱したため発火に至ったと推定される。

　施工業者が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 消防機関

(受付:2007/02/08)使用期間：不　明
(拡大被害)岐阜県 (D1)

(事故発生地)

2007-0696

2007/05/03

屋内配線 　台所の換気扇から異音がし、ファン
が回らず、照明もつかなくなった。翌
日、電力会社に点検してもらったとこ
ろ、壁と換気扇の間に収納してある換
気扇の配線が焼け焦げていた。

　換気扇の施工業者が、屋内配線（単線ケーブル２.０
ｍｍ）にビニールコード（より線０.７５ｍ㎡）をカシ
メ接続して５０ｃｍほど引き出し、更にその先端に単
線をカシメ接続しており、この単線から換気扇用のコ
ンセントと壁コンセントを接続していた。壁コンセン
トでは電気炊飯器や食器洗い乾燥機といった大きな電
流が流れる製品が使われており、カシメ接続部が発熱
して徐々に劣化し、断線したものと推定される。

　施工業者に対し指示書による施工をするよう注
意を行った。 消費者センター

(受付:2007/05/16)使用期間：約５年６か月
(製品破損)東京都 (D1)

(事故発生地)



No. 0069

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-3420

2007/02/14

屋内配線 　木造２階建て住宅から出火し、天井
部分など約０．０３平方メートルを焼
いた。

　被害者が自分で屋内配線の設置を行っており、天井
のはり部分にある屋内配線の繋ぎ目に絶縁テープを巻
いていたが、使用期間を経てその繋ぎ目が接触不良と
なり、発熱・出火したものと推定される。

　被害者の設置不良とみられる事故であるため、
措置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/02/19)使用期間：不　明
(拡大被害)富山県 (E3)

(事故発生地)

2007-3607

2007/09/26

屋内配線 　木造平屋の鶏舎から出火して、７５
６平方メートルを全焼し、鶏約１万４
０００羽が焼死した。

　ネズミが鶏舎内の電気配線をかじったため、短絡し
発火したものと推定される。

　製造業者等は不明であり、偶発的事故であるた
め、措置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/10/01)使用期間：不　明
(拡大被害)静岡県 (F1)

(事故発生地)

2007-0350

2007/04/06

屋内配線 　車庫内の屋内配線付近から出火し、
車庫の内壁を一部焼損した。

　センサーライトや照明器具等が接続されている屋内
配線の電線被覆が著しく焼損しているものの、接続部
の連結端子に接触不良等の異常はなく、配線の芯線部
分に溶融痕等の発火の痕跡は認められないことから、
製品に起因する事故ではないものと推定される。

　製品に起因しない事故であるため、措置はとら
なかった。 消防機関

(受付:2007/04/19)使用期間：約１０年
(拡大被害)奈良県 (F2)

(事故発生地)

2006-0301

2006/04/24

屋内配線 　木造２階建て雑居ビルの１階から出
火し、約４５平方メートルを焼いた。

　屋内配線の被覆が長期使用により絶縁劣化し、芯線
同士が短絡・スパークし発火したものと推定されるが
、焼損が著しく、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2006/05/02)使用期間：不　明
(拡大被害)北海道 (G1)

(事故発生地)



No. 0070

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-0955

2006/07/29

屋内配線 　木造２階建て従業員寮から出火し、
約２５０平方メートルを全焼した。

　屋内配線のケーブルに溶融痕がみられたが、焼損が
著しいため、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2006/08/01)使用期間：不　明
(拡大被害)静岡県 (G1)

(事故発生地)

2006-1648

2006/10/15

屋内配線 　木造平屋住宅から出火して、約１３
０平方メートルを全焼し、家人が全身
火傷などの重傷を負った。

　トイレ天井裏の屋内配線が短絡し、火災に至ったも
のと推定されるが、焼損が著しく原因の特定はできな
かった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2006/10/20)使用期間：不　明
(重傷)鹿児島県 (G1)

(事故発生地)

2006-2206

2006/11/26

屋内配線 　木造２階建て集合住宅から出火し、
約６５平方メートルを半焼した。

　素人が電気配線を行っている部分があることから配
線に出火原因があると考えられるが、原因の特定はで
きなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。　 製品評価技術基盤

機構

(受付:2006/12/04)使用期間：不　明
(拡大被害)長野県 (G1)

(事故発生地)

2006-2755

2007/01/06

屋内配線 　木造平屋の空き家住宅から出火し、
約４０平方メートルを全焼した。

　屋内配線の断線部には溶融痕が数か所確認されたが
、一次痕か二次痕かの判別ができず、原因の特定はで
きなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/01/11)使用期間：不　明
(拡大被害)富山県 (G1)

(事故発生地)



No. 0071

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-2837

2007/01/15

屋内配線 　木造２階建て住宅の台所付近から出
火し、約１２０平方メートルを全焼し
た。

　屋内配線が短絡し、出火に至った可能性が考えられ
るが、焼損が著しいため、原因の特定はできなかった
。

　製造業者等は不明であり、事故原因が不明であ
るため、措置はとれなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/01/17)使用期間：不　明
(拡大被害)静岡県 (G1)

(事故発生地)

2006-2885

2006/12/17

屋内配線 　ビニールハウス内に引き込んでいる
家庭用電源（１００Ｖ）の分電盤の遮
断器付近から出火した。

　分電盤付近の換気扇用の屋内配線が焼損しており、
配線の断線部に認められた溶融痕は一次痕とみられる
ことから、当該部分から出火したものと推定されるが
、断線に至った原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 消防機関

(受付:2007/01/19)使用期間：約５年
(拡大被害)岐阜県 (G1)

(事故発生地)

2006-3069

2007/01/25

屋内配線 　改装中の木造２階建て住宅から出火
し、２階部分約５０平方メートルを半
焼した。

　屋内配線の漏電による出火と考えられるが、焼損が
著しいため、原因の特定はできなかった。

　漏電箇所が特定できず原因が不明のため、措置
はとれなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/01/30)使用期間：不　明
(拡大被害)千葉県 (G1)

(事故発生地)

2006-3240

2007/01/15

屋内配線 　共同住宅の壁付コンセント付近から
出火した。

　壁付きコンセントと屋内配線の接続部分で、電線（
より線と単線）が捻り接続されて絶縁テープで巻かれ
ていたことから、当該部分で接触不良となり、異常発
熱し発火したものと推定されるが、設置工事は施工業
者が行ったものか、以前の居住者が行ったものか不明
であり、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 消防機関

(受付:2007/02/06)使用期間：約３０年
(拡大被害)大阪府 (G1)

(事故発生地)



No. 0072

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-3280

2007/02/02

屋内配線 　木造平屋住宅から出火し、全焼した
。

　屋内配線には溶融痕が確認されたが、一次痕か二次
痕かの判別ができず、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 消防機関

(受付:2007/02/07)使用期間：不　明
(拡大被害)静岡県 (G1)

(事故発生地)

2006-3604

2007/02/21

屋内配線 　木造平屋住宅から出火して、同住宅
約１４０平方メートルと隣接する物置
約６０平方メートルを全焼した。

　居間の屋内配線が老朽化により短絡し出火したもの
と推定されるが、焼損が著しく、原因の特定はできな
かった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/03/01)使用期間：不　明
(拡大被害)鹿児島県 (G1)

(事故発生地)

2006-3756

2007/03/05

屋内配線 　屋内配線付近から出火し、木造平屋
住宅と作業場を全焼した。

　屋内配線は一部分しか入手できず、解析した結果、
出火元となる痕跡は認められないことから、原因の特
定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 消防機関

(受付:2007/03/09)使用期間：不　明
(拡大被害)群馬県 (G1)

(事故発生地)

2006-3928

2007/03/14

屋内配線 　住宅から出火し、全焼した。 　照明器具に接続されていた屋内配線が短絡し、火災
に至った可能性が考えられるが、焼損が著しく、原因
の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/03/20)使用期間：不　明
(軽傷)山形県 (G1)

(事故発生地)



No. 0073

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0472

2007/04/22

屋内配線 　平屋住宅から出火して、全焼した。 　屋内配線からの出火とみているが、家屋の焼損が著
しいため、原因の特定はできなかった。

　火災となった原因が特定できないため、措置は
とれなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/05/02)使用期間：不　明
(拡大被害)鹿児島県 (G1)

(事故発生地)

2007-0515

2007/04/30

屋内配線 　木造２階建て住宅から出火し、全焼
した。

　２階の居室若しくは２階に通じる階段付近から出火
しており、屋内配線からの漏電の可能性も考えられる
が、焼損が著しく、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/05/07)使用期間：不　明
(拡大被害)富山県 (G1)

(事故発生地)

2007-1052

2007/05/23

屋内配線 　木造平屋の豚舎から出火して、豚舎
３棟計約３０００平方メートルを焼き
、豚約２２００匹が焼け死んだ。

　出火箇所付近の屋内配線に溶融痕が数カ所認められ
、付近にその他の火源はないことから、屋内配線から
出火した可能性が考えられるが、溶融痕が一次痕か二
次痕かは不明であり、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/05/30)使用期間：不　明
(拡大被害)北海道 (G1)

(事故発生地)

2007-1530

2007/06/07

屋内配線 　木造平屋の養鶏場の鶏舎から出火し
て、約１００平方メートルを全焼し、
飼育していた鶏約２０羽が死んだ。

　鶏舎の屋内配線に短絡痕があることから、屋内配線
が短絡し出火したと考えられるが、出火箇所及び短絡
原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/06/11)使用期間：不　明
(拡大被害)福井県 (G1)

(事故発生地)



No. 0074

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-1899

2007/06/13

屋内配線 　木造２階建て集合住宅から出火して
、壁と屋根約３８平方メートルを焼い
た。

　集合住宅一階通路部分付近の壁内より出火しており
、屋内配線の漏電による火災と考えられるが、焼損が
著しく、原因の特定はできなかった。

　製造業者等は不明であり、事故原因が不明であ
るため、措置はとれなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/06/20)使用期間：不　明
(拡大被害)山形県 (G1)

(事故発生地)

2007-1991

2007/06/20

屋内配線 　使用していない木造２階建ての建物
（ログハウス）から出火して、約４０
０平方メートルを全焼した。

　屋内配線以外に火源がなく、屋内配線の損傷によっ
て半断線状態となりスパークしショートしたために出
火したものと考えられるが、トイレの内装工事の際に
釘などで配線を損傷させたものか、ログハウスに使用
している構造材の伸縮が大きく、配線にストレスが加
わり損傷させたものか特定できず、原因の特定はでき
なかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/06/26)使用期間：不　明
(拡大被害)北海道 (G1)

(事故発生地)

2007-2124

2007/06/24

屋内配線 　住宅から出火して全焼し、家人２人
が死亡した。

　屋内配線が短絡して出火したものと推定されるが、
焼損が著しいため原因の特定はできなかった。

　製造業者等は不明であり、事故原因が不明であ
るため、措置はとれなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/07/03)使用期間：不　明
(死亡)熊本県 (G1)

(事故発生地)

2007-2220

2007/07/08

屋内配線 　鉄骨の鶏舎から出火して、約４５０
平方メートルを全焼し、飼育していた
ニワトリ約５２００羽が死んだ。

　屋内配線の短絡による出火と考えられるが、焼損が
著しく、原因の特定はできなかった。

　製造業者等は不明であり、事故原因が不明であ
るため、措置は取れなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/07/10)使用期間：不　明
(拡大被害)群馬県 (G1)

(事故発生地)



No. 0075

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-2624

2007/07/24

屋内配線 　木造平屋住宅から出火し、同住宅約
１６０平方メートルと隣接する木造平
屋の倉庫約４０平方メートルを全焼し
た。

　天井裏を走る配線コード部の漏電等が原因で天井裏
から出火し、火災に至ったものと考えられるが、焼損
が著しいため、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/07/31)使用期間：不　明
(拡大被害)愛媛県 (G1)

(事故発生地)

2007-2905

2007/08/16

屋内配線 　木造平屋物置小屋から出火し、同小
屋約８平方メートルと、隣接する木造
２階建て住宅約１６５平方メートルを
全焼した。

　屋内配線に溶融痕が認められたが、全焼して焼損が
著しいため、原因の特定はできなかった。

　製造業者等は不明であり、事故原因が不明であ
るため、措置はとれなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/08/20)使用期間：不　明
(拡大被害)千葉県 (G1)

(事故発生地)

2007-3289

2007/09/04

屋内配線 　木造平屋住宅から出火し、同住宅１
３０平方メートルと隣接する倉庫など
を全焼した。台所から火が上がってい
た。

　天井の屋内配線がショートし出火に至ったものと考
えられるが、焼損が著しく、原因の特定はできなかっ
た。

　製造事業者等は不明であり､事故原因が不明であ
るため､措置はとれなかった｡ 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/09/06)使用期間：不　明
(拡大被害)高知県 (G1)

(事故発生地)

2007-3463

2007/09/14

屋内配線 　木造２階建て住宅から出火し、約８
０平方メートルを全焼し、隣接する住
宅３棟の一部も焼き、家人３人が背中
に火傷を負った。

　屋内配線の短絡による出火の可能性が考えられるが
、焼損が著しく、原因の特定はできなかった。

　製造業者等は不明であり、事故原因が不明であ
るため、措置はとれなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/09/19)使用期間：不　明
(重傷)静岡県 (G1)

(事故発生地)



No. 0076

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-2404

1997/01/11

温水洗浄便座 　温水洗浄便座の便座の一部が焦げて
おり、トイレに煙が充満していた。

　製造時の暖房便座用内部配線のコネクター圧着作業
時に、内部配線に傷の付いたものが混入したか、また
は締め付けが強すぎたため、当該部分で接触不良とな
り発熱し、便座の樹脂部分を焦がし、最終的に内部配
線が断線したものと推定される。

　当該品は既に販売を完了しており、単品不良と
見られる事故であることから、措置はとらなかっ
た。
　なお、カシメ加工時の強度向上のため、内部配
線を単線からより線に変更した。

消費者

(受付:2006/12/15)

製造事業者

使用期間：約５か月

ウォシュレットＳＩＩ（Ｔ
ＣＦ６２０）

東陶機器（株）

(製品破損)京都府 (A2)

(事故発生地)

2006-3890

1996/02/17

温水洗浄便座 　温水洗浄便座の便座表面の一部が焦
げた。

　製造時の暖房便座用内部配線のコネクター圧着作業
時に、内部配線に傷の付いたものが混入したか、また
は締め付けが強すぎたため、当該部分で接触不良とな
り発熱し、便座の樹脂部分を焦がし、最終的に内部配
線が断線したものと推定される。

　当該品は既に販売を終了しており、当該事故は
いずれも製造後３年以内に発生していること、そ
の後現在までに事故の報告はないことから、措置
はとらなかった。
　なお、カシメ加工時の強度向上及び被覆除去時
の芯線への傷つきを防止するため、内部配線を単
線からより線に変更した。

製造事業者

(受付:2007/03/19)使用期間：約３か月

ウォシュレットＳ（ＴＣＦ
６３０）

東陶機器（株）

(製品破損)東京都 (A2)

(事故発生地)

2006-3891

1996/05/09

温水洗浄便座 　温水洗浄便座の便座表面の一部が焦
げた。

　製造時の暖房便座用内部配線のコネクター圧着作業
時に、内部配線に傷の付いたものが混入したか、また
は締め付けが強すぎたため、当該部分で接触不良とな
り発熱し、便座の樹脂部分を焦がし、最終的に内部配
線が断線したものと推定される。

　当該品は既に販売を終了しており、当該事故は
いずれも製造後３年以内に発生していること、そ
の後現在までに事故の報告はないことから、措置
はとらなかった。
　なお、カシメ加工時の強度向上及び被覆除去時
の芯線への傷つきを防止するため、内部配線を単
線からより線に変更した。

製造事業者

(受付:2007/03/19)使用期間：約４か月

ウォシュレットＳ（ＴＣＦ
６１０）

東陶機器（株）

(製品破損)島根県 (A2)

(事故発生地)

2006-3892

1997/06/18

温水洗浄便座 　温水洗浄便座の便座表面の一部が焦
げた。

　製造時の暖房便座用内部配線のコネクター圧着作業
時に、内部配線に傷の付いたものが混入したか、また
は締め付けが強すぎたため、当該部分で接触不良とな
り発熱し、便座の樹脂部分を焦がし、最終的に内部配
線が断線したものと推定される。

　当該品は既に販売を終了しており、当該事故は
いずれも製造後３年以内に発生していること、そ
の後現在までに事故の報告はないことから、措置
はとらなかった。
　なお、カシメ加工時の強度向上及び被覆除去時
の芯線への傷つきを防止するため、内部配線を単
線からより線に変更した。

製造事業者

(受付:2007/03/19)使用期間：約７か月

ウォシュレットＳ（ＴＣＦ
６１０）

東陶機器（株）

(製品破損)茨城県 (A2)

(事故発生地)



No. 0077

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-3893

1999/04/26

温水洗浄便座 　温水洗浄便座の便座表面の一部が焦
げた。

　製造時の暖房便座用内部配線のコネクター圧着作業
時に、内部配線に傷の付いたものが混入したか、また
は締め付けが強すぎたため、当該部分で接触不良とな
り発熱し、便座の樹脂部分を焦がし、最終的に内部配
線が断線したものと推定される。

　当該品は既に販売を終了しており、当該事故は
いずれも製造後３年以内に発生していること、そ
の後現在までに事故の報告はないことから、措置
はとらなかった。
　なお、カシメ加工時の強度向上及び被覆除去時
の芯線への傷つきを防止するため、内部配線を単
線からより線に変更した。

製造事業者

(受付:2007/03/19)使用期間：約２年１０か月

ウォシュレットＳ（ＴＣＦ
６２１）

東陶機器（株）

(製品破損)香川県 (A2)

(事故発生地)

2007-0400

2006/03/09

温水洗浄便座 　温水洗浄便座の外郭の一部が焼損し
、トイレ全体に煤がついた。

　コントローラー基板上の温水ヒーター用コネクター
接続部において、ある期間の部品メーカー製コネクタ
ーがメッキ不良を起こしやすい製品であったため、使
用中の熱衝撃及び振動によりメッキが剥がれてコネク
ター部分が接触不良となり発熱し、発熱の影響により
基板とのはんだ付け部で、はんだクラックを生じ、火
花・発熱により基板が炭化し絶縁不良となり、異極間
でスパーク・発火したものと推定される。

　平成１９年４月１７日付けの新聞及びホームペ
ージに社告を掲載し、無償で修理・点検を行って
いる。

製造事業者

(受付:2007/04/24)使用期間：約５年１１か月

ＴＣＦ９７５Ｌ

東陶機器（株）

(拡大被害)山形県 (A2)

(事故発生地)

2007-0401

2007/03/01

温水洗浄便座 　温水洗浄便座の右側部から発火して
外郭の一部を焼損し、壁の一部が黒く
変色した。

　コントローラー基板上の温水ヒーター用コネクター
接続部において、ある期間の部品メーカー製コネクタ
ーがメッキ不良を起こしやすい製品であったため、使
用中の熱衝撃及び振動によりメッキが剥がれてコネク
ター部分が接触不良となり発熱し、発熱の影響により
基板とのはんだ付け部で、はんだクラックを生じ、火
花・発熱により基板が炭化し絶縁不良となり、異極間
でスパーク・発火したものと推定される。

　平成１９年４月１７日付けの新聞及びホームペ
ージに社告を掲載し、無償で修理・点検を行って
いる。

製造事業者

(受付:2007/04/24)使用期間：約６年

ＴＣＦ９６５ＨＹ　＃ＳＲ
２

東陶機器（株）

(拡大被害)岩手県 (A2)

(事故発生地)

2007-0402

2007/03/20

温水洗浄便座 　温水洗浄便座の外郭の一部が焼損し
て変形し、壁に煤がついた。

　コントローラー基板上の温水ヒーター用コネクター
接続部において、ある期間の部品メーカー製コネクタ
ーがメッキ不良を起こしやすい製品であったため、使
用中の熱衝撃及び振動によりメッキが剥がれてコネク
ター部分が接触不良となり発熱し、発熱の影響により
基板とのはんだ付け部で、はんだクラックを生じ、火
花・発熱により基板が炭化し絶縁不良となり、異極間
でスパーク・発火したものと推定される。

　平成１９年４月１７日付けの新聞及びホームペ
ージに社告を掲載し、無償で修理・点検を行って
いる。

製造事業者

(受付:2007/04/24)使用期間：約７年

ＴＣＦ９７５Ｌ　＃ＳＣ４

東陶機器（株）

(拡大被害)群馬県 (A2)

(事故発生地)



No. 0078

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0403

2007/02/27

温水洗浄便座 　温水洗浄便座から発火して内部が溶
解し、壁に煤がついた。

　コントローラー基板上の温水ヒーター用コネクター
接続部において、ある期間の部品メーカー製コネクタ
ーがメッキ不良を起こしやすい製品であったため、使
用中の熱衝撃及び振動によりメッキが剥がれてコネク
ター部分が接触不良となり発熱し、発熱の影響により
基板とのはんだ付け部で、はんだクラックを生じ、火
花・発熱により基板が炭化し絶縁不良となり、異極間
でスパーク・発火したものと推定される。

　平成１９年４月１７日付けの新聞及びホームペ
ージに社告を掲載し、無償で修理・点検を行って
いる。

製造事業者

(受付:2007/04/24)使用期間：約６年１か月

ＴＣＦ９７５Ｌ　＃ＮＧ２

東陶機器（株）

(拡大被害)東京都 (A2)

(事故発生地)

2007-0404

2006/12/05

温水洗浄便座 　温水洗浄便座から発煙し、変形した
。

　コントローラー基板上の温水ヒーター用コネクター
接続部において、ある期間の部品メーカー製コネクタ
ーがメッキ不良を起こしやすい製品であったため、使
用中の熱衝撃及び振動によりメッキが剥がれてコネク
ター部分が接触不良となり発熱し、発熱の影響により
基板とのはんだ付け部で、はんだクラックを生じ、火
花・発熱により基板が炭化し絶縁不良となり、異極間
でスパーク・発火したものと推定される。

　平成１９年４月１７日付けの新聞及びホームペ
ージに社告を掲載し、無償で修理・点検を行って
いる。

製造事業者

(受付:2007/04/24)使用期間：約６年４か月

ＴＣＦ９７５Ｌ　＃ＳＣ１

東陶機器（株）

(拡大被害)徳島県 (A2)

(事故発生地)

2007-0405

2007/03/17

温水洗浄便座 　温水洗浄便座から発煙して外郭右側
の一部が変形し、内部のコントローラ
ーの一部が焼損した。

　コントローラー基板上の温水ヒーター用コネクター
接続部において、ある期間の部品メーカー製コネクタ
ーがメッキ不良を起こしやすい製品であったため、使
用中の熱衝撃及び振動によりメッキが剥がれてコネク
ター部分が接触不良となり発熱し、発熱の影響により
基板とのはんだ付け部で、はんだクラックを生じ、火
花・発熱により基板が炭化し絶縁不良となり、異極間
でスパーク・発火したものと推定される。

　平成１９年４月１７日付けの新聞及びホームペ
ージに社告を掲載し、無償で修理・点検を行って
いる。

製造事業者

(受付:2007/04/24)使用期間：約５年７か月

ＴＣＦ９６５Ｌ

東陶機器（株）

(拡大被害)山形県 (A2)

(事故発生地)

2007-0894

1996/04/04

温水洗浄便座 　温水洗浄便座から発煙した。 　製造時の作業ミスにより、便座部分のリード線が便
座からはみ出したまま挟み込まれたため、芯線が半断
線状態となり、短絡・スパークし、発煙・焼損したも
のと推定される。

　他に同種事故は発生しておらず、単品不良とみ
られる事故であるため、措置はとらなかった。
　なお、当該品は既に生産を終了しており、後継
機種については、作業者にリード線挟み込み防止
に係る再教育を実施するとともに、配線固定用テ
ープ面積を拡大し、リード線が剥がれにくいもの
に変更している。

製造事業者

(受付:2007/05/22)使用期間：約５年

ＩＮＡＸシャワートイレ　
ＣＷ５３１

アイシン精機（株）

(製品破損)東京都 (A2)

(事故発生地)



No. 0079

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0897

2000/01/30

温水洗浄便座 　温水洗浄便座の一部が焼損した。 　コントロール基板とリード線のはんだ付け不良（追
いはんだの不良）によって接触不良となり、発熱・発
火したものと推定される。

　他に同種事故は発生しておらず、単品不良とみ
られる事故であるため、措置はとらなかった。
　なお、当該品は既に生産を終了しており、後継
機種については、作業者に追いはんだ付けに係る
再教育を実施した。

製造事業者

(受付:2007/05/22)使用期間：約３年６か月

ＩＮＡＸシャワートイレ　
ＣＷ－７４１

アイシン精機（株）

(製品破損)徳島県 (A2)

(事故発生地)

2007-2410

2007/06/15

温水洗浄便座 　温水洗浄便座から発煙した。 　コントロール基板上の温水ヒーター用コネクター接
続部において、ある期間の部品メーカー製コネクター
がメッキ不良を起こしやすい製品であったため、使用
中の熱衝撃及び振動によりメッキが剥がれてコネクタ
ー部分が接触不良となり発熱し、発熱の影響によって
基板とのはんだ付け部で、はんだクラックが生じ、火
花・発熱により基板が炭化し絶縁不良となり、異極間
でスパーク・発火したものと推定される。

　平成１９年４月１７日付けの新聞及びホームペ
ージに社告を掲載し、無償で修理・点検を行って
いる。

製造事業者

(受付:2007/07/25)使用期間：約５年

ＴＣＦ９７０Ｌ　＃ＳＲ２

東陶機器（株）

(製品破損)新潟県 (A2)

(事故発生地)

2007-3181

2007/08/09

温水洗浄便座 　温水洗浄便座から発煙した。 　コントローラー基板上の温水ヒーター用コネクター
接続部において、ある期間の部品メーカー製コネクタ
ーがメッキ不良を起こしやすい製品であったため、使
用中の熱衝撃及び振動によりメッキが剥がれてコネク
ター部分が接触不良となり発熱し、発熱の影響により
基板とのはんだ付け部で、はんだクラックを生じ、火
花・発熱により基板が炭化し絶縁不良となり、異極間
でスパーク・発火したものと推定される。

　平成１９年４月１７日付けの新聞及びホームペ
ージに社告を掲載し、無償で修理・点検を行って
いる。

製造事業者

(受付:2007/08/31)使用期間：約７年５か月

ＴＣＦ９６０　＃ＳＣ１

東陶機器（株）

(製品破損)青森県 (A2)

(事故発生地)

2007-3705

2007/09/11

温水洗浄便座 　温水洗浄便座から発煙した。　 　コントローラー基板上の温水ヒーター用コネクター
接続部において、ある期間の部品メーカー製コネクタ
ーがメッキ不良を起こしやすい製品であったため、使
用中の熱衝撃及び振動によりメッキが剥がれてコネク
ター部分が接触不良となり発熱し、発熱の影響により
基板とのはんだ付け部で、はんだクラックを生じ、火
花・発熱により基板が炭化し絶縁不良となり、異極間
でスパーク・発火したものと推定される。

　平成１９年４月１７日付けの新聞及びホームペ
ージに社告を掲載するとともに、新聞の折り込み
広告の配布及びユーザーにＤＭを送付し、無償で
修理・点検を行っている。

製造事業者

(受付:2007/10/09)使用期間：約５年

ＴＣＦ９７５Ｌ　＃ＳＲ２

東陶機器（株）

(製品破損)静岡県 (A2)

(事故発生地)



No. 0080

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0900

2000/06/16

温水洗浄便座 　温水洗浄便座から発煙し、本体の一
部が焼損した。

　当該品は平成３年に修理履歴があり、内部配線が正
規の長さ以上で修理されていたため、正規の位置に収
まらずベースカバーとベースプレート間に配線を挟み
込んでいたことから、断線し発熱したもの推定される
。

　メンテナンス会社に対し、正規の修理を徹底す
るよう、修理方法の指導を実施した。 製造事業者

(受付:2007/05/22)使用期間：約１１年
(製品破損)茨城県 (D2)

(事故発生地)

2007-0500

2007/03/25

温水洗浄便座 　温水洗浄便座の具合が悪いので取り
外して、電源コンセントを入れたまま
にしていたところ、異臭がして発煙し
た。

　被害者が事故品の水を抜き、取り外して立てたまま
の状態で電源コンセントを入れたために、温水タンク
の水位を検出するフロートスイッチが入った状態にな
った。そのために、温水用ヒータが通電状態になり、
その過熱により温水ヒータの取付部分が溶解し異臭及
び発煙に至ったものと推定される。
　なお、取扱説明書には、「必ず差込みプラグを抜い
てから手入れする。」旨記載されている。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 消費者

(受付:2007/05/07)

製造事業者

使用期間：約３年
(製品破損)香川県 (E2)

(事故発生地)

2007-1949

2007/06/09

温水洗浄便座 　洗浄付き便座のノズルが溶けていた
。

　ノズル及びその周辺部しか焼損しておらず、焼損し
ている箇所に火元となりえる電気回路がないことから
、製品からの出火ではないものと推定される。

　製品に起因しない事故であるため、措置はとら
なかった。 消費者センター

(受付:2007/06/22)使用期間：約４年
(製品破損)福岡県 (F2)

(事故発生地)

2006-0161

2006/03/23

温水洗浄便座 　トイレのコンセント付近から発煙、
温水洗浄便座の漏電遮断機付き電源プ
ラグと壁面コンセントが焼損し、壁の
一部を焦がした。

　当該機の電源プラグ部分の焼損が著しく、両栓刃と
も溶断していたこと、またプラグ部分から塩素成分が
検出されたことから、塩素を含む物質がプラグに付着
し、トラッキング現象が発生した可能性が考えられる
が、使用状況等が不明であることから、原因の特定は
できなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2006/04/13)使用期間：約２か月
(拡大被害)和歌山県 (G1)

(事故発生地)



No. 0081

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-1002

2006/07/06

温水洗浄便座 　温水洗浄便座を使用中に洗浄ボタン
を押したところ、熱湯が出て肛門に火
傷を負った。

　内部に異常は確認できず、正常に作動し、機械式の
安全装置も正常に作動することから、原因の特定はで
きなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。
　なお、今後開発していく商品に関して、安全性
向上を目的として更なる製品改良・品質改善の検
討に取り組む。

消費者センター

(受付:2006/08/07)使用期間：約２年８か月
(軽傷)富山県 (G1)

(事故発生地)

2006-1666

2006/01/16

温水洗浄便座 　温水洗浄便座周辺から出火し、木造
２階建て住宅約１５０平方メートルを
全焼した。

　当該機の残存している部品には異常発熱した痕跡は
認められず、焼損が著しいため、原因の特定はできな
かった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2006/10/23)使用期間：約７年７か月
(拡大被害)長野県 (G1)

(事故発生地)

2006-3092

2006/12/31

温水洗浄便座 　温水洗浄便座が焼けて溶け、トイレ
内が煤で黒くなった。

　焼損状態から暖房便座付近より出火したと考えられ
るが、焼損が著しく、残存していた制御基板、電源ト
ランス等の電気部品から出火元となる痕跡は認められ
ず、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2007/01/31)使用期間：約９年
(拡大被害)山口県 (G1)

(事故発生地)

2007-2245

2007/06/26

温水洗浄便座 　家に入ったら、焦げ臭いにおいがし
、２階のトイレの温水洗浄便座のノズ
ルの先端が黒く焦げていた。

　焼損部に電気部品等はなく内部から発火した痕跡は
確認できなかったことから、原因の特定はできなかっ
た。

　事故品原因が不明であるため、措置はとれなか
った。 消費者センター

(受付:2007/07/11)使用期間：約５年
(製品破損)富山県 (G1)

(事故発生地)



No. 0082

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-2376

2007/06/18

温水洗浄便座 　掃除のため温水洗浄便座の便座を上
げたところ、便座と本体を接続する配
線部分から「バチッ」と音がして発煙
した。

　当該品の便座固定部（２箇所）の右側ヒンジピンが
折れて抜けたため、左側便座固定部に使用者の着座時
の応力が集中し、固定部内の便座コードが機械的スト
レスを受けて断線・スパークし、発煙したものとみら
れるが、折れたヒンジピンは紛失しており、欠落時点
についても不明であるため、原因の特定はできなかっ
た。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 消費者センター

(受付:2007/07/23)使用期間：約１９年
(製品破損)兵庫県 (G1)

(事故発生地)

2007-0904

2006/02/25

温水洗浄便座 　温水洗浄便座が焼損した。 　事故品の事故部位を入手できないことから、調査で
きなかった。

　事故品の事故部位が入手できないことから、調
査不能であるため、措置はとれなかった。 製造事業者

(受付:2007/05/22)使用期間：約１７年
(製品破損)岐阜県 (G2)

(事故発生地)

2006-2621

2006/12/18

加湿器 　加湿器のプラグから出火し、壁を焼
損した。

　加湿中にタンクから漏れた水と水垢が、本体のマグ
ネット部分のプラグ受け充電端子部間に付着したため
、トラッキング現象が発生し端子間で短絡・スパーク
し、発火したものと推定される。

　平成１７年２月２６日付けの新聞及びホームペ
ージに社告を掲載し、回収及び修理・交換を実施
している。また、１．マグネットプラグ受け充電
部間に絶縁材を塗布する絶縁対策、２．送風口を
３ｍｍ高くし、水の浸入を防ぐ対策、３．ゴム脚
を３ｍｍ高くし、水の吸い上げを防止する対策、
４．本体下面マグネットプラグ受けの嵌合穴を塞
ぎ、水の浸入を防ぐ対策、５．給水弁の軸長を短
くし過給水を防止する対策を行った。

製造事業者

(受付:2007/01/04)使用期間：約２年４か月

ＸＱＫ－Ｍ０１０

プラマイゼロ（株）

(拡大被害)東京都 (A1)

(事故発生地)

2007-0626

2007/03/16

加湿器 　加湿器が焼損して、床が焦げ、近く
にあったコピー機と空気清浄機の一部
が溶融した。

　長期使用（約２８年）により、電源トランスの巻線
間が絶縁劣化によりレイヤショートし、発火したもの
と推定される。

　経年劣化による事故とみられ、他に同種事故は
発生していないことから、措置はとらなかった。 販売事業者

(受付:2007/05/15)使用期間：約２８年

ＨＶ－５５ＴＣ

シャープ（株）

(拡大被害)東京都 (C1)

(事故発生地)



No. 0083

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-2651

2006/11/17

加湿器 　加湿器の水を足そうとしてふたを開
けたところ、ふたが外れ、中の熱湯が
胸から手足にかかり、火傷を負った。

　機器に異状はなく正常に運転できるが、水以外の成
分が注入されていた痕跡が確認されたことから、沸騰
しやすい状態に加えて、水以外の成分によってふたが
膨潤して開閉が円滑に行われなかったため、水を注入
しようと開けたところ蓋が引っかかり熱湯がこぼれた
ものと推定されるが、水以外の成分が混入した原因の
特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2007/01/05)使用期間：約２年
(軽傷)大阪府 (G1)

(事故発生地)

2007-0503

2007/02/27

加湿器 　使用中の加湿器の上に子供が覆いか
ぶさり、加湿器が転倒してふたが開き
、肩と腕に２度から３度の火傷を負っ
た。

　当該品のふたは正常に閉まり、再現試験でもふたは
開かなかったことから、使用時にふたの締め方が不完
全だったか、こどもが覆いかぶさった際に、フックに
触りふたが開いたことが考えられるが、原因の特定は
できなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2007/05/07)使用期間：約８年
(重傷)埼玉県 (G1)

(事故発生地)

2007-0071

2007/03/27

加湿器（ＵＳＢ電源式
、電池式）

　加湿器をパソコンのＵＳＢ電源に接
続し使用していたところ、ファンモー
ター部付近から発煙した。

　ファンモータ内で不具合があり、モータ巻き線を介
さずに短絡経路が形成され、過電流が流れて、ダイオ
ードが異常発熱し、発煙に至ったものと推定される。
なお、短絡状態が継続しても、ダイオードが破損して
通電が停止するため、発火に至ることはなかった。

　当該品は既に生産を終了しており、モーターに
不具合が生じた場合でも発煙するのみで、発火に
至る可能性はないことから、既販品については措
置はとらなかった。
　なお、さらなる安全性の確保のため、ダイオー
ド４個の内１つを抵抗に変更し、モーターに不具
合が生じても過電流が流れないようにした。

消費者

(受付:2007/04/03)使用期間：不　明

うるおいきのこＦＰ－０７
８

（有）ケイランド

(製品破損)愛知県 (A2)

(事故発生地)

2006-2598

2006/12/07

加湿器（スチームファ
ン式）

　加湿器右側面のスリット穴から熱湯
が噴出し、右手の甲にかかり軽い火傷
を負った。メーカーの点検後、再使用
した時に、また本体側面から熱湯が噴
出した。

　当該品内部の水受け部が水色に染まっており、蒸気
やタンク内からハッカのような臭いを発していること
から、被害者が給水の際に、タンクに異物を混入させ
ことによりタンク内で気泡が発生し、蒸気発生部のフ
ードからケース内にお湯があふれ出し、湯気が横穴か
ら噴出し、火傷に至ったものと推定される。
　なお、取扱説明書の注意書きには「水道水、井戸水
（飲用）以外は使わない。」の旨、記載されている。

　被害者の誤使用とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 消費者センター

(受付:2006/12/28)

製造事業者

使用期間：約３年
(軽傷)北海道 (E1)

(事故発生地)



No. 0084

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-1998

2007/06/21

家庭用簡易サウナ 　住宅から出火して、３階の一部約５
０平方メートルを焼いた。

　設置場所の壁面とサウナ室ヒーター部との間隔が近
接した設置・施工であったため、長年の繰り返し使用
中に木製壁面がヒーターの熱により炭化し、当日の加
熱で炭化した壁が低温発火して火災に至ったものと推
定される。

　施工業者等が不明であるため、措置はとれなか
った。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/06/26)使用期間：約２０年
(拡大被害)岐阜県 (D1)

(事故発生地)

2006-0782

2006/06/14

換気扇 　居間で使用中の換気扇から出火し、
換気扇と周辺にあった家具などを焼い
た。

　電源端子部の構造上（取付位置、接続方法等）、防
水・耐水対策が十分に考慮されておらず、さらに、当
該機の施工作業のばらつきにより、ダクトパイプと本
体パッキング部分で生じた隙間から内部に雨水が浸入
し、堆積した塵・埃等とともに本体下部の電源端子接
続部で、トラッキング現象が発生し、スパーク・発火
し、延焼したものと推定される。

　平成１８年１１月１６日付けの新聞（地方紙４
誌）及びホームページに社告を掲載し、製品の回
収・交換を行っている。さらに経済産業省は、平
成１８年１１月１５日にプレスリリースし、注意
喚起を行っている。　また、当該品の設計を変更
し（①電源端子部をシリコン樹脂でモールド処理
する。②端子部の位置を上部に変更し、外郭ケー
ス下部に水抜き穴を追加。③モーター周囲に巻き
付けるパッキング材の厚みやサイズを変更。）、
雨水等の浸入防止及び排水対策を行った。
　なお、当該品の取り付けを行った工務店や電気
工事店へ、取付処理の指示徹底の喚

消防機関

(受付:2006/07/06)

製造事業者

使用期間：約２年４か月

強制給気パイプファン　Ｓ
ＦＦ－１００K

高須産業（株）

(拡大被害)宮城県 (A1)

(事故発生地)

2006-1292

2006/09/06

換気扇 　小雨の降る早朝に、常時稼働中の給
気用換気扇から出火し、居間の内壁約
１平方メートルを焼損した。

　電源端子部の構造上（取付位置、接続方法等）、防
水・耐水対策が十分に考慮されておらず、さらに、当
該機の施工作業のばらつきにより、ダクトパイプと本
体パッキング部分で生じた隙間から内部に雨水が浸入
し、堆積した塵・埃等とともに本体下部の電源端子接
続部で、トラッキング現象が発生し、スパーク・発火
し、延焼したものと推定される。

　平成１８年１１月１６日付けの新聞（地方紙４
誌）及びホームページに社告を掲載し、製品の回
収・交換を行っている。さらに経済産業省は、平
成１８年１１月１５日にプレスリリースし、注意
喚起を行っている。　また、当該品の設計を変更
し（①電源端子部をシリコン樹脂でモールド処理
する。②端子部の位置を上部に変更し、外郭ケー
ス下部に水抜き穴を追加。③モーター周囲に巻き
付けるパッキング材の厚みやサイズを変更。）、
雨水等の浸入防止及び排水対策を行った。
　なお、当該品の取り付けを行った工務店や電気
工事店へ、取付処理の指示徹底の喚

消防機関

(受付:2006/09/13)

国の行政機関

製造事業者

使用期間：約２年４か月

強制給気パイプファン　Ｐ
ＦＦ－１００Ｋ

高須産業（株）

(拡大被害)奈良県 (A1)

(事故発生地)

2006-1432

2006/08/26

換気扇 　木造平屋住宅から出火し、天井裏な
どを焼いた。

　電源端子部の構造上（取付位置、接続方法等）、防
水・耐水対策が十分に考慮されておらず、さらに、当
該機の施工作業のばらつきにより、ダクトパイプと本
体パッキング部分で生じた隙間から内部に雨水が浸入
し、堆積した塵・埃等とともに本体下部の電源端子接
続部で、トラッキング現象が発生し、スパーク・発火
し、延焼したものと推定される。

　平成１８年１１月１６日付けの新聞（地方紙４
誌）及びホームページに社告を掲載し、製品の回
収・交換を行っている。さらに経済産業省は、平
成１８年１１月１５日にプレスリリースし、注意
喚起を行っている。　また、当該品の設計を変更
し（①電源端子部をシリコン樹脂でモールド処理
する。②端子部の位置を上部に変更し、外郭ケー
ス下部に水抜き穴を追加。③モーター周囲に巻き
付けるパッキング材の厚みやサイズを変更。）、
雨水等の浸入防止及び排水対策を行った。
　なお、当該品の取り付けを行った工務店や電気
工事店へ、取付処理の指示徹底の喚

消防機関

(受付:2006/09/27)

製造事業者

使用期間：約２年

強制給気パイプファン　Ｐ
ＦＦ－１００Ｋ

高須産業（株）

(拡大被害)熊本県 (A1)

(事故発生地)



No. 0085

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-1900

2006/01/14

換気扇 　パイプファンから出火し、住宅の一
部を焼いた。消防では、パイプファン
のリード線が短絡して発熱し、本体の
プラスチックに着火したとみて原因を
調べている。

　電源端子部の構造上（取付位置、接続方法等）、防
水・耐水対策が十分に考慮されておらず、さらに、当
該機の施工作業のばらつきにより、ダクトパイプと本
体パッキング部分で生じた隙間から内部に雨水が浸入
し、堆積した塵・埃等とともに本体下部の電源端子接
続部で、トラッキング現象が発生し、スパーク・発火
し、延焼したものと推定される。

　平成１８年１１月１６日付けの新聞（地方紙４
誌）及びホームページに社告を掲載し、製品の回
収・交換を行っている。さらに経済産業省は、平
成１８年１１月１５日にプレスリリースし、注意
喚起を行っている。　また、当該品の設計を変更
し（①電源端子部をシリコン樹脂でモールド処理
する。②端子部の位置を上部に変更し、外郭ケー
ス下部に水抜き穴を追加。③モーター周囲に巻き
付けるパッキング材の厚みやサイズを変更。）、
雨水等の浸入防止及び排水対策を行った。
　なお、当該品の取り付けを行った工務店や電気
工事店へ、取付処理の指示徹底の喚

国の行政機関

(受付:2006/11/09)

製造事業者

使用期間：約２年

強制給気パイプファン　Ｐ
ＦＦ－１００Ｋ

高須産業（株）

(拡大被害)島根県 (A1)

(事故発生地)

2006-2229

2006/05/07

換気扇 　木造２階建て住宅の２階寝室から出
火した。

　電源端子部の構造上（取付位置、接続方法等）、防
水・耐水対策が十分に考慮されておらず、さらに、当
該機の施工作業のばらつきにより、ダクトパイプと本
体パッキング部分で生じた隙間から内部に雨水が浸入
し、堆積した塵・埃等とともに本体下部の電源端子接
続部で、トラッキング現象が発生し、スパーク・発火
し、延焼したものと推定される。

　平成１８年１１月１６日付けの新聞（地方紙４
誌）及びホームページに社告を掲載し、製品の回
収・交換を行っている。さらに経済産業省は、平
成１８年１１月１５日にプレスリリースし、注意
喚起を行っている。　また、当該品の設計を変更
し（①電源端子部をシリコン樹脂でモールド処理
する。②端子部の位置を上部に変更し、外郭ケー
ス下部に水抜き穴を追加。③モーター周囲に巻き
付けるパッキング材の厚みやサイズを変更。）、
雨水等の浸入防止及び排水対策を行った。
　なお、当該品の取り付けを行った工務店や電気
工事店へ、取付処理の指示徹底の喚

消防機関

(受付:2006/12/06)

製造事業者

使用期間：不　明

強制給気パイプファン　Ｐ
ＦＦ－１００Ｋ

高須産業（株）

(拡大被害)長崎県 (A1)

(事故発生地)

2006-3894

2005/06/19

換気扇 　２階子供部屋で使用中の換気扇から
出火し、付近の壁など周辺を焼損した
。

　電源端子部の構造上（取付位置、接続方法等）、防
水・耐水対策が十分に考慮されておらず、さらに、当
該機の施工作業のばらつきにより、ダクトパイプと本
体パッキング部分で生じた隙間から内部に雨水が浸入
し、堆積した塵・埃等とともに本体下部の電源端子接
続部で、トラッキング現象が発生し、スパーク・発火
し、延焼したものと推定される。

　平成１８年１１月１６日付けの新聞（地方紙４
誌）及びホームページに社告を掲載し、製品の回
収・交換を行っている。さらに経済産業省は、平
成１８年１１月１５日にプレスリリースし、注意
喚起を行っている。　また、当該品の設計を変更
し（①電源端子部をシリコン樹脂でモールド処理
する。②端子部の位置を上部に変更し、外郭ケー
ス下部に水抜き穴を追加。③モーター周囲に巻き
付けるパッキング材の厚みやサイズを変更。）、
雨水等の浸入防止及び排水対策を行った。
　なお、当該品の取り付けを行った工務店や電気
工事店へ、取付処理の指示徹底の喚

製造事業者

(受付:2007/03/19)使用期間：約２年２か月

強制給気パイプファン　Ｐ
ＦＦ－１００Ｋ

高須産業（株）

(拡大被害)千葉県 (A1)

(事故発生地)

2007-3921

2007/01/17

換気扇 　全館換気用ファンモーターが作動し
ないので、制御ボックスを点検したと
ころ、制御回路基板上の筒型ヒューズ
ホルダーの一部が溶けていた。

　製造工程において、ヒューズホルダーカバー取付け
の際の作業ミスにより、カバーを挿入しすぎたため、
深く挿入されたカバーが筒型ヒューズのホルダーのク
リップを押し広げ、筒型ヒューズとクリップ間が接触
不良となり、発熱・カバー変形・溶損に至ったものと
推定される。

　平成２０年１月から顧客にＤＭを郵送し、制御
ボックスの交換を行っている。　また、平成１９
年８月からカバーの装着を廃止するとともに、作
業ミスを防止するためヒューズホルダーの板厚を
増したものに変更している。

輸入事業者

(受付:2007/10/24)使用期間：不　明

ＨＲＢ３００

（株）デンソーエース

(製品破損)大阪府 (A2)

(事故発生地)



No. 0086

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-3922

2007/02/27

換気扇 　全館換気用ファンモーターが作動し
ないので、制御ボックスを点検したと
ころ、制御回路基板上の筒型ヒューズ
ホルダーの一部が溶けていた。

　製造工程において、ヒューズホルダーカバー取付け
の際の作業ミスにより、カバーを挿入しすぎたため、
深く挿入されたカバーが筒型ヒューズのホルダーのク
リップを押し広げ、筒型ヒューズとクリップ間が接触
不良となり、発熱・カバー変形・溶損に至ったものと
推定される。

　平成２０年１月から顧客にＤＭを郵送し、制御
ボックスの交換を行っている。　また、平成１９
年８月からカバーの装着を廃止するとともに、作
業ミスを防止するためヒューズホルダーの板厚を
増したものに変更している。

輸入事業者

(受付:2007/10/24)使用期間：不　明

ＨＲＢ３００

（株）デンソーエース

(製品破損)千葉県 (A2)

(事故発生地)

2007-3923

2007/07/05

換気扇 　全館換気用ファンモーターが作動し
ないので、制御ボックスを点検したと
ころ、制御回路基板上の筒型ヒューズ
ホルダーの一部が溶けていた。

　製造工程において、ヒューズホルダーカバー取付け
の際の作業ミスにより、カバーを挿入しすぎたため、
深く挿入されたカバーが筒型ヒューズのホルダーのク
リップを押し広げ、筒型ヒューズとクリップ間が接触
不良となり、発熱・カバー変形・溶損に至ったものと
推定される。

　平成２０年１月から顧客にＤＭを郵送し、制御
ボックスの交換を行っている。　また、平成１９
年８月からカバーの装着を廃止するとともに、作
業ミスを防止するためヒューズホルダーの板厚を
増したものに変更している。

輸入事業者

(受付:2007/10/24)使用期間：不　明

ＨＲＢ３００

（株）デンソーエース

(製品破損)岩手県 (A2)

(事故発生地)

2007-3924

2007/07/05

換気扇 　全館換気用ファンモーターが作動し
ないので、制御ボックスを点検したと
ころ、制御回路基板上の筒型ヒューズ
ホルダーの一部が溶けていた。

　製造工程において、ヒューズホルダーカバー取付け
の際の作業ミスにより、カバーを挿入しすぎたため、
深く挿入されたカバーが筒型ヒューズのホルダーのク
リップを押し広げ、筒型ヒューズとクリップ間が接触
不良となり、発熱・カバー変形・溶損に至ったものと
推定される。

　平成２０年１月から顧客にＤＭを郵送し、制御
ボックスの交換を行っている。　また、平成１９
年８月からカバーの装着を廃止するとともに、作
業ミスを防止するためヒューズホルダーの板厚を
増したものに変更している。

輸入事業者

(受付:2007/10/24)使用期間：不　明

ＨＲＢ３００

（株）デンソーエース

(製品破損)岩手県 (A2)

(事故発生地)

2007-3925

2007/07/25

換気扇 　全館換気用ファンモーターが作動し
ないので、制御ボックスを点検したと
ころ、制御回路基板上の筒型ヒューズ
ホルダーの一部が溶けていた。

　製造工程において、ヒューズホルダーカバー取付け
の際の作業ミスにより、カバーを挿入しすぎたため、
深く挿入されたカバーが筒型ヒューズのホルダーのク
リップを押し広げ、筒型ヒューズとクリップ間が接触
不良となり、発熱・カバー変形・溶損に至ったものと
推定される。

　平成２０年１月から顧客にＤＭを郵送し、制御
ボックスの交換を行っている。　また、平成１９
年８月からカバーの装着を廃止するとともに、作
業ミスを防止するためヒューズホルダーの板厚を
増したものに変更している。

輸入事業者

(受付:2007/10/24)使用期間：不　明

ＨＲＢ３００

（株）デンソーエース

(製品破損)群馬県 (A2)

(事故発生地)



No. 0087

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-3926

2007/07/27

換気扇 　全館換気用ファンモーターが作動し
ないので、制御ボックスを点検したと
ころ、制御回路基板上の筒型ヒューズ
ホルダーの一部が溶けていた。

　製造工程において、ヒューズホルダーカバー取付け
の際の作業ミスにより、カバーを挿入しすぎたため、
深く挿入されたカバーが筒型ヒューズのホルダーのク
リップを押し広げ、筒型ヒューズとクリップ間が接触
不良となり、発熱・カバー変形・溶損に至ったものと
推定される。

　平成２０年１月から顧客にＤＭを郵送し、制御
ボックスの交換を行っている。　また、平成１９
年８月からカバーの装着を廃止するとともに、作
業ミスを防止するためヒューズホルダーの板厚を
増したものに変更している。

輸入事業者

(受付:2007/10/24)使用期間：不　明

ＨＲＢ３００

（株）デンソーエース

(製品破損)愛知県 (A2)

(事故発生地)

2007-3927

2007/08/16

換気扇 　全館換気用ファンモーターが作動し
ないので、制御ボックスを点検したと
ころ、制御回路基板上の筒型ヒューズ
ホルダーの一部が溶けていた。

　製造工程において、ヒューズホルダーカバー取付け
の際の作業ミスにより、カバーを挿入しすぎたため、
深く挿入されたカバーが筒型ヒューズのホルダーのク
リップを押し広げ、筒型ヒューズとクリップ間が接触
不良となり、発熱・カバー変形・溶損に至ったものと
推定される。

　平成２０年１月から顧客にＤＭを郵送し、制御
ボックスの交換を行っている。　また、平成１９
年８月からカバーの装着を廃止するとともに、作
業ミスを防止するためヒューズホルダーの板厚を
増したものに変更している。

輸入事業者

(受付:2007/10/24)使用期間：不　明

ＨＲＢ３００

（株）デンソーエース

(製品破損)千葉県 (A2)

(事故発生地)

2007-3928

2007/08/24

換気扇 　全館換気用ファンモーターが作動し
ないので、制御ボックスを点検したと
ころ、制御回路基板上の筒型ヒューズ
ホルダーの一部が溶けていた。

　製造工程において、ヒューズホルダーカバー取付け
の際の作業ミスにより、カバーを挿入しすぎたため、
深く挿入されたカバーが筒型ヒューズのホルダーのク
リップを押し広げ、筒型ヒューズとクリップ間が接触
不良となり、発熱・カバー変形・溶損に至ったものと
推定される。

　平成２０年１月から顧客にＤＭを郵送し、制御
ボックスの交換を行っている。　また、平成１９
年８月からカバーの装着を廃止するとともに、作
業ミスを防止するためヒューズホルダーの板厚を
増したものに変更している。

輸入事業者

(受付:2007/10/24)使用期間：不　明

ＨＲＢ３００

（株）デンソーエース

(製品破損)千葉県 (A2)

(事故発生地)

2007-3929

2007/08/00

換気扇 　全館換気用ファンモーターが作動し
ないので、制御ボックスを点検したと
ころ、制御回路基板上の筒型ヒューズ
ホルダーの一部が溶けていた。

　製造工程において、ヒューズホルダーカバー取付け
の際の作業ミスにより、カバーを挿入しすぎたため、
深く挿入されたカバーが筒型ヒューズのホルダーのク
リップを押し広げ、筒型ヒューズとクリップ間が接触
不良となり、発熱・カバー変形・溶損に至ったものと
推定される。

　平成２０年１月から顧客にＤＭを郵送し、制御
ボックスの交換を行っている。　また、平成１９
年８月からカバーの装着を廃止するとともに、作
業ミスを防止するためヒューズホルダーの板厚を
増したものに変更している。

輸入事業者

(受付:2007/10/24)使用期間：不　明

ＨＲＢ３００

（株）デンソーエース

(製品破損)大阪府 (A2)

(事故発生地)



No. 0088

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-2713

2007/04/21

換気扇 　こんろになべをかけて調理中、換気
扇のスイッチのひもを引っ張ったとこ
ろ、ひもが本体から外れ、そのはずみ
で手がなべに触れて、なべから湯がこ
ぼれ、右脇肘から手首までと右太股に
火傷を負った。

　現品調査及び再現試験から、当該機の引きひもを真
下に引かず、斜めに引っ張ることを繰り返していたた
めに、徐々に縛り部が緩み、ひもが外れたものと推定
される。取扱説明書には「引きひもはまっすぐひっぱ
る。斜めにひっぱるとスイッチが故障する原因となる
。」と記載していた。

　他に同種事故は発生しておらず、単品的な事故
とみられるため、措置はとらなかった。
　なお、製品出荷時のひもの縛り方、縛り端部の
寸法の確認等の品質管理を強化するとともに、取
扱説明書には「引きひもを急に引っぱったり、斜
めに引っぱらない。引きひもが取れて調理器具等
の高温部や炎に手などが触れ、火傷・けがの原因
。」の注意表示を追加した。

製造事業者

(受付:2007/08/03)使用期間：約２年

ＥＸ－２５ＬＨ４

三菱電機（株）

(軽傷)北海道 (B4)

(事故発生地)

2007-0134

2007/03/12

換気扇 　換気扇付近から発火し、周囲を焼損
した。

　施工業者が換気扇の電源コードをステープルにより
固定したため、コード被覆が損傷し、短絡したものと
推定される。

　据付説明書に、「電源コードを傷つけたり、加
工したり、たばねたりしない。」旨の警告文を追
加している。

製造事業者

(受付:2007/04/05)使用期間：約１年
(拡大被害)岡山県 (D1)

(事故発生地)

2007-3721

2007/10/04

換気扇 　木造２階建て住宅から出火して、同
住宅約７３平方メートルを全焼し、隣
接する住宅２棟を半焼した。

　換気扇のプラグとコンセントの間に長期使用により
、埃等が付着し、トラッキング現象が生じて火災に至
ったものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/10/11)使用期間：不　明
(拡大被害)茨城県 (E2)

(事故発生地)

2006-0653

2006/06/11

換気扇 　換気扇付近から出火し、住宅の一部
を焼損した。

　焼損した部品を復元した結果、換気扇下部のセンサ
ー基板中央部から拡大燃焼しており、中央部に取り付
けてられているサージアブソーバーの絶縁不良で出火
に至ったものと推定されるが、絶縁不良の原因が外部
からのサージによるものか、当該サージアブソーバー
の部品不良によるものかは不明であり、原因の特定は
できなかった。

　事故原因が特定できないため、措置はとれなか
った。 消防機関

(受付:2006/06/19)

製造事業者

使用期間：不　明
(拡大被害)岐阜県 (G1)

(事故発生地)



No. 0089

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0656

2007/05/06

換気扇 　共同住宅の一室から出火した。 　換気扇の電源コードに溶融痕がみられたが、一次痕
・二次痕の解析ができず、原因の特定はできなかった
。

　製造業者等が不明であり、原因が不明であるた
め、措置はとれなかった。 消防機関

(受付:2007/05/15)使用期間：不　明
(拡大被害)福岡県 (G1)

(事故発生地)

2007-2125

2007/06/27

換気扇 　木造平屋の鶏舎から出火して、１８
００平方メートルを全焼し、飼育して
いたひよこ約８万羽が死んだ。

　換気扇付近の焼損が激しいことから、換気扇にモー
ターの過熱等の何らかの不具合があったものと思われ
るが、焼損が著しいため原因の特定は出来なかった。

　製造業者等が不明であり、原因が不明であるた
め、措置はとれなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/07/03)使用期間：不　明
(拡大被害)岡山県 (G1)

(事故発生地)

2006-1875

2006/11/05

換気扇（トイレ用） 　木造２階建て飲食店兼住宅から出火
し、約１５平方メートルを焼いた。住
宅のトイレ付近が燃えていた。

　トイレ内に取付けられていた換気扇のプラグ部分が
、トラッキングによって発火・延焼したものと考えら
れるが、事故品の焼損が著しいため、原因の特定はで
きなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2006/11/08)使用期間：不　明
(拡大被害)山梨県 (G1)

(事故発生地)

2006-0968

2006/07/19

換気扇（天井埋込型） 　換気扇から「パチパチ」という音が
したため、パネルを開けて確認してい
たところ、発煙発火した。

　吸排気を同時に行う換気扇であり、冷房中の室内気
を排気し高温多湿の外気を吸気する環境で長期使用（
約１６年）したことから、高温多湿の外気が機器内端
子台付近に侵入・結露し、電源端子部の絶縁破壊が生
じてトラッキングが発生し、発煙・発火に至ったもの
と推定される。

　経年劣化による事故とみられ、他に同種事例が
ないことから、措置はとらなかった。  なお、カタ
ログ、取扱説明書で長年使用の製品点検を啓発し
ている。

製造事業者

(受付:2006/08/03)使用期間：約１６年４か月

ＶＬ－１６００Ｚ－１

三菱電機（株）

(拡大被害)熊本県 (C1)

(事故発生地)



No. 0090

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-3583

2007/02/06

換気扇（天井埋込型） 　トイレの上階にある渡り廊下部分と
トイレ上部横壁が焼損した。

　当該品のモーター、端子接続部及び配線等の電気部
品に発火の痕跡が認められなかったことから、原因の
特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2007/02/28)使用期間：約６年１０か月
(拡大被害)群馬県 (G1)

(事故発生地)

2006-1042

2006/08/08

魚焼き器 　鉄筋４階建て店舗兼住宅から出火し
、約３０平方メートルを全焼した。

　当該品の内部配線の断線部に溶融痕が認められるも
のの、一次痕、二次痕の判別ができず、焼損が著しく
、焼失している部品もあることから、原因の特定はで
きなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2006/08/11)使用期間：不　明
(拡大被害)徳島県 (G1)

(事故発生地)

2006-2393

2006/12/06

空気清浄機 　空気清浄機に、水洗乾燥後のフィル
ターを取り付けて運転を開始した直後
、本体からカチカチという異音が発生
し、吸気グリルから小さな炎が見え、
吹き出しグリルから白煙が出た。

　被害者がフィルターセットを水洗したことにより、
導電性が高くなったフィルターセット表面と高電圧集
塵装置部分において局所放電が発生したため、出火に
至ったものと推定される。
　なお、取扱説明書には、フィルターは洗って再利用
できない旨記載されている。

　被害者の誤使用とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 消防機関

(受付:2006/12/15)

製造事業者

使用期間：約１７年
(拡大被害)島根県 (E1)

(事故発生地)

2007-2238

2007/06/21

空気清浄機 　空気清浄機内のプラズマイオン化部
の対向極板を外して水洗いをしていた
ところ、右手人差し指を切った。

　被害者が当該機のプラズマイオン化部の対向極板を
水洗いをしていたところ、付着していたたばこのヤニ
で手が滑り、指を切ったものと推定される。  なお、取
扱説明書に「対向極板、イオン化線で手を切らないよ
うに注意してください。（ゴム手袋を使用するとより
安全です。）」と記載している。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。
　なお、当該品は既に生産を終了しており、次期
モデルの取扱説明書には「対向極板の取外し、取
付けの際はゴム手袋を使用してください。対向極
板、イオン化線で手を切るおそれがあります。」
と記載することとした。

製造事業者

(受付:2007/07/11)使用期間：約２か月
(軽傷)石川県 (E2)

(事故発生地)



No. 0091

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-1077

2006/05/06

空気清浄機 　木造２階建住宅の２階寝室の空気清
浄機付近から出火し、２階部分を全焼
した。

　当該品のコンデンサー、モーター、端子盤等の電気
部品に発火の痕跡は認められず、焼損が著しいことか
ら、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 消費者センター

(受付:2006/08/21)使用期間：約８年
(拡大被害)福岡県 (G1)

(事故発生地)

2006-3056

2007/01/05

携帯ＣＤプレーヤー（
付属乾電池ケース）

　ＣＤプレーヤーにアルカリ乾電池を
入れた乾電池ケースを接続して使用し
ていたところ、乾電池ケースが発熱・
変形し、プレイヤーを入れていたポー
チに小さな穴があき、電池が液漏れし
た。

　電池ケースの出力コードの材質及び構造の不良によ
り、使用中の折り曲げ、引っ張り等の機械的ストレス
を受けて、出力コードの芯線が半断線状態となりショ
ートし、装填された電池が短時間で放電し、電池及び
内部配線が発熱したものと推定される。

　平成１６年１０月１４日付けでホームページに
社告を掲載し、乾電池ケースを改良品と無償で交
換している。

製造事業者

(受付:2007/01/29)使用期間：約２年

ＥＢＰ－２５

ソニー（株）

(拡大被害)東京都 (A1)

(事故発生地)

2007-0461

2007/04/01

携帯ＣＤプレーヤー（
付属乾電池ケース）

　ＣＤプレーヤーに充電池を入れた乾
電池ケースを接続して使用中、乾電池
ケースが発熱、変形したため、乾電池
ケースを本体から外したところ、乾電
ケースを入れていたキャリングポーチ
とソフトバッグに小さな穴があいた。

　電池ケースの出力コードの材質及び構造の不良によ
り、使用中の折り曲げ、引っ張り等の機械的ストレス
を受けて、出力コードの芯線が半断線状態となりショ
ートし、装填された電池が短時間で放電し、電池及び
内部配線が発熱したものと推定される。

　平成１５年１１月１９日、平成１６年１０月１
４日付けホームページに社告を掲載し、乾電池ケ
ースを改良品と無償で交換している。

製造事業者

(受付:2007/04/27)使用期間：約２年９か月

ＥＢＰ－２５

ソニー（株）

(拡大被害)神奈川県 (A1)

(事故発生地)

2007-0791

2007/04/28

携帯ＣＤプレーヤー（
付属乾電池ケース）

　鞄の中に入れていたＣＤプレーヤー
の乾電池ケースが発熱し、ＣＤプレー
ヤーのキャビネットとリモコンの一部
が溶け、リモコンと鞄がくっついた。

　電池ケースの出力コードの材質及び構造の不良によ
り、使用中の折り曲げ、引っ張り等の機械的ストレス
を受けて、出力コードの芯線が半断線状態となりショ
ートし、装填された電池が短時間で放電し、電池及び
内部配線が発熱したものと推定される。

　平成１５年１１月１９日、平成１６年１０月１
４日付けでホームページに社告を掲載し、乾電池
ケースを改良品と無償で交換している。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約２年２か月

ＥＢＰ－２５

ソニー（株）

(拡大被害)京都府 (A1)

(事故発生地)



No. 0092

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-2352

2007/06/09

携帯ＣＤプレーヤー（
付属乾電池ケース）

　新品の乾電池を乾電池ケースに入れ
、ＣＤプレーヤーに接続した状態で鞄
に入れていたところ、乾電池ケースが
発熱し、鞄とタオルが焦げた。

　電池ケースの出力コードの材質及び構造の不良によ
り、使用中の折り曲げ、引っ張り等の機械的ストレス
を受けて、出力コードの芯線が半断線状態となりショ
ートし、装填された電池が短時間で放電し、電池及び
内部配線が発熱したものと推定される。

　平成１５年１１月１９日、平成１６年１０月１
４日付けホームページに社告を掲載し、乾電池ケ
ースを改良品と無償で交換している。

輸入事業者

(受付:2007/07/20)使用期間：約３年

ＥＢＰ－２５

ソニーイーエムシーエス（
株）

(拡大被害)京都府 (A1)

(事故発生地)

2007-2831

2007/07/29

携帯ＣＤプレーヤー（
付属乾電池ケース）

　新品の乾電池を乾電池ケースに入れ
、ＣＤプレーヤーに接続した状態でポ
ーチに入れていたところ、リモコンの
操作ができなくなり、乾電池ケースが
発熱し、ポーチの一部が溶損した。

　電池ケースの出力コードの材質及び構造の不良によ
り、使用中の折り曲げ、引っ張り等の機械的ストレス
を受けて、出力コードの芯線が半断線状態となりショ
ートし、装填された電池が短時間で放電し、電池及び
内部配線が発熱したものと推定される。

　平成１５年１１月１９日、平成１６年１０月１
４日付けホームページに社告を掲載し、乾電池ケ
ースを改良品と無償で交換している。

輸入事業者

(受付:2007/08/13)使用期間：約２年５か月

ＥＢＰ－２５

ソニーイーエムシーエス（
株）

(拡大被害)東京都 (A1)

(事故発生地)

2007-3337

2007/08/24

携帯ＣＤプレーヤー（
付属乾電池ケース）

　ＣＤプレーヤーに乾電池ケースを接
続した状態で、鞄の中に入れていたと
ころ、乾電池ケースが熱で変形し、鞄
の中敷の一部が溶損した。

　電池ケースの出力コードの材質及び構造の不良によ
り、使用中の折り曲げ、引っ張り等の機械的ストレス
を受けて、出力コードの芯線が半断線状態となりショ
ートし、装填された電池が短時間で放電し、電池及び
内部配線が発熱したものと推定される。

　平成１５年１１月１９日、平成１６年１０月１
４日付けでホームページに社告を掲載し、乾電池
ケースを改良品と無償で交換している。

輸入事業者

(受付:2007/09/10)使用期間：約２年６か月

ＥＢＰ－２５

ソニーイーエムシーエス（
株）

(拡大被害)東京都 (A1)

(事故発生地)

2007-2059

2007/04/19

携帯電話機 　充電中の携帯電話機が過熱して、発
煙し、機器の一部が焦げた。

　フレキシブルプリント基板の配線パターン面に、絶
縁膜の破れとショート痕が認められ、ヒンジ内部に砂
・埃等が多量に付着していたことから、折りたたみヒ
ンジ部分の隙間から、細かい砂・埃等が基板上に侵入
し、そのまま被害者が携帯電話の開閉を繰り返したた
め、基板の絶縁膜が削られて配線がショート・発熱し
、樹脂カバーを変形・変色させたものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であり、外郭樹
脂の変形のみで、発火等の拡大被害に至らないこ
とから、措置はとらなかった。
　なお、取扱説明書には「湿気やほこりの多いと
ころに保管しない。変形や故障の原因となる場合
がある。」旨の注意表示が記載されている。

消費者センター

(受付:2007/06/28)使用期間：約１３か月
(製品破損)奈良県 (E2)

(事故発生地)



No. 0093

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-3468

2007/02/07

携帯電話機 　充電中の携帯電話機と充電器が焼損
し、近くに置いていた衣類のしみ取り
用ベンジンに延焼し、壁面０．６平方
メートルを焼損した。

　携帯電話機及び充電器の外郭樹脂の一部が焼損して
いるものの、内部部品に発火の痕跡は認められないこ
とから、製品に起因する事故ではないものと推定され
る。

　製品に起因しない事故であるため、措置はとら
なかった。 消防機関

(受付:2007/02/20)使用期間：約２年
(拡大被害)滋賀県 (F2)

(事故発生地)

2006-1316

2006/09/07

携帯電話機 　充電中の携帯電話機の充電口から焦
げたにおいがし、発煙した。

　携帯電話機と卓上ホルダーの溶融箇所が一致せず、
また、携帯電話機は正常に作動し、溶着痕等の発火の
痕跡もみられないことから、原因の特定はできなかっ
た。

　原因が不明であるため、措置はとれなかった。

消費者センター

(受付:2006/09/15)使用期間：約５か月
(製品破損)新潟県 (G1)

(事故発生地)

2007-2171

2007/06/26

携帯電話機 　携帯電話をズボンの左ポケットに入
れていたところ、ポケット付近の足の
太もも部分がチクチクし、赤く腫れた
。

　事故品の基板に焼損等は認められず、バッテリーに
液漏れや変形等はなく、各部の温度にも異状は認めら
れないことから、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 消費者

(受付:2007/07/06)使用期間：約１８日
(軽傷)東京都 (G1)

(事故発生地)

2007-2891

2007/08/14

携帯電話機 　修理（メイン基板交換、外装カバー
交換）後の携帯電話（液晶部分）が通
話に支障をきたすほど熱くなった。

　携帯電話及びリチウムイオンバッテリーに発熱や熱
変形等の異常は認められず、機能、性能も正常であっ
たことから、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 消費者センター

(受付:2007/08/17)使用期間：約３か月
(被害なし)千葉県 (G1)

(事故発生地)



No. 0094

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-3813

2007/09/25

携帯電話機 　ふとんの上で充電中の携帯電話から
発火し、ふとんと畳が焼損した。

　携帯電話本体及び充電器の動作に異常は認められな
いものの、電池パック内のアルミ製セル缶及び保護回
路基板は焼損が著しくほとんど焼失していることから
、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2007/10/17)使用期間：約１年５か月
(拡大被害)岐阜県 (G1)

(事故発生地)

2007-2381

2007/07/13

携帯電話用充電器 　木造２階建て住宅から出火して、同
住宅約１１０平方メートルと、隣接す
る木造２階建て住宅約１１０平方メー
トル、隣接する３棟の外壁や雨どいを
焼き、駐車場の車の塗装が溶けた。

　被害者によると、携帯電話用充電器のコードがソフ
ァの金属パイプ製脚部に踏まれた状態で使用していた
とのことであるが、焼損が著しく、原因の特定はでき
なかった。

　製造業者等は不明であり、事故原因が不明であ
るため、措置はとれなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/07/24)使用期間：不　明
(拡大被害)愛知県 (G1)

(事故発生地)

2006-3715

2007/03/06

蛍光ランプ 　食事中、天井に取り付けていた照明
器具の蛍光灯ランプが破裂し、ガラス
片が食卓上に落ちて散乱した。

　ガラス管中央部付近に打痕があったことから、この
部分に何らかの衝撃が加わり、ここを起点としてひび
割れが進行し、破裂に至ったものと推定されるが、打
痕及びどのような衝撃が加わったかについての原因は
特定できなかった。

　原因の特定はできなかったが、念のため工程内
でのランプの取り扱いについて、従業員教育を行
うこととした。

消費者センター

(受付:2007/03/07)

製造事業者

使用期間：約２か月
(拡大被害)群馬県 (G1)

(事故発生地)

2007-1383

2007/05/21

蛍光ランプ（電球型） 　シャンデリアの電球型蛍光ランプ（
６灯）中、１灯のガラスグローブが破
裂してガラスが飛散し、煙が出て、異
臭がした。

　ランプ寿命時の点灯回路の負荷上昇により、コンデ
ンサーが破損したため、トランジスター・整流ブリッ
ジがショートし、パターンヒューズが断線した。この
過程でコンデンサーのフィルム焼損が発生したため、
ランプ内圧が急激に上昇し、口金と樹脂カバーの隙間
よりランプ外部へ空気を排出し、減圧される構造にな
っているが、排出量が間に合わず、ランプよりガラス
グローブが外れ、破損・落下に至ったものと推定され
る。

　平成１９年７月１１日付け新聞及びホームペー
ジに社告を掲載し、自主的な無償交換を行ってい
る。なお、当該製品は既に生産を終了しており、
平成１６年６月生産分よりコンデンサのフィルム
厚変更と工程検査を追加し、品質改良をしており
、後継機種については、ランプ内圧が上昇した場
合に口金と点灯回路内部樹脂カバーの隙間から減
圧する構造に対し、樹脂カバーに孔を設け直接外
部へ排出、減圧する構造としている。

製造事業者

(受付:2007/06/05)使用期間：約６年

ＥＦＧ２１ＥＬ

東芝ライテック（株）

(拡大被害)東京都 (A1)

(事故発生地)



No. 0095

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2005-1888

2005/10/27

蛍光ランプ（電球型） 　自宅で使用中の蛍光ランプから煙が
出て、火花が見えて、点灯しなくなっ
た。

　インバーター回路の出力トランジスターがショート
状態で破損したため、電源回路の電解コンデンサーに
流れる電流が増加し、電解コンデンサーが発熱して、
電解液漏れを発生させたものと推定される。

　平成１９年２月１５日付けホームページに「お
詫びとお願い」を掲載し、製品の回収を行ってい
る。
　なお、当該品の輸入・販売は既に終了しており
、平成１７年８月以降の後継機種は電解コンデン
サーが過電流によって破損を起こさない回路方式
に変更している。

製造事業者

(受付:2006/01/05)使用期間：約１年

ＥＦＳＰ１２ＥＬ

（株）オーム電機

(製品破損)千葉県 (A2)

(事故発生地)

2007-1597

2007/05/19

蛍光ランプ（電球型） 　蛍光ランプが点滅後、焦げ臭いにお
いがして発煙した。

　点灯回路基板内にあるフィルムコンデンサーのはん
だ付け作業のばらつきにより、当該コンデンサーに熱
ストレスが加わったため、電源の入り切りの際の温度
サイクルによってコンデンサーが早期に劣化故障し、
発煙したものと推定される。

　コンデンサーが故障した場合でも、発煙するの
みで拡大被害に至る可能性はないことから、既販
品について措置はとらなかった。
　なお、平成１９年からはコンデンサーのはんだ
付け作業の温度及び時間管理を徹底している。

輸入事業者

(受付:2007/06/14)

消防機関

使用期間：約８か月

スパイラルピカ　ＥＦＡ１
５ＥＤ／１３・ＮＵ・ＳＰ

オスラム・メルコ（株）

(被害なし)大阪府 (A2)

(事故発生地)

2007-2357

2007/07/11

蛍光ランプ（電球型） 　電気をつけようとしたところ、「パ
チッ」という音がした後、煙が出た。

　製品の外郭や外観には異常は見られず、点灯回路基
板上のフィルムコンデンサーの単品不良により内部短
絡が発生し、発煙したものと推定される。

　他に同種事故は発生しておらず、単品不良とみ
られる事故であることから、措置はとらなかった
。
　なお、当該品の製造は既に終了している。

消費者センター

(受付:2007/07/20)使用期間：不　明

ＥＦＤ１２ＥＬ

東芝ライテック（株）

(製品破損)高知県 (A3)

(事故発生地)

2007-0854

2007/04/00

蛍光ランプ（電球型） 　蛍光ランプを使用していたところ、
ランプが切れた直後に白煙が出、焦げ
臭くなった。

　国内流通段階でランプのガラス管に微細な傷が入り
空気が入り込み、フィラメント部分が過熱し、樹脂部
が熱変形した可能性が考えられるが、使用期間が２年
間であり、ガラス管の傷から空気が入り込む時間とし
ては長いことから、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明のため、措置はとれなかった。
　なお、平成１６年１２月生産分より、過電流等
により異常が発生した場合に、ヒューズを切れや
すくするため、１．０Ａから０．５Ａに変更した
。

消費者センター

(受付:2007/05/18)使用期間：約２年
(製品破損)茨城県 (G1)

(事故発生地)



No. 0096

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2005-2599

2006/02/15

蛍光灯用安定器 　会議室の照明器具（蛍光灯）から発
煙した。

　長期使用（１２年）により、安定器の発振トランス
と基板のはんだ付け部ではんだクラックを生じたため
、接触不良となり発熱・発煙したものと推定される。

　当該品は既に生産を終了しており、当該品の外
郭は金属で覆われ発火には至らず、経年劣化とみ
られる事故であるため、措置はとらなかった。　
また、長期使用の照明器具に関して、ホームペー
ジ・カタログに安全点検・交換のお知らせを実施
している。

消防機関

(受付:2006/02/17)

製造事業者

使用期間：約１２年

ＥＳＸ４０２１ＨＫ－５Ｅ
ＮＨ

松下電工（株）

(製品破損)香川県 (C1)

(事故発生地)

2006-2995

2007/01/00

結露対策ヒーター 　窓ガラス用の結露対策ヒーターを使
用していたところ、窓ガラスにヒビが
入った。

　被害者は当該品を取扱説明書通りに使用しており、
ヒーターに異常な温度上昇も認められないことから、
原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 消費者センター

(受付:2007/01/24)使用期間：約１か月
(拡大被害)神奈川県 (G1)

(事故発生地)

2007-3740

2007/06/00

結露対策ヒーター 　窓枠に設置して使用していた結露対
策ヒーターの一部が溶融し、窓枠が焦
げた。

　ヒーター本体（長さ１８０ｃｍ）の台座樹脂の一部
が過熱され変形していたが、通電して確認を行ったと
ころ、異常に温度上昇することもなく、変形した一部
が過熱することも認められなかったため、原因の特定
はできなかった。

　事故原因は不明であったが、サーモスタットの
設置箇所を増設して、一部で異常過熱しても設定
温度を超えないようにした。

消費者

(受付:2007/10/11)使用期間：不　明
(拡大被害)東京都 (G1)

(事故発生地)

2007-0009

2007/02/14

室内灯 　居間の照明が突然暗くなり、刺激臭
がしたため、家人が気持ち悪くなった
。照明器具を開けたところ、基板が黒
く焦げていた。

　インバーター基板上の電源平滑用電解コンデンサー
から液漏れが認められ、他の部品等に損傷がないこと
から、コンデンサーの不具合により電解液が漏れ、蒸
発したものが煙状になったものと推定される。

　他に同種事故は発生しておらず、単品不良とみ
られる事故であるため、措置はとらなかった。
　なお、当該品の製造は既に終了しており、また
、プリント基板は難燃材を使用し、金属製のケー
スに覆われていることから、拡大被害に至る可能
性は低いものと推定される。

消費者センター

(受付:2007/04/02)

製造事業者

使用期間：約９年

ＯＬ－００１４６４

オーデリック（株）

(軽傷)新潟県 (A3)

(事故発生地)



No. 0097

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-1567

2006/10/05

室内灯 　鉄筋３階建ての店舗兼住宅から出火
し、２階の一部を焼いた。

　天井に取り付けられた蛍光灯の電源接続部付近が短
絡し、出火したものと推定されるが、焼損が著しく、
短絡した原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2006/10/11)使用期間：不　明
(拡大被害)岡山県 (G1)

(事故発生地)

2007-1072

2007/05/29

室内灯（インバーター
蛍光灯）

　点灯中の蛍光灯が突然点滅し始め、
爆発音とともに消灯し、異臭とともに
発煙した。

　インバーター基板に搭載している電源用ハイブリッ
ドＩＣが内部短絡し、外装樹脂（難燃材）が加熱され
発煙したものと推定される。ハイブリッドＩＣ内部短
絡の原因は、ＩＣ内部部品（ダイオード、抵抗、基板
パターン等）が焼損しており特定できないが、電源ラ
インからの外来サージ、または部品自身の耐量が低か
った等によりダイオード等が劣化したことによるもの
と推定される。

　拡大被害に至らないことから、措置はとらなか
った。
　なお、当該品の製造は既に終了している。

消防機関

(受付:2007/05/30)使用期間：約７年２か月

ＲＣ８６６０ＥＲ１

日立ライティング（株）

(製品破損)山口県 (A3)

(事故発生地)

2006-2956

2006/11/23

室内灯（天井直付型） 　玄関のシーリングライトを点灯させ
たところ、異音とともに電気が消え、
照明器具から発煙した。

　施工時に本来電源電線を上部の貫通孔に鉛直に通す
ところを折り曲げられて施工されたため、電線接続端
子部にストレスが加わり接触不良が生じたことから、
接続端子部の樹脂が徐々に炭化し、トラッキング現象
により焼損し発煙したと推定される。

　施工不良が原因のため、措置はとらなかった。
　なお、住宅施工業者に対して調査結果の説明を
行った。

消費者

(受付:2007/01/23)使用期間：約９年
(拡大被害)大阪府 (D1)

(事故発生地)

2006-2546

2006/11/05

充電器（コードレス電
話機用）

　コードレス電話機の子機充電器部分
から発煙し、充電器の上部が溶けた。

　充電回路のダイオード部品の故障により、漏れ電流
が増加し抵抗が発熱し、近傍のコンデンサーが熱影響
で短絡したため、充電コイルへの電流が増加し発熱し
、充電器の上部が溶けたものと推定される。

　単品不良とみられる事故であり、拡大被害を生
じる可能性は低いことから既販品への措置はとら
なかった。
　なお、さらなる安全性確保のため、ダイオード
部品の製造業者の変更、及び抵抗とコンデンサー
の間隔を広げる設計変更を実施した。

製造事業者

(受付:2006/12/22)

消費者センター

使用期間：約１１か月

ＣＪＮ７７３ＷＷ

シャープ（株）

(製品破損)徳島県 (A2)

(事故発生地)



No. 0098

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-1419

2007/04/00

充電器（ハンドクリー
ナー用）

　ハンドクリーナーを充電中、アダプ
ターが熱で溶けた。

　充電器のトランスの１次巻線が断線し、２次側の整
流ダイオードが異常に発熱した痕跡が認められたが、
他の部品に異常はなく、ハンドクリーナー本体が入手
できないことから、調査できなかった。

　事故品が入手できないことから、調査不能であ
るため、措置はとれなかった。 消費者センター

(受付:2007/06/06)使用期間：不　明
(製品破損)広島県 (G2)

(事故発生地)

2006-2451

2006/12/03

充電蓄熱式ゆたんぽ 　充電蓄熱式湯たんぽを充電したとこ
ろ、開始後２～３分で異臭がし、充電
プラグとプラグ穴が溶けていた。

　当該品の充電プラグ付き電源コードと本体側プラグ
受けが焦げていたことから、使用者がプラグ部分を差
し込む際に当該箇所で差し込みが不十分となり、接触
不良を生じて異常発熱し、焦げたものと推定される。
　なお、取扱説明書には「プラグをプラグ穴にしっか
りと差し込む」旨の注意表示を行っている。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。　　なお、プラグ部分の樹脂
は難燃性樹脂を使用しており、拡大被害に至る可
能性は低いと考えられるが、平成１９年度発売分
は、さらなる安全性確保のため、電流ヒューズの
追加と差込確認スイッチを追加し、接触不良状態
では通電しない構造に改良した。

消費者センター

(受付:2006/12/19)使用期間：約３回
(製品破損)兵庫県 (E2)

(事故発生地)

2007-0199

2007/03/16

除湿乾燥機 　除湿乾燥機付近から出火し、住宅が
焼損した。

　焼損が著しいため、出火原因の特定はできなかった
。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2007/04/10)使用期間：約１年
(拡大被害)千葉県 (G1)

(事故発生地)

2007-2194

2007/06/21

除湿器 　使用中の除湿器から異常音がし、内
部を見たら、ゴムが焼け落ちた感じだ
った。

　コンプレッサーの冷媒が抜けて不足していたため、
フィルターに埃が詰まった状態で使用した際、コンプ
レッサーが過熱し、その防振ゴムが硬化して、破損に
至ったものと推定される。

　他に同種事故は発生しておらず、単品不良とみ
られる事故であるため、措置はとらなかった。 消費者センター

(受付:2007/07/06)使用期間：約４年

ＣＤ－ＰＩ６３３

（株）コロナ

(製品破損)静岡県 (A2)

(事故発生地)



No. 0099

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-3403

2007/02/11

除湿器 　木造２階建て住宅の除湿器付近から
出火し、約１３５平方メートルを全焼
した。

　電気除湿器の電源コードが長年にわたって障子に挟
み込まれた状態で使用されたため、当該部分が半断線
して短絡し、発火に至ったものと推定される。

　被害者の誤使用とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/02/16)使用期間：不　明
(拡大被害)鳥取県 (E1)

(事故発生地)

2006-1883

2006/10/19

除湿器 　 除湿器のスイッチを入れ、タイマー
を２時間にセットしていたところ、部
屋中に異臭が充満し、吹き出し口には
煤のようなものが付着し、内部に水が
溜まり、機器上部は触れないほど過熱
していた。

　当該製品は正常に運転動作し、機器内部の各電気部
品に異常発熱等の痕跡は認められなかった。
　なお、製品内部に付着していた異物（液体が乾燥し
た痕跡）を分析した結果、アンモニアや塩素が検出さ
れたため、これらの成分を含んだ液体が上部吹き出し
口より内部に浸入したものと推定されるが、どのよう
な液体がいつ浸入したかについては特定できなかった
。

　液体が上部吹き出し口より内部に浸入した時点
が特定できないため、措置はとれなかった。 消費者

(受付:2006/11/09)使用期間：約５年
(拡大被害)神奈川県 (G1)

(事故発生地)

2006-3599

2007/01/02

除湿器 　除湿器から出火した。 　前部の左側上部及び後部の吸気口パネル付近が焼損
していたが、内部部品、電源コード等に発火の痕跡が
確認できなかったことから、原因の特定はできなかっ
た。

　事故品原因が不明であるため、措置はとれなか
った。 消防機関

(受付:2007/02/28)

製造事業者

使用期間：約３年
(拡大被害)沖縄県 (G1)

(事故発生地)

2006-1149

2006/07/27

除湿機 　住宅で使用していた除湿機が燃えて
、畳の一部を焦がした。

　本体に接続されている電源コードのファストン端子
部が激しく溶断していることから、この端子部の不具
合によってトラッキングが発生し、除湿機の発火・燃
焼に至ったものと推定される。

　製造業者等が不明であるため、措置はとれなか
った。 消防機関

(受付:2006/08/29)使用期間：約１０年

不明

不明

(拡大被害)岐阜県 (A2)

(事故発生地)



No. 0100

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-0808

2005/10/30

除湿機 　５年ほど前に購入した除湿機を移動
した際に取っ手が壊れ、家人の足の上
に落下し、小指に軽傷を負った。なお
、除湿機は２～３年前にも取っ手が壊
れ修理している。

　取っ手が本体に取り付いている可動部に異物が噛み
込み、傷が付いたことから強度が低下していたため、
除湿機を持ち上げた際、本体の荷重によって取っ手が
破損したものと推定されるが、傷が付いた原因の特定
はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 消費者センター

(受付:2006/07/11)

製造事業者

使用期間：約５年
(軽傷)北海道 (G1)

(事故発生地)

2006-1741

2006/10/03

除湿機 　除湿機の吹き出し口の金網が外れて
、１歳の子供が指を器具内に入れ、指
を切り５針縫った。

　製造当初、正しく組み込まれていた金網に過度の力
が加わり正規の位置から脱落し、金網と本体に隙間が
生じ、指が挟まったものと推定されるが、過度な力が
加えられた原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2006/10/25)使用期間：約３年
(軽傷)岩手県 (G1)

(事故発生地)

2006-3555

2006/12/04

照明器具（シーリング
ライト）

　照明を点灯するとランプがチカチカ
したので、カバーを外したところ、照
明器具内の部品が赤熱、発煙した。照
明器具を外すと、天井に跡が残ってい
た。

　照明器具内の電源線接続部において、芯線を押さえ
る爪の屈曲角度が浅かったことから、電線との接触が
不十分となり、接触抵抗が増大して発熱し電線が焼損
し、発煙に至ったものと推定される。
　なお、天井の跡は、器具天井面に取付けてある緩衝
用スポンジの色移りであった。

　芯線を押さえる爪部に曲げ加工を追加すること
により屈曲角度を深くし、電線との接触を確実に
する改善を行っている。

製造事業者

(受付:2007/02/27)使用期間：約３年

７Ｌ５０６－６

ＮＥＣライティング（株）

(製品破損)大阪府 (A2)

(事故発生地)

2006-3489

2006/12/08

照明器具（シーリング
ライト）

　台所の天井に取り付けた照明器具を
外したところ、天井クロスが焦げてい
た。

　当該品の電球、ソケット等の電気部品に異常発熱し
た痕跡は認めらないことから、原因の特定はできなか
った。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 消費者センター

(受付:2007/02/21)使用期間：約１１年
(被害なし)兵庫県 (G1)

(事故発生地)



No. 0101

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-2789

2007/01/14

照明器具（つり下げ型
、インバーター式）

　居間の照明器具から発煙した。直ち
に電源スイッチをオフにしたところ、
発煙は納まった。

　長期使用（１４年）により、インバーター基板上の
電解コンデンサーが故障し、漏液・破裂し、蒸発した
ものが煙状になり発煙したものと推定される。

　経年劣化による事故とみられ、インバータ基板
の外郭は金属ケースで覆われ、基板は難燃材を使
用しており、周辺を焼損するなどの拡大被害に至
る可能性が低いことから、措置はとらなかった。

国の行政機関

(受付:2007/01/15)

製造事業者

使用期間：約１４年

ＯＰ　１５０　８７４

オーデリック（株）

(製品破損)広島県 (C1)

(事故発生地)

2007-3570

2006/06/20

照明器具（学習机用） 　照明器具のスイッチを入れると、「
バチッ」という音とともに火花が出た
。

　コンデンサーのはんだ付け部に不具合があったため
、はんだクラックを生じ接触不良となり、抵抗に過電
流が流れて発熱し、破裂、焼損に至ったものと推定さ
れる。

　他に同種事故は発生しておらず、単品不良とみ
られる事故であり、措置はとらなかった。
　なお、平成１３年２月以降、輸入を中止した。

消費者センター

(受付:2007/09/27)使用期間：約５年

ＡＭＬ－３６

クレオ工業（株）

(製品破損)山口県 (A2)

(事故発生地)

2007-1520

2007/06/05

照明器具（蛍光灯） 　照明器具から異音とともに異臭がし
、電気が消えて発煙した。

　インバーター基板上の電解コンデンサーの不具合に
より内部圧力が上昇し、安全弁が動作したため、内部
の電解液が異臭とともに白煙となり噴出したものと推
定される。

　他に同種事故は発生しておらず、単品不良とみ
られる事故であるため、措置はとらなかった。
　なお、当該品の製造は既に終了しており、また
、プリント基板は難燃材を使用し、金属製のケー
スに覆われており、周囲に可燃物もないことから
、拡大被害に至る可能性は低いものと推定される
。

消費者センター

(受付:2007/06/08)使用期間：約９年

ＴＯＧ－７４２１

瀧住電機工業(株)

(製品破損)兵庫県 (A3)

(事故発生地)

2007-3717

2007/08/15

照明器具（蛍光灯） 　照明器具から発煙し室内にガスが充
満して、のどが痛くなった。

　基板上の平滑用電解コンデンサーがドライアップ現
象を生じて内部素子が異常発熱し、内圧が上昇して安
全弁が作動するとともに気化した電解液が噴出し、発
煙したものと推定される。
　なお、噴出した電解液は微量のエチレングリコール
であるため、人体に悪影響を及ぼすものではないもの
と考えられる。

　他に同種事故は発生しておらず、最終的に電流
ヒューズが作動し、拡大被害を生じる恐れが低い
とみられることから、措置はとらなかった。

消費者

(受付:2007/10/10)使用期間：約７年

ＢＨＮ　３３５６３５

コイズミ照明（株）

(軽傷)大阪府 (A3)

(事故発生地)



No. 0102

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2005-1166

2005/09/22

照明器具(蛍光灯) 　７階建て集合住宅の一室から出火し
、吊り下げ型の照明器具及び円形蛍光
灯ランプの樹脂部分を焼損した。

　３２形蛍光灯電極ピンの先端付近に放電痕が認めら
れ、周囲が焼損していることから、被害者の蛍光ラン
プの取替時に、電極ピンの差し込みが不十分であった
ため、引き紐による電源スイッチのオン・オフ繰り返
し時の振動を受け、電極ピンと器具側ソケット金具間
で接触不良となり、放電現象が発生し、外郭樹脂に着
火し、焼損したものと推定される。
　なお、蛍光ランプの異常確認として、リード線に点
灯回路を接続し試験電圧を加えたところ、正常に点灯
している。　

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。
　なお、ソケット金具部の樹脂を、平成３年１０
月より難燃グレード材質（ＵＬ-９４Ｖ０）に変更
している。

消防機関

(受付:2005/10/14)

製造事業者

製造事業者

使用期間：約７年
(拡大被害)大阪府 (E2)

(事故発生地)

2007-4255

2007/11/04

照明器具（蛍光灯） 　蛍光灯が本体ごと落下した。 　被害者が蛍光灯の本体を固定具に取り付ける際に、
本体を十分に押し上げずアダプタの爪が片掛かりにな
っていたため、点灯操作でひもを引いた力によって、
蛍光灯の本体が固定具から外れて落下したものと推定
される。
　なお、取扱説明書には、「アダプタに表示されてい
る矢印が定められた位置に来るまで本体を押し上げる
（取り付けが不完全な場合、落下によるけがの原因に
なる）。」旨記載されている。

　消費者の設置・施工不良とみられる事故である
ため、措置はとらなかった。 消費者

(受付:2007/11/06)使用期間：約１４日
(製品破損)愛知県 (E3)

(事故発生地)

2006-1814

2006/10/30

照明器具（蛍光灯） 　蛍光灯（丸形）の本体から、突然煙
が出てきて部屋に充満し、プラスチッ
クを焼くような異臭がした。

　内部の電解コンデンサーの防爆弁が開いていること
から、コンデンサーの単品不良、あるいは外部から異
常電圧が加わったこと等により、コンデンサーの内圧
が上昇し、安全弁が作動して電解液の蒸気等が噴出し
たものと推定されるが、コンデンサーが破裂した原因
の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 消費者センター

(受付:2006/10/31)

製造事業者

使用期間：不　明
(製品破損)岐阜県 (G1)

(事故発生地)

2006-1876

2006/09/20

照明器具（蛍光灯安定
器）

　小学校の教室で、天井の照明器具か
ら安定器のカバーが落下し、中に含ま
れていたポリ塩化ビフェニール（ＰＣ
Ｂ）が飛び散り、児童２０人が気分が
悪くなるなどの被害を受けた。

　長期使用（約３６年）により、安定器の内蔵コンデ
ンサーの誘電損失が増大して破損し、内部の絶縁に使
用していた絶縁油（ＰＣＢ）が漏れ、ＰＣＢを含んだ
蒸気を吸い込んだため、気分が悪くなったものと推定
される。

　経年劣化による事故とみられることから、措置
はとらなかった。
　なお、平成１２年１１月、（社）日本照明器具
工業会は、全国市町村教育委員会に対し、点検、
交換、保管に関する啓発を実施した。

製品評価技術基盤
機構

(受付:2006/11/08)

製造事業者

使用期間：約３６年

ＬＢＲＳ－４０－１４Ｗ

三洋電機（株）

(軽傷)大阪府 (C1)

(事故発生地)



No. 0103

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-1927

2007/06/15

照明器具（投光器、蛍
光灯）

　防犯のため、建物の軒下に設置した
投光器の蛍光灯ランプ及び反射板が焼
損した。

　当該品は安全装置の付いていないインバーター式蛍
光灯であり、蛍光ランプの寿命末期時に、フィラメン
ト固定部にフィラメント金属が蒸着し、蛍光ランプに
流れている熱電子によって異常発熱するとともに、フ
ィラメントが切れるまでに時間がかかったため、電極
近傍が高温となり、ランプ及び反射板が焼損したもの
と推定される。

　他に同種事故は発生しておらず、最終的にフィ
ラメントが切れ拡大被害の可能性は低いことから
、措置はとらなかった。
　なお、当該品の輸入・販売は既に終了している
。

消費者

(受付:2007/06/20)使用期間：約５か月

１７－４４９

ラッキーウイング（株）

(製品破損)愛知県 (A1)

(事故発生地)

2007-1586

2007/06/11

照明器具（白熱電球） 　ホテルの客室で、クローゼット内の
バスローブが焼け、客の男性２人が煙
を吸い病院に搬送された。

　クローゼットは天井から３５ｃｍのところで棚によ
り仕切られており、施工業者がクローゼットの天井に
埋め込み式ダウンライトを施工したため、棚に重ねて
置かれたバスローブ２枚が、ダウンライトに接触し、
加熱され、出火したものと推定される。
　なお、ダウンライトの施工説明書には、「３０ｃｍ
以内に可燃物が近づかないように取付ける。」旨記載
されている。

　施工業者の設置・施工不良とみられる事故であ
るため、措置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/06/13)使用期間：不　明
(軽傷)北海道 (D1)

(事故発生地)

2007-1529

2007/06/05

照明器具（白熱電球） 　木造２階建て店舗兼住宅から出火し
て、約３０平方メートルを焼いた。

　埋込コンセントに直接差し込む白熱電球器具を使用
中に、ハンガーから落ちた衣類あるいは付近にあった
新聞等の可燃物が接触したため、発火し火災に至った
ものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/06/11)使用期間：不　明
(拡大被害)愛媛県 (E2)

(事故発生地)

2007-2602

2007/07/02

照明器具（白熱電球） 　住宅２階の廊下の壁付き白熱電灯付
近から出火し、内壁の一部を焼損した
。

　当該品の樹脂製セードが焼損しているものの、白熱
電球や電線接続部の電気部品に発火の痕跡は認められ
なかったことから、白熱電球の点灯中に何らかの可燃
物が接触し、着火・延焼したものと推定されるが、原
因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 消防機関

(受付:2007/07/27)使用期間：約１７年
(拡大被害)大阪府 (G1)

(事故発生地)



No. 0104

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-2838

2007/05/01

照明器具（浴室用） 　浴室天井に設置された浴室用照明器
具が暗くなり点滅状態から消えた。ス
イッチを入れても付かなくなったので
ガラス製カバーを天井から外したとこ
ろ、カバー内に水が５ｃｍ位溜まり器
具が水没状態になっていた。

　施工業者が取扱説明書とは違う箇所に穴を開け施工
したため、器具と天井に隙間ができカバー内部に水が
溜まり電気回路が水没したものと推定される。

　施工業者が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 消費者センター

(受付:2007/08/13)使用期間：約１７年
(被害なし)神奈川県 (D1)

(事故発生地)

2006-3737

2007/01/06

照明器具用昇降装置 　異音がし、照明器具用昇降装置のワ
イヤーが切断して、昇降部とともに照
明器具が落下しフロアーに傷がついた
。

　施工業者が当該品の調整金具を室内側に取り付ける
ところを天井側に取り付け、取付ネジも寸法の異なる
ネジであったことから、モーターを自動停止するため
の本体側のマイクロスイッチが作動不良となり、昇降
部が収納された場合でも頻繁に作動・停止を繰り返し
、昇降部を吊り下げるワイヤーに繰り返し機械的スト
レスが加えられたため、ワイヤーが疲労破断したもの
と推定される。

　当該品の補助施工説明書を追加し、本体表示ラ
ベルに警告文を貼り付け、誤った施工ができない
ように器体表示を追加し、本体の取付ネジを容易
に外せないものに変更した。　また、既設のもの
は工事店に施工状態の点検を依頼している。

製造事業者

(受付:2007/03/08)使用期間：約２年
(拡大被害)愛知県 (D1)

(事故発生地)

2007-0100

2007/03/20

浄化槽用エアーポンプ 　木造２階建住宅の外壁に沿って設置
されていた浄化槽用エアーポンプ付近
から出火し、ふろ用給湯器、まきの取
灰を入れた紙袋３袋、灯油入りタンク
などを焼損した。

　浄化槽用エアーポンプ本体の金属製カバー内部の電
源コードに溶融痕が認められたが、事故品の焼損が著
しく、原因の特定はできなかった。

　製造業者等は不明であり、事故原因が不明であ
るため、措置はとれなかった。 消防機関

(受付:2007/04/04)使用期間：約２０年
(拡大被害)奈良県 (G1)

(事故発生地)

2007-0606

2007/01/20

畳（熱線式） 　２２年前に建てられた時から設置さ
れていた床暖房（熱線式）の畳が２ｃ
ｍ程度焦げた。

　半断線によるものと考えられるが、半断線の原因は
特定できなかった。

　製造業者等は不明であり、事故原因が不明であ
るため、措置はとれなかった。 警察機関

(受付:2007/05/14)使用期間：不　明
(製品破損)群馬県 (G1)

(事故発生地)



No. 0105

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-2325

2007/06/25

食器乾燥機 　食器乾燥機の使用後、温風吹出口と
中に入れていたまな板と水筒の一部が
溶けていた。

　溶融したまな板と水筒に、温風吹出口が接していた
痕跡が認められ、事故品の通電確認では、過熱等の異
常は発生しなかったことから、被害者が本体上部の吸
気口（フィルター部分）を塞ぎ、さらに庫内の温風吹
出口を塞ぐ状態で、まな板と水筒を置いて使用したた
め、吹出口付近が過熱し、吹出口の樹脂とまな板等を
溶融・変形させたものと推定される。
　なお、取扱説明書及び本体表示の警告文には、「天
板の上にものをのせない、変形・変色・故障の恐れが
ある。」、「温風吹出口、吸気口、排気口を塞がない
、変形や火災の恐れがある。」旨を記載している

　被害者の誤使用とみられる事故であり、過熱が
継続した場合でも、最終的に安全装置(サーモスタ
ット及び温度ヒューズ169℃)が作動し、発火に至
る可能性はないことから、措置はとらなかった。

消費者センター

(受付:2007/07/19)

製造事業者

使用期間：約６年
(拡大被害)大阪府 (E1)

(事故発生地)

2005-2242

2006/01/23

食器乾燥機 　保育園の給湯室で使われていた食器
乾燥機から出火し、冷蔵庫および壁等
を焼いた。

　本体のヒーターに埃や可燃物が付着し、さらにファ
ンモーターがロック状態となり停止したため、出火に
至ったものと推定されるが、本体の焼損が著しく、同
等品による再現試験では安全装置が作動し、発火には
至らないことから、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 消防機関

(受付:2006/01/24)

製品評価技術基盤
機構

製造事業者

使用期間：約１１年
(拡大被害)福井県 (G1)

(事故発生地)

2007-4326

2007/08/17

食器乾燥機 　運転中の食器乾燥機から焦げ臭いに
おいがして本体下部から発火し、機器
を置いていた板が焦げた。

　本体下部の基板パターン面に導電性異物が侵入した
ため、異極間でトラッキング現象が発生し、焼損した
ものと推定されるが、付着した異物の特定ができず、
原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとらなかっ
た。 製造事業者

(受付:2007/11/12)使用期間：約２５年
(拡大被害)愛媛県 (G1)

(事故発生地)

2006-3314

2006/12/00

食器乾燥機（ビルトイ
ン型）

　システムキッチンに取り付けた食器
乾燥機が、スイッチも入れないのに勝
手に作動するようになった。

　本体内部や電気基板などに異常はなく、原因を特定
することはできなかった。

　事故原因が不明のため、措置はとれなかった。

消費者センター

(受付:2007/02/09)使用期間：約９年
(被害なし)熊本県 (G1)

(事故発生地)



No. 0106

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-1448

2006/09/13

食器洗い乾燥機 　食器洗い乾燥機の運転中に停電し、
見に行くと本体から出火しており、上
にあった棚が煤けた。

　内部のヒーター用接続端子部で断線及び溶融痕が認
められ、リード線接続部が張力が加わった状態で配線
処理されていたことから、端子部のカシメ不良、及び
リード線接続部に加わった張力により、運転時の振動
を受けて半断線となり、短絡・スパークし、周辺樹脂
に着火・延焼したものと推定される。

　当該機種の同種事故は発生しておらず、単品不
良とみられることから、ヒーター部品の製造業者
に作業指示内容の注意徹底を図った。

製造事業者

(受付:2006/09/28)使用期間：約５年

ＤＷ－Ｓ２０００

三洋電機（株）

(拡大被害)神奈川県 (A2)

(事故発生地)

2007-4343

2007/10/24

食器洗い乾燥機 　使用中の食器洗い乾燥機から発煙、
発火した。

　ファンモーター端子部に溶融痕が認められ、ファン
モーター付近の焼損が著しいことから、洗剤液がファ
ンモーター部に流れ込み、コイル端子部・コイル部に
到達し、さらにコイル部の微小な傷とファンモータ端
子部との間のボビン部で、トラッキング現象を生じて
発火し、ファンケースへ類焼したものと推定される。

　平成１８年１１月１日付けの新聞及びホームペ
ージに社告を掲載し、無償で点検・修理を行って
いる。

製造事業者

(受付:2007/11/13)使用期間：約５年

ＮＰ－４０ＳＸ１

松下電器産業（株）

(製品破損)岐阜県 (A2)

(事故発生地)

2007-0287

2007/04/04

食器洗い乾燥機 　食器洗い乾燥機から発煙し、庫内の
樹脂製スプーン等が溶け、溶融物が食
器に付着した。

　当該機の温風吹出口とヒーター部に樹脂製スプーン
等の溶融物が付着しており、通電したところ当該機は
正常に作動し、過熱等の異常は生じなかったことから
、被害者が軽量の樹脂スプーン等を入れたため、洗浄
水の噴射でスプーンが吹き飛ばされ、温風吹出口の上
に落下し、乾燥工程時のヒーター熱により加熱され溶
けたものと推定される。

　被害者の誤使用とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。
　なお、取扱説明書には「プラスチックのスプー
ン・フォーク等、洗浄水の噴射でとばされやすい
軽いものは入れない」旨の注意表示が記載されて
いる。

製造事業者

(受付:2007/04/17)使用期間：約２年６か月
(拡大被害)東京都 (E1)

(事故発生地)

2007-3513

2007/09/09

食器洗い乾燥機 　使用中の食器洗い乾燥機から焦げ臭
いにおいがし、上部排気口から多量の
黒い煙が出て、ブザーが鳴りエラー表
示が出た。

　庫内や製品内部の電気部品等に異状はなく正常に動
作し、シーズヒーターにビニールと推定される焦げが
付いていることから、被害者が食器を庫内にセットす
る際に、ビニールを一緒に入れてしまったため、乾燥
運転時にシーズヒーターの熱によりビニールが溶け発
煙するとともに、ビニールによりシーズヒータの熱が
こもって、一時的に周囲の温度が上がりエラー検知し
たものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。
　なお、当該製品は、サーモスタット及び温度ヒ
ューズ等の保護装置を設置しており、シーズヒー
ター周囲を全面ステンレス製カバーで覆い外部に
火が出ない構造となっている。

消費者

(受付:2007/09/21)使用期間：約２年
(製品破損)東京都 (E2)

(事故発生地)



No. 0107

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-3231

2006/09/15

食器洗い乾燥機 　食器洗い乾燥機の操作パネル部から
発煙した。

　本体正面中央部の下蓋部分の一部が焼損がしており
、焼損の著しい箇所に繊維状の炭化物が残留している
ものの、表示用コントローラーや内部配線等の電気部
品に発火の痕跡は認められず、原因の特定はできなか
った。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2007/02/06)使用期間：約２年６か月
(製品破損)神奈川県 (G1)

(事故発生地)

2006-1226

2005/02/00

食器洗い乾燥機（ビル
トイン型）

　食器洗い乾燥機を使用中に、突然「
ボン」という爆発音が４、５回聞こえ
、火花が見えて、プラスチックが燃え
たようなにおいがした。

　当該機の電源基板と電源電線を接続するコネクター
部で接触不良が生じて、発熱・発煙したものと推定さ
れる。なお、接触不良となった原因は、コネクター部
の組み立て作業のばらつきにより、コネクター内の金
属端子を変形させたこと、また、組み立て作業時に無
理な力がコネクター部に加わり易い、構造上にゆとり
がない設計であったことが考えられる。

　平成１９年４月１３日付の新聞及びホームペー
ジに社告を掲載し、点検及び基板交換を行ってい
る。
　なお、コネクター端子による電源電線の基板接
続方法から、基板に電線をはんだ付けする方式を
取り入れ、電線の取り回し方を変更するとともに
、ハーネスを結束バンドで固定した。

消費者センター

(受付:2006/09/06)

製造事業者

使用期間：約３年３か月

ＦＢ４５０３ＰＣ

（株）ハーマンプロ

(製品破損)大阪府 (A1)

(事故発生地)

2006-1451

2006/09/14

食器洗い乾燥機（ビル
トイン型）

　台所の停止中の食器洗い乾燥機付近
から出火し、１階約２７平方メートル
を焼いた。

　当該機の焼損が著しいものの、内部配線、制御基板
、ヒーター等の残存部品に発火の痕跡が認められない
ことから、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2006/09/28)使用期間：約４年
(拡大被害)山形県 (G1)

(事故発生地)

2007-1372

2007/05/23

食器洗い機 　食器洗い機を使用中に、ブレーカー
が落ちて焦げ臭いにおいがした。

　食器洗い機のメインターミナル部が接触不良を起こ
して発熱し、焦げたものと推定される。

　平成１６年１１月１日、平成１８年１１月１日
、平成１９年２月１９日付けの新聞及びホームペ
ージに社告を掲載するとともに、平成１９年２月
２６日には全国紙に折り込みチラシを入れ、さら
に納入実績のあるユーザーにＤＭを送付し、無償
点検・修理を実施している。なお、平成１９年８
月からＤＭを送付しても連絡の取れないユーザー
宅を直接訪問し、無償点検・修理を実施している
。

輸入事業者

(受付:2007/06/04)使用期間：約１８年

ＳＰＳ６０２１（ＦＤ６９
０４）

ボッシュ（株）

(製品破損)東京都 (A2)

(事故発生地)



No. 0108

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-2598

2007/07/05

食器洗い機 　使用中の食器洗い機の内側から水が
漏れ、発煙した。

　長期使用（約１１年）により、水位スイッチが正常
に働かず、更に排水経路が詰まっていたことから、当
該機ドア内側より水漏れが発生し、本体底部の電装品
に水滴が付着したため、回路が短絡し、発煙に至った
ものと推定される。

　経年劣化による事故とみられ、他に同種事故が
発生していないことから、措置はとらなかった。 輸入事業者

(受付:2007/07/26)使用期間：約１１年

Ｇ５９０ＳＣ－Ｕ

ミーレ・ジャパン（株）

(製品破損)東京都 (C1)

(事故発生地)

2006-0884

2006/07/15

水槽用ヒーター 　小学校の図工室から出火し、室内の
プラスチック製容器と窓際の戸棚の一
部など約０．３平方メートルを焼損し
た。

　使用者が、水槽の水を交換するため観賞魚用ヒータ
ーをサーモコントローラーに接続せずに、プラスチッ
ク製容器に入れ交換用の水を暖めていたところ、通電
したままであったため観賞魚用ヒーターが過熱し、プ
ラスチック製容器が発火したものと推定される。

　使用者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2006/07/24)

製造事業者

使用期間：不　明
(拡大被害)島根県 (E2)

(事故発生地)

2006-0943

2006/01/00

水槽用ヒーター 　ホームセンターで、熱帯魚の水槽ろ
過台下のフィルター収納部付近から出
火した。

　水槽からのオーバーフロー水を木製台下のろ過装置
でろ過し、ヒーターで温め水槽へ送り返していたが、
ろ過槽内の水位が下がりヒーターが露出して、過熱し
、ろ過マットに着火したものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2006/07/28)

消防機関

使用期間：不　明
(拡大被害)兵庫県 (E2)

(事故発生地)

2006-2794

2007/01/01

水槽用ヒーター 　冬休み期間中に、木造２階建て学校
の教室から出火し、壁と床部分計約１
２平方メートルを焼いた。

　使用者の不在により、水槽の水がヒーター熱により
徐々に蒸発して水面が下降し、水槽に取り付けられて
いた観賞魚用ヒーターが浮かび上がり過熱し、樹脂製
の水槽を溶融させ、発煙・発火に至ったものと推定さ
れる。

　保護者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/01/16)使用期間：約４か月
(拡大被害)青森県 (E2)

(事故発生地)



No. 0109

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-2276

2007/07/11

水槽用ヒーター 　鉄筋３階建て集合住宅の一室から出
火し、同室約１５平方メートルを焼い
た。

　水槽用ヒーターを水槽外に取り出しておいたところ
、誤ってスイッチ付きテーブルタップのスイッチが入
り、通電状態になったため、近くにあった本等を過熱
し、火災に至ったと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/07/13)使用期間：不　明
(拡大被害)岐阜県 (E2)

(事故発生地)

2006-0857

2006/07/13

水槽用ヒーター 　リビングルームの壁際に置いていた
観賞魚用水槽の上部から出火した。

　水槽用ヒーターの電源コードの断線部に溶融痕が確
認されたが、溶融痕は二次痕とみられ、他の電気部品
は焼損が著しいことから、原因の特定はできなかった
。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 消防機関

(受付:2006/07/20)

製造事業者

使用期間：約１５年
(拡大被害)茨城県 (G1)

(事故発生地)

2007-0334

2007/04/10

水槽用ヒーター 　木造２階建て住宅から出火し、約１
５０平方メートルを全焼した。

　水槽内に水を補充しない状態でヒーターを使用した
ため、ヒーターが水面から出てしまいヒーターが異常
過熱し、付近の可燃物を加熱して出火に至った可能性
が考えられるが、焼損が著しく原因の特定はできなか
った。
　なお、温度ヒューズ等の安全装置の有無についても
、焼損が著しく確認することができなかった。

　製造業者等は不明であり、事故原因が不明であ
るため、措置はとれなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/04/18)

消費者

使用期間：不　明
(拡大被害)静岡県 (G1)

(事故発生地)

2007-3473

2007/08/23

水槽用ヒーター 　熱帯魚の水槽に入れていた水槽用ヒ
ーターを使用中、水槽内が高温になり
魚が死んだ。

　ヒーターと温度センサーをセットで使用中、何らか
の原因によって温度センサーが水面上に露出したため
、ヒーターが連続通電状態となり水温が上昇したもの
と推定されるが、使用状況が確認できず原因の特定は
できなかった。
　なお、ヒータ内部の温度ヒューズは、ヒーターが水
面上に露出したため作動したものと推定される。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 消費者センター

(受付:2007/09/19)使用期間：約１０か月
(製品破損)広島県 (G1)

(事故発生地)



No. 0110

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-2070

2007/05/04

水槽用循環ポンプ 　金魚用水槽に使用していた循環ポン
プ付近から出火し、壁から天井を延焼
した。

　循環ポンプのモーターや配線等に出火に至る異常は
認められないことから、製品に起因する事故ではない
ものと推定される。

　製品に起因しない事故であるため、措置はとら
なかった。 消防機関

(受付:2007/06/29)

製造事業者

使用期間：約２か月
(拡大被害)静岡県 (F2)

(事故発生地)

2005-0992

2005/09/04

水槽用照明器具 　熱帯魚用の水槽の上に取り付けてい
た照明器具（蛍光灯）が、火傷をする
くらい熱くなり、突然、煙が出た。

　蛍光管の製造工程中に、ガラス部に極めて微細な損
傷が発生し、内部に空気が少しづつ入ったことにより
過電流が流れて異常発熱を起こし、近接したアクリル
板の一部を溶かしたものと推定される。

　蛍光管の製造工程中に偶発的に発生したもので
あるため、措置はとらなかった。 国の行政機関

(受付:2005/09/15)

販売事業者

使用期間：約１年１０か月

ＡＸＹ４５０

（株）アクアシステム

(製品破損)東京都 (A3)

(事故発生地)

2006-2056

2006/11/19

水道凍結防止ヒーター 　木造２階建て住宅から出火し、約１
００平方メートルを全焼した。

　水道凍結防止ヒーターからの出火とみられるが、焼
損が著しく、原因の特定はできなかった。

　製造業者等は不明であり、事故原因が不明であ
るため、措置はとれなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2006/11/21)使用期間：不　明
(拡大被害)秋田県 (G1)

(事故発生地)

2007-2285

2007/07/11

水道凍結防止ヒーター 　木造２階建て旅館から出火して、１
階トイレの天井裏約１平方メートルを
焼いた。

　便槽の水が蒸発してしまったため、２階トイレ床下
にあった凍結防止用の電熱パッドが過熱し、付近の断
熱材に着火して火災に至った可能性が考えられるが、
事故品が入手できないことから調査できなかった。

　製造業者等は不明であり、事故品が入手できな
いことから、調査不明であるため、措置はとれな
かった。

製品評価技術基盤
機構

(受付:2007/07/17)使用期間：不　明
(拡大被害)長野県 (G2)

(事故発生地)



No. 0111

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-3185

2006/00/00

精米機 　精米機を使用していたところ、発煙
し発光した。中を見ると、取り外せる
はずのプラスチックの部品が溶けてく
っつき、外れなくなっていた。

　軸受けが過熱、油切れを起こし、回転軸周辺の樹脂
部分が溶けて回転軸に溶着して軸受けに負荷がかかり
、軸受けの潤滑油が発煙、瞬間的に燃焼・発光したも
のと考えられるが、当該機は短時間定格の製品で被害
者の使用時間等が確認できず原因の特定はできなかっ
た。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 消費者センター

(受付:2007/02/02)

製造事業者

使用期間：約２年
(製品破損)千葉県 (G1)

(事故発生地)

2007-2045

2007/06/11

扇風機 　購入後初めて使用した扇風機のモー
ター部が発熱し、放置すれば火災の可
能性があるのでスイッチを切った。そ
の後再度スイッチを入れたが回転しな
い。

　製造時にファンモーターの補助巻線が断線していた
ため、通電時に回転せず主巻線が発熱したものと推定
される。

　他に同種事故は発生しておらず、単品不良とみ
られる事故であるため、措置はとらなかった。
　なお、当該品は既に生産を終了しており、後継
機種については、購入部品の検査を強化するとと
もに製造ラインでの部品の扱いに十分注意するよ
う、作業員への再教育を行った。

消費者センター

(受付:2007/06/28)使用期間：１回

ＫＩ１５６Ｒ（Ｂ）

（株）千住

(製品破損)神奈川県 (A2)

(事故発生地)

2007-2391

2007/07/20

扇風機 　就寝中に破裂音がし、扇風機の操作
部が「パチパチ」と音をたてて赤熱し
ていた。

　電源制御用コンデンサーの不良によりコンデンサー
内部で短絡が発生し、電流制御用の固定抵抗器が発熱
したものと推定される。

　他に同種事故が発生しておらず、単品不良とみ
られる事故であり、拡大被害を生じていないため
、既販品の措置はとらなかった。
　なお、当該製品は平成１５年に輸入・販売を終
了している。

消防機関

(受付:2007/07/24)使用期間：約２年

ＴＳＫ－Ｆ１２０２Ｍ

サンクン日本電器（株）

(製品破損)長崎県 (A3)

(事故発生地)

2006-0987

2006/07/20

扇風機 　扇風機付近から出火して部屋の一部
を焼損した。

　長期使用（約３０年）により、巻線に短絡が生じ、
モータ巻線が異常発熱・発火し、外郭樹脂に拡大燃焼
したものと推定される。

　製造業者等は不明であり、経年劣化による事故
とみられることから、措置はとらなかった。 消防機関

(受付:2006/08/03)使用期間：約３０年

不明

不明

(拡大被害)三重県 (C1)

(事故発生地)



No. 0112

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-1000

2006/07/28

扇風機 　故障し動かなかった扇風機が、事故
当日に動いたので使用したところ当該
扇風機より出火し、畳や障子、天井の
一部を焼き、近くにいた寝たきりの女
性が熱気道症で入院した。

　長期使用（約３４年）によりコンデンサーが劣化し
たため、内部で短絡して発火し、バックカバー等に延
焼したものと推定される。

　扇風機を長く使用しているお客様に対し、取扱
説明書、チラシ等により使用中の古い扇風機に対
する点検や、異常がある扇風機の使用を中止する
ようにお願いしている。また、（社）日本電機工
業会より古い扇風機の使用に関する消費者啓発活
動を行っている。

消防機関

(受付:2006/08/07)

製造事業者

使用期間：約３４年

ＰＪ－３０２ＴＳ

シャープ（株）

(重傷)福井県 (C1)

(事故発生地)

2007-2949

2007/08/13

扇風機 　使用中の扇風機から発煙し、モータ
ーカバー上部が一部変色した。

　長期使用（約３０年）により、モーター運転用コン
デンサーに絶縁劣化が生じ、ファンモーターに過電流
が流れて過熱し、発煙及びカバーの変色が発生したも
のと推定される。

　経年劣化とみられる事故であるため、措置はと
らなかったが、昭和５６年からは、電源回路上に
電流ヒューズを組み込み、コンデンサーが絶縁劣
化を起こした場合に電流を遮断する対策を行って
いる。
　なお、（社）日本電機工業会では毎年扇風機の
安全点検チラシを作成し、ユーザーへの啓発活動
を行っている。

消費者センター

(受付:2007/08/23)使用期間：約３０年

ＰＪ－３０５ＴＦ

シャープ（株）

(製品破損)北海道 (C1)

(事故発生地)

2007-3131

2007/08/02

扇風機 　扇風機から出火し、住宅を半焼した
。

　モーター巻線に溶痕が認められたことから、長期使
用（約２０～２５年）により、巻線の絶縁が劣化した
ため、発熱・発火に至ったものと推定される。

　製造業者等は不明であり、経年劣化による事故
とみられることから、措置はとらなかった。 消費者

(受付:2007/08/28)使用期間：約２５年

不明

不明

(拡大被害)静岡県 (C1)

(事故発生地)

2007-3207

2007/08/16

扇風機 　使用中の扇風機から発火し、床の一
部が変色、壁の一部が汚損した。

　長期使用（約３７年）により、コンデンサーが絶縁
劣化して短絡・スパークし、コンデンサーの充填材に
着火し、モーターカバーに延焼したものと推定される
。

　昭和６１年より、長期使用の扇風機に対する安
全点検実施の消費者啓発活動をカタログ、安全点
検ＰＲチラシ、取扱説明書、ホームページ（平成
８年より掲載）にて行うとともに、販売店及び消
費生活センターなどを通じて消費者へチラシを配
布し、さらに平成１９年８月２５日付の新聞及び
ホームページに「古い扇風機についてお知らせと
お願い」の告知文を掲載し、使用者に使用の中止
を呼びかけている。　また、（社）日本電機工業
会でも、毎年扇風機の安全点検チラシを作成し、
ユーザーへの啓発活動を行っている。

製造事業者

(受付:2007/09/03)使用期間：約３７年

ＥＦ－６ＥＺ

三洋電機（株）

(拡大被害)大阪府 (C1)

(事故発生地)



No. 0113

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-3353

2007/08/23

扇風機 　扇風機を使用後、止めて外出したが
、家に戻ったら扇風機から火が出てお
り、畳が２枚焦げた。

　コンデンサー内部が焼けており、コンデンサー給電
線に溶融痕があることから、コンデンサーが長期間使
用（２５年）により、経年劣化して発火したものと推
定される。

　平成１９年１０月２７日付けでホームページで
注意喚起を行っている。　また、（社）日本電機
工業会では毎年扇風機の安全点検チラシを作成し
、ユーザーへの啓発活動を行っている。

消費者センター

(受付:2007/09/10)使用期間：約２５年

ＤＫ－１２Ｔ

三井物産（株）中部支社

(拡大被害)千葉県 (C1)

(事故発生地)

2007-3395

2007/08/19

扇風機 　扇風機を使用していたところ、煙が
出てモーターのカバーの一部が変形し
、油のようなものが流れ出てきた。

　長期使用（約３５年）により、当該機の進相コンデ
ンサーが劣化し、内部の異常発熱により内圧上昇した
ため、コンデンサー端子部に亀裂が生じ、油脂及び煙
が噴出したものと推定される。

　平成１９年９月１２日付のホームページに使用
を中止するお願いを掲載している。　また、（社
）日本電機工業会では毎年扇風機の安全点検チラ
シを作成し、ユーザーへの啓発活動を行っている
。

製造事業者

(受付:2007/09/12)使用期間：約３５年

ＴＡ３０７ＡＢ

富士電機ホールディングス
（株）

(製品破損)千葉県 (C1)

(事故発生地)

2007-3613

2007/08/15

扇風機 　扇風機を運転したまま外出し戻って
みると、部屋から煙が出ており、扇風
機、柱、畳が焼損し、障子戸、ふすま
などが煤けた。

　長期使用（約３９年）により、コンデンサーが吸湿
等で絶縁劣化を起こし、短絡時のスパークがコンデン
サーの充填剤や堆積した埃等に着火し、モーターカバ
ーに延焼したものと推定される。

　平成１９年８月２５日の新聞及びホームページ
、９月１日からはテレビ広告において「古い扇風
機についてのお知らせとお願い」として、３０年
以上前の扇風機の使用中止を呼びかけている。　
また、（社）日本電機工業会では毎年扇風機の安
全点検チラシを作成し、ユーザーへの啓発活動を
行っている。

製造事業者

(受付:2007/10/01)使用期間：約３９年

ＥＦ－６ＮＡ

三洋電機（株）

(拡大被害)山形県 (C1)

(事故発生地)

2007-4246

2007/09/00

扇風機 　使用中の扇風機から異臭がし、周辺
の畳にろうそくが溶けたようなものが
付着していた。

　長期使用（約３８年）により、コンデンサーが劣化
したため発熱し、コンデンサー内部のワックスが漏れ
たものと推定される。

　モーターカバーは金属製であり、拡大被害に至
る可能性は低いものの、平成１９年９月７日付け
ホームページに「長年ご使用の扇風機についてお
知らせとお願い」の告知文を掲載し、使用者に注
意喚起を行っている。　また、（社）日本電機工
業会でも、毎年扇風機の安全点検チラシを作成し
、ユーザーへの啓発活動を行っている。

消費者センター

(受付:2007/11/06)使用期間：約３８年

Ｒ３０－ＳＸ

三菱電機（株）

(拡大被害)静岡県 (C1)

(事故発生地)



No. 0114

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-1336

2006/09/09

扇風機 　作業場の扇風機から出火し、約１０
平方メートルを焼損した。

　モーター巻線に短絡痕が認められたが、台座部に溶
融したモーターカバー等の樹脂が付着した痕跡はなく
、さらにモーター部のアルミダイキャストの溶融状態
は前面側に流れており、当該機は前面に倒れた状態で
燃焼した様相を呈していることから、使用中に転倒し
たことによって羽根（モーター）が拘束され、通常よ
り大きい電流によってモーター巻線が異常発熱したた
め、レイヤショートを起こし発火したもの推定される
。

　製品に起因しない事故であるため、措置はとら
なかった。
　なお、昭和６１年より長期使用の扇風機に対す
る安全点検実施の消費者啓発活動をカタログ、安
全点検ＰＲチラシ、ホームページ（平成８年より
掲載）等にて行うとともに、販売店及び消費生活
センター等を通じて消費者へチラシを配布してい
る。また平成１９年８月２５日付け新聞及びホー
ムページに、３０年以上経過した扇風機の使用を
中止する旨掲載している。

消防機関

(受付:2006/09/15)

製造事業者

使用期間：約３７年

ＥＦ－６ＤＡ

三洋電機（株）

(拡大被害)三重県 (F1)

(事故発生地)

2007-3477

2007/09/11

扇風機 　木造２階建て住宅から出火し、２階
を焼損した。扇風機付近の畳が激しく
焼けていた。

　当該機の内部配線、モータ巻線及び電源コードに溶
融痕等の異常は認められないことから、事故時に通電
はされておらず、延焼により焼損したものと推定され
る。

　製造業者等は不明であり、製品に起因しない事
故であるため、措置はとらなかった。 消防機関

(受付:2007/09/20)使用期間：不　明
(拡大被害)愛知県 (F2)

(事故発生地)

2006-2119

2006/08/01

扇風機 　長机に置いていた扇風機から発火し
、水と座布団で消火したが、煙を吸っ
て一時入院した。

　当該機の電源コードが本体根元付近で断線しており
、断線箇所に溶融痕が認められること、またモーター
部分が著しく焼損していることから、当該モーターの
レイヤショートあるいは、電源コードの半断線により
出火に至ったものと考えられるが、原因の特定はでき
なかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2006/11/28)使用期間：約３２年
(軽傷)京都府 (G1)

(事故発生地)

2006-3476

2007/02/17

扇風機 　店舗のショーケース上に置いてあっ
た扇風機付近から出火し、周辺を焼損
した。

　モーターに異常はなく、差し込みプラグのブッシン
グ付近に半断線状態が確認されたが発火の原因となる
痕跡はみつからなかった。また、事故品の焼損が著し
いため、原因の特定はできなかった。

　製造業者等は不明であり、事故原因が不明であ
るため、措置はとれなかった。 消防機関

(受付:2007/02/20)使用期間：約２５年
(拡大被害)沖縄県 (G1)

(事故発生地)



No. 0115

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-1960

2007/06/20

扇風機 　扇風機のスイッチを入れたところ、
羽根の付け根の後部より発火した。

　被害者の申し出では、事故品は燃えていたとのこと
であったが、事故品に発火・発煙等の痕跡は認められ
ず、通電試験においても正常に作動していることから
、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 消費者センター

(受付:2007/06/22)使用期間：約２年９か月
(被害なし)京都府 (G1)

(事故発生地)

2007-3920

2007/10/13

扇風機（クリップ式） 　百貨店の試着室のクリップ型扇風機
から煙が出て、モーターと電源コード
が焼け焦げた。

　内部配線が首振り用可動部品（歯車やリンク部品）
に接触せず、また内部配線に応力が集中しないように
、内部配線を結束バンドで緩く束ねるべきところを強
く締めていたため、首振り時に内部配線に応力が集中
し、半断線又は断線状態となり、スパークを生じ発熱
・発火したものと推定される。

　他に同種事故が発生はなく、単品不良とみられ
ることから、措置はとらなかった。
　なお、当該製品は既に製造を終了しており、今
後製造を行う時は結束方法の指導等を強化する。

不明

(受付:2007/10/24)使用期間：不　明

Ｃ－ＣＨ１８

（株）ミュージーコーポレ
ーション

(製品破損)神奈川県 (A2)

(事故発生地)

2006-1025

2006/07/12

扇風機（壁掛用） 　福祉施設１階の屋外洗濯場に設置さ
れた壁掛扇風機から出火し、下に置い
ていた洗濯機も焼損した。

　事故品のモーター巻線に溶融痕が認められ、屋外に
設置使用されていたことから、長期使用（約３０年）
により、モーター巻線が絶縁劣化し、レイヤーショー
トが発生し、短絡・スパークし、出火したものと推定
される。

　他に同種事故が発生していないことから、措置
はとらなかった。
　なお、同型品については既に生産を終了してお
り、カタログ、取扱説明書、ホームページ上で、
扇風機の使い方や安全に関する注意を行っており
、長期使用の扇風機に対する「愛情点検」運動を
実地している。また、（社）日本電機工業会は「
扇風機の安全点検・使用の啓発ＰＲ」として消費
者啓発運動を毎年行っている。

製造事業者

(受付:2006/08/10)使用期間：約３０年

Ｆ－３０Ｔ１Ｇ

松下精工（株）

(拡大被害)神奈川県 (C1)

(事故発生地)

2007-0408

2007/04/17

扇風機（壁掛用） 　鉄筋５階建てホテルのボイラー室内
に設置されていた壁掛扇風機が焼損し
た。

　長期使用（約１５年）によりモーター起動用コンデ
ンサーに絶縁劣化が生じ、内部短絡して発火し、火災
に至ったものと推定される。
　なお、出火時までの２年間は、ボイラー室内に干し
ていた洗濯物を乾燥させるため、強・首振り状態で連
続使用されていた。

　経年劣化とみられる事故であるため、措置はと
らなかった。
　なお、（社）日本電機工業会では毎年扇風機の
安全点検チラシを作成し、ユーザーへの啓発活動
を行っている。

消防機関

(受付:2007/04/24)使用期間：約１５年

不明

不明

(製品破損)福島県 (C1)

(事故発生地)
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管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-4186

2007/09/05

洗面化粧台 　洗面化粧台の鏡扉が外れた。 　鏡扉は当該品の収納スペースに上下２箇所の丁番に
より取り付けられており、開閉の繰り返しにより、 丁
番のカシメピンと金具が磨耗し、ピンが脱落し扉が外
れたものと推定される。
　なお、扉については開閉試験を行って耐久性を確認
しているが、過負荷や偏荷重への考慮不足により、強
度が不足したものと考えられる。

　平成１９年９月からホームページに丁番の異状
についての注意喚起を掲載し、点検・修理を行っ
ている。　また、平成１６年１０月より丁番のカ
シメ部を摩耗しにくい構造に変更した。

製造事業者

(受付:2007/10/31)使用期間：不　明

リサーラⅡ

ヤマハリビングテック（株
）

(製品破損)大阪府 (A1)

(事故発生地)

2007-4187

2000/08/03

洗面化粧台 　洗面化粧台の鏡扉の丁番が外れて左
頬に当たり、打撲を負った。

　鏡扉は当該品の収納スペースに上下２箇所の丁番に
より取り付けられており、開閉の繰り返しにより、丁
番のカシメピンと金具が磨耗し、ピンが脱落し扉が外
れたものと推定される。
　なお、扉については開閉試験を行って耐久性を確認
しているが、過負荷や偏荷重への考慮不足により、強
度が不足したものと考えられる。

　平成１９年９月からホームページに丁番の異状
についての注意喚起を掲載し、点検・修理を行っ
ている。　また、平成１６年１０月より丁番のカ
シメ部を摩耗しにくい構造に変更した。

製造事業者

(受付:2007/10/31)使用期間：約１年３か月

リベロ

ヤマハリビングテック（株
）

(軽傷)大阪府 (A1)

(事故発生地)

2007-4188

2004/05/30

洗面化粧台 　洗面化粧台の上部の丁番が外れて鏡
扉が手の甲に当たり、甲が腫れた。

　鏡扉は当該品の収納スペースに上下２箇所の丁番に
より取り付けられており、開閉の繰り返しにより、丁
番のカシメピンと金具が磨耗し、ピンが脱落し扉が外
れたものと推定される。
　なお、扉については開閉試験を行って耐久性を確認
しているが、過負荷や偏荷重への考慮不足により、強
度が不足したものと考えられる。

　平成１９年９月からホームページに丁番の異状
についての注意喚起を掲載し、点検・修理を行っ
ている　また、平成１６年１０月より丁番のカシ
メ部を摩耗しにくい構造に変更した。

製造事業者

(受付:2007/10/31)使用期間：約３年４か月

リベロ

ヤマハリビングテック（株
）

(軽傷)長野県 (A1)

(事故発生地)

2007-4189

2007/08/19

洗面化粧台 　洗面化粧台の鏡扉の右上の丁番が外
れて落下し、打撲を負った。

　鏡扉は当該品の収納スペースに上下２箇所の丁番に
より取り付けられており、開閉の繰り返しにより、丁
番のカシメピンと金具が磨耗し、ピンが脱落し扉が外
れたものと推定される。
　なお、扉については開閉試験を行って耐久性を確認
しているが、過負荷や偏荷重への考慮不足により、強
度が不足したものと考えられる。

　平成１９年９月からホームページに丁番の異状
についての注意喚起を掲載し、点検・修理を行っ
ている。　また、平成１６年１０月より丁番のカ
シメ部を摩耗しにくい構造に変更した。

製造事業者

(受付:2007/10/31)使用期間：不　明

ラバージュ

ヤマハリビングテック（株
）

(軽傷)愛知県 (A1)

(事故発生地)



No. 0117

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-4190

2004/10/25

洗面化粧台 　洗面化粧台の鏡扉が落下し、頭部に
けがを負った。

　鏡扉は当該品の収納スペースに上下２箇所の丁番に
より取り付けられており、開閉の繰り返しにより、丁
番のカシメピンと金具が磨耗し、ピンが脱落し扉が外
れたものと推定される。
　なお、扉については開閉試験を行って耐久性を確認
しているが、過負荷や偏荷重への考慮不足により、強
度が不足したものと考えられる。

　平成１９年９月からホームページに丁番の異状
についての注意喚起を掲載し、点検・修理を行っ
ている。   また、平成１６年１０月より丁番のカ
シメ部を摩耗しにくい構造に変更した。

製造事業者

(受付:2007/10/31)使用期間：約４年６か月

リサーラⅡ（ブランド：ヤ
マハ）

ヤマハリビングテック（株
）

(軽傷)東京都 (A1)

(事故発生地)

2007-4191

2005/06/09

洗面化粧台 　洗面化粧台の鏡扉を開いたところ、
扉の上部が外れて倒れ、右肩に当たり
青あざになった。

　鏡扉は当該品の収納スペースに上下２箇所の丁番に
より取り付けられており、開閉の繰り返しにより、丁
番のカシメピンと金具が磨耗し、ピンが脱落し扉が外
れたものと推定される。
　なお、扉については開閉試験を行って耐久性を確認
しているが、過負荷や偏荷重への考慮不足により、強
度が不足したものと考えられる。

　平成１９年９月からホームページに丁番の異状
についての注意喚起を掲載し、点検・修理を行っ
ている。　また、平成１６年１０月より丁番のカ
シメ部を摩耗しにくい構造に変更した。

製造事業者

(受付:2007/10/31)使用期間：約３年４か月

リサーラⅡ（ブランド：ヤ
マハ）

ヤマハリビングテック（株
）

(軽傷)大阪府 (A1)

(事故発生地)

2007-4192

2005/08/09

洗面化粧台 　洗面化粧台の鏡扉の丁番が破損して
扉が脱落し、子供の頭に当たってけが
を負った。

　鏡扉は当該品の収納スペースに上下２箇所の丁番に
より取り付けられており、開閉の繰り返しにより、丁
番のカシメピンと金具が磨耗し、ピンが脱落し扉が外
れたものと推定される。
　なお、扉については開閉試験を行って耐久性を確認
しているが、過負荷や偏荷重への考慮不足により、強
度が不足したものと考えられる。

　平成１９年９月からホームページに丁番の異状
についての注意喚起を掲載し、点検・修理を行っ
ている。  また、平成１６年１０月より丁番のカシ
メ部を摩耗しにくい構造に変更した。

製造事業者

(受付:2007/10/31)使用期間：約３年４か月

リサーラⅡ（ブランド：ヤ
マハ）

ヤマハリビングテック（株
）

(軽傷)埼玉県 (A1)

(事故発生地)

2007-4193

2006/08/01

洗面化粧台 　洗面化粧台の右扉を開けたところ、
鏡扉が倒れて頭部に当たり、右眉に打
撲を負った。

　鏡扉は当該品の収納スペースに上下２箇所の丁番に
より取り付けられており、開閉の繰り返しにより、丁
番のカシメピンと金具が磨耗し、ピンが脱落し扉が外
れたものと推定される。
　なお、扉については開閉試験を行って耐久性を確認
しているが、過負荷や偏荷重への考慮不足により、強
度が不足したものと考えられる。

　平成１９年９月からホームページに丁番の異状
についての注意喚起を掲載し、点検・修理を行っ
ている。  また、平成１６年１０月より丁番のカシ
メ部を摩耗しにくい構造に変更した。

製造事業者

(受付:2007/10/31)使用期間：約２年８か月

ラバージュ（ブランド：ヤ
マハ）

ヤマハリビングテック（株
）

(軽傷)兵庫県 (A1)

(事故発生地)



No. 0118

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-4194

2007/04/26

洗面化粧台 　洗面化粧台の鏡扉が落ちて、頭に当
たり前頭部にこぶができた。

　鏡扉は当該品の収納スペースに上下２箇所の丁番に
より取り付けられており、開閉の繰り返しにより、丁
番のカシメピンと金具が磨耗し、ピンが脱落し扉が外
れたものと推定される。
　なお、扉については開閉試験を行って耐久性を確認
しているが、過負荷や偏荷重への考慮不足により、強
度が不足したものと考えられる。

　平成１９年９月からホームページに丁番の異状
についての注意喚起を掲載し、点検・修理を行っ
ている。　また、平成１６年１０月より丁番のカ
シメ部を摩耗しにくい構造に変更した。

製造事業者

(受付:2007/10/31)使用期間：約３年１１か月

リサーラⅡ

ヤマハリビングテック（株
）

(軽傷)神奈川県 (A1)

(事故発生地)

2007-4195

2007/06/20

洗面化粧台 　洗面化粧台の鏡扉の丁番が外れて腕
にあたり、内出血した。

　鏡扉は当該品の収納スペースに上下２箇所の丁番に
より取り付けられており、開閉の繰り返しにより、丁
番のカシメピンと金具が磨耗し、ピンが脱落し扉が外
れたものと推定される。
　なお、扉については開閉試験を行って耐久性を確認
しているが、過負荷や偏荷重への考慮不足により、強
度が不足したものと考えられる。

　平成１９年９月からホームページに丁番の異状
についての注意喚起を掲載し、点検・修理を行っ
ている。　また、平成１６年１０月より丁番のカ
シメ部を摩耗しにくい構造に変更した。

製造事業者

(受付:2007/10/31)使用期間：約５年２か月

リサーラⅡ

ヤマハリビングテック（株
）

(軽傷)東京都 (A1)

(事故発生地)

2007-4196

2007/08/01

洗面化粧台 　洗面化粧台の鏡扉が外れ、鏡が割れ
て手を切った。

　鏡扉は当該品の収納スペースに上下２箇所の丁番に
より取り付けられており、開閉の繰り返しにより、丁
番のカシメピンと金具が磨耗し、ピンが脱落し扉が外
れたものと推定される。
　なお、扉については開閉試験を行って耐久性を確認
しているが、過負荷や偏荷重への考慮不足により、強
度が不足したものと考えられる。

　平成１９年９月からホームページに丁番の異状
についての注意喚起を掲載し、点検・修理を行っ
ている。　また、平成１６年１０月より丁番のカ
シメ部を摩耗しにくい構造に変更した。

製造事業者

(受付:2007/10/31)使用期間：約６年５か月

リサーラⅡ

ヤマハリビングテック（株
）

(軽傷)埼玉県 (A1)

(事故発生地)

2007-4197

2007/08/16

洗面化粧台 　洗面化粧台の中央の鏡扉が倒れてき
て、額にこぶができた。

　鏡扉は当該品の収納スペースに上下２箇所の丁番に
より取り付けられており、開閉の繰り返しにより、丁
番のカシメピンと金具が磨耗し、ピンが脱落し扉が外
れたものと推定される。
　なお、扉については開閉試験を行って耐久性を確認
しているが、過負荷や偏荷重への考慮不足により、強
度が不足したものと考えられる。

　平成１９年９月からホームページに丁番の異状
についての注意喚起を掲載し、点検・修理を行っ
ている。　また、平成１６年１０月より丁番のカ
シメ部を摩耗しにくい構造に変更した。

製造事業者

(受付:2007/10/31)使用期間：約３年６か月

ラバージュ

ヤマハリビングテック（株
）

(軽傷)千葉県 (A1)

(事故発生地)



No. 0119

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-4546

2001/07/02

洗面化粧台 　洗面化粧台の鏡扉の丁番部分が破損
し、鏡扉が外れた。

　鏡扉は当該品の収納スペースに上下２箇所の丁番に
より取り付けられており、開閉の繰り返しにより、丁
番のカシメピンと金具が磨耗し、ピンが脱落し扉が外
れたものと推定される。
　なお、扉については開閉試験を行って耐久性を確認
しているが、過負荷や偏荷重への考慮不足により、強
度が不足したものと考えられる。

　平成１９年９月からホームページに丁番の異状
についての注意喚起を掲載し、点検・修理を行っ
ている。　また、平成１６年１０月より丁番のカ
シメ部を摩耗しにくい構造に変更した。

製造事業者

(受付:2007/11/27)使用期間：不　明

リサーラⅡ

ヤマハリビングテック（株
）

(製品破損)群馬県 (A1)

(事故発生地)

2007-4547

2001/07/30

洗面化粧台 　洗面化粧台の鏡扉の丁番部分が破損
し、鏡扉が脱落した。

　鏡扉は当該品の収納スペースに上下２箇所の丁番に
より取り付けられており、開閉の繰り返しにより、丁
番のカシメピンと金具が磨耗し、ピンが脱落し扉が外
れたものと推定される。
　なお、扉については開閉試験を行って耐久性を確認
しているが、過負荷や偏荷重への考慮不足により、強
度が不足したものと考えられる。

　平成１９年９月からホームページに丁番の異状
についての注意喚起を掲載し、点検・修理を行っ
ている。　また、平成１６年１０月より丁番のカ
シメ部を摩耗しにくい構造に変更した。

製造事業者

(受付:2007/11/27)使用期間：不　明

リサーラⅡ

ヤマハリビングテック（株
）

(製品破損)大阪府 (A1)

(事故発生地)

2007-4548

2002/06/17

洗面化粧台 　洗面化粧台の鏡扉の丁番部分が破損
し、鏡扉が脱落した。

　鏡扉は当該品の収納スペースに上下２箇所の丁番に
より取り付けられており、開閉の繰り返しにより、丁
番のカシメピンと金具が磨耗し、ピンが脱落し扉が外
れたものと推定される。
　なお、扉については開閉試験を行って耐久性を確認
しているが、過負荷や偏荷重への考慮不足により、強
度が不足したものと考えられる。

　平成１９年９月からホームページに丁番の異状
についての注意喚起を掲載し、点検・修理を行っ
ている。　また、平成１６年１０月より丁番のカ
シメ部を摩耗しにくい構造に変更した。

製造事業者

(受付:2007/11/27)使用期間：不　明

リサーラⅡ

ヤマハリビングテック（株
）

(製品破損)広島県 (A1)

(事故発生地)

2007-4549

2002/08/08

洗面化粧台 　洗面化粧台の鏡扉が破損した。 　鏡扉は当該品の収納スペースに上下２箇所の丁番に
より取り付けられており、開閉の繰り返しにより、丁
番のカシメピンと金具が磨耗し、ピンが脱落し扉が外
れたものと推定される。
　なお、扉については開閉試験を行って耐久性を確認
しているが、過負荷や偏荷重への考慮不足により、強
度が不足したものと考えられる。

　平成１９年９月からホームページに丁番の異状
についての注意喚起を掲載し、点検・修理を行っ
ている。　また、平成１６年１０月より丁番のカ
シメ部を摩耗しにくい構造に変更した。

製造事業者

(受付:2007/11/27)使用期間：不　明

ラバージュ

ヤマハリビングテック（株
）

(製品破損)静岡県 (A1)

(事故発生地)



No. 0120

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-4550

2003/01/06

洗面化粧台 　洗面化粧台の鏡扉の丁番部分が破損
し、鏡扉が脱落した。

　鏡扉は当該品の収納スペースに上下２箇所の丁番に
より取り付けられており、開閉の繰り返しにより、丁
番のカシメピンと金具が磨耗し、ピンが脱落し扉が外
れたものと推定される。
　なお、扉については開閉試験を行って耐久性を確認
しているが、過負荷や偏荷重への考慮不足により、強
度が不足したものと考えられる。

　平成１９年９月からホームページに丁番の異状
についての注意喚起を掲載し、点検・修理を行っ
ている。　また、平成１６年１０月より丁番のカ
シメ部を摩耗しにくい構造に変更した。

製造事業者

(受付:2007/11/27)使用期間：不　明

リサーラⅡ

ヤマハリビングテック（株
）

(製品破損)京都府 (A1)

(事故発生地)

2007-4551

2003/04/15

洗面化粧台 　洗面化粧台の鏡扉が脱落した。 　鏡扉は当該品の収納スペースに上下２箇所の丁番に
より取り付けられており、開閉の繰り返しにより、丁
番のカシメピンと金具が磨耗し、ピンが脱落し扉が外
れたものと推定される。
　なお、扉については開閉試験を行って耐久性を確認
しているが、過負荷や偏荷重への考慮不足により、強
度が不足したものと考えられる。

　平成１９年９月からホームページに丁番の異状
についての注意喚起を掲載し、点検・修理を行っ
ている。　また、平成１６年１０月より丁番のカ
シメ部を摩耗しにくい構造に変更した。

製造事業者

(受付:2007/11/27)使用期間：不　明

リサーラⅡ

ヤマハリビングテック（株
）

(製品破損)静岡県 (A1)

(事故発生地)

2007-4552

2003/07/22

洗面化粧台 　洗面化粧台の鏡扉の丁番部分が破損
し、鏡扉が落下した。

　鏡扉は当該品の収納スペースに上下２箇所の丁番に
より取り付けられており、開閉の繰り返しにより、丁
番のカシメピンと金具が磨耗し、ピンが脱落し扉が外
れたものと推定される。
　なお、扉については開閉試験を行って耐久性を確認
しているが、過負荷や偏荷重への考慮不足により、強
度が不足したものと考えられる。

　平成１９年９月からホームページに丁番の異状
についての注意喚起を掲載し、点検・修理を行っ
ている。　また、平成１６年１０月より丁番のカ
シメ部を摩耗しにくい構造に変更した。

製造事業者

(受付:2007/11/27)使用期間：不　明

リサーラⅡ

ヤマハリビングテック（株
）

(製品破損)茨城県 (A1)

(事故発生地)

2007-4553

2003/08/25

洗面化粧台 　洗面化粧台の鏡扉が外れた。 　鏡扉は当該品の収納スペースに上下２箇所の丁番に
より取り付けられており、開閉の繰り返しにより、丁
番のカシメピンと金具が磨耗し、ピンが脱落し扉が外
れたものと推定される。
　なお、扉については開閉試験を行って耐久性を確認
しているが、過負荷や偏荷重への考慮不足により、強
度が不足したものと考えられる。

　平成１９年９月からホームページに丁番の異状
についての注意喚起を掲載し、点検・修理を行っ
ている。　また、平成１６年１０月より丁番のカ
シメ部を摩耗しにくい構造に変更した。

製造事業者

(受付:2007/11/27)使用期間：不　明

リサーラⅡ

ヤマハリビングテック（株
）

(製品破損)北海道 (A1)

(事故発生地)



No. 0121

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-4554

2004/01/28

洗面化粧台 　洗面化粧台の鏡扉が落下した。 　鏡扉は当該品の収納スペースに上下２箇所の丁番に
より取り付けられており、開閉の繰り返しにより、丁
番のカシメピンと金具が磨耗し、ピンが脱落し扉が外
れたものと推定される。
　なお、扉については開閉試験を行って耐久性を確認
しているが、過負荷や偏荷重への考慮不足により、強
度が不足したものと考えられる。

　平成１９年９月からホームページに丁番の異状
についての注意喚起を掲載し、点検・修理を行っ
ている。　また、平成１６年１０月より丁番のカ
シメ部を摩耗しにくい構造に変更した。

製造事業者

(受付:2007/11/27)使用期間：不　明

リサーラⅡ

ヤマハリビングテック（株
）

(製品破損)東京都 (A1)

(事故発生地)

2007-4555

2004/08/06

洗面化粧台 　洗面化粧台の鏡扉が外れた。 　鏡扉は当該品の収納スペースに上下２箇所の丁番に
より取り付けられており、開閉の繰り返しにより、丁
番のカシメピンと金具が磨耗し、ピンが脱落し扉が外
れたものと推定される。
　なお、扉については開閉試験を行って耐久性を確認
しているが、過負荷や偏荷重への考慮不足により、強
度が不足したものと考えられる。

　平成１９年９月からホームページに丁番の異状
についての注意喚起を掲載し、点検・修理を行っ
ている。　また、平成１６年１０月より丁番のカ
シメ部を摩耗しにくい構造に変更した。

製造事業者

(受付:2007/11/27)使用期間：不　明

ルームズ

ヤマハリビングテック（株
）

(製品破損)神奈川県 (A1)

(事故発生地)

2007-4556

2004/12/20

洗面化粧台 　洗面化粧台の鏡扉が脱落した。 　鏡扉は当該品の収納スペースに上下２箇所の丁番に
より取り付けられており、開閉の繰り返しにより、丁
番のカシメピンと金具が磨耗し、ピンが脱落し扉が外
れたものと推定される。
　なお、扉については開閉試験を行って耐久性を確認
しているが、過負荷や偏荷重への考慮不足により、強
度が不足したものと考えられる。

　平成１９年９月からホームページに丁番の異状
についての注意喚起を掲載し、点検・修理を行っ
ている。　また、平成１６年１０月より丁番のカ
シメ部を摩耗しにくい構造に変更した。

製造事業者

(受付:2007/11/27)使用期間：不　明

ルームズ

ヤマハリビングテック（株
）

(製品破損)長野県 (A1)

(事故発生地)

2007-4557

2005/01/31

洗面化粧台 　洗面化粧台の鏡扉が落下した。 　鏡扉は当該品の収納スペースに上下２箇所の丁番に
より取り付けられており、開閉の繰り返しにより、丁
番のカシメピンと金具が磨耗し、ピンが脱落し扉が外
れたものと推定される。
　なお、扉については開閉試験を行って耐久性を確認
しているが、過負荷や偏荷重への考慮不足により、強
度が不足したものと考えられる。

　平成１９年９月からホームページに丁番の異状
についての注意喚起を掲載し、点検・修理を行っ
ている。　また、平成１６年１０月より丁番のカ
シメ部を摩耗しにくい構造に変更した。

製造事業者

(受付:2007/11/27)使用期間：不　明

リサーラⅡ

ヤマハリビングテック（株
）

(製品破損)静岡県 (A1)

(事故発生地)



No. 0122

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-4558

2005/06/20

洗面化粧台 　洗面化粧台の鏡扉が落下した。 　鏡扉は当該品の収納スペースに上下２箇所の丁番に
より取り付けられており、開閉の繰り返しにより、丁
番のカシメピンと金具が磨耗し、ピンが脱落し扉が外
れたものと推定される。
　なお、扉については開閉試験を行って耐久性を確認
しているが、過負荷や偏荷重への考慮不足により、強
度が不足したものと考えられる。

　平成１９年９月からホームページに丁番の異状
についての注意喚起を掲載し、点検・修理を行っ
ている。　また、平成１６年１０月より丁番のカ
シメ部を摩耗しにくい構造に変更した。

製造事業者

(受付:2007/11/27)使用期間：不　明

リベロ

ヤマハリビングテック（株
）

(製品破損)長野県 (A1)

(事故発生地)

2007-4559

2005/07/20

洗面化粧台 　洗面化粧台の鏡扉の丁番部分が破損
し、鏡扉が脱落した。

　鏡扉は当該品の収納スペースに上下２箇所の丁番に
より取り付けられており、開閉の繰り返しにより、丁
番のカシメピンと金具が磨耗し、ピンが脱落し扉が外
れたものと推定される。　　なお、扉については開閉
試験を行って耐久性を確認しているが、過負荷や偏荷
重への考慮不足により、強度が不足したものと考えら
れる。

　平成１９年９月からホームページに丁番の異状
についての注意喚起を掲載し、点検・修理を行っ
ている。　また、平成１６年１０月より丁番のカ
シメ部を摩耗しにくい構造に変更した。

製造事業者

(受付:2007/11/27)使用期間：不　明

リサーラⅡ

ヤマハリビングテック（株
）

(製品破損)東京都 (A1)

(事故発生地)

2007-4560

2005/07/27

洗面化粧台 　洗面化粧台の鏡扉が外れた。 　鏡扉は当該品の収納スペースに上下２箇所の丁番に
より取り付けられており、開閉の繰り返しにより、丁
番のカシメピンと金具が磨耗し、ピンが脱落し扉が外
れたものと推定される。
　なお、扉については開閉試験を行って耐久性を確認
しているが、過負荷や偏荷重への考慮不足により、強
度が不足したものと考えられる。

　平成１９年９月からホームページに丁番の異状
についての注意喚起を掲載し、点検・修理を行っ
ている。　また、平成１６年１０月より丁番のカ
シメ部を摩耗しにくい構造に変更した。

製造事業者

(受付:2007/11/27)使用期間：不　明

リサーラⅡ

ヤマハリビングテック（株
）

(製品破損)神奈川県 (A1)

(事故発生地)

2007-4561

2005/08/01

洗面化粧台 　洗面化粧台の丁番部分が磨り減り、
鏡扉が外れた。

　鏡扉は当該品の収納スペースに上下２箇所の丁番に
より取り付けられており、開閉の繰り返しにより、丁
番のカシメピンと金具が磨耗し、ピンが脱落し扉が外
れたものと推定される。
　なお、扉については開閉試験を行って耐久性を確認
しているが、過負荷や偏荷重への考慮不足により、強
度が不足したものと考えられる。

　平成１９年９月からホームページに丁番の異状
についての注意喚起を掲載し、点検・修理を行っ
ている。　また、平成１６年１０月より丁番のカ
シメ部を摩耗しにくい構造に変更した。

製造事業者

(受付:2007/11/27)使用期間：不　明

ラバージュ

ヤマハリビングテック（株
）

(製品破損)宮城県 (A1)

(事故発生地)



No. 0123

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-4562

2005/08/08

洗面化粧台 　洗面化粧台の鏡扉が落下した。 　鏡扉は当該品の収納スペースに上下２箇所の丁番に
より取り付けられており、開閉の繰り返しにより、丁
番のカシメピンと金具が磨耗し、ピンが脱落し扉が外
れたものと推定される。
　なお、扉については開閉試験を行って耐久性を確認
しているが、過負荷や偏荷重への考慮不足により、強
度が不足したものと考えられる。

　平成１９年９月からホームページに丁番の異状
についての注意喚起を掲載し、点検・修理を行っ
ている。　また、平成１６年１０月より丁番のカ
シメ部を摩耗しにくい構造に変更した。

製造事業者

(受付:2007/11/27)使用期間：不　明

リサーラⅡ

ヤマハリビングテック（株
）

(製品破損)東京都 (A1)

(事故発生地)

2007-4563

2005/08/09

洗面化粧台 　洗面化粧台の鏡扉の丁番部分が破損
し、鏡扉が取れた。

　鏡扉は当該品の収納スペースに上下２箇所の丁番に
より取り付けられており、開閉の繰り返しにより、丁
番のカシメピンと金具が磨耗し、ピンが脱落し扉が外
れたものと推定される。
　なお、扉については開閉試験を行って耐久性を確認
しているが、過負荷や偏荷重への考慮不足により、強
度が不足したものと考えられる。

　平成１９年９月からホームページに丁番の異状
についての注意喚起を掲載し、点検・修理を行っ
ている。　また、平成１６年１０月より丁番のカ
シメ部を摩耗しにくい構造に変更した。

製造事業者

(受付:2007/11/27)使用期間：不　明

リサーラⅡ

ヤマハリビングテック（株
）

(製品破損)埼玉県 (A1)

(事故発生地)

2007-4564

2005/08/22

洗面化粧台 　洗面化粧台の鏡扉の丁番部分が変形
し、鏡扉が脱落した。

　鏡扉は当該品の収納スペースに上下２箇所の丁番に
より取り付けられており、開閉の繰り返しにより、丁
番のカシメピンと金具が磨耗し、ピンが脱落し扉が外
れたものと推定される。
　なお、扉については開閉試験を行って耐久性を確認
しているが、過負荷や偏荷重への考慮不足により、強
度が不足したものと考えられる。

　平成１９年９月からホームページに丁番の異状
についての注意喚起を掲載し、点検・修理を行っ
ている。　また、平成１６年１０月より丁番のカ
シメ部を摩耗しにくい構造に変更した。

製造事業者

(受付:2007/11/27)使用期間：不　明

リサーラⅡ

ヤマハリビングテック（株
）

(製品破損)東京都 (A1)

(事故発生地)

2007-4565

2006/05/23

洗面化粧台 　洗面化粧台の鏡扉の丁番部分が破損
し、鏡扉が外れた。

　鏡扉は当該品の収納スペースに上下２箇所の丁番に
より取り付けられており、開閉の繰り返しにより、丁
番のカシメピンと金具が磨耗し、ピンが脱落し扉が外
れたものと推定される。
　なお、扉については開閉試験を行って耐久性を確認
しているが、過負荷や偏荷重への考慮不足により、強
度が不足したものと考えられる。

　平成１９年９月からホームページに丁番の異状
についての注意喚起を掲載し、点検・修理を行っ
ている。　また、平成１６年１０月より丁番のカ
シメ部を摩耗しにくい構造に変更した。

製造事業者

(受付:2007/11/27)使用期間：不　明

リサーラⅡ

ヤマハリビングテック（株
）

(製品破損)鹿児島県 (A1)

(事故発生地)



No. 0124

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-4566

2006/05/29

洗面化粧台 　洗面化粧台の鏡扉の丁番部分が摩耗
してがたつき、鏡扉が外れた。

　鏡扉は当該品の収納スペースに上下２箇所の丁番に
より取り付けられており、開閉の繰り返しにより、丁
番のカシメピンと金具が磨耗し、ピンが脱落し扉が外
れたものと推定される。
　なお、扉については開閉試験を行って耐久性を確認
しているが、過負荷や偏荷重への考慮不足により、強
度が不足したものと考えられる。

　平成１９年９月からホームページに丁番の異状
についての注意喚起を掲載し、点検・修理を行っ
ている。　また、平成１６年１０月より丁番のカ
シメ部を摩耗しにくい構造に変更した。

製造事業者

(受付:2007/11/27)使用期間：不　明

リサーラⅡ

ヤマハリビングテック（株
）

(製品破損)埼玉県 (A1)

(事故発生地)

2007-4567

2006/06/05

洗面化粧台 　洗面化粧台の丁番の不具合で、鏡扉
が外れた。

　鏡扉は当該品の収納スペースに上下２箇所の丁番に
より取り付けられており、開閉の繰り返しにより、丁
番のカシメピンと金具が磨耗し、ピンが脱落し扉が外
れたものと推定される。
　なお、扉については開閉試験を行って耐久性を確認
しているが、過負荷や偏荷重への考慮不足により、強
度が不足したものと考えられる。

　平成１９年９月からホームページに丁番の異状
についての注意喚起を掲載し、点検・修理を行っ
ている。　また、平成１６年１０月より丁番のカ
シメ部を摩耗しにくい構造に変更した。

製造事業者

(受付:2007/11/27)使用期間：不　明

リサーラⅡ

ヤマハリビングテック（株
）

(製品破損)長野県 (A1)

(事故発生地)

2007-4568

2006/06/28

洗面化粧台 　洗面化粧台の鏡扉が外れた。 　鏡扉は当該品の収納スペースに上下２箇所の丁番に
より取り付けられており、開閉の繰り返しにより、丁
番のカシメピンと金具が磨耗し、ピンが脱落し扉が外
れたものと推定される。
　なお、扉については開閉試験を行って耐久性を確認
しているが、過負荷や偏荷重への考慮不足により、強
度が不足したものと考えられる。

　平成１９年９月からホームページに丁番の異状
についての注意喚起を掲載し、点検・修理を行っ
ている。　また、平成１６年１０月より丁番のカ
シメ部を摩耗しにくい構造に変更した。

製造事業者

(受付:2007/11/27)使用期間：不　明

リサーラⅡ

ヤマハリビングテック（株
）

(製品破損)埼玉県 (A1)

(事故発生地)

2007-4569

2006/06/30

洗面化粧台 　洗面化粧台の鏡扉の丁番が外れ、鏡
扉が取れた。

　鏡扉は当該品の収納スペースに上下２箇所の丁番に
より取り付けられており、開閉の繰り返しにより、丁
番のカシメピンと金具が磨耗し、ピンが脱落し扉が外
れたものと推定される。
　なお、扉については開閉試験を行って耐久性を確認
しているが、過負荷や偏荷重への考慮不足により、強
度が不足したものと考えられる。

　平成１９年９月からホームページに丁番の異状
についての注意喚起を掲載し、点検・修理を行っ
ている。　また、平成１６年１０月より丁番のカ
シメ部を摩耗しにくい構造に変更した。

製造事業者

(受付:2007/11/27)使用期間：不　明

リサーラⅡ

ヤマハリビングテック（株
）

(製品破損)東京都 (A1)

(事故発生地)



No. 0125

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-4570

2006/07/24

洗面化粧台 　洗面化粧台の鏡扉の上部分が外れて
落ち、鏡扉内側の配線のカバーが破れ
た。

　鏡扉は当該品の収納スペースに上下２箇所の丁番に
より取り付けられており、開閉の繰り返しにより、丁
番のカシメピンと金具が磨耗し、ピンが脱落し扉が外
れたものと推定される。
　なお、扉については開閉試験を行って耐久性を確認
しているが、過負荷や偏荷重への考慮不足により、強
度が不足したものと考えられる。

　平成１９年９月からホームページに丁番の異状
についての注意喚起を掲載し、点検・修理を行っ
ている。　また、平成１６年１０月より丁番のカ
シメ部を摩耗しにくい構造に変更した。

製造事業者

(受付:2007/11/27)使用期間：不　明

ラバージュ

ヤマハリビングテック（株
）

(製品破損)大阪府 (A1)

(事故発生地)

2007-4571

2006/07/28

洗面化粧台 　洗面化粧台の鏡扉が外れた。 　鏡扉は当該品の収納スペースに上下２箇所の丁番に
より取り付けられており、開閉の繰り返しにより、丁
番のカシメピンと金具が磨耗し、ピンが脱落し扉が外
れたものと推定される。
　なお、扉については開閉試験を行って耐久性を確認
しているが、過負荷や偏荷重への考慮不足により、強
度が不足したものと考えられる。

　平成１９年９月からホームページに丁番の異状
についての注意喚起を掲載し、点検・修理を行っ
ている。　また、平成１６年１０月より丁番のカ
シメ部を摩耗しにくい構造に変更した。

製造事業者

(受付:2007/11/27)使用期間：不　明

リサーラⅡ

ヤマハリビングテック（株
）

(製品破損)静岡県 (A1)

(事故発生地)

2007-4572

2006/08/04

洗面化粧台 �　  洗面化粧台の上部の丁番が外れて鏡
扉が倒れてきた。

　鏡扉は当該品の収納スペースに上下２箇所の丁番に
より取り付けられており、開閉の繰り返しにより、丁
番のカシメピンと金具が磨耗し、ピンが脱落し扉が外
れたものと推定される。
　なお、扉については開閉試験を行って耐久性を確認
しているが、過負荷や偏荷重への考慮不足により、強
度が不足したものと考えられる。

　平成１９年９月からホームページに丁番の異状
についての注意喚起を掲載し、点検・修理を行っ
ている。　また、平成１６年１０月より丁番のカ
シメ部を摩耗しにくい構造に変更した。

製造事業者

(受付:2007/11/27)使用期間：不　明

リサーラⅡ

ヤマハリビングテック（株
）

(製品破損)奈良県 (A1)

(事故発生地)

2007-4573

2006/08/07

洗面化粧台 　洗面化粧台の左側の鏡扉が落ちた。 　鏡扉は当該品の収納スペースに上下２箇所の丁番に
より取り付けられており、開閉の繰り返しにより、丁
番のカシメピンと金具が磨耗し、ピンが脱落し扉が外
れたものと推定される。
　なお、扉については開閉試験を行って耐久性を確認
しているが、過負荷や偏荷重への考慮不足により、強
度が不足したものと考えられる。

　平成１９年９月からホームページに丁番の異状
についての注意喚起を掲載し、点検・修理を行っ
ている。　また、平成１６年１０月より丁番のカ
シメ部を摩耗しにくい構造に変更した。

製造事業者

(受付:2007/11/27)使用期間：不　明

リサーラⅡ

ヤマハリビングテック（株
）

(製品破損)神奈川県 (A1)

(事故発生地)



No. 0126

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-4574

2006/08/22

洗面化粧台 　洗面化粧台の丁番が下に曲がり鏡扉
が落下した。

　鏡扉は当該品の収納スペースに上下２箇所の丁番に
より取り付けられており、開閉の繰り返しにより、丁
番のカシメピンと金具が磨耗し、ピンが脱落し扉が外
れたものと推定される。
　なお、扉については開閉試験を行って耐久性を確認
しているが、過負荷や偏荷重への考慮不足により、強
度が不足したものと考えられる。

　平成１９年９月からホームページに丁番の異状
についての注意喚起を掲載し、点検・修理を行っ
ている。　また、平成１６年１０月より丁番のカ
シメ部を摩耗しにくい構造に変更した。

製造事業者

(受付:2007/11/27)使用期間：不　明

リサーラⅡ

ヤマハリビングテック（株
）

(製品破損)長野県 (A1)

(事故発生地)

2007-4575

2006/08/24

洗面化粧台 　洗面化粧台の丁番部分が変形し鏡扉
が外れた。

　鏡扉は当該品の収納スペースに上下２箇所の丁番に
より取り付けられており、開閉の繰り返しにより、丁
番のカシメピンと金具が磨耗し、ピンが脱落し扉が外
れたものと推定される。
　なお、扉については開閉試験を行って耐久性を確認
しているが、過負荷や偏荷重への考慮不足により、強
度が不足したものと考えられる。

　平成１９年９月からホームページに丁番の異状
についての注意喚起を掲載し、点検・修理を行っ
ている。　また、平成１６年１０月より丁番のカ
シメ部を摩耗しにくい構造に変更した。

製造事業者

(受付:2007/11/27)使用期間：不　明

リサーラⅡ

ヤマハリビングテック（株
）

(製品破損)神奈川県 (A1)

(事故発生地)

2007-4576

2006/09/11

洗面化粧台 　洗面化粧台の鏡扉が外れた。 　鏡扉は当該品の収納スペースに上下２箇所の丁番に
より取り付けられており、開閉の繰り返しにより、丁
番のカシメピンと金具が磨耗し、ピンが脱落し扉が外
れたものと推定される。
　なお、扉については開閉試験を行って耐久性を確認
しているが、過負荷や偏荷重への考慮不足により、強
度が不足したものと考えられる。

　平成１９年９月からホームページに丁番の異状
についての注意喚起を掲載し、点検・修理を行っ
ている。　また、平成１６年１０月より丁番のカ
シメ部を摩耗しにくい構造に変更した。

製造事業者

(受付:2007/11/27)使用期間：不　明

ジョリエ

ヤマハリビングテック（株
）

(製品破損)東京都 (A1)

(事故発生地)

2007-4577

2006/09/20

洗面化粧台 　洗面化粧台の鏡扉が外れた。 　鏡扉は当該品の収納スペースに上下２箇所の丁番に
より取り付けられており、開閉の繰り返しにより、丁
番のカシメピンと金具が磨耗し、ピンが脱落し扉が外
れたものと推定される。
　なお、扉については開閉試験を行って耐久性を確認
しているが、過負荷や偏荷重への考慮不足により、強
度が不足したものと考えられる。

　平成１９年９月からホームページに丁番の異状
についての注意喚起を掲載し、点検・修理を行っ
ている。　また、平成１６年１０月より丁番のカ
シメ部を摩耗しにくい構造に変更した。

製造事業者

(受付:2007/11/27)使用期間：不　明

ラバージュ

ヤマハリビングテック（株
）

(製品破損)静岡県 (A1)

(事故発生地)



No. 0127

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-4578

2006/09/25

洗面化粧台 　洗面化粧台の丁番部分が曲がり、鏡
扉が外れた。

　鏡扉は当該品の収納スペースに上下２箇所の丁番に
より取り付けられており、開閉の繰り返しにより、丁
番のカシメピンと金具が磨耗し、ピンが脱落し扉が外
れたものと推定される。
　なお、扉については開閉試験を行って耐久性を確認
しているが、過負荷や偏荷重への考慮不足により、強
度が不足したものと考えられる。

　平成１９年９月からホームページに丁番の異状
についての注意喚起を掲載し、点検・修理を行っ
ている。　また、平成１６年１０月より丁番のカ
シメ部を摩耗しにくい構造に変更した。

製造事業者

(受付:2007/11/27)使用期間：不　明

リサーラⅡ

ヤマハリビングテック（株
）

(製品破損)静岡県 (A1)

(事故発生地)

2007-4579

2007/05/08

洗面化粧台 　洗面化粧台の鏡扉が外れた。 　鏡扉は当該品の収納スペースに上下２箇所の丁番に
より取り付けられており、開閉の繰り返しにより、丁
番のカシメピンと金具が磨耗し、ピンが脱落し扉が外
れたものと推定される。
　なお、扉については開閉試験を行って耐久性を確認
しているが、過負荷や偏荷重への考慮不足により、強
度が不足したものと考えられる。

　平成１９年９月からホームページに丁番の異状
についての注意喚起を掲載し、点検・修理を行っ
ている。　また、平成１６年１０月より丁番のカ
シメ部を摩耗しにくい構造に変更した。

製造事業者

(受付:2007/11/27)使用期間：不　明

リベロ

ヤマハリビングテック（株
）

(製品破損)長野県 (A1)

(事故発生地)

2007-4580

2007/05/14

洗面化粧台 　化粧洗面台の鏡扉が外れた。 　鏡扉は当該品の収納スペースに上下２箇所の丁番に
より取り付けられており、開閉の繰り返しにより、丁
番のカシメピンと金具が磨耗し、ピンが脱落し扉が外
れたものと推定される。
　なお、扉については開閉試験を行って耐久性を確認
しているが、過負荷や偏荷重への考慮不足により、強
度が不足したものと考えられる。

　平成１９年９月からホームページに丁番の異状
についての注意喚起を掲載し、点検・修理を行っ
ている。　また、平成１６年１０月より丁番のカ
シメ部を摩耗しにくい構造に変更した。

製造事業者

(受付:2007/11/27)使用期間：不　明

ラバージュ

ヤマハリビングテック（株
）

(製品破損)千葉県 (A1)

(事故発生地)

2007-4581

2007/05/15

洗面化粧台 　洗面化粧台の鏡扉が外れた。 　鏡扉は当該品の収納スペースに上下２箇所の丁番に
より取り付けられており、開閉の繰り返しにより、丁
番のカシメピンと金具が磨耗し、ピンが脱落し扉が外
れたものと推定される。
　なお、扉については開閉試験を行って耐久性を確認
しているが、過負荷や偏荷重への考慮不足により、強
度が不足したものと考えられる。

　平成１９年９月からホームページに丁番の異状
についての注意喚起を掲載し、点検・修理を行っ
ている。　また、平成１６年１０月より丁番のカ
シメ部を摩耗しにくい構造に変更した。

製造事業者

(受付:2007/11/27)使用期間：不　明

リサーラⅡ

ヤマハリビングテック（株
）

(製品破損)埼玉県 (A1)

(事故発生地)



No. 0128

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-4582

2007/05/25

洗面化粧台 　化粧洗面台の鏡扉が外れた。 　鏡扉は当該品の収納スペースに上下２箇所の丁番に
より取り付けられており、開閉の繰り返しにより、丁
番のカシメピンと金具が磨耗し、ピンが脱落し扉が外
れたものと推定される。
　なお、扉については開閉試験を行って耐久性を確認
しているが、過負荷や偏荷重への考慮不足により、強
度が不足したものと考えられる。

　平成１９年９月からホームページに丁番の異状
についての注意喚起を掲載し、点検・修理を行っ
ている。　また、平成１６年１０月より丁番のカ
シメ部を摩耗しにくい構造に変更した。

製造事業者

(受付:2007/11/27)使用期間：不　明

ルームズ

ヤマハリビングテック（株
）

(製品破損)岩手県 (A1)

(事故発生地)

2007-4583

2007/05/31

洗面化粧台 　洗面化粧台の鏡扉が外れた。 　鏡扉は当該品の収納スペースに上下２箇所の丁番に
より取り付けられており、開閉の繰り返しにより、丁
番のカシメピンと金具が磨耗し、ピンが脱落し扉が外
れたものと推定される。
　なお、扉については開閉試験を行って耐久性を確認
しているが、過負荷や偏荷重への考慮不足により、強
度が不足したものと考えられる。

　平成１９年９月からホームページに丁番の異状
についての注意喚起を掲載し、点検・修理を行っ
ている。　また、平成１６年１０月より丁番のカ
シメ部を摩耗しにくい構造に変更した。

製造事業者

(受付:2007/11/27)使用期間：不　明

リサーラⅡ

ヤマハリビングテック（株
）

(製品破損)埼玉県 (A1)

(事故発生地)

2007-4584

2007/06/05

洗面化粧台 　洗面化粧台の鏡扉が外れた。 　鏡扉は当該品の収納スペースに上下２箇所の丁番に
より取り付けられており、開閉の繰り返しにより、丁
番のカシメピンと金具が磨耗し、ピンが脱落し扉が外
れたものと推定される。
　なお、扉については開閉試験を行って耐久性を確認
しているが、過負荷や偏荷重への考慮不足により、強
度が不足したものと考えられる。

　平成１９年９月からホームページに丁番の異状
についての注意喚起を掲載し、点検・修理を行っ
ている。　また、平成１６年１０月より丁番のカ
シメ部を摩耗しにくい構造に変更した。

製造事業者

(受付:2007/11/27)使用期間：不　明

リサーラⅡ

ヤマハリビングテック（株
）

(製品破損)静岡県 (A1)

(事故発生地)

2007-4585

2007/06/13

洗面化粧台 　洗面化粧台の鏡扉が落下した。 　鏡扉は当該品の収納スペースに上下２箇所の丁番に
より取り付けられており、開閉の繰り返しにより、丁
番のカシメピンと金具が磨耗し、ピンが脱落し扉が外
れたものと推定される。
　なお、扉については開閉試験を行って耐久性を確認
しているが、過負荷や偏荷重への考慮不足により、強
度が不足したものと考えられる。

　平成１９年９月からホームページに丁番の異状
についての注意喚起を掲載し、点検・修理を行っ
ている。　また、平成１６年１０月より丁番のカ
シメ部を摩耗しにくい構造に変更した。

製造事業者

(受付:2007/11/27)使用期間：不　明

リサーラⅡ

ヤマハリビングテック（株
）

(製品破損)福島県 (A1)

(事故発生地)



No. 0129

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-4586

2007/06/20

洗面化粧台 　洗面化粧台の鏡扉を開けようとした
ら、鏡扉が外れた。

　鏡扉は当該品の収納スペースに上下２箇所の丁番に
より取り付けられており、開閉の繰り返しにより、丁
番のカシメピンと金具が磨耗し、ピンが脱落し扉が外
れたものと推定される。
　なお、扉については開閉試験を行って耐久性を確認
しているが、過負荷や偏荷重への考慮不足により、強
度が不足したものと考えられる。

　平成１９年９月からホームページに丁番の異状
についての注意喚起を掲載し、点検・修理を行っ
ている。　また、平成１６年１０月より丁番のカ
シメ部を摩耗しにくい構造に変更した。

製造事業者

(受付:2007/11/27)使用期間：不　明

リサーラⅡ

ヤマハリビングテック（株
）

(製品破損)東京都 (A1)

(事故発生地)

2007-4361

2007/10/30

洗面化粧台 　洗面化粧台の三面鏡中央の鏡扉の上
部丁番が外れて倒れ、左眉付近を打撲
した。

　扉の丁番の摺動部が摩耗して上下の丁番ピッチが基
準値よりも１．２ｍｍ以上開いた場合に、摩耗した丁
番ピンがはずれると推定され、上下の丁番のピッチが
大きくなる原因は丁番の製造のバラツキ、施工された
壁面の状態、固定ビスの締め付け状態などが影響して
いるものと推定されるが、原因を特定することはでき
なかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。
　なお、推定原因に対する再発防止措置として、
２００１年１０月より丁番ピンの摩擦部分の形状
を変更し、２００４年５月からはピンの形状を四
角に変更して回転を防止した構造に変更している
。　また、平成１８年８月３０日からホームペー
ジにおいて注意喚起している。

製造事業者

(受付:2007/11/14)使用期間：約６年１１か月

ハイステージ　ＧＤＦ１２
３ＨＭＲ

松下電工（株）

(軽傷)愛知県 (G1)

(事故発生地)

2006-1598

2006/09/16

足元灯 　１０年前に購入し、４，５年前から
押入れに保管していた蓄電池内蔵の足
元灯が不点灯であったため、２日前か
ら充電していたところ、発火し、壁面
、壁コンセントなどを焦がした。

　当該品の長期保管（４、５年）により蓄電池が深放
電状態になり、電池内部からクリーピング現象で電解
液が電池外部に滲み出し結晶化したものが、多湿の環
境下で液状化し、上下逆向きでコンセントに接続した
ため、液状化した電解液がプリント基板上を垂れて、
差込みプラグの栓刃間に浸入してトラッキング現象が
発生し、発火したものと推定される。

　当該品は既に生産を終了しているが、補修用の
電池部品に電池液漏れ時の注意事項を記載したチ
ラシを同梱している。

製造事業者

(受付:2006/10/13)使用期間：約１０年

ＷＨ１２０１ＷＰ

松下電工（株）

(拡大被害)神奈川県 (C1)

(事故発生地)

2007-2157

2007/05/09

太陽光発電器 　太陽光発電器の接続ユニットから発
熱、発煙して、機器本体が焼損し、壁
面クロスが煤で汚損した。

　設置業者の施工不良により、太陽電池モジュールか
らパワーコンディショナへの配線を行う接続ユニット
内の端子台において、ねじの締め付け不足のため、接
触抵抗が増大し、端子台が発熱し、発煙、焼損に至っ
たものと推定される。

　既販品については、ユーザーを把握しているこ
とから設置業者へねじ端子締め付け状態の点検を
要請した。また、本体に工事に対する注意喚起ラ
ベルを追加貼付した。

製造事業者

(受付:2007/07/05)使用期間：約８か月
(拡大被害)佐賀県 (D1)

(事故発生地)



No. 0130

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-0173

2006/04/08

太陽光発電器 　春先に木造平屋住宅から出火し、屋
根に設置された太陽光発電器のソーラ
ーパネルの一部を焼いた。

　雪解けの時期に、太陽光発電器が雪の重みでずれて
動いたため、接続されている配線が損傷し、芯線が短
絡・スパークし、出火に至ったものと考えられるが、
焼損が著しく原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2006/04/14)使用期間：不　明
(製品破損)岩手県 (G1)

(事故発生地)

2006-3477

2007/02/15

暖房便座 　木造平屋住宅から出火し全焼した。
　トイレの焼損が著しかった。

　暖房便座の電源はＯＦＦの状態であり、温度コント
ローラーや電源コード等に発火の痕跡がみられなかっ
たことから、製品に起因する事故ではないものと推定
される。

　製品に起因しない事故であるため、措置はとら
なかった。 消防機関

(受付:2007/02/20)使用期間：不　明
(拡大被害)群馬県 (F2)

(事故発生地)

2007-2603

2007/07/21

暖房便座 　電気便座を低温設定にして使用して
いたところ、便座が異常に熱くなった
。

　事故品の各設定温度で便座表面を確認したところ火
傷が生じるような高温には至らず、内部の制御基板に
も発熱した痕跡は確認されなかったことから、原因は
特定できなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 消費者センター

(受付:2007/07/27)使用期間：約７年
(被害なし)茨城県 (G1)

(事故発生地)

2006-2616

2006/11/06

直流電源装置 　居間のじゅうたんの上でシェーバー
を充電中、充電器から発火し、じゅう
たんの一部が焦げた。

　充電器内にある発振トランスの巻線部に絶縁不良が
あったため、巻線間が一部短絡して過電流が流れ、回
路のヒューズ抵抗が溶断した際の熱により、ヒューズ
抵抗周辺の充填材が炭化してバイパス回路を形成し、
さらにその部分に電流が流れて過熱、発火した。

　平成１２年６月から平成１５年１０月までに、
新聞に計６回の社告を行い、ホームページにも掲
載し、製品の回収、交換を行っている。また、充
填材を炭化しにくい材質に変更し、発振トランス
の巻線相互間の耐圧チェックを全数実施した。経
済産業省は、都道府県に消費者への情報周知を要
請するとともに、同省のホームページに掲載した
。さらに当機構は「特記ニュース」で消費者に注
意喚起した。

製造事業者

(受付:2007/01/04)使用期間：約６年

ＥＳ１９１０用充電器ＲＣ
０１

セイコーエスヤード（株）

(拡大被害)宮崎県 (A1)

(事故発生地)



No. 0131

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-2617

2006/11/17

直流電源装置 　シェーバーを充電中、充電器から発
火し、壁とフローリングの床が焦げ、
敷居板が煤けた。

　充電器内にある発振トランスの巻線部に絶縁不良が
あったため、巻線間が一部短絡して過電流が流れ、回
路のヒューズ抵抗が溶断した際の熱により、ヒューズ
抵抗周辺の充填材が炭化してバイパス回路を形成し、
さらにその部分に電流が流れて過熱、発火した。

　　平成１２年６月から平成１５年１０月までに
、新聞に計６回の社告を行い、ホームページにも
掲載し、製品の回収、交換を行っている。また、
充填材を炭化しにくい材質に変更し、発振トラン
スの巻線相互間の耐圧チェックを全数実施した。
経済産業省は、都道府県に消費者への情報周知を
要請するとともに、同省のホームページに掲載し
た。さらに当機構は「特記ニュース」で消費者に
注意喚起した。

製造事業者

(受付:2007/01/04)使用期間：約６年

ＥＳ１９１０用充電器ＲＣ
０１

セイコーエスヤード（株）

(拡大被害)三重県 (A1)

(事故発生地)

2006-2618

2006/11/26

直流電源装置 　キッチンの流し台の上でシェーバー
を充電中、充電器から発火し、流し台
の一部が焦げ、居間の壁の一部が焼損
し、居間が煤で汚れた。

　充電器内にある発振トランスの巻線部に絶縁不良が
あったため、巻線間が一部短絡して過電流が流れ、回
路のヒューズ抵抗が溶断した際の熱により、ヒューズ
抵抗周辺の充填材が炭化してバイパス回路を形成し、
さらにその部分に電流が流れて過熱、発火した。

　平成１２年６月から平成１５年１０月までに、
新聞に計６回の社告を行い、ホームページにも掲
載し、製品の回収、交換を行っている。また、充
填材を炭化しにくい材質に変更し、発振トランス
の巻線相互間の耐圧チェックを全数実施した。経
済産業省は、都道府県に消費者への情報周知を要
請するとともに、同省のホームページに掲載した
。さらに当機構は「特記ニュース」で消費者に注
意喚起した。

製造事業者

(受付:2007/01/04)使用期間：約６年

ＥＳ１９１０用充電器ＲＣ
０１

セイコーエスヤード（株）

(拡大被害)群馬県 (A1)

(事故発生地)

2006-3226

2006/12/16

直流電源装置 　シェーバーを充電中に充電器から発
火し、室内が煙で充満した。

　充電器内にある発振トランスの巻線部に絶縁不良が
あったため、巻線間が一部短絡して過電流が流れ、回
路のヒューズ抵抗が溶断した際の熱により、ヒューズ
抵抗周辺の充填材が炭化してバイパス回路を形成し、
さらにその部分に電流が流れて過熱、発火した。

　平成１２年６月から平成１５年１０月までに、
新聞に計６回の社告を行い、ホームページにも掲
載し、製品の回収、交換を行っている。また、充
填材を炭化しにくい材質に変更し、発振トランス
の巻線相互間の耐圧チェックを全数実施した。経
済産業省は、都道府県に消費者への情報周知を要
請するとともに、同省のホームページに掲載した
。さらに当機構は「特記ニュース」で消費者に注
意喚起した。

製造事業者

(受付:2007/02/06)使用期間：約６年

ＥＳ１９１０用充電器ＲＣ
０１

セイコーエスヤード（株）

(拡大被害)新潟県 (A1)

(事故発生地)

2007-0130

2005/10/00

直流電源装置 　居間のテーブルの上でシェーバーを
充電中、充電器から発火し、テーブル
の上面、オーブントースターのコード
、携帯電話機が焦げた。

　充電器内にある発振トランスの巻線部に絶縁不良が
あったため、巻線間が一部短絡して過電流が流れ、回
路のヒューズ抵抗が溶断した際の熱により、ヒューズ
抵抗周辺の充填材が炭化してバイパス回路を形成し、
さらにその部分に電流が流れて過熱、発火した。

　平成１２年６月から平成１５年１０月までに、
新聞に計６回の社告を行い、ホームページにも掲
載し、製品の回収、交換を行っている。また、充
填材を炭化しにくい材質に変更し、発振トランス
の巻線相互間の耐圧チェックを全数実施した。経
済産業省は、都道府県に消費者への情報周知を要
請するとともに、同省のホームページに掲載した
。さらに当機構は「特記ニュース」で消費者に注
意喚起した。

製造事業者

(受付:2007/04/05)使用期間：約５年８か月

ＥＳ１９１０用充電器ＲＣ
０１

セイコーエスヤード（株）

(拡大被害)熊本県 (A1)

(事故発生地)



No. 0132

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0131

2007/03/12

直流電源装置 　リビングのテーブルの上でシェーバ
ーを充電中、充電器から発火し、テー
ブルの上板が焦げた。

　充電器内にある発振トランスの巻線部に絶縁不良が
あったため、巻線間が一部短絡して過電流が流れ、回
路のヒューズ抵抗が溶断した際の熱により、ヒューズ
抵抗周辺の充填材が炭化してバイパス回路を形成し、
さらにその部分に電流が流れて過熱、発火した。

　平成１２年６月から平成１５年１０月までに、
新聞に計６回の社告を行い、ホームページにも掲
載し、製品の回収、交換を行っている。また、充
填材を炭化しにくい材質に変更し、発振トランス
の巻線相互間の耐圧チェックを全数実施した。経
済産業省は、都道府県に消費者への情報周知を要
請するとともに、同省のホームページに掲載した
。さらに当機構は「特記ニュース」で消費者に注
意喚起した。

製造事業者

(受付:2007/04/05)使用期間：約７年

ＥＳ１９１０用充電器ＲＣ
０１

セイコーエスヤード（株）

(拡大被害)京都府 (A1)

(事故発生地)

2007-0132

2007/02/00

直流電源装置 　寝室でシェーバーを充電中、充電器
から発火し、ふとんが焦げた。

　充電器内にある発振トランスの巻線部に絶縁不良が
あったため、巻線間が一部短絡して過電流が流れ、回
路のヒューズ抵抗が溶断した際の熱により、ヒューズ
抵抗周辺の充填材が炭化してバイパス回路を形成し、
さらにその部分に電流が流れて過熱、発火した。

　平成１２年６月から平成１５年１０月までに、
新聞に計６回の社告を行い、ホームページにも掲
載し、製品の回収、交換を行っている。また、充
填材を炭化しにくい材質に変更し、発振トランス
の巻線相互間の耐圧チェックを全数実施した。経
済産業省は、都道府県に消費者への情報周知を要
請するとともに、同省のホームページに掲載した
。さらに当機構は「特記ニュース」で消費者に注
意喚起した。

製造事業者

(受付:2007/04/05)使用期間：約７年

ＥＳ１９１０用充電器ＲＣ
０１

セイコーエスヤード（株）

(拡大被害)千葉県 (A1)

(事故発生地)

2007-0504

2006/04/00

直流電源装置 　洗面所の棚の上でシェーバーを充電
中、充電器から発火し、棚が焦げ、柱
の一部が炭化して洗面所付近がすすで
汚損した。

　充電器内にある発振トランスの巻線部に絶縁不良が
あったため、巻線間が一部短絡して過電流が流れ、回
路のヒューズ抵抗が溶断した際の熱により、ヒューズ
抵抗周辺の充填材が炭化してバイパス回路を形成し、
さらにその部分に電流が流れて過熱、発火した。

　平成１２年６月から平成１５年１０月までに、
新聞に計６回の社告を行い、ホームページにも掲
載し、製品の回収、交換を行っている。また、充
填材を炭化しにくい材質に変更し、発振トランス
の巻線相互間の耐圧チェックを全数実施した。経
済産業省は、都道府県に消費者への情報周知を要
請するとともに、同省のホームページに掲載した
。さらに当機構は「特記ニュース」で消費者に注
意喚起した。

製造事業者

(受付:2007/05/07)使用期間：約６年

ＥＳ１９１０用充電器ＲＣ
０１

セイコーエスヤード（株）

(拡大被害)茨城県 (A1)

(事故発生地)

2007-0511

2007/03/29

直流電源装置 　寝室の床の上でシェーバーを充電中
、充電器から発火し、フローリングの
床が焦げ、室内がすすで汚損した。

　充電器内にある発振トランスの巻線部に絶縁不良が
あったため、巻線間が一部短絡して過電流が流れ、回
路のヒューズ抵抗が溶断した際の熱により、ヒューズ
抵抗周辺の充填材が炭化してバイパス回路を形成し、
さらにその部分に電流が流れて過熱、発火した。

　平成１２年６月から平成１５年１０月までに、
新聞に計６回の社告を行い、ホームページにも掲
載し、製品の回収、交換を行っている。また、充
填材を炭化しにくい材質に変更し、発振トランス
の巻線相互間の耐圧チェックを全数実施した。経
済産業省は、都道府県に消費者への情報周知を要
請するとともに、同省のホームページに掲載した
。さらに当機構は「特記ニュース」で消費者に注
意喚起した。

製造事業者

(受付:2007/05/07)使用期間：約７年

ＥＳ１９１０用充電器ＲＣ
０１

セイコーエスヤード（株）

(拡大被害)大阪府 (A1)

(事故発生地)



No. 0133

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-1035

2007/04/19

直流電源装置 　和室でシェーバーを充電中に充電器
から発火して、部屋の一部と家財、衣
類、電子機器などを焼損し、階段踊り
場などを汚損した。

　充電器内にある発振トランスの巻線部に絶縁不良が
あったため、巻線間が一部短絡して過電流が流れ、回
路のヒューズ抵抗が溶断した際の熱により、ヒューズ
抵抗周辺の充填材が炭化してバイパス回路を形成し、
さらにその部分に電流が流れて過熱、発火した。

　平成１２年６月から平成１５年１０月までに、
新聞に計６回の社告を行い、ホームページにも掲
載し、製品の回収、交換を行っている。また、充
填材を炭化しにくい材質に変更し、発振トランス
の巻線相互間の耐圧チェックを全数実施した。経
済産業省は、都道府県に消費者への情報周知を要
請するとともに、同省のホームページに掲載した
。さらに当機構は「特記ニュース」で消費者に注
意喚起した。

製造事業者

(受付:2007/05/29)使用期間：約７年

ＥＳ１９１０用充電器ＲＣ
０１

セイコーエスヤード（株）

(拡大被害)愛知県 (A1)

(事故発生地)

2007-1036

2007/05/02

直流電源装置 　洋間のじゅうたんの上でシェーバー
を充電中に充電器から発火し、じゅう
たんと近くにあったハロゲンヒーター
の一部が焦げ、室内がすすで汚損した
。

　充電器内にある発振トランスの巻線部に絶縁不良が
あったため、巻線間が一部短絡して過電流が流れ、回
路のヒューズ抵抗が溶断した際の熱により、ヒューズ
抵抗周辺の充填材が炭化してバイパス回路を形成し、
さらにその部分に電流が流れて過熱、発火した。

　平成１２年６月から平成１５年１０月までに、
新聞に計６回の社告を行い、ホームページにも掲
載し、製品の回収、交換を行っている。また、充
填材を炭化しにくい材質に変更し、発振トランス
の巻線相互間の耐圧チェックを全数実施した。経
済産業省は、都道府県に消費者への情報周知を要
請するとともに、同省のホームページに掲載した
。さらに当機構は「特記ニュース」で消費者に注
意喚起した。

製造事業者

(受付:2007/05/29)使用期間：約７年

ＥＳ１９１０用充電器ＲＣ
０１

セイコーエスヤード（株）

(拡大被害)山形県 (A1)

(事故発生地)

2007-1958

2007/06/16

直流電源装置 　洗面所の洗濯機の上でシェーバーを
充電中、充電器から発火して、洗濯機
の一部が焦げ、室内がすすで汚損した
。

　充電器内にある発振トランスの巻線部に絶縁不良が
あったため、巻線間が一部短絡して過電流が流れ、回
路のヒューズ抵抗が溶断した際の熱により、ヒューズ
抵抗周辺の充填材が炭化してバイパス回路を形成し、
さらにその部分に電流が流れて過熱、発火した。

　平成１２年６月から平成１５年１０月までに、
新聞に計６回の社告を行い、ホームページにも掲
載し、製品の回収、交換を行っている。また、充
填材を炭化しにくい材質に変更し、発振トランス
の巻線相互間の耐圧チェックを全数実施した。経
済産業省は、都道府県に消費者への情報周知を要
請するとともに、同省のホームページに掲載した
。さらに当機構は「特記ニュース」で消費者に注
意喚起した。

製造事業者

(受付:2007/06/22)使用期間：不　明

ＥＳ１９１０用充電器ＲＣ
０１

セイコーエスヤード（株）

(拡大被害)富山県 (A1)

(事故発生地)

2007-1973

2007/06/04

直流電源装置 　シェーバーを充電中、充電器から発
火して、フローリングが変色した。

　充電器内にある発振トランスの巻線部に絶縁不良が
あったため、巻線間が一部短絡して過電流が流れ、回
路のヒューズ抵抗が溶断した際の熱により、ヒューズ
抵抗周辺の充填材が炭化してバイパス回路を形成し、
さらにその部分に電流が流れて過熱、発火した。

　平成１２年６月から平成１５年１０月までに、
新聞に計６回の社告を行い、ホームページにも掲
載し、製品の回収、交換を行っている。また、充
填材を炭化しにくい材質に変更し、発振トランス
の巻線相互間の耐圧チェックを全数実施した。経
済産業省は、都道府県に消費者への情報周知を要
請するとともに、同省のホームページに掲載した
。さらに当機構は「特記ニュース」で消費者に注
意喚起した。

製造事業者

(受付:2007/06/25)使用期間：約７年

ＥＳ１９１０用充電器ＲＣ
０１

セイコーエスヤード（株）

(拡大被害)千葉県 (A1)

(事故発生地)



No. 0134

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-1984

2005/12/00

直流電源装置 　シェーバーを充電中、充電器から発
火して、じゅうたんの一部が焦げた。

　充電器内にある発振トランスの巻線部に絶縁不良が
あったため、巻線間が一部短絡して過電流が流れ、回
路のヒューズ抵抗が溶断した際の熱により、ヒューズ
抵抗周辺の充填材が炭化してバイパス回路を形成し、
さらにその部分に電流が流れて過熱、発火した。

　平成１２年６月から平成１５年１０月までに、
新聞に計６回の社告を行い、ホームページにも掲
載し、製品の回収、交換を行っている。また、充
填材を炭化しにくい材質に変更し、発振トランス
の巻線相互間の耐圧チェックを全数実施した。経
済産業省は、都道府県に消費者への情報周知を要
請するとともに、同省のホームページに掲載した
。さらに当機構は「特記ニュース」で消費者に注
意喚起した。

製造事業者

(受付:2007/06/25)使用期間：約５年

ＥＳ１９１０用充電器ＲＣ
０１

セイコーエスヤード（株）

(拡大被害)福岡県 (A1)

(事故発生地)

2007-2900

2007/08/10

直流電源装置 　シェーバーを充電中、充電器から発
火して、洗面所の鏡の一部が焦げた。

　充電器内にある発振トランスの巻線部に絶縁不良が
あったため、巻線間が一部短絡して過電流が流れ、回
路のヒューズ抵抗が溶断した際の熱により、ヒューズ
抵抗周辺の充填材が炭化してバイパス回路を形成し、
さらにその部分に電流が流れて過熱、発火した

　平成１２年６月から平成１５年１０月までに、
新聞に計６回の社告を行い、ホームページにも掲
載し、製品の回収、交換を行っている。また、充
填材を炭化しにくい材質に変更し、発振トランス
の巻線相互間の耐圧チェックを全数実施した。経
済産業省は、都道府県に消費者への情報周知を要
請するとともに、同省のホームページに掲載した
。さらに当機構は「特記ニュース」で消費者に注
意喚起した。

製造事業者

(受付:2007/08/20)使用期間：約７年

ＥＳ１９１０用充電器ＲＣ
０１

セイコーエスヤード（株）

(拡大被害)大分県 (A1)

(事故発生地)

2007-2901

2007/08/15

直流電源装置 　シェーバーを充電中、充電器から発
火して、洗面化粧台の一部が煤で汚れ
た。

　充電器内にある発振トランスの巻線部に絶縁不良が
あったため、巻線間が一部短絡して過電流が流れ、回
路のヒューズ抵抗が溶断した際の熱により、ヒューズ
抵抗周辺の充填材が炭化してバイパス回路を形成し、
さらにその部分に電流が流れて過熱、発火した。

　平成１２年６月から平成１５年１０月までに、
新聞に計６回の社告を行い、ホームページにも掲
載し、製品の回収、交換を行っている。また、充
填材を炭化しにくい材質に変更し、発振トランス
の巻線相互間の耐圧チェックを全数実施した。経
済産業省は、都道府県に消費者への情報周知を要
請するとともに、同省のホームページに掲載した
。さらに当機構は「特記ニュース」で消費者に注
意喚起した。

製造事業者

(受付:2007/08/20)使用期間：約７年

ＥＳ１９１０用充電器ＲＣ
０１

セイコーエスヤード（株）

(拡大被害)香川県 (A1)

(事故発生地)

2007-3788

2007/10/12

直流電源装置 　リビングの床の上でシェーバーを充
電中、充電器から発火し、リビングの
床と壁の一部が焦げた。

　充電器内にある発振トランスの巻線部に絶縁不良が
あったため、巻線間が一部短絡して過電流が流れ、回
路のヒューズ抵抗が溶断した際の熱により、ヒューズ
抵抗周辺の充填材が炭化してバイパス回路を形成し、
さらにその部分に電流が流れて過熱、発火した。

　平成１２年６月から平成１５年１０月までに、
新聞に計６回の社告を行い、ホームページにも掲
載し、製品の回収、交換を行っている。また、充
填材を炭化しにくい材質に変更し、発振トランス
の巻線相互間の耐圧チェックを全数実施した。経
済産業省は、都道府県に消費者への情報周知を要
請するとともに、同省のホームページに掲載した
。さらに当機構は「特記ニュース」で消費者に注
意喚起した。

製造事業者

(受付:2007/10/16)使用期間：約７年

ＥＳ１９１０用充電器ＲＣ
０１

セイコーエスヤード（株）

(拡大被害)栃木県 (A1)

(事故発生地)



No. 0135

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-4258

2007/10/06

直流電源装置 　２階の廊下でシェーバーを充電中、
充電器から発火して、床の一部が焦げ
、周囲が煤で汚れた。

　充電器内にある発振トランスの巻線部に絶縁不良が
あったため、巻線間が一部短絡して過電流が流れ、回
路のヒューズ抵抗が溶断した際の熱により、ヒューズ
抵抗周辺の充填材が炭化してバイパス回路を形成し、
さらにその部分に電流が流れて過熱、発火した。

　平成１２年６月から平成１５年１０月までに、
新聞に計６回の社告を行い、ホームページにも掲
載し、製品の回収、交換を行っている。また、充
填材を炭化しにくい材質に変更し、発振トランス
の巻線相互間の耐圧チェックを全数実施した。経
済産業省は、都道府県に消費者への情報周知を要
請するとともに、同省のホームページに掲載した
。さらに当機構は「特記ニュース」で消費者に注
意喚起した。

製造事業者

(受付:2007/11/06)使用期間：約７年

ＥＳ１９１０用充電器ＲＣ
０１

セイコーエスヤード（株）

(拡大被害)栃木県 (A1)

(事故発生地)

2007-4453

2007/11/13

直流電源装置 　洗面化粧台の上でシェーバーを充電
中、充電器から発火して、洗面所の壁
の一部が焼損し、周囲が煤で汚損した
。

　充電器内にある発振トランスの巻線部に絶縁不良が
あったため、巻線間が一部短絡して過電流が流れ、回
路のヒューズ抵抗が溶断した際の熱により、ヒューズ
抵抗周辺の充填材が炭化してバイパス回路を形成し、
さらにその部分に電流が流れて過熱、発火した。

　平成１２年６月から平成１５年１０月までに、
新聞に計６回の社告を行い、ホームページにも掲
載し、製品の回収、交換を行っている。また、充
填材を炭化しにくい材質に変更し、発振トランス
の巻線相互間の耐圧チェックを全数実施した。経
済産業省は、都道府県に消費者への情報周知を要
請するとともに、同省のホームページに掲載した
。さらに当機構は「特記ニュース」で消費者に注
意喚起した。

製造事業者

(受付:2007/11/20)使用期間：約７年

ＥＳ１９１０用充電器ＲＣ
０１

セイコーエスヤード（株）

(拡大被害)兵庫県 (A1)

(事故発生地)

2007-0535

2007/05/01

直流電源装置 　電気ドリルの充電をしていたところ
、充電器から発煙し、充電器が溶けた
。

　充電器内部に水が浸入した痕跡があることから、充
電器内部に水が浸入したため、バッテリー端子間で短
絡が起きたか充電回路の制御ができなくなり、バッテ
リーが発熱・変形したものと推定される。

　被害者の不注意による事故とみられ、他に同種
事故が発生していないことから、既販品について
は措置はとらなかった。

消費者センター

(受付:2007/05/08)使用期間：約３年
(製品破損)宮崎県 (E2)

(事故発生地)

2006-2477

2006/12/04

電気あんか 　電気あんかを布団の中に入れて使用
中、電気あんかのコード引き出し口付
近から発煙し、寝具が焦げた。

　 塩化ビニル製電源コードの製造工程において、材料
の配合ミスにより、通常より被覆の柔軟性がない硬い
コードが生産されたこと、及び本体のコード出口部分
で、塩化ビニル製のコード被覆とコード周辺の塩化ビ
ニル製の保護カバーが密着した構造であったことから
、コードを曲げた場合に力が一部に集中し、銅の芯線
にストレスが加わり半断線状態となったため、発熱し
、コード被覆が焦げ、寝具を焦がしたものと推定され
る。

　平成１２年１０月より、コード出口部が中空構
造でさらに柔軟性のある被覆のコードに改良して
いる。また、平成１２年１２月及び平成１４年１
０月に店頭に回収を周知するためのポスターを掲
示し、平成１２年１２月及び平成１４年２月にホ
ームページに「お詫びとお願い」を掲載、平成１
２年１２月、平成１４年１０月にダイレクトメー
ル等、平成１９年２月１４日付けの新聞及びホー
ムページに社告を掲載し、製品の回収を行ってい
る。

販売事業者

(受付:2006/12/21)使用期間：約７年

ＯＹ－６２ＭＵ

（株）オーム電機

(拡大被害)山形県 (A1)

(事故発生地)



No. 0136

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-3007

2007/01/16

電気あんか 　就寝時、電気あんかをふとんの間の
足元に置いていた。足に熱を感じたの
で、取り出したところ、火花が出てコ
ードの根元が焦げていた。

　電源コードの本体側付け根部分（プロテクター部）
で断線しており、本体も著しく凹んでいたことから、
被害者が電源コードを本体に巻き付る等の機械的スト
レスを繰り返し加えたため、コード芯線が半断線状態
となり、短絡・スパークし、焦げたものと推定される
。
　なお、取扱説明書及び本体表示に、「電源コードは
無理に引っ張ったり、ねじったり、踏み付けたり、乱
暴に扱わない。」旨の注意表示を記載している。

　被害者の誤使用とみられる事故であるため、既
販品については措置はとらなかった。
　なお、平成１９年２月よりコードプロテクター
部の形状を変更している。

消費者センター

(受付:2007/01/25)

製造事業者

使用期間：約８年
(製品破損)兵庫県 (E1)

(事故発生地)

2006-3382

2006/12/00

電気あんか 　電気あんかの本体とコードの接続部
分付近から発火して、周辺にあったふ
とんが５ｃｍ四方焦げた。

　電源コードの本体側プロテクター部の付け根部分で
断線していたことから、電源コードに過度の屈曲等の
機械的ストレスが繰り返し加わったため、コード芯線
が半断線状態となり、短絡・スパークし、ふとんが焦
げたものと推定される。
　なお、取扱説明書及び本体表示に、「電源コードは
無理に引っ張ったり、ねじったり、踏み付けたり、乱
暴に扱わない。」旨の注意表示を記載している。

　被害者の誤使用とみられる事故であるため、既
販品については措置はとらなかった。
　なお、平成１９年２月よりコードプロテクター
部の形状を変更している。

消費者センター

(受付:2007/02/14)

製造事業者

使用期間：約３年
(拡大被害)京都府 (E1)

(事故発生地)

2007-2229

2005/12/28

電気あんか 　糖尿病の女性が、睡眠中に電気あん
かによる熱傷を負い、右足大腿部を切
断した。

　被害者が電気あんかに長時間触れて使用していたた
め、低温火傷になったものと推定される。なお、本体
表示には「長時間にわたり使用される場合には、必ず
身体から離して使用してください」旨の表示が記載さ
れていた。

　被害者の誤使用とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 消費者センター

(受付:2007/07/10)使用期間：約１５年
(重傷)福岡県 (E1)

(事故発生地)

2006-1711

2006/10/05

電気あんか 　電気あんかを使用するため通電した
が温まらなかったため、カバーを外し
て内部を確認したところ、一部焼損し
ていた。

　事故品の本体カバー及びスポンジシートには、折り
曲げによるシワが認められたことから、被害者が本体
を折り曲げて使用していたため、ヒーター線が重なっ
た箇所で温度が上昇し、ヒーター線を固定しているフ
エルト製カバーの接着がはがれ、ヒーター線が移動し
てヒーター線同士が接触し過熱が生じ、ヒーター線の
被覆、フエルト製カバー及びスポンジシートを焼損し
たものと推定される。
　なお、取扱説明書には「折り曲げて使用しないで下
さい。火災や故障の原因となります。」旨記載されて
いる。

　被害者の不注意による事故とみられ、他に同種
事故が発生していないことから、措置はとらなか
った。

消防機関

(受付:2006/10/24)

製造事業者

使用期間：約２年
(製品破損)愛知県 (E2)

(事故発生地)



No. 0137

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-2842

2006/11/11

電気あんか 　就寝時に電気あんかを「強」に設定
し、両足に触れないように設置してい
たが、睡眠薬を服用していたために熟
睡し、目覚めると両ふくらはぎの下に
電気あんかがあり、重傷の低温火傷を
負った。

　睡眠薬を服用して電気あんかを使用したため、気づ
かないうちに本体に身体が触れ、低温火傷になったも
のと推定される。
　なお、取扱説明書には「眠気を誘う薬を服用した場
合は、毛布、タオルなど厚手の布で包み、足から離し
て使用する」旨記載されている。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 市町村

(受付:2007/01/17)

製造事業者

使用期間：約７年
(重傷)福岡県 (E2)

(事故発生地)

2006-3147

2007/01/27

電気あんか 　就寝時に使用していた電気あんかか
ら異臭がして、接続コード部分から「
パチパチ」という音とともに発火し、
ふとん約０．２平方メートルを焼損し
た。

　電源コードの本体側付け根部分（プロテクター部）
で断線しており、コードに著しい捻れが認められたこ
とから、被害者が電源コードを本体に巻き付る等の機
械的ストレスを繰り返し加えたため、コード芯線が半
断線状態となり、短絡・スパークし、焼損したものと
推定される。
　なお、取扱説明書には、「電源コードを捻ったり束
ねたりしない」旨記載されている。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。
　なお、平成１１年より取扱説明書に「コードを
本体に強く巻き付けない」旨追加している。

消防機関

(受付:2007/01/31)

製造事業者

使用期間：約７年
(拡大被害)奈良県 (E2)

(事故発生地)

2007-0143

2006/02/06

電気あんか 　電気あんかの電源コードから火花が
発生して、壁が焦げた。

　事故品の電源コードがベッドと壁の間に挟み込まれ
、拘束された状態であったことから、被害者が足で押
すなどを繰り返したため、コードが断線した際に発生
したスパークにより壁が焦げたものと推定される。
　なお、取扱説明書には、「電源コードを壁とベッド
に挟み込んで使用することを禁止」する旨記載されて
いる。

　使用者の不注意による事故であるものの、平成
１９年３月１７日付けの新聞及びホームページに
社告を掲載し、製品の回収を行っている。

輸入事業者

(受付:2007/04/06)使用期間：約７年５か月

ＣＡＹ－ＫＴ

（株）ドウシシャ

(拡大被害)兵庫県 (E2)

(事故発生地)

2007-2311

2007/07/16

電気あんか 　木造平屋住宅から出火して、約８８
平方メートルを全焼し、家人１人が死
亡した。

　電気あんかから出火したものと考えられるが、焼損
が著しく、原因の特定はできなかった。

　製造業者等は不明であり、事故原因が不明であ
るため、措置はとれなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/07/18)使用期間：不　明
(死亡)佐賀県 (G1)

(事故発生地)



No. 0138

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-4754

2007/11/25

電気あんか（ふとん形
）

　ふとん形あんかを使用していたとこ
ろ、焦げ臭いにおいがしてコードブッ
シングとふとんカバーが焦げた。

　当該機の本体側の電源コードブッシング部が焦げ、
芯線が断線していたことから、使用中に過度な屈曲や
機械的ストレスが加わったため、半断線状態となり短
絡・スパークし、焦げたものと推定される。  なお、取
扱説明書に「電源コードを無理に曲げたり、引っ張っ
たり、ねじったり、たばねたりしない。また、重い物
をのせたり、挟み込んだり、加工したりすると、電源
コードが破損し、火災・感電の原因になる」旨の記載
をしている。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 輸入事業者

(受付:2007/12/05)使用期間：約２年
(拡大被害)大阪府 (E2)

(事故発生地)

2006-0816

2006/05/31

電気オーブンレンジ 　電子レンジを数回使用したところ「
ビービービー」という異音とともに発
熱し、操作パネルの一部が熱で変形し
た。

　制御基板のリレー部品のはんだ付け部で生じたはん
だクラックにより、接触不良となり異常発熱し、近傍
樹脂を溶融・焼損し、操作パネルを熱変形させたもの
と推定される。

　他に同種事故は発生しておらず、単品不良とみ
られる事故であることから、措置はとらなかった
。
　なお、当該品の製造は既に終了している。

製造事業者

(受付:2006/07/13)使用期間：約１３年

ＲＥ－Ｆ７７０

シャープ（株）

(製品破損)京都府 (A2)

(事故発生地)

2007-0891

2007/04/18

電気オーブンレンジ 　オーブンレンジのスイッチを入れた
ところ、発煙したため消火器で消火し
た。その際、消火器の粉で室内を汚損
した。

　本体内部のラッチフックに取り付けてあるドアスイ
ッチ部のリード線が断線していることから、リード線
を取り付ける際の作業ミスによる接触不良または、リ
ード線の単品不良により異常発熱し、リード線の被覆
及びラッチフックに着火し発煙したものと推定される
。

　他に同種事故が発生しておらず、単品不良とみ
られる事故であるため、措置はとらなかった。 製造事業者

(受付:2007/05/22)使用期間：約４年

ＥＭＯ－Ｔ５

三洋電機（株）

(拡大被害)福岡県 (A2)

(事故発生地)

2007-4526

2007/11/21

電気オーブンレンジ 　電子レンジを使用中、ターンテーブ
ルの下側から煙が出てきた。

　電子レンジ内の回転台駆動用の軸受ホルダー組立時
に、微小の導電性異物が軸受内に混入したものがあり
、特に軽量の食品を加熱した場合、軸受ホルダー内の
電界が強くなり、この異物と回転軸の間にスパークが
発生し、長年の使用中に、このスパークが繰り返され
回転軸が加熱され、回転軸に取り付けられているプー
リーが軟化・発煙し、発火したものと推定される。

　昭和６１年１２月５日及び６日付けの新聞に社
告を掲載し、修理・点検を実施した。　また、当
該製品は既に生産完了し、当該構造のものは現在
生産していないが、以後の製品の生産に当たって
は、軽負荷で使用した場合でも軸受ホルダー内へ
のマイクロ波の入り込みを防止する構造に変更す
るとともに、回転軸をモーターで直接駆動するな
ど、当該部の構造を変更している。

消防機関

(受付:2007/11/27)使用期間：約２４年

ＭＲＯ－５８００Ｓ

日立アプライアンス（株）

(製品破損)北海道 (A2)

(事故発生地)



No. 0139

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-2227

2006/11/07

電気オーブンレンジ 　暗い部屋で電子レンジを使用中、庫
内左上にある上ヒーターの固定軸付近
から火花が見えた。

　当該品の上ヒーターは可動式のため、左右２箇所の
固定軸部にシールドバネを取り付け、マイクロ波をア
ースするようになっているが、形状に不具合のあるシ
ールドバネが左固定軸に使用されたため、接触不良部
分で放電（火花）が生じたものと推定される。

　他に同種事故が発生しておらず、単品不良と見
られる事故であるため、措置はとらなかった。 消費者センター

(受付:2006/12/05)

製造事業者

使用期間：約５年

ＲＥ－ＬＣ２Ｓ

シャープ（株）

(製品破損)愛知県 (A3)

(事故発生地)

2006-2430

2006/12/11

電気オーブンレンジ 　オーブン機能でグラタンを調理中、
１０分程してレンジ側面のスリット内
部が赤くなり煙が発生した。確認のた
め、５分程して、再度オーブンのスイ
ッチを入れたところ、レンジ側面より
「パチパチ」という音と共に発火し、
発煙した。

　制御基板の上部コネクター付近が焦げていることか
ら、長期使用（約１３年）により、コネクター端子部
ではんだクラックを生じて、絶縁不良となり、基板パ
ターンと３番ピン間でアーク放電を生じ、焦げたもの
と推定される。

　経年劣化による事故とみられ、他に同種事故が
発生しておらず、コネクター周辺部は難燃材を使
用していることから、特段の措置はとらなかった
。

消費者

(受付:2006/12/18)

製造事業者

使用期間：約１３年

ＲＯ－ＣＳ１

三菱電機ホーム機器（株）

(製品破損)北海道 (C1)

(事故発生地)

2007-1838

2007/06/09

電気オーブンレンジ 　電子レンジを使用中、本体内部から
発煙した。

　長期使用（２２年）により、高圧トランスの絶縁被
覆に埃が堆積し水分を吸収したため、巻線間の絶縁性
能が低下し、巻線にレイヤショートが生じて、発煙し
たものと推定される。

　経年劣化による事故と見られ、同種の事故が発
生していないことから、措置はとらなかった。 消費者

(受付:2007/06/14)使用期間：約２２年

ＲＥ－９０１

シャープ（株）

(製品破損)静岡県 (C1)

(事故発生地)

2007-1968

2002/00/00

電気オーブンレンジ 　オーブンレンジを使用中、プラスチ
ックを燃やしたようなにおいがした。
天板の上部が焦げ、庫内の天井部が剥
がれていた。

　天板上に物を置いてオーブン機能を使用していたた
め、天板からの放熱が阻害され、天板上部や庫内の天
井が過熱されて塗装等が焦げて異臭が発生したものと
推定される。
　なお、取説には、「本体の上に物を置かない。過熱
し焦げたり変形する」旨記載がある。

　被害者の誤使用とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 消費者センター

(受付:2007/06/22)使用期間：不　明
(製品破損)東京都 (E1)

(事故発生地)



No. 0140

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-1274

2006/09/08

電気オーブンレンジ 　マグロの解凍時とご飯を温めていた
時の２度に渡り火が出た。その後庫内
の網目のところから黒煙が出た。なお
、３ヶ月前にも火が出たが通常に使用
していた。

　レンジ庫内の電磁波出口の汚れ混入防止用雲母板に
油成分や食品かすが付着していたため、繰り返しの加
熱によって乾燥、炭化して、導電性を帯びたことによ
り、電子レンジによる加熱中にスパークが発生したも
のと推定される。
　なお、取扱説明書には「庫内は、食品くずをつけた
ままにしないでください。火花や煙が出たり、さびや
悪臭が出て故障することがあります。」と記載されて
いる。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 消費者センター

(受付:2006/09/11)使用期間：約３年
(製品破損)東京都 (E2)

(事故発生地)

2006-1775

2006/10/14

電気オーブンレンジ 　電気オーブンレンジの電源を入れた
ところ異音がしたので電源コードを点
検したが異常は認められず、再度スイ
ッチを入れたが電源が入らなかった。
約３０分後に再びスイッチを入れたと
ころ電源が入ったので、温めるものを
庫内に入れてスイッチを入れたところ
、ターンテーブルが回転し、庫内右側
から炎が出ているのが見えたため、取
り消しボタンを押して停止した。

　庫内右側にある電波出口カバーに食品の汚れが付着
していたため、使用に伴い繰り返し加熱を受け炭化し
て導電性を帯びたことにより、電子レンジによる加熱
中にスパークが発生したものと推定される。
　なお、取扱説明書には、「電波出口に汚れが付いた
まま使用すると、火花が出ることがある」旨記載され
ている。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 消費者センター

(受付:2006/10/27)

製造事業者

使用期間：約１２年
(製品破損)愛知県 (E2)

(事故発生地)

2007-3843

2007/10/06

電気オーブンレンジ 　ご飯にラップをかけて温めたところ
、庫内の右側面の下の方から音がして
火が出たが、火は電源を切らなくても
すぐに消えた。

　庫内の電磁波出口に取り付けられた雲母板に油成分
や食品かすが付着していたため、繰り返しの加熱によ
って乾燥、炭化し、導電性を帯びたことにより、電子
レンジによる加熱中にスパークが発生したものと推定
される。
　なお、取扱説明書には「雲母板の破損、汚れは火花
発生の恐れがある。」旨記載されている。

　被害者の不注意とみられる事故のため、措置は
とらなかった。 消費者センター

(受付:2007/10/18)使用期間：約１１か月
(製品破損)愛知県 (E2)

(事故発生地)

2006-2528

2006/12/17

電気オーブンレンジ 　固形チョコレートを溶かすために耐
熱皿に入れてトレーに載せ、レンジの
スタートボタンを押したところ、トレ
ーを支える側面の突起から火花が出て
側面が燃焼して溶けた。

　側面の突起に焦げがあることから、調理時に飛散し
て付着した食品カス等、突起部に挟まった異物、また
は、ねじのバリ等にマイクロウェーブが集中し、スパ
ークが発生したものと推定されるが、原因の特定はで
きなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 消費者センター

(受付:2006/12/19)

製造事業者

使用期間：約８か月
(製品破損)東京都 (G1)

(事故発生地)



No. 0141

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0200

2007/03/18

電気オーブンレンジ 　電子レンジでオーブン加熱していた
ところ、操作パネル付近から発火した
。

　電源基板の銅箔パターン間でトラッキング現象が発
生し、発火したものとみられるが、電源基板が部分的
に焼失しており、トラッキングに至った原因の特定は
できなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2007/04/10)使用期間：約２２年
(製品破損)神奈川県 (G1)

(事故発生地)

2007-2230

2007/05/15

電気オーブンレンジ 　電気オーブンレンジを使用後、電源
を切って外出し、帰宅したところ、煙
が部屋に充満し、壁に焦げた跡があっ
た。

　当該機の外観、性能、内蔵部品に異常はなく、庫内
底面に食品や油脂が焦げた炭化物が付着していたこと
から、庫内にあった食品カス等が過熱され発煙したも
のと考えられるが、留守中に電子レンジが作動した原
因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2007/07/10)使用期間：約７年
(拡大被害)東京都 (G1)

(事故発生地)

2007-2231

2007/05/07

電気オーブンレンジ 　冷凍のパンを焼くため電気オーブン
レンジに入れてスタートしたところ、
黒煙が出た。

　製品に異常は認められず、庫内やヒーターに付着し
ていた食品カス等が、オーブン調理時に焦げたものと
考えられるが、使用状況等が不明なため、原因の特定
はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2007/07/10)使用期間：約２年
(被害なし)東京都 (G1)

(事故発生地)

2007-0407

2007/03/19

電気カーペット 　電気カーペットから発煙した。 　コントローラー内部のリレー端子のはんだ付け部に
不良があったため、長期使用による熱ストレスや振動
等によりクラックが発生し、発熱、発煙したものと推
定される。

　単品的な不良とみられる事故であり、経年劣化
による要因も考えられることから、措置はとらな
かった。
　なお、当該品の製造は既に終了しており、後継
機種については、はんだ付け部分にはハトメを使
用する等の設計変更を行っている。

製造事業者

(受付:2007/04/24)

消費者センター

使用期間：約１８年

ＣＫ－２０１０Ｆ２（ブラ
ンド：東芝）

日本電熱（株）

(製品破損)富山県 (A2)

(事故発生地)



No. 0142

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-0142

2006/03/28

電気カーペット 　電気カーペットの電源を入れてから
約２時間後に突然、コントローラー部
から発煙した。

　コントローラー内部のリレーケースの一部が溶融し
、リレー内部の接点表面がかなり荒れていることから
、リレーに不具合が生じリレー接点が発熱・焼損した
ものと推定される。

　他に同種事故は発生しておらず、単品不良とみ
られる事故であることから、措置はとらなかった
。
　なお、当該品の製造は既に終了している。

消費者センター

(受付:2006/04/10)

製造事業者

使用期間：約５年

ＤＲ５２０１

松下電工（株）

(製品破損)愛知県 (A3)

(事故発生地)

2007-0315

2007/04/16

電気カーペット 　使用中の電気カーペットから異臭が
したので確認したところ、畳の表面と
カーペットが変色していた。

　電気カーペット上に座布団等の保温材を長期間載せ
たまま使用したため、ヒーター線に沿った部分で局部
的に温度上昇が起こり、ヒーター線の接着樹脂（ＥＶ
Ａ樹脂）が軟化し溶け出して、畳及びカーペット表面
を変色させたものと推定される。
　なお、取扱説明書の注意・警告文に、「保温性のよ
いものをカーペット上に置いた場合、部分的に温度が
高くなり、床材を痛めたり故障の原因となる。」旨を
記載している。

　後継機種の取扱説明書に「部分的に保温した状
態で長時間使用されると、カーペット部分や床面
の変色の恐れがある。」旨の、より明確な注意書
きを追記した。

消防機関

(受付:2007/04/17)

製造事業者

使用期間：約２年５か月

ホットカーペット　ＷＡ－
１０１Ｓ

ワタナベ工業（株）

(拡大被害)千葉県 (B4)

(事故発生地)

2005-2371

2006/01/12

電気カーペット 　電気カーペットのスイッチを入れて
外出し、３０分ほどして戻ったら、部
屋が白い煙で充満し、フローリングの
一部が焦げていた。

　長期使用（約２１年）により、コントローラ側の電
源コード出口部が繰り返し機械的ストレスを受けたた
め、芯線が半断線状態になり発熱し、発火したものと
推定される。

　経年劣化による事故とみられ、他に同種事故が
発生していないことから、措置はとらなかった。 製造事業者

(受付:2006/02/01)使用期間：約２１年

ＤＲ２２７

松下電工（株）

(拡大被害)兵庫県 (C1)

(事故発生地)

2006-0751

2006/06/26

電気カーペット 　焦げ臭いにおいがしたので、電気カ
ーペットを見てみると、コントローラ
ー部の下部が一部焦げ、下の畳も一部
焦げていた。

　コントローラー基板内のリレー端子はんだ付け部に
、はんだクラックが認められることから、長期使用（
約１５年）により、はんだ付け部が劣化し、クラック
部分でスパークが発生し、発熱したものと推定される
。
　なお、はんだクラックの発生要因は、製造時のはん
だ不良、使用時のヒートサイクルによる基板の膨張・
収縮、外部から応力が加わったこと等が影響している
ものと考えられる。

　　経年劣化による事故とみられることから、措
置はとらなかった。
　なお、平成３年の生産分より、リレー端子はん
だ付け部にハトメを追加し、はんだ付けの信頼性
向上及び衝撃耐力の向上を図っている。

消防機関

(受付:2006/06/30)

製造事業者

使用期間：約１５年

ＥＭ－Ｂ２００

三菱電機ホーム機器（株）

(拡大被害)石川県 (C1)

(事故発生地)



No. 0143

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-2582

2006/12/20

電気カーペット 　電気カーペットのスイッチを入れ、
使用開始したところ発火し、約５セン
チメートル四方程度が焦げた。

　２０年以上の使用による屈曲により、電気カーペッ
トの折りしわ部分に沿って電熱シートに亀裂が生じ、
部分的に半断線状態となったことから発熱したため、
電熱シート周辺の中材等が焼損したものと推定される
。

　経年劣化による事故とみられ、他に同種事故が
発生していないことから、措置はとらなかった。 消費者センター

(受付:2006/12/26)

製造事業者

使用期間：約２０年

ＫＣ３５３０

（株）カサハラ工機

(製品破損)福岡県 (C1)

(事故発生地)

2007-0465

2007/04/00

電気カーペット 　就寝中にパチパチという音がして、
電気カーペットの電源プラグから５ｃ
ｍ下のコード部分から発火し、ソファ
を焼いた。

　長期使用（約１１年）により、電源コードプロテク
タ付近が半断線となり発熱し、短絡、発火したものと
推定される。

　経年劣化による事故とみられ、他に同様な事故
が発生していないことから、措置はとらなかった
。

消費者センター

(受付:2007/04/27)

販売事業者

使用期間：約１１年

ＣＰ２０５

（株）ドウシシャ

(拡大被害)神奈川県 (C1)

(事故発生地)

2007-0264

2007/04/11

電気カーペット 　木造２階建て倉庫兼住宅から出火し
、倉庫部分約６．６平方メートルを半
焼した。電気マットを使用していた倉
庫内の犬小屋付近から炎が上がった。

　犬小屋の中に敷いてあった電気カーペットを犬が爪
で引っ掻いたことにより、内部の配線がショートした
ため火災に至ったものと推定される。

　被害者の誤使用とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/04/13)使用期間：不　明
(拡大被害)茨城県 (E1)

(事故発生地)

2005-2918

2006/02/15

電気カーペット 　電気カーペットのヒーターの一部が
溶けて、畳が焦げていた。

　当該品のヒーター部品に過熱等の痕跡はなく、正常
に作動すること、変色箇所のヒーター周囲の溶けや焦
げはカーペット表面の変色であったことから、被害者
が本体上に座布団等を長時間置いて使用したため、ヒ
ーターの熱を受けて変色したものと推定される。
　なお、取扱説明書の注意文には「座布団などの保温
性のよいものを長時間同じ位置に載せない、熱で置い
たものや床材の変色の原因となる。」旨を記載してい
る。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製造事業者

(受付:2006/03/29)使用期間：約９か月
(拡大被害)神奈川県 (E2)

(事故発生地)



No. 0144

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-1352

2007/05/21

電気カーペット 　電気カーペットの電源コードがスパ
ークし、床の一部が変色した。

　電源コードの被覆に擦り傷があり、コードの中間位
置で損傷し、芯線の断線部に溶融痕が認められること
から、引っ張り等の機械的ストレスが加わり、半断線
状態となり短絡・スパークし、床を焦がしたものと推
定される。
　なお、取扱説明書の警告文に、「電源コードを引っ
張ったり、ねじったり、傷つけたりしない。コードが
破損し火災の原因となる。」旨の記載を行っている。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製造事業者

(受付:2007/06/01)使用期間：約２年９か月
(拡大被害)愛媛県 (E2)

(事故発生地)

2006-2696

2007/01/02

電気カーペット 　畳の上に敷いていた電気カーペット
が黒く焼け焦げて、電気カーペットの
上に載せていたじゅうたんの裏側も焼
けてしまった。

　電気カーペットに異常が生じ、安全装置の温度ヒュ
ーズが溶断して通電しなくなったが、異常原因を改善
しないまま、温度ヒューズ部をリード線にて短絡する
改造が行われたため、温度ヒューズ内の抵抗が異常過
熱となり、その部分を焼損したものと推定される。
　なお、改造を行ったのが、被害者か修理業者かは不
明である。

　被害者、又は修理業者の修理不良とみられる事
故であるため、措置はとらなかった。 消費者センター

(受付:2007/01/09)使用期間：不　明
(拡大被害)北海道 (F2)

(事故発生地)

2005-1932

2006/01/03

電気カーペット 　就寝中、布団の下に敷いていた電気
カーペットから出火し、周囲を焼いた
。

　事故品のヒーター線が半断線状態となり、被覆が発
熱・溶融し、芯線同士が短絡・スパークし、出火した
ものと推定されるが、使用状況の詳細が不明であるた
め、ヒーター線が断線した原因は特定できなかった。

　製造業者は倒産しており、事故原因が不明であ
るため、措置はとれなかった。 消費者センター

(受付:2006/01/10)使用期間：不　明
(拡大被害)福井県 (G1)

(事故発生地)

2006-2306

2006/12/06

電気カーペット 　子供部屋で使用中の電気カーペット
から異臭がして、スイッチ付近が溶け
、畳が約５ｃｍ四方焦げた。

　コントローラーのスライドスイッチ部が焼損・溶融
し、スイッチ内部に溶融痕が見られたことから、スイ
ッチ内部で絶縁不良が生じて異常発熱したものと推定
されるが、絶縁不良が生じた原因の特定はできなかっ
た。

　事故原因は不明であり、製造業者は既に倒産し
ており、措置はとれなかった。 消費者センター

(受付:2006/12/11)使用期間：不　明
(製品破損)兵庫県 (G1)

(事故発生地)



No. 0145

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-2762

2006/12/31

電気カーペット 　木造２階建て住宅から出火して、約
１９０平方メートルを全焼し、家人１
人が死亡した。

　電気カーペットのコードのコントローラ部分から約
１０ｃｍの位置に短絡痕が認められたことから、当該
箇所で芯線が半断線し、短絡・スパークを生じて、下
に敷かれていたじゅうたんに着火・延焼したものと推
定されるが、半断線に至った原因の特定はできなかっ
た。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/01/12)使用期間：不　明
(死亡)新潟県 (G1)

(事故発生地)

2006-2529

2006/12/20

電気かみそり 　電気かみそりを使用していたところ
、ヘッドが外れ、持ち手部分によりあ
ごを強打した。

　ヘッド部固定金具を固定している取付ネジの締め付
け作業工程において、ネジ締めが不十分となり、正規
のネジ締め強度を確保できていなかったために、使用
経過と共にネジの締め付けが緩み外れたものと推定さ
れる。

　ヘッド部固定金具の取付ネジ締め作業における
ネジ締め強度の安定化を図るために、取付ネジの
種類を変更する。

消費者

(受付:2006/12/21)使用期間：約５か月

ＲＭ－ＴＸ９２０

九州日立マクセル（株）

(軽傷)福井県 (A2)

(事故発生地)

2005-1743

2005/11/07

電気グリル鍋 　スーパーマーケットでかぼちゃの薄
切りを焼く実演販売中に、ホットプレ
ートの底から煙が出て、テーブルを焦
がした。

　サーモスタットの接点調整ギアが外れたため、サー
モスタットが作動せず、さらに鍋を載せない状態で連
続通電が行われたことから、温度ヒューズが溶断する
までの間、ヒーターが異常過熱し発煙したものと考え
られるが、接点調整ギアが外れた原因の特定はできな
かった。

　  事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2005/12/22)使用期間：約２か月
(拡大被害)埼玉県 (G1)

(事故発生地)

2007-1380

2007/05/11

電気くん蒸殺虫器 　電気くん蒸殺虫器の電源コードの保
護プロテクター部分の根元で、コード
の片方が断線して焦げた。

　保護プロテクター部分（ブッシング部分）先端付近
の電源コード被覆が破れて焦げており、片極の芯線が
断線していることから、長期使用（１５年以上）によ
り、繰り返しの屈曲、引張りなどの機械的ストレスが
コードに加わり半断線状態となり、発熱しコード被覆
が焦げたものと推定される。

　経年劣化による事故とみられ、他に同種事故は
発生していないことから、措置はとらなかった。 製造事業者

(受付:2007/06/04)使用期間：約１５年

ベープリキッドTuesday

フマキラー（株）

(製品破損)神奈川県 (C1)

(事故発生地)



No. 0146

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-3018

2007/01/16

電気こたつ 　集合住宅の一室の電気こたつ付近か
ら出火して、約１５平方メートルが全
焼し、家人１人が足に軽い火傷を負っ
た。

　被害者が、電気こたつのコード被覆が破れて、芯線
が露出しているにもかかわらず使用し続けたため、短
絡・スパークし火災に至ったものと推定される。

　被害者の誤使用とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/01/26)使用期間：約７年
(軽傷)大阪府 (E1)

(事故発生地)

2006-3385

2007/02/05

電気こたつ 　木造２階建て集合住宅の一室から出
火して、同室約３５平方メートルを全
焼した。

　こたつのコードの被覆が摩耗し、芯線が露出してい
るにもかかわらず、被害者が使用し続けたため、短絡
・スパークし火災に至ったものと推定される。

　被害者の誤使用とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/02/15)使用期間：不　明
(拡大被害)茨城県 (E1)

(事故発生地)

2006-3608

2007/02/24

電気こたつ 　木造２階建て住宅から出火して、約
３平方メートルを焼いた。

　被害者が、電気こたつの中で衣類を乾燥させていた
ため、衣類が過熱されて発火し、火災に至ったものと
推定される。

　被害者の誤使用とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/03/01)使用期間：不　明
(拡大被害)鳥取県 (E1)

(事故発生地)

2006-2311

2006/11/26

電気こたつ 　使用中の電気こたつから焦げたにお
いがして、ヒーターがつかなくなり、
こたつふとんとこたつ天板の裏、足を
支えているプラスチックが焦げた。

　当該品のヒーターユニットを通電したところ、過熱
等の異常作動は認められず、ユニット外側の保護網に
ふとんの焦げ痕が付着していたことから、被害者がこ
たつ内に掛けふとんを巻き込む等の使用を行ったため
、ユニットにふとんが接触し、輻射熱により発火した
ものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 消費者センター

(受付:2006/12/11)使用期間：約５か月
(拡大被害)京都府 (E2)

(事故発生地)



No. 0147

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-2799

2007/01/07

電気こたつ 　鉄筋４階建て集合住宅の一室から出
火して、同室約３０平方メートルを焼
き、家人１人が煙を吸うなどの軽傷を
負った。

　電気こたつの電源コードの断線部分に溶融痕が認め
られたことから、電源コードを曲げた状態で使用して
いたため、半断線状態になり短絡・スパークし、ふと
ん等に着火・延焼したものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/01/16)使用期間：不　明
(軽傷)京都府 (E2)

(事故発生地)

2006-2901

2007/01/18

電気こたつ 　鉄筋４階建て集合住宅の一室から出
火して、同室の床の一部を焦がし、家
人が煙を吸い病院に搬送された。

　電気こたつの電源コードがこたつの敷きふとんの下
で長期間折れ曲がった状態にあったため、コードの踏
みつけ等のストレスが長期間に渡って加えられたこと
によって、コードが半断線状態になりスパークし、出
火に至ったものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/01/22)使用期間：不　明
(軽傷)岩手県 (E2)

(事故発生地)

2006-2994

2007/01/01

電気こたつ 　電気こたつを使用したところ、しば
らくして焦げ臭いにおいがし、ヒータ
ー取り付け部の上部とこたつ布団とし
て掛けていた毛布が焦げていた。

　通常の使用状態では、異常な温度上昇は認められな
いことから、被害者がこたつ布団として掛けていた毛
布を半開きの状態で使用していたため、こたつ内部の
温度が上昇せずヒーターが通電し続け、ヒーター取り
付け部の上部の温度が上昇し、毛布等が変色したもの
と推定される。
　なお、取扱説明書には、「火災の原因になるので、
布団をやぐらの中に押し込んだり、半開きの状態で使
用しない。」旨記載されている。

　被害者の不注意とみられる事故のため、措置は
とらなかった。 消費者センター

(受付:2007/01/24)

製造事業者

使用期間：約３年６か月
(拡大被害)岡山県 (E2)

(事故発生地)

2006-3319

2007/02/04

電気こたつ 　木造２階建て住宅から出火して、約
９６平方メートルを全焼し、家人３人
がのどに軽い火傷を負った。

　電気こたつの電源コードに断線部に溶融痕が認めら
れることから、コード部分がトレーニングマシンの台
座部分に、長期間踏みつけられていたことにより、絶
縁被覆が損傷・劣化して芯線同士が短絡・スパークし
、発火・延焼したものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/02/13)使用期間：不　明
(軽傷)愛知県 (E2)

(事故発生地)



No. 0148

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-3717

2007/02/27

電気こたつ 　鉄筋３階建て集合住宅の一室から出
火し、壁や天井など約１２平方メート
ルを焼いた。

　スイッチを切らずにこたつを立て掛けて掃除し、そ
のまま外出したため、こたつのヒーター部に当たって
いた座布団が発火し、火災に至ったものと推定される
。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。　 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/03/07)使用期間：不　明
(拡大被害)長野県 (E2)

(事故発生地)

2007-0603

2007/02/27

電気こたつ 　こたつの温度調節を「中」にしても
「強」と同じで温度が下がらず、少し
中に入っていた掛けふとんの中心付近
が焦げた。

　被害者がこたつに用いた長方形の掛けふとんが、こ
たつ内部に巻き込まれたため、ヒーターユニットと接
触・蓄熱し、ふとんを焦がしたものと推定される。
　なお、ヒーターユニットに温度調節の不具合や過熱
等の異常は認められなかった。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとなかった。
　なお、取扱説明書及び本体表示の警告表示には
、「ふとんをやぐらの中に押し込んで使用しない
。」の旨を記載している。

消費者センター

(受付:2007/05/11)

製造事業者

使用期間：約２か月
(拡大被害)大阪府 (E2)

(事故発生地)

2006-2263

2006/12/04

電気こたつ 　木造平屋住宅から出火して、同住宅
１５６平方メートルと隣接する木造２
階建て納屋６７平方メートルを全焼し
、家人１人が顔に、もう１人が左足な
どに軽い火傷を負った。

　事故品の電源コードの付け根付近から出火したもの
と考えられるが、焼損が著しく、原因の特定はできな
かった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2006/12/07)使用期間：不　明
(軽傷)徳島県 (G1)

(事故発生地)

2006-2349

2006/12/05

電気こたつ 　木造２階建て住宅から出火して、同
住宅約６６平方メートルと隣家約１１
２平方メートルを全焼し、木造２階建
て住宅の一部と倉庫を焼いた。

　電気こたつの配線がショートし出火したものと考え
られるが、焼損が著しく原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2006/12/13)使用期間：不　明
(拡大被害)長野県 (G1)

(事故発生地)



No. 0149

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-2638

2006/12/26

電気こたつ 　木造２階建て住宅から出火し、約１
００平方メートルを全焼した。

　電気こたつ付近から出火したものと考えられるが、
焼損が著しく、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/01/04)使用期間：不　明
(拡大被害)福島県 (G1)

(事故発生地)

2006-2849

2007/01/12

電気こたつ 　木造平屋住宅から出火し、約１０８
平方メートルを全焼した。

　電気こたつの電源コードに短絡痕（中間スイッチと
発熱部の間）が認められることから、何らかの理由で
電源コードがショートし火災に至ったものと推定され
るが、事故品の焼損が著しく、原因の特定には至らな
かった。

　製造業者等は不明であり、事故原因が不明であ
るため、措置はとれなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/01/18)使用期間：不　明
(拡大被害)栃木県 (G1)

(事故発生地)

2006-2877

2006/12/17

電気こたつ 　木造平屋住宅から出火し、約３０平
方メートルを半焼した。

　電気こたつの電源プラグ部とコンセント間で、トラ
ッキング現象が発生し火災に至ったものと考えられる
が、焼損が著しく、原因の推定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/01/19)使用期間：不　明
(拡大被害)埼玉県 (G1)

(事故発生地)

2006-3282

2007/01/19

電気こたつ 　使用中の電気こたつから出火し、こ
たつ本体、ふとん、及び畳１平方メー
トルを焼損した。

　ヒーターの輻射熱により可燃物が加熱され発火した
可能性が考えられるが、被害者の使用状況が確認でき
ないため、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 消防機関

(受付:2007/02/07)使用期間：約１０年
(拡大被害)静岡県 (G1)

(事故発生地)



No. 0150

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-4056

2007/03/20

電気こたつ 　木造２階建て住宅から出火して、同
住宅を含む３棟計約１８０平方メート
ルを全焼したほか、２棟の一部を焼き
、家人１人が死亡した。

　事故品の焼損が著しく、事故時の通電状況も確認で
きなかったことから、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/03/28)使用期間：不　明
(死亡)富山県 (G1)

(事故発生地)

2007-1197

2007/03/00

電気こたつ（中間スイ
ッチ付コード）

　電気こたつのスイッチを入れたとこ
ろ、異臭がして、スイッチから煙が出
て、スイッチの裏が溶け、カーペット
の一部が焦げた。

　電気こたつの中間スイッチ付き電源コードの製造工
程において、スイッチの「入・切」動作が重いものに
限り可動片にグリスを塗布し生産したところ、正規の
リチウムグリスではなく、シリコングリスが多量に塗
布されたものが混入し、そのグリスの一部が接点部に
達し接触不良となり発熱し、スイッチ部の樹脂が溶け
たものと推定される。

　平成１７年４月２０日及び１２月１３日付けの
新聞に社告を掲載し、中間スイッチ付きコードを
無償交換するとともに、在庫品のコードの取り替
えを実施し、工場内のシリコングリスを使用禁止
し、グリス塗布の方法の徹底を行った。　さらに
、平成１９年２月１３日には経済省が未回収品に
よる同種事故が発生したことから、注意喚起のプ
レスリリースを行い、これを受け事業者が２月１
４日に再社告を実施した。

消費者センター

(受付:2007/05/31)使用期間：約２年

ＴＳ７５０

（株）エスジーユー

(拡大被害)新潟県 (A2)

(事故発生地)

2007-4384

2007/11/07

電気こたつ（中間スイ
ッチ付コード）

　電気こたつの中間スイッチをOFFにし
たができず、スイッチの裏のプラスチ
ックが融け、カーペットが焦げた。

　電気こたつの中間スイッチ付き電源コードの製造工
程において、スイッチの「入・切」動作が重いものに
限り可動片にグリスを塗布し生産したところ、正規の
リチウムグリスではなく、シリコングリスが多量に塗
布されたものが混入し、そのグリスの一部が接点部に
達し接触不良となり発熱し、スイッチ部の樹脂が溶け
たものと推定される。

　平成１７年４月２０日及び１２月１３日付けの
新聞に社告を掲載し、中間スイッチ付きコードを
無償交換するとともに、在庫品のコードの取り替
えを実施し、工場内のシリコングリスを使用禁止
し、グリス塗布の方法の徹底を行った。　さらに
、平成１９年２月１３日には経済省が未回収品に
よる同種事故が発生したことから、注意喚起のプ
レスリリースを行い、これを受け事業者が２月１
４日に再社告を実施した。

消費者センター

(受付:2007/11/16)使用期間：約３年

NN８４２０

（株）エスジーユー

(拡大被害)新潟県 (A2)

(事故発生地)

2006-2215

2006/12/03

電気こたつ（中間スイ
ッチ付コード）

　電気こたつの中間スイッチが焼け、
カーペットの一部を焼けた。

　電気こたつの中間スイッチ付き電源コードの製造工
程において、スイッチの「入・切」動作が重いものに
限り可動片にグリスを塗布し生産したところ、正規の
リチウムグリスではなく、シリコングリスが多量に塗
布されたものが混入し、そのグリスの一部が接点部に
達し接触不良となり発熱し、スイッチ部の樹脂が溶け
たものと推定される。

　平成１７年１２月１３日付けの新聞に社告を掲
載し、顧客リストによるダイレクトメール等で周
知し、中間スイッチ付きコードを他メーカー製の
ものと無償交換するとともに、在庫品のコードの
取り替えを実施している。  なお、工場内のシリコ
ングリスを使用禁止し、作業標準書により作業指
導（グリス塗布の方法）の徹底を行った。

消防機関

(受付:2006/12/04)使用期間：約６か月

ＮＮ８４２０

（株）エスジーユー

(拡大被害)富山県 (A3)

(事故発生地)



No. 0151

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-2642

2006/12/25

電気こたつ（中間スイ
ッチ付コード）

　使用中の電気こたつのコードスイッ
チが溶けて変形した。

　電気こたつの中間スイッチ付き電源コードの製造工
程において、スイッチの「入・切」動作が重いものに
限り可動片にグリスを塗布し生産したところ、正規の
リチウムグリスではなく、シリコングリスが多量に塗
布されたものが混入し、そのグリスの一部が接点部に
達し接触不良となり発熱し、スイッチ部の樹脂が溶け
たものと推定される。

　平成１７年１２月１３日付けの新聞に社告を掲
載し、顧客リストによるダイレクトメール等で周
知し、中間スイッチ付きコードを無償交換すると
ともに、在庫品のコードの取り替えを実施してい
る。  なお、工場内のシリコングリスを使用禁止し
、作業標準書により作業指導（グリス塗布の方法
）の徹底を行った。

消費者センター

(受付:2007/01/04)

製造事業者

使用期間：約１年

ＮＮ８４５０

（株）エスジーユー

(製品破損)東京都 (A3)

(事故発生地)

2006-3556

2006/02/05

電気こたつ（中間スイ
ッチ付コード）

　電気こたつのスイッチの裏側の一部
が溶解して、接触部分のフローリング
が変色した。

　電気こたつの中間スイッチ付き電源コードの製造工
程において、スイッチの「入・切」動作が重いものに
限り可動片にグリスを塗布し生産したところ、正規の
リチウムグリスではなく、シリコングリスが多量に塗
布されたものが混入し、そのグリスの一部が接点部に
達し接触不良となり発熱し、スイッチ部の樹脂が溶け
たものと推定される。

　平成１７年４月２０日及び１２月１３日付けの
新聞に社告を掲載し、中間スイッチ付きコードを
無償交換するとともに、在庫品のコードの取り替
えを実施し、工場内のシリコングリスを使用禁止
し、グリス塗布の方法の徹底を行った。　さらに
、平成１９年２月１３日には経済省が未回収品に
よる同種事故が発生したことから、注意喚起のプ
レスリリースを行い、これを受け事業者が２月１
４日に再社告を実施した。

輸入事業者

(受付:2007/02/27)使用期間：約１年

ＮＮ８４４０

クレオ工業（株）

(拡大被害)大阪府 (A3)

(事故発生地)

2006-3882

2007/03/03

電気こたつ（中間スイ
ッチ付コード）

　電気こたつの中間スイッチ部分から
発煙し、中間スイッチ部分に穴が空き
カーペットが焦げて、畳も変色した。

　電気こたつの中間スイッチ付き電源コードの製造工
程において、スイッチの「入・切」動作が重いものに
限り可動片にグリスを塗布し生産したところ、正規の
リチウムグリスではなく、シリコングリスが多量に塗
布されたものが混入し、そのグリスの一部が接点部に
達し接触不良となり発熱し、スイッチ部の樹脂が溶け
たものと推定される。

　平成１７年４月２０日及び１２月１３日付けの
新聞に社告を掲載し、中間スイッチ付きコードを
無償交換するとともに、在庫品のコードの取り替
えを実施し、工場内のシリコングリスを使用禁止
し、グリス塗布の方法の徹底を行った。　さらに
、平成１９年２月１３日には経済省が未回収品に
よる同種事故が発生したことから、注意喚起のプ
レスリリースを行い、これを受け事業者が２月１
４日に再社告を実施した。

市町村

(受付:2007/03/19)

輸入事業者

使用期間：約５か月

ＮＮ８４２０

クレオ工業（株）

(軽傷)滋賀県 (A3)

(事故発生地)

2006-3986

2007/03/00

電気こたつ（中間スイ
ッチ付コード）

　電気こたつの電源コード中間スイッ
チ付近から出火して、こたつふとんや
ソファーなどの一部を焼損し、家人１
人が火傷を負った。

　電気こたつの中間スイッチ付電源コードに、引っ張
りや折り曲げ等のストレスを繰り返し加えたため、電
源コードが中間スイッチとの付け根部分で半断線状態
となり、異常発熱するとともにコード内部の被覆が溶
融し、短絡・スパークして出火したものと推定される
。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 消防機関

(受付:2007/03/23)

製造事業者

使用期間：不　明
(軽傷)岐阜県 (E2)

(事故発生地)



No. 0152

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0010

2007/03/16

電気こたつ（中間スイ
ッチ付コード）

　電気こたつを「弱」にして、約３０
分位経ったところ、中間スイッチ部分
から煙が出るとともに、黄色い液体が
出た。

　電気こたつの中間スイッチ部に液体が混入したため
に、スイッチ内部でリーク電流が発生して発熱し発煙
したものと推定される。なお、液体はヒーターユニッ
ト表面に動物の毛とみられるものが付着していること
と、アンモニアの臭いがしたことから、動物の尿と推
定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 消費者センター

(受付:2007/04/02)

輸入事業者

使用期間：約１年３か月
(製品破損)高知県 (E2)

(事故発生地)

2006-2942

2007/01/19

電気こたつ（中間スイ
ッチ付コード）

　木造平屋住宅から出火し、全焼した
。

　電気こたつの中間スイッチからの出火と推定される
が、焼損が著しく、中間スイッチが焼失しているため
、原因の特定はできなかった。

　製造業者等は不明であり、事故原因が不明であ
るため、措置はとれなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/01/23)使用期間：不　明
(拡大被害)宮崎県 (G1)

(事故発生地)

2006-0920

2006/07/18

電気こんろ 　電気こんろから出火した。 　被害者がゴミ出しの際、知らぬ間にゴミ袋が電気こ
んろのつまみに触れて、スイッチが入り、こんろの上
に置かれたゴミ類が加熱され、発火したものと推定さ
れる。

　（社）日本電機工業会、キッチン・バス工業会
と連携し、ポスター等で安全に使用するための啓
発活動を行い、当該製品以降の昭和６３年１０月
生産品より、つまみの突出をなくすとともに、平
成１４年２月よりホームページ並びに平成１９年
５月８日から３日間、新聞に注意喚起と改修の促
進を掲載した。また、平成１９年６月２０日に、
小型キッチンユニット用電気こんろ協議会を新た
に設立し、７月４日及び８月１日に新聞紙上で「
謹告」を行い、つまみの無償改修を行っている。
さらに当機構は、平成１７年１月１３日付けで「
特記ニュース」を発行し、消

製造事業者

(受付:2006/07/26)使用期間：約２７年

ＮＫ－２１０１

松下電器産業（株）

(製品破損)東京都 (B1)

(事故発生地)

2006-1253

2006/08/15

電気こんろ 　帰省中にワンルームマンションの電
気こんろから出火し、室内を焼損した
。

　電気こんろは、スイッチ接点が「弱」の位置にあり
、電気こんろの上に置かれていたなべが異常過熱して
いた。被害者は電気こんろを使用した覚えがないこと
から、外出の際にスイッチつまみに身体や物が接触し
、スイッチが「入」になったため、電気こんろの上に
置かれていたなべが加熱され、火災に至ったものと推
定される。

　（社）日本電機工業会及びキッチン・バス工業
会と連携し、不注意・誤使用防止の啓発活動を行
うと同時につまみガードを付けたり、コントロー
ラの交換等の安全措置を実施している。また、ホ
ームページに安全に使用していただくためにスイ
ッチ操作部の無償交換を呼びかけている。さらに
当機構は、平成１７年１月１３日付けで「特記ニ
ュース」を発行し、消費者に注意喚起を行った。

製造事業者

(受付:2006/09/11)

消防機関

使用期間：不　明

ＳＢＥ－１０１－２００Ｖ

キシロ電機（株）

(拡大被害)愛知県 (B1)

(事故発生地)



No. 0153

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-1674

2006/07/12

電気こんろ 　ミニキッチンの上にあったゴムへら
が燃え、ミニキッチンの天板を焦がし
た。

　被害者が知らぬ間に電気こんろのつまみに触れて、
スイッチが入り、こんろの上に置かれたゴムへらが倒
れ、発火したものと推定される。

　（社）日本電機工業会、キッチン・バス工業会
と連携し、ポスター等で安全に使用するための啓
発活動を行っている。また、当該製品以降の昭和
６３年１０月生産品より、スイッチツマミに突出
をなくすとともに、平成１４年２月よりホームペ
ージ並びに平成１９年５月８日から１０日の間の
新聞に注意喚起と改修の促進を掲載した。さらに
当機構は、平成１７年１月１３日付けで「特記ニ
ュース」を発行し、消費者に注意喚起を行った。

製造事業者

(受付:2006/10/23)

国の行政機関

使用期間：約１８年

ＨＫ－１１０２

（株）日立ハウステック

(拡大被害)神奈川県 (B1)

(事故発生地)

2006-1740

2006/10/16

電気こんろ 　電気こんろ付近から発火し、流し台
周辺と台所の天井を焼損し、居室の蛍
光灯の笠とエアコンカバーが熱で溶解
した。

　被害者が外出の際、知らぬ間に体の一部が電気こん
ろのつまみに触れてスイッチが入り、こんろの上に置
いていたプラスチック製容器が加熱され、出火したも
のと推定される。

　（社）日本電機工業会、キッチン・バス工業会
と連携し、ポスター等で安全に使用するための啓
発活動を行っている。また、当該製品以降の昭和
６３年１０月生産品より、スイッチツマミに突出
をなくすとともに、平成１４年２月よりホームペ
ージ並びに平成１９年５月８日から１０日の間の
新聞に注意喚起と改修の促進を掲載した。さらに
当機構は、平成１７年１月１３日付けで「特記ニ
ュース」を発行し、消費者に注意喚起を行った。

製造事業者

(受付:2006/10/25)使用期間：約２０年

ＨＴ－１２５０

日立アプライアンス（株）

(拡大被害)東京都 (B1)

(事故発生地)

2006-1841

2006/09/12

電気こんろ 　電気こんろ周辺の可燃物が燃え、電
気こんろ上部に置かれたカセットこん
ろのガスボンベが爆発し、電気こんろ
周辺と台所天井が焼損し、家人１人が
煙を吸い病院に搬送された。

　電気こんろ前の通路が荷物で狭くなっており、被害
者が入室する際、知らぬ間に電気こんろのつまみに身
体の一部、もしくは荷物が触れてスイッチが入り、電
気こんろの上に置かれたカセットガスこんろのガスボ
ンベが加熱され、爆発したものと推定される。

　（社）日本電機工業会、キッチン・バス工業会
と連携し、ポスター等で安全に使用するための啓
発活動を行っている。また、当該製品以降の昭和
６３年１０月生産品より、スイッチツマミの突出
をなくすとともに、平成１４年２月よりホームペ
ージ並びに平成１９年５月８日から１０日の間の
新聞に注意喚起と改修の促進を掲載した。さらに
当機構は、平成１７年１月１３日付けで「特記ニ
ュース」を発行し、消費者に注意喚起を行った。

製造事業者

(受付:2006/11/06)使用期間：約２０年

ＨＴ－１２５０

日立アプライアンス（株）

(軽傷)東京都 (B1)

(事故発生地)

2006-1968

2006/11/10

電気こんろ 　２階建て集合住宅の一室から出火し
、同室の天井・壁・キッチンユニット
の一部などを焼いた。

　従業員が事務所から出る際、知らぬ間に電気こんろ
のつまみに身体の一部が触れ、スイッチが入り、こん
ろの上に置かれていた可燃物が加熱され、出火したも
のと推定される。

　（社）日本電機工業会、キッチン・バス工業会
と連携し、ポスター等で安全に使用するための啓
発活動を行っている。また、当該製品以降の昭和
６３年１０月生産品より、スイッチツマミに突出
をなくすとともに、平成１４年２月よりホームペ
ージ並びに平成１９年５月８日から１０日の間の
新聞に注意喚起と改修の促進を掲載した。さらに
当機構は、平成１７年１月１３日付けで「特記ニ
ュース」を発行し、消費者に注意喚起を行った。

消防機関

(受付:2006/11/15)

製造事業者

使用期間：約２０年

ＨＴ－１２５０

日立アプライアンス（株）

(拡大被害)京都府 (B1)

(事故発生地)



No. 0154

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-2176

2006/11/17

電気こんろ 　集合住宅に据付のミニキッチン内で
、小火があった。

　被害者が電気こんろのスイッチに触れ、通電状態に
なったのを気づかなかったため、こんろの上に置いて
いたビニール袋入りのごみ等が加熱され、焼損したも
のと推定される。

　（社）日本電機工業会、キッチン・バス工業会
と連携し、ポスター等で安全に使用するための啓
発活動を行っている。また、当該製品以降の昭和
６３年１０月生産品より、スイッチツマミに突出
をなくすとともに、平成１４年２月よりホームペ
ージ並びに平成１９年５月８日から１０日の間の
新聞に注意喚起と改修の促進を掲載した。さらに
当機構は、平成１７年１月１３日付けで「特記ニ
ュース」を発行し、消費者に注意喚起を行った。

製造事業者

(受付:2006/12/01)使用期間：約１５年７か月

ＳＢＥ－１０１

キシロ電機（株）

(拡大被害)東京都 (B1)

(事故発生地)

2006-2372

2006/11/25

電気こんろ 　電気こんろの上に置いていた炊飯器
が燃え、周辺が煤けた。

　被害者が外出の際、知らぬ間に身体の一部が電気こ
んろのつまみに触れスイッチが入り、電気こんろの上
に置いていた炊飯器が加熱されて燃えたものと推定さ
れる。

　（社）日本電機工業会、キッチン・バス工業会
と連携し、ポスター等で安全に使用するための啓
発活動を行い、当該製品以降の昭和６３年１０月
生産品より、つまみの突出をなくすとともに、平
成１４年２月よりホームページ並びに平成１９年
５月８日から３日間、新聞に注意喚起と改修の促
進を掲載した。また、平成１９年６月２０日に、
小型キッチンユニット用電気こんろ協議会を新た
に設立し、７月４日及び８月１日に新聞紙上で「
謹告」を行い、つまみの無償改修を行っている。
さらに当機構は、平成１７年１月１３日付けで「
特記ニュース」を発行し、消

製造事業者

(受付:2006/12/14)使用期間：約１８年

ＮＫ－１１０２

松下電器産業（株）

(拡大被害)宮城県 (B1)

(事故発生地)

2006-2490

2006/08/11

電気こんろ 　電気こんろの上に置いていた買い物
袋（食料品入り）とキッチンの壁面が
焼損した。

　被害者が清掃時に電気こんろのスイッチに触れ、通
電状態になっていたのを気づかなかったため、こんろ
の上に置いていた食料品入りの買い物袋が加熱され、
火災に至ったものと推定される。

　（社）日本電機工業会、キッチン・バス工業会
と連携し、ポスター等で安全に使用するための啓
発活動を行っている。また、当該製品以降の昭和
６３年１０月生産品より、スイッチツマミに突出
をなくすとともに、平成１４年２月よりホームペ
ージ並びに平成１９年５月８日から１０日の間の
新聞に注意喚起と改修の促進を掲載した。さらに
当機構は、平成１７年１月１３日付けで「特記ニ
ュース」を発行し、消費者に注意喚起を行った。

製造事業者

(受付:2006/12/21)使用期間：約１９年

ＨＫ－１１０２

（株）日立ハウステック

(拡大被害)東京都 (B1)

(事故発生地)

2006-2491

2006/10/28

電気こんろ 　ミニキッチンと周辺の壁、天井など
を焼損した。

　被害者が外出する際、知らぬ間にこんろのつまみに
身体の一部もしくは荷物が触れ、スイッチが入り、こ
んろの上に置かれた可燃物が加熱され、出火したもの
と推定される。

　（社）日本電機工業会、キッチン・バス工業会
と連携し、ポスター等で安全に使用するための啓
発活動を行っている。また、当該製品以降の昭和
６３年１０月生産品より、スイッチツマミに突出
をなくすとともに、平成１４年２月よりホームペ
ージ並びに平成１９年５月８日から１０日の間の
新聞に注意喚起と改修の促進を掲載した。さらに
当機構は、平成１７年１月１３日付けで「特記ニ
ュース」を発行し、消費者に注意喚起を行った。

製造事業者

(受付:2006/12/21)使用期間：約１８年

ＨＫ－１１０２

（株）日立ハウステック

(拡大被害)奈良県 (B1)

(事故発生地)



No. 0155

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-2492

2006/11/10

電気こんろ 　電気こんろの上に置いていたカセッ
トこんろが爆発し、ミニキッチンの背
板と側板が破損した。

　被害者が外出する際、知らぬ間に身体に一部がこん
ろのつまみに触れ、スイッチが入り、 こんろの上に置
かれていたカセットこんろのガスボンベが加熱され、
爆発したものと推定される。

　（社）日本電機工業会、キッチン・バス工業会
と連携し、ポスター等で安全に使用するための啓
発活動を行っている。また、当該製品以降の昭和
６３年１０月生産品より、スイッチツマミに突出
をなくすとともに、平成１４年２月よりホームペ
ージ並びに平成１９年５月８日から１０日の間の
新聞に注意喚起と改修の促進を掲載した。さらに
当機構は、平成１７年１月１３日付けで「特記ニ
ュース」を発行し、消費者に注意喚起を行った。

製造事業者

(受付:2006/12/21)使用期間：約１８年

ＨＫ－１１０２

（株）日立ハウステック

(拡大被害)東京都 (B1)

(事故発生地)

2006-2493

2006/11/22

電気こんろ 　電気こんろの上に置いていた段ボー
ルと布が焦げ、上の階の住人が煙を吸
い病院に運ばれた。

　被害者が知らぬ間にこんろのつまみに触れて、スイ
ッチが入り、 こんろの上に置かれていた段ボールと布
に着火したものと推定される。

　（社）日本電機工業会、キッチン・バス工業会
と連携し、ポスター等で安全に使用するための啓
発活動を行っている。また、当該製品以降の昭和
６３年１０月生産品より、スイッチツマミに突出
をなくすとともに、平成１４年２月よりホームペ
ージ並びに平成１９年５月８日から１０日の間の
新聞に注意喚起と改修の促進を掲載した。さらに
当機構は、平成１７年１月１３日付けで「特記ニ
ュース」を発行し、消費者に注意喚起を行った。

製造事業者

(受付:2006/12/21)使用期間：約１８年

ＨＫ－１１０２

（株）日立ハウステック

(軽傷)東京都 (B1)

(事故発生地)

2006-2495

2006/11/22

電気こんろ 　電気こんろの上に載せていたカセッ
トこんろが発熱、爆発して、ミニキッ
チン周辺約２平方メートルを焼損した
。

　被害者が外出時に電気こんろのスイッチに触れ、通
電状態になったのに気づかなかったため、こんろの上
に置かれていたカセットこんろが、加熱され、破裂し
て火災に至ったものと推定される。

　（社）日本電機工業会、キッチン・バス工業会
と連携し、ポスター等で安全に使用するための啓
発活動を行っている。また、当該製品以降の昭和
６３年１０月生産品より、スイッチツマミに突出
をなくすとともに、平成１４年２月よりホームペ
ージ並びに平成１９年５月８日から１０日の間の
新聞に注意喚起と改修の促進を掲載した。さらに
当機構は、平成１７年１月１３日付けで「特記ニ
ュース」を発行し、消費者に注意喚起を行った。

製造事業者

(受付:2006/12/21)使用期間：約１９年

ＦＨ－３１Ｂ

富士工業（株）

(拡大被害)東京都 (B1)

(事故発生地)

2006-3091

2006/12/15

電気こんろ 　集合住宅に据付のミニキッチンの電
気こんろ上に置かれていた段ボール箱
が焼失し、ミニキッチン本体の上部も
焼損、室内を汚損した。

　被害者がこんろ上に置かれた段ボール箱を動かす際
にスイッチに触れて電源が入ったため、電気こんろの
上に置かれていた段ボール箱が焼損したものと推定さ
れる。

　（社）日本電機工業会、キッチン・バス工業会
と連携し、ポスター等で安全に使用するための啓
発活動を行っている。また、当該製品以降の昭和
６３年１０月生産品より、スイッチツマミに突出
をなくすとともに、平成１４年２月よりホームペ
ージ並びに平成１９年５月８日から１０日の間の
新聞に注意喚起と改修の促進を掲載した。さらに
当機構は、平成１７年１月１３日付けで「特記ニ
ュース」を発行し、消費者に注意喚起を行った。

製造事業者

(受付:2007/01/31)使用期間：約１８年

ＨＴ－１２５０Ｃ

（株）日立ハウステック

(拡大被害)愛知県 (B1)

(事故発生地)



No. 0156

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-3094

2006/12/30

電気こんろ 　集合住宅に据付のミニキッチンの電
気こんろ上部の食器棚と周辺の壁５平
方メートルを焼損、放水のため階下の
一室が水を被った。

　被害者が外出の際、知らぬ間に体の一部が電気こん
ろのスイッチに触れて通電状態になり、電気こんろ周
辺にあった台所用品が加熱されて焼損したものと推定
される。

　（社）日本電機工業会、キッチン・バス工業会
と連携し、ポスター等で安全に使用するための啓
発活動を行っている。また、当該製品以降の昭和
６３年１０月生産品より、スイッチツマミに突出
をなくすとともに、平成１４年２月よりホームペ
ージ並びに平成１９年５月８日から１０日の間の
新聞に注意喚起と改修の促進を掲載した。さらに
当機構は、平成１７年１月１３日付けで「特記ニ
ュース」を発行し、消費者に注意喚起を行った。

製造事業者

(受付:2007/01/31)使用期間：約１７年

ＨＴ－１２５０

日立アプライアンス（株）

(拡大被害)千葉県 (B1)

(事故発生地)

2006-3347

2007/01/28

電気こんろ 　集合住宅の台所の電気こんろ周辺を
焼損し、上階の部屋に煙が回った。

　被害者が外出の際、知らぬ間に体の一部が電気こん
ろのつまみに触れてスイッチが入り、こんろの上に置
いていた電気ポットが加熱され、周囲のプラスチック
容器に延焼したものと推定される。

　（社）日本電機工業会、キッチン・バス工業会
と連携し、ポスター等で安全に使用するための啓
発活動を行っている。また、当該製品以降の昭和
６３年１０月生産品より、スイッチツマミに突出
をなくすとともに、平成１４年２月よりホームペ
ージ並びに平成１９年５月８日から１０日の間の
新聞に注意喚起と改修の促進を掲載した。さらに
当機構は、平成１７年１月１３日付けで「特記ニ
ュース」を発行し、消費者に注意喚起を行った。

製造事業者

(受付:2007/02/14)使用期間：約１７年

ＨＴ－１２５０

日立アプライアンス（株）

(拡大被害)東京都 (B1)

(事故発生地)

2006-3469

2007/01/28

電気こんろ 　耐火構造２階建て建物１階に設置さ
れたミニキッチン据え付けの電気こん
ろ付近から出火し、約７０平方メート
ルを焼いた。

　被害者が外出時に電気こんろのスイッチに触れ、通
電状態になっていたのを気づかなかったため、こんろ
の上に置いていた雑巾、プラスチック製バケツ等が過
熱され、火災に至ったものと推定される。

　（社）日本電機工業会、キッチン・バス工業会
と連携し、ポスター等で安全に使用するための啓
発活動を行っている。また、当該製品以降の昭和
６３年１０月生産品より、スイッチツマミに容易
に触れないように、ツマミの突出をなくすととも
に、平成１４年２月よりホームページ並びに平成
１７年７月５日、平成１８年１１月２７日から３
０日の間の新聞に注意喚起と改修の促進を掲載し
た。さらに当機構は、平成１７年１月１３日付け
で「特記ニュース」を発行し、消費者に注意喚起
を行った。

消防機関

(受付:2007/02/20)

製造事業者

使用期間：約１３年

ＦＨ－３１Ｂ

富士工業（株）

(拡大被害)京都府 (B1)

(事故発生地)

2006-3590

2006/11/02

電気こんろ 　電気こんろの上部に置いていた雑誌
類に着火し、壁、天井、台所ユニット
などを焼いた。

　被害者が外出の際、電気こんろのスイッチに触れ、
通電状態になったのに気づかなかったため、こんろの
上に置いていた雑誌等が加熱され焼損し、周囲に延焼
したものと推定される。

　（社）日本電機工業会、キッチン・バス工業会
と連携し、ポスター等で安全に使用するための啓
発活動を行っている。また、当該製品以降の昭和
６３年１０月生産品より、スイッチツマミに突出
をなくすとともに、平成１４年２月よりホームペ
ージ並びに平成１９年５月８日から１０日の間の
新聞に注意喚起と改修の促進を掲載した。さらに
当機構は、平成１７年１月１３日付けで「特記ニ
ュース」を発行し、消費者に注意喚起を行った。

製造事業者

(受付:2007/02/28)使用期間：約２１年８か月

ＦＨＳ－３１Ｂ

キシロ電機（株）

(拡大被害)佐賀県 (B1)

(事故発生地)



No. 0157

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0624

2007/04/08

電気こんろ 　集合住宅の一室で、ガスボンベが爆
発し、窓ガラスが割れ、玄関扉が破損
するなどした。

　被害者の知らぬ間に体の一部が電気こんろのつまみ
に触れて、スイッチが入り、こんろの上に置かれてい
たカセットこんろのガスボンベが加熱され、爆発した
ものと推定される。

　（社）日本電機工業会、キッチン・バス工業会
と連携し、ポスター等で安全に使用するための啓
発活動を行っている。また、当該製品以降の昭和
６３年１０月生産品より、スイッチツマミに突出
をなくすとともに、平成１４年２月よりホームペ
ージ並びに平成１９年５月８日から１０日の間の
新聞に注意喚起と改修の促進を掲載した。さらに
当機構は、平成１７年１月１３日付けで「特記ニ
ュース」を発行し、消費者に注意喚起を行った。

販売事業者

(受付:2007/05/15)使用期間：約２３年１か月

ＨＫ－１１０２

クリナップ（株）

(拡大被害)埼玉県 (B1)

(事故発生地)

2007-0644

2007/04/27

電気こんろ 　電気こんろ付近から出火して、流し
台周辺を５平方メートル焼損し、室内
が煤で汚損した。

　電気こんろの後側に立て掛けていたまな板が、こん
ろスイッチつまみの上に倒れ、つまみが押し回されヒ
ーターが通電状態になり、まな板が焼損し、周囲に延
焼したものと推定される。

　平成１９年８月１日付けで小形キッチンユニッ
ト用電気こんろ協議会及び自社ホームページ、新
聞に無償改修を掲載した。さらに当機構は、平成
１７年１月１３日付けで「特記ニュース」を発行
し、消費者に注意喚起を行った。

製造事業者

(受付:2007/05/15)使用期間：不　明

ＨＴ－１５００

日立アプライアンス（株）

(拡大被害)神奈川県 (B1)

(事故発生地)

2007-0914

2007/04/17

電気こんろ 　電気こんろ付近から発火して、流し
台の壁面を焼損し、消火時の放水で階
下の一室が汚損した。

　被害者が外出の際、肩にかけていたバッグが電気こ
んろのスイッチに当たり通電状態になり、さらに電気
こんろの上にあったフライパンに当たり壁際に移動し
、電気こんろで加熱され、壁に延焼したものと推定さ
れる。

　（社）日本電機工業会、キッチン・バス工業会
と連携し、ポスター等で安全に使用するための啓
発活動を行っている。また、当該製品以降の昭和
６３年１０月生産品より、スイッチツマミに突出
をなくすとともに、平成１４年２月よりホームペ
ージ並びに平成１９年５月８日から１０日の間の
新聞に注意喚起と改修の促進を掲載した。さらに
当機構は、平成１７年１月１３日付けで「特記ニ
ュース」を発行し、消費者に注意喚起を行った。

製造事業者

(受付:2007/05/22)使用期間：約１７年

ＨＴ－１２５０

日立アプライアンス（株）

(拡大被害)東京都 (B1)

(事故発生地)

2007-0917

2007/05/09

電気こんろ 　テナントビル内の一室で、電気こん
ろの上の天井クロスが焦げ、冷蔵庫が
焼損した。

　被害者が退社時、電気こんろの上に物を置いた際、
知らぬ間にこんろのつまみに身体の一部もしくは荷物
が触れ、スイッチが入り、こんろの上に置かれた可燃
物が加熱され、出火したものと推定される。

　平成１９年８月１日付けで小型キッチンユニッ
ト用電気こんろ協議会及び自社ホームページ、新
聞に無償改修（謹告）を掲載した。また、当機構
は、平成１７年１月１３日付けで「特記ニュース
」を発行し、消費者に注意喚起を行った。

製造事業者

(受付:2007/05/22)

消防機関

使用期間：約１８年

ＨＴ－１２９０（ブランド
：サンウェーブ）

日立アプライアンス（株）

(拡大被害)岡山県 (B1)

(事故発生地)



No. 0158

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-1037

2007/04/24

電気こんろ 　電気こんろが焼損して、キッチン周
辺の壁が汚損し、下駄箱が焦げた。

　被害者が外出の際、電気こんろのスイッチに身体の
一部が触れてスイッチが入り、こんろの上に置かれた
紙類等の可燃物が加熱され、焼損したものと推定され
る。

　（社）日本電機工業会、キッチン・バス工業会
と連携し、ポスター等で安全に使用するための啓
発活動を行っている。また、当該製品以降の昭和
６３年１０月生産品より、スイッチツマミに突出
をなくすとともに、平成１４年２月よりホームペ
ージ並びに平成１９年５月８日から１０日の間の
新聞に注意喚起と改修の促進を掲載した。さらに
当機構は、平成１７年１月１３日付けで「特記ニ
ュース」を発行し、消費者に注意喚起を行った。

製造事業者

(受付:2007/05/29)使用期間：約２３年

ＨＫ－１１０２

（株）日立ハウステック

(拡大被害)東京都 (B1)

(事故発生地)

2007-1038

2007/04/24

電気こんろ 　電気こんろが焼損して、キッチン周
辺の壁と天井が煤で汚損した。

　被害者が外出時に電気こんろのつまみに触れて、ス
イッチが入り通電状態になったのを気づかなかったた
め、電気こんろの上に置いていた食料やごみが過熱さ
れ、火災に至ったものと推定される。

　（社）日本電機工業会、キッチン・バス工業会
と連携し、ポスター等で安全に使用するための啓
発活動を行っている。また、当該製品以降の昭和
６３年１０月生産品より、スイッチツマミに突出
をなくすとともに、平成１４年２月よりホームペ
ージ並びに平成１９年５月８日から１０日の間の
新聞に注意喚起と改修の促進を掲載した。さらに
当機構は、平成１７年１月１３日付けで「特記ニ
ュース」を発行し、消費者に注意喚起を行った。

製造事業者

(受付:2007/05/29)使用期間：約１９年

ＨＫ－１１０２

（株）日立ハウステック

(拡大被害)神奈川県 (B1)

(事故発生地)

2007-1619

2007/05/27

電気こんろ 　集合住宅の一室で家人が外出から帰
ったところ、電気こんろのヒーター周
辺に置いてあった可燃物が燃えていた
。可燃物の焼損により、電気こんろの
上にあった蛍光灯の傘が一部変形した
。

　家人が外出する際に、座っていたソファーが移動し
ソファーと電気こんろの間にあった小テーブルが傾い
て、電気こんろのつまみに触れて、スイッチが入り電
気こんろ近くにあったペットボトルなどの可燃物が溶
融してこんろに接触し、発火に至ったものと推定され
る。

　（社）日本電機工業会及びキッチンバス工業会
と連携し、ポスター等で安全に使用するための啓
発活動を行っている。当該機種は、昭和６３年に
生産を終了しており、既設置の使用者に対して、
スイッチつまみ周囲にガードを追加取付けし、構
造に改善措置を実施している。なお、今回不具合
が起きた単身寮の他の部屋にある電気こんろのス
イッチつまみ周囲にガードの取付けを行った。

製造事業者

(受付:2007/06/14)使用期間：不　明

ＣＲ－１２０１

三菱電機（株）

(拡大被害)兵庫県 (B1)

(事故発生地)

2005-1149

2005/10/09

電気こんろ 　電気こんろに土鍋をかけて１時間ぐ
らい使用していたところ、下のテーブ
ルが焦げニスが剥がれてしまい、電気
こんろ底部のプラスチック部分が溶け
ていた。なお、この土鍋を使用したの
は今回が初めてであった。

　ヒーターの下側にある遮熱アルミ板の表面が、約１
５年の経過による汚れや腐食によって反射効率が落ち
、遮熱が十分にできなくなったことに加え、使用した
土鍋の底に脚（高台）があり、土鍋の底がヒーターか
ら浮いて熱が伝わりにくく、ヒーターが過熱しやすい
状態であったため、電気こんろの底面のプラスチック
部分及びテーブルを焦がしたものと推定される。

　経年劣化による事故とみられ、他に同種事故が
発生していないことから、措置はとらなかった。 消費者センター

(受付:2005/10/12)

製造事業者

使用期間：約１５年

Ｌｏｒｒａｉｎｅ　８１－
１７７３０

（有）横山電熱産業

(拡大被害)愛媛県 (C1)

(事故発生地)



No. 0159

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-0306

2006/04/27

電気こんろ 　木造２階建て住宅から出火して、１
９１平方メートルを全焼し、家人が顔
に軽い火傷を負った。

　被害者がいすから離れた際、足元近くで暖房に使用
していた電気こんろの上に、いすから座ぶとんが落下
したのに気づかず放置したため、こんろの熱で燃えだ
し火災に至ったものと推定される。

　被害者の誤使用とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2006/05/02)使用期間：不　明
(軽傷)秋田県 (E1)

(事故発生地)

2007-0003

2007/03/23

電気こんろ 　木造２階建て住宅から出火して、約
７１平方メートルを全焼したほか、隣
接する住宅の外壁を焼損し、家人１人
が死亡、１人が頭に軽い火傷を負った
。

　被害者がこたつの中に電気こんろを入れて使用中、
こたつ布団が電気こんろの電熱線に接触したため着火
して燃え広がり、火災に至ったものと推定される。

　被害者の誤使用とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/04/02)使用期間：不　明
(死亡)秋田県 (E1)

(事故発生地)

2006-0212

2006/04/04

電気こんろ 　ワンルームマンションの一室のクッ
キングヒーター周辺から出火して全焼
し、男性が重体となった。

　被害者が揚げ物を調理中に寝てしまったため、天ぷ
ら油が過熱し、出火に至ったものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製造事業者

(受付:2006/04/20)使用期間：約５年
(重傷)兵庫県 (E2)

(事故発生地)

2006-2037

2006/11/15

電気こんろ 　木造２階建て住宅から出火して、台
所の床や壁などを焼き、家人１人が全
身火傷で死亡した。

　使用していた電気こんろに着衣が接触したために着
火し、火災に至ったものと推定される。　

　被害者の不注意とみられる事故であるため、特
に措置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2006/11/20)使用期間：不　明
(死亡)東京都 (E2)

(事故発生地)



No. 0160

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-2597

2006/12/22

電気こんろ 　鉄骨６階建て集合住宅の台所の電気
こんろ付近から出火し、壁などを焼い
た。

　被害者が、電気こんろを消し忘れたままプラスチッ
ク製の水切りかごをこんろ上に置き、さらに寝込んで
しまったため、水切りかごが加熱されて発火、延焼し
たものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 消防機関

(受付:2006/12/28)

製造事業者

使用期間：約５年
(拡大被害)石川県 (E2)

(事故発生地)

2006-2666

2006/12/29

電気こんろ 　木造２階建て集合住宅の一室から出
火して、同室約１平方メートルを焼き
、家人が両足などに重傷の火傷を負っ
た。

　電気こんろの近くに掛けふとんが置かれていたこと
から、使用中の電気こんろのヒーター部にふとんが接
触したため着火し、火災に至ったもものと推定される
。

　被害者の不注意とみられる事故のため、措置は
とらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/01/05)使用期間：不　明
(重傷)神奈川県 (E2)

(事故発生地)

2006-2998

2007/01/18

電気こんろ 　木造２階建て住宅から出火して、１
１３平方メートルを全焼し、家人２人
が死亡した。

　被害者が、室内に洗濯物を干しており、スイッチを
消し忘れたままの電気こんろ上に洗濯物が落下したた
め、接触・加熱され火災に至ったものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/01/25)使用期間：不　明
(死亡)北海道 (E2)

(事故発生地)

2006-3421

2007/02/14

電気こんろ 　集合住宅の一室から出火して、台所
の壁などを焦がし、家人が顔などに軽
傷を負った。

　被害者が、電気こんろで揚げ物調理中にその場を離
れたため、天ぷら油が過熱し出火したものと推定され
る。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/02/19)使用期間：不　明
(軽傷)石川県 (E2)

(事故発生地)



No. 0161

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-3549

2007/02/25

電気こんろ 　平屋の離れから出火して、約１０平
方メートルを全焼し、家人１人が頭に
軽い火傷を負った。

　電気こんろの周囲にあった可燃物が、電気こんろの
ヒーターに接触したため着火し、火災に至ったものと
推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/02/27)使用期間：不　明
(軽傷)千葉県 (E2)

(事故発生地)

2006-4037

2007/03/22

電気こんろ 　木造平屋の寺の庫裏から出火し、約
８０平方メートルを全焼した。

　使用中の電気こんろを放置したため、周辺にあった
新聞紙が接触して着火し、火災に至ったものと推定さ
れる。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/03/27)使用期間：不　明
(拡大被害)京都府 (E2)

(事故発生地)

2007-0212

2007/04/06

電気こんろ 　集合住宅の一室から出火して、玄関
ドアや台所の電熱器付近など約１１平
方メートルを焼いた。

　電気こんろで調理中、油の入った鍋をかけたまま放
置したため、鍋の油が過熱し、火災に至ったものと推
定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/04/10)使用期間：約１２年
(拡大被害)栃木県 (E2)

(事故発生地)

2007-0431

2007/04/19

電気こんろ 　木造２階建て集合住宅の一室から出
火して、同室の畳約２枚を焼き、家人
が死亡した。

　電気こんろ（１口）を床の上で使用中、着衣が熱源
のニクロム線ヒーターに触れたため、出火に至ったも
のと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/04/25)使用期間：不　明
(死亡)愛知県 (E2)

(事故発生地)



No. 0162

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0447

2007/04/19

電気こんろ 　住宅から出火して、居間のこたつぶ
とんやテレビなどを焼き、家人２人が
煙を吸った。

　電気こんろで調理中、調理器具を空だきをしたため
、周辺の可燃物に調理器具が接して発火し火災に至っ
たものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/04/26)使用期間：不　明
(軽傷)東京都 (E2)

(事故発生地)

2007-0984

2007/05/17

電気こんろ 　木造平屋住宅から出火して、同住宅
と作業場の計４７平方メートルを全焼
した。

　電気こんろにやかんをかけたまま外出してしまった
ため、こんろの周囲にあった可燃物に引火し火災に至
ったものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/05/25)使用期間：不　明
(拡大被害)茨城県 (E2)

(事故発生地)

2007-2663

2007/07/26

電気こんろ 　２階建て集合住宅の一室から出火し
、台所の壁や天井などを焦がし、家人
が両手、両足の指などに火傷を負った
。

　電気こんろに油が入った鍋を掛けたまま放置したた
め過熱し、出火に至ったものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/08/01)使用期間：不　明
(軽傷)山梨県 (E2)

(事故発生地)

2007-2921

2007/08/18

電気こんろ 　パン工場の鉄筋３階建て事務所棟か
ら出火し、３階約８０平方メートルを
焼いた。

　お湯を沸かすために電気こんろの上にやかんをのせ
た後、その場を離れたために空焚きになり過熱し、周
囲の木製品に着火したものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/08/21)使用期間：不　明
(拡大被害)栃木県 (E2)

(事故発生地)



No. 0163

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-2951

2007/08/16

電気こんろ 　平屋住宅から出火して、全焼し、家
人が両腕に火傷を負った。

　トースターのプラグと間違えて、電源スイッチがＯ
Ｎ状態になっていた電気こんろのプラグをコンセント
に接続したため、電気こんろを収納していた木製３段
棚が過熱されて発火し、火災に至ったものと推定され
る。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/08/23)使用期間：不　明
(軽傷)鹿児島県 (E2)

(事故発生地)

2006-1257

2006/08/10

電気こんろ 　電気こんろの上に置いたドライヤー
が焼損した。

　被害者が外出の際、知らぬ間に体の一部が電気こん
ろのつまみに触れてスイッチが入り、こんろの上に置
いていたドライヤーが加熱され、焼損したものと考え
られるが、当該品はスイッチが容易に入らないように
対策されたスイッチガード構造をもつ後継機種である
こと及び使用状況等が不明であることから、原因の特
定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2006/09/08)使用期間：約１７年
(拡大被害)東京都 (G1)

(事故発生地)

2006-1599

2006/10/01

電気こんろ 　集合住宅に据え付けのミニキッチン
内で、小火が起きた。

　被害者が外出の際、知らぬ間に肩から提げた手提げ
バックの角が電気こんろのつまみに触れてスイッチが
入り、こんろの上に置かれた可燃物が加熱され、出火
したものと推定されるが、当該器は誤って触れてもス
イッチが入りにくくするツマミ・ガード付きのスイッ
チに交換済みであったことから、原因の特定はできな
かった。

　事故原因が不明であることから、措置はとれな
かった。
　なお、　（社）日本電機工業会、キッチン・バ
ス工業会と連携し、ポスター等で安全に使用する
ための啓発活動を行っている。また、当該製品以
降の昭和６３年１０月生産品より、スイッチツマ
ミに突出をなくすとともに、平成１４年２月より
ホームページ並びに平成１９年５月８日から１０
日の間の新聞に注意喚起と改修の促進を掲載した
。

製造事業者

(受付:2006/10/13)使用期間：約１１年５か月

ＳＢＥ－１０１

サンウエーブ工業（株）

(拡大被害)東京都 (G1)

(事故発生地)

2006-3176

2007/01/30

電気こんろ 　木造２階建て住宅から出火して、約
１２０平方メートルを全焼し、家人２
人が死亡、２人が軽傷を負った。

　電気こんろの周辺にあった可燃物が接触・着火し、
火災に至ったものとみられるが、焼損が著しく使用状
況等は不明であることから、原因の特定はできなかっ
た。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/02/02)使用期間：不　明
(死亡)福島県 (G1)

(事故発生地)



No. 0164

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-3606

2007/02/22

電気こんろ 　冬場に２階建て住宅の居間から出火
し、ふとんや毛布などを焼き、家人１
人が死亡した。

　卓上用の電気こんろの電熱線に焼けたふとんが付着
していたことから、被害者が、こんろを居間で使い、
その付近にあったふとんに接触したため着火し、火災
に至ったものと考えられるが、使用状況等が不明なた
め、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/03/01)使用期間：不　明
(死亡)京都府 (G1)

(事故発生地)

2007-0347

2007/04/11

電気こんろ 　木造２階建て住宅から出火して、約
１００平方メートルを全焼し、隣接す
る住宅３棟の壁やベランダなどを焼き
、家人１人が死亡した。

　事故品の焼損が著しいため、原因の特定はできなか
った。

　事故原因が不明であるため、措置は取れなかっ
た。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/04/19)使用期間：不　明
(死亡)栃木県 (G1)

(事故発生地)

2007-2627

2007/07/28

電気こんろ 　鉄骨２階建て集合住宅の一室から出
火し、同室約２３平方メートルを焼い
た。

　二口の電気こんろの右側のこんろ付近からの出火と
考えられるが、焼損が著しく、原因の特定はできなか
った。

　製造事業者等は不明であり、事故原因が不明で
あるため、措置はとれなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/07/31)使用期間：不　明
(拡大被害)高知県 (G1)

(事故発生地)

2007-4174

2007/10/22

電気こんろ 　電気こんろの上に置いてあった電気
ポットの底部分が溶けた。

　電気こんろのスイッチツマミに身体等が当たり、ス
イッチが入り電気ポットが過熱溶融した可能性も考え
られるが、当該機はツマミがスイッチプレート面より
凹んだ状態の製品であること及び使用状況等が不明で
あることから、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2007/10/31)使用期間：不　明
(拡大被害)兵庫県 (G1)

(事故発生地)



No. 0165

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-3629

2007/09/09

電気こんろ（ＩＨクッ
キングヒーター）

　ＩＨクッキングヒーター用のブレー
カーが落ちていたためブレーカーを上
げてスイッチを入れたところ、シンク
に手を付いてのぞき込んでいた家人が
、異音とともにはじき飛ばされた。

　シーズヒーター管を曲げ加工する際に管に傷が付い
てしまったため、使用時の高温加熱の繰り返しにより
管表面に錆が発生し、管の内部まで腐食が進み湿気を
吸い込んで絶縁抵抗が低下し、漏電したものと推定さ
れる。
　なお、当該品の設置時に行った接地工事に問題があ
り接地抵抗が高くなったため、シンクに手をついてい
た家人に電流が流れ、大きな電撃を受けたものと考え
られる。

　他に同種事故が発生しておらず、単品不良と見
られる事故であるため、措置はとらなかった。
　なお、当該事故は施工業者の接地工事不良が重
なり発生していることから、当該施工業者へ指導
を行っている。

消費者団体

(受付:2007/10/02)使用期間：約４年

ＢＨＰ－Ｍ４６ＰＳ

（株）東芝

(軽傷)北海道 (A2)

(事故発生地)

2007-0205

2007/04/05

電気こんろ（ラジェン
トヒーター式）

　木造２階建て集合住宅の一室から出
火して、台所用品の一部を焼き、家人
が家庭用消火器から出た粉末を吸い込
み、病院に搬送された。

　電気こんろで調理中、天ぷら鍋をかけたまま放置し
たため、鍋の油が過熱し、火災に至ったものと推定さ
れる。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/04/10)使用期間：不　明
(軽傷)山形県 (E2)

(事故発生地)

2006-2647

2006/11/09

電気ジャー炊飯器 　リフォーム中に電気工事業者がブレ
ーカーの入り切りをしていたとき、炊
飯ジャーが発火し、壁、棚などが焼損
した。なお、炊飯ジャーは電源コード
をコンセントに差し、待機状態であっ
た。

　電気工事業者の施工上のミスにより、屋内配線の中
線欠損になり電気炊飯器に過電圧が加わったため、焼
損したものと推定される。

　施工業者の設置・施工不良とみられる事故であ
るため、措置はとれなかった。 製造事業者

(受付:2007/01/05)使用期間：約１３年
(拡大被害)熊本県 (D1)

(事故発生地)

2007-2946

2007/08/19

電気ジャー炊飯器 　電気ジャー炊飯器から異臭がし、火
が出た。

　被害者が、内釜を外して本体内側を洗った後、コン
セントに接続し本体を逆さまにして置いていたため、
基板に水が付着しショートしてヒーターが通電状態と
なり、本体底部に熱気が当たって樹脂が溶融・発火し
たものと推定される。
　なお、取扱説明書には「本体を水につけたり、水を
かけたりしない」旨記載されている。

　被害者の誤使用とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 消費者センター

(受付:2007/08/22)使用期間：約１０年
(製品破損)静岡県 (E1)

(事故発生地)



No. 0166

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-1990

2006/11/02

電気ジャー炊飯器 　ガスこんろの上に置いていた炊飯中
の炊飯器の底部から炎が出て、燃え上
がった。

　当該器外郭の底部が一部焼損し、下部から上部へ煤
の付着がみられるものの、内部のヒーター、基板等の
電気部品に発火した痕跡は認められず、製品に起因す
る事故ではないものと推定される。

　製品に起因しない事故であるため、措置はとら
なかった。 製造事業者

(受付:2006/11/16)使用期間：約４年
(製品破損)東京都 (F2)

(事故発生地)

2006-2732

2006/12/07

電気ジャー炊飯器 　保温中の電気ジャー炊飯器から出火
した。

　当該品の外郭樹脂が焼損しているのものの、内部の
メイン基板、操作基板、ＩＨコイル等の電気部品類に
異常はなく、発火の痕跡が認められないことから、製
品に起因する事故ではないものと推定される。

　製品に起因しない事故であるため、措置はとら
なかった。 消費者センター

(受付:2007/01/11)

製造事業者

使用期間：約１年
(拡大被害)山口県 (F2)

(事故発生地)

2005-2921

2006/02/23

電気ジャー炊飯器 　煙の臭いに気付き、台所に入ると、
タイマーをかけていた炊飯器が焼損し
ていた。

　当該機を設置していたレンジ台のコンセント部から
出火した可能性が考えられるが、焼損が著しく原因の
特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2006/03/29)使用期間：約１３年
(拡大被害)北海道 (G1)

(事故発生地)

2006-2648

2006/11/05

電気ジャー炊飯器 　炊飯器のコードリールと本体の付け
根の部分から火花が散った。

　コードリール内の接点金具が折れ曲がって変形して
いることから、接点部分で接触不良が生じて火花が発
生したものと考えられるが、接点金具が変形した原因
の特定はできなかった。

　当該品は既に生産を終了しており、コードリー
ルの摺動板取付板は難燃性の樹脂材料を使用し、
接点が離れても通電が止まる等安全に故障するた
め、特に措置しない。

製造事業者

(受付:2007/01/05)使用期間：約４年
(製品破損)埼玉県 (G1)

(事故発生地)



No. 0167

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-2154

2006/11/20

電気ジャー炊飯器（Ｉ
Ｈ式）

　木造２階建ての１階炊事場から出火
し、ＩＨジャー炊飯器を焼失、コンセ
ントと吊り戸棚の一部を焼損し、家人
が割れたガラスびんで右手の指を切っ
た。

　組立工程において、本体上枠部の充てん剤が不均一
に塗布されていたため、十分な量の充てん剤が塗布さ
れない部分に除々に隙間ができ、水が浸入して本体下
部の加熱制御基板に滴下してトラッキングを起こし、
発熱、発火したものと推定される。

　平成５年１１月２２日付けで新聞紙上に社告を
掲載し、無償で点検・修理を実施している。 消防機関

(受付:2006/11/30)

製造事業者

使用期間：約１５年

ＳＲ－ＩＨ１５Ｘ１

松下電器産業（株）

(軽傷)京都府 (A1)

(事故発生地)

2007-2232

2007/05/26

電気ジャー炊飯器（Ｉ
Ｈ式）

　電気炊飯器から異音がしたので耳を
近づけたところ、本体に右頬があたり
火傷を負った。

　事故品の通電試験では、本体の異常過熱及び異音は
なく、炊飯機能は正常作動したことから、被害者が、
誤って炊飯時の本体に顔を近づけすぎたため、蒸気口
付近に顔が触れたか、炊飯時の蒸気により火傷したも
のと推定される。
　なお、取扱説明書の警告項目に「炊飯・保温中はカ
ートリッジなどの高温部に手を触れない。蒸気口やそ
の付近に手を触れない。」を記載し、やけどの原因に
なる旨の注意喚起を行っている。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製造事業者

(受付:2007/07/10)使用期間：約５年
(軽傷)福岡県 (E2)

(事故発生地)

2006-2170

2006/11/09

電気ジャー炊飯器（Ｉ
Ｈ式）

　電源プラグを入れてテーブルの上に
置いていた炊飯器から「パチパチ」と
いう音がして発火し、テーブルの一部
が焦げ、そばにあったびん類が破損し
た。

　当該品の電源基板部のパターン面が焼損しているも
のの、温度ヒューズ等の安全装置は作動しておらず、
他の電気部品に異常はなく、異物介在の再現試験によ
り、基板が焼損する現象が確認されたことから、ゴキ
ブリ等の介在により、基板上の異極間でトラッキング
現象が発生し、パターン面でショートし、発煙・発火
したものと推定される。

　製品に起因しない事故であるため、措置はとら
なかった。 製造事業者

(受付:2006/12/01)使用期間：約７年１１か月
(拡大被害)長崎県 (F1)

(事故発生地)

2007-0052

2007/03/02

電気ジャー炊飯器（Ｉ
Ｈ式）

　空の状態の炊飯器から爆発音がした
後、出火した。

　当該機のコードリール接点部の異極間スパークによ
り焼損したものと推定されるが、焼損が著しいことか
ら、原因の特定はできなかった。

　事故原因は不明であり、他に同種事故が発生し
ていないことから、措置はとらなかった。
　なお、当該品の製造は既に終了している。

製造事業者

(受付:2007/04/03)使用期間：約５か月
(軽傷)東京都 (G1)

(事故発生地)



No. 0168

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0325

2007/04/01

電気ジャー炊飯器（Ｉ
Ｈ式）

　保温中の電気ジャー炊飯器の側面か
ら前面にかけて燃え、壁が焼損した。

　保温中のご飯に異常過熱による焦げはなく、また、
残存した部品に異常発熱した痕跡はないものの、焼失
した部品の確認ができないことから、原因の特定はで
きなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2007/04/18)使用期間：約６年
(拡大被害)茨城県 (G1)

(事故発生地)

2007-0429

2007/03/19

電気ジャー炊飯器（Ｉ
Ｈ式）

　ガスこんろ上に置いたお盆の上で電
気がまを使用していたところ、電気が
まから出火して、ガス元栓つまみとガ
スこんろを焼損し、壁や天井などを汚
損した。

　当該器の残存している電気部品等に溶融痕等の発火
の痕跡は認められず、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2007/04/25)使用期間：約６年
(拡大被害)神奈川県 (G1)

(事故発生地)

2007-3025

2007/07/30

電気スタンド 　点灯中の電気スタンドのソケットカ
バーが焦げた。

　電球ソケットの配線接続部を隠す目的で取り付けて
いるソケットカバーが固定されておらず、使用中に電
球側にずれたため、点灯時の電球の熱によってソケッ
トカバーが溶融・変色したものと推定される。

　ソケットカバーが電球に接触しても発火に至る
ことがないことから、既販品については措置はと
らなかった。
　なお、平成１９年１月以降の入荷分については
、ソケットカバーを電球ソケットに樹脂（ポリカ
ーボネート）ねじで固定している。

消費者センター

(受付:2007/08/27)使用期間：約１年

ＯＴＳ－ＢＫＳ

（株）オーム電機

(製品破損)滋賀県 (A1)

(事故発生地)

2007-0270

2007/04/12

電気スタンド 　使用中の電気スタンドから異臭がし
、発煙した。

　インバーター制御基板に使用している電解コンデン
サーが破裂しており、コンデンサー内部の絶縁不良に
より使用中に内部圧が上昇し、コンデンサー上部より
電解液を含んだ気体が噴出、これを本体ケースからの
発煙とみたものと推定される。

　部品の単品不良による事故とみられ、他に同種
事故が発生していないこと及び拡大被害の可能性
がないことから、措置はとらなかった。

市町村

(受付:2007/04/16)

輸入事業者

使用期間：約２年

ＢＩＳ２５００

（株）山善

(製品破損)岡山県 (A3)

(事故発生地)



No. 0169

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0543

2007/05/01

電気スタンド 　木造２階建て住宅から出火し、２階
部分の壁と天井の一部を焼いた。

　被害者がベッド脇に置いてあった電気スタンドのか
さをはずして使用したため、電球がふとん等の可燃物
に接触し、発火に至ったと推定される。

　被害者の誤使用とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/05/08)使用期間：不　明
(拡大被害)栃木県 (E1)

(事故発生地)

2006-3273

2007/02/04

電気スタンド 　１２階建てホテルの一室の電気スタ
ンド付近から出火し、壁やふとんなど
を焼いた。

　従業員が点灯状態にあった電気スタンドの側にシー
ツ等を放置していたため、電球の熱によりシーツが蓄
熱・発火し、延焼したものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/02/07)使用期間：不　明
(拡大被害)大阪府 (E2)

(事故発生地)

2007-0008

2007/03/29

電気スタンド（クリッ
プ式、白熱灯）

　飲食店でスポットライト（電気スタ
ンド）が棚に接触して木製の棚の一部
が焦げた。

　スポットライトの角度調節ネジの締め付けが不十分
であったため、傾いて棚（木製）に近接し加熱されて
焦げたものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/04/02)使用期間：不　明
(拡大被害)岐阜県 (E2)

(事故発生地)

2007-2153

2007/06/26

電気スタンド（蛍光灯
）

　木造３階建て住宅から出火して、２
階寝室約２平方メートルを焼き、家人
が煙を吸って軽傷を負った。

　電気スタンドの電源コードを家具で踏みつけていた
ため、コードが半断線状態になり発熱し、発火したも
のと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/07/05)使用期間：不　明
(軽傷)埼玉県 (E2)

(事故発生地)



No. 0170

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-4484

2007/08/15

電気スタンド（蛍光灯
）

　机の上に置いていた電気スタンドの
タッチセンサー付近から煙が出た。

　基板の電解コンデンサーに負荷がかかり、防爆弁が
開放され、電解液が噴出したものと思われるが、事故
品を入手できないことから、調査できなかった。

　事故品が入手できないことから、調査不能であ
るため、措置はとれなかった。 消費者センター

(受付:2007/11/21)使用期間：約１年
(製品破損)千葉県 (G2)

(事故発生地)

2007-0383

2007/01/00

電気ストーブ 　スイッチをＯＦＦにしていたストー
ブの土台から発煙していた。

　スイッチＯＦＦ時も待機電圧がかかっている電源基
板の抵抗に、はんだ付け不良があったため、使用時の
振動等により接触不良となり、電解コンデンサーに過
電圧が加わったために発熱し、電解液が噴き出して発
煙したものと推定される。

　他に同種事故は発生しておらず、単品不良とみ
られる事故であり、コンデンサー発煙するのみで
拡大被害に至る可能性はないことから、既販品に
ついては措置はとらなかった。
　なお、今後は抵抗器のリード線を基板のパター
ン箔に通し折り曲げてからはんだ付けを行うこと
とした。

消費者センター

(受付:2007/04/23)

製造事業者

使用期間：約１か月１５日

ＭＳ－Ｍ１００６Ｒ

森田電工（株）

(製品破損)東京都 (A2)

(事故発生地)

2007-0512

2007/04/04

電気ストーブ 　使用中の電気ストーブの電源コード
のコンセント差し込み部分から火花が
出た。

　電気ストーブの電源プラグ内部で、電源コードと栓
刃との接続部分が溶断していることから、電源プラグ
の製造時に電源コードのカシメ不良、またはスポット
溶接不良により、接触不良が生じて発熱し、焼損した
ものと推定される。

　他に同種事故は発生しておらず、単品不良とみ
られる事故であるため、措置はとらなかった。
　なお、当該品は既に生産を終了しており、後継
機種については、平成１９年６月から電源コード
のプラグ部の製造に関して、かしめ部の品質管理
を徹底し、さらに、スポット溶接をはんだ付けに
変更している。

製造事業者

(受付:2007/05/07)使用期間：約３か月

ＥＲＦＴ１１ＫＳ

（株）千石

(製品破損)大阪府 (A2)

(事故発生地)

2007-0513

2007/04/28

電気ストーブ 　電気ストーブから出火し、本体と部
屋の畳の一部を焼損した。

　本体下部の２本のリード線及び部品取付金具の端部
には短絡痕が認められることから、部品取付金具の端
部にバリがあり、首振り動作によってリード線保護チ
ューブが擦れ、さらにリード線が擦れて被覆が損傷し
、短絡・発火に至ったものと推定される。

　他に同種事故は発生しておらず、単品不良とみ
られる事故であることから、既販品については措
置はとらなかった。
　なお、当該品は既に生産を終了しており、後継
機種については、金型のメンテナンスと管理を徹
底するとともに、万一リード線が接触して擦れて
も、保護チューブやリード線に損傷がないように
部品取付金具の端面に保護用テープを貼ることと
した。

消防機関

(受付:2007/05/07)

輸入事業者

使用期間：約４か月

ＫＫＳ－０９６３

（株）千石

(製品破損)愛知県 (A2)

(事故発生地)



No. 0171

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0926

2007/02/28

電気ストーブ 　電気ストーブの背面から出火し、裏
側カバーの中央部が焼損した。

　製造工程で作業者がリード線を断線させたため、断
線した部分をはんだ付けで繋いで本体に組み込んだこ
とにより、使用時に当該部で接触不良となり異常過熱
し、近傍樹脂が溶けて焼損したものと推定される。

　他に同種事故は発生しておらず、単品不良と思
われることから、既販品については措置はとらな
かった。
　なお、製造業者に注意・警告を行うとともに、
作業指導書に「リード線が損傷している場合は、
途中で接続せずにリード線全体を交換する」旨を
記載した。

製造事業者

(受付:2007/05/22)使用期間：約３か月

チャコールヒーター　ＭＳ
－９１ＲＥ３

森田電工（株）

(製品破損)三重県 (A3)

(事故発生地)

2006-2384

2006/12/11

電気ストーブ 　木造平屋住宅から出火し、約８４平
方メートルを全焼した。

　電気ストーブの上に、直接洗濯物をのせて乾かして
いたところ、洗濯物に着火し、火災に至ったものと推
定される。

　被害者の誤使用とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2006/12/14)使用期間：不　明
(拡大被害)愛媛県 (E1)

(事故発生地)

2006-2569

2006/12/20

電気ストーブ 　こたつ付近から出火し、木造平屋住
宅約９０平方メートルを全焼した。

　被害者はこたつの中に電気ストーブをいれて使用し
ており、就寝前に消し忘れて寝たため、こたつ布団又
はこたつ内に入れてあった衣類等がストーブのヒータ
ー部に接触・過熱し、出火したものと推定される。

　被害者の誤使用とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2006/12/26)使用期間：不　明
(拡大被害)大分県 (E1)

(事故発生地)

2006-2746

2006/12/29

電気ストーブ 　木造平屋住宅から出火し、約５０平
方メートルと隣接する同小屋約６５平
方メートルを全焼した。

　被害者の使っていたこたつが故障したため、代用で
暖をとろうと電気ストーブに毛布を掛けて、こたつが
わりにしていたところ、毛布が輻射熱により発火し、
火災に至ったものと推定される。

　被害者の誤使用とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/01/11)使用期間：不　明
(拡大被害)鹿児島県 (E1)

(事故発生地)



No. 0172

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0369

2007/04/15

電気ストーブ 　会社の２階建て事務所から出火して
、宿舎部分約６０平方メートルを焼き
、従業員が軽い火傷をした。電気スト
ーブの前に洗濯物を干していた。

　電気ストーブに近接した状態で洗濯物を干していた
ため、洗濯物が加熱され、火災に至ったものと推定さ
れる。

　被害者の誤使用とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/04/23)使用期間：不　明
(軽傷)埼玉県 (E1)

(事故発生地)

2007-4493

2007/11/19

電気ストーブ 　木造３階建て住宅の電気ストーブ付
近から出火して、４５平方メートルを
焼き、家人１人が手足を骨折し、１人
が煙を吸う軽傷を負った。

　被害者が電気ストーブで洗濯物を乾かそうと近傍に
置いていたため、電気ストーブの輻射熱で発火し、火
災に至ったものと推定される。

　被害者の誤使用とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/11/22)使用期間：不　明
(重傷)大阪府 (E1)

(事故発生地)

2005-2653

2006/01/28

電気ストーブ 　住宅で電気ストーブ付近から火災が
発生し、家人１人が死亡した。

　寝具等の可燃物が電気ストーブのヒーター部に接触
したため着火し、火災に至ったものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製造事業者

(受付:2006/02/24)使用期間：約４年
(死亡)愛知県 (E2)

(事故発生地)

2005-2831

2006/03/06

電気ストーブ 　木造２階建て住宅から出火し、約２
０平方メートルを焼き、家人１人が死
亡した。

　被害者が電気ストーブを誤って転倒させたため、出
火したものと推定される。
　なお、電気ストーブは、昭和４０年代に製造された
もので、転倒オフスイッチは付いていなかった。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2006/03/20)使用期間：約３０年
(死亡)北海道 (E2)

(事故発生地)



No. 0173

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-2143

2006/11/26

電気ストーブ 　木造２階建て集合住宅の一室から出
火して、同室約３０平方メートルを全
焼し、家人１人がこたつの中で死亡し
た。

　部屋の中に干してあった衣類が電気ストーブ付近に
落下して衣類等に着火し、火災に至ったものと推定さ
れる。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2006/11/29)使用期間：不　明
(死亡)東京都 (E2)

(事故発生地)

2006-2242

2006/12/04

電気ストーブ 　３階建て住宅の３階部分を焼損した
。なお、被害者は電気ストーブの電源
を入れたままで外出していた。

　事故品のヒーター、電源スイッチ、内部配線等の電
気部品に溶融痕等の発火の痕跡はなく、前面のガード
に炭化した繊維の付着が認められたことから、家人の
外出の際、事故品の上部に吊していた衣服が落下して
本体に覆い被さり、そのまま外出したため、衣服が加
熱され発火し、火災に至ったものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 消防機関

(受付:2006/12/06)使用期間：不　明
(拡大被害)大阪府 (E2)

(事故発生地)

2006-2265

2006/12/05

電気ストーブ 　３階建て集合住宅の一室から出火し
、同室約２０平方メートルを焼き、家
人がのどに火傷を負った。

　被害者の就寝中に、ふとんが通電中の電気ストーブ
のヒーター部に接触したため着火し、火災に至ったも
のと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2006/12/07)使用期間：不　明
(軽傷)神奈川県 (E2)

(事故発生地)

2006-2297

2006/12/07

電気ストーブ 　電気ストーブから発火し、天井、床
、壁、浴室ドア、洗濯機、タンスなど
が溶けたり、すすで汚れたりした。

　当該品の樹脂部分は全て焼失しているものの、ヒー
ターや内部配線等の電気部品に発火の痕跡は認められ
ず、ロータリー式の電源スイッチが入ったままで、本
体に被さった繊維製品（バスマット）が焼損している
ことから、被害者が通電中の電気ストーブの電源スイ
ッチを切ったと思いこみバスマットを被せたため、バ
スマットが過熱されて、発煙・発火したものと推定さ
れる。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。
　なお、製造業者の協力が得られず、報告書の提
出はなかった。

消費者センター

(受付:2006/12/11)使用期間：約１年
(拡大被害)広島県 (E2)

(事故発生地)



No. 0174

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-2302

2006/12/06

電気ストーブ 　木造２階建て住宅から出火し、約２
７３平方メートルを全焼した。

　使用者が、トイレで使用中の電気ストーブの上に衣
服を置いたまま、トイレから離れたため、衣服がヒー
ター部に接触・着火し、火災に至ったとものと考えら
れる。

　使用者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。　 製品評価技術基盤

機構

(受付:2006/12/11)使用期間：不　明
(拡大被害)長野県 (E2)

(事故発生地)

2006-2381

2006/12/06

電気ストーブ 　木造２階建て住宅から出火して、同
住宅約５０平方メートルと隣家約５０
平方メートルを全焼し、別の住宅の雨
どいなども焼けた。

　使用者が就寝中に使用していた電気ストーブの、ヒ
ーター部にふとんが接触し、火災に至ったものと推定
される。

　使用者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2006/12/14)使用期間：不　明
(拡大被害)長崎県 (E2)

(事故発生地)

2006-2538

2006/12/10

電気ストーブ 　木造２階建て住宅から出火して、部
屋のふとんや畳の一部を焼き、家人が
顔やのどに火傷を負い死亡した。

　被害者が、電気ストーブに近接して衣類等を置き放
置したため、衣類等が過熱され着火し、出火に至った
ものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2006/12/22)使用期間：不　明
(死亡)愛知県 (E2)

(事故発生地)

2006-2555

2006/12/21

電気ストーブ 　木造２階建て住宅から出火して、約
１２０平方メートルを全焼し、隣接す
る住宅２棟の一部を焼き、家人１人が
死亡した。

　衣類等が電気ストーブのヒーター部に接触したため
に着火し、火災に至ったものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、特
に措置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2006/12/25)使用期間：不　明
(死亡)東京都 (E2)

(事故発生地)



No. 0175

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-2606

2006/12/26

電気ストーブ 　木造平屋住宅から出火して、約７０
平方メートルを全焼し、家人１人が死
亡した。

　被害者が電気ストーブをつけたまま就寝したため、
就寝中にふとんなどの可燃物が電気ストーブのヒータ
ー部に接触して着火し、火災に至ったものと推定され
る。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2006/12/28)使用期間：不　明
(死亡)静岡県 (E2)

(事故発生地)

2006-2624

2006/11/14

電気ストーブ 　使用中の電気ストーブから「プスプ
ス、ボン」と音がして、コードの本体
差込部から発火し、じゅうたんの一部
が焼け焦げた。

　当該本体への電源コードの差し込みがゆるい状態で
長期使用していたため、接続部が発熱・発火したもの
と推定される。

　平成１８年１２月から本体への差し込み接続の
方式を直付けに変更している。 製造事業者

(受付:2007/01/04)使用期間：約１年１１か月
(拡大被害)愛知県 (E2)

(事故発生地)

2006-2627

2006/12/22

電気ストーブ 　鉄筋２階建て住宅から出火して、約
４０平方メートルを全焼し、家人が足
に軽い火傷を負った。

　被害者がベッドの近くに電気ストーブを置いて使用
していたため、ベッドの上の布団を過熱し、出火に至
ったものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/01/04)使用期間：不　明
(軽傷)広島県 (E2)

(事故発生地)

2006-2657

2006/12/26

電気ストーブ 　木造２階建て住宅から出火して、約
２１４平方メートルを全焼し、家人１
人が病院に搬送された。

　脱衣所にあった電気ストーブにタオル等の可燃物が
接触したため着火し、火災に至ったものと推定される
。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/01/05)使用期間：不　明
(軽傷)栃木県 (E2)

(事故発生地)



No. 0176

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-2672

2006/12/31

電気ストーブ 　鉄筋２階建ての工場から出火し、２
階の従業員寮の一部約１１５平方メー
トルを焼いた。

　ふとん等の可燃物が電気ストーブのヒーター部に近
接したため着火し、火災に至ったものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/01/05)使用期間：不　明
(拡大被害)栃木県 (E2)

(事故発生地)

2006-2673

2006/12/31

電気ストーブ 　木造２階建て住宅から出火して、約
１５０平方メートルを全焼し、家人が
軽傷を負った。

　被害者が、電気ストーブをやぐらこたつ付近で使用
していたため、こたつ布団が電気ストーブに接触ある
いは近接し、過熱されて出火したものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/01/05)使用期間：不　明
(軽傷)愛知県 (E2)

(事故発生地)

2006-2689

2007/01/04

電気ストーブ 　マンションの一室から出火して、同
室約１５平方メートルを焼き、家人が
両手に軽い火傷を負った。

　被害者が、就寝時に電気ストーブのスイッチを切り
忘れたため、布団等の可燃物が輻射熱により過熱され
、出火に至ったものと推定される。

　製造業者等は不明であり、被害者の不注意とみ
られる事故であるため、措置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/01/09)使用期間：不　明
(軽傷)岐阜県 (E2)

(事故発生地)

2006-2707

2006/12/26

電気ストーブ 　木造平屋住宅から出火して、約３５
平方メートルを全焼し、家人が顔に軽
い火傷を負った。

　被害者が、部屋の窓を開けたまま室内の電気ストー
ブ上で洗濯物を乾かしていたため、外からの風で洗濯
物がストーブの上に落下して着火し、火災に至ったも
のと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/01/10)使用期間：不　明
(軽傷)埼玉県 (E2)

(事故発生地)



No. 0177

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-2861

2006/12/16

電気ストーブ 　集合住宅の一室の電気ストーブ付近
から出火して、同室約４５平方メート
ルを全焼し、家人１人が死亡した。

　被害者が、ソファーの近傍で電気ストーブを使用し
ていたことから、輻射熱によりソファーが過熱され出
火したものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/01/18)使用期間：不　明
(死亡)大阪府 (E2)

(事故発生地)

2006-2869

2007/01/13

電気ストーブ 　木造平屋住宅の電気ストーブ周辺か
ら出火して、約１５０平方メートルを
全焼し、家人１人が死亡した。

　電気ストーブの直近に置かれた寝具がヒーター部に
接触して着火し、火災に至ったものと推定される。

　製造業者等は不明であり、被害者の不注意とみ
られる事故であるため、措置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/01/19)使用期間：不　明
(死亡)大阪府 (E2)

(事故発生地)

2006-2874

2007/01/16

電気ストーブ 　木造２階建て住宅から出火し、２階
部分約７４平方メートルを焼いた。

　電気ストーブの電源コードが扉に挟まれて半断線状
態となり、異常発熱するとともにコード内部の被覆が
溶融し、短絡・スパークしたものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故のため、措置は
とらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/01/19)使用期間：不　明
(拡大被害)神奈川県 (E2)

(事故発生地)

2006-2883

2006/12/29

電気ストーブ 　住宅から出火して、全焼し、隣接す
る住宅も半焼、家人２人が両足や顔な
どに重傷の火傷を負った。

　被害者の就寝中、寝具が電気ストーブに接触したた
め着火し、火災に至ったものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/01/19)使用期間：不　明
(重傷)岩手県 (E2)

(事故発生地)



No. 0178

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-3003

2007/01/21

電気ストーブ 　木造２階建て住宅から出火して、約
５０平方メートルを焼き、家人１人が
死亡した。

　被害者が電気ストーブをつけたまま就寝したため、
就寝中にふとんなどの可燃物が電気ストーブのヒータ
ー部に接触して着火し、火災に至ったものと推定され
る。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/01/25)使用期間：不　明
(死亡)静岡県 (E2)

(事故発生地)

2006-3046

2007/01/25

電気ストーブ 　５階建て集合住宅の３階の一室から
出火した。

　被害者の部屋で飼っていた犬が電気ストーブを倒し
、倒れた電気ストーブのヒーター部に毛布が接触した
ため着火し、火災に至ったものと推定される。
　なお、電気ストーブはかなり古いもので、転倒時の
安全装置はついていなかった。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 消防機関

(受付:2007/01/26)使用期間：約１０年
(被害なし)香川県 (E2)

(事故発生地)

2006-3071

2007/01/25

電気ストーブ 　事務所の待機室で、掛けぶとんから
出火し、ふとん１枚と畳の表面を焦が
した。

　被害者が、電気ストーブをつけたまま就寝したため
、寝返りをうった際に布団が電気ストーブに接触・着
火し、出火したものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/01/30)使用期間：不　明
(拡大被害)石川県 (E2)

(事故発生地)

2006-3075

2007/01/26

電気ストーブ 　３階建て集合住宅の一室から出火し
、同室約５平方メートルを焼き、家人
１人が死亡した。

　可燃物が電気ストーブのヒーター部に接触したため
着火し、火災に至ったものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。　 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/01/30)使用期間：不　明
(死亡)東京都 (E2)

(事故発生地)



No. 0179

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-3108

2007/01/22

電気ストーブ 　４軒長屋の一部を焼き、家人１人が
死亡した。

　就寝中も寝具の近傍で電気ストーブを使用していた
ため、布団等がストーブのヒーター部に接触して着火
し、火災に至ったもの推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/01/31)使用期間：不　明
(死亡)愛知県 (E2)

(事故発生地)

2006-3111

2007/01/27

電気ストーブ 　木造平屋住宅から出火して、約４０
平方メートルを全焼し、家人が頭や顔
に軽い火傷を負った。

　被害者が電気ストーブをつけて新聞を読んでいたと
ころ、そのまま寝てしまったため新聞に火がついて、
周囲の可燃物に着火し火災に至ったものと推定される
。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/01/31)使用期間：不　明
(軽傷)茨城県 (E2)

(事故発生地)

2006-3190

2007/01/29

電気ストーブ 　木造２階建て集合住宅の一室から出
火して、同室２０平方メートルを焼い
た。

　被害者が、電気ストーブの近くに可燃物を置いたま
まストーブの電源を入れ、そのまま外出したため、輻
射熱により可燃物が加熱され、火災に至ったものと推
定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/02/05)使用期間：不　明
(拡大被害)群馬県 (E2)

(事故発生地)

2006-3306

2007/02/01

電気ストーブ 　住宅で、ベッドの近くにあった電気
ストーブ付近のふとんが燃え、家人が
ひざに軽い火傷を負った。

　被害者が電気ストーブをベッドの横に置き就寝して
いたところ、布団が落ちて電気ストーブのヒーター部
に接触したため着火し、出火に至ったものと推定され
る。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/02/09)使用期間：不　明
(軽傷)兵庫県 (E2)

(事故発生地)



No. 0180

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-3323

2007/02/07

電気ストーブ 　木造平屋住宅から出火し、約７５平
方メートルを全焼した。

　被害者が使用中の電気ストーブの上に誤って衣類を
落とし、そのまま気付かずにその場を離れたため、衣
類が電気ストーブのヒーター部に接触して着火し、火
災に至ったものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/02/13)使用期間：不　明
(拡大被害)愛媛県 (E2)

(事故発生地)

2006-3325

2007/02/08

電気ストーブ 　木造２階建て集合住宅の一室から出
火して、同室約１３平方メートルを焼
き、家人１人が死亡した。

　ふとんが使用中の電気ストーブのヒーター部に接触
したため着火し、火災に至ったものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/02/13)使用期間：不　明
(死亡)東京都 (E2)

(事故発生地)

2006-3486

2007/02/17

電気ストーブ 　鉄筋４階建て集合住宅の一室から出
火して、同室約１５平方メートルを焼
き、家人１人が死亡した

　電気ストーブの上に衣類が落下し、出火したものと
推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/02/21)使用期間：不　明
(死亡)東京都 (E2)

(事故発生地)

2006-3501

2007/02/17

電気ストーブ 　木造２階建て住宅から出火して、約
８０平方メートルを全焼した。

　被害者が、電気ストーブに近接して可燃物を放置し
たため、輻射熱により可燃物が加熱され、出火に至っ
たものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/02/23)使用期間：不　明
(拡大被害)愛知県 (E2)

(事故発生地)



No. 0181

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-3507

2007/01/25

電気ストーブ 　職員寮の一室の電気ストーブ付近か
ら出火し、室内にあったふとんの一部
を焦がした。

　被害者が電気ストーブをつけたまま就寝したため、
寝返りをうった際に、布団が電気ストーブのヒーター
部に接触し着火し、火災に至ったものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/02/23)使用期間：不　明
(拡大被害)大阪府 (E2)

(事故発生地)

2006-3596

2007/02/25

電気ストーブ 　木造２階建て集合住宅の一室から出
火して、約７０平方メートルと隣接す
る住宅など３棟の外壁などを焼き、家
人１人が気道に火傷を負い、他３人が
煙を吸い込むなどした。

　電気ストーブの上に衣類が落下して出火したと推定
される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/02/28)使用期間：不　明
(重傷)東京都 (E2)

(事故発生地)

2006-3607

2007/02/23

電気ストーブ 　住宅から出火して、ふとんや床、電
気ストーブを焼き、家人が右足に軽い
火傷を負った。

　ふとんが使用中の電気ストーブのヒーター部に接触
したため着火し、火災に至ったものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。　 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/03/01)使用期間：不　明
(軽傷)長野県 (E2)

(事故発生地)

2006-3610

2007/02/26

電気ストーブ 　集合住宅の一室から出火して、同室
を半焼し、家人が死亡した。

　電気ストーブを点けたまま就寝したため、就寝中に
布団等の可燃物が電気ストーブに接触したため着火し
、火災に至ったものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/03/01)使用期間：不　明
(死亡)沖縄県 (E2)

(事故発生地)



No. 0182

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-3625

2007/02/26

電気ストーブ 　木造２階建て住宅から出火して、同
住宅の一部を焼き、家人１人が死亡し
た。

　寝室で電気ストーブをつけたまま就寝中に寝具がず
れてストーブにかぶさり、寝具が電気ストーブのヒー
ター部に接触したため着火し、火災に至ったものと推
定される。

　被害者の不注意と見られる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/03/02)使用期間：不　明
(死亡)岩手県 (E2)

(事故発生地)

2006-3874

2007/03/04

電気ストーブ 　鉄筋５階建て集合住宅、一室のガス
ストーブ付近から出火して、同室約４
０平方メートルを全焼し、家人１人が
重度の火傷、近所の住人３人が軽度の
火傷を負った。

　被害者が電気ストーブをつけたまま就寝したため、
就寝中に洗濯物などの可燃物が電気ストーブのヒータ
ー部の輻射熱で発火し、火災に至ったものと推定され
る。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/03/16)使用期間：不　明
(重傷)大阪府 (E2)

(事故発生地)

2006-3946

2007/03/17

電気ストーブ 　木造２階建て住宅から出火して、ふ
ろ場と脱衣場部分約５平方メートルを
焼き、家人１人が死亡した。

　脱衣場で使用していた電気ストーブのヒーター部に
、被害者の衣類等が接触し着火し、出火に至ったもの
と推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/03/22)使用期間：不　明
(死亡)岐阜県 (E2)

(事故発生地)

2006-3963

2007/03/19

電気ストーブ 　木造２階建て店舗兼住宅から出火し
て、同店舗を全焼したほか、隣接する
飲食店や住宅４棟を全半焼し、隣接す
る住宅の女性２人が軽い火傷を負った
。

　可燃物が使用中の電気ストーブのヒーター部に接触
したため着火し、火災に至ったものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/03/23)使用期間：不　明
(軽傷)東京都 (E2)

(事故発生地)



No. 0183

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-4008

2007/03/21

電気ストーブ 　集合住宅の一室から出火して、電気
ストーブやふとんなどを焼き、家人が
のどの痛みで病院に搬送された。

　事故現場には電気ストーブの近くに焼けたふとんが
あったことから、使用していた電気ストーブにふとん
が接触したか、もしくは、輻射熱によりふとんが加熱
されて出火したものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/03/26)使用期間：不　明
(軽傷)宮城県 (E2)

(事故発生地)

2006-4054

2007/03/20

電気ストーブ 　木造２階建て住宅から出火して、同
住宅約１８０平方メートルと隣接する
物置など５棟を全焼、木造平屋の空き
家など５棟を半焼し、家人１人が死亡
し、１人がのどに火傷を負った。

　被害者が電気ストーブをつけたまま就寝したため、
足元に畳んで置いてあった掛けふとんがストーブに接
触して火災に至ったものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/03/28)使用期間：不　明
(死亡)山梨県 (E2)

(事故発生地)

2006-4060

2007/03/23

電気ストーブ 　鉄筋２階建て離れから出火して、離
れの２階部分と木造２階建て倉庫の２
階部分それぞれ約４０平方メートルを
焼き、家人が顔や手などに軽い火傷を
負った。

　就寝中に電気ストーブを使用中、近くにあった寝具
等が電気ストーブのヒーター部に接触したため着火し
、火災に至ったものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/03/28)使用期間：不　明
(軽傷)岐阜県 (E2)

(事故発生地)

2007-0063

2007/01/25

電気ストーブ 　木造住宅の２階寝室の電気ストーブ
から出火し、畳、カーペット、ふとん
などを焼損した。

　２階寝室で就寝中、使用していた電気ストーブに寝
具が接触・着火し、周囲に延焼したものと推定される
。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 消防機関

(受付:2007/04/03)使用期間：不　明
(軽傷)京都府 (E2)

(事故発生地)



No. 0184

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0279

2006/12/18

電気ストーブ 　２階建て住宅の１階の電気ストーブ
付近から出火し、同住宅１０５平方メ
ートルを全焼、４棟を類焼した。

　被害者が電気ストーブをつけたままベッドの横に置
き、外出したため、ふとんが電気ストーブのヒーター
部に接触して着火し、出火に至ったものと推定される
。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 消防機関

(受付:2007/04/16)使用期間：不　明
(拡大被害)京都府 (E2)

(事故発生地)

2007-0280

2007/03/20

電気ストーブ 　木造住宅の３階、寝室の電気ストー
ブ付近から出火し、約１１平方メート
ルを焼損した。

　被害者が電気ストーブをふとんの横に置いていたた
め、ふとん等が電気ストーブの輻射熱により着火し、
火災に至ったものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 消防機関

(受付:2007/04/16)使用期間：不　明
(拡大被害)京都府 (E2)

(事故発生地)

2007-0374

2007/04/17

電気ストーブ 　木造２階建て住宅から出火して、約
１７０平方メートルを全焼し、家人が
軽い火傷を負った。

　電気ストーブをつけたまま就寝したため、就寝中に
ふとんが電気ストーブのヒーター部に接触したため着
火し、火災に至ったものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/04/23)使用期間：不　明
(軽傷)佐賀県 (E2)

(事故発生地)

2007-0414

2007/04/21

電気ストーブ 　木造２階建て住宅から出火して、同
住宅を半焼し、隣接する木造２階建て
住宅の外壁を焼いた。

　可燃物が電気ストーブのヒーター部に接触したため
着火し、火災に至ったものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/04/24)使用期間：不　明
(拡大被害)石川県 (E2)

(事故発生地)



No. 0185

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0610

2007/05/07

電気ストーブ 　木造２階建て住宅から出火し、約３
５平方メートルを全焼した。

　電気ストーブの近くに置いてあったゴミが電気スト
ーブのヒーター部に接触したため、着火し火災に至っ
たものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/05/14)使用期間：不　明
(拡大被害)神奈川県 (E2)

(事故発生地)

2007-1062

2007/05/05

電気ストーブ 　電気ストーブ付近から炎が立ち上が
り、２階の居室と隣室の計３２平方メ
ートルを全焼した。なお、ストーブの
電源プラグは差し込まれていたが、使
っていなかった。

　当該機の周囲の積み上げられた段ボール箱等が落下
して電気ストーブの電源スイッチが入り、可燃物が電
気ストーブのヒーター部に接触したため着火し、火災
に至ったものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製造事業者

(受付:2007/05/30)使用期間：約１５年
(拡大被害)京都府 (E2)

(事故発生地)

2007-1555

2007/04/21

電気ストーブ 　木造平屋住宅から出火して、同住宅
約５０平方メートルを全焼し、家人２
人が死亡した。

　鴨居に取り付けたフックに掛けていた衣類が落下し
、電気ストーブのヒーター部に接触したため着火し、
火災に至ったものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/06/12)使用期間：不　明
(死亡)京都府 (E2)

(事故発生地)

2007-1978

2007/06/18

電気ストーブ 　木造２階建て住宅から出火し、約７
５平方メートルを全焼した。

　電気ストーブをつけたまま放置したため、近くにあ
った紙類等の可燃物が加熱され出火したものと推定さ
れる。

　使用者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/06/25)使用期間：不　明
(拡大被害)神奈川県 (E2)

(事故発生地)



No. 0186

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-4534

2007/11/21

電気ストーブ 　住宅から出火し、３棟が全焼した。 　被害者が電気ストーブの傍に折り畳んだ洗濯物を重
ねて置いていたため、洗濯物が倒れて電気ストーブの
ヒーター部に接触したため着火し、火災に至ったもの
と推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/11/27)使用期間：不　明
(軽傷)愛媛県 (E2)

(事故発生地)

2007-4772

2007/11/30

電気ストーブ 　木造２階建て住宅から出火し、１９
平方メートルを焼いた。

　被害者が電気ストーブをつけたまま就寝したため、
ふとんが電気ストーブのヒーター部に接触して着火し
、火災に至ったものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/12/07)使用期間：不　明
(拡大被害)北海道 (E2)

(事故発生地)

2006-3499

2007/01/00

電気ストーブ 　約１５年前に購入した電気ストーブ
を使用していたところ、フローリング
の床が焦げた。

　当該品の外郭及びヒーター、電源スイッチ、電源電
線等の電気部品に発熱・変形の異常はみられず、通電
確認したところ正常作動し、異常過熱は生じなかった
ことから、製品に起因する事故ではないものと推定さ
れる。

　製品に起因しない事故であるため、措置はとら
なかった。 消費者センター

(受付:2007/02/22)

製造事業者

使用期間：約１年２か月
(拡大被害)大阪府 (F2)

(事故発生地)

2006-2009

2006/10/31

電気ストーブ 　使用中の電気ストーブの上部から発
火し、溶けたプラスチックが滴下し、
カーペットに数か所穴が空いた。

　当該機上部の電源スイッチ部の焼損が著しく、スイ
ッチ接点部に異物の付着が認められたことから、当該
部で接触不良となり発火したものと推定されるが、焼
損が著しく付着した異物の特定ができず、原因の特定
はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2006/11/17)使用期間：約２０年
(製品破損)山形県 (G1)

(事故発生地)



No. 0187

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-2487

2006/12/05

電気ストーブ 　電気ストーブから発煙して、機器本
体を焼損し、ビニール床が焦げ、照明
器具とエアコン室内機が熱で変形した
。

　当該機の電気部品及び内部配線からの発火の痕跡は
認められず、電源コードに溶融痕が認められたが、一
次痕・二次痕の判定ができないことから、原因の特定
はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2006/12/21)使用期間：約１か月
(拡大被害)岡山県 (G1)

(事故発生地)

2006-2575

2006/12/22

電気ストーブ 　木造２階建て住宅から出火して、同
住宅約８０平方メートルを全焼し、隣
家２軒の一部を焼き、家人がのどに火
傷を負い、隣接する住宅の女性が足の
指を骨折し、電気ストーブ周辺が激し
く燃えていた。

　電気ストーブ周辺が激しく燃えていたが焼損が著し
いため、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとらなかっ
た。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2006/12/26)使用期間：不　明
(重傷)神奈川県 (G1)

(事故発生地)

2006-2589

2006/12/21

電気ストーブ 　木造２階建て住宅から出火して、約
９０平方メートルを全焼し、家人がの
どに軽傷を負った。

　被害者が、電気ストーブをつけたまま就寝したため
、傍らにあった可燃物が電気ストーブの輻射熱により
着火し、火災に至ったものと考えられるが、焼損が著
しく、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2006/12/27)使用期間：不　明
(軽傷)群馬県 (G1)

(事故発生地)

2006-2962

2007/01/04

電気ストーブ 　鉄筋コンクリート平屋の飲食店の電
気ストーブ付近から出火し、約１００
平方メートルを全焼した。

　電源コードの断線部に溶融痕が確認されたが二次痕
とみられ、スイッチ部品等は焼失しており、事故品の
焼損が著しいことから、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 消防機関

(受付:2007/01/24)使用期間：不　明
(拡大被害)沖縄県 (G1)

(事故発生地)



No. 0188

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-3009

2007/01/01

電気ストーブ 　深夜、２階建て住宅から出火し、約
５２平方メートルを全焼、家人１人が
死亡、１人が重傷の火傷を負った。

　被害者が電気ストーブをつけたまま就寝したため、
寝返り等により寝具が電気ストーブに接触し、着火・
延焼したものと推定されるが、使用状況等が不明であ
るため、原因の特定はできなかった。

　製造業者等は不明であり、事故原因が不明であ
るため、措置はとれなかった。 消防機関

(受付:2007/01/25)使用期間：不　明
(死亡)大阪府 (G1)

(事故発生地)

2006-3072

2007/01/25

電気ストーブ 　木造２階建て住宅が全焼し、家人１
人が死亡した。

　被害者が、電気ストーブを付けたまま就寝したため
、周囲の可燃物が加熱され出火したものと考えられる
が、焼損が著しく、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/01/30)使用期間：不　明
(死亡)石川県 (G1)

(事故発生地)

2006-3236

2007/02/02

電気ストーブ 　木造２階建て住宅から出火して、約
１６０平方メートルを全焼し、家人１
人が死亡、１人が顔などに軽い火傷を
負った。

　ヒーター２本中１本が破損していたことから、破損
したまま使用したため出火した可能性も考えられるが
、事故品の焼損が著しく、原因の特定はできなかった
。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/02/06)使用期間：不　明
(死亡)栃木県 (G1)

(事故発生地)

2006-3272

2007/02/04

電気ストーブ 　木造平屋住宅から出火して、同住宅
約１００平方メートルと車庫や小屋計
約３５平方メートルを全焼したほか、
隣家の壁の一部を焼き、家人１人が煙
を吸い込み軽傷を負った。

　電気ストーブに何らかの可燃物が接触して引火し、
火災に至った可能性があると考えられるが、電気スト
ーブの焼損が著しく、電源が入っていたかも不明なた
め、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/02/07)使用期間：不　明
(軽傷)三重県 (G1)

(事故発生地)



No. 0189

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-3409

2007/01/20

電気ストーブ 　使用中の電気ストーブから異臭がし
、ストーブ上部の樹脂が溶けた。

　通常使用時での外郭樹脂及び表面温度に異常はみら
れなかった。また、衣類等が電気ストーブに覆い被さ
ったことを想定したテストでは、事故品とほぼ同様の
位置に外郭樹脂の溶融が確認できたことから、電気ス
トーブを使用中、衣類等が電気ストーブに覆い被さっ
たことが想定されるものの、実際の使用状況等が不明
であるため、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 消費者センター

(受付:2007/02/16)

輸入事業者

使用期間：約２年
(製品破損)大阪府 (G1)

(事故発生地)

2006-3419

2007/02/12

電気ストーブ 　木造２階建て住宅から出火して、約
１８平方メートルを焼き、家人１人が
死亡した。

　室内に散乱していたごみ類が、電気ストーブのヒー
ター部に接触したため着火し、出火に至ったものと推
定されるが、焼損が著しいことから、原因の特定はで
きなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/02/19)使用期間：不　明
(死亡)富山県 (G1)

(事故発生地)

2006-3457

2007/02/07

電気ストーブ 　電気ストーブを使用中、焦げ臭いに
おいがして本体上部から発火していた
ため、女児が電源コードを抜いた際、
ズボンに燃え移り両足の脛に軽い火傷
を負った。

　当該機の電気部品に発火の痕跡は認められず、原因
の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2007/02/20)使用期間：約２か月
(軽傷)兵庫県 (G1)

(事故発生地)

2006-3508

2007/01/27

電気ストーブ 　木造平屋住宅から出火して、約９５
平方メートルを全焼し、家人２人がの
どや背中に火傷を負った。

　電気ストーブに可燃物が接触したものと推定される
が、焼損が著しく、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/02/23)使用期間：不　明
(重傷)鳥取県 (G1)

(事故発生地)



No. 0190

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-3696

2007/02/26

電気ストーブ 　木造２階建て住宅から出火して、１
階居間が焼損し、１人が軽傷を負った
。

　事故品は焼損が激しく内部の配線やスイッチ等が焼
失していること、及び電源コードのプロテクタ付近に
確認された溶融痕は二次痕と見られることから、原因
の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 消防機関

(受付:2007/03/06)

製造事業者

使用期間：約３か月
(軽傷)三重県 (G1)

(事故発生地)

2007-0246

2007/04/02

電気ストーブ 　木造２階建て住宅兼倉庫から出火し
て、２４３平方メートルを全焼し、家
人１人が軽傷を負った。

　ガードに炭化した繊維が付着していたことから、可
燃物が接触して出火した可能性が考えられるが、事故
品は焼損が著しく、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため措置はとれなかった
。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/04/11)使用期間：約３年
(軽傷)福井県 (G1)

(事故発生地)

2007-0454

2007/04/24

電気ストーブ 　木造２階建て住宅から出火して、同
住宅２００平方メートルと隣接する木
造平屋物置、車庫の計約１１０平方メ
ートルを全焼し、家人２人が気道熱傷
（軽症）などを負った。

　電気ストーブからの出火の可能性も考えられるが、
焼損が著しいため、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/04/27)使用期間：不　明
(軽傷)岐阜県 (G1)

(事故発生地)

2007-0537

2007/04/27

電気ストーブ 　住宅が全焼し、家人１人が死亡した
。

　電気ストーブのヒーター部分にふとんが接触し出火
した可能性が高いが、焼損が著しく、原因の特定はで
きなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/05/08)使用期間：不　明
(死亡)広島県 (G1)

(事故発生地)



No. 0191

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0943

2007/01/00

電気ストーブ 　延長コードに電気ストーブを接続し
て使用したところ、床を焦がすととも
に、電気ストーブの差込みプラグと延
長コードのコンセント底面が焦げた。

　当該機の差込みプラグは、刃の付け根付近に熱によ
る変形がみられたが、差込みプラグ内部に接触不良等
の異常はみられなかったことから、延長コードのコン
セント内の一カ所の刃受けが緩んだこと等により、刃
と刃受けの接触箇所で接触不良が生じて過熱し、焼損
に至ったものと考えられるが、接触不良が生じた原因
の特定はできなかった。

　接触不良となった原因が特定できないため、措
置はとれなかった。 消費者センター

(受付:2007/05/23)

製造事業者

使用期間：約６か月
(拡大被害)滋賀県 (G1)

(事故発生地)

2007-4201

2007/10/25

電気ストーブ 　鉄筋３階建て集合住宅の一室から出
火し、同室約１７平方メートルを焼き
、家人が右手に火傷を負った。

　電気ストーブにふとんが接触し出火したものと考え
られるが、焼損が著しいため、原因の特定はできなか
った。

　製造業者等は不明であり、事故原因が不明であ
るため、措置はとれなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/11/01)使用期間：不　明
(軽傷)北海道 (G1)

(事故発生地)

2006-2093

2006/11/18

電気ストーブ 　セラミック遠赤外線ヒーターを台所
で使用していたところ、合成樹脂製の
支柱部分が軟化変形した。

　電気ストーブの内部配線が断線したため、外郭樹脂
が溶融・変形したものと考えられるが、被害者の協力
を得られず、事故品が入手できないことから、調査で
きなかった。

　事故品が入手できず調査不能であるため、措置
はとれなかった。 消防機関

(受付:2006/11/24)使用期間：約５年１１か月
(製品破損)大阪府 (G2)

(事故発生地)

2006-2075

2006/11/19

電気ストーブ（カーボ
ンヒーター）

　テレビのリモコンを操作すると、電
気ストーブの「強・弱」が変わったり
、タイマーが作動したり、電源が切れ
たりする。

　一般のリモコン送信信号は、認識コードと操作コー
ドで構成されており、事故品のリモコン送信信号も認
識コードと操作コードで構成されていたが、カーボン
ヒーター本体の受信側が、操作コードのみで作動して
いたため、テレビ用リモコンの送信信号の操作コード
が一致し誤作動したものと推定される。
　なお、「強・弱」の切り替え、タイマー及び電源Ｏ
ＦＦが誤作動したが、電源がＯＮとなりヒーターが通
電されることはなかった。

　誤作動によって電源が入りヒーターが通電され
ることはなく火災等の事故は発生しないため、既
販品に対する措置はとらなかった。なお、当該品
の輸入は平成１８年１月で終了しており、今後の
商品については、（財）家電製品協会にリモコン
送受信の認識コードを申請し、登録の上、誤動作
防止を図ることとした。さらに当機構では、平成
１９年１１月２１日付けで「特記ニュース」を発
行し、消費者に注意喚起を行っている。

消費者センター

(受付:2006/11/22)使用期間：約１年７か月

ＥＳＴ－ＫＨ８０３Ｒ

松木技研（株）

(被害なし)神奈川県 (A1)

(事故発生地)



No. 0192

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-2817

2007/01/14

電気ストーブ（カーボ
ンヒーター）

　使用中に音がして電気ストーブの首
振り部から火花が出たため、電源コー
ドをコンセントから引き抜いたが、約
５分後に再び音がしてストーブから炎
が上がった。

　ダイオードのはんだ付け不良により接触不良が生じ
発熱したため、ダイオードが取り付けられていたプリ
ント基板が発火したものと推定される。

　平成１９年８月７日付け新聞及びホームページ
に社告を掲載し、製品の回収を行っている。
　なお、はんだ付け作業における従業員の再訓練
を行うこととした。

消防機関

(受付:2007/01/17)

輸入事業者

使用期間：約３年

ＴＳＫ５３２８ＣＴ

燦坤日本電器（株）

(軽傷)長崎県 (A2)

(事故発生地)

2007-0345

2007/03/24

電気ストーブ（カーボ
ンヒーター）

　カーボンヒーターを使用中、突然眩
しく光り、本体中央が黄色くなった。
スイッチをＯＦＦにしたが、火花が出
てガラス管が割れた。

　ガラス管のガス封入口の製造に不具合があり、ガラ
ス粒子の生成やひずみが生じたことで強度が劣り、製
品使用時の温度変化により、ガラス管が破断したもの
と推定される。

　他に同種事故が発生しておらず、単品不良とみ
られる事故であることから、措置はとらなかった
。

消費者

(受付:2007/04/18)

製造事業者

使用期間：約１年２か月

ＨＺ－９５０

（株）シー・シー・ピー

(製品破損)神奈川県 (A2)

(事故発生地)

2007-2387

2006/01/26

電気ストーブ（カーボ
ンヒーター）

　使用中の電気ストーブから異音がし
て、ガラス片が飛び散った。

　ヒーター管製造工程において電極部のガラス封口工
程が不十分であったために、封口部に隙間ができ徐々
に空気（酸素）が侵入し、カーボン繊維が急激に酸化
して発生したガスにより内圧が上昇し、ガラスが破損
したものと推定される。

　平成１９年１１月１６日付けホームページに社
告を掲載し、ユーザーにＤＭを送付するとともに
店頭告知し、無償で点検、ヒーター管の交換を実
施している。

輸入事業者

(受付:2007/07/24)使用期間：約２年２か月

ＨＴＳ－８０ＣＹ

ツカモトエイム（株）

(製品破損)岡山県 (A2)

(事故発生地)

2007-2388

2006/01/30

電気ストーブ（カーボ
ンヒーター）

　使用中の電気ストーブから異音がし
て、ガラス片が飛び散り、フローリン
グとキッチンマットが焦げた。

　ヒーター管製造工程において電極部のガラス封口工
程が不十分であったために、封口部に隙間ができ徐々
に空気（酸素）が侵入し、カーボン繊維が急激に酸化
して発生したガスにより内圧が上昇し、ガラスが破損
したものと推定される。

　平成１９年１１月１６日付けホームページに社
告を掲載し、ユーザーにＤＭを送付するとともに
店頭告知し、無償で点検、ヒーター管の交換を実
施している。

輸入事業者

(受付:2007/07/24)使用期間：約２年２か月

ＨＴＳ－８０ＣＹ

ツカモトエイム（株）

(拡大被害)大阪府 (A2)

(事故発生地)



No. 0193

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-2389

2006/02/16

電気ストーブ（カーボ
ンヒーター）

　使用中の電気ストーブから異音がし
て、ガラス片が飛び散った。

　ヒーター管製造工程において電極部のガラス封口工
程が不十分であったために、封口部に隙間ができ徐々
に空気（酸素）が侵入し、カーボン繊維が急激に酸化
して発生したガスにより内圧が上昇し、ガラスが破損
したものと推定される。

　平成１９年１１月１６日付けホームページに社
告を掲載し、ユーザーにＤＭを送付するとともに
店頭告知し、無償で点検、ヒーター管の交換を実
施している。

輸入事業者

(受付:2007/07/24)使用期間：約２年２か月

ＨＴＳ－８０ＣＹ

ツカモトエイム（株）

(製品破損)大阪府 (A2)

(事故発生地)

2007-2390

2007/01/19

電気ストーブ（カーボ
ンヒーター）

　使用中の電気ストーブから異音がし
、白煙が出た。

　ヒーター管製造工程において電極部のガラス封口工
程が不十分であったために、封口部に隙間ができ徐々
に空気（酸素）が侵入し、カーボン繊維が急激に酸化
して発生したガスにより内圧が上昇し、ガラスが破損
したものと推定される。
　なお、ガラス破損時に噴出したガスが白煙に見えた
ものと推定される。

　平成１９年１１月１６日付けホームページに社
告を掲載し、ユーザーにＤＭを送付するとともに
店頭告知し、無償で点検、ヒーター管の交換を実
施している。

輸入事業者

(受付:2007/07/24)使用期間：約２年１か月

ＨＴＳ－８０ＣＹ

ツカモトエイム（株）

(製品破損)京都府 (A2)

(事故発生地)

2006-2537

2006/11/10

電気ストーブ（カーボ
ンヒーター）

　カーボンヒーターを使用していたと
ころ、「パン」という音がして、ガラ
ス管が折れた。

　ガラス管の破断はチップと呼ばれるガスを封じ込め
ている部分から発生しており、チップ上部の表面近く
に多数の気泡があったことから、その表面の薄い部分
の強度が弱くなっていたため、熱が加わった時のガラ
スと気泡内の膨張率の違いによって当該箇所から割れ
たものと推定される。

　輸入事業者がランプメーカーに対して、今後の
生産時には気泡の発生を少なくするように管理す
ることを要請した。

消費者

(受付:2006/12/22)使用期間：約１１か月

ＳＫＪ－Ｆ９０５ＦＣ

エスケイジャパン（株）

(製品破損)石川県 (A3)

(事故発生地)

2006-2809

2006/12/05

電気ストーブ（カーボ
ンヒーター）

　カーボンヒーターを首振り状態で点
灯したまま外出し、翌日帰宅したとこ
ろ、ヒーターから発火し転倒して畳１
平方メートルが焦げ鎮火していた。

　本体内部の電源コードの固定不具合及び使用者が本
体を通電中のまま放置したため、電源コードと首振り
機構部品が摺動し、電源コードが断線して、発煙・発
火したものと推定される。

　平成１６年２月１２日、平成１７年２月２１日
及び平成１８年１１月６日付けの新聞及びホーム
ページに社告を掲載するとともに、店頭告知を行
い、無償で修理・点検を実施している。　また、
首振り機構部品の金型修正（電源コード貫通孔を
大きくする）を行い、摺動部へのコード接触力の
軽減対策を行った。

輸入事業者

(受付:2007/01/16)使用期間：約３年

ＣＢＨＩ－Ｄ９００（ＭＳ
）

（株）ミュージーコーポレ
ーション

(拡大被害)東京都 (B2)

(事故発生地)



No. 0194

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-2777

2006/12/05

電気ストーブ（カーボ
ンヒーター）

　カーボンヒーターを使用中、突然コ
ンセント部分から発火し、カーテンに
引火した。

　使用に伴い、屈曲、引っ張り応力が加わったことに
より、徐々に電源コードの素線が断線し、スパークに
よって発火したと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 消費者

(受付:2007/01/12)

製造事業者

使用期間：約２年１か月
(拡大被害)神奈川県 (E2)

(事故発生地)

2007-0226

2006/05/00

電気ストーブ（カーボ
ンヒーター）

　カーボンヒーターのガードを取り外
して、ヒーターを清掃していたところ
、ヒーター部の反射板に手が当たって
怪我をした。

　被害者の指摘では、ヒーターパーツにバリがあった
とのことだったが、事故品にバリは認められず、原因
を特定することはできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2007/04/11)使用期間：約４か月
(軽傷)群馬県 (G1)

(事故発生地)

2007-0078

2006/12/00

電気ストーブ（カーボ
ンヒーター）

　電気ストーブを使用中、焦げ臭いの
で確認すると、ふとんと畳が焦げてい
た。

　製品の型式等が不明であり、事故品が入手できない
ことから、調査できなかった。

　事故品が入手できないことから、調査不能であ
るため、措置はとれなかった。 消費者センター

(受付:2007/04/04)使用期間：不　明
(拡大被害)愛媛県 (G2)

(事故発生地)

2005-2363

2005/12/27

電気ストーブ（セラミ
ックヒーター）

　自宅で、扇風機型の遠赤外線ヒータ
ーを１時間ほど使用したところ、ヒー
ターの中心部分から炎が出て穴が開き
、火花が散ってカーペットが焦げた。

　当該機の中心部のセラミックにニクロム線が埋め込
んであるが、埋め込み方が不十分だったため、ニクロ
ム線が膨張したことにより、断線・スパークし、セラ
ミックが損傷し、細かいセラミックが飛び散り焦げた
ものと推定される。

　他に同種事故は発生しておらず、単品不良とみ
られる事故であることから、措置はとらなかった
。
　なお、当該品の製造は既に終了している。

市町村

(受付:2006/02/01)

製造事業者

使用期間：約２年

ＧＮＳ２７０８Ｖ

アスコジャパン（株）

(拡大被害)京都府 (A2)

(事故発生地)



No. 0195

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2005-2645

2006/01/30

電気ストーブ（セラミ
ックヒーター）

　部屋を暖めるため、温風式電気スト
ーブのスイッチを入れてその場を離れ
、２時間ほどして行ってみたら、スト
ーブ本体が燃えて樹脂の部分が溶けて
おり、木の床の部分と畳及び壁の一部
が焼け、部屋中がすすけて真っ黒にな
っていた。

　事故品は原型を留めないほど著しく焼損しているも
のの、同型式において、電流ヒューズ部の圧着加工不
良を原因とする接触不良により発熱し、ヒューズホル
ダーが焼損する事例が過去に確認されていることから
、同種原因により発熱・発火したものと推定される。

　平成１９年２月１４日付けの新聞及びホームペ
ージに社告を掲載し、当該機種（ＯＳＨ－２１０
）と同機種の旧型機（ＯＳＣ－２０６）について
、製品の回収を行っている。　また、当該機種の
販売店舗の店頭において、製品回収を呼びかける
ポスターを掲示している。

国の行政機関

(受付:2006/02/24)

製造事業者

使用期間：約６年２か月

ＯＳＨ－２１０

（株）オーム電機

(拡大被害)北海道 (A2)

(事故発生地)

2006-3842

2007/02/21

電気ストーブ（セラミ
ックヒーター）

　電気ストーブを使用中、近くにいた
子供のパジャマの左手脇下に着火、脇
下から腕にかけて３度の火傷を負った
。その際、火の粉が付着し籐のソファ
ー付近から壁や天井を焼き、エアコン
などが溶融した。

　事故品には特に焼損がみられず、正常に作動し、明
確な発火源も確認されなかったことから、事故原因の
特定には至らなかった。

　事故原因が不明であるため、特に措置はとれな
かった。 消費者センター

(受付:2007/03/14)使用期間：不　明
(重傷)東京都 (G1)

(事故発生地)

2006-3857

2006/11/15

電気ストーブ（セラミ
ックヒーター）

　セラミックヒーターを使用中、本体
から焦げ臭いにおいがし、電源コード
付近が焼けていた。

　被害者から事故品が提供されず、写真その他の詳細
状況を示す資料も提供されなかったため、事故原因を
特定することはできなかった。

　事故原因が不明であるため、特に措置はとれな
かった。 消費者センター

(受付:2007/03/15)

製造事業者

使用期間：不　明
(製品破損)東京都 (G2)

(事故発生地)

2006-2452

2006/00/00

電気ストーブ（ハロゲ
ンヒーター）

　テレビのスイッチやチャンネルをリ
モコンで操作すると、室内のハロゲン
ヒーターが点灯・作動した。

　ハロゲンヒーター用リモコンとテレビ用リモコンの
送信信号が部分的に一致していたため、テレビ用リモ
コンの送信信号をハロゲンヒーターの受信部が受け、
誤作動したもの推定される。

　当該製品は平成１５年に輸入・販売を終了して
おり、誤使用によって生じるヒーターの点灯によ
る火災等の事故は発生していないため、既販品の
措置はとらなかった。
　なお、平成１７年度以降に輸入・販売した製品
は、電源スイッチをリモコンで操作できない仕様
に変更しており、今後の製品については、リモコ
ンの信号は(財)家電製品協会に登録したカスタム
コード使用することとした。　さらに当機構では
、平成１８年１１月１５日付けで「特記ニュース
」を発行し、消費者に注意喚起を行っている。

消費者

(受付:2006/12/19)使用期間：約２年

ＨＲ－８００

（株）山善

(被害なし)神奈川県 (A1)

(事故発生地)



No. 0196

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-3302

2004/00/00

電気ストーブ（ハロゲ
ンヒーター）

　コンセントにつないだハロゲンヒー
ターが勝手に点灯したり、首を振った
りする。

　電源電線から入るノイズに対する耐性が低いことか
ら、誤動作を起こしたものと推定される。

　平成１９年１１月７日付けホームページで注意
喚起するとともに、販売店に対して在庫及び店頭
展示品を回収している。
　なお、当該品の輸入・販売は既に終了している
。　また、当機構では、平成１８年１１月１５日
付けで「特記ニュース」を発行し、消費者に注意
喚起を行っている。

消費者センター

(受付:2007/02/02)使用期間：約４年

ＮＳＨ８５０

（株）グラソン

(被害なし)熊本県 (A1)

(事故発生地)

2004-1340

2003/12/20

電気ストーブ（ハロゲ
ンヒーター）

　扇風機型ハロゲンヒーターの弱スイ
ッチを入れ、しばらくして部屋に戻っ
たところ、ハロゲンヒーターと周囲が
焼損していた。

　電力制御用に使用している整流器（ダイオード）の
部品不良により異常発熱し、首振り部分の樹脂製バッ
クカバー付近から発火したものと推定される。

　平成１５年度の製品より、サーモスタットを用
いるとともにダイオードに温度ヒューズを取り付
けている。　また、平成１８年１２月１５日に、
当機構の特記ニュースにより注意喚起を行うとと
もに、経済産業省もプレスリリースをし注意喚起
を行っている。　さらに、平成１８年１２月１９
日から販売事業者が輸入事業者に代わり製品の回
収を自主的に行っている。

消防機関

(受付:2004/09/01)

製造事業者

使用期間：約１年

ＹＨ－８０００（Ｂ）

（株）優

(拡大被害)愛知県 (A2)

(事故発生地)

2005-2426

2006/02/02

電気ストーブ（ハロゲ
ンヒーター）

　居間で使用中のハロゲンヒーターの
ガラス管が突然破裂し、ガラス管の破
片で機器周辺の畳が焼けた。

　ヒーターニクロム線接続部付近で接触不良が生じた
ため高温となり、接続部に使用されているモリブデン
箔が酸化して膨張し、モリブデン箔を嵌合していたガ
ラス管がその部分を起点に割れたものと推定される。

　平成１９年２月１９日付けの新聞及びホームペ
ージに社告を掲載し、製品の回収を行っている。 消防機関

(受付:2006/02/06)

製品評価技術基盤
機構

製造事業者

使用期間：約２年１か月

ＥＨＨ－８０５Ｔ

吉井電気（株）

(拡大被害)石川県 (A2)

(事故発生地)

2006-0155

2006/01/26

電気ストーブ（ハロゲ
ンヒーター）

　２～３日前から異臭がしていたハロ
ゲンヒーターから発火し、焼損した。

　電源端子部のネジ締め工程で、締め付け工具のトル
ク設定を誤ったため、当該部分で緩みを生じ接触不良
となり、発熱・発火したものと推定される。

　平成１８年１２月１３日付の新聞に社告を掲載
し、修理・点検を行うこととした。 製造事業者

(受付:2006/04/13)使用期間：約２年

ＨＨ－Ａ１１

（株）アルバジャパン

(軽傷)東京都 (A2)

(事故発生地)



No. 0197

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-2128

2006/11/01

電気ストーブ（ハロゲ
ンヒーター）

　使用中のハロゲンストーブの本体内
部から発煙した。

　本体の出力切替え（強・弱）の弱使用時に使ってい
るダイオードの特性が劣化し、短絡・過熱して発煙し
たものと推定される。

　ダイオードが発火などを起こす前には温度ヒュ
ーズが動作すること及びダイオード近傍は金属部
品であるため拡大被害の可能性は低いことから措
置はとらなかった。

製造事業者

(受付:2006/11/28)

消防機関

使用期間：約２年

ＳＫＪ－１００５Ｒ

エスケイジャパン（株）

(製品破損)広島県 (A2)

(事故発生地)

2006-2309

2006/11/19

電気ストーブ（ハロゲ
ンヒーター）

　ハロゲンヒーターの電源を入れたと
ころ、数分後にヒーターのガラス管が
破損して床に飛び散り、床が焦げた。

　ヒーターニクロム線接続部付近で接触不良が生じた
ため高温となり、接続部に使用されているモリブデン
箔が酸化して膨張し、モリブデン箔を嵌合していたガ
ラス管が、その部分を起点に割れたものと推定される
。

　平成１９年２月１９日付けの新聞及びホームペ
ージに社告を掲載し、製品の回収を行っている。 消費者センター

(受付:2006/12/11)

製造事業者

使用期間：約２年

ＥＨＨ－８０５Ｔ

吉井電気（株）

(拡大被害)福島県 (A2)

(事故発生地)

2006-2535

2006/12/20

電気ストーブ（ハロゲ
ンヒーター）

　ハロゲンヒーターの本体上部の背面
が焦げた。

　ヒーターリード線の接続部の圧着端子のカシメ状態
を確認した結果、絶縁被覆の一部が芯線と共にカシメ
られていたことから、接触不良を生じて発熱し、当該
部分と接触していた本体の樹脂製カバーを焦がしたも
のと推定される。

　輸入事業者が倒産しているため、措置はとれな
かった。
　なお、事故品と同一機種で他に事故は発生して
いない。

消費者センター

(受付:2006/12/22)使用期間：約５年

ＤＷＳ－３０１

（株）大旺インターナショ
ナルジャパン

(製品破損)北海道 (A2)

(事故発生地)

2006-2690

2007/01/02

電気ストーブ（ハロゲ
ンヒーター）

　寝室から「バチバチ」という音がし
、確認したところハロゲンヒーターの
赤熱部分が床面に落下し、近くにあっ
た毛布から火が出て、寝室１５平方メ
ートルと収容物を焼損した。家人が煙
を吸い、病院で治療をうけた。

　本体の出力切替え（強・弱）の弱使用時に使ってい
るダイオードが故障したため、短絡・過熱して発火し
、火災に至ったものと推定される。

　平成１５年２月２８日、１０月３１日、及び平
成１９年３月２日付けの新聞及びホームページに
社告を掲載するとともに、店頭告知用ポスターと
手配りチラシを作成し、無償点検・修理又は対策
品との交換を実施している。

消防機関

(受付:2007/01/09)

製造事業者

使用期間：約４年

ＳＤ－８０Ｇ

大宇電子ジャパン（株）

(軽傷)長野県 (A2)

(事故発生地)



No. 0198

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-2730

2006/12/15

電気ストーブ（ハロゲ
ンヒーター）

　ハロゲンヒーターを、起床し外出す
るまで「強」で２０分程使用していた
。帰宅した際、出火に気付いた。上部
反射板の根元から土台付近の作動スイ
ッチまで溶融した。なお、プラグは壁
付きコンセントに差したままであった
。

　本体の出力切替え（強・弱）の弱使用時に使ってい
るダイオードが故障したため、短絡・過熱して発火し
、火災に至ったものと推定される。
　なお、外出時に作動スイッチを切る際に、完全に切
にならず、ダイオードに通電されたものと推定される
。

　平成１５年２月２８日、１０月３１日、及び平
成１９年３月２日付けの新聞及びホームページに
社告を掲載するとともに、店頭告知用ポスターと
手配りチラシを作成し、無償点検、修理又は回収
を実施している。

消防機関

(受付:2007/01/10)

輸入事業者

使用期間：約４年

ＳＤ－８０Ｇ

大宇電子ジャパン（株）

(拡大被害)千葉県 (A2)

(事故発生地)

2006-2863

2006/12/30

電気ストーブ（ハロゲ
ンヒーター）

　台所で使用していたハロゲンヒータ
の電球が突然破裂し、飛び散ったガラ
スがビニルシートの床を溶かした。

　ヒーターニクロム線接続部付近で接触不良が生じた
ため高温となり、接続部に使用されているモリブデン
箔が酸化して膨張し、モリブデン箔を嵌合していたガ
ラス管がその部分を起点に割れたものと推定される。

　平成１９年２月１９日付けの新聞及びホームペ
ージに社告を掲載し、製品の回収を行っている。 消費者センター

(受付:2007/01/18)

製造事業者

使用期間：不　明

ＥＨＨ－８０５Ｔ

吉井電気（株）

(拡大被害)群馬県 (A2)

(事故発生地)

2006-2907

2007/01/18

電気ストーブ（ハロゲ
ンヒーター）

　ハロゲンヒーターを弱モードで使用
していたところ、１時間位で「ミシミ
シ」「バシバシ」という音がして急に
明るくなったため、一端、電源を落と
し、数秒後に再度電源を入れたところ
、ハロゲンヒーターの後部から黒煙が
出た。

　本体の出力切替え（強・弱）で弱モード時に電流を
制御するブリッジダイオードの部品不良により、ダイ
オードの特性が劣化し、短絡・破損し、発煙したもの
と推定される。

　他に同種事故は発生しておらず、単品不良とみ
られる事故であることから、措置はとらなかった
。
　なお、当該品の輸入・販売は既に終了している
。

消費者センター

(受付:2007/01/22)

製造事業者

使用期間：約１年１か月

ＹＡ－８１７ＶＴ

ユアサプライムス（株）

(製品破損)大阪府 (A2)

(事故発生地)

2006-2928

2006/12/12

電気ストーブ（ハロゲ
ンヒーター）

　ハロゲンヒーターを「弱」で使用中
、本体から発煙、発火した。

　本体の出力切替え（強・弱）の弱使用時に使ってい
るダイオードが故障したため、短絡・過熱して発火し
、火災に至ったものと推定される。

　平成１５年２月２８日、１０月３１日、及び平
成１９年３月２日付けの新聞及びホームページに
社告を掲載するとともに、店頭告知用ポスターと
手配りチラシを作成し、無償点検・修理又は対策
品との交換を実施している。

輸入事業者

(受付:2007/01/23)

消防機関

使用期間：約３年

ＳＤ－８０Ｇ

大宇電子ジャパン（株）

(製品破損)千葉県 (A2)

(事故発生地)



No. 0199

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-3012

2007/01/12

電気ストーブ（ハロゲ
ンヒーター）

　電気ストーブを弱モードで使用中、
本体の底部が溶けて畳が焦げた。

　事故品の出力切替用ダイオード部品の単品不良によ
り、ダイオードが破損・短絡し、異常発熱したため、
周囲の樹脂を溶融させ、畳を焦がしたものと推定され
る。

　輸入業者が既に倒産していることから、措置は
とれなかった。
　なお、事故品と同一機種で他に事故は発生して
いない。

販売事業者

(受付:2007/01/25)使用期間：不　明

ＰＧ－１００３７

（株）パーソンズ

(拡大被害)滋賀県 (A2)

(事故発生地)

2006-3060

2007/01/23

電気ストーブ（ハロゲ
ンヒーター）

　ハロゲンヒーターのスイッチを入れ
、約１０分後にモーターカバー上部付
近から炎が上がり、壁のポスターが焦
げた。

　首振り部のカバー内部に取り付けられている出力切
替用ダイオードの不良により、ダイオードが異常発熱
し、発火したものと推定される。

　他に同種事故は発生しておらず、単品不良とみ
られる事故であることから、措置はとらなかった
。
　なお、当該品の製造は既に終了している。

消費者センター

(受付:2007/01/30)

輸入事業者

使用期間：約４年

Ｖ－７００ＳＦ

（株）日本ビネガーボトラ
ーズ

(拡大被害)奈良県 (A2)

(事故発生地)

2006-3087

2006/12/25

電気ストーブ(ハロゲン
ヒーター)

　ハロゲンヒーターを使用していたと
ころ、ヒーター管が割れ、周囲に破片
が飛び散った。

　ヒーターニクロム線接続部付近で接触不良が生じた
ため高温となり、そのため接続部に使用されているモ
リブデン箔が酸化して膨張し、モリブデン箔を勘合し
ていたガラス管がその部分を起点に割れたものと推定
される。

　平成１９年２月１９日付けの新聞及びインター
ネットのホームページに社告を掲載し、製品の回
収・購入代金の返金手続きを実施している。

消費者センター

(受付:2007/01/30)

製造事業者

使用期間：不　明

ＥＨＨ－８０５Ｔ

吉井電気（株）

(拡大被害)神奈川県 (A2)

(事故発生地)

2006-3167

2007/01/22

電気ストーブ（ハロゲ
ンヒーター）

　マンションの一室から出火し、半焼
した。

　電力制御用に使用している整流器（ダイオード）の
部品不良により異常発熱し、首振り部分の樹脂製バッ
クカバー付近から発火したものと推定される。

　平成１５年度の商品より、サーモスタットを用
いるとともにダイオードに温度ヒューズを取り付
けている。　また、平成１８年１２月１５日に、
当機構の事故情報特記ニュースにより注意喚起を
行うとともに、経済産業省においてもプレスリリ
ースをし注意喚起を行っている。さらに、平成１
８年１２月１９日から販売事業者が、倒産した輸
入事業者に代わり製品の回収を自主的に行ってい
る。

消防機関

(受付:2007/02/01)使用期間：約２年２か月

ＹＨ－８０００（Ｂ）

（株）優

(拡大被害)愛知県 (A2)

(事故発生地)



No. 0200

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-3205

2007/01/30

電気ストーブ（ハロゲ
ンヒーター）

　電気ストーブを使用中に、ハロゲン
管が破裂し、ガラスの破片でカーペッ
トとカーテンが焦げた。

　ヒーターのガラス管の端部において、端子として使
用されている金属棒とモリブデン箔の接続部で接触不
良があり、異常に発熱したためにモリブデン箔が酸化
・膨張してガラス管に亀裂が入り、ガラス管の内部封
入ガスの圧力によって破裂したものと推定される。

　平成１９年１月３１日付けの新聞及びホームペ
ージに社告を掲載し、無償で回収を行っている。 輸入事業者

(受付:2007/02/06)使用期間：約３年

ＹＳ－Ｆ８００Ｒ

（株）シー・アイ・シー

(拡大被害)千葉県 (A2)

(事故発生地)

2006-3259

2007/01/17

電気ストーブ（ハロゲ
ンヒーター）

　使用中のハロゲンヒーターのハロゲ
ン管が破裂して、飛び散ったガラスの
破片でカーペットが焦げた。

　ヒーターのガラス管の端部において、端子として使
用している金属棒とモリブデン箔の接触不良があった
ため異常に発熱し、モリブデン箔が酸化・膨張してガ
ラス管に亀裂が入り、ガラス管の内部封入ガスの圧力
によって破裂したものと推定される。

　平成１９年１月３１日付けの新聞及びホームペ
ージに社告を掲載し、無償で回収を行っている。 輸入事業者

(受付:2007/02/07)使用期間：約３年

ＹＳ－Ｆ８００Ｒ

（株）シー・アイ・シー

(拡大被害)石川県 (A2)

(事故発生地)

2006-3261

2007/01/22

電気ストーブ（ハロゲ
ンヒーター）

　使用中のハロゲンヒーターのハロゲ
ン管が破裂した。

　ヒーターのガラス管の端部において、端子として使
用している金属棒とモリブデン箔の接触不良があった
ため異常に発熱し、モリブデン箔が酸化・膨張してガ
ラス管に亀裂が入り、ガラス管の内部封入ガスの圧力
によって破裂したものと推定される。

　平成１９年１月３１日付けの新聞及びホームペ
ージに社告を掲載し、無償で回収を行っている。 輸入事業者

(受付:2007/02/07)使用期間：約２年

ＹＳ－Ｆ８００Ｈ

（株）シー・アイ・シー

(製品破損)栃木県 (A2)

(事故発生地)

2006-3262

2007/01/27

電気ストーブ（ハロゲ
ンヒーター）

　使用中のハロゲンヒーターのハロゲ
ン管が破裂して、飛び散ったガラスの
破片でカーペットが焦げた。

　ヒーターのガラス管の端部において、端子として使
用されている金属棒とモリブデン箔の接続部で接触不
良があり、異常に発熱したためにモリブデン箔が酸化
・膨張してガラス管に亀裂が入り、ガラス管の内部封
入ガスの圧力によって破裂したものと推定される。

　平成１９年１月３１日付けの新聞及びホームペ
ージに社告を掲載し、無償で回収を行っている。 輸入事業者

(受付:2007/02/07)使用期間：約４年

ＹＳ－Ｆ８００Ｒ

（株）シー・アイ・シー

(拡大被害)愛媛県 (A2)

(事故発生地)



No. 0201

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-3290

2006/12/30

電気ストーブ（ハロゲ
ンヒーター）

　ハロゲンヒーター使用中、「ボッ」
と音がしてヒーターランプが消え、バ
ックカバーから炎が上がった。

　ヒーター線につながるコネクター接続部のリード線
のカシメ不良により、リード線の芯線が半断線状態と
なり、短絡・スパークして発熱・発火したものと推定
される。

　当該部位での傾向的な不良は発生しておらず、
今回の事故は部品単体の故障と考え、特に措置は
とらなかった。また、同製品は既に製造は終了し
ている。

消費者センター

(受付:2007/02/08)

輸入事業者

使用期間：不　明

ＰＨ－８５５

（株）千住

(製品破損)埼玉県 (A2)

(事故発生地)

2006-3433

2006/02/20

電気ストーブ（ハロゲ
ンヒーター）

　居間で使用していたハロゲンヒータ
ーから発煙し、建物内装や家財などが
汚損した。

　製造時の作業ミスにより、連結コネクターの連結が
、不十分であったため緩みを生じて接触不良となり発
熱し、本体上部のスイッチ部分より発煙したものと推
定される。

　平成１９年２月６日付けのホームページに社告
を掲載し、無償で製品交換を実施している。
　なお、平成１５年３月以降、当該品の輸入は行
っていない。

輸入事業者

(受付:2007/02/19)使用期間：約２年６か月

ＣＨＬ－８０１

（株）フジマック

(拡大被害)宮崎県 (A2)

(事故発生地)

2006-3454

2007/02/10

電気ストーブ（ハロゲ
ンヒーター）

　使用中のハロゲンヒーターのハロゲ
ン管が破裂して、ガラスの破片でフロ
ーリングが焦げた。

　ヒーターのガラス管の端部において、端子として使
用されている金属棒とモリブデン箔の接続部で接触不
良があり、異常に発熱したためにモリブデン箔が酸化
・膨張してガラス管に亀裂が入り、ガラス管の内部封
入ガスの圧力によって破裂したものと推定される。

　平成１９年１月３１日付けの新聞及びホームペ
ージに社告を掲載し、無償で回収を行っている。 輸入事業者

(受付:2007/02/20)使用期間：約３年

ＹＳ－Ｆ８００Ｈ

（株）シー・アイ・シー

(拡大被害)大阪府 (A2)

(事故発生地)

2006-3514

2007/02/03

電気ストーブ（ハロゲ
ンヒーター）

　ハロゲンヒーターを使用中、突然火
をふいた。

　内部配線が断線しており、当該部位は屈曲や摩擦等
の力の加わるところではないことから、製造工程にお
いて配線の素線に傷をつけてしまったため、その後の
使用に伴う通電を繰り返すうちに素線が徐々に断線し
て電流容量が不足し、異常発熱して配線の被覆が焼損
したものと推定される。

　他に同種事故は発生しておらず、単品不良とみ
られる事故であることから、措置はとらなかった
。
　なお、当該品の製造は既に終了している。

消費者センター

(受付:2007/02/23)

製造事業者

使用期間：不　明

ＨＲＡ－１２００

（株）山善

(製品破損)北海道 (A2)

(事故発生地)
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事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-3616

2007/01/21

電気ストーブ（ハロゲ
ンヒーター）

　ハロゲンヒーターの底面部分が溶け
、畳を焦がした。

　電源用コード、ヒーター用コード及びモーター用コ
ードの３本のコードを圧着端子によりカシメているが
、カシメ不良により異常発熱し、台座部が溶融し畳を
焦がしたものと推定される。

　平成１３年９月及び平成１６年９月にユーザー
へダイレクトメールを送付し、点検・補修・交換
等を行っている。平成１８年２月から個別ユーザ
ーに対して連絡をとり、無償点検・改修を行って
いる。なお、当機構は平成１９年６月１８日付け
「特記ニュース」で消費者に注意喚起を行った。

都道府県

(受付:2007/03/01)

輸入事業者

使用期間：約５年１１か月

ＤＷ－８０３

（株）万雄

(拡大被害)東京都 (A2)

(事故発生地)

2007-0141

2007/03/06

電気ストーブ（ハロゲ
ンヒーター）

　ハロゲンヒーターから発煙した。 　本体の出力切替え（強・弱）の弱使用時に使ってい
るダイオードの特性が劣化し、短絡・過熱して発火し
たものと推定される。

　平成１５年２月２８日、１０月３１日、及び平
成１９年３月１日付けの新聞及びホームページに
社告を掲載するとともに、店頭告知用ポスターと
手配りチラシを作成し、無償点検・修理又は対策
品との交換を実施している。

輸入事業者

(受付:2007/04/06)使用期間：約３年

ＳＤ－８０Ｇ

大宇電子ジャパン（株）

(製品破損)福岡県 (A2)

(事故発生地)

2007-0523

2007/01/00

電気ストーブ（ハロゲ
ンヒーター）

　ハロゲンヒーターを使用中、プラス
チックが焦げるような異臭がしたため
スイッチを切ったが、その後、バック
カバーから火が出た。

　電源リード線の圧着端子のかしめ不良により、接触
不良となって発熱し端子カバーが発火し、さらにバッ
クカバーの裏側を焼いたものと推定される。

　他に同種事故が発生しておらず、単品的な不良
と見られる事故であるため、措置はとらなかった
。
　なお、生産ライン等の技術の向上を計り、検品
作業を徹底して作業ミスの発生を防ぐようにする
。

消費者センター

(受付:2007/05/07)

輸入事業者

使用期間：約３年

ＩＲ－４３０５

（株）アイアン

(製品破損)東京都 (A2)

(事故発生地)

2007-3370

2006/12/20

電気ストーブ（ハロゲ
ンヒーター）

　ハロゲンヒーターが故障したので裏
ぶたを開けたところ、基板部分から発
煙・発火した痕跡があった。

　本体の出力切替え（強・弱）の弱使用時に使ってい
るダイオードの特性が劣化し、短絡・過熱して発煙し
たものと推定される。

　事故時には温度ヒューズが作動すること及びダ
イオード近傍は金属部品であるため拡大被害の可
能性は低いことから、措置はとらなかった。

消費者

(受付:2007/09/11)使用期間：約１年１１か月

ＳＫＪ－１００５Ｍ

エスケイジャパン（株）

(製品破損)神奈川県 (A2)

(事故発生地)



No. 0203

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2005-2641

2006/01/17

電気ストーブ（ハロゲ
ンヒーター）

　就寝中、スイッチを切っておいたは
ずのハロゲンヒーターが勝手に点灯し
、部屋が暑くなった。

　基板上のＩＣ部品の接触不良、または、はんだ付け
不良等の製造不良により、トランジスターに誤信号が
流れ、当該品が誤作動したものと推定される。
　なお、同等品による再現実験やイミュニティ試験で
は、誤作動現象は認められなかった。

　当該品は既に生産を終了しており、他に同種事
故が発生しておらず、今回の事故は極めて稀な事
象により発生したと考えられることから、既販品
については特に措置はとらなかった。
　なお、製造業者に品質管理の徹底を指示すると
ともに、今後の製品においては回路中にメカニカ
ルスイッチを設け安全性の向上を図るほか、取扱
説明書に「電気ストーブを使わないときは電源プ
ラグを抜く」旨の注意表示を追加することとした
。

消費者センター

(受付:2006/02/23)使用期間：約１か月

ＮＳＨ－８００－１４ＲＩ

サナーエレクトロニクス（
株）

(製品破損)新潟県 (A3)

(事故発生地)

2007-0444

2007/03/23

電気ストーブ（ハロゲ
ンヒーター）

　木造２階建て住宅の居室で使用して
いたハロゲンヒーターの背面から１５
ｃｍ程の炎が出た。

　回路基板とヒーター線を接続するコネクター内のフ
ァストン端子が接触不良により発熱し、コネクターハ
ウジングの隔壁が溶融したため、ファストン端子間で
極間短絡が発生し、コネクターから発火したものと推
定される。

　輸入事業者の所在が不明である。　　なお、販
売店において当該製品を自主的に回収を実施して
いる。

消防機関

(受付:2007/04/26)使用期間：約３年３か月

ＣＨＬ－８０１

（株）大旺インターナショ
ナルジャパン

(製品破損)愛知県 (A3)

(事故発生地)

2005-1431

2005/11/16

電気ストーブ（ハロゲ
ンヒーター）

　使用中に「パリン」という音がして
ヒーターのガラス管が破裂した。破片
が飛び散り、フローリング、絨毯、ソ
ファー、食卓に疵と焦げ目がついた。

　輸送途中、外部より電球を支えている金属部に衝撃
が加わり、さらに電球に接触したことによりヒビが入
り、通電により熱せられて割れたものと推定される。

　平成１６年２月１０日付けの新聞に社告を掲載
し、製品交換を行っている。　また、電球を支え
る部品として金属の使用を中止し、両サイド部分
にガラスチューブを巻き、クリップで固定する仕
様に変更した。

消費者センター

(受付:2005/11/24)

輸入事業者

使用期間：約１年１１か月
(拡大被害)広島県 (D3)

(事故発生地)

2006-2057

2006/11/19

電気ストーブ（ハロゲ
ンヒーター）

　木造２階建て住宅から出火して、約
１１３平方メートルを全焼し、隣家の
外壁と屋根の一部を焦がし、家人が顔
に軽い火傷を負った。

　被害者が電気ストーブをつけたまま就寝したため、
就寝中にふとん等の可燃物が電気ストーブのヒーター
部に接触して着火し、火災に至ったものと推定される
。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2006/11/21)使用期間：不　明
(軽傷)静岡県 (E2)

(事故発生地)



No. 0204

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-2390

2006/11/28

電気ストーブ（ハロゲ
ンヒーター）

　木造３階建て住宅から出火し、３階
部分約２５平方メートルを焼いた。

　被害者が、ハロゲンヒーターをつけたまま就寝して
いたことから、就寝中に寝具がヒーター部に接触して
過熱・着火し、火災に至ったものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2006/12/14)使用期間：不　明
(拡大被害)大阪府 (E2)

(事故発生地)

2006-2805

2007/01/13

電気ストーブ（ハロゲ
ンヒーター）

　住宅で、家人が寝ていたふとんが燃
え、顔などに火傷を負い死亡した。

　被害者が電気ストーブをつけたまま就寝したため、
近くにあったふとんが輻射熱により過熱され、出火に
至ったものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/01/16)使用期間：不　明
(死亡)埼玉県 (E2)

(事故発生地)

2006-2856

2007/01/16

電気ストーブ（ハロゲ
ンヒーター）

　鉄筋１１階建て集合住宅の寝室付近
から出火し、同室約４０平方メートル
を全焼した。

　被害者が電気ストーブをつけたまま就寝したため、
就寝中にふとんなどの可燃物が電気ストーブに接触し
て、火災に至ったものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/01/18)使用期間：不　明
(拡大被害)静岡県 (E2)

(事故発生地)

2006-2878

2006/12/19

電気ストーブ（ハロゲ
ンヒーター）

　集合住宅のベランダに干したふとん
から出火し、室内のカーテンと壁など
約６平方メートルを焼いた。
 なお、２日前にハロゲンヒーターのそ
ばに置いていたふとんが焦げたため水
をかけベランダに干していた。

　被害者が、ハロゲンヒーターに近接してふとんを置
き放置したため、ふとんが電気ストーブの輻射熱によ
り発火したものと推定される。
　なお、ふとんは消火しきれず、再燃したものである
。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/01/19)使用期間：不　明
(拡大被害)兵庫県 (E2)

(事故発生地)



No. 0205

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-3299

2007/02/00

電気ストーブ(ハロゲン
ヒーター)

　ハロゲンヒーターの反射板の上の方
のプラスチック部分が熱で溶けている
。

　前面カバー上辺の一部のみが溶融していることから
、前面カバー上部に何かを被せて使用し、ヒーターか
らの輻射熱が拡散せず前面カバーの一部を溶かしたも
のと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故のため、措置は
とらなかった。 消費者センター

(受付:2007/02/08)使用期間：不　明
(製品破損)岡山県 (E2)

(事故発生地)

2006-3493

2007/02/15

電気ストーブ（ハロゲ
ンヒーター）

　木造２階建て住宅から出火して、約
７５平方メートルを焼き、家人１人が
死亡した。

　可燃物が使用していたハロゲンヒーターのヒーター
部に接触したため着火し、火災に至ったものと推定さ
れる。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/02/22)使用期間：不　明
(死亡)埼玉県 (E2)

(事故発生地)

2006-3729

2007/02/28

電気ストーブ（ハロゲ
ンヒーター）

　鉄筋５階建て集合住宅の一室から出
火して、同部屋８平方メートルを焼き
、家人と隣室の住人の２人がのどに軽
い火傷を負った。

　被害者が、電気ストーブをつけたまま就寝したため
、寝具等の可燃物がヒーターに接触・着火し、出火に
至ったものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/03/08)使用期間：不　明
(軽傷)愛知県 (E2)

(事故発生地)

2006-3742

2007/03/02

電気ストーブ（ハロゲ
ンヒーター）

　住宅が全焼し、家人２人が死亡した
。

　被害者が就寝中、使用していた電気ストーブに寝具
が接触・着火し、周囲に延焼したと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/03/09)使用期間：不　明
(死亡)愛知県 (E2)

(事故発生地)



No. 0206

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-1882

2007/03/15

電気ストーブ（ハロゲ
ンヒーター）

　自宅の居間で、使用中のハロゲンヒ
ーターから焦げ臭いにおいがしたので
、底部を見ると一部焦げていた。

　当該品が波打ったじゅうたんの上に置かれて、底部
の転倒時オフスイッチの接点が不安定な接触状態で繰
り返し使用されたため、接触不良を生じて発熱・発煙
したものと推定される。
　なお、取扱説明書の注意表示に「毛足の長いカーペ
ットやベット、座ふとんの上など不安定な場所では使
用しない、本体が傾いたり浮いたりして転倒や安全ス
イッチの誤動作の原因となる」旨を記載している。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 消防機関

(受付:2007/06/19)使用期間：約４年１０か月
(製品破損)大阪府 (E2)

(事故発生地)

2006-2911

2006/12/30

電気ストーブ（ハロゲ
ンヒーター）

　ベッドのそばで使用していたハロゲ
ンヒーターから出火し、家人１名が火
傷を負い、畳やふとんなどを焼損した
。

　ハロゲンヒーターの外郭樹脂部分が焼損しているも
のの、内部の電気配線や部品類にショート痕や異常過
熱等の痕跡が認められないことから、製品に起因する
事故ではないものと推定される。

　製品に起因しない事故であるため、措置はとら
なかった。 消防機関

(受付:2007/01/22)

製造事業者

使用期間：約２４日
(軽傷)三重県 (F2)

(事故発生地)

2005-2071

2005/12/23

電気ストーブ（ハロゲ
ンヒーター）

　電気ストーブをつけて３０分位して
突然「パーン」と音がして発熱部のガ
ラス管の破片が飛び散り、床が焦げた
。

　製造上でガラス管の成型時にひずみが残留していた
か、または被害者の取扱い時にガラス管に傷を付けた
等の理由により、通電中にガラス管に亀裂が入り、ガ
ラス管の内部封入ガスの圧力によって破裂したものと
推定されるが、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。
　なお、取扱説明書への注意事項の徹底化、複数
年使用時の取扱いに関する注意勧告の説明、販売
店における商品説明の徹底化を行った。

消費者センター

(受付:2006/01/13)

製造事業者

使用期間：約３年２０日
(拡大被害)香川県 (G1)

(事故発生地)

2005-2518

2006/02/07

電気ストーブ（ハロゲ
ンヒーター）

　木造平屋住宅から出火して約６０平
方メートルを全焼し、家人が死亡した
。

　事故品周辺にあったふとんなどの可燃物が、ハロゲ
ンヒーターの発熱部に接触し出火した可能性が高いと
推定されるが、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明のため、措置はとれなかった。

製品評価技術基盤
機構

(受付:2006/02/13)使用期間：不　明
(死亡)鳥取県 (G1)

(事故発生地)



No. 0207

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-2705

2006/12/25

電気ストーブ（ハロゲ
ンヒーター）

　木造２階建て住宅から出火して、約
２３０平方メートルを全焼し、家人１
人が死亡、１人が顔などに軽い火傷を
負った。

　通電していたハロゲンヒーターから出火したものと
考えられるが、焼損が著しく、原因の特定はできなか
った。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/01/10)使用期間：不　明
(死亡)福井県 (G1)

(事故発生地)

2006-2764

2007/01/01

電気ストーブ（ハロゲ
ンヒーター）

　木造２階建て住宅から出火し、２階
部分約２３０平方メートルを焼いた。

　２階で使われていたハロゲンヒーターから出火した
ものと考えられるが、焼損が著しく、原因の特定はで
きなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/01/12)使用期間：不　明
(拡大被害)富山県 (G1)

(事故発生地)

2006-2992

2006/11/00

電気ストーブ（ハロゲ
ンヒーター）

　２～３年前に購入した２台のうち１
台が昨年１１月頃に火をふいて破裂し
た。

　ハロゲンヒーター管の破裂要因としては外的作用に
よる破損（留め金部等の影響含む）及び口出線部の密
閉不良等が考えられるが、破損部の破片等を確認でき
ないため原因の特定はできなかった。

　輸入事業者の倒産しており、事故原因は不明で
あるため、措置はとれなかった。このため平成１
９年１月１８日付けで「特記ニュース」を発行し
、消費者に注意喚起を行った。さらに経済省にお
いても同日プレスリリースを行い、消費者に対し
て使用の中止を呼びかけている。

消費者センター

(受付:2007/01/24)使用期間：不　明
(製品破損)愛媛県 (G1)

(事故発生地)

2006-3116

2007/01/28

電気ストーブ（ハロゲ
ンヒーター）

　ハロゲンヒーターに通電した直後に
ヒーター管が破裂し、落ちたガラス破
片が床、敷物、フローリングを焦がし
た。

　製造、輸送、使用時にヒーター管に傷が入った、ヒ
ーター管の内部が完全真空でなかった、またはヒータ
ー管に異物が付着した等が考えられるが、原因の特定
ができなかった。

　平成１９年６月１４日及び同年１０月１７日付
けの新聞及びホームページに社告を掲載し、製品
の回収を行っている。

消費者センター

(受付:2007/01/31)

輸入事業者

使用期間：約２年１か月

ＢＪＨ８０１

（株）インターコンプ

(拡大被害)山口県 (G1)

(事故発生地)
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管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-3278

2006/12/00

電気ストーブ（ハロゲ
ンヒーター）

　使用中のハロゲンヒーターから異臭
がして、プラスチック製のヒーターカ
バー外枠の最上部が溶融・変形した。

　扇風機形ハロゲンヒーターの外枠上部の樹脂製カバ
ーが溶融しているものの、事故品による再現試験では
過熱や樹脂溶融の現象は再現せず、溶融部分には繊維
製品が載っていたと考えられる形跡が認められたこと
から、被害者が繊維製品等をヒーター上部に掛けまま
で通電したため、繊維製品等が加熱され、ヒーターカ
バーの一部を焦がしたものとみられるが、原因の特定
はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 消防機関

(受付:2007/02/07)

輸入事業者

使用期間：約１か月
(製品破損)佐賀県 (G1)

(事故発生地)

2007-0011

0000/00/00

電気ストーブ（ハロゲ
ンヒーター）

　テレビのリモコン操作をすると電気
ストーブの電源が入ったり、テレビの
電源を切って外出して戻ったらハロゲ
ンヒーターやマイナスイオン作動表示
のランプが点灯していることがあった
。

　何らかの送信信号によって誤作動を起こしたものと
思われるが、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため措置はとれなかった
。
　なお、当機構では、平成１８年１１月１５日付
けで「特記ニュース」を発行し、消費者に注意喚
起を行っている。

消費者

(受付:2007/04/02)使用期間：約２年
(被害なし)神奈川県 (G1)

(事故発生地)

2006-3195

2006/12/00

電気ストーブ（ハロゲ
ンヒーター）

　ハロゲンヒーターを使用中に突然白
い煙が出て、発火した。

　ハロゲンヒーターから発煙したものと考えられるが
、被害者と連絡がとれず、事故品が入手できないこと
から調査できなかった。

　事故品が入手できないことから、調査不能であ
るため、措置はとれなかった。 消費者センター

(受付:2007/02/05)使用期間：約３年
(製品破損)福岡県 (G2)

(事故発生地)

2006-1848

2006/10/00

電気ストーブ（ハロゲ
ンヒーター、センサー
付き）

　ハロゲンヒーターをふろ場の脱衣場
の天井に設置して使用していたところ
、スイッチをＯＦＦにしていたのに電
源が入り、「パチパチ」と音がした。

　制御基盤電源回路の整流回路平滑コンデンサー２個
が不良となったため、リレー用の直流電源が不安定と
なり電圧が正常に加わらず、リレーの脈動（チャタリ
ング）動作が発生し、コイルが過熱してリレー外郭が
変形した。その際、リレー接点が瞬間的に通電状態と
なりランプが点灯状態になったものと推定される。
　なお、コンデンサーが不良になった原因は、コンデ
ンサー２個のうち１個が部品不良と考えられる。

　他に同種事故が発生しておらず、単品的な不良
と見られる事故であるため、措置はとらなかった
。
　なお、製造工場（中国）での部品受入検査及び
部品メーカーへの品質管理の強化を要請。

消費者センター

(受付:2006/11/07)

製造事業者

使用期間：不　明

Ｖ－８００－ＭＷ－Ｓ

（株）日本ビネガーボトラ
ーズ

(製品破損)広島県 (A3)

(事故発生地)



No. 0209

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-3676

2007/03/01

電気ストーブ（ファン
式）

　木造２階建て住宅から出火して、約
４０平方メートルを焼き、家人１人が
死亡した。寝室の鏡台付近にあったス
プレー缶が破裂したとみて出火原因を
調べている。　

　電気ストーブ直上に干していた洗濯物が乾燥に伴っ
て落下し、ストーブに被さって着火し、周囲の可燃物
に延焼したものと推定される。スプレー缶については
、火災熱により破裂したものと思われる。

　被害者の誤使用とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/03/06)使用期間：不　明
(死亡)千葉県 (E1)

(事故発生地)

2007-0045

1990/02/08

電気ストーブ（遠赤外
線式）

　遠赤外線ストーブを使用中、発煙し
、スタンド上部が焼損した。

　首振り機構用の配線の取り回し不良のため、首振り
の繰り返しにより配線が断線してスパークが生じ、配
線の被覆が炭化し、焼損に至ったものと推定される。

　平成１９年３月２８日、１１月６日付けの新聞
及びホームページに社告を掲載し、製品回収、代
金返済を行っている。

製造事業者

(受付:2007/04/03)使用期間：約１年

７ＦＸ

ゼネラルエアコン（株）

(製品破損)東京都 (A2)

(事故発生地)

2007-0046

2005/01/25

電気ストーブ（遠赤外
線式）

　遠赤外線ストーブを使用中、発煙し
て、スタンドを焼損し、壁が煙で汚れ
た。

　首振り機構用の配線の取り回し不良のため、首振り
の繰り返しにより配線が断線してスパークが生じ、配
線の被覆が炭化し、焼損に至ったものと推定される。

　平成１９年３月２８日、１１月６日付けの新聞
及びホームページに社告を掲載し、製品回収、代
金返済を行っている。

製造事業者

(受付:2007/04/03)使用期間：約１６年

７ＦＸ

ゼネラルエアコン（株）

(拡大被害)愛知県 (A2)

(事故発生地)

2006-3910

2007/02/16

電気ストーブ（遠赤外
線式）

　会社倉庫内の事務所で遠赤外線ヒー
ターを使用中、発煙、発火した。

　当該機のトライアック内部のはんだ付け部に、はん
だ量の少ない部品が混入したため、使用時の繰り返し
熱ストレスによりはんだ剥離が生じ、継続使用するこ
とでトライアックの放熱性が低下し、発煙、焼損に至
ったものと推定される。

　平成１９年３月２８日、１１月６日付けの新聞
及びホームページに社告を掲載し、製品回収、代
金返済を行っている。

製造事業者

(受付:2007/03/20)使用期間：約１９年

１２ＦＤ

ゼネラルエアコン（株）

(製品破損)大阪府 (A3)

(事故発生地)



No. 0210

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0021

1988/02/25

電気ストーブ（遠赤外
線式）

　遠赤外線ストーブを使用中、突然、
発煙した。

　当該機のトライアック内部のはんだ付け部に、はん
だ量の少ない部品が混入したため、使用時の繰り返し
熱ストレスによりはんだ剥離が生じ、継続使用するこ
とでトライアックの放熱性が低下し、発煙、焼損に至
ったものと推定される。

　平成１９年３月２８日、１１月６日付けの新聞
及びホームページに社告を掲載し、製品回収、代
金返済を行っている。

製造事業者

(受付:2007/04/03)使用期間：約３年

１２ＦＤ

ゼネラルエアコン（株）

(製品破損)千葉県 (A3)

(事故発生地)

2007-0022

1988/11/24

電気ストーブ（遠赤外
線式）

　遠赤外線ストーブを使用中、発煙し
、温度制御部品が焼損した。

　当該機のトライアック内部のはんだ付け部に、はん
だ量の少ない部品が混入したため、使用時の繰り返し
熱ストレスによりはんだ剥離が生じ、継続使用するこ
とでトライアックの放熱性が低下し、発煙、焼損に至
ったものと推定される。

　平成１９年３月２８日、１１月６日付けの新聞
及びホームページに社告を掲載し、製品回収、代
金返済を行っている。

製造事業者

(受付:2007/04/03)使用期間：約２年

１２ＦＤ

ゼネラルエアコン（株）

(製品破損)東京都 (A3)

(事故発生地)

2007-0023

1988/11/25

電気ストーブ（遠赤外
線式）

　遠赤外線ストーブを使用中、発煙し
、温度制御部品が焼損した。

　当該機のトライアック内部のはんだ付け部に、はん
だ量の少ない部品が混入したため、使用時の繰り返し
熱ストレスによりはんだ剥離が生じ、継続使用するこ
とでトライアックの放熱性が低下し、発煙、焼損に至
ったものと推定される。

　平成１９年３月２８日、１１月６日付けの新聞
及びホームページに社告を掲載し、製品回収、代
金返済を行っている。

製造事業者

(受付:2007/04/03)使用期間：約４年

１２ＦＤ

ゼネラルエアコン（株）

(製品破損)兵庫県 (A3)

(事故発生地)

2007-0024

1989/02/25

電気ストーブ（遠赤外
線式）

　遠赤外線ストーブの温度調節ができ
なくなり、スタンド部から発煙し、焼
損した。

　当該機のトライアック内部のはんだ付け部に、はん
だ量の少ない部品が混入したため、使用時の繰り返し
熱ストレスによりはんだ剥離が生じ、継続使用するこ
とでトライアックの放熱性が低下し、発煙、焼損に至
ったものと推定される。

　平成１９年３月２８日、１１月６日付けの新聞
及びホームページに社告を掲載し、製品回収、代
金返済を行っている。

製造事業者

(受付:2007/04/03)使用期間：約４年

１２ＦＤ

ゼネラルエアコン（株）

(製品破損)埼玉県 (A3)

(事故発生地)



No. 0211

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0025

1989/10/27

電気ストーブ（遠赤外
線式）

　遠赤外線ストーブの後部から発煙し
た。

　当該機のトライアック内部のはんだ付け部に、はん
だ量の少ない部品が混入したため、使用時の繰り返し
熱ストレスによりはんだ剥離が生じ、継続使用するこ
とでトライアックの放熱性が低下し、発煙、焼損に至
ったものと推定される。

　平成１９年３月２８日、１１月６日付けの新聞
及びホームページに社告を掲載し、製品回収、代
金返済を行っている。

製造事業者

(受付:2007/04/03)使用期間：約５年

１２ＦＤ

ゼネラルエアコン（株）

(製品破損)東京都 (A3)

(事故発生地)

2007-0026

1990/01/00

電気ストーブ（遠赤外
線式）

　遠赤外線ストーブから発煙した。 　当該機のトライアック内部のはんだ付け部に、はん
だ量の少ない部品が混入したため、使用時の繰り返し
熱ストレスによりはんだ剥離が生じ、継続使用するこ
とでトライアックの放熱性が低下し、発煙、焼損に至
ったものと推定される。

　平成１９年３月２８日、１１月６日付けの新聞
及びホームページに社告を掲載し、製品回収、代
金返済を行っている。

製造事業者

(受付:2007/04/03)使用期間：約２年

１２ＦＤ

ゼネラルエアコン（株）

(製品破損)新潟県 (A3)

(事故発生地)

2007-0027

1990/01/07

電気ストーブ（遠赤外
線式）

　遠赤外線ストーブを使用中、発煙、
発火して、じゅうたんが直径約１０ｃ
ｍほど焦げた。

　当該機のトライアック内部のはんだ付け部に、はん
だ量の少ない部品が混入したため、使用時の繰り返し
熱ストレスによりはんだ剥離が生じ、継続使用するこ
とでトライアックの放熱性が低下し、発煙、焼損に至
ったものと推定される。

　平成１９年３月２８日、１１月６日付けの新聞
及びホームページに社告を掲載し、製品回収、代
金返済を行っている。

製造事業者

(受付:2007/04/03)使用期間：約６年

１２ＦＤ

ゼネラルエアコン（株）

(拡大被害)和歌山県 (A3)

(事故発生地)

2007-0028

1990/01/24

電気ストーブ（遠赤外
線式）

　遠赤外線ストーブから、発煙、発火
した。

　当該機のトライアック内部のはんだ付け部に、はん
だ量の少ない部品が混入したため、使用時の繰り返し
熱ストレスによりはんだ剥離が生じ、継続使用するこ
とでトライアックの放熱性が低下し、発煙、焼損に至
ったものと推定される。

　平成１９年３月２８日、１１月６日付けの新聞
及びホームページに社告を掲載し、製品回収、代
金返済を行っている。

製造事業者

(受付:2007/04/03)使用期間：約２年

１２ＦＤ

ゼネラルエアコン（株）

(製品破損)東京都 (A3)

(事故発生地)



No. 0212

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0029

1990/01/25

電気ストーブ（遠赤外
線式）

　遠赤外線ストーブから「パチパチ」
と音がして、発煙した。

　当該機のトライアック内部のはんだ付け部に、はん
だ量の少ない部品が混入したため、使用時の繰り返し
熱ストレスによりはんだ剥離が生じ、継続使用するこ
とでトライアックの放熱性が低下し、発煙、焼損に至
ったものと推定される。

　平成１９年３月２８日、１１月６日付けの新聞
及びホームページに社告を掲載し、製品回収、代
金返済を行っている。

製造事業者

(受付:2007/04/03)使用期間：約２年

１２ＦＤ

ゼネラルエアコン（株）

(製品破損)大阪府 (A3)

(事故発生地)

2007-0030

1990/02/16

電気ストーブ（遠赤外
線式）

　遠赤外線ストーブから発煙した。 　当該機のトライアック内部のはんだ付け部に、はん
だ量の少ない部品が混入したため、使用時の繰り返し
熱ストレスによりはんだ剥離が生じ、継続使用するこ
とでトライアックの放熱性が低下し、発煙、焼損に至
ったものと推定される。

　平成１９年３月２８日、１１月６日付けの新聞
及びホームページに社告を掲載し、製品回収、代
金返済を行っている。

製造事業者

(受付:2007/04/03)使用期間：約２年

１２ＦＤ

ゼネラルエアコン（株）

(製品破損)愛知県 (A3)

(事故発生地)

2007-0031

1992/02/21

電気ストーブ（遠赤外
線式）

　遠赤外線ストーブから発煙し、本体
スタンドの一部が焼損した。

　当該機のトライアック内部のはんだ付け部に、はん
だ量の少ない部品が混入したため、使用時の繰り返し
熱ストレスによりはんだ剥離が生じ、継続使用するこ
とでトライアックの放熱性が低下し、発煙、焼損に至
ったものと推定される。

　平成１９年３月２８日、１１月６日付けの新聞
及びホームページに社告を掲載し、製品回収、代
金返済を行っている。

製造事業者

(受付:2007/04/03)使用期間：約６年

１２ＦＤ

ゼネラルエアコン（株）

(製品破損)東京都 (A3)

(事故発生地)

2007-0032

1993/03/03

電気ストーブ（遠赤外
線式）

　遠赤外線ストーブから発煙し、本体
スタンドが焼損した。

　当該機のトライアック内部のはんだ付け部に、はん
だ量の少ない部品が混入したため、使用時の繰り返し
熱ストレスによりはんだ剥離が生じ、継続使用するこ
とでトライアックの放熱性が低下し、発煙、焼損に至
ったものと推定される。

　平成１９年３月２８日、１１月６日付けの新聞
及びホームページに社告を掲載し、製品回収、代
金返済を行っている。

製造事業者

(受付:2007/04/03)使用期間：約９年

１２ＦＤ

ゼネラルエアコン（株）

(製品破損)東京都 (A3)

(事故発生地)



No. 0213

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0033

1995/01/20

電気ストーブ（遠赤外
線式）

　遠赤外線ストーブを使用中、発煙、
発火してスタンドを焼損した。

　当該機のトライアック内部のはんだ付け部に、はん
だ量の少ない部品が混入したため、使用時の繰り返し
熱ストレスによりはんだ剥離が生じ、継続使用するこ
とでトライアックの放熱性が低下し、発煙、焼損に至
ったものと推定される。

　平成１９年３月２８日、１１月６日付けの新聞
及びホームページに社告を掲載し、製品回収、代
金返済を行っている。

製造事業者

(受付:2007/04/03)使用期間：約１１年

１２ＦＤ

ゼネラルエアコン（株）

(製品破損)神奈川県 (A3)

(事故発生地)

2007-0034

1997/02/03

電気ストーブ（遠赤外
線式）

　遠赤外線ストーブから発煙した。 　当該機のトライアック内部のはんだ付け部に、はん
だ量の少ない部品が混入したため、使用時の繰り返し
熱ストレスによりはんだ剥離が生じ、継続使用するこ
とでトライアックの放熱性が低下し、発煙、焼損に至
ったものと推定される。

　平成１９年３月２８日、１１月６日付けの新聞
及びホームページに社告を掲載し、製品回収、代
金返済を行っている。

製造事業者

(受付:2007/04/03)使用期間：約１２年

１２ＦＤ

ゼネラルエアコン（株）

(製品破損)愛知県 (A3)

(事故発生地)

2007-0035

1997/02/07

電気ストーブ（遠赤外
線式）

　遠赤外線ストーブから発煙した。 　当該機のトライアック内部のはんだ付け部に、はん
だ量の少ない部品が混入したため、使用時の繰り返し
熱ストレスによりはんだ剥離が生じ、継続使用するこ
とでトライアックの放熱性が低下し、発煙、焼損に至
ったものと推定される。

　平成１９年３月２８日、１１月６日付けの新聞
及びホームページに社告を掲載し、製品回収、代
金返済を行っている。

製造事業者

(受付:2007/04/03)使用期間：約１３年

１２ＦＤ

ゼネラルエアコン（株）

(製品破損)愛知県 (A3)

(事故発生地)

2007-0036

1998/03/12

電気ストーブ（遠赤外
線式）

　遠赤外線ストーブから発火し、スタ
ンドを焼損した。

　当該機のトライアック内部のはんだ付け部に、はん
だ量の少ない部品が混入したため、使用時の繰り返し
熱ストレスによりはんだ剥離が生じ、継続使用するこ
とでトライアックの放熱性が低下し、発煙、焼損に至
ったものと推定される。

　平成１９年３月２８日、１１月６日付けの新聞
及びホームページに社告を掲載し、製品回収、代
金返済を行っている。

製造事業者

(受付:2007/04/03)使用期間：約１４年

１２ＦＤ

ゼネラルエアコン（株）

(製品破損)徳島県 (A3)

(事故発生地)



No. 0214

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0037

1999/03/11

電気ストーブ（遠赤外
線式）

　遠赤外線ストーブから出火して、本
体台座とスタンドの一部を焼損した。

　当該機のトライアック内部のはんだ付け部に、はん
だ量の少ない部品が混入したため、使用時の繰り返し
熱ストレスによりはんだ剥離が生じ、継続使用するこ
とでトライアックの放熱性が低下し、発煙、焼損に至
ったものと推定される。

　平成１９年３月２８日、１１月６日付けの新聞
及びホームページに社告を掲載し、製品回収、代
金返済を行っている。

製造事業者

(受付:2007/04/03)使用期間：約１４年

１２ＦＤ

ゼネラルエアコン（株）

(製品破損)岐阜県 (A3)

(事故発生地)

2007-0038

1999/12/24

電気ストーブ（遠赤外
線式）

　遠赤外線ストーブを使用中、発煙し
た。

　当該機のトライアック内部のはんだ付け部に、はん
だ量の少ない部品が混入したため、使用時の繰り返し
熱ストレスによりはんだ剥離が生じ、継続使用するこ
とでトライアックの放熱性が低下し、発煙、焼損に至
ったものと推定される。

　平成１９年３月２８日、１１月６日付けの新聞
及びホームページに社告を掲載し、製品回収、代
金返済を行っている。

製造事業者

(受付:2007/04/03)使用期間：約１５年

１２ＦＤ

ゼネラルエアコン（株）

(製品破損)香川県 (A3)

(事故発生地)

2007-0039

2000/03/01

電気ストーブ（遠赤外
線式）

　使用中の遠赤外線ストーブが焼損す
るとともに転倒して、座ぶとんと畳を
焦がした。

　当該機のトライアック内部のはんだ付け部に、はん
だ量の少ない部品が混入したため、使用時の繰り返し
熱ストレスによりはんだ剥離が生じ、継続使用するこ
とでトライアックの放熱性が低下し、発煙、焼損に至
ったものと推定される。

　平成１９年３月２８日、１１月６日付けの新聞
及びホームページに社告を掲載し、製品回収、代
金返済を行っている。

製造事業者

(受付:2007/04/03)使用期間：約１３年

１２ＦＤ

ゼネラルエアコン（株）

(拡大被害)愛知県 (A3)

(事故発生地)

2007-0040

2000/11/01

電気ストーブ（遠赤外
線式）

　遠赤外線ストーブを使用中、発煙し
、樹脂スタンドの一部を焼損した。

　当該機のトライアック内部のはんだ付け部に、はん
だ量の少ない部品が混入したため、使用時の繰り返し
熱ストレスによりはんだ剥離が生じ、継続使用するこ
とでトライアックの放熱性が低下し、発煙、焼損に至
ったものと推定される。

　平成１９年３月２８日及び１１月６日付けの新
聞及びホームページに社告を掲載し、製品回収、
代金返済を行っている。

製造事業者

(受付:2007/04/03)使用期間：約１６年

１２ＦＤ

ゼネラルエアコン（株）

(製品破損)不明 (A3)

(事故発生地)



No. 0215

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0041

2002/01/15

電気ストーブ（遠赤外
線式）

　遠赤外線ストーブから発煙し、スタ
ンドを焼損した。

　当該機のトライアック内部のはんだ付け部に、はん
だ量の少ない部品が混入したため、使用時の繰り返し
熱ストレスによりはんだ剥離が生じ、継続使用するこ
とでトライアックの放熱性が低下し、発煙、焼損に至
ったものと推定される。

　平成１９年３月２８日、１１月６日付けの新聞
及びホームページに社告を掲載し、製品回収、代
金返済を行っている。

製造事業者

(受付:2007/04/03)使用期間：約２１年

１２ＦＤ

ゼネラルエアコン（株）

(製品破損)兵庫県 (A3)

(事故発生地)

2007-0042

2006/01/10

電気ストーブ（遠赤外
線式）

　遠赤外線ストーブを使用中、本体後
部から発煙した。

　当該機のトライアック内部のはんだ付け部に、はん
だ量の少ない部品が混入したため、使用時の繰り返し
熱ストレスによりはんだ剥離が生じ、継続使用するこ
とでトライアックの放熱性が低下し、発煙、焼損に至
ったものと推定される。

　平成１９年３月２８日、１１月６日付けの新聞
及びホームページに社告を掲載し、製品回収、代
金返済を行っている。

製造事業者

(受付:2007/04/03)使用期間：約２３年

１２ＦＤ

ゼネラルエアコン（株）

(製品破損)大阪府 (A3)

(事故発生地)

2007-0043

2006/01/11

電気ストーブ（遠赤外
線式）

　遠赤外線ストーブを使用中、焦げた
においがして、発煙、発火し、スタン
ドを焼損した。

　当該機のトライアック内部のはんだ付け部に、はん
だ量の少ない部品が混入したため、使用時の繰り返し
熱ストレスによりはんだ剥離が生じ、継続使用するこ
とでトライアックの放熱性が低下し、発煙、焼損に至
ったものと推定される。

　平成１９年３月２８日、１１月６日付けの新聞
及びホームページに社告を掲載し、製品回収、代
金返済を行っている。

製造事業者

(受付:2007/04/03)使用期間：約２１年

１２ＦＤ

ゼネラルエアコン（株）

(製品破損)東京都 (A3)

(事故発生地)

2007-0044

2006/01/22

電気ストーブ（遠赤外
線式）

　遠赤外線ストーブから、発煙、発火
し、スタンドを焼損した。

　当該機のトライアック内部のはんだ付け部に、はん
だ量の少ない部品が混入したため、使用時の繰り返し
熱ストレスによりはんだ剥離が生じ、継続使用するこ
とでトライアックの放熱性が低下し、発煙、焼損に至
ったものと推定される。

　平成１９年３月２８日、１１月６日付けの新聞
及びホームページに社告を掲載し、製品回収、代
金返済を行っている。

製造事業者

(受付:2007/04/03)使用期間：約２１年

１２ＦＤ

ゼネラルエアコン（株）

(製品破損)茨城県 (A3)

(事故発生地)



No. 0216

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-4648

2007/11/02

電気ストーブ（遠赤外
線式）

　子供が電気ストーブの前面ガード部
分に触れ、手に５ｃｍほどの筋状の火
傷を負った。

　親が目を離した間に、幼児が高温の前面ガード部に
触れ、手に火傷を負ったものと推定される。
　なお、本体及び取扱説明書に「運転中や運転停止後
しばらくは、本体上面・前面・ガード等の高温部に触
れない」旨の注意を記載している。

　保護者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 輸入事業者

(受付:2007/11/29)使用期間：約１か月
(軽傷)東京都 (E2)

(事故発生地)

2006-2641

2006/12/29

電気ストーブ（遠赤外
線式）

　電気ストーブを使用中、突然白い煙
が立ちこめ、焦げ臭いにおいが居間に
広がった。

　管の中のヒーター線は断線しているものの、ヒータ
ー管の割れ等はなく、発煙の痕跡も認められないこと
から、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 消費者センター

(受付:2007/01/04)

製造事業者

使用期間：約１年１か月
(製品破損)埼玉県 (G1)

(事故発生地)

2006-1236

2006/08/27

電気たこ焼き器 　たこ焼き器を使用した直後から「パ
チパチ」と火花が出て、突然内部と器
具の縁から発火した。消火して調べた
ら、本体底のコードつけ根部分が溶け
ていた。

　電源コードと内部配線を接続する中継端子のねじ締
め不足により、接触抵抗が増大したため接続端子部で
異常発熱し、異極間でショートし、発火したものと推
定される。

　平成１５年８月１日、平成１７年４月１日及び
平成１９年４月２７日付けの新聞及びホームペー
ジに社告を掲載し、無償で製品交換を行っている
。なお、電源コードと内部配線の接続方法を、ね
じ止め式からファストン端子接続し、さらにはん
だ付けする接続方法に変更した。

消費者センター

(受付:2006/09/07)

製造事業者

使用期間：不　明

ＴＹＸ－６５０

（株）ミュージーコーポレ
ーション

(拡大被害)神奈川県 (A2)

(事故発生地)

2007-4833

2007/11/27

電気たこ焼き器 　使用中の電気たこ焼き器から発煙、
発火し、テーブルが焦げ、家人２人が
軽い火傷を負った。

　電源コードと内部配線を接続する中継端子のねじ締
めが不足していたため、接触抵抗が増大して接続端子
部で異常発熱し、異極間でショートが生じ、発火した
ものと推定される。

　平成１５年８月１日及び平成１９年４月２７日
付けの新聞及びホームページに社告を掲載し、無
償で製品交換を行っている。
　なお、電源コードと内部配線の接続方法を、ね
じ止め式からファストン端子接続し、さらにはん
だ付けする接続方法に変更した。

輸入事業者

(受付:2007/12/11)使用期間：約３年４か月

ＴＹＸ－６５０（ブランド
：ＹＡＭＡＺＥＮ）

（株）ミュージーコーポレ
ーション

(軽傷)大阪府 (A2)

(事故発生地)



No. 0217

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-3847

2007/03/11

電気トースター 　木造２階建て住宅から出火して、約
１００平方メートルを全焼し、隣接す
る住宅の一部を焼き、家人１人が死亡
した。

　台所の中央部の被災が著しいことから、床上で使用
中であった電気トースターからの出火と推定されるが
、焼損が著しいため原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/03/15)使用期間：不　明
(死亡)愛知県 (G1)

(事故発生地)

2007-2369

2006/03/00

電気ファンヒーター 　使用中の電気ファンヒーターから異
臭がして、吹出口が溶融した。

　事故品のファンモーター性能が低かったため、ファ
ン及びモーターに少量の埃が堆積した際に、風量低下
及び風量のバラツキを生じてヒーターが過熱し、温風
吹出口の樹脂が溶融・変形したものと推定される。
　なお、堆積した埃を除去したところ正常に作動し、
過熱することはなかった。

　他に同種事例は発生しておらず、当該機は金属
ケースで覆われており、温風吹出口（耐熱樹脂
250℃）の溶融のみで拡大被害に至る可能性は低
く、過熱が継続した場合でも、最終的に安全装置
（サーモスタット）が作動することから、措置は
とらなかった。
　なお、今後も引き続き市場での事故発生状況を
注視することとした。

製造事業者

(受付:2007/07/23)使用期間：約２４年

Ｆａｉｔｈ　ＭＦＨ－１０
１ＤＸ

森田電工（株）

(製品破損)福井県 (A1)

(事故発生地)

2007-0861

2007/05/11

電気ファンヒーター 　電気ヒーターにテーブルの金属脚が
当たったところ、電源コードから火花
が出て炎が上がり、その下のカーペッ
トと床を焦がし、ブレーカーが作動し
た。

　電源コードの被覆に劣化による細かい亀裂やひび割
れが認められ、本体側のコードプロテクタ部分で断線
していることから、　長期使用（約３２年）により、
コードの芯線に使用時の折り曲げや引っ張りの負荷が
繰り返し加わり、芯線が金属疲労を起こして断線・ス
パークし、カーペットと床を焦がしたものと推定され
る。

　経年劣化とみられる事故であるため、措置はと
らなかった。なお、当該品は昭和５３年で生産を
終了しており、取扱説明書の注意書きには、「コ
ードは傷んだまま使用すると発火や焼損の原因と
なるため使用前に点検する。」旨を記載している
。

消費者センター

(受付:2007/05/18)

製造事業者

使用期間：約３２年

ＦＨ－６５００

三菱電機ホーム機器（株）

(拡大被害)京都府 (C1)

(事故発生地)

2006-3705

2007/02/04

電気ファンヒーター 　電気ファンヒーターから火が出て、
ヒーターの一部を焼損し、床の一部が
焦げた。

　当該機に溶融痕等の発火の痕跡は認められず、原因
の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2007/03/07)使用期間：約２１年
(拡大被害)福井県 (G1)

(事故発生地)



No. 0218

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-2920

2006/12/31

電気ファンヒーター（
収納棚付き）

　脱衣室の収納棚付き電気温風機から
発火して半焼し、周辺の壁の一部も焼
いた。

　操作パネルのタイマースイッチ周辺の焼損が著しい
ことから、当該箇所から出火したものと考えられるが
、タイマースイッチが焼失しており、原因の特定はで
きなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2007/01/23)使用期間：約１８年
(拡大被害)福岡県 (G1)

(事故発生地)

2006-0297

2006/04/23

電気フライヤー 　電気フライヤーの使用中に発煙し、
テーブルマット及びテーブルが焦げた
。本体底部を確認すると、外郭樹脂が
溶けていた。

　本体底部の電源線と内部配線を接続する接続端子部
が、ネジ止めによる接続方式であり、生産工程で締め
付けが不十分であったため、接触抵抗が増大し接触不
良となり、ジュール熱により発熱し、外郭樹脂に着火
・延焼したものと推定される。

　平成１８年７月２日付けの新聞及びホームペー
ジに社告を掲載し、無償で点検・修理を実施して
いる。　　なお、平成１４年２月以降の生産分よ
り、接続端子部をネジ止め方式から圧着方式に変
更した。

消費者センター

(受付:2006/04/28)

製造事業者

使用期間：約４年２か月

ＤＦ－５０５

サン（株）

(拡大被害)京都府 (A2)

(事故発生地)

2007-2307

2007/05/03

電気フライヤー 　電気フライヤーのスイッチを入れた
ところ、異音がして、白煙が出てスイ
ッチが切れた。その後、出火し、内壁
と天井などが焼けた。

　本体底部の電源線と内部配線を接続する接続端子部
が、ネジ止めによる接続方式であり、生産工程で締め
付けが不十分であったため、接触抵抗が増大し接触不
良となり、ジュール熱により発熱し、外郭樹脂に着火
・延焼したものと推定される。

　製造業者等は不明であるため、措置はとれなか
った。 消防機関

(受付:2007/07/18)使用期間：約２年

不明

不明

(拡大被害)沖縄県 (A2)

(事故発生地)

2007-3243

2007/07/19

電気ポット 　電気ジャーポットから発煙して本体
の一部を焼損し、消火の水で壁紙の一
部にしみができた。

　事故品のヒーター接続部のカシメ部に溶融痕が認め
られたことから、カシメ不良や半断線による異常発熱
が生じ、本体底部を焼損したものと推定される。

　他に同種事故は発生しておらず、単品不良とみ
られる事故であることから、措置はとらなかった
。
　なお、当該品の製造は既に終了している。

輸入事業者

(受付:2007/09/04)使用期間：約５年

ＫＰ－Ａ１６１Ｈ

シャープ（株）

(拡大被害)山形県 (A2)

(事故発生地)



No. 0219

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-1538

2007/05/01

電気ポット 　ポットでお湯を沸かしたところ、約
１時間後に焦げ臭いにおいがし、ポッ
ト内の水が無くなって、内面に使用さ
れている金属板が焦げて変色していた
。

　制御基板のコンデンサーに不具合が発生したため、
電源リレーの動作が不安定となり電源リレーの接点が
溶着してしまい、IC制御でヒーター通電を切ることがで
きなくなり、ヒーターへの通電が止まらず、水が沸騰
を続けて蒸発してしまい、ポット内部を焦がしたもの
と推定される。

　他に同種事故が発生しておらず、単品的な不良
と見られる事故であり、最終的に温度ヒューズが
切れて発火には至らないことから、措置はとらな
かった。

消費者

(受付:2007/06/11)使用期間：約６年７か月

ＰＪ－Ｅ２２Ｄ

三菱電機ホーム機器（株）

(製品破損)山梨県 (A3)

(事故発生地)

2006-1972

2006/10/31

電気ポット 　外出中に台所から出火して、台所周
辺が焼損し、子供が有毒ガスを吸った
。

　長期使用（約１１年）により、電気ポットの電源コ
ードが繰り返し機械的ストレスを受けたため、芯線が
半断線状態になり発熱し、発火したものと推定される
。

　経年劣化による事故とみられ、当該品は既に生
産販売を終了しており、他に同種事故が発生して
いないことから、措置はとらなかった。

消費者センター

(受付:2006/11/16)

製造事業者

使用期間：約１１年

ＣＤＢ－Ｍ２２

象印マホービン（株）

(軽傷)埼玉県 (C1)

(事故発生地)

2006-3577

2006/12/17

電気ポット 　ロックした状態で電気ポットを傾け
たところ、湯がかかって火傷を負った
。

　当該器はプッシュボタンを戻し、ロックした状態に
しても、湯沸かし時の圧力を逃がすため湯漏れ防止部
は樹脂弁で樹脂製吐出経路を覆う構造で、ふたと容器
は完全に密閉された構造ではないことから、本体を傾
けたことで少量の湯が漏れたと推定される。
　なお、本体及び取扱説明書に「プッシュボタンを戻
した状態であっても、本体を傾けたり、ゆすったり、
転倒させたりすると注ぎ口より湯が出ることがあるの
で絶対にしないこと。」旨の表示がある。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製造事業者

(受付:2007/02/28)使用期間：約１年１０か月
(軽傷)熊本県 (E2)

(事故発生地)

2006-3579

2006/12/27

電気ポット 　コンセントに差した電気ポットのプ
ラグの根元から火花が出た。

　電源コードの差込プラグのプロテクター端部が断線
し、先端に溶融痕が認められたことから、当該部分に
使用中の過度な繰り返し屈曲や荷重等の機械的ストレ
スが加わり、芯線が半断線状態となり、スパークした
ものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製造事業者

(受付:2007/02/28)使用期間：約１１年
(製品破損)福岡県 (E2)

(事故発生地)



No. 0220

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-4287

2007/11/02

電気ポット 　会社事務所の給湯室で約９年間使っ
ている電気ポットが、沸騰後に給湯ボ
タンを押そうとしたところ、ボタンが
異常に熱かった。

　当該品の底部には水垢や汚れが多量に付着しており
、本体内底部の容器外側及び遮熱板等の金属部品が著
しく錆び付ていたことから、使用者が本体を丸洗いす
る、又は操作パネルに水やお湯を掛ける等の行為によ
り、本体内部に水が浸入して底部に溜まり、ヒーター
熱により溜まった水が加熱されて蒸発し、給湯ボタン
の隙間から蒸気が漏れ出したものと推定される。
　なお、当該品は通電したところ正常に作動した。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。
　なお、取扱説明書の注意表示には「①丸洗いは
絶対にしない。②本体や操作パネル部にはお湯や
水を掛けない。③逆さにして乾燥させない、感電
・故障の原因となる。」旨を記載している。

消費者

(受付:2007/11/08)使用期間：約９年
(被害なし)大阪府 (E2)

(事故発生地)

2006-2706

2006/12/26

電気ポット 　木造平屋住宅から出火して、約３４
平方メートルを全焼した。

　電気ポットの配線が何らかの原因で短絡したと考え
られるが、焼損が著しく、短絡した原因の特定はでき
なかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/01/10)使用期間：不　明
(拡大被害)山形県 (G1)

(事故発生地)

2007-0337

2007/04/15

電気ポット 　ホテルの客室から出火し、ふとんや
壁など約４平方メートルを焼いた。

　電気ポットの電源コードに繰り返しの屈曲、引っ張
りなどの機械的ストレスが加わり半断線状態となり、
異常発熱すると共にコード内部の被覆が溶融して、短
絡・スパークし出火した可能性が考えられるが、短絡
痕等が確認できず使用実態も不明であることから原因
の特定はできなかった。

　製造業者等は不明であり、事故原因が不明であ
るため、措置はとれなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/04/18)使用期間：不　明
(拡大被害)静岡県 (G1)

(事故発生地)

2007-1858

2007/05/00

電気ポット 　電気ポットの湯から刺激臭がし、舌
がしびれた。
　なお、被害者は、蒸気を抑える機能
を使用していた。

　初期のプラスチック臭、あるいは蒸気を抑える機能
を用いていたことから、水道水中の塩素分が十分に除
去されないうちに使用し、これを刺激臭と感じたもの
と推定されるが、当該製品は既に部品交換されており
、刺激臭及び舌がしびれた原因は特定できなかった。
　なお、当該製品各部の材質は食品衛生法に基づく溶
出試験の基準を満たしていた。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。　 なお、湯の臭いについては、「使い初めは
プラスチック臭がする」、「水道水に含まれる消
毒用塩素（カルキ臭）が残る」旨、取扱説明書で
注意喚起している。

消費者センター

(受付:2007/06/15)使用期間：約２か月
(軽傷)大阪府 (G1)

(事故発生地)



No. 0221

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-1033

2007/05/05

電気やかん 　電気やかんから発煙して、室内に煙
が充満し、電気やかんを置いていたテ
ーブルが直径２ｃｍほど焦げた。

　当該品を清掃した後に、電源スイッチを入れたまま
その場を離れたため空焚き状態となったことに加え、
空焚き防止装置に接点部が変形した不良部品が混入し
たため、空焚きによるヒーター過熱時に、空焚き防止
装置が作動せず通電が継続し、発煙・焼損したものと
推定される。

　平成１９年１月１７日付けの新聞及びホームペ
ージに社告を掲載し、無償で点検・交換を行って
いる。　  また、接点部品受け入れ時の全品検査を
実施するとともに、空焚き防止試験で再通電しな
いことを確認することとした。

販売事業者

(受付:2007/05/29)使用期間：約１年

ＢＩ８０２５２２

（株）グループ・セブ・ジ
ャパン

(拡大被害)大分県 (B3)

(事故発生地)

2006-3148

2007/01/06

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機を使用中「ボン」と
いう音がし、前面左側から出火した。

　制御基板のリレー端子のはとめ部で生じたはんだク
ラックによりスパークが発生して発熱し、防湿のため
に基板に塗布した難燃性樹脂が加熱されて生じた可燃
性ガスが発火し、近接した樹脂製の操作パネルに引火
したものと推定される。

　平成１９年５月３０日付けホームページ、及び
５月３１日付けの新聞に社告を掲載し、無償で操
作制御基板の交換及び類焼防止カバーの追加を実
施している。

消防機関

(受付:2007/01/31)

製造事業者

使用期間：約１０年

ＮＨ－Ｄ４０Ｋ２

松下電器産業（株）

(製品破損)静岡県 (A2)

(事故発生地)

2007-0147

2007/03/17

電気衣類乾燥機 　使用中の電気衣類乾燥機から焦げた
においがし、発煙した。

　制御基板のリレー端子のはとめ部で生じたはんだク
ラックによりスパークが発生して発熱し、防湿のため
に基板に塗布した難燃性樹脂が加熱されて生じた可燃
性ガスが発火し、近接した樹脂製の操作パネルに引火
したものと推定される。

　平成１９年５月３０日付けホームページ、及び
５月３１日付けの新聞に社告を掲載し、無償で操
作制御基板の交換及び類焼防止カバーの追加を実
施している。

製造事業者

(受付:2007/04/06)使用期間：約９年

ＮＨ－Ｄ４５Ａ

松下電器産業（株）

(製品破損)石川県 (A2)

(事故発生地)

2007-0664

1990/01/09

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙し、操作パ
ネル部の基板が焼損した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/16)使用期間：約１年

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)兵庫県 (A2)

(事故発生地)



No. 0222

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0665

1990/01/10

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火して、操作
パネル部が焼損し、周囲の壁と天井を
汚損した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/16)使用期間：約２年１か月

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(拡大被害)岡山県 (A2)

(事故発生地)

2007-0666

1990/01/10

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火し、操作パ
ネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/16)使用期間：約２年３か月

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)千葉県 (A2)

(事故発生地)

2007-0667

1990/01/24

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火し、操作パ
ネル部が焼損した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/16)使用期間：約２年１か月

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)広島県 (A2)

(事故発生地)

2007-0668

1990/01/31

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火して、操作
パネル部が焼損、樹脂溶解物で洗濯機
を汚損した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/16)使用期間：約２年

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(拡大被害)兵庫県 (A2)

(事故発生地)



No. 0223

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0669

1990/02/11

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火して、操作
パネル部が焼損し、周囲の壁と天井が
汚損した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/16)使用期間：約３年

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(拡大被害)愛知県 (A2)

(事故発生地)

2007-0670

1990/02/14

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火し、操作パ
ネル部が焼損した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/16)使用期間：約２年

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)静岡県 (A2)

(事故発生地)

2007-0671

1990/02/25

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火し、操作パ
ネル部の基板が焼損した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/16)使用期間：約２年

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)大阪府 (A2)

(事故発生地)

2007-0672

1990/02/26

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火して、操作
パネル部の基板が焼損し、パネル部が
溶解、変形した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/16)使用期間：約１年１０か月

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)大阪府 (A2)

(事故発生地)



No. 0224

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0673

1990/03/10

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙し、操作パ
ネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/16)使用期間：約２年１か月

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)新潟県 (A2)

(事故発生地)

2007-0674

1990/03/16

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火し、
操作パネル部の基板が焼損した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/16)使用期間：約２年９か月

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(製品破損)千葉県 (A2)

(事故発生地)

2007-0675

1990/03/26

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火し、
操作パネル部の基板が焼損した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/16)使用期間：約２年１１か月

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)千葉県 (A2)

(事故発生地)

2007-0676

1990/03/26

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から異臭がし、操作
パネル部が熱変形した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/16)使用期間：約２年３か月

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)鳥取県 (A2)

(事故発生地)



No. 0225

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0677

1990/03/28

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火し、操作パ
ネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/16)使用期間：約２年

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)埼玉県 (A2)

(事故発生地)

2007-0678

1990/03/30

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火し、操作パ
ネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/16)使用期間：約２年

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(製品破損)秋田県 (A2)

(事故発生地)

2007-0679

1990/04/04

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火し、操作パ
ネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/16)使用期間：約３年

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)神奈川県 (A2)

(事故発生地)

2007-0680

1990/04/04

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火し、
操作パネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/16)使用期間：約１年１０か月

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)大阪府 (A2)

(事故発生地)



No. 0226

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0681

1990/04/05

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火して、操作
パネル部が溶解し、周囲の壁と天井を
汚損した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/16)使用期間：約１年５か月

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(拡大被害)秋田県 (A2)

(事故発生地)

2007-0682

1990/04/06

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火して、操作
パネル部が溶解し、周囲の壁と天井な
どを汚損した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/16)使用期間：約２年

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(拡大被害)愛知県 (A2)

(事故発生地)

2007-0683

1990/04/06

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火して、操作
パネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/16)使用期間：約１１か月

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)静岡県 (A2)

(事故発生地)

2007-0684

1990/04/14

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火し、操作パ
ネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/16)使用期間：約２年

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)埼玉県 (A2)

(事故発生地)



No. 0227

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0685

1990/04/14

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火し、操作パ
ネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/16)使用期間：約２年５か月

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)栃木県 (A2)

(事故発生地)

2007-0686

1990/04/18

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火し、
操作パネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/16)使用期間：約３年

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)神奈川県 (A2)

(事故発生地)

2007-0687

1990/04/25

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火し、操作パ
ネル部が焼損した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/16)使用期間：約２年１か月

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(拡大被害)栃木県 (A2)

(事故発生地)

2007-0688

1990/05/01

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火し、操作パ
ネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/16)使用期間：約３年２か月

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)神奈川県 (A2)

(事故発生地)



No. 0228

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0689

1990/05/02

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火し、操作パ
ネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/16)使用期間：約３年

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(製品破損)福井県 (A2)

(事故発生地)

2007-0690

1990/05/08

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火し、
操作パネル部の基板が焼損した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/16)使用期間：約２年２か月

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)愛知県 (A2)

(事故発生地)

2007-0691

1990/06/05

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火し、
操作パネル部の基板が焼損した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/16)使用期間：約２年８か月

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)北海道 (A2)

(事故発生地)

2007-0692

1990/06/23

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火し、
操作パネル部の基板が焼損した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/16)使用期間：約２年３か月

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(製品破損)岩手県 (A2)

(事故発生地)



No. 0229

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0693

1990/07/14

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火して
、操作パネル部が焼損し、二槽式洗濯
機脱水ぶたが溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/16)使用期間：約３年

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(拡大被害)兵庫県 (A2)

(事故発生地)

2007-0707

1990/07/25

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火し、操作パ
ネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約１年

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)神奈川県 (A2)

(事故発生地)

2007-0708

1990/07/31

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火し、操作パ
ネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約２年

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)北海道 (A2)

(事故発生地)

2007-0709

1990/09/12

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙し、操作パ
ネル部と洗濯機の上部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約３年３か月

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(拡大被害)千葉県 (A2)

(事故発生地)



No. 0230

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0710

1990/09/27

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火し、
操作パネル部の基板が焼損した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約３年

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)東京都 (A2)

(事故発生地)

2007-0711

1990/10/03

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火し、
操作パネル部の基板が焼損した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約２年４か月

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(製品破損)東京都 (A2)

(事故発生地)

2007-0712

1990/10/16

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火し、操作パ
ネル部が熱変形した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約３年

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)愛媛県 (A2)

(事故発生地)

2007-0713

1990/10/23

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火し、操作パ
ネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約３年４か月

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)岐阜県 (A2)

(事故発生地)



No. 0231

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0714

1990/10/27

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火し、操作パ
ネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約２年３か月

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)岩手県 (A2)

(事故発生地)

2007-0715

1990/11/06

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火し、操作パ
ネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約２年１か月

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)神奈川県 (A2)

(事故発生地)

2007-0716

1990/11/27

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火し、操作パ
ネル部の基板が焼損した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約２年６か月

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)東京都 (A2)

(事故発生地)

2007-0717

1990/12/01

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火し、操作パ
ネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約３年５か月

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(製品破損)三重県 (A2)

(事故発生地)



No. 0232

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0718

1991/01/11

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火し、操作パ
ネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約２年１１か月

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)静岡県 (A2)

(事故発生地)

2007-0719

1991/01/15

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火し、操作パ
ネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約２年１か月

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(製品破損)鳥取県 (A2)

(事故発生地)

2007-0720

1991/01/23

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火し、
操作パネル部の基板が焼損した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約３年７か月

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)兵庫県 (A2)

(事故発生地)

2007-0721

1991/01/29

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火し、操作パ
ネル部が焼損した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約２年８か月

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)茨城県 (A2)

(事故発生地)



No. 0233

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0722

1991/01/30

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火し、操作パ
ネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約１年６か月

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(製品破損)京都府 (A2)

(事故発生地)

2007-0723

1991/03/03

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火し、
操作パネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約３年１０か月

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(製品破損)新潟県 (A2)

(事故発生地)

2007-0724

1991/03/06

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火し、
操作パネル部が熱変形した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約３年

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(製品破損)神奈川県 (A2)

(事故発生地)

2007-0725

1991/03/08

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火し、
操作パネル部の基板が焼損した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約３年９か月

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(製品破損)茨城県 (A2)

(事故発生地)



No. 0234

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0726

1991/03/11

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火し、
操作パネル部が熱変形した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約３年１１か月

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)香川県 (A2)

(事故発生地)

2007-0727

1991/03/18

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火し、
操作パネル部の基板が焼損した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約２年９か月

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(製品破損)東京都 (A2)

(事故発生地)

2007-0728

1991/03/29

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火し、操作パ
ネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約３年

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)奈良県 (A2)

(事故発生地)

2007-0729

1991/04/04

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火し、操作パ
ネル部が焼損した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約３年

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(製品破損)東京都 (A2)

(事故発生地)



No. 0235

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0730

1991/04/06

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火し、操作パ
ネル部が焼損した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約３年

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)宮城県 (A2)

(事故発生地)

2007-0731

1991/04/07

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火し、操作パ
ネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約４年６か月

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)東京都 (A2)

(事故発生地)

2007-0732

1991/04/22

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火し、
操作パネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約４年２か月

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)兵庫県 (A2)

(事故発生地)

2007-0733

1991/05/15

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火し、
操作パネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約３年

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)鹿児島県 (A2)

(事故発生地)



No. 0236

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0734

1991/08/11

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火して、パネ
ル部が焼損し、樹脂溶解物で洗濯機を
汚損した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約２年３か月

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(拡大被害)愛知県 (A2)

(事故発生地)

2007-0736

1991/09/20

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火し、操作パ
ネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約３年７か月

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)神奈川県 (A2)

(事故発生地)

2007-0737

1991/09/27

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火し、パネル
部が焼損した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約３年７か月

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)東京都 (A2)

(事故発生地)

2007-0738

1991/10/06

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火し、
操作パネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約３年８か月

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)神奈川県 (A2)

(事故発生地)



No. 0237

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0739

1991/10/15

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火し、操作パ
ネル部の基板が焼損した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約３年５か月

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(製品破損)兵庫県 (A2)

(事故発生地)

2007-0740

1991/12/13

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火し、
パネル部が熱変形した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約４年５か月

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)静岡県 (A2)

(事故発生地)

2007-0741

1991/12/14

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火し、操作パ
ネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約３年１０か月

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(製品破損)京都府 (A2)

(事故発生地)

2007-0742

1991/12/16

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火し、操作パ
ネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約３年１０か月

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(製品破損)新潟県 (A2)

(事故発生地)



No. 0238

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0743

1991/12/17

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火し、操作パ
ネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約４年６か月

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(製品破損)千葉県 (A2)

(事故発生地)

2007-0744

1991/12/19

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火し、
パネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約４年２か月

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(製品破損)愛知県 (A2)

(事故発生地)

2007-0745

1991/12/19

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火し、操作パ
ネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約４年

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)岐阜県 (A2)

(事故発生地)

2007-0746

1991/12/27

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火し、操作パ
ネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約４年

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)兵庫県 (A2)

(事故発生地)



No. 0239

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0747

1992/01/04

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火し、操作パ
ネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約５年４か月

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)山梨県 (A2)

(事故発生地)

2007-0748

1992/01/25

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火して
、操作パネル部が溶解し、洗濯室の壁
を汚損した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約３年８か月

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(拡大被害)東京都 (A2)

(事故発生地)

2007-0749

1992/02/02

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火し、
操作パネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約５年３か月

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)秋田県 (A2)

(事故発生地)

2007-0750

1992/02/13

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火し、
操作パネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約３年９か月

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(製品破損)新潟県 (A2)

(事故発生地)



No. 0240

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0751

1992/03/01

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火し、
操作パネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約４年

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(製品破損)埼玉県 (A2)

(事故発生地)

2007-0752

1992/03/10

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙し、操作パ
ネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約４年１０か月

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(製品破損)神奈川県 (A2)

(事故発生地)

2007-0753

1992/03/10

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火し、
操作パネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約５年

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(製品破損)岐阜県 (A2)

(事故発生地)

2007-0754

1992/03/12

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火し、
操作パネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約４年

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(製品破損)富山県 (A2)

(事故発生地)



No. 0241

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0755

1992/03/15

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火し、
操作パネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約４年

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(製品破損)滋賀県 (A2)

(事故発生地)

2007-0756

1992/04/01

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火し、操作パ
ネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約７か月

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)静岡県 (A2)

(事故発生地)

2007-0757

1992/05/09

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火し、操作パ
ネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約５年３か月

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)兵庫県 (A2)

(事故発生地)

2007-0758

1992/06/18

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火し、
電子ユニット部を焼損、パネルが変形
した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約５年

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(製品破損)埼玉県 (A2)

(事故発生地)



No. 0242

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0759

1992/06/30

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火し、
電子ユニット部を焼損、パネルが変形
した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約４年

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)愛知県 (A2)

(事故発生地)

2007-0760

1992/07/01

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火し、
電子ユニット部を焼損、パネルが変形
した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約５年３か月

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(製品破損)愛知県 (A2)

(事故発生地)

2007-0761

1992/07/07

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火し、
電子ユニット部を焼損、パネルが変形
した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約４年７か月

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(製品破損)千葉県 (A2)

(事故発生地)

2007-0762

1992/07/11

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火し、
電子ユニット部を焼損した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約４年

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)東京都 (A2)

(事故発生地)



No. 0243

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0763

1992/07/24

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機の操作パネル部から
発煙、発火し、電子ユニット部を焼損
した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約５年

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)神奈川県 (A2)

(事故発生地)

2007-0764

1992/07/30

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火し、
電子ユニット部を焼損、パネルが変形
した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約４年２か月

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(製品破損)東京都 (A2)

(事故発生地)

2007-0765

1992/07/31

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火し、
操作パネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約５年１０か月

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(製品破損)東京都 (A2)

(事故発生地)

2007-0766

1992/08/22

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火し、
電子ユニット部を焼損した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約４年

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)山口県 (A2)

(事故発生地)



No. 0244

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0767

1992/10/07

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火し,パ
ネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約４年４か月

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(製品破損)埼玉県 (A2)

(事故発生地)

2007-0768

1992/10/16

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火し、
パネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：不　明

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(製品破損)広島県 (A2)

(事故発生地)

2007-0769

1992/11/07

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火し、操作パ
ネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約４年

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)東京都 (A2)

(事故発生地)

2007-0770

1992/11/11

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火し、操作パ
ネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約３年９か月

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)兵庫県 (A2)

(事故発生地)



No. 0245

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0771

1992/11/20

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火し、
電子ユニット部を焼損した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約４年５か月

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(製品破損)大阪府 (A2)

(事故発生地)

2007-0772

1992/11/27

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙・発火し、
パネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約５年１か月

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(製品破損)徳島県 (A2)

(事故発生地)

2007-0773

1992/12/05

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火して、操作
パネル部が溶解し、消火時に左手に軽
度の火傷を負った。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：不　明

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(軽傷)宮城県 (A2)

(事故発生地)

2007-0774

1992/12/05

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火し、
電子ユニット部が焼損した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約５年

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)岐阜県 (A2)

(事故発生地)



No. 0246

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0775

1992/12/26

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火し、
パネル部が一部熱変形した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：不　明

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)福島県 (A2)

(事故発生地)

2007-0776

1993/01/25

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火し、
パネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約６年１か月

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(製品破損)山形県 (A2)

(事故発生地)

2007-0777

1993/02/16

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火して
、パネル部が溶解し、天井が煤で汚損
した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：不　明

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(拡大被害)千葉県 (A2)

(事故発生地)

2007-0778

1993/02/18

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火し、
パネル部が焼損した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約５年２か月

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(製品破損)東京都 (A2)

(事故発生地)



No. 0247

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0779

1993/03/05

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機の操作パネル部が熱
変形した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約４年６か月

ＥＤ－６００

（株）東芝

(製品破損)宮城県 (A2)

(事故発生地)

2007-0780

1993/03/07

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火して、操作
パネル部が焼損し、軽度の火傷を負っ
た。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約４年６か月

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(軽傷)長野県 (A2)

(事故発生地)

2007-0781

1993/05/31

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火し、
パネル部が焼損した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約５年１か月

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(製品破損)熊本県 (A2)

(事故発生地)

2007-0782

1993/06/21

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火し、
パネル部が溶解した。

　　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制
御用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接
続されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ
割れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを
溶かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：不　明

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(製品破損)東京都 (A2)

(事故発生地)



No. 0248

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0783

1993/07/29

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火し、操作パ
ネル部が焼損した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約７年

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)宮城県 (A2)

(事故発生地)

2007-0784

1993/09/22

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火し、操作パ
ネル部が焼損した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約５年１か月

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)兵庫県 (A2)

(事故発生地)

2007-0785

1993/10/19

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火して
、パネル部が焼損し、乾燥機周辺が焦
げた。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約６年

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(拡大被害)三重県 (A2)

(事故発生地)

2007-0786

1993/10/25

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙し、電子ユ
ニット部が焼損した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約７年

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)三重県 (A2)

(事故発生地)



No. 0249

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0795

1993/11/18

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火し、操作パ
ネル部が焼損した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/18)使用期間：約６年

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)奈良県 (A2)

(事故発生地)

2007-0796

1993/12/01

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火し、
パネル部を焼損、乾燥機周辺を焦がし
た。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/18)使用期間：約５年

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(拡大被害)神奈川県 (A2)

(事故発生地)

2007-0797

1993/12/09

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火し、操作パ
ネル部が焼損した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/18)使用期間：約５年

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)長崎県 (A2)

(事故発生地)

2007-0798

1994/01/16

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火し、操作パ
ネル部が焼損した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/18)使用期間：約４年１か月

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)大阪府 (A2)

(事故発生地)



No. 0250

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0799

1994/01/18

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火し、操作パ
ネル部が焼損した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/18)使用期間：約６年

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)沖縄県 (A2)

(事故発生地)

2007-0800

1994/02/18

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火し、
本体パネル部が焼損した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/18)使用期間：約６年

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(製品破損)岐阜県 (A2)

(事故発生地)

2007-0801

1994/06/13

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火し、
操作パネル部が焼損した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/18)使用期間：約５年５か月

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)岡山県 (A2)

(事故発生地)

2007-0802

1994/06/14

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火し、
パネル部が焼損した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/18)使用期間：約７年６か月

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(製品破損)埼玉県 (A2)

(事故発生地)



No. 0251

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0803

1994/06/27

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火し、
パネル部が焼損した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/18)使用期間：約６年

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(製品破損)埼玉県 (A2)

(事故発生地)

2007-0804

1994/09/26

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火し、
パネル部が焼損した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/18)使用期間：約７年

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(製品破損)香川県 (A2)

(事故発生地)

2007-0805

1994/10/04

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火し、操作パ
ネル部が焼損した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/18)使用期間：約６年

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)千葉県 (A2)

(事故発生地)

2007-0806

1994/12/15

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火し、
操作パネル部の基板が焼損、パネル部
が熱変形した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/18)使用期間：約６年

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(製品破損)東京都 (A2)

(事故発生地)



No. 0252

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0807

1995/01/15

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火して焼損し
、浴室、トイレ、玄関などが汚損、階
下の部屋に水漏れした。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/18)使用期間：約７年

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(拡大被害)福岡県 (A2)

(事故発生地)

2007-0808

1995/05/18

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火し、
操作パネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/18)使用期間：約７年７か月

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(製品破損)愛知県 (A2)

(事故発生地)

2007-0809

1995/05/24

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火し、操作パ
ネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/18)使用期間：約７年７か月

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(製品破損)石川県 (A2)

(事故発生地)

2007-0810

1995/07/15

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火し、操作パ
ネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/18)使用期間：約７年

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)広島県 (A2)

(事故発生地)



No. 0253

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0811

1995/09/22

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火し、
操作パネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/18)使用期間：約８年

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)千葉県 (A2)

(事故発生地)

2007-0812

1995/09/24

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火し、操作パ
ネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/18)使用期間：約８年３か月

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(製品破損)静岡県 (A2)

(事故発生地)

2007-0813

1995/12/20

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火し、操作パ
ネル部と洗濯機上部を焼損した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/18)使用期間：約７年

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(拡大被害)千葉県 (A2)

(事故発生地)

2007-0814

1995/12/20

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火し、
操作パネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/18)使用期間：約７年

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(製品破損)京都府 (A2)

(事故発生地)



No. 0254

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0815

1996/02/16

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火し、操作パ
ネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/18)使用期間：約９年

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(製品破損)長野県 (A2)

(事故発生地)

2007-0816

1996/03/24

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火し、
操作パネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/18)使用期間：約９年

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(製品破損)滋賀県 (A2)

(事故発生地)

2007-0817

1996/04/23

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火して、乾燥
機と洗濯機上部が焼損し、風よけ用ト
タンの一部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/18)使用期間：約７年

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(拡大被害)大阪府 (A2)

(事故発生地)

2007-0818

1996/06/02

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火し、操作パ
ネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/18)使用期間：約７年８か月

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)愛知県 (A2)

(事故発生地)



No. 0255

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0819

1996/09/02

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火し、
操作パネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/18)使用期間：約９年３か月

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(製品破損)群馬県 (A2)

(事故発生地)

2007-0820

1996/10/17

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火し、
操作パネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/18)使用期間：約９年

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(製品破損)福井県 (A2)

(事故発生地)

2007-0821

1997/02/20

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火し、操作パ
ネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/18)使用期間：約９年

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(製品破損)兵庫県 (A2)

(事故発生地)

2007-0822

1997/03/03

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火し、
操作パネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/18)使用期間：約１０年

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)新潟県 (A2)

(事故発生地)



No. 0256

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0823

1997/04/12

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火し、
操作パネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/18)使用期間：約１０年

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(製品破損)新潟県 (A2)

(事故発生地)

2007-0824

1997/04/16

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火し、操作パ
ネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/18)使用期間：約１０年３か月

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)埼玉県 (A2)

(事故発生地)

2007-0825

1997/10/24

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火し、操作パ
ネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/18)使用期間：約９年

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)埼玉県 (A2)

(事故発生地)

2007-0826

1997/12/04

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火し、
操作パネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/18)使用期間：約１０年９か月

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(製品破損)福井県 (A2)

(事故発生地)



No. 0257

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0827

1998/01/04

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火し、操作パ
ネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/18)使用期間：約８年

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)徳島県 (A2)

(事故発生地)

2007-0828

1998/01/22

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火し、操作パ
ネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/18)使用期間：約１０年９か月

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)三重県 (A2)

(事故発生地)

2007-0829

1998/04/13

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火し、操作パ
ネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/18)使用期間：約１０年

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(製品破損)大分県 (A2)

(事故発生地)

2007-0830

1998/05/28

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火して、操作
パネル部が溶解し、室内の壁が汚損し
た。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/18)使用期間：約１３年

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(拡大被害)神奈川県 (A2)

(事故発生地)



No. 0258

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0831

1998/10/21

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火し、
操作パネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/18)使用期間：約１０年８か月

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)神奈川県 (A2)

(事故発生地)

2007-0832

1998/10/25

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火し、操作パ
ネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/18)使用期間：約１０年９か月

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)埼玉県 (A2)

(事故発生地)

2007-0833

1999/01/09

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火し、
操作パネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/18)使用期間：約１３年

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)東京都 (A2)

(事故発生地)

2007-0834

1999/01/30

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火し、
操作パネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/18)使用期間：約１１年１か月

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(製品破損)東京都 (A2)

(事故発生地)



No. 0259

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0835

1999/02/15

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火し、
パネル部が焼損した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/18)使用期間：約９年

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)大阪府 (A2)

(事故発生地)

2007-0836

1999/03/28

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火し、操作パ
ネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/18)使用期間：約１２年

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(製品破損)兵庫県 (A2)

(事故発生地)

2007-0837

1999/03/28

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火し、操作パ
ネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/18)使用期間：約１１年

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(製品破損)愛知県 (A2)

(事故発生地)

2007-0838

1999/04/19

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火して
、パネル部が溶解し、洗濯機のふたの
一部も溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/18)使用期間：約１２年７か月

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(拡大被害)愛知県 (A2)

(事故発生地)



No. 0260

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0839

1999/09/19

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火し、
電子ユニットのカバーが溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/18)使用期間：約１１年７か月

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(製品破損)埼玉県 (A2)

(事故発生地)

2007-0840

1999/11/07

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火し、操作パ
ネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/18)使用期間：約１０年７か月

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)新潟県 (A2)

(事故発生地)

2007-0841

2000/01/15

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火し、パネル
部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/18)使用期間：約１１年１１か
月

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)群馬県 (A2)

(事故発生地)

2007-0842

2000/02/07

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火し、操作パ
ネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/18)使用期間：約１２年

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(製品破損)神奈川県 (A2)

(事故発生地)



No. 0261

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0843

2000/02/09

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火して、操作
パネル部が溶解し、壁を汚損した。

　　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制
御用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接
続されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ
割れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを
溶かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/18)使用期間：約１３年

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(拡大被害)神奈川県 (A2)

(事故発生地)

2007-0844

2000/02/16

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火して
、洗濯機を焼損、脱衣所の天井が変色
し、照明器具が熱変形した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/18)使用期間：約１２年

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(拡大被害)福井県 (A2)

(事故発生地)

2007-0845

2000/04/13

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火し、操作パ
ネル部が焼損した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/18)使用期間：約１２年２か月

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)東京都 (A2)

(事故発生地)

2007-0846

2000/05/14

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火して、洗濯
機を焼損、脱衣所の天井が変色し、照
明器具が熱変形した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/18)使用期間：約７年

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(拡大被害)大阪府 (A2)

(事故発生地)



No. 0262

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0847

2000/06/21

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火して、操作
パネル部が焼損し、洗濯機の上部が溶
解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/18)使用期間：約１３年６か月

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(拡大被害)山口県 (A2)

(事故発生地)

2007-0848

2001/01/30

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火し、
操作パネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/18)使用期間：約１０年

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)福島県 (A2)

(事故発生地)

2007-0849

2001/01/31

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火し、
操作パネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/18)使用期間：約１３年３か月

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(製品破損)石川県 (A2)

(事故発生地)

2007-0850

2001/04/05

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発煙、発火して
、パネル部が溶解し、ドラム内の一部
が焦げ、洗濯機と乾燥機の取り付け台
の一部も溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/18)使用期間：約１２年

ＥＤ－Ｄ６００

（株）東芝

(拡大被害)東京都 (A2)

(事故発生地)



No. 0263

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0851

2001/04/28

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から発火し、操作パ
ネル部が溶解した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じ、部分的に発熱し、電子ユニットカバーを溶
かし、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/18)使用期間：約１２年１１か
月

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(製品破損)奈良県 (A2)

(事故発生地)

2007-0913

2007/04/13

電気衣類乾燥機 　　電気衣類乾燥機から発火し、パネ
ル部と内部の基板が焼損した。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け部が、接触不良によ
り部分的に発熱を起こし電子ユニットカバーを溶かし
、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/22)使用期間：約１９年６か月

ＥＤ－Ｄ３００

（株）東芝

(製品破損)茨城県 (A2)

(事故発生地)

2007-2414

2007/06/22

電気衣類乾燥機 　運転中の衣類乾燥機から異臭がした
。

　制御基板のリレー端子のはとめ部で生じたはんだク
ラックによりスパークが発生して発熱し、防湿のため
に基板に塗布した難燃性樹脂が加熱されて生じた可燃
性ガスが発火し、近接した樹脂製の操作パネルに引火
したものと推定される。

　平成１９年５月３０日付けホームページ、及び
５月３１日付けの新聞に社告を掲載し、無償で操
作制御基板の交換及び類焼防止カバーの追加を実
施している。

製造事業者

(受付:2007/07/25)使用期間：約５年

ＤＲ－Ｄ４０Ｃ１－Ｈ（ブ
ランド：三菱）

日本建鉄（株）

(製品破損)宮城県 (A2)

(事故発生地)

2007-3876

2007/09/11

電気衣類乾燥機 　運転中の衣類乾燥機の電源ボタンと
ドアオープンボタン周りの隙間から火
が見えた。

　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け不良によりはんだ割
れが生じて発熱し、電子ユニットカバーが溶融、着火
したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/10/22)使用期間：約１９年

ＥＤ－Ｄ６００

東芝家電製造（株）

(製品破損)神奈川県 (A2)

(事故発生地)



No. 0264

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-4821

2007/11/24

電気衣類乾燥機 　使用中の衣類乾燥機から出火した。 　操作パネル内部の電源、ヒーター及びモーター制御
用回路を含む電子ユニットの１００Ｖ回路基板に接続
されたリード線端子のはんだ付け部が、接触不良によ
り部分的に発熱を起こし電子ユニットカバーを溶かし
、着火したものと推定される。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/12/10)使用期間：不　明

ＥＤ－Ｄ６０２

東芝家電製造（株）

(製品破損)東京都 (A2)

(事故発生地)

2006-2368

2006/11/28

電気衣類乾燥機 　衣類乾燥機から火が出て、住宅が焼
損した。

　当該機の電気部品、内部配線等に発火の痕跡が認め
られず、焼損が著しいため、原因の特定はできなかっ
た。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2006/12/14)使用期間：約６年
(拡大被害)滋賀県 (G1)

(事故発生地)

2006-3209

2007/01/15

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機が設置された木造２
階建て倉庫から出火して全焼し、倉庫
に停めてあった車２台と隣家の壁も焼
いた。

　当該機の電源コードの断線部先端及びサーミスタの
コントローラーへの接続線の先端にショート痕が認め
られるものの、焼損が著しいため、原因の特定はでき
なかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2007/02/06)使用期間：約１年
(拡大被害)千葉県 (G1)

(事故発生地)

2007-0735

1991/09/18

電気衣類乾燥機 　電気衣類乾燥機から出火し、木造平
屋住宅を全焼した。

　事故現場の焼損が著しく、原因の特定はできなかっ
た。

　平成２年５月２９日付けの新聞、平成１９年４
月１０日付けの新聞及びホームページに社告を行
い、電子ユニットの改良品（はんだ付け、ランド
面積の拡大、端子ハトメ化など実施したもの）へ
の交換及び電子ユニットカバーの難燃材部品（難
燃ポリプロピレン）への交換を継続して実施して
いる。

製造事業者

(受付:2007/05/17)使用期間：約３年９か月
(拡大被害)兵庫県 (G1)

(事故発生地)



No. 0265

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-3204

2007/08/30

電気衣類乾燥機 　住宅から出火して、同住宅と倉庫計
３棟を全焼し、隣接する住宅２棟のテ
ラスの屋根や雨どいの一部も焼いた。

　電気衣類乾燥機から出火した可能性が考えられるが
、焼損が著しいため、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/09/03)使用期間：不　明
(拡大被害)宮崎県 (G1)

(事故発生地)

2006-1583

2006/09/25

電気温水器 　ベランダに設置していた電気温水器
から発煙した。

　ヒーター用電磁リレーの接点が溶着し、さらに温度
過昇防止装置が作動しなかったため、ヒーターに連続
通電され空炊き状態になり過熱し、ヒーター周辺の保
温材のビニールシート等が焦げて発煙したものと推定
される。

　他に同種事故は発生しておらず、単品不良とみ
られる事故であることから、措置はとらなかった
。
　なお、当該品の製造は既に終了している。

製造事業者

(受付:2006/10/12)使用期間：約１４年３か月

ＳＲＥ－３７６３

三菱電機（株）

(拡大被害)東京都 (A3)

(事故発生地)

2005-1745

2005/12/14

電気温水器 　集合住宅（リゾートマンション）玄
関脇の機械室内に設置されていた電気
温水器のタンクが破裂し、設置場所の
扉、天井を損壊させ、タンク内から水
があふれ、階下へ水漏れの被害が及ん
だ。

　温水タンクの電気防食回路に通電されたまま、長期
間（３年）使用されなかったため、タンク内の水位が
防食電極の位置まで下がり、水との間で火花放電が生
じて、水の電気分解で発生したガスに着火し、缶体破
裂したものと推定される。
　なお、当該品は自主改修品であるが、管理人が冬期
のみヒータ（電気防食回路とは別電源）に通電してい
たことから、使用状態にあると判断し点検対象から外
されていた。

　平成１７年３月１日付けの事業者ホームページ
に告知を掲載し、当該マンションの点検及びガス
抜きを実施し、同様物件の抽出と再点検を実施し
ている。　また、平成２年から、電気防食方式を
用いないステンレスタンク等に変更している。
　なお、（社）日本電機工業会では、平成１８年
２月２１日付けの新聞、ホームページに告知して
いる。

製造事業者

(受付:2005/12/22)使用期間：約２８年

ＢＥ－３８１Ｎ－Ｄ

（株）日立アプライアンス

(拡大被害)新潟県 (B1)

(事故発生地)

2006-3097

2006/12/23

電気温水器 　入浴の際、いつもより湯気が多いと
思いながら足を浴槽に入れたところ、
湯温が高くて火傷を負った。

　当該機の配管接続部のＯリングから漏れた水が、リ
ード線を伝わる構造であったため、制御基板に水が付
着し誤作動を起こして高温の湯となり、さらに、被害
者が湯温を確かめずに入浴したため火傷したものと推
定される。  なお、当該機は平成１４年から部品交換を
行っている対象機種であるが、被害者の連絡先に不備
があり実施されていなかった。

　平成１４年８月から顧客にＤＭを郵送し、制御
基板、混合弁、リモコン基板、Ｏリング、リード
線の部品交換を行っている。
　なお、取扱説明書及び浴室リモコンふた表面に
は、「入浴するときは湯温を確かめる」旨警告表
示がされている。

製造事業者

(受付:2007/01/31)使用期間：約６年７か月

Ｄ０－４６４ＧＰＡＨ

三菱電機（株）

(軽傷)岡山県 (B1)

(事故発生地)



No. 0266

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-3576

2006/12/13

電気温水器 　使用していない電気温水器を新品に
交換するための撤去作業中、電気温水
器が破裂し、付近の物置を破損した。

　当該品を使用していない間に、タンク内の水が電気
防食回路の通電により電気分解されて、水素ガス・酸
素ガスが発生していた状況下で、設置業者が新品との
交換の際、ガス抜きを行わなかったため、配管切断時
のグライダーの火花により滞留していたガスに引火し
、破裂したものと推定される。

　（社）日本電機工業会を通じて、工事業者等へ
の撤去作業時の注意喚起を図っていくこととした
。

製造事業者

(受付:2007/02/28)使用期間：約２８年
(拡大被害)愛知県 (D1)

(事故発生地)

2007-3952

2007/09/18

電気温水器 　工場内の事業所で、３年ほど使って
いなかった電気温水器が突然破裂し、
破裂した水道管から水が溢れた。

　温水タンクの電気防食回路に通電されたまま、長期
間使用されず、給湯側にあるべき逃がし弁及び自動空
気抜き弁がなかったことから、水の電気分解で発生し
たガスが排出されずに滞留して、タンク内の水位が防
食電極の位置まで下がり、水との間で火花放電が生じ
て、ガスに着火し、缶体破裂したものと推定される。  
なお、当該機は事業所に設置され特別高圧電力契約し
ていたため、点検リストに含まれていなかった。

　（社）日本電機工業会では、平成１８年２月２
１日付の新聞及びホームページ、製造事業者は平
成１８年２月２１日付のホームページで告知して
いる。　また、従来の対策対象リストを特別高圧
契約範囲まで広げ、長期間使用していない場合は
防食電源の通電をカットする対策等を実施してい
る。  なお、 電気防食方式を用いないステンレス
タンク等に変更している。

製造事業者

(受付:2007/10/25)使用期間：約１８年
(製品破損)兵庫県 (D1)

(事故発生地)

2006-0881

2006/07/08

電気温水器 　脱衣所に設置した電気温水器から熱
湯が吹き出し、男性が軽い火傷を負い
床、壁が熱湯で濡れた。

　他社製逃し弁の合成ゴム製ダイヤフラムが、長年（
約１０年）の使用により劣化し破損に至り、手動レバ
ー取付軸の周りから吹き出したものであるが、一昨年
、昨年と湯が沸かない時があり、当該メーカーに修理
を依頼していたが、異常がないとして消耗品である逃
し弁の交換等の処置が適切に実施されなかったことが
原因と推定される。

　修理マニュアルの改正を行った。　

消費者センター

(受付:2006/07/24)

製造事業者

使用期間：約１０年
(拡大被害)広島県 (D2)

(事故発生地)

2007-1547

2007/05/29

電気温水器 　電気温水器内部の電気部品が一部焼
損した。

　当該器のヒーター用リレーの焼損が著しいことから
、リレーの接点部にチャタリング現象（接点が開閉動
作を短い間隔で繰り返す現象）が発生し、接点部の異
常発熱によりリレーケースが焼損したものと推定され
るが、チャタリング現象が起きた原因の特定はできな
かった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2007/06/12)使用期間：約１７年
(製品破損)長野県 (G1)

(事故発生地)



No. 0267

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-1515

2007/05/16

電気温水器（洗面化粧
台用）

　ミニキッチンのキャビネット内に設
置されていた小型電気温水器のタンク
が大きな音とともに破損し、キャビネ
ットと電気こんろが破損した。

　施工業者のミスにより、元止め方式の小型電気温水
器を減圧弁・逃し弁を追加せずに先止め方式の水栓に
移設したため、温水タンクの電気防食で発生したガス
（水素と酸素）が蓄積され、何らかの原因によってガ
スに引火し破損したものと推定される。

　施工業者は不明であり、施工業者の設置・施工
不良とみられる事故であるため、措置はとらなか
った。

製造事業者

(受付:2007/06/08)使用期間：約２年
(拡大被害)東京都 (D1)

(事故発生地)

2006-3517

2007/02/12

電気温風ストーブ 　電気ストーブを１時間使用していた
ところ、大きな音がして、本体のコー
ド付け根部分から発火した。

　長期使用（約２０年）により電源コードの芯線に折
り曲げや引っ張りの負荷が繰り返し加わったこと。及
び電源コードを本体に巻き付けて保管していたため、
本体のコード付け根部で芯線が半断線状態になり、ス
パークが発生したものと推定される。

　長期間使用による電源コードの経年劣化による
断線であるため、措置はとらなかった。 消費者センター

(受付:2007/02/26)

製造事業者

使用期間：約２０年

ＳＦ－Ｖ１００５Ｍ

東芝ホームテクノ（株）

(製品破損)福井県 (C1)

(事故発生地)

2007-1438

2007/05/23

電気蚊取り器 　電気蚊取り器の電源コードに燃えた
ような跡があり、使用できなくなった
。

　電源コードが破れて焦げており、当該部分の芯線が
断線していることから、使用中の繰り返し屈曲、引張
りなどの機械的ストレスがコードに加わり半断線状態
となり、発熱しスパークしたものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製造事業者

(受付:2007/06/06)使用期間：約２年
(製品破損)徳島県 (E2)

(事故発生地)

2007-2604

2007/07/09

電気蚊取り器（マット
式）

　マット式の電気蚊取り器を使用中、
マットを置いているところから、異音
がして火が出た。

　初期生産品でヒューズ機能が組み込まれていなかっ
たため、マット加熱用の発熱体である正特性サーミス
タ（ＰＴＣヒーター）の温度コントロール機能が失わ
れた際に、ＰＴＣヒーターに過電流が流れ発熱端子が
焼き切れたものと推定される。

　昭和６０年、６１年、平成２年と３回の社告を
新聞に掲載し、製品回収を行っている。また、昭
和５１年以降の製品については、発熱体の端子に
ヒューズ機能を設ける改良を、昭和６０年以降の
製品には１Ａの電流ヒューズを組み込む改良を行
っている。

製造事業者

(受付:2007/07/27)使用期間：約３０年

電子ベープ１本ブリッジ

フマキラー（株）

(製品破損)神奈川県 (A1)

(事故発生地)



No. 0268

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-2147

2006/11/22

電気乾燥機 　木造２階建て住宅から出火し、約２
２５平方メートルを全焼した。

　電気乾燥機から出火した可能性が考えられるが、焼
損が著しいため、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2006/11/30)使用期間：約２０年
(拡大被害)岐阜県 (G1)

(事故発生地)

2005-2777

2005/10/00

電気治療器（電位式） 　高電圧治療器を使用していたところ
、床の上にあった二次側コード中間コ
ネクター部よりスパークが飛んでいる
のを発見し、電源を止めて確認すると
中間コネクター部とフローリングの一
部が焦げていた。

　コネクターの樹脂部に電解質の物質が付着、トラッ
キングの痕跡があることから、誤って水等をこぼし、
そのまま使用を続けたために、電解質を介在とするト
ラッキングが発生し、更に床下に敷設されていた金属
金具に放電し、焦げが生じたものと推定される。

　取扱説明書に注意事項を表記、納品時にユーザ
ーに説明する。更に保護カバーを開発し無償提供
する。また今後の方針としてユーザーに対して部
品には耐用年数があることを意識させ、より安全
・快適に利用させるため、特に高齢者に理解し易
い内容の案内を実施する。

消防機関

(受付:2006/03/09)使用期間：約７年６か月
(拡大被害)富山県 (E1)

(事故発生地)

2007-2832

2007/07/31

電気芝刈機 　自宅の庭で電気芝刈機を使っていた
ところ、回転刃が左方向へ飛び、石に
当たって跳ね返った回転刃が左足の甲
に当たって軽傷を負った。

　当該機のロータリー式の回転刃を止めているナット
が緩い状態にあったため、方向転換した際、回転刃へ
の負荷のかかり方が不均一になり、回転刃が傾いて回
転した状態で回転刃ガードにあたり、その反動で開口
部を突き破って左方向へ飛び出し、石に当たって跳ね
返った回転刃が足に当たり怪我に至ったものと推定さ
れる。

　他に同種事故はなく、単品不良とみられる事故
であるため、措置はとらなかった。なお、次期モ
デルよりモーター軸の長さを変更しナット自体が
モーター軸から外れない構造に変更した。さらに
、補給用回転刃の構成部品を従来の回転刃のみか
ら固定板、ナット、回転刃ガード、固定ネジを追
加し、劣化による飛び出しを防止し、交換要項に
ナットの締め付けを充分に行うよう注意文を追加
することとした。

製造事業者

(受付:2007/08/13)使用期間：約１年１０か月

ＣＧＳ－２０５R

（株）トヨトミ

(軽傷)東京都 (A2)

(事故発生地)

2007-0125

2006/12/06

電気床暖房器 　床暖房の一部分が暖まらなくなった
ため、床をめくったところ、発熱シー
トが焦げていた。

　発熱シート製造時の導電性塗料（カーボン）の塗布
量にムラが生じていたため、当該部分で異常発熱とな
り、発熱シートと下地材を焦がしたものと推定される
。

　当該品の製造・販売を一時停止し、既販品につ
いては点検・交換を実施した。
　なお、発熱シートの製造元に注意・警告を行う
とともに、作業内容の徹底、指示内容の確認を実
施させた。

製造事業者

(受付:2007/04/05)使用期間：約１か月

さっと！ほっと　ＦＤＣ－
００２１

日本製紙木材（株）

(拡大被害)富山県 (A2)

(事故発生地)



No. 0269

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0126

2007/01/05

電気床暖房器 　床暖房の一部分が暖まらなくなった
ため、床を剥がしたところ、発熱シー
トが焦げていた。

　発熱シート製造時の導電性塗料（カーボン）の塗布
量にムラが生じていたため、当該部分で異常発熱とな
り、発熱シートと下地材を焦がしたものと推定される
。

　当該品の製造・販売を一時停止し、既販品につ
いては点検・交換を実施した。
　なお、発熱シートの製造元に注意・警告を行う
とともに、作業内容の徹底、指示内容の確認を実
施させた。

製造事業者

(受付:2007/04/05)使用期間：約１か月

さっと！ほっと　ＦＤＣＺ
－００２１

日本製紙木材（株）

(拡大被害)徳島県 (A2)

(事故発生地)

2007-0127

2006/12/25

電気床暖房器 　床暖房の一部分が暖まらなくなった
ため、床を剥がしたところ、発熱シー
トが焦げていた。

　発熱シート製造時の導電性塗料（カーボン）の塗布
量にムラが生じていたため、当該部分で異常発熱とな
り、発熱シートと下地材を焦がしたものと推定される
。

　当該品の製造・販売を一時停止し、既販品につ
いては点検・交換を実施した。
　なお、発熱シートの製造元に注意・警告を行う
とともに、作業内容の徹底、指示内容の確認を実
施させた。

製造事業者

(受付:2007/04/05)使用期間：約１か月

さっと！ほっと　ＦＤＣ－
００２２

日本製紙木材（株）

(拡大被害)熊本県 (A2)

(事故発生地)

2007-0128

2006/12/26

電気床暖房器 　床暖房の一部分が暖まらなくなった
ため、床を剥がしたところ、発熱シー
トが焦げていた。

　発熱シート製造時の導電性塗料（カーボン）の塗布
量にムラが生じていたため、当該部分で異常発熱とな
り、発熱シートと下地材を焦がしたものと推定される
。

　当該品の製造・販売を一時停止し、既販品につ
いては点検・交換を実施した。
　なお、発熱シートの製造元に注意・警告を行う
とともに、作業内容の徹底、指示内容の確認を実
施させた。

製造事業者

(受付:2007/04/05)使用期間：約１か月

さっと！ほっと　ＦＤＣＺ
－００２２

日本製紙木材（株）

(拡大被害)滋賀県 (A2)

(事故発生地)

2007-0116

2005/05/07

電気床暖房器 　床暖房が部分的に暖まらなくなって
いたため、床面を開けてみたところ、
発熱シートが一部焦げていた。

　施工業者が当該品を施工する際に、施工説明書に定
める方法を逸脱しており、電極接続部（ハトメ材）に
強い引張り力等の外力が加わったため接続部が半断線
状態となり、アーク放電を生じて焦げたものと推定さ
れる。

　当該品の製造・販売を一時停止し、既販品につ
いては点検・交換を実施した。　また、施工説明
書を修正するとともに施工業者へ個別の指導、注
意喚起を徹底し、さらに注意喚起用のチラシを製
品に同梱している。
　なお、ハトメの構造等を変更し、施工時の外力
が加わった際の耐久性を向上させている。

製造事業者

(受付:2007/04/05)使用期間：１回
(拡大被害)栃木県 (D1)

(事故発生地)



No. 0270

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0117

2006/01/16

電気床暖房器 　床暖房が部分的に暖まらなくなって
いたため、床面を開けてみたところ、
発熱シートが一部焦げていた。

　施工業者が当該品を施工する際に、施工説明書に定
める方法を逸脱しており、電極接続部（ハトメ材）に
強い引張り力等の外力が加わったため接続部が半断線
状態となり、アーク放電を生じて焦げたものと推定さ
れる。

　当該品の製造・販売を一時停止し、既販品につ
いては点検・交換を実施した。　また、施工説明
書を修正するとともに施工業者へ個別の指導、注
意喚起を徹底し、さらに注意喚起用のチラシを製
品に同梱している。
　なお、ハトメの構造等を変更し、施工時の外力
が加わった際の耐久性を向上させている。

製造事業者

(受付:2007/04/05)使用期間：１回
(拡大被害)徳島県 (D1)

(事故発生地)

2007-0118

2006/01/10

電気床暖房器 　床暖房が部分的に暖まらなくなって
いたため、床面を開けてみたところ、
発熱シートが一部焦げていた。

　施工業者が当該品を施工する際に、施工説明書に定
める方法を逸脱しており、電極接続部（ハトメ材）に
強い引張り力等の外力が加わったため接続部が半断線
状態となり、アーク放電を生じて焦げたものと推定さ
れる。

　当該品の製造・販売を一時停止し、既販品につ
いては点検・交換を実施した。　また、施工説明
書を修正するとともに施工業者へ個別の指導、注
意喚起を徹底し、さらに注意喚起用のチラシを製
品に同梱している。
　なお、ハトメの構造等を変更し、施工時の外力
が加わった際の耐久性を向上させている。

製造事業者

(受付:2007/04/05)使用期間：１回
(拡大被害)滋賀県 (D1)

(事故発生地)

2007-0119

2006/02/19

電気床暖房器 　床暖房が部分的に暖まらなくなって
いたため、床面を開けてみたところ、
発熱シートが一部焦げていた。

　施工業者が当該品を施工する際に、施工説明書に定
める方法を逸脱しており、電極接続部（ハトメ材）に
強い引張り力等の外力が加わったため接続部が半断線
状態となり、アーク放電を生じて焦げたものと推定さ
れる。

　当該品の製造・販売を一時停止し、既販品につ
いては点検・交換を実施した。　また、施工説明
書を修正するとともに施工業者へ個別の指導、注
意喚起を徹底し、さらに注意喚起用のチラシを製
品に同梱している。
　なお、ハトメの構造等を変更し、施工時の外力
が加わった際の耐久性を向上させている。

製造事業者

(受付:2007/04/05)使用期間：約１か月
(拡大被害)群馬県 (D1)

(事故発生地)

2007-0120

2006/05/16

電気床暖房器 　床暖房が部分的に暖まらなくなった
ため、床面を開けてみたところ、発熱
シートが一部焦げていた。

　施工業者が当該品を施工する際に、施工説明書に定
める方法を逸脱しており、電極接続部（ハトメ材）に
強い引張り力等の外力が加わったため接続部が半断線
状態となり、アーク放電を生じて焦げたものと推定さ
れる。

　当該品の製造・販売を一時停止し、既販品につ
いては点検・交換を実施した。　また、施工説明
書を修正するとともに施工業者へ個別の指導、注
意喚起を徹底し、さらに注意喚起用のチラシを製
品に同梱している。
　なお、ハトメの構造等を変更し、施工時の外力
が加わった際の耐久性を向上させている。

製造事業者

(受付:2007/04/05)使用期間：約１か月
(拡大被害)埼玉県 (D1)

(事故発生地)



No. 0271

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0121

2006/11/15

電気床暖房器 　床暖房が部分的に暖まらなくなった
ため、床面を開けてみたところ、発熱
シートが一部焦げていた。

　施工業者が当該品を施工する際に、施工説明書に定
める方法を逸脱しており、電極接続部（ハトメ材）に
強い引張り力等の外力が加わったため接続部が半断線
状態となり、アーク放電を生じて焦げたものと推定さ
れる。

　当該品の製造・販売を一時停止し、既販品につ
いては点検・交換を実施した。　また、施工説明
書を修正するとともに施工業者へ個別の指導、注
意喚起を徹底し、さらに注意喚起用のチラシを製
品に同梱している。
　なお、ハトメの構造等を変更し、施工時の外力
が加わった際の耐久性を向上させている。

製造事業者

(受付:2007/04/05)使用期間：１回
(拡大被害)徳島県 (D1)

(事故発生地)

2007-0122

2006/12/09

電気床暖房器 　床暖房が部分的に暖まらなくなった
ため、床面を開けてみたところ、発熱
シートが一部焦げていた。

　施工業者が当該品を施工する際に、施工説明書に定
める方法を逸脱しており、電極接続部（ハトメ材）に
強い引張り力等の外力が加わったため接続部が半断線
状態となり、アーク放電を生じて焦げたものと推定さ
れる。

　当該品の製造・販売を一時停止し、既販品につ
いては点検・交換を実施した。　また、施工説明
書を修正するとともに施工業者へ個別の指導、注
意喚起を徹底し、さらに注意喚起用のチラシを製
品に同梱している。
　なお、ハトメの構造等を変更し、施工時の外力
が加わった際の耐久性を向上させている。

製造事業者

(受付:2007/04/05)使用期間：約１か月
(拡大被害)群馬県 (D1)

(事故発生地)

2007-0123

2006/12/20

電気床暖房器 　床暖房が部分的に暖まらなくなった
ため、床面を開けてみたところ、発熱
シートが一部焦げていた。

　施工業者が当該品を施工する際に、施工説明書に定
める方法を逸脱しており、電極接続部（ハトメ材）に
強い引張り力等の外力が加わったため接続部が半断線
状態となり、アーク放電を生じて焦げたものと推定さ
れる。

　当該品の製造・販売を一時停止し、既販品につ
いては点検・交換を実施した。　また、施工説明
書を修正するとともに施工業者へ個別の指導、注
意喚起を徹底し、さらに注意喚起用のチラシを製
品に同梱している。
　なお、ハトメの構造等を変更し、施工時の外力
が加わった際の耐久性を向上させている。

製造事業者

(受付:2007/04/05)使用期間：１回
(拡大被害)兵庫県 (D1)

(事故発生地)

2007-0124

2007/01/18

電気床暖房器 　床暖房が部分的に暖まらなくなった
ため、床面を開けてみたところ、発熱
シートが一部焦げていた。

　施工業者が当該品を施工する際に、施工説明書に定
める方法を逸脱しており、電極接続部（ハトメ材）に
強い引張り力等の外力が加わったため接続部が半断線
状態となり、アーク放電を生じて焦げたものと推定さ
れる。

　当該品の製造・販売を一時停止し、既販品につ
いては点検・交換を実施した。　また、施工説明
書を修正するとともに施工業者へ個別の指導、注
意喚起を徹底し、さらに注意喚起用のチラシを製
品に同梱している。
　なお、ハトメの構造等を変更し、施工時の外力
が加わった際の耐久性を向上させている。

製造事業者

(受付:2007/04/05)使用期間：１回
(拡大被害)福井県 (D1)

(事故発生地)



No. 0272

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0177

2007/04/05

電気炊飯器 　木造２階建て住宅から出火し、台所
や居間など約３０平方メートルを焼い
た。

　電気炊飯器の電源コードに溶融痕が認められたこと
から、長期間の使用（約２０年間）によって半断線状
態となり、発熱・短絡し、周囲の可燃物に着火して火
災に至ったものと推定される。

　製造業者等は不明であり、経年劣化とみられる
事故であるため、措置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/04/09)使用期間：約２０年

不明

不明

(拡大被害)福井県 (C1)

(事故発生地)

2006-1987

2006/10/23

電気炊飯器 　炊飯中に炊飯器の底部から発煙した
。

　本体のコードリールが焼損しており、リール内の接
点部の片側が焼失していることから、使用中に接点部
に塵・埃等の異物が浸入し、接触抵抗が増大して接触
不良が生じ、発熱・焼損したものと推定されるが、焼
損が著しいため、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2006/11/16)使用期間：約６年８か月
(製品破損)群馬県 (G1)

(事故発生地)

2007-1543

2007/06/07

電気炊飯器 　集合住宅から出火し、同室を全焼し
た。

　周辺の焼損状況から電気炊飯器からの出火が考えら
れるが、焼損が著しいため、原因の特定はできなかっ
た。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/06/12)使用期間：不　明
(拡大被害)宮崎県 (G1)

(事故発生地)

2007-0643

2007/04/20

電気洗濯機 　電気洗濯機の後ろ側から出火して、
本体背面下の一部が焼損した。

　運転中の振動による曲げ応力が、モーターリード線
とアース線に巻き付けている防音緩衝材左端部のモー
ターリード線と、アース線の分岐している箇所に集中
し、モーターリード線が断線した際に大きなスパーク
が発生し、防音緩衝材に着火、裏蓋に類焼したものと
推定される。

　平成１４年４月３日付けホームページに社告を
掲載し、また、平成１４年４月４日、平成１６年
１月２６日及び平成１９年３月１６日付け新聞で
社告を行い点検修理を実施している。　　また、
在庫品及び今後の生産品については、モーターリ
ード線にかかる応力集中を防ぐため、配線処理を
変更しアース線をフリーにし、さらに防音緩衝材
を難燃性のものに変更した。

製造事業者

(受付:2007/05/15)使用期間：約７年

ＥＳ－ＪＮ４２－Ａ

シャープ（株）

(製品破損)高知県 (A1)

(事故発生地)



No. 0273

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-1930

2007/06/13

電気洗濯機 　運転中の電気洗濯機が急に停止し、
洗面所内に焦げたようなにおいがした
。

　洗濯機の制御部品（コントローラ）内部に取り付け
られた電子部品（モータ駆動用ＩＣ）が、短絡モード
で故障したため、別の電子部品（抵抗）に過電流が流
れて破損した際に異臭がしたものと推定される。

　マイコンに電源が供給されなくなるため瞬時に
動作が停止し、抵抗が破損するのみで焼損するこ
とはなく、拡大被害に至る可能性はないことから
、措置はとらなかった。

消費者

(受付:2007/06/21)使用期間：約４年５か月

ＮＡ－Ｆ７０ＲＤ１

松下電器産業（株）

(製品破損)埼玉県 (A3)

(事故発生地)

2007-0283

2007/04/09

電気洗濯機 　洗濯機の背面から突然出火し、家人
が重度の火傷を負い、死亡した。

　洗濯槽は焼損し、コントローラー基板は変色してい
たが、他に出火に結びつく電気配線や部品がないこと
から、洗濯機に故障等が発生し、発熱発火等を起こし
たとは考えられないことから、洗濯槽の焼損は二次的
なものと推定される。

　製品に起因しない事故であるため、措置はとら
なかった。 国の行政機関

(受付:2007/04/16)

製造事業者

使用期間：約１３年６か月
(死亡)山口県 (F2)

(事故発生地)

2006-2376

2006/12/02

電気洗濯機 　洗濯機の下部から出火した。 　当該機の脱水槽軸は腐食が著しく、脱水モーターの
巻線が焼損しているが、巻線及び口出線の接続部に断
線などの異常が認められないことから、原因の特定は
できなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2006/12/14)使用期間：約２５年
(製品破損)東京都 (G1)

(事故発生地)

2006-4051

2007/03/18

電気洗濯機 　木造２階建て住宅から出火し、約１
９０平方メートルを全焼した。

　火元付近には電気洗濯機があったが、焼損が著しく
、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/03/28)使用期間：不　明
(拡大被害)長崎県 (G1)

(事故発生地)



No. 0274

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2005-1608

2005/12/03

電気洗濯機（ドラム式
）

　鉄筋２階建て住宅１階洗面所付近か
ら出火し、約２０平方メートルを焼い
た。

　洗面所に設置していた当該機の電源コードが絶縁劣
化して短絡し、発火したものと推定されるが、焼損が
著しく、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。
　なお、製造業者の協力が得られず、報告書の提
出はなかった。

製品評価技術基盤
機構

(受付:2005/12/13)

消費者センター

使用期間：不　明
(拡大被害)鳥取県 (G1)

(事故発生地)

2006-2312

2006/12/02

電気洗濯機（乾燥機） 　洗濯乾燥中に乾燥工程が残り２０分
のところで外出し、約１０時間後に帰
宅したところ洗濯機が置いてある部屋
の室温が高くなっており、洗濯機は乾
燥モードでドラムが回転している状態
だった。

　当該品の設置の際に壁まで５ｃｍ以上の隙間がなく
、さらに閉めきった部屋で換気状態が悪かったため、
排気した温風を再び給気することにより周囲の温度・
湿度が高くなり、乾燥時間が長くなったものと推定さ
れる。

　製品には問題がない事故であるため、措置はと
らなかった。
　なお、当該品には給気温度や排気温度に異常が
ある場合、及び乾燥運転時間が１２時間を超える
場合は電源を自動的に切る構造になっている。ま
た、取扱説明書には、「壁とのすき間は５ｃｍ以
上あける」、「換気が不十分な場合は衣類が乾か
ずに運転が終了する場合がある」旨記載されてい
る。

消費者

(受付:2006/12/11)使用期間：約９か月
(被害なし)北海道 (F2)

(事故発生地)

2007-2004

2007/06/06

電気洗濯機（乾燥機付
）

　購入したばかりの洗濯乾燥機で、こ
たつぶとんを洗濯したところ、内ぶた
のプラスチックが溶けた。

　取扱説明書の記載事項にある「洗濯できるふとん質
量１．２ｋｇ以下」が不明確であったため、被害者が
誤って、質量２．５ｋｇのこたつぶとんを洗濯したこ
とから、脱水時の回転で槽内のこたつぶとんが迫り上
がり、洗濯槽上部の内ぶたに接触し、摩擦熱により樹
脂製内ぶたが溶融したものと推定される。

　後継機種の本体表示及び取扱説明書に、「洗濯
可能な洗濯物の重量・大きさ」に関する記載を、
より明確に分かり易く変更するとともに、これを
守らない場合は「内ふたのプラスチック部が溶け
たりする。」旨の注意書きを追記した。

消費者センター

(受付:2007/06/26)使用期間：約２か月

ＭＡＷ－Ｄ７ＹＰ（ブラン
ド：三菱）

日本建鐵（株）

(製品破損)大阪府 (B4)

(事故発生地)

2007-3980

2007/04/25

電気洗濯機（乾燥機付
）

　洗濯乾燥機で乾燥していたら、発煙
、発火した。

　タオルに付いていた油分が乾燥中に酸化し、酸化熱
が蓄熱して発煙、発火したものと推定される。
　なお、本体及び取扱説明書に「油などの酸化熱によ
る自然発火や引火の原因となるため、油類の付着した
衣類は乾燥しない」旨、表示している。

　被害者の誤使用とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。
　なお、平成１９年１１月７日からホームページ
上で注意喚起を行っている。

消費者センター

(受付:2007/10/29)使用期間：約４年
(製品破損)福岡県 (E1)

(事故発生地)



No. 0275

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0529

2007/04/10

電気洗濯機（乾燥機付
）

　深夜、飲食店で従業員がタオルを洗
濯・乾燥させたところ、翌朝、洗濯機
から発煙していた。

　当該機の電気部品に発火の痕跡は認められず、ドラ
ム内にタオルの焼残物があり、食用油の臭気が認めら
れたことから、洗濯で除去できなかった油分が乾燥時
の熱により酸化が促進され、酸化する際に発生した熱
が蓄熱し自然発火に至ったものと推定される。
　なお、本体及び取扱説明書に「油などの酸化熱によ
る自然発火や引火を防止するため、油類の付着した衣
類は洗濯後も絶対に乾燥しない」旨、表示している。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製造事業者

(受付:2007/05/08)使用期間：約７か月
(製品破損)愛知県 (E2)

(事故発生地)

2007-1044

2007/05/10

電気洗濯機（乾燥機付
）

　夜、飲食店で従業員がタオルを洗濯
・乾燥させ帰宅したところ、翌朝、洗
濯機から発煙していた。

　当該機の外観及び電気部品に異常は認められず、ド
ラム内に油分の付着があり、焦げた洗濯物からも油の
臭気が認められたことから、洗濯で除去できなかった
油分が乾燥時の熱により酸化が促進され、酸化する際
に発生した熱が蓄熱し自然発火に至ったものと推定さ
れる。
　なお、本体及び取扱説明書に「油などの酸化熱によ
る自然発火や引火を防止するため、油類の付着した衣
類は洗濯後も絶対に乾燥しない」旨、表示している。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。　 製造事業者

(受付:2007/05/29)使用期間：約２か月
(製品破損)東京都 (E2)

(事故発生地)

2006-2174

2006/11/19

電気洗濯機（乾燥機付
、ドラム式）

　洗濯機を運転させ、１時間ほど経っ
て洗濯機から発火していることに気付
き消火したが、洗濯機右側を焼損し、
周辺を汚損した。

　サーモスタット端子に接続するファストン端子のリ
ード線カシメ不良により、接触抵抗が増加により、ジ
ュール熱が発生し発熱し、近傍の樹脂製保護カバーに
着火し、延焼したものと推定される。

　平成１６年９月７日、平成１９年１月２７日付
けの新聞及びホームページに社告を掲載し、対象
製品のヒーター回路用リード線セットと感電保護
用カバーを難燃樹脂製カバーに取り替えるための
無償点検修理を行っている。

製造事業者

(受付:2006/12/01)

国の行政機関

使用期間：約３年

ＡＷＤ－Ｂ８６０Ｚ

三洋電機（株）

(拡大被害)三重県 (A2)

(事故発生地)

2006-2446

2006/12/16

電気洗濯機（乾燥機付
、ドラム式）

　鉄筋２階建て住宅のふろ場付近から
出火し、ふろ場約１５平方メートルを
焼いた。

　サーモスタット端子に接続するファストン端子のリ
ード線カシメ不良により、接触抵抗が増加により、ジ
ュール熱が発生し発熱し、近傍の樹脂製保護カバーに
着火し、延焼したものと推定される。

　平成１６年９月７日付けの新聞及びホームペー
ジにより社告を行うとともに、対象商品の無料点
検・修理を実施している。

製品評価技術基盤
機構

(受付:2006/12/19)

製造事業者

使用期間：約５年３か月

ＡＷＤ－Ａ８４５Ｚ

三洋電機（株）

(拡大被害)鳥取県 (A2)

(事故発生地)



No. 0276

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-3352

2007/04/28

電気洗濯機（乾燥機付
、ドラム式）

　マンションの洗面所のドアに隣接し
て設置された洗濯機が、運転中に異常
振動を起こして前方に移動したため、
洗面所ドアとドア枠の間に右手指を挟
まれ、右手圧挫傷を負った。

　当該機は、洗濯ネットのみでの洗濯を禁止する注意
表示がなかったため、被害者が洗濯ネット４個に入れ
た洗濯物のみで洗濯した際に、脱水時の重心の偏りに
より洗濯機が異常振動を起こし、本体が前方に移動し
たものと推定される。

　当該機は特定マンションに４６６台設置されて
いるもので、戸別訪問し、使用者に対して使用上
の注意喚起文書を配布し、洗濯機本体に注意ラベ
ルを貼付している。
　なお、洗濯機が異常振動した場合においても本
体が前方に移動しないように、洗濯機前面にスト
ッパーを設置している。

輸入事業者

(受付:2007/09/10)使用期間：約８か月

ＳＷ－Ｄ７Ｒ１

日本サムスン（株）

(重傷)東京都 (A4)

(事故発生地)

2006-2171

2006/11/12

電気洗濯機（乾燥機付
、ドラム式）

　洗濯乾燥機で乾燥中に、本体の下側
から発火した。

　当該機は修理歴があり、本体上部の修理箇所のリー
ド線に溶融痕が認められたことから、修理に使用され
た閉端接続子のリード線挿入不足によるカシメ不良に
より、当該箇所でスパークが生じて、近傍の可燃物に
着火し、燃焼したものと推定される。

　修理実績をもとにユーザー宅へ巡回訪問を行い
、点検修理を実施した。 製造事業者

(受付:2006/12/01)使用期間：約１年８か月
(拡大被害)鹿児島県 (D2)

(事故発生地)

2007-1014

2007/03/31

電気洗濯機（乾燥機付
、ドラム式）

　ドラム式洗濯機に洗濯物を入れたと
ころ、ドアの周囲に生じていたき裂に
よるバリが指の爪の間に刺さった。

　大物を洗濯する際に必要な洗濯キャップを使用して
いなかったため、脱水工程で高速運転しているときに
洗濯物が洗濯物投入口の樹脂枠に強く接触し、その摩
擦熱によって変形して一部が尖った状態になった樹脂
に触れ、負傷したものと推定される。
　なお、洗濯キャップの使用については取扱説明書に
書かれていた。

　被害者の誤使用とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。
　なお、平成１８年３月製造分より、「大物洗い
の際は洗濯キャップを必ず使用する」旨の注意喚
起のチラシを同梱している。

消費者

(受付:2007/05/29)使用期間：約１年１か月
(軽傷)大阪府 (E1)

(事故発生地)

2006-2814

2006/12/17

電気洗濯機（乾燥機付
、ドラム式）

　洗濯乾燥機付近から発煙、発火し、
洗濯機本体と横のラックを焼損、壁と
床の一部も焼損し、天井が煤けた。

　当該機の上部右側の焼損が著しいものの、 内部のヒ
ートポンプ、ファンモーター、内部配線等の電気部品
に発火の痕跡は認められず、原因の特定はできなかっ
た。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2007/01/16)使用期間：不　明
(拡大被害)愛知県 (G1)

(事故発生地)



No. 0277

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-3586

2007/02/17

電気洗濯機（乾燥機付
、ドラム式）

　洗濯機のスイッチを入れ外出したと
ころ、発煙、発火して、洗濯機本体と
横に置いていた衣類などを焼損し、隣
室が煙で汚損した。

　当該機の基板付近の内部配線に溶融痕が複数認めら
れ、溶融痕を確認したところ一次痕か二次痕かの判定
はできなかったが、可動・振動等によって損傷するよ
うな場所ではなく、同等品について当該機の溶融痕が
認められた箇所に強制的に着火し確認したところ、当
該機と焼損状態が異なることから、原因の特定はでき
なかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2007/02/28)

消費者センター

使用期間：約３年１０か月
(拡大被害)三重県 (G1)

(事故発生地)

2005-2166

2005/12/29

電気洗濯機（乾燥機付
き、ドラム式）

　洗濯機の扉を開けたら、中から煙が
出て異臭がした。

　 長期使用（約１１年）により、洗濯槽駆動部ベアリ
ングが劣化したために、運転時の異常振動とベアリン
グのガタが生じ、ベアリングゴムシールが摩擦され発
煙・異臭を出したものと推定される。

　経年劣化による事故とみられることから、措置
はとらなかった。 製造事業者

(受付:2006/01/19)使用期間：約１１年５か月

マルバー　ＷＤ１００１

（株）メイコー・エンター
プライズ

(製品破損)神奈川県 (C1)

(事故発生地)

2006-3707

2007/02/08

電気洗濯機（全自動） 　木造２階建て住宅が全焼した。火災
現場に焼損の著しい洗濯機があった。

　排水時に弁を開ける排水マグネットの二次コイルが
断線したため、急速に弁の開閉を繰り返すチャタリン
グ現象を起こし、排水マグネットが発煙・発火し、周
囲のプラスチックに着火し、延焼したものと推定され
る。

　平成３年１月１７日付けの新聞及びホームペー
ジで社告を行い、無償点検を実施している。 製造事業者

(受付:2007/03/07)使用期間：約１６年

ＮＡ－Ｆ４５Ｙ３

松下電器産業（株）

(拡大被害)茨城県 (A2)

(事故発生地)

2006-3871

2007/03/15

電気洗濯機（全自動） 　全自動洗濯機で洗濯したところ、異
臭がしており、すすぎの工程頃から発
煙が始まった。

　当該機のクラッチソレノイドのリード線の配線処理
状態及び結束バンドの締め付け状態、さらに運転中の
振動が重なり、結束部分に局部的なストレスが加わっ
たため、リード線が断線し、制御基板上のトランジス
ター、抵抗、マイコンにショート電流が流れ、発煙し
たものと推定される。

　他に同種事故は発生しておらず、単品不良とみ
られる事故であり、マイコンが破損した時点で、
電源入力用のリレーがオフになり、電源の供給が
遮断されることから、拡大被害に至ることはない
ため、措置はとらなかった。
　なお、クラッチソレノイドのリード線を覆って
いるチューブ、基板のモールド樹脂は難燃材料を
使用している。　

消費者センター

(受付:2007/03/16)

製造事業者

使用期間：約５年

ＥＳ－Ｕ７０Ｃ

シャープ（株）

(製品破損)兵庫県 (A2)

(事故発生地)



No. 0278

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-2029

2007/05/15

電気洗濯機（全自動） 　洗濯中、臭いにおいがし、洗濯機か
ら発煙した。

　モーター運転用コンデンサーの絶縁耐力低下のため
内部温度が上昇し、内部フイルムがショートするとと
もに、内部充填物（エポキシ樹脂）が熱せられ膨張し
てケースから流出し、発煙したものと推定される。

　平成１９年１０月１５日付けのホームページで
社告を行い、無償で点検・修理を行うとともにダ
イレクトメールを発送する。  なお、運転コンデン
サーのメーカーを変更する。

輸入事業者

(受付:2007/06/27)使用期間：約４年２か月

ＳＷ－５０Ａ１Ｓ

日本サムスン（株）

(製品破損)山梨県 (A3)

(事故発生地)

2007-3122

2006/07/03

電気洗濯機（全自動） 　脱水中の電気洗濯機の背面から煙が
出て、焦げ臭いにおいがした。

　モーター運転用コンデンサーの絶縁耐力低下のため
内部温度が上昇し、内部フイルムがショートするとと
もに、内部充填物（エポキシ樹脂）が熱せられ膨張し
てケースから流出し、発煙したものと推定される。

　平成１９年１０月１５日付けのホームページで
社告を行い、無償で点検・修理を行うとともにダ
イレクトメールを発送する。  なお、運転コンデン
サーのメーカーを変更する。

輸入事業者

(受付:2007/08/28)使用期間：約３年１１か月

ＳＷ－５０Ａ１Ｓ

日本サムスン（株）

(製品破損)静岡県 (A3)

(事故発生地)

2007-3123

2007/04/13

電気洗濯機（全自動） 　脱水中の電気洗濯機の洗濯槽から煙
が出た。

　モーター運転用コンデンサーの絶縁耐力低下のため
内部温度が上昇し、内部フイルムがショートするとと
もに、内部充填物（エポキシ樹脂）が熱せられ膨張し
てケースから流出し、発煙したものと推定される。

　平成１９年１０月１５日付けのホームページで
社告を行い、無償で点検・修理を行うとともにダ
イレクトメールを発送する。  なお、運転コンデン
サーのメーカーを変更する。

輸入事業者

(受付:2007/08/28)使用期間：約４年１１か月

ＳＷ－５０Ａ１Ｓ

日本サムスン（株）

(製品破損)東京都 (A3)

(事故発生地)

2007-3124

2007/06/07

電気洗濯機（全自動） 　脱水中の電気洗濯機から白煙が出て
、異音がし、回転しなくなった。

　モーター運転用コンデンサーの絶縁耐力低下のため
内部温度が上昇し、内部フイルムがショートするとと
もに、内部充填物（エポキシ樹脂）が熱せられ膨張し
てケースから流出し、発煙したものと推定される。

　平成１９年１０月１５日付けのホームページで
社告を行い、無償で点検・修理を行うとともにダ
イレクトメールを発送する。  なお、運転コンデン
サーのメーカーを変更する。

輸入事業者

(受付:2007/08/28)使用期間：約５年１０か月

ＳＷ－５０Ａ１Ｓ

日本サムスン（株）

(製品破損)東京都 (A3)

(事故発生地)



No. 0279

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-3125

2007/07/01

電気洗濯機（全自動） 　洗濯中の電気洗濯機から白煙が出て
、部屋が真っ白になり、焦げ臭いにお
いがした。

　モーター運転用コンデンサーの絶縁耐力低下のため
内部温度が上昇し、内部フイルムがショートするとと
もに、内部充填物（エポキシ樹脂）が熱せられ膨張し
てケースから流出し、発煙したものと推定される。

　平成１９年１０月１５日付けのホームページで
社告を行い、無償で点検・修理を行うとともにダ
イレクトメールを発送する。  なお、運転コンデン
サーのメーカーを変更する。

輸入事業者

(受付:2007/08/28)使用期間：約５年１０か月

ＳＷ－５０Ａ１Ｓ

日本サムスン（株）

(製品破損)北海道 (A3)

(事故発生地)

2007-3126

2007/08/02

電気洗濯機（全自動） 　脱水ができず、異音がし、電気洗濯
機から焦げ臭いにおいがした。

　モーター運転用コンデンサーの絶縁耐力低下のため
内部温度が上昇し、内部フイルムがショートするとと
もに、内部充填物（エポキシ樹脂）が熱せられ膨張し
てケースから流出し、発煙したものと推定される。

　平成１９年１０月１５日付けのホームページで
社告を行い、無償で点検・修理を行うとともにダ
イレクトメールを発送する。  なお、運転コンデン
サーのメーカーを変更する。

輸入事業者

(受付:2007/08/28)使用期間：約５年

ＳＷ－５０Ａ１Ｓ

日本サムスン（株）

(製品破損)栃木県 (A3)

(事故発生地)

2007-3127

2007/08/16

電気洗濯機（全自動） 　異臭がし、電気洗濯機から発煙した
。

　モーター運転用コンデンサーの絶縁耐力低下のため
内部温度が上昇し、内部フイルムがショートするとと
もに、内部充填物（エポキシ樹脂）が熱せられ膨張し
てケースから流出し、発煙したものと推定される。

　平成１９年１０月１５日付けのホームページで
社告を行い、無償で点検・修理を行うとともにダ
イレクトメールを発送する。  なお、運転コンデン
サーのメーカーを変更する。

輸入事業者

(受付:2007/08/28)使用期間：約５年５か月

ＳＷ－５０Ａ１Ｓ

日本サムスン（株）

(製品破損)静岡県 (A3)

(事故発生地)

2007-3128

2007/08/17

電気洗濯機（全自動） 　異臭がし、電気洗濯機から発煙した
。

　モーター運転用コンデンサーの絶縁耐力低下のため
内部温度が上昇し、内部フイルムがショートするとと
もに、内部充填物（エポキシ樹脂）が熱せられ膨張し
てケースから流出し、発煙したものと推定される。

　平成１９年１０月１５日付けのホームページで
社告を行い、無償で点検・修理を行うとともにダ
イレクトメールを発送する。  なお、運転コンデン
サーのメーカーを変更する。

輸入事業者

(受付:2007/08/28)使用期間：約６年

ＳＷ－５０Ａ１Ｓ

日本サムスン（株）

(製品破損)千葉県 (A3)

(事故発生地)



No. 0280

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-3742

2007/09/17

電気洗濯機（全自動） 　洗濯機から発煙した。 　モーター運転用コンデンサーの絶縁耐力低下のため
内部温度が上昇し、内部フイルムがショートするとと
もに、内部充填物（エポキシ樹脂）が熱せられ膨張し
てケースから流出し、発煙したものと推定される。

　平成１９年１０月１５日付けのホームページで
社告を行い、無償で点検・修理を行うとともにダ
イレクトメールを発送する。  なお、運転コンデン
サーのメーカーを変更する。

輸入事業者

(受付:2007/10/12)使用期間：約５年

ＳＷ－５０Ａ１Ｓ

日本サムスン（株）

(製品破損)福島県 (A3)

(事故発生地)

2007-4879

2007/10/17

電気洗濯機（全自動） 　使用中の洗濯機から焦げ臭いにおい
がし、ふたを開けたら煙が出ていた。

　モーター運転用コンデンサーの絶縁耐力低下のため
内部温度が上昇し、内部フイルムがショートするとと
もに、内部充填物（エポキシ樹脂）が熱せられ膨張し
てケースから流出し、発煙したものと推定される。

　平成１９年１０月１５日付けのホームページで
社告を行い、無償で点検・修理を行うとともにダ
イレクトメールを発送する。
　なお、運転コンデンサーのメーカーを変更する
。

輸入事業者

(受付:2007/12/13)使用期間：約６年６か月

ＳＷ－５０Ａ１Ｓ

日本サムスン（株）

(製品破損)東京都 (A3)

(事故発生地)

2007-4880

2007/10/18

電気洗濯機（全自動） 　使用中の洗濯機から煙が出た。 　モーター運転用コンデンサーの絶縁耐力低下のため
内部温度が上昇し、内部フイルムがショートするとと
もに、内部充填物（エポキシ樹脂）が熱せられ膨張し
てケースから流出し、発煙したものと推定される。

　平成１９年１０月１５日付けのホームページで
社告を行い、無償で点検・修理を行うとともにダ
イレクトメールを発送する。  なお、運転コンデン
サーのメーカーを変更する。

輸入事業者

(受付:2007/12/13)使用期間：約５年

ＳＷ－５０Ａ１Ｓ

日本サムスン（株）

(製品破損)新潟県 (A3)

(事故発生地)

2007-4881

2007/10/18

電気洗濯機（全自動） 　脱水中の洗濯機から異臭がし、発煙
した。

　モーター運転用コンデンサーの絶縁耐力低下のため
内部温度が上昇し、内部フイルムがショートするとと
もに、内部充填物（エポキシ樹脂）が熱せられ膨張し
てケースから流出し、発煙したものと推定される。

　平成１９年１０月１５日付けのホームページで
社告を行い、無償で点検・修理を行うとともにダ
イレクトメールを発送する。  なお、運転コンデン
サーのメーカーを変更する。

輸入事業者

(受付:2007/12/13)使用期間：約５年

ＳＷ－５０Ａ１Ｓ

日本サムスン（株）

(製品破損)東京都 (A3)

(事故発生地)



No. 0281

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-4882

2007/11/18

電気洗濯機（全自動） 　使用中の洗濯機から白煙が出た。 　モーター運転用コンデンサーの絶縁耐力低下のため
内部温度が上昇し、内部フイルムがショートするとと
もに、内部充填物（エポキシ樹脂）が熱せられ膨張し
てケースから流出し、発煙したものと推定される。

　平成１９年１０月１５日付けのホームページで
社告を行い、無償で点検・修理を行うとともにダ
イレクトメールを発送する。  なお、運転コンデン
サーのメーカーを変更する。

輸入事業者

(受付:2007/12/13)使用期間：約５年

ＳＷ－５０Ａ１Ｓ

日本サムスン（株）

(製品破損)埼玉県 (A3)

(事故発生地)

2007-4883

2007/11/19

電気洗濯機（全自動） 　使用中の洗濯機から異臭がした。 　モーター運転用コンデンサーの絶縁耐力低下のため
内部温度が上昇し、内部フイルムがショートするとと
もに、内部充填物（エポキシ樹脂）が熱せられ膨張し
てケースから流出し、発煙したものと推定される。

　平成１９年１０月１５日付けのホームページで
社告を行い、無償で点検・修理を行うとともにダ
イレクトメールを発送する。  なお、運転コンデン
サーのメーカーを変更する。

輸入事業者

(受付:2007/12/13)使用期間：約５年

ＳＷ－５０Ａ１Ｓ

日本サムスン（株）

(製品破損)岩手県 (A3)

(事故発生地)

2007-5012

2007/10/25

電気洗濯機（全自動） 　使用中の洗濯機から発煙した。 　モーター運転用コンデンサーの絶縁耐力低下のため
内部温度が上昇し、内部フイルムがショートするとと
もに、内部充填物（エポキシ樹脂）が熱せられ膨張し
てケースから流出し、発煙したものと推定される。

　平成１９年１０月１５日付けのホームページで
社告を行い、無償で点検・修理を行うとともにダ
イレクトメールを発送する。  なお、運転コンデン
サーのメーカーを変更する。

輸入事業者

(受付:2007/12/20)使用期間：約５年

ＳＷ－５０Ａ１Ｓ

日本サムスン（株）

(製品破損)東京都 (A3)

(事故発生地)

2007-5013

2007/10/27

電気洗濯機（全自動） 　使用中の洗濯機から発煙した。 　モーター運転用コンデンサーの絶縁耐力低下のため
内部温度が上昇し、内部フイルムがショートするとと
もに、内部充填物（エポキシ樹脂）が熱せられ膨張し
てケースから流出し、発煙したものと推定される。

　平成１９年１０月１５日付けのホームページで
社告を行い、無償で点検・修理を行うとともにダ
イレクトメールを発送する。  なお、運転コンデン
サーのメーカーを変更する。

輸入事業者

(受付:2007/12/20)使用期間：約５年

ＳＷ－５０Ａ１Ｓ

日本サムスン（株）

(製品破損)福岡県 (A3)

(事故発生地)



No. 0282

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-5091

2007/11/30

電気洗濯機（全自動） 　洗濯が終わったので洗濯機を開けた
ところ、焦げ臭いにおいがした。

　モーター運転用コンデンサーの絶縁耐力低下のため
内部温度が上昇し、内部フイルムがショートするとと
もに、内部充填物（エポキシ樹脂）が熱せられ膨張し
てケースから流出し、発煙したものと推定される。

　平成１９年１０月１５日付けのホームページで
社告を行い、無償で点検・修理を行うとともにダ
イレクトメールを発送する。  なお、運転コンデン
サーのメーカーを変更する。

輸入事業者

(受付:2007/12/27)使用期間：約５年３か月

ＳＷ－５０Ａ１Ｓ

日本サムスン（株）

(製品破損)北海道 (A3)

(事故発生地)

2007-5092

2007/12/02

電気洗濯機（全自動） 　使用中の洗濯機の洗濯槽から発煙し
た。

　モーター運転用コンデンサーの絶縁耐力低下のため
内部温度が上昇し、内部フイルムがショートするとと
もに、内部充填物（エポキシ樹脂）が熱せられ膨張し
てケースから流出し、発煙したものと推定される。

　平成１９年１０月１５日付けのホームページで
社告を行い、無償で点検・修理を行うとともにダ
イレクトメールを発送する。  なお、運転コンデン
サーのメーカーを変更する。

輸入事業者

(受付:2007/12/27)使用期間：約７年

ＳＷ－５０Ａ１Ｓ

日本サムスン（株）

(製品破損)千葉県 (A3)

(事故発生地)

2006-0374

2006/04/26

電気洗濯機（全自動） 　修理交換済みの洗濯機の背面下部か
ら発火し、壁が焦げた。

　社告による修理・交換（運転中の振動による曲げ応
力が集中していたモーターリード線とアース線の分岐
箇所の配線処理及び防音緩衝材の除去）を行ったサー
ビスマンの作業ミスにより、モーターリード線の応力
が取り除かれなかったことから、断線し短絡・スパー
クして、除去されていなかった可燃性の防音緩衝材に
、着火・延焼したものと推定される。

　平成１９年３月１６日付けの新聞及びホームペ
ージに再社告を掲載し、無償点検・修理を実施し
ている。なお、全国の修理サービス拠点に対し、
対策内容の再徹底の指示を行うとともに、特定サ
ービスマンが行った対策処置品について、再点検
を行った。

製造事業者

(受付:2006/05/11)使用期間：約６年４か月

ＥＳ－ＪＮ４２Ａ

シャープ（株）

(拡大被害)福井県 (D2)

(事故発生地)

2007-4219

2007/11/01

電気洗濯機（全自動） 　髪をカットするときに掛けるビニー
ルクロス２枚を脱水中、異常音ととも
に洗濯機が飛び上がって水が出て破裂
した。

　防水性の洗濯物（ビニールクロス）を脱水したため
、洗濯槽が水を貯めた不安定な状態のまま、脱水工程
の高速回転に移行し、バランスを崩して外槽に衝突し
た際、大きな音と共に洗濯機が飛び上がり、洗濯機外
郭が変形したものと推定される。
　なお、洗濯機の上蓋に防水性シート等の洗い・すす
ぎ・脱水等の禁止の注意表示がされていた。

　被害者の誤使用とみられる事故のため、措置は
とらなかった。 消費者センター

(受付:2007/11/02)使用期間：約１か月
(製品破損)岡山県 (E1)

(事故発生地)



No. 0283

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-2013

2004/10/24

電気洗濯機（全自動） 　洗濯機で敷きふとんを洗濯、脱水し
取り出そうとした時に、ふとんに右手
中指が絡みつき、第一関節から断裂し
た。

　被害者が敷き布団を取り出す際、脱水槽が完全に止
まっていない状態で、手を入れたため、回っていた布
団が指に絡みつき断裂したものと推定される。
　なお、本体及び取扱説明書には「脱水槽が完全に止
まるまでは絶対に中の洗濯物に手を触れない」旨の警
告表示を行っている。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。
　なお、（社）日本電機工業会と連携し、新聞等
で安全に使用するための啓発活動を行っている。

製造事業者

(受付:2006/11/17)使用期間：約８年
(重傷)大阪府 (E2)

(事故発生地)

2006-2121

2006/09/18

電気洗濯機（全自動） 　洗濯機の脱水運転中に、指が巻き込
まれ、第一関節部を受傷した。

　学生寮で長期使用により、ブレーキバンドが破断し
てブレーキがかからない故障状態のまま使用されてお
り、さらに洗濯物を取り出す際に回転が完全に停止し
ないうちに手を入れたことから、洗濯物が指に巻き付
き、けがをしたものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。　 なお、洗濯機本体及び取扱
説明書に「脱水槽の回転が完全に止まるまでは、
絶対に中の洗濯物に手などで触れないで下さい。
」「１５秒以内に脱水槽が止まらない場合は、直
ちに使用を中止し、修理を依頼してください。」
と警告表示を記載している。また、日本電機工業
会は、平成１８年１１月２８日付け新聞及びＨＰ
に「安全使用のお願い」を実施している。

製造事業者

(受付:2006/11/28)使用期間：約１０年
(重傷)東京都 (E2)

(事故発生地)

2007-0399

2005/06/29

電気洗濯機（全自動） 　洗濯機の脱水槽から洗濯物を取り出
そうとしたところ、洗濯物が指に絡ま
り、右手の中指と薬指を怪我した。

　被害者の証言により、脱水槽が停止する前に洗濯物
を取り出そうと手を入れたため、洗濯物が指に絡まり
怪我をしたものである。
　なお、当該品は脱水運転終了後、槽が停止するまで
に時間がかかるとのことで、平成１６年９月に被害者
が修理依頼をしたものの修理を見合わせ、その際サー
ビス員から取り扱い注意の説明を受けており、当該機
には注意ラベルが貼付されていた。　

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。　  なお、ホームページ上で、
洗濯機の使い方に関する消費者啓発活動を実施し
ている。　さらに、（社）日本電機工業会は、平
成１８年１１月２８～３０日及び平成１９年３月
１９日に、脱水運転時の安全啓発に係る新聞掲載
を行っている。

製造事業者

(受付:2007/04/24)使用期間：約１１年

ＥＳ－Ｓ６５

シャープ（株）

(重傷)宮城県 (E2)

(事故発生地)

2006-1390

2006/09/13

電気洗濯機（全自動） 　木造２階建て１階倉庫の洗濯機設置
部周辺の壁と天井の一部と洗濯機の後
方上部を焼損した。

　当該機の内部配線のリード線に断線・溶融痕が認め
られるものの、焼損が著しいことから、原因の特定は
できなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2006/09/21)使用期間：約１０年
(拡大被害)千葉県 (G1)

(事故発生地)



No. 0284

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-1853

2006/09/14

電気洗濯機（全自動） 　洗濯機から発火し、床と壁クロスを
汚損した。

　本体上面部から出火しており、電源スイッチ付近の
接点が溶融し、溶融痕の粒が付着していたことから、
当該部分から出火したものと考えられるが、焼損が著
しく、一次痕か二次痕かの判定ができず、原因の特定
はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2006/11/07)使用期間：約１５年
(拡大被害)三重県 (G1)

(事故発生地)

2007-0196

2007/03/19

電気洗濯機（全自動） 　屋外に簡易屋根と囲いを設けて設置
されていた電気洗濯機から発火し、本
体及びその周辺が焼損した。

　本体右側上部の焼損が著しかったが、発火した痕跡
が認められず、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2007/04/10)使用期間：約１３年９か月
(拡大被害)宮崎県 (G1)

(事故発生地)

2007-2400

2007/07/21

電気洗濯機（全自動） 　運転中の洗濯機から異臭がし、操作
パネル、電源コード、モーターが異常
に発熱していた。

　被害者は既に事故品を廃棄（リサイクル）しており
、事故品を入手できないことから、調査できなかった
。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 消費者

(受付:2007/07/24)使用期間：不　明
(製品破損)愛知県 (G2)

(事故発生地)

2007-2416

2007/07/03

電気洗濯機（全自動、
乾燥機付）

　洗濯機のふたのガラスがひび割れ、
洗濯物についた破片で足の裏を切った
。

　製造工程のうち、成形後の熱処理時間が短かったこ
とから残留応力が大きくなり、強度が低下していたガ
ラス部品の表面に傷がつき、その傷が伸長していった
ために破損に至ったものと推定される。

　平成１９年７月１７日付のホームページに告知
し、無償で修理を行っている。　  なお、今後は製
造工程の残留応力低減のためのアニール処理工程
を追加し、熱衝撃を加えて全数検査をすることと
した。

製造事業者

(受付:2007/07/25)使用期間：不　明

ＭＶＷ－ＶＤ１（ブランド
：三菱）

日本建鐵（株）

(軽傷)東京都 (A2)

(事故発生地)



No. 0285

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-2415

2007/07/12

電気洗濯機（全自動、
乾燥機付）

　水漏れした床を拭こうとして運転中
の洗濯機の正面下部に手を入れたとこ
ろ、タオルと手が巻き込まれ、指を骨
折した。

　洗濯機を停止させずに床にこぼれた水を拭いた際、
当該機を載せていたキャスター付き置き台下の隙間か
ら本体下部に手を入れたために、タオルと手が回転部
に巻き込まれたものと推定される。
　なお、取扱説明書には「洗濯乾燥機の下に手や足を
入れない、回転部があり、ケガの原因になる」旨の注
意表示を記載している。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製造事業者

(受付:2007/07/25)使用期間：約１年７か月
(軽傷)埼玉県 (E2)

(事故発生地)

2006-3588

2007/01/03

電気洗濯機（二槽式） 　洗濯をしている最中に臭いがして、
脱水タイマー付近より発火し、操作パ
ネルの一部が焼損した。

　当該機の脱水蓋スイッチ部に洗剤液の泡やほこり等
が付着・堆積したため、スイッチの接点板間でトラッ
キング現象が発生し、発火したものと推定される。

　平成１９年３月１６日付けの新聞及びホームペ
ージに社告を掲載し、無償で修理・点検を行って
いる。　また、脱水蓋スイッチの接点固定樹脂を
ポリブチレンテレフタレートから耐トラッキング
性能が高いポリアミド（ナイロン６６）へ変更す
る。

製造事業者

(受付:2007/02/28)使用期間：約３年５か月

ＥＳ－５６ＧＳ－Ｃ

シャープ（株）

(製品破損)茨城県 (A1)

(事故発生地)

2007-0051

2006/05/20

電気洗濯機（二槽式） 　運転中の洗濯機から発火して、操作
パネルの一部を焼損し、壁が焦げた。

　当該機の脱水蓋スイッチ部に洗剤液の泡やほこり等
が付着・堆積したため、スイッチの接点板間でトラッ
キング現象が発生し、発火したものと推定される。

　平成１９年３月１６日付けの新聞及びホームペ
ージに社告を掲載し、無償で修理・点検を行って
いる。　また、脱水蓋スイッチの接点固定樹脂を
ポリブチレンテレフタレートから耐トラッキング
性能が高いポリアミド（ナイロン６６）へ変更す
る。

製造事業者

(受付:2007/04/03)使用期間：約３年

ＥＳ－５０Ｆ１－Ｃ

シャープ（株）

(拡大被害)新潟県 (A1)

(事故発生地)

2007-0053

2007/03/10

電気洗濯機（二槽式） 　二槽式電気洗濯機から発火し、操作
パネルの一部を焼損した。

　当該機の脱水蓋スイッチ部に洗剤液の泡やほこり等
が付着・堆積したため、スイッチの接点板間でトラッ
キング現象が発生し、発火したものと推定される。

　平成１９年３月１６日付けの新聞及びホームペ
ージに社告を掲載し、無償で修理・点検を行って
いる。　また、脱水蓋スイッチの接点固定樹脂を
ポリブチレンテレフタレートから耐トラッキング
性能が高いポリアミド（ナイロン６６）へ変更す
る。

製造事業者

(受付:2007/04/03)使用期間：約３年７か月

ＥＳ－５６ＧＳ－Ｃ

シャープ（株）

(製品破損)宮城県 (A1)

(事故発生地)



No. 0286

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-2809

2007/06/15

電気洗濯機（二槽式） 　二槽式洗濯機で脱水中、爆発音がし
て、脱水槽のふたが開き、脱水槽と洗
濯機本体が割れて合成樹脂の破片が飛
んだ。

　脱水槽とモーターを連結しているシャフトが傾いた
ために、脱水槽が洗濯物の自重とともに大きく偏心し
、洗濯槽等に当たったために破損したものと推定され
る。シャフトが傾いた原因は、長期間の使用によって
脱水槽のシャフト取付部が著しく腐食したために部分
的に強度が低下し、徐々に傾いていったものと思われ
る。

　経年劣化による事故とみられ、他に同種事故は
発生していないことから、措置はとらなかった。 消費者センター

(受付:2007/08/10)使用期間：約２１年

ＮＡ－Ｗ３０３

松下電器産業（株）

(製品破損)大阪府 (C1)

(事故発生地)

2007-2829

2007/06/29

電気洗濯機（二槽式） 　脱水運転中の二槽式洗濯機から脱水
機の内ふたが飛んできて左手首に当た
った。

　内ふたに帯状のこすれた跡があり、ヒンジ部分のつ
めが欠けていたことから、中ふたが脱水槽上部溝に確
実に固定されていなかったため、脱水運転中に中ふた
が外れて内ふたに接触したため、内ふたのヒンジ部分
が破損し、内ふたが洗濯機外に飛び出したものと推定
される。
　なお、取扱説明書に中ふたの取り付け方法を記載し
、正しくはめ込んでいないと事故の原因になる旨を記
載している。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製造事業者

(受付:2007/08/13)使用期間：約１５年
(軽傷)愛知県 (E2)

(事故発生地)

2005-1012

2005/08/30

電気洗濯機（二槽式） 　老人保健施設で、屋根がある屋外に
設置してあった洗濯機付近から出火し
、洗濯機と施設の壁を少し焼損した。

　当該品の設置及び焼損状況から本体上部から出火し
たものとみられるが、洗濯用タイマー、脱水用タイマ
ー及び電源スイッチ等の電気部品に発火の痕跡は認め
られないことから、製品に起因する事故ではないもの
と推定される。

　製品に起因しない事故であるため、措置はとら
なかった。 消防機関

(受付:2005/09/21)

製造事業者

使用期間：約１０年
(拡大被害)岐阜県 (F2)

(事故発生地)

2006-3254

2007/01/21

電気洗濯機（二槽式） 　洗濯機から出火して全体を焼損し、
建物外壁と屋根の一部を焦がした。

　当該機の電気部品及び内部配線からの発火の痕跡は
認められず、電源コードに溶融痕が認められたが、一
次痕・二次痕の判定ができないことから、原因の特定
はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2007/02/07)使用期間：不　明
(拡大被害)福岡県 (G1)

(事故発生地)



No. 0287

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0860

2006/12/00

電気掃除機 　使用中の掃除機からにおいがし、煙
が発生して火を噴いた。

　長期使用（１０年）により、回転子コイルの絶縁被
膜が劣化し、フィルターの目詰まりによるモーター冷
却風の減少及びモーターの自己発熱等によって、絶縁
被膜が破壊されレイヤショートしたものと推定される
。

　経年劣化による事故とみられ、他に同種事故は
発生しておらず、最終的に電流ヒューズが溶断し
て動作が停止し拡大被害に至る可能性はないこと
から、措置はとらなかった。

消費者センター

(受付:2007/05/18)使用期間：約１０年

ＣＶ－ＭＸ１００Ｔ

日立アプライアンス（株）

(製品破損)島根県 (C1)

(事故発生地)

2007-3530

2007/07/25

電気送風機 　電気送風機を使用して、ビニール製
ボールに空気を入れる作業をしていた
ところ、突然、機器本体が破損し、破
片が体に当たり負傷した。

　被害者が主にゴミ等の吹き飛ばし清掃を行うための
当該品をビニール製ボールの空気入れとして使用して
いたため、充填完了時点では送風口をふさいだ状態と
なり、内部の送風ファンが異常に高速回転して、送風
ファン及び本体が破損し、破片が身体に当たったもの
と推定される。
　なお、取扱説明書の警告事項に「送風口や吸入口を
ふさぐと破損し怪我の恐れがある」旨の記載がある。

　被害者の誤使用とみられる事故であるものの、
平成１９年９月１４日付けのホームページに「お
知らせ」を掲載するとともに、取扱説明書・注意
文に「ボール、ゴムボートなどへの空気充填の目
的に使用しないでください」の旨を追記した。

輸入事業者

(受付:2007/09/25)使用期間：約４年
(軽傷)兵庫県 (E1)

(事故発生地)

2006-2470

2006/12/17

電気毛布 　住宅から出火して、寝室のベッドと
廊下の床２平方メートルを焼き、家人
が両足に軽い火傷を負った。

　長期使用（約３７年間）のため、経年劣化による配
線ショートによって火災に至ったものと推定される。

　経年劣化による事故であるため、措置はとらな
かった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2006/12/21)

製造事業者

使用期間：約３７年

ＣＢ－１５５

日本電熱（株）

(軽傷)長野県 (C1)

(事故発生地)

2006-3712

2007/02/17

電気毛布 　電気毛布のスイッチを入れてふとん
を暖めていたところ、煙が出て発火し
、畳が焦げるなどした。

　長期使用（約２３年）により、 コントローラ付近の
電源コード及び６芯コードが、繰り返し機械的ストレ
スを受けたため、芯線が半断線状態になり発熱し、発
火したものと推定される。

　経年劣化による事故とみられ、他に同種事故が
発生していないことから、措置はとらなかった。 製造事業者

(受付:2007/03/07)使用期間：約２３年

ＣＳ－４１２

日本電熱（株）

(拡大被害)高知県 (C1)

(事故発生地)



No. 0288

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-3578

2006/11/00

電気毛布 　電気毛布を使用して就寝中に、青い
光の点滅と異臭で目を覚ましたところ
、電源コードが焼けて毛布が焦げてい
た。

　ヒーターに接続されるコードがコードプロテクタ端
部で断線しており、断線部に溶融痕が認められたこと
から、被害者の使用中に過度な屈曲や機械的ストレス
が加わり、半断線状態となり短絡・スパークし、出火
したものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製造事業者

(受付:2007/02/28)使用期間：約１０年
(製品破損)大阪府 (E2)

(事故発生地)

2005-2567

0000/00/00

電気毛布 　火災が発生した現場付近に、電気毛
布があった。

　事故当時、電気毛布の電源スイッチは入っておらず
、製品に起因しない事故と考えられるものの、事故品
が入手できないことから、調査できなかった。

　事故品が入手できないことから、調査不能であ
るため、措置はとれなかった。 製造事業者

(受付:2006/02/16)使用期間：約４年
(拡大被害)東京都 (G2)

(事故発生地)

2007-4830

2007/11/29

電気毛布（掛毛布） 　使用中の電気毛布のコントローラー
の接続部分から炎が上がって、焦げた
においがした。

　コントローラーにつながる電源コードのコード付け
根付近に過度な屈曲や機械的ストレスが加わり、芯線
が半断線状態となり短絡・スパークし、炎が出たもの
と推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 消費者センター

(受付:2007/12/11)使用期間：約７年
(拡大被害)三重県 (E2)

(事故発生地)

2007-0993

2007/04/21

電気毛布（掛毛布） 　使用中の電気毛布から発火して、直
径２０ｃｍ程が燃え、ふとんが燃えた
。

　当該機に発火に至る異常は認められず、事故現場の
周辺状況が不明のため、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 消費者センター

(受付:2007/05/28)

製造事業者

使用期間：約５年
(拡大被害)岡山県 (G1)

(事故発生地)



No. 0289

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-3290

2007/08/05

電気冷温水給湯器 　電気冷温水給湯器から発煙した。 　コンプレッサーに内蔵しているＰＴＣリレースイッ
チ内部のＰＴＣ素子に破損したものが混入したため、
当該ＰＴＣ素子が過熱し、ＰＴＣリレースイッチの外
郭樹脂が焼損したものと推定される。

　平成１９年８月３０日付けで製品の販売を中止
し、平成１９年９月３日付のホームページに社告
を掲載し、回収するとともに、無償で代替品との
交換又は、部品交換を行っている。　

輸入事業者

(受付:2007/09/06)使用期間：約２０日

アクアクレールＬ（Ｂ１０
Ａ）

アクアクララ（株）

(製品破損)宮城県 (A3)

(事故発生地)

2006-2489

2006/12/08

電子レンジ 　電子レンジの内部が焼損した。 　 電子レンジ内の回転台駆動用の軸受ホルダー組立時
に、微少の導電性異物が軸受内へ混入したものがあり
、特に極少量の食品を加熱した場合、軸受ホルダー内
の電界が強くなり、この異物と回転軸との間にスパー
クが発生し、長年の使用中に、このスパークが繰り返
されて回転軸が加熱され、取り付けられているプーリ
ーが軟化・発臭し、発煙・発火したものと推定される
。

　昭和６１年１２月５日及び６日付けの新聞に社
告を掲載し、修理・点検を実施した。　また、当
該製品は既に生産完了し、当該構造のものは現在
生産していないが、以後の製品の生産に当たって
は、軽負荷で使用した場合でも軸受けホルダー内
へのマイクロ波の入り込みを防止する構造に変更
するとともに、回転軸をモーターで直接駆動する
など、当該部の構造を変更している。

製造事業者

(受付:2006/12/21)使用期間：約２３年

ＭＲＯ－５８００Ｓ

日立アプライアンス（株）

(製品破損)大阪府 (A2)

(事故発生地)

2006-1482

2006/09/21

電子レンジ 　電子レンジでご飯を温めていたら操
作パネルの裏側から発火した。

　機器運転中に扉を開閉し、電源の入切がラッチスイ
ッチで繰り返されることでラッチスイッチの接点でス
パークが発生し、接触不良となり、トラッキング現象
が起こり焼損に至ったと推定される。

　平成１９年９月１２日付け新聞及びホームペー
ジに社告を掲載し、無償で部品交換を行っている
。

消費者センター

(受付:2006/10/02)

製造事業者

使用期間：約８年

ＫＲＤ－０１０６

小泉成器（株）

(製品破損)岐阜県 (A3)

(事故発生地)

2007-0288

2007/03/13

電子レンジ 　電子レンジでご飯を温めていたとこ
ろ、機器の表示板の下から発火し、煙
で室内を汚染した。

　電子レンジのマイクロスイッチを取り付ける台周辺
の樹脂の焼損が著しいことから、マイクロスイッチの
接点に異常が発生し、発熱・発火したものと推定され
る。

　平成１５年９月２日、平成１８年４月１７、１
８、２４日、平成１９年５月２９日に販売事業者
が新聞紙上に社告を掲載し、ホームページ上にも
告知し、無償点検・修理を行っている。

製造事業者

(受付:2007/04/17)使用期間：約８年

ＩＭ－５７４

（株）千石

(拡大被害)千葉県 (A3)

(事故発生地)



No. 0290

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-1614

2007/05/25

電子レンジ 　電子レンジでフライを温めていたと
ころ、操作部の裏側から火が出た。

　電子レンジのマイクロスイッチを取り付ける台周辺
の樹脂の焼損が著しいことから、マイクロスイッチの
接点に異常が発生し、発熱・発火したものと推定され
る。

　平成１５年９月２日、平成１８年４月１７、１
８、２４日、平成１９年５月２９日に販売事業者
が新聞紙上に社告を掲載し、ホームページ上にも
告知し、無償点検・修理を行っている。

輸入事業者

(受付:2007/06/14)使用期間：約８年

ＩＭ－５７４

（株）千石

(製品破損)埼玉県 (A3)

(事故発生地)

2006-1989

2006/10/31

電子レンジ 　電子レンジで冷凍ピザを加熱中、「
バチッ」と音がして操作部から発煙、
発火し、金属ラックとラック上のラッ
プの箱が煤けた。

　長期間（約１６年）使用により、吸気口付近に多量
の埃が堆積しダイオードブリッジが高温条件下となり
、ダイオードブリッジ内部素子と電極を接合している
はんだ部にクラックが生じスパークが発生し、付近の
樹脂に引火して発煙・発火したものと推定される。

　平成１９年５月３０日付けホームページ、及び
５月３１日付けの新聞に社告を掲載し、無償で部
品交換を行っている。

製造事業者

(受付:2006/11/01)使用期間：約１６年

ＮＥ－ＡＴ７０

松下電器産業（株）

(拡大被害)愛知県 (C1)

(事故発生地)

2006-2431

2006/12/12

電子レンジ 　電子レンジに食品を入れて３０秒後
に、電子レンジのパネル付近から火が
出ていた。

　長期間（約１５年）使用により、吸気口付近に多量
の埃が堆積しダイオードブリッジが高温条件下となり
、ダイオードブリッジ内部素子と電極を接合している
はんだ部にクラックが生じスパークが発生し、付近の
樹脂に引火して発煙・発火したものと推定される。

　平成１９年５月３０日付けホームページ、及び
５月３１日付けの新聞に社告を掲載し、無償で部
品交換を行っている。

消防機関

(受付:2006/12/18)

製造事業者

使用期間：約１５年

ＮＥ－ＡＣ６０

松下電器産業（株）

(製品破損)熊本県 (C1)

(事故発生地)

2006-2775

2006/09/24

電子レンジ 　電子レンジを使用中に本体内部より
火が出て、基板の一部を焼損した。

　長期使用（約１８年）により、インバータ基板内の
高圧チョークコイル端子のはんだ付け部に不具合（は
んだ割れ等）による接触不良が生じ、この間で放電等
が発生し、基板の一部が焼損したものと推定される。

　経年劣化による事故とみられ、他に同種事故は
発生していないことから、措置はとらなかった。
　なお、当該品の製造は既に終了している。

消費者

(受付:2007/01/12)

製造事業者

使用期間：約１８年

ＲＥ－１０２４ＧＹ

シャープ（株）

(製品破損)北海道 (C1)

(事故発生地)



No. 0291

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-3212

2007/01/19

電子レンジ 　電子レンジ使用中に、キャビネット
のルーバー部分から発火、発煙した。

　長期間（約１５年）使用により、吸気口付近に多量
の埃が堆積しダイオードブリッジが高温条件下となり
、ダイオードブリッジ内部素子と電極を接合している
はんだ部にクラックが生じスパークが発生し、付近の
樹脂に引火して発煙・発火したものと推定される。

　平成１９年５月３０日付けホームページ、及び
５月３１日付けの新聞に社告を掲載し、無償で部
品交換を行っている。

製造事業者

(受付:2007/02/06)使用期間：約１５年

ＮＥ－ＡＣ６０

松下電器産業（株）

(製品破損)高知県 (C1)

(事故発生地)

2006-3546

2007/02/21

電子レンジ 　病院の職員休憩室で、電子レンジを
使用していたところ異音がし、機器右
側面から発火、発煙した。

　長期間（約１５年）使用により、吸気口付近に多量
の埃が堆積しダイオードブリッジが高温条件下となり
、ダイオードブリッジ内部素子と電極を接合している
はんだ部にクラックが生じスパークが発生し、付近の
樹脂に引火して発煙・発火したものと推定される。

　平成１９年５月３０日付けホームページ、及び
５月３１日付けの新聞に社告を掲載し、無償で部
品交換を行っている。

製品評価技術基盤
機構

(受付:2007/02/27)

製造事業者

使用期間：約１５年

ＮＥ－ＡＴ８０

松下電器産業（株）

(製品破損)和歌山県 (C1)

(事故発生地)

2007-0061

2007/03/12

電子レンジ 　電子レンジから発煙して、本体の一
部を焼損し、置き台が焦げた。

　長期間（約１６年）使用により、吸気口付近に多量
の埃が堆積しダイオードブリッジが高温条件下となり
、ダイオードブリッジ内部素子と電極を接合している
はんだ部にクラックが生じスパークが発生し、付近の
樹脂に引火して発煙・発火したものと推定される。

　平成１９年５月３０日付けホームページ、及び
５月３１日付けの新聞に社告を掲載し、無償で部
品交換を行っている。

製造事業者

(受付:2007/04/03)使用期間：約１６年

ＮＥ－Ｐ５００

松下電器産業（株）

(拡大被害)新潟県 (C1)

(事故発生地)

2007-2399

2007/03/00

電子レンジ 　電子レンジの背面付近から発火し、
近くに置いていた冷蔵庫が焦げた。

　長期間（約１1年）の使用により、吸気口付近に多量
の埃が堆積しダイオードブリッジが高温条件下となり
、ダイオードブリッジ内部素子と電極を接合している
はんだ部にクラックが生じスパークが発生し、付近の
樹脂に引火して発煙・発火したものと推定される。

　平成１９年５月３０日付けホームページ、及び
５月３１日付けの新聞に社告を掲載し、無償で部
品交換を行っている。

消費者センター

(受付:2007/07/24)使用期間：約１１年

ＮＥ－Ａ５７５

松下電器産業（株）

(拡大被害)北海道 (C1)

(事故発生地)



No. 0292

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-4383

2007/10/22

電子レンジ 　電子レンジでご飯を温めていたとこ
ろ、突然異音がして、発煙、発火した
。

　長期間（約１５年）使用により、吸気口付近に多量
の埃が堆積しダイオードブリッジが高温条件下となり
、ダイオードブリッジ内部素子と電極を接合している
はんだ部にクラックが生じスパークが発生し、付近の
樹脂に着火して発煙・発火したものと推定される。

　平成１９年５月３０日付けホームページ、及び
５月３１日付けの新聞に社告を掲載し、無償で部
品交換を行っている。

製造事業者

(受付:2007/11/15)使用期間：約１５年

ＮＥ－ＯＴ２

松下電器産業（株）

(製品破損)茨城県 (C1)

(事故発生地)

2007-2956

2007/07/22

電子レンジ 　電子レンジに昆虫の飼育などに使う
クヌギの木片を入れて、タイマーを５
分に設定し１５分後に見に行ったとこ
ろ、室内に煙が充満し、かろうじてレ
ンジの辺りに炎が見えた。

　被害者が、調理以外の目的でクヌギの木片（直径約
１３ｃｍ、長さ約２０ｃｍ）の乾燥に使用したため、
庫内の木片が発煙・発火したものと推定される。
　なお、タイマーが切れなかった原因は特定できない
ものの、庫内で過熱した場合には、安全装置が作動し
通電を停止する。

　被害者の誤使用とみられるため、措置はとらな
かった。
　なお、取扱説明書の警告には、「調理以外の目
的で使用しない。紙、布類などの乾燥に使用する
と、庫内のものを焦がしたり、電子レンジを傷め
る。」旨を記載している。

消費者センター

(受付:2007/08/23)使用期間：約１９年
(製品破損)大阪府 (E1)

(事故発生地)

2006-1595

2006/10/08

電子レンジ 　電子レンジでいもを調理をしていた
ところ、いもが発煙・発火し、天井の
一部が煙により変色した。また、その
煙で目が痛くなり、治療を受けた。

　被害者がさつまいもを必要以上に長時間加熱したた
めに過熱し、発火に至ったものと推定される。
　なお、取扱説明書には、「さつまいも１本で４～５
分」、「調理時間の目安なので、様子を見ながら加減
する。」旨記載されている。

　被害者の不注意と見られる事故であるため、既
販品については措置はとらなかった。
　なお、より安全に使用してもらうため、取扱説
明書に「食品を加熱しすぎると発煙・発火するこ
とがある」旨追加した。

消費者センター

(受付:2006/10/12)使用期間：約５か月
(軽傷)群馬県 (E2)

(事故発生地)

2006-3187

2006/11/20

電子レンジ 　肉を解凍中、６～７分位後に焦げる
臭いがした。肉が燃え、肉を入れたプ
ラスチックのプレートも焦げ、ガラス
製のターンテーブルが割れた。

　油分の多い冷凍の生肉を、高出力で長時間加熱した
ため発火したものと推定される。
　なお、取扱説明書には「食品は加熱しすぎると発火
のおそれがある」、「解凍する時は切替つまみを解凍
に合わせる」旨記載している。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 消費者センター

(受付:2007/02/02)

製造事業者

使用期間：不　明
(被害なし)北海道 (E2)

(事故発生地)



No. 0293

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-3335

2007/01/22

電子レンジ 　電子レンジを使用中、庫内右側から
スパークし、発煙した。

　電子レンジ庫内の導波管開口カバー（マイカ板）に
煮汁等が付着し、繰り返しの使用によって、付着した
汚れが電波で加熱され乾燥、炭化して導電性を帯び、
電子レンジによる加熱中にスパークが発生したものと
推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。　 　なお、取扱説明書には「
庫内やドアに油・食品カス・煮汁をつけたまま放
置したり、加熱したりしない。さび・発火・発煙
などの原因になる。」旨を記載している。

製造事業者

(受付:2007/02/14)使用期間：約１０年
(製品破損)東京都 (E2)

(事故発生地)

2006-3941

2006/11/08

電子レンジ 　ほうれん草をラップで包んで「葉物
野菜コース」で調理していたところ発
煙し、庫内のほうれん草に火がついて
いた。

　被害者が、自動加熱設定で少量の調理物をターンテ
ーブルの端に置いたため、ターンテーブル中央部の温
度を検知する赤外線センサーが正常に温度検知できず
、調理物が５～１０分加熱され発火したものと推定さ
れる。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。
　なお、取扱説明書の注意事項には「食品はター
ンテーブルの中央に置く。」、「中央に置かない
と、赤外線センサーが食品の温度を正しく検知せ
ず、仕上がり温度が変わったり加熱しすぎる恐れ
がある。」旨を記載している。

消費者センター

(受付:2007/03/20)

製造事業者

使用期間：約５年
(被害なし)鹿児島県 (E2)

(事故発生地)

2007-2716

2007/07/29

電子レンジ 　電子レンジに野菜を入れて加熱した
ところ、「パチパチ」と激しい音がし
て庫内で火が出た。

　レンジ庫内の電磁波出口の導波管板（マイカ板）に
、油汚れが付着していたため、繰り返しの加熱によっ
て炭化し、導電性を帯びたことにより、加熱中にスパ
ークが発生したものと推定される。
　なお、取扱説明書には「解凍、調理による汚れは、
しめらせたふきんなどで早めにふき取ってください。
」と記載されている。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 消費者センター

(受付:2007/08/03)使用期間：約１３年
(製品破損)三重県 (E2)

(事故発生地)

2007-2957

2007/07/10

電子レンジ 　使用中の電子レンジの右側から発煙
し、庫内中央に火が見えた。

　庫内の導波管カバー（マイカ板）とその周辺が焦げ
ており、カバーに食品カス等の付着物及び炭化状態が
確認されたことから、繰り返しの使用により食品カス
等がカバーを汚し、付着した汚れがマイクロウェーブ
で局部的に加熱され炭化・スパークし、火花が庫内壁
面を焦がしたものと推定される。
　なお、取扱説明書には「食品カスがついたまま使用
しすると、焦げたり燃えたりする場合があります。」
旨の警告表示を記載している。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。  なお、取扱説明書へ注意説明
のビラを追加し、使用後の掃除の徹底と基本操作
を注意喚起することとした。

輸入事業者

(受付:2007/08/23)使用期間：約３年３か月
(製品破損)東京都 (E2)

(事故発生地)



No. 0294

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-3355

2007/09/03

電子レンジ 　使用中の電子レンジから「バチバチ
」という音がして、庫内奥から火が出
た。

　庫内の電磁波出口に取り付けられた雲母板に油成分
や食品かすが付着していたため、繰り返しの加熱によ
って乾燥、炭化し、導電性を帯びたことにより、電子
レンジによる加熱中にスパークが発生したものと推定
される。
　なお、取扱説明書には「雲母板の破損、汚れは火花
発生の恐れがあります。」と記載されている。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 消費者センター

(受付:2007/09/10)使用期間：約１６年
(被害なし)北海道 (E2)

(事故発生地)

2007-4382

2007/09/24

電子レンジ 　アルミ箔に包んだままの菓子を電子
レンジで加熱したところ、庫内から発
火し、ドアの内側が溶けた。

　被害者が、少量の菓子をアルミ箔に入れた状態で加
熱したため、アルミ箔とドア内側の接触部にスパーク
が発生し、その熱によりドア内側の樹脂シートが溶け
たものと推定される。
　なお、取扱説明書の注意表示には「アルミ包装、ア
ルミ容器、アルミホイルは使用できない」旨を記載し
ている。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。
　なお、今後は、使用禁止容器（アルミなど）な
どに対する注意・啓発を、さらに判り易く改善す
る。

輸入事業者

(受付:2007/11/15)使用期間：約１年
(製品破損)東京都 (E2)

(事故発生地)

2006-2595

2006/11/26

電子レンジ 　電子レンジの庫内に調理物を保管し
ていたところ、勝手に電源スイッチが
入って、調理物が加熱され発煙した。

　本体内部にゴキブリの死骸（成虫）が認められ、電
装基板上に糞尿の痕跡が確認されたことから、基板上
のパターン面に糞尿が付着したため導通状態になり、
マイコンが誤作動して加熱スイッチが入り、庫内に入
れていたご飯が加熱され続け、発煙、炭化したものと
推定される。

　製品に起因しない事故であるため、措置はとら
なかった。
　なお、後継機種については、平成１１年２月よ
りマイコンに誤信号が入っても加熱作動しないよ
う、マイコンソフトを変更している。

市町村

(受付:2006/12/27)

製造事業者

使用期間：約５年
(製品破損)兵庫県 (F1)

(事故発生地)

2007-2278

2007/06/29

電子レンジ 　集合住宅の一室にあった電子レンジ
から出火し、台にしていたダンボール
箱と壁、床を焼損した。

　電子レンジは、ドアの下部から燃え広がっている状
態にあったが、内部の電気部品、基板、配線コード等
に発火となるような痕跡は確認できなかったことから
、製品に起因しない事故と推定される。

　製品に起因しない事故であるため、特に措置は
とらなかった。 消防機関

(受付:2007/07/13)使用期間：不　明
(拡大被害)愛知県 (F2)

(事故発生地)



No. 0295

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-0296

2006/04/21

電子レンジ 　電子レンジで食品を加熱し取り出し
たが、数分後に電子レンジが勝手に作
動しており、庫内で火花が出ていた。
取り消しボタンで停止させたが、さら
にその数分後にまた勝手に作動したた
め、電源コンセントを抜いて停止させ
た。

　加熱操作を繰り返したが、電子レンジが自動で作動
することはなかった。また、事故原因としてマイコン
の誤作動が考えられるが、事故当時、取り消しボタン
によって作動を停止しており、マイコンが誤作動状態
であったとは判断できないことから、原因の特定はで
きなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 消費者センター

(受付:2006/04/28)使用期間：約３年
(被害なし)愛知県 (G1)

(事故発生地)

2006-0734

2006/06/13

電子レンジ 　ご飯の温め終了後に電子レンジの左
側面から発煙、発火した。

　本体左側面が焼損し、置き台の一部が焦げていたが
、電気部品から発火した痕跡が認められず、原因の特
定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2006/06/29)使用期間：約２６年
(拡大被害)愛知県 (G1)

(事故発生地)

2006-1266

2006/08/24

電子レンジ 　木造２階建て住宅から出火し、１階
部分約３５平方メートルを焼いた。な
お、火災現場には電子レンジが置かれ
ていた。

　事故品はマイクロスイッチの不具合により、発煙・
発火の恐れがあるとして無償で点検・修理が行われて
いる社告品と同型式のものであるが電子レンジ本体の
焼損が著しく、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 警察機関

(受付:2006/09/08)使用期間：約７年
(拡大被害)北海道 (G1)

(事故発生地)

2006-1608

2006/10/07

電子レンジ 　電子レンジで調理中に操作パネルの
上部から煙が出てきて炎が立ち上がっ
てきた。

　本体のラッチスイッチ部から出火しており、スイッ
チ部でチャタリング現象が発生し、アーク放電を生じ
て焼損したものと推定されるが、スイッチ接点部分の
焼損が著しく、チャタリングを生じた原因の特定はで
きなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 消防機関

(受付:2006/10/16)

製造事業者

使用期間：約９年
(製品破損)東京都 (G1)

(事故発生地)



No. 0296

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-3537

2007/02/21

電子レンジ 　電子レンジのスイッチが勝手に入り
、庫内から炎が上がった。

　庫内の状況から、無負荷状態で偶発的にスイッチキ
ーがON状態になり、庫内のヒーター差し込み部近辺に
付着した食品カスに電波が集中して発火したと考えら
れるが、スイッチキーがON状態になる現象については
再現せず、またスイッチキーに異物の混入等の異状が
見られなかったため、原因を特定することはできなか
った。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 消費者センター

(受付:2007/02/26)

製造事業者

使用期間：約２０年
(製品破損)大阪府 (G1)

(事故発生地)

2007-3171

2007/08/22

電子式冷温蔵庫 　使用中の電子冷蔵庫から突然「ドン
」という音がして、本体側面の通気口
から煙が出た。

　直流電源部に使用されているコンデンサーの不具合
により、コンデンサーが異常発熱して内圧が上昇して
安全弁が作動し、コンデンサーの電解液が蒸気となり
噴出したものと推定される。

　輸入業者が倒産しているため、措置はとれなか
った。
　なお、事故品と同一機種で他に事故は発生して
いない。

消費者センター

(受付:2007/08/30)使用期間：約３年

ＳＣＢ－１５０Ｈ（Ｃ）

綜合技研（株）

(製品破損)愛知県 (A3)

(事故発生地)

2006-0554

2006/05/29

電子式冷温蔵庫 　木造２階建て住宅から出火し、２階
部分約３５平方メートルを焼いた。

　電源コードに一次痕とみられる溶痕があったことか
ら、隣室から電源をとっていたことにより電源コード
がドアの開閉による圧迫をうけたために、その箇所で
半断線してスパークが発生し、発熱・発火し付近の可
燃物に延焼したものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。　 製品評価技術基盤

機構

(受付:2006/06/01)使用期間：不　明
(拡大被害)徳島県 (E2)

(事故発生地)

2007-2833

2007/08/01

電磁調理器 　使用中の電磁調理器から焦げ臭いに
おいがし、発煙した。

　製造工程で発生したリード線等の切り屑、はんだ屑
等の導電性物質が混入したままで出荷されたため、使
用中に導電性物質が電源基板上のチョークコイルの両
極間に付着して、短絡、発煙したものと推定される。

　平成１９年９月１１日付けの新聞に社告を行い
、無償で点検・修理を行っている。
　なお、製造工程において基板に部品を実装する
前にリード線等を適切な長さにカットしてからは
んだ付けするとともに、工程検査等の際にはんだ
付け状態、異物有無の目視検査を追加した。

輸入事業者

(受付:2007/08/13)使用期間：約６か月

ＳＩＣ－１４００Ｂ（Ｗ）

サンソニック（株）

(製品破損)愛知県 (A2)

(事故発生地)



No. 0297

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-0722

2006/05/31

電磁調理器 　ＩＨヒーターで天ぷら調理中、目を
離した間に発火して、レンジフードが
変色し、羽根が溶解した。

　調理時を行う際、専用なべ以外のなべを使用し、さ
らに加熱モードが「揚げ物」でなく通常加熱モードで
あったため油温が異常に上昇し、その場を離れていた
ため、油が発火し火災に至ったものと推定される。
　なお、本体及び取扱説明書には、「火災の恐れがあ
るため、揚げ物調理をするときは「揚げ物」キーを使
う、そばを離れない、付属の天ぷらなべを使う」旨記
載されている。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製造事業者

(受付:2006/06/29)

製品評価技術基盤
機構

使用期間：約６か月
(拡大被害)広島県 (E1)

(事故発生地)

2006-2130

2006/10/04

電磁調理器 　深夜、火災報知器が作動したため警
備員が確認すると、工場内の電磁調理
器が置かれた一室に、煙が充満してい
た。

　当該品は、製菓工場の厨房でタオルを煮沸消毒する
ために使われており、使用者が鍋を加熱させたまま長
時間その場を離れたため鍋の水が蒸発したこと、さら
に使っていた鍋底が凹凸であったため、空焚き防止セ
ンサーの検知・作動が遅れて鍋が過熱し、鍋の中に入
っていたタオルを焦がし、発煙したものと推定される
。

　被害者の誤使用とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。
　なお、取扱説明書に「鍋底に４ｍｍ以上のソリ
のある鍋は使えない」、「空焚きしない」旨の警
告文を記載している。

製造事業者

(受付:2006/11/28)使用期間：約５年
(拡大被害)東京都 (E1)

(事故発生地)

2006-2257

2006/11/30

電磁調理器 　保育園の調理場で、電磁調理器のそ
ばにあったポット２台が焼けた。

　使用者が、やかんを電磁調理器（二口）の一方の口
に掛けたが、誤って別口のエアーポットを乗せている
方の電源スイッチを入れたため、エアーポット底部の
金属部分が電磁誘導加熱により発熱し、焼損・火災に
至ったものと推定される。

　使用者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2006/12/07)使用期間：不　明
(拡大被害)宮城県 (E2)

(事故発生地)

2007-2273

2007/06/23

電磁調理器（ビルトイ
ン型、ラジエントヒー
ター付）

　ビルトインクッキングヒーターのラ
ジエントヒーター式こんろで専用天ぷ
らなべを使って調理中、油が発火した
。

　被害者が揚げ物調理を行う際、本来ＩＨヒーター側
で調理を行うべきところ、油の温度調節機能のないラ
ジエントヒーター側で行ったため、油が加熱され続け
て発火に至ったものと推定される。
　なお、本体のトッププレート上には「揚げ物調理の
際には天ぷら調理キーを使う。」の旨の記載がされて
おり、さらに当該スイッチは、色を変えて他のスイッ
チと区別されている。

　被害者の誤使用とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製造事業者

(受付:2007/07/13)使用期間：約３か月
(被害なし)山口県 (E1)

(事故発生地)



No. 0298

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-3758

2007/02/00

電磁調理器（卓上用） 　卓上用電磁調理器を使用中、突然、
本体後部より煙が出た。

　高周波出力回路のコンデンサのリード線を曲げる工
程を手作業で行った際、リード線の付け根付近に不具
合が発生しており、さらに外的衝撃により高周波加熱
コイルの固定脚が破損し位置がずれたため、制御回路
が誤動作を起こし異常電流が流れたことにより、当該
コンデンサのリード線付け根付近で短絡、発煙したも
のと推定される。

　平成１９年５月１６日付けの新聞及びホームペ
ージに社告を掲載し、対象機種の無償点検・修理
を行っている。

消費者センター

(受付:2007/03/12)

製造事業者

使用期間：約１年２か月

ＤＩ－７０１

（株）ドリテック

(製品破損)広島県 (A2)

(事故発生地)

2007-1551

2007/03/08

電磁調理器（卓上用） 　調理後、電源を切ったＩＨ調理器か
ら炎が５０ｃｍぐらい出て、ＩＨ調理
器となべ、吊戸棚、壁などが焦げた。

　プリント基板にコイル部品を取り付ける際に、リー
ド線が部品穴に十分挿入されていない状態ではんだ付
けしたため、はんだ付け部で接触不良となり発熱し、
コイル部品が焼損し、発火に至ったか、もしくは、コ
ンデンサーの寸法のばらつきが大きく、仕様を外れた
ものが混入したため、基板上に取り付ける際にコンデ
ンサーに無理な力が加わり一部が損傷して、コンデン
サーが絶縁破壊し、発熱・焼損したものと推定される
。

　平成１９年５月１１日付けの新聞およびホーム
ページに社告を掲載し、無料で点検・修理を行っ
ている。　また、部品リード線を部品穴に挿入後
、リード線を曲げてからはんだ付けを行う作業方
法に変更するとともに、作業手順書を改定変更し
、作業者の教育訓練を実施した。さらに、コンデ
ンサーをばらつきが小さいものに変更している。

輸入事業者

(受付:2007/06/12)使用期間：約５日

ＰＬＭ－２９７００

（株）東京衡機製造所

(拡大被害)東京都 (A2)

(事故発生地)

2007-1552

2007/02/13

電磁調理器（卓上用） 　使用中のＩＨ調理器の後部から発煙
、発火して、テーブルの天板が焦げた
。

　コンデンサーの寸法のばらつきが大きく、仕様を外
れたものが混入したため、基板上に取り付ける際にコ
ンデンサーに無理な力が加わり一部が損傷して、コン
デンサーが絶縁破壊し、発熱・焼損したものと推定さ
れる。

　平成１９年５月１１日付の新聞およびホームペ
ージに社告を掲載し、無料で点検・修理を行って
いる。　また、コンデンサーをばらつきが小さい
ものに変更している。

輸入事業者

(受付:2007/06/12)使用期間：１回

ＰＬＭ－２９７００

（株）東京衡機製造所

(拡大被害)北海道 (A3)

(事故発生地)

2007-1553

2007/04/26

電磁調理器（卓上用） 　使用中のＩＨ調理器の後部から発煙
、発火して、テーブルの天板が焦げた
。

　コンデンサーの寸法のばらつきが大きく、仕様を外
れたものが混入したため、基板上に取り付ける際にコ
ンデンサーに無理な力が加わり一部が損傷して、コン
デンサーが絶縁破壊し、発熱・焼損したものと推定さ
れる。

　平成１９年５月１１日付けの新聞およびホーム
ページに社告を掲載し、無料で点検・修理を行っ
ている。　また、コンデンサーをばらつきが小さ
いものに変更している。

輸入事業者

(受付:2007/06/12)使用期間：約３回

ＰＬＭ－２９７００

（株）東京衡機製造所

(拡大被害)埼玉県 (A3)

(事故発生地)



No. 0299

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-0995

2006/08/01

電磁調理器（卓上用） 　天ぷら調理中に台所から出火し、調
理容器、ＩＨ調理器、電気炊飯器の一
部を焼き、家人１人が顔や両手などに
火傷を負った。

　被害者が揚げ物調理を行う際に、鍋底が小さく、平
面ではない市販の片手なべを使用していたこと、また
使っていた天ぷら油の油量が少なかったことから、本
体の温度センサーの温度検知が正常に働かず、天ぷら
油が過熱し、発火したものと推定される。
　なお、本体表示及び取扱説明書に揚げ物の時に使え
るなべとして「底が平らで直径約１８～２４ｃｍのな
べ」「油の量は０．９リットル以上」の旨の注意表示
を記載している。

　被害者の誤使用とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 消防機関

(受付:2006/08/04)

製造事業者

使用期間：約４日
(軽傷)京都府 (E1)

(事故発生地)

2006-3281

2007/01/27

電動ドライバー（充電
式）

　共同住宅の建設現場で、電動ドライ
バーが収納してあるシャッターボック
ス（物置）から出火し、シャッターボ
ックス棚の一部を焼損した。

　電動ドライバーの配線、モーター及び充電池などの
電気部品に異常はなく、発火の痕跡は認められないこ
とから、製品に起因しない事故と推定される。

　製品に起因しない事故であるため、措置はとら
なかった。 消防機関

(受付:2007/02/07)使用期間：不　明
(拡大被害)静岡県 (F2)

(事故発生地)

2006-1714

2006/10/21

電動ベッド 　木造２階建て住宅から出火して、約
２２０平方メートルを全焼し、家人５
人が死亡、男児１人が足に火傷を負っ
た。

　事故品の焼損が著しいため、原因の特定はできなか
った。

　製造業者等は不明であり、事故原因が不明であ
るため、措置はとれなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2006/10/24)使用期間：不　明
(死亡)福岡県 (G1)

(事故発生地)

2007-0597

2006/04/10

電動ベッド（介護用） 　電動ベッドの背上げ時に、背上げ部
が急激に下がった。

　背上げ用アクチュエータのリンク連結ネジ部のカシ
メ不良のため、ネジが弛んで外れ、背上げ部がフラッ
ト位置まで下がったものと推定される。

　顧客名簿を基に、点検・修理を実施することと
した。 製造事業者

(受付:2007/05/11)使用期間：約１年４か月

ベルグランド　ＬＸ

アイシン精機（株）

(製品破損)静岡県 (A2)

(事故発生地)



No. 0300

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-3855

2007/03/03

電動ミキサー（ハンデ
ィー型）

　電動ミキサー（ハンディー型）を使
用後、コンセントに差したまま台所の
上に置いておいたところ、約１時間後
に台所から出火した。

　電源コードに認められた溶融痕について解析した結
果、一次痕・二次痕の判定ができず、電動ミキサーの
モーターや内部配線にショート痕等の異常はなく、電
源スイッチの接点表面にも荒れ等の異常はなかったこ
とから、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 消防機関

(受付:2007/03/15)使用期間：不　明
(拡大被害)愛知県 (G1)

(事故発生地)

2007-0180

2007/04/05

電動工具（のこぎり） 　自宅敷地内で、燃料用のまきを作る
ため電気のこぎりで廃材を左足で押さ
えながら切断していたところ、右足を
電動のこぎりで切り、外傷性ショック
で死亡した。

　被害者が、電気のこぎりののこ刃を露出させた状態
で、保護カバーを針金で固定していたため、使用中誤
って右足を切ったと推定される。

　機器本体貼付の注意ラベルに「安全カバーは固
定したり取り外したりしないで下さい。また円滑
に動くことを確認して下さい。」旨の注意分を追
加することになった。

製品評価技術基盤
機構

(受付:2007/04/09)使用期間：不　明
(死亡)北海道 (E1)

(事故発生地)

2007-2984

2007/08/18

電動工具（のこぎり） 　改装中の木造２階建て住宅から出火
し、約２０平方メートルを焼いた。

　被害者が、断線していた電動のこぎりの電源コード
を修理して使用中、修理に使用したビニールテープが
剥がれて電源コード素線の一部が露出しているのを認
識しつつ使用を続けたため、素線が短絡、発火して火
災に至ったものと推定される。

　被害者の誤使用とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/08/24)使用期間：不　明
(拡大被害)大分県 (E1)

(事故発生地)

2006-2420

2006/12/12

電動工具（のこぎり） 　自宅の小屋で、家人が右腕を切り、
死亡した。

　電動のこぎりでまきにする木材を切断する作業中に
、誤って右腕を切ったものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2006/12/18)使用期間：不　明
(死亡)青森県 (E2)

(事故発生地)



No. 0301

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-3522

2007/02/18

電動工具（のこぎり） 　自宅敷地内の作業小屋で、男性が右
足から出血して死亡した。

　電気のこぎりで廃材の処理中に、誤って足を切断し
たものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/02/26)使用期間：不　明
(死亡)新潟県 (E2)

(事故発生地)

2007-0176

2007/04/04

電動工具（のこぎり） 　自宅で生け垣を造成中の家人が電動
のこぎりで右大腿部を切り、死亡した
。

　人工竹でできたガーデニング用品を丸のこで切断し
ようとしたところ、人工竹の中に使用していた金属と
のこぎりの刃が接触した際にのこぎりの刃が折れ、被
害者の右大腿部に刺さったものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/04/09)使用期間：不　明
(死亡)大分県 (E2)

(事故発生地)

2006-2417

2006/12/11

電動歯ブラシ 　電動歯ブラシを充電中に異常音がし
て煙が出た。
 なお、電動歯ブラシは４～５年前から
使用していなかった。

　長期保管によるコンデンサーの絶縁性能や気密性の
劣化により、電解液漏れが発生し、充電時の通電によ
り劣化したコンデンサーが発熱し、この電解液が蒸発
（気化）したものと推定される。

　経年劣化による事故とみられ、他に同種事故が
発生していなく、また、販売終了後約３６年を経
過しており残存数が僅かとみられることから、措
置はとらなかった。

消費者センター

(受付:2006/12/18)使用期間：約３６年

ＳＴＢ－１ＡＡ

サンスター（株）

(製品破損)北海道 (C1)

(事故発生地)

2007-3476

2007/08/16

電動芝刈り機 　庭の芝を刈っていたら、芝刈り機本
体から煙が出てきて動かなくなった。

　モーターの製造工程で回転子の銅線に傷が付いたた
め、製品を繰り返し使用しているうち、当初の傷の部
分の劣化が加速して線間でレイヤショートし過電流が
生じ断線し、絶縁物が過熱されて発煙したものと推定
される。

　単品不良であり、他に同様な事故は発生してい
ないことから、措置はとらなかった。
　なお、今後はモーター単体での無負荷動作試験
に加え、モーターの定格負荷電流（２．４A)で５
分間のエージングを追加する。

製造事業者

(受付:2007/09/20)使用期間：約２年

GK-200

（株）本宏製作所

(製品破損)群馬県 (A3)

(事故発生地)



No. 0302

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-2130

2007/06/30

電動草刈機 　杉林で、草刈機で作業をしていた男
性が右足を負傷して死亡した。

　斜面において機動性をあげるため肩掛けベルトを外
し、草刈機を腕だけで支えて草刈をしていたところ、
木に片足をかけて作業をした際に、バランスを崩した
はずみで右足を切断したものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/07/03)使用期間：不　明
(死亡)大分県 (E2)

(事故発生地)

2006-1327

2006/08/26

電動草刈機 　駐車場で、雑草を刈るために刈払機
を作動させたところ、同機が小石に接
触し、小石が停車していた乗用車にあ
たり、窓ガラスを破損した。

　製品の出力は小さいものであったが、事故発生場所
は草があまり繁茂していない小石の多い場所であり、
偶発的に小石を跳ねたものと推定される。

　偶発的な事故であるため、措置はとらなかった
。 消費者

(受付:2006/09/15)使用期間：不　明
(拡大被害)大阪府 (F1)

(事故発生地)

2006-2996

2007/01/16

凍結防止ヒーター（電
気給湯器用）

　住宅の電気給湯器から出火し、給湯
器の一部を焼いた。

　電気給湯器に接続した配管に凍結防止ヒーターを取
り付ける際に、施工業者が施工上の注意事項を守らず
、一本のヒーターを給湯管と給水管にまたがせて取り
付けたため、ヒーターが折れ曲がり異常過熱し、火災
に至ったものと推定される。

　施工業者の設置・施工不良とみられる事故であ
るため、措置はとれなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/01/25)使用期間：不　明
(製品破損)長野県 (D1)

(事故発生地)

2007-0980

2007/04/28

陶芸釜（電気用） 　修理した陶芸用電気釜を使用したと
ころ、電源プラグのカバーが溶融した
。

　陶芸釜を修理に出した際、プラグ部分を取り替えた
が、プラグ内部の配線取り付けネジの締め付けが不十
分であったため、接触不良を生じて発熱し、プラグの
カバーが溶融したものと推定される。

　プラグ部分の修理不良とみられる事故であるた
め、措置はとらなかった。 消費者センター

(受付:2007/05/24)使用期間：約１６年
(製品破損)千葉県 (D2)

(事故発生地)



No. 0303

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0336

2007/04/15

配線器具 　平屋建ての作業場から出火し、天井
３平方メートルを焼いた。

　屋内配線のジョイントボックス付近からの出火と考
えられるが、溶融痕跡や施工状況及び経過年数等の詳
細情報が不明のため、原因の特定はできなかった。

　製造業者等は不明であり、事故原因が不明であ
るため、措置はとれなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/04/18)使用期間：不　明
(拡大被害)岩手県 (G1)

(事故発生地)

2006-1902

2006/08/27

配線器具（コード） 　スーパーマーケットの閉店後、冷蔵
庫付近から出火した。

　冷蔵庫の電源コードと延長コードを手ひねりで接続
して使用していたこと及び当該接続部に溶融痕が確認
されたことにより、この部分から発熱し、火災に至っ
たものと推定される。

　被害者の設置・施工不良とみられる事故である
ため、措置はとらなかった。 消防機関

(受付:2006/11/09)使用期間：不　明
(拡大被害)宮城県 (E3)

(事故発生地)

2006-3285

2007/01/31

配線器具（コンセント
）

　木造２階建て住宅から出火し、約１
３０平方メートルを全焼した。

　コンセント内の刃受部が長年の使用（３０年以上）
により接触抵抗が増大し、発熱・発火したものと推定
される。

　製造業者等は不明であり、経年劣化による事故
とみられることから、措置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/02/08)使用期間：不　明

不明

不明

(拡大被害)熊本県 (C1)

(事故発生地)

2006-3726

2007/02/15

配線器具（コンセント
）

　セラミックヒーターを使用していた
ところ、プラグが熱くなり、プラグを
差し込んでいた壁コンセントが熱で溶
けた。

　長期使用（約１９年）により、壁コンセントの受け
刃の表面が腐食してプラグとの接触抵抗が高くなり、
ジュール熱によって異常発熱し、コンセント枠が溶け
たものと推定される。

　経年劣化による事故とみられ、他に同種事故が
発生していないことから、措置はとらなかった。
　なお、当該品の製造は既に終了している。

消費者センター

(受付:2007/03/07)使用期間：約１９年

ＤＧ２１１２

（株）新光製作所

(製品破損)東京都 (C1)

(事故発生地)



No. 0304

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0649

2007/05/09

配線器具（コンセント
）

　木造平屋の事務所から出火し、約４
０平方メートルを全焼した。

　テレビが繋がれていたコンセント部がトラッキング
現象により発火し、火災に至ったものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/05/15)使用期間：不　明
(拡大被害)愛媛県 (E2)

(事故発生地)

2007-3745

2007/10/10

配線器具（コンセント
）

　大学の実験室から出火し、壁７平方
メートルと実験装置や机などを焼いた
。

　実験装置を接続していた延長コードの差込プラグと
コンセントのすき間に、埃が堆積し、湿気が含まれる
ことなどによってトラッキング現象が生じ、発火した
ものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/10/12)使用期間：不　明
(拡大被害)宮城県 (E2)

(事故発生地)

2006-1097

2006/08/17

配線器具（コンセント
）

　住宅の２階から出火し、同階を全焼
した。

　事故品の焼損が著しいため、原因の特定はできなか
った。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2006/08/23)使用期間：不　明
(拡大被害)福岡県 (G1)

(事故発生地)

2006-2300

2006/12/04

配線器具（コンセント
）

　木造２階建て住宅から出火し、２階
部分の柱や天井などを焼いた。

　コンセントからたこ足配線がされており、コンセン
ト付近から出火していることから、コンセントに出火
原因があると考えられるが、焼損が激しく原因の特定
はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2006/12/11)使用期間：不　明
(拡大被害)東京都 (G1)

(事故発生地)



No. 0305

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-3376

2007/02/09

配線器具（コンセント
）

　木造２階建て娯楽施設から出火して
、天井部分の一部を焼いた。

　天井のコンセント部分から出火していることから、
繋がれていた延長コードの差込みプラグとコンセント
の間で接触不良が生じて、発煙・発火したものと考え
られるが、焼損が著しく、原因の特定はできなかった
。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/02/14)使用期間：不　明
(拡大被害)京都府 (G1)

(事故発生地)

2006-3746

2007/03/05

配線器具（コンセント
）

　木造平屋住宅から出火し、約６５平
方メートルを全焼した。

　焼損状況からコンセント部分からの出火と考えられ
るが、焼損が著しく、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/03/09)使用期間：不　明
(拡大被害)香川県 (G1)

(事故発生地)

2006-3762

2007/03/01

配線器具（コンセント
）

　木造２階建て住宅から出火して、約
８５平方メートルを全焼し、隣接する
住宅も半焼し、家人が全身火傷で死亡
した。

　コンセント付近から出火した可能性が考えられるが
、事故品の焼損が著しいため、原因の特定はできなか
った。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/03/12)使用期間：不　明
(死亡)東京都 (G1)

(事故発生地)

2007-2122

2007/06/20

配線器具（コンセント
）

　学校給食の共同調理場から出火し、
鉄筋トタン葺き平屋建て約４７０平方
メートルが全焼した。

　コンセント付近が激しく燃えていたが、焼損が著し
いため、原因の特定はできなかった。

　製造業者等が不明であり、原因が不明であるた
め、措置はとれなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/07/03)使用期間：不　明
(拡大被害)鳥取県 (G1)

(事故発生地)



No. 0306

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-2172

2007/07/04

配線器具（コンセント
）

　鉄筋２階建て住宅から出火して、コ
ンセント付近の壁を焼いた。

　コンセント付近から出火した可能性が考えられるが
、焼損が著しく、原因の特定はできなかった。

　製造業者等は不明であり、事故原因が不明であ
るため、措置はとれなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/07/06)使用期間：不　明
(拡大被害)岐阜県 (G1)

(事故発生地)

2007-3512

2007/09/19

配線器具(コンセント) 　木造２階建て住宅から出火して、約
８０平方メートルを全焼し、家人３人
が煙を吸い病院に搬送された。

　現場の状況からコンセントからの出火と推定される
が、事故品の焼損が著しく、原因の特定はできなかっ
た。

　製造事業者等は不明であり、事故原因が不明で
あるため措置はとれなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/09/21)使用期間：不　明
(拡大被害)千葉県 (G1)

(事故発生地)

2007-0865

2007/04/27

配線器具（コンセント
、床埋型）

　床埋設置型のコンセントから発煙し
た。

　電源線（非接地側）の差し込みが不十分であり、接
続部分が発熱して外郭樹脂の炭化が進行したために、
電源線（非接地側）と組付金具（アース）間で炭化物
によってトラッキングが生じて、発煙に至ったものと
推定される。

　施工業者は不明であり、特に措置はとらなかっ
た。なお、施工方法は施工説明書で指示している
。

消防機関

(受付:2007/05/21)使用期間：不　明
(製品破損)愛知県 (D1)

(事故発生地)

2006-1009

2006/07/13

配線器具（スイッチ付
マルチタップ）

　スイッチ付きマルチタップに電気治
療器を接続し、スイッチを入れたとこ
ろ「パチッ」という音がしたためコン
セントを抜いた。スイッチの操作部に
触れると部品が外れ、スイッチの内部
が焼けて黒くなっていた。

　樹脂製のスイッチボタンが何らかの外力により亀裂
を生じたため、使用時の繰返しの応力により破断し、
内部のばね及び可動端子が接触し短絡したものと推定
されるが、亀裂が生じた原因については、特定できな
かった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 消費者センター

(受付:2006/08/08)

製造事業者

使用期間：不　明
(製品破損)広島県 (G1)

(事故発生地)



No. 0307

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-3629

2007/02/27

配線器具（テーブルタ
ップ）

　木造２階建て住宅から出火して、約
９９平方メートルを全焼し、家人が右
腕に軽い火傷を負った。

　被害者がたこ足配線をしていたことから、テーブル
タップから出火した可能性が考えられるが、事故品の
焼損が著しいため、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/03/02)使用期間：不　明
(軽傷)埼玉県 (G1)

(事故発生地)

2007-0073

2007/03/31

配線器具（テーブルタ
ップ）

　木造平屋住宅の台所付近から出火し
、同住宅約１３０平方メートルと隣接
する物置小屋約６０平方メートルを全
焼した。

　台所にあった全自動洗濯機の電源コードとテーブル
タップの接続付近からの出火と見られるが、現場の焼
損が著しいため、出火原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/04/04)使用期間：不　明
(拡大被害)青森県 (G1)

(事故発生地)

2005-0317

2005/05/10

配線器具（マルチタッ
プ）

　木造２階建て住宅から出火し、２階
の壁や天井の一部を焼き、家人２人が
煙を吸い、のどに軽い火傷を負った。

　コンセントに差し込まれていたマルチタップの刃受
け部が炭化していたことから、長期使用（約１０年）
により、差し込まれた電源プラグとマルチタップ間で
埃や湿気の堆積によりトラッキング現象が発生し、出
火に至ったものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2005/05/17)

製造事業者

使用期間：約１０年
(軽傷)滋賀県 (E2)

(事故発生地)

2007-2641

2007/07/13

配線器具（延長コード
）

　延長コードのコードコネクターボデ
ィ部分から火がでた。

　コードコネクターボディの定格を越える電気製品を
接続したため、受け刃部分が発熱して樹脂を溶融・炭
化させ、受け刃間でトラッキングが生じて火が出たも
のと推定される。
　なお、コードコネクターボディには、縦約２㎜の刻
印で「３００Ｗ」と表示されていたが、一般的な延長
コードやタップの定格が１０００Ｗ以上であることを
考えると、当該製品は特殊であるため、認識しやすい
表示が必要であったと考えられる。

　他に同種事故がないことから、すでに輸入した
製品については措置をとらないが、次回輸入ロッ
ト品からは、本体に「３００Ｗまで」がわかるよ
うにシールを貼付する。

消防機関

(受付:2007/07/31)使用期間：不　明

ツインプラグ　９９４００

鳥井電器（株）

(製品破損)愛知県 (B4)

(事故発生地)



No. 0308

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-0757

2006/06/25

配線器具（延長コード
）

　エアコンの電源プラグを接続してい
た延長コードのコンセント付近から出
火した。なお、出火当時は無人で、エ
アコンは停止していた。

　エアコンの電源プラグが延長コードに接続されてい
たことから、約１５年の使用で延長コードのコードコ
ネクターボディの刃受け金具両極間の樹脂部の炭化が
進行し、絶縁破壊して短絡・発火したものと推定され
る。

　経年劣化による事故とみられることから、措置
はとらなかった。 消防機関

(受付:2006/07/04)使用期間：約１５年

不明

富士電線工業株式会社

(拡大被害)山口県 (C1)

(事故発生地)

2007-2671

2007/07/25

配線器具（延長コード
）

　小学校の家庭科室から出火し、電気
コードの一部を焼いた。

　オーブンレンジ２台を、延長コードの定格容量を超
えて使用したため、延長コードの被覆が溶融・短絡し
て出火に至ったものと推定される。

　被害者の誤使用とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/08/02)使用期間：不　明
(製品破損)静岡県 (E1)

(事故発生地)

2005-2887

2006/02/26

配線器具（延長コード
）

　テーブルタップを手に持ったところ
、コードが短絡し、絶縁被覆の一部が
焼損して、手のひらに軽度の火傷を負
った。

　事故品のプロテクター付近のコードに屈曲等の機械
的ストレスが繰り返し加わったことにより、コードが
半断線状態となり短絡・スパークし、出火したものと
推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 消防機関

(受付:2006/03/27)使用期間：不　明
(軽傷)京都府 (E2)

(事故発生地)

2006-1903

2006/11/01

配線器具（延長コード
）

　木造平屋店舗から出火し、約１２５
平方メートルを全焼した。

　鮮魚店舗内の水槽に取り付けたエアーポンプの電源
コードが短かったため、被害者が延長コードにつない
で使用していたところ、延長コードのマルチタップ部
分に、魚が入った水槽内から飛散する海水等が掛かっ
たため、トラッキング現象を生じて発火したものと推
定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2006/11/10)使用期間：不　明
(拡大被害)京都府 (E2)

(事故発生地)



No. 0309

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-2035

2006/11/15

配線器具（延長コード
）

　木造２階建て住宅から出火し、子供
部屋のふとんやベッドの一部を焼いた
。

　被害者がエアコンの電源をとるために、延長コード
のコンセント部分を空中に浮かした状態で使用したた
め、コンセント部分付近のコード芯線がねじれて半断
線を生じ、ジュール熱により被覆が溶融して短絡した
ために着火したものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2006/11/20)使用期間：不　明
(拡大被害)石川県 (E2)

(事故発生地)

2006-2450

2006/12/03

配線器具（延長コード
）

　鉄筋３階建ての３階共同住宅の一室
から出火し、２部屋を焼損した。

　延長コードの差込みプラグ部分が炭化し、差し刃が
溶断していることから、差込みプラグとコンセントの
すき間に塵芥等が堆積し、結露等の湿気によりトラッ
キング現象が発生し、出火したものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 消防機関

(受付:2006/12/19)使用期間：不　明
(拡大被害)愛知県 (E2)

(事故発生地)

2006-2652

2006/05/18

配線器具（延長コード
）

　水槽用照明器具と水槽用ヒーターを
接続して使用していたテーブルタップ
が発火し、消火の際、右手に火傷を負
った。なお、事故発生時タップ部のス
イッチはＯＮで、照明器具のスイッチ
はＯＦＦであった。

　熱帯魚水槽の近傍に置いていたことから、タップ部
に水しぶきの侵入が繰り返され、タップ内部のスイッ
チブロック成形品の絶縁性が劣化し、トラッキング現
象が発生し、発火・焼損したものと推定される。

　平成１６年７月３０、３１日の新聞広告をはじ
め、ポスター、リーフレット、ホームページ等で
使用方法の啓発活動を進めいている。

製造事業者

(受付:2007/01/05)使用期間：約６か月
(軽傷)鹿児島県 (E2)

(事故発生地)

2006-2742

2006/12/28

配線器具（延長コード
）

　寝室の延長コードから出火し、平屋
住宅と隣接する木造２階建て物置の２
棟計約１６０平方メートルを全焼した
。

　被害者が延長コードを壁づたいに這わせ固定し、ス
テレオ等をつないで使用していた。延長コードを差し
込んでいたコンセントはベッドの下にあり、設置から
８年間掃除をしていなかったため、差込みプラグ部分
にホコリ等が蓄積したことが影響し、トラッキング現
象が生じて発火し、火災に至ったものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/01/11)使用期間：不　明
(拡大被害)鹿児島県 (E2)

(事故発生地)



No. 0310

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-2958

2007/01/04

配線器具（延長コード
）

　就寝中に部屋から出火し、家人１人
が軽傷を負った。

　隣の部屋のコンセントに接続された延長コードが襖
付近で断線しており、断線箇所の溶融痕が一次痕とみ
られることから、襖の開閉による衝撃等のストレスに
より半断線状態となって短絡・スパークし、出火した
ものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 消防機関

(受付:2007/01/23)使用期間：不　明
(軽傷)岐阜県 (E2)

(事故発生地)

2006-3150

2007/01/20

配線器具（延長コード
）

　住宅の壁付近のコンセントに差し込
んだ電源プラグ周辺から焼損し、住宅
が全焼して、家人２人が死亡した。

　壁面コンセントに差し込まれた延長コードの電源プ
ラグの両刃が溶断していたことから、埃や湿気等の堆
積によりトラッキング現象が生じて、発火したものと
推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/02/01)使用期間：不　明
(死亡)大阪府 (E2)

(事故発生地)

2006-3172

2007/01/27

配線器具（延長コード
）

　木造２階建て住宅から出火して、約
５０平方メートルを焼き、家人２人が
煙を吸い込み重軽傷を負った。

　テーブルタップのコード部分に、繰り返し機械的な
ストレスを受け捻れが生じたため被覆が損傷し、芯線
が半断線状態となり短絡し、発火し火災に至ったもの
と推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/02/02)使用期間：不　明
(重傷)愛知県 (E2)

(事故発生地)

2006-3383

2007/01/17

配線器具（延長コード
）

　電気ストーブのプラグを延長コード
から外す時、同延長コードのコードプ
ロテクター部から火花が出て、プロテ
クターに添えていた右手のひらに火傷
を負った。

　延長コードのタップ側のコードプロテクター部の芯
線に溶融痕が確認され、また、当該部の芯線は殆どが
断線していることから、過度の屈曲等の機械的ストレ
スが加わり芯線に半断線が生じたため、電気ストーブ
のプラグを抜く際に応力が加わり、絶縁破壊し短絡し
たものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 消費者センター

(受付:2007/02/14)使用期間：約１年１か月
(軽傷)北海道 (E2)

(事故発生地)



No. 0311

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-3875

2007/02/11

配線器具（延長コード
）

　２階建て住宅から出火し、４平方メ
ートルを焼損した。

　被害者が自作した、延長コードの差込プラグ根元部
分のコードが焼損および断線しており、断線部に溶融
痕が認められたことから、当該部分に屈曲や引っ張り
等の機械的ストレスが加わり、半断線状態となり短絡
・スパークし、出火したものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 消防機関

(受付:2007/03/16)使用期間：不　明
(拡大被害)大阪府 (E2)

(事故発生地)

2007-0632

2007/04/20

配線器具（延長コード
）

　使用中のテーブルタップが発煙し、
器具の一部を焼損した。

　事故品の３コ口タップ付け根部分のコードが極度に
屈曲していることから、当該部に長期間、機械的スト
レスが加わり、芯線が半断線状態となり、スパークが
発生し出火したものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製造事業者

(受付:2007/05/15)使用期間：約１３年
(製品破損)宮城県 (E2)

(事故発生地)

2007-1954

2007/06/20

配線器具（延長コード
）

　鉄筋３階建て集合住宅の飲食店の冷
蔵庫裏付近から出火して、約２０平方
メートルを焼き、住人２人が煙を吸い
軽傷を負った。

　製氷器の電源コードを接続していた延長コードが、
近傍に置いて使用していた台車に踏まれて半断線状態
となり、短絡・スパークし、出火したものと推定され
る。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/06/22)使用期間：不　明
(軽傷)大阪府 (E2)

(事故発生地)

2007-2137

2007/06/26

配線器具（延長コード
）

　病院の作業療法室から出火して、壁
６平方メートルを焼いた。

　家具等の下敷きによって延長コードが損傷し、芯線
が短絡して、出火したものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/07/04)使用期間：不　明
(拡大被害)長野県 (E2)

(事故発生地)



No. 0312

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-3776

2007/09/26

配線器具（延長コード
）

　延長コードに電熱式器具を繋いで使
用していたところ、突然異音と火花が
発生し、コードがマルチタップ付近で
ちぎれた。

　被害者が、日常的にタップ部分にコードを巻き付け
て保管したり、強い荷重をコードに加えた痕跡が確認
されたことから、芯線が半断線状態となり異常発熱す
るとともに、被覆が溶融し、短絡・スパークし、断線
したものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製造事業者

(受付:2007/10/15)使用期間：約１０年
(製品破損)東京都 (E2)

(事故発生地)

2007-3139

2007/08/22

配線器具(延長コード) 　木造平屋の離れから出火し、同離れ
約４３平方メートルと隣接する物置小
屋約１０平方メートルを全焼した。

　被害者が延長コードをビニールテープで補修して使
用しており、当該補修部分の不具合により出火し、周
囲の可燃物に引火したものと推定される。

　被害者の修理不良とみられる事故であるため、
措置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/08/29)使用期間：不　明
(拡大被害)栃木県 (E4)

(事故発生地)

2006-3770

2007/03/04

配線器具（延長コード
）

　鉄筋３階建て集合住宅の一室から出
火して、同室約２５平方メートルを全
焼した。

　延長コードに短絡痕及び動物の歯形が認められたこ
とから、かごから逃げ出している数匹の愛玩用ハムス
ターが延長コードを噛み被覆を損傷させたため、短絡
してスパークし、出火に至ったものと推定される。

　偶発的な事故であるため、措置はとらなかった
。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/03/12)使用期間：不　明
(拡大被害)愛知県 (F1)

(事故発生地)

2007-3560

2007/08/27

配線器具（延長コード
）

　木造２階建て住宅から出火して、２
階４５平方メートルを焼損。延長コー
ドに溶融痕が認められた。

　事故品及びその周辺の家電製品が焼損しているもの
の発火の痕跡は認められず、事故品のコード断線部の
溶融痕は２次痕とみられることから、製品に起因しな
い事故と推定される。

　製造業者等は不明であり、製品に起因しない事
故であるため、措置はとらなかった。 消防機関

(受付:2007/09/26)使用期間：不　明
(拡大被害)大阪府 (F2)

(事故発生地)



No. 0313

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2005-2804

2006/03/10

配線器具（延長コード
）

　木造２階建て住宅の居間から出火し
、約１３０平方メートルを全焼、隣接
する住宅４棟の一部を焼き、近所の女
性が両膝に軽いけがをした。

　延長コードのコード部分が半断線したため出火に至
ったものと推定されるが、半断線に至った原因の特定
はできなかった。

　製造業者等は不明であり、事故原因が不明であ
るため、措置はとれなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2006/03/14)使用期間：不　明
(軽傷)長崎県 (G1)

(事故発生地)

2006-0436

2006/05/15

配線器具（延長コード
）

　木造２階建て住宅から出火して、約
２３０平方メートルと隣接する木造物
置２４平方メートルを全焼し、別の物
置の天井なども焼いた。

　ボイラー付近に設置されていた延長コードから出火
した可能性が考えられるが、事故品の焼損が著しいた
め、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2006/05/18)使用期間：不　明
(拡大被害)山梨県 (G1)

(事故発生地)

2006-0561

2006/05/00

配線器具（延長コード
）

　延長コードのマルチタップ（４口）
に、プラズマテレビの電源プラグを差
し込んでいたところ、煙が出て焦げた
ため別の口に差し替えたら再び焦げた
。

　延長コードのマルチタップと、プラズマテレビの電
源コードを接続する変換コネクター（３Ｐ→２Ｐ）に
焦げが認められたことから、マルチタップの刃受け金
具と変換コネクターのプラグ刃間で、接触不良を生じ
て異常発熱し、周辺の樹脂を溶融させたものと推定さ
れるが、接触不良となった原因の特定はできなかった
。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 消費者センター

(受付:2006/06/02)使用期間：約５年
(拡大被害)大阪府 (G1)

(事故発生地)

2006-1038

2006/08/08

配線器具（延長コード
）

　木造２階建て店舗兼住宅から出火し
、約１７０平方メートルを全焼した。

　被害者は、家屋１階から延長コードを用いて、２階
のエアコンを通電・作動させている際に出火している
ことから、電気系統の短絡・スパークによる出火と考
えられるが、焼損が著しく原因の特定はできなかった
。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2006/08/10)使用期間：不　明
(拡大被害)石川県 (G1)

(事故発生地)



No. 0314

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-1975

2006/10/18

配線器具（延長コード
）

　家人の外出中に、室内のエアコン付
近から出火した。

　テーブルタップのコード断線部に溶融痕が確認され
たことから、当該部分から出火してカーテンに燃え移
りエアコン等に延焼したものと推定されるが、コード
が断線した原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た. 製造事業者

(受付:2006/11/16)使用期間：不　明
(拡大被害)東京都 (G1)

(事故発生地)

2006-2228

2006/11/28

配線器具（延長コード
）

　木造住宅の居間から出火した。 　延長コードには溶融痕が認められたが、当該溶融痕
を解析した結果、二次痕と推定されることから、原因
の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 消防機関

(受付:2006/12/05)使用期間：不　明
(拡大被害)三重県 (G1)

(事故発生地)

2006-2463

2006/12/11

配線器具（延長コード
）

　延長コードを使用していた部屋から
出火し、家屋を全焼した。

　延長コード付近からの出火と推定されるが、延長コ
ードに生じた溶融痕を解析した結果、二次痕の可能性
も考えられることから、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 消防機関

(受付:2006/12/20)使用期間：不　明
(拡大被害)群馬県 (G1)

(事故発生地)

2006-2571

2006/12/21

配線器具（延長コード
）

　木造２階建て住宅から出火して、同
住宅の２階約３０平方メートルを全焼
し、両隣の住宅の２階計約５０平方メ
ートルを焼き、家人１人が死亡した。

　延長コードのコード断線部に溶融痕が認められたこ
とから、当該部分から出火した可能性が考えられるが
、焼損が著しく、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2006/12/26)使用期間：不　明
(死亡)京都府 (G1)

(事故発生地)



No. 0315

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-2665

2006/12/29

配線器具（延長コード
）

　鉄筋２階住宅から出火して、約９０
平方メートルを焼き、家人３人が死亡
した。

　延長コードのコード部分が折れて半断線となり、過
熱・発火したものと考えられるが、使用状況が不明な
ため、半断線に至った原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/01/05)使用期間：不　明
(死亡)東京都 (G1)

(事故発生地)

2006-2715

2007/01/07

配線器具（延長コード
）

　コンセントに接続していた延長コー
ド付近から火が出て、近くの工作機械
が延焼した。

　延長コードの焼損した箇所に短絡痕がみられたが、
焼損が著しく、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 消防機関

(受付:2007/01/10)使用期間：不　明
(拡大被害)石川県 (G1)

(事故発生地)

2006-2906

2007/01/15

配線器具（延長コード
）

　１階居室から出火した。 　壁コンセントに繋いでいた延長コードのコード部分
が断線しており、断線部の溶融痕は一次痕とみられる
ことから、当該部分から出火したものとみられるが、
焼損が著しく、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 消防機関

(受付:2007/01/22)使用期間：不　明
(拡大被害)福岡県 (G1)

(事故発生地)

2006-2933

2007/01/13

配線器具（延長コード
）

　木造平屋作業小屋から出火し、約２
６平方メートルを全焼した。

　壁付きコンセントに繋がれた、延長コードのコード
断線部に溶融痕が認められたものの、一次痕か二次痕
かの判別ができず、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/01/23)使用期間：不　明
(拡大被害)富山県 (G1)

(事故発生地)



No. 0316

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-3769

2007/03/04

配線器具（延長コード
）

　集合住宅の一室から出火して、約４
０平方メートルを焼き、家人1人が死亡
した。

　テーブルタップのコードの定格容量を超え、多数の
電気製品を接続して使用していたため、過電流により
コードの被覆を過熱・溶融して短絡を起こし、出火に
至ったものと考えられるが、焼損が著しく、原因の特
定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/03/12)使用期間：不　明
(死亡)愛知県 (G1)

(事故発生地)

2007-0615

2007/05/08

配線器具（延長コード
）

　テレビを視聴中、テレビ、ドライヤ
ー、携帯電話の充電器をつないだテー
ブルタップが発熱し、裏側に穴が空く
とともに、じゅうたんを焦がした。

　事故品の電源コードと本体の端子台とのカシメ部に
異常発熱した痕跡があったことから、当該カシメ部で
接触不良等の異常があったものと推定されるが、再現
試験においても異常発熱は再現されず、原因の特定は
できなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。
　なお、より信頼性を高めるため、平成１８年３
月１７日以降に製造されたものについては、かし
め部の材質を導電率の高い材質に変更している。

消費者センター

(受付:2007/05/14)使用期間：約１年６か月
(拡大被害)京都府 (G1)

(事故発生地)

2007-1839

2007/06/12

配線器具（延長コード
）

　ラジオと電子レンジをつないで使用
していたテーブルタップから突然青い
火が出て、黒煙が出た。

　マルチタップの主電源用スイッチ内の異極端子間で
、トラッキングが生じ火花が出たものと推定されるが
、トラッキングが生じた原因の特定はできなかった。
　

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 消費者センター

(受付:2007/06/14)使用期間：不　明
(製品破損)香川県 (G1)

(事故発生地)

2007-1862

2007/05/29

配線器具（延長コード
）

　テーブルタップ付近から出火し、木
造平屋住宅を全焼した。

　当該品は各コンセント口の横にスイッチ機能がつい
た６口延長コードと思われ、スイッチ部品に部品の焼
失、金属の溶融等がみられるが、全体的な焼損が著し
いため、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 消防機関

(受付:2007/06/18)使用期間：約６か月
(拡大被害)大分県 (G1)

(事故発生地)



No. 0317

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-2762

2007/08/03

配線器具（延長コード
）

　飲食店など３店舗が入る木造平屋の
長屋から出火し、３店舗の天井など約
６０平方メートルを焼いた。

　店舗で使用中の延長コードが、短絡・スパークし出
火に至ったものと考えられるが、焼損が著しく、原因
の特定はできなかった。

　製造業者等は不明であり、事故原因が不明であ
るため、措置はとれなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/08/08)使用期間：不　明
(拡大被害)岐阜県 (G1)

(事故発生地)

2007-3605

2007/09/20

配線器具（延長コード
）

　木造２階建て住宅から出火し、約３
００平方メートルを全焼した。

　延長コードには溶融痕が認められ、解析の結果一次
痕と判定できたが、延長コードの使用状況等が不明で
あるため、原因の特定はできなかった。

　製造業者等は不明であり、事故原因が不明であ
るため、措置はとれなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/10/01)

消防機関

使用期間：約２年
(拡大被害)三重県 (G1)

(事故発生地)

2007-4539

2007/11/22

配線器具（延長コード
）

　木造平屋住宅から出火して、約９７
平方メートルを全焼し、隣接する建物
の壁の一部を焼いた。

　延長コードが絶縁劣化したため、ショートが発生、
コードの被覆が燃え、周辺の可燃物に延焼し、火災に
至った可能性が考えられるが、延長コードの焼損が著
しいため、原因の特定はできなかった。

　製造業者等は不明であり、事故原因が不明であ
るため、措置はとれなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/11/27)使用期間：不　明
(拡大被害)福井県 (G1)

(事故発生地)

2006-3524

2007/02/22

配線器具（延長コード
）

　木造２階建て住宅から出火し、約２
０平方メートルを焼き、家人１人が全
身火傷で死亡した。

　延長コードからの絶縁破壊による出火と考えられる
が、事故品を確認できず、原因の特定はできなかった
。

　製造業者が不明であり、事故品が入手できない
ことから調査不能であるため、措置はとれなかっ
た。

製品評価技術基盤
機構

(受付:2007/02/26)使用期間：不　明
(死亡)東京都 (G2)

(事故発生地)



No. 0318

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-3140

2007/08/22

配線器具(延長コード) 　集合住宅の一室から出火し、同室約
３７平方メートルを全焼した。延長コ
ード付近が激しく燃えていた。

　エアコンを接続していた延長コードから出火した可
能性が考えられるが、事故品が入手できないことから
、調査できなかった。

　事故品が入手できないことから、調査不能であ
るため、措置はとれなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/08/29)使用期間：不　明
(拡大被害)埼玉県 (G2)

(事故発生地)

2007-2825

2007/08/06

配線器具（差し込みプ
ラグ）

　鉄筋２階建て住宅から出火して、約
５０平方メートルを全焼し、隣接する
住宅の壁などを焦がし、家人が手足に
軽い火傷を負った。

　差し込みプラグから出火した可能性が考えられるが
、焼損が著しいため、原因の特定はできなかった。

　製造業者等は不明であり、事故原因が不明であ
るため、措置はとれなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/08/13)使用期間：不　明
(軽傷)愛知県 (G1)

(事故発生地)

2007-1026

2007/05/27

配線器具（差込プラグ
）

　木造２階建て住宅の２階寝室のコン
セント付近から出火し、２階部分約４
０平方メートルを焼いた。

　差込プラグの刃が曲がっていたことから、コンセン
トとの接続部で接触不良が生じ、発熱し出火したもの
と推定される。

　被害者の誤使用とみられる事故のため、措置は
とらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/05/29)使用期間：不　明
(拡大被害)神奈川県 (E1)

(事故発生地)

2006-2964

2007/01/14

配線器具（差込みプラ
グ）

　木造３階建て住宅から出火して、約
５０平方メートルを焼き、家人が両手
に軽傷の火傷を負った。

　壁付コンセントに６口テーブルタップを差込みが不
十分な状態で接続していたため、接触不良により発熱
し発火したものと推定される。
　なお、テーブルタップに接続されていた機器につい
ては、特定することができなかった。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/01/24)使用期間：不　明
(軽傷)埼玉県 (E2)

(事故発生地)



No. 0319

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-3466

2007/08/31

配線器具（調光器付ス
イッチ）

　壁埋め込み式の調光スイッチから発
煙した。

　電源基板上のＩＣ内部に使用されているダイオード
において、信頼性の低いものが混入していたため、外
部要因（雷サージ電流、ノイズ電流等）の影響により
、ＩＣが絶縁破壊を起こして発熱・発煙したものと推
定される。

　平成１４年８月より住宅販売会社を通じて無償
交換を実施している。
　なお、平成１３年１１月下旬以降生産分の製品
から、ダイオードの耐電圧性を３００Ｖから６０
０Ｖに向上させるとともに、ＩＣの１次側にヒュ
ーズを追加した。

消防機関

(受付:2007/09/19)使用期間：約６年

ＺＰＣ６４３

神保電器株式会社

(製品破損)北海道 (A3)

(事故発生地)

2006-0736

2006/06/26

配電盤 　１４階建て庁舎で、配電盤内の端子
台が焼けた。

　施工業者の施工不良により、端子台とケーブルをつ
なぐネジが緩み、接触不良となり発熱・焼損したもの
と推定される。

　施工業者の設置・施工不良とみられる事故であ
るため、措置はとれなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2006/06/29)使用期間：不　明
(拡大被害)東京都 (D1)

(事故発生地)

2006-1323

2006/09/12

配電盤 　配電盤内の一部が焦げた。 　被害者が施工したケーブルを接続する端子台のネジ
止めが不完全であったため、使用期間中に緩み、接触
不良で接触抵抗が増大し、ジュール熱により発熱、焼
損したものと推定される。

　被害者の施工不良とみられる事故のため、措置
はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2006/09/15)使用期間：不　明
(拡大被害)東京都 (E3)

(事故発生地)

2006-1625

2006/10/15

配電盤 　鉄筋２階建て鶏舎から出火して、同
鶏舎約２１０平方メートルを全焼、他
の鶏舎も半焼し、鶏が焼けた。

　配電盤付近から出火した可能性が考えられるが、焼
損が著しく、原因の特定はできなかった。

　製造業者等は不明であり、事故原因が不明であ
るため、措置はとれなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2006/10/17)使用期間：不　明
(拡大被害)静岡県 (G1)

(事故発生地)



No. 0320

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-0360

2007/04/18

白熱電球 　鉄筋５階建てビルの住宅部分の物置
から出火して、物置内のふとん１枚と
木製棚の一部を焼いた。

　物置内の棚の上に置かれたふとんが、真上から吊り
下がっていた点灯中の白熱電球と接触したために、過
熱されて発火し火災に至ったものと推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/04/20)使用期間：不　明
(拡大被害)愛媛県 (E2)

(事故発生地)

2007-3576

2007/09/20

白熱電球 　木造３階建て住宅から出火して、３
階部分約４０平方メートルを焼き、飼
育していたペット約３０匹が焼け死ん
だ。

　トカゲの暖房用に使用していた電球が、木製飼育ケ
ースに接触して過熱し、出火に至ったものと推定され
る。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/09/27)使用期間：不　明
(拡大被害)大阪府 (E2)

(事故発生地)

2006-2819

2006/07/22

白熱電球 　シャンデリアの白熱電球が破損し、
落ちたバルブを探そうとした際にバル
ブに触れて脚に火傷を負った。

　当該品の口金部近傍のガラス表面に傷が生じたため
、点灯時の熱等により外傷がひび割れに進展し、拡大
したことから、破損・落下に至ったものと推定される
が、傷が生じた原因は特定できなかった。

　事故原因は不明であるが、組立工程におけるラ
ンプとの接触部品に金属を使用しないこととし、
緩衝対策を実施した。

製造事業者

(受付:2007/01/17)使用期間：不　明
(軽傷)埼玉県 (G1)

(事故発生地)

2006-3202

2006/12/22

非常通報装置 　非常警報装置から発火し、事務所を
焼損した。　

　警備会社による点検が行われていなかったため、当
該機のバッテリー（小型シール鉛蓄電池）の長期使用
（１０年以上）により、通常交換時期（３年～４年）
を超える充放電サイクルが繰り返され劣化が促進し、
バッテリーケースがひび割れ、バッテリー液（希硫酸
）が漏れ出し、短絡・スパークし、発火・延焼したも
のと推定される。

　当該機の納入先に使用期限を経過したバッテリ
ーの交換・点検の注意喚起文書を送付するととも
に、警備会社、メンテナンス会社により、点検確
認を実施している。
 なお、本体表示に「バッテリー交換時期の目安」
の注意ラベルの追加を行った。

製造事業者

(受付:2007/02/06)使用期間：約１０年１０か
月 (拡大被害)福岡県 (D2)

(事故発生地)



No. 0321

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-1254

2006/08/07

美顔器 　美顔器の排水スイッチを操作したと
ころ、熱湯が噴出し、あご、首、胸に
火傷を負った。

　当該器の使用時に専用水（純水）以外の水を使用し
、更に長期間（約４年）機器の使用を中断したことに
より、排水ポンプ内部に不純物が堆積し作動不良状態
であったため、再使用した際に、排水されずにスチー
ムボトル内に残っていた水が沸騰し、噴出したものと
推定される。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。
　なお、顧客データに基づき、消費者に専用水の
使用徹底、並びに長期不使用後の作動手順を注意
喚起した。

製造事業者

(受付:2006/09/08)使用期間：約７年
(軽傷)千葉県 (E2)

(事故発生地)

2006-3327

2007/02/04

分電盤 　住宅の食堂に設置してある分電盤か
ら出火し、壁の一部を焼損した。

　分電盤内の漏電遮断器の中性線（Ｓ相）の電源側端
子接続部（ねじ締め付け部分）が最も損傷が激しかっ
た。漏電遮断器に接続されている配線（より線）は全
て、はんだ付けし、ねじ留めされていたことから、ね
じ締め付け部分に緩みが生じ、接触抵抗が増大し、発
熱し出火に至ったものと推定される。

　製造業者等が不明であるため、措置はとれなか
った。 消防機関

(受付:2007/02/13)使用期間：不　明
(製品破損)三重県 (D1)

(事故発生地)

2006-0712

2006/06/22

分電盤 　飲食店脇の平屋建て冷凍室付近から
出火し、冷凍室の外壁と隣家の物置小
屋の外壁約１０平方メートルを焼いた
。

　屋内用分電盤のまわりをトタンなどで雨よけや囲い
を作って屋外に設置していたところ、当日の雨などが
吹き込みショートして出火したものと考えられるが、
設置者が不明のため原因の特定はできなかった。

　施工業者等は不明であり、事故原因が不明であ
るため、措置はとれなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2006/06/27)使用期間：不　明
(拡大被害)静岡県 (G1)

(事故発生地)

2006-1218

2006/09/02

分電盤 　鉄筋平屋の作業場から出火し、約１
００平方メートルを全焼した。

　分電盤付近から出火したものと推定されるが、焼損
が著しいことから、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2006/09/06)使用期間：不　明
(拡大被害)栃木県 (G1)

(事故発生地)



No. 0322

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-2309

2007/07/15

分電盤 　鉄筋４階建て製麺会社から出火し、
調理場など約３５平方メートルを焼い
た。

　分電盤から出火し、火災に至ったものと考えられる
が、 焼損が著しいため、原因の特定はできなかった。

　製造業者等は不明であり、事故原因が不明であ
るため、措置はとれなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/07/18)使用期間：不　明
(拡大被害)京都府 (G1)

(事故発生地)

2007-0285

2007/03/17

分電盤 　バリバリと音がしてテレビから黒煙
が出た。

　他の家電製品も同時に壊れており、分電盤の引き込
み線（中性線）に緑青が確認されていることから、中
性線欠相が生じたことにより、テレビのバリスタに過
電圧がかかったため、バリスタが破損して発熱・発火
したものと推定されるが、中性線欠相が生じた原因に
ついては、事故品がすでに廃棄されていて入手できな
いことから、調査できなかった。

　事故品が入手できないことから、調査不能であ
るため、措置はとれなかった。 消費者センター

(受付:2007/04/17)使用期間：約５年
(製品破損)長崎県 (G2)

(事故発生地)

2006-1980

2003/12/21

融雪用電熱シート 　屋根に設置された融雪装置から出火
し、家屋を焼損した。

　融雪用電熱シート内部で本来、両極に分かれている
べき電源リード線が近接した状態で製造されているこ
とから、電熱シートの使用時に瓦や積雪の過重により
、当該リード線が電熱シート内部で短絡し、出火に至
ったものと推定される。

　製造事業者が解散（平成７年）しており、昭和
６３年１月から平成４年１２月まで製造事業者に
出資していたＪＦＥスチールが、平成１８年にな
って同型品による事故が数件あったことの報告を
受け、平成１８年１１月１日付けの自社ホームペ
ージに社告を掲載し、当該機種についての使用中
止を呼びかけ、撤去等を行っている。

不明

(受付:2006/11/16)使用期間：約８年

Ｆ．Ｆ．トケール

川鉄ファインヒーター株式
会社

(拡大被害)富山県 (A2)

(事故発生地)

2006-1982

2004/01/00

融雪用電熱シート 　屋根に設置された融雪装置から出火
し、家屋を焼損した。

　融雪用電熱シート内部で本来、両極に分かれている
べき電源リード線が近接した状態で製造されているこ
とから、電熱シートの使用時に瓦や積雪の過重により
、当該リード線が電熱シート内部で短絡し、出火に至
ったものと推定される。

　製造事業者が解散（平成７年）しており、昭和
６３年１月から平成４年１２月まで製造事業者に
出資していたＪＦＥスチールが、平成１８年にな
って同型品による事故が数件あったことの報告を
受け、平成１８年１１月１日付けの自社ホームペ
ージに社告を掲載し、当該機種についての使用中
止を呼びかけ、撤去等を行っている。

不明

(受付:2006/11/16)使用期間：約８年

Ｆ．Ｆ．トケール

川鉄ファインヒーター株式
会社

(拡大被害)福井県 (A2)

(事故発生地)



No. 0323

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-2894

2007/08/15

揚水ポンプ 　木造平屋の揚水ポンプ小屋から出火
し、約３平方メートルを全焼した。

　ポンプに取り付けられた吸水用管に穴が開いていた
ために井戸水が汲み上げられず、モーターが無負荷状
態で連続運転となったため、過熱し、管継ぎ手部のゴ
ム製Ｏリングや排水用塩ビ管などの可燃物に着火し、
揚水ポンプ小屋に延焼して火災に至ったものと推定さ
れる。

　被害者の不注意とみられる事故であるため、措
置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/08/17)使用期間：約１１年４か月
(拡大被害)秋田県 (E2)

(事故発生地)

2006-3184

2006/01/03

浴室換気乾燥暖房機 　浴室暖房乾燥機を使用して約２０分
で、突然プラスチックが焦げるにおい
がして煙が室内に吹き出し、内部のヒ
ューズホルダーの平型接続子カバーが
黒く焦げた。

　ヒューズホルダーに不具合があったため、ヒューズ
の取り付け部分で接触不良が生じ発熱して、周囲の樹
脂を焦がしたものと推定される。

　他に同種事故は発生しておらず、単品不良によ
る事故とみられることから措置はとらなかった。 消費者

(受付:2007/02/02)使用期間：不　明

ＦＹ－１４ＵＦ１

松下エコシステムズ（株）

(製品破損)茨城県 (A3)

(事故発生地)

2007-3273

1999/05/12

浴槽用電気温水循環器
（２４時間風呂）

　２４時間風呂が発煙、発火し、浴槽
の縁の一部、壁のタイルなどを焼損、
浴室の壁が煤で汚損した。

　ヒーター電源供給用の被覆電線の接続カシメ部が、
水のかかり易い位置にあったため、接続カシメ部に入
り込んだ水分により電線が腐食し、接触抵抗が増大し
、熱を持った電線被覆が炭化し、発煙・発火に至った
ものと推定される。

　販売事業者は、平成１９年８月２０日付けのホ
ームページ及び平成１９年８月２１日付け新聞に
社告を掲載し、無償で点検及び部品交換をし、顧
客名簿に基づき、ダイレクトメールで周知を行っ
ている。

販売事業者

(受付:2007/09/05)使用期間：約７年

ニュースパーメイト　ＡＬ
－００４

コロナ工業（株）

(拡大被害)神奈川県 (A1)

(事故発生地)

2007-3274

2003/12/09

浴槽用電気温水循環器
（２４時間風呂）

　２４時間風呂が発煙、発火し、給湯
器の一部を焼損、浴室の一部が変形し
、浴室内部が煤で汚損した。

　ヒーター電源供給用の被覆電線の接続カシメ部が、
水のかかり易い位置にあったため、接続カシメ部に入
り込んだ水分により電線が腐食し、接触抵抗が増大し
、熱を持った電線被覆が炭化し、発煙・発火に至った
ものと推定される。

　販売事業者は、平成１９年８月２０日付けのホ
ームページ及び平成１９年８月２１日付け新聞に
社告を掲載し、無償で点検及び部品交換をし、顧
客名簿に基づき、ダイレクトメールで周知を行っ
ている。

販売事業者

(受付:2007/09/05)使用期間：約１０年

スパードリーム　ＡＬ－９
０７

コロナ工業（株）

(拡大被害)岩手県 (A1)

(事故発生地)



No. 0324

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-3275

2005/01/03

浴槽用電気温水循環器
（２４時間風呂）

　２４時間風呂から焦げ臭いにおいが
し、水漏れを起こした。

　ヒーター電源供給用の被覆電線の接続カシメ部が、
水のかかり易い位置にあったため、接続カシメ部に入
り込んだ水分により電線が腐食し、接触抵抗が増大し
、熱を持った電線被覆が炭化し、発煙・発火に至った
ものと推定される。

　販売事業者は、平成１９年８月２０日付けのホ
ームページ及び平成１９年８月２１日付け新聞に
社告を掲載し、無償で点検及び部品交換をし、顧
客名簿に基づき、ダイレクトメールで周知を行っ
ている。

販売事業者

(受付:2007/09/05)使用期間：約１４年３か月

スパードリーム　ＡＬ－９
０７

コロナ工業（株）

(製品破損)滋賀県 (A1)

(事故発生地)

2007-3276

2007/03/16

浴槽用電気温水循環器
（２４時間風呂）

　２４時間風呂が焼損し、浴室内部が
煤で汚損した。

　ヒーター電源供給用の被覆電線の接続カシメ部が、
水のかかり易い位置にあったため、接続カシメ部に入
り込んだ水分により電線が腐食し、接触抵抗が増大し
、熱を持った電線被覆が炭化し、発煙・発火に至った
ものと推定される。

　販売事業者は、平成１９年８月２０日付けのホ
ームページ及び平成１９年８月２１日付け新聞に
社告を掲載し、無償で点検及び部品交換をし、顧
客名簿に基づき、ダイレクトメールで周知を行っ
ている。

販売事業者

(受付:2007/09/05)使用期間：約１４年１１か
月

スパードリーム　ＡＬ－９
０７

コロナ工業（株）

(拡大被害)神奈川県 (A1)

(事故発生地)

2007-3381

2007/07/28

浴槽用電気温水循環器
（２４時間風呂）

　２４時間ぶろの配管を洗浄しようと
機器を停止したところ、異音がして焦
げ臭いにおいとともに本体上部のすき
間から煙が出てきた。

　本体内部の電源電線の接続端子カシメ部及び端子間
接続部が溶融し欠損していたことから、製造工程中に
カシメ部あるいは端子同士の接続部に不具合があった
ため、接触不良が生じて異常発熱し、発煙したものと
推定される。

　他に同種事故はなく、単品不良とみられること
から、措置はとらなかった。
　なお、当該品は既に生産を終了しており、後継
機種については、品質管理の徹底を行った。

販売事業者

(受付:2007/09/12)使用期間：約１４年

スパージョイ　ＡＬ－２０
５Ｓ

コロナ工業（株）

(製品破損)山梨県 (A2)

(事故発生地)

2007-2447

2007/05/19

冷温風機 　運転していない冷温風機から異臭と
異常音がして燃え、消火の際、左手親
指と右手人差し指に水泡ができた。

　制御基板の電源回路で異常発熱・発火したものと考
えられるが、焼損が著しく、原因の特定はできなかっ
た。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2007/07/26)使用期間：約１８年
(軽傷)埼玉県 (G1)

(事故発生地)



No. 0325

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-0787

2006/06/14

冷蔵庫 　冷蔵庫を開けたところ、扉が外れか
け、顔と右肩に打撲を負った。

　当該機は、上ヒンジ板とヒンジピンが３箇所で溶接
されているが、そのうちの１箇所の溶接が不十分だっ
たため、使用に伴ってヒンジピン部に不均一な応力が
徐々に加わり、き裂が生じ、扉が外れたものと推定さ
れる。

　他に同種事故はなく、単品不良とみられる事故
であることから、措置はとらなかった。
　なお、平成１８年７月から溶接（３箇所）のバ
ラツキをなくすため、距離センサーを取り付け、
溶接部の厚みを全数管理するとともに、受け入れ
検査工程の強化を実施した。

製造事業者

(受付:2006/07/06)使用期間：約３年６か月

ＧＲ－４７２Ｋ

東芝家電製造（株）

(軽傷)愛知県 (A2)

(事故発生地)

2006-3245

2006/12/29

冷蔵庫 　冷蔵庫本体後側が溶けて、部屋中に
白い煙が充満して焦げるようなにおい
がし、後の壁がすすけた。

　圧縮機とリレーをコネクターで接続する際に、取り
付けミス等により３つの受け刃のうち１つがゆるみ、
１３年間の使用により接触抵抗が増大したことにより
発熱し、端子の絶縁カバーが溶融し発煙したものと推
定される。

　製造業者が倒産（平成１３年５月）しているた
め、措置はとれなかった。 市町村

(受付:2007/02/06)使用期間：約１３年

ＭＲ４５

（株）マルマン

(拡大被害)埼玉県 (A2)

(事故発生地)

2007-2897

2007/08/14

冷蔵庫 　冷蔵庫（４段扉）の冷蔵室（１段目
）の扉を開け食品を取ろうとした時に
、右手甲が冷蔵室下仕切板に触れて軽
い火傷を負った。

　コンデンサー冷却用ファンモーターが、モーター軸
受部の潤滑油の消耗等によりロック状態（故障）であ
ったため、冷蔵庫の前面や側面の結露を防止するため
のクリーンパイプが高温となり、そのパイプと接して
いる冷蔵室の仕切板も高温（約５７℃）となり、これ
に触れたため、火傷を負ったものと推定される。

　他に同種事故が発生しておらず、単品不良と見
られる事故であるため、措置はとらなかった。
　なお、１９９８年度生産品からコンデンサー冷
却用ファンモーターロック時には、異常表示をす
る構造に変更している。

消費者センター

(受付:2007/08/17)使用期間：約８年

ＧＲ－Ｍ４３ＫＣ

東芝家電製造（株）

(軽傷)北海道 (A3)

(事故発生地)

2006-0377

2006/05/08

冷蔵庫 　冷蔵庫のドアを閉めようとしたとこ
ろ、ドアが外れて子供の頭にぶつかり
けがをした。

　長期間（１２年間）の使用において、食品・飲料等
で重くなった扉を勢いよく開く等の過大な慣性力や、
扉を最大に開いた状態で更に開き方向に過大な力が加
わる等の使用条件により、扉ストッパの開き止角部に
き裂が生じ、その後も扉を最大に開いた際の力が開き
止角部に繰り返し加わることで、扉ストッパ及び扉底
枠が疲労破壊したものと推定される。

　経年劣化による事故とみられ、他に同種事故が
ないことから、措置はとらなかった。 消費者センター

(受付:2006/05/11)

製造事業者

使用期間：約１２年

ＧＲ－Ｓ３１ＬＭＶ

東芝家電製造（株）

(軽傷)富山県 (C1)

(事故発生地)



No. 0326

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-2247

2006/11/19

冷蔵庫 　冷蔵庫のコンプレッサー周辺が焼け
、床の一部も焼け、壁と天井を煤で汚
損した。

　設置状況や長期使用で機械室通気口にほこりがたま
ると機械室内の圧縮機周辺が高温になりやすい構造で
あったことから、床等の材質によって発生する塩素な
どの腐食性ガスにより、圧縮機の起動リレーのＰＴＣ
素子が銀移動（マイグレーション）を誘発して破損し
、発煙・発火に至ったものと推定される。

　平成１９年５月３０日付けホームページ、及び
５月３１日付け新聞に社告を掲載し、無償で部品
交換を実施している。

製造事業者

(受付:2006/12/07)使用期間：約１６年

ＮＲ－Ｆ４０ＳＰ１

松下冷機（株）

(拡大被害)茨城県 (C1)

(事故発生地)

2006-2889

2006/12/29

冷蔵庫 　冷蔵庫から「パチパチ」と音がして
焦げ臭いにおいがしたので電源を抜い
た。冷蔵庫の裏が焦げたようになって
いて、煤が付着していた。

　長期使用（２０年以上）により、コンプレッサー始
動用のＰＴＣサーミスター内部のＰＴＣ素子押さえバ
ネと、ＰＴＣ素子との接触不良等の不具合が発生した
ことで、ＰＴＣ素子への熱ストレスがかかり、素子割
れやケース本体の熱変形時の悪臭が発生したものと推
定される。
　なお、背面のすすは塵やほこりが付着したものであ
り、パチパチ音は保護用の過負荷リレーの作動音と推
定される。

　経年劣化による事故とみられ、他に同種事故が
発生していないことから、措置はとらなかった。 消費者センター

(受付:2007/01/19)

製造事業者

使用期間：約２０年

ＳＲ－５３１ＶＨ

三洋電機（株）

(製品破損)青森県 (C1)

(事故発生地)

2006-3083

2006/12/28

冷蔵庫 　冷蔵庫の背面とコンプレッサー周囲
が焼けて、床の一部も焼け、壁と天井
の一部が煤で真っ黒になった。

　設置状況や長期使用で機械室通気口にほこりがたま
ると機械室内の圧縮機周辺が高温になりやすい構造で
あったことから、床等の材質によって発生する塩素な
どの腐食性ガスにより、圧縮機の起動リレーのＰＴＣ
素子が銀移動（マイグレーション）を誘発して破損し
、発煙・発火に至ったものと推定される。

　平成１９年５月３０日付けホームページ、及び
５月３１日付け新聞に社告を掲載し、無償で部品
交換を実施している。

製造事業者

(受付:2007/01/30)使用期間：約１６年

ＮＲ－Ｆ４０ＳＰ１

松下冷機（株）

(拡大被害)埼玉県 (C1)

(事故発生地)

2007-0533

2007/04/17

冷蔵庫 　冷蔵庫から異臭がし、内部から発煙
した。

　食品汁等がコネクター部に流れ込み、コネクター端
子間でスパークし発火に至ったものと推定される。
　なお、修理業者によって、当該部は、社告改修によ
る防水処置（電源コネクター部にシリコンシーラー材
を充填）が行われていたことから、修理不良であった
ものと考えられる。

　改修方法をコネクター部にシリコンシーラーを
充填し防水する方法から、コネクター部全体にポ
リエチレン製の袋を被せて防水する方法へ変更し
、当初の方法で改修終了した顧客へは、ポリエチ
レン袋による方法で再度改修を実施することとし
た。　　なお、当該品は平成１７年９月２日、平
成１８年６月２日及び平成１８年１１月７日付の
新聞及びホームページに社告を掲載し、無料で点
検・処置を行っている。

製造事業者

(受付:2007/05/08)使用期間：約５年

ＥＲ－Ｖ３８ＫＧ－Ｃ

（株）富士通ゼネラル

(製品破損)鹿児島県 (D2)

(事故発生地)



No. 0327

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-3387

2007/02/09

冷蔵庫 　木造２階建て店舗兼住宅から出火し
て、約５５平方メートルを全焼し、家
人１人が死亡、１人が腰を骨折した。

　消費者が冷蔵庫の電源コードを切断、延長などの施
工を行ったため、施工不良により出火したものと推定
される。

　消費者の施工不良とみられる事故であることか
ら、措置はとらなかった。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/02/15)使用期間：不　明
(死亡)東京都 (E3)

(事故発生地)

2006-2903

2007/01/13

冷蔵庫 　小型電気冷蔵庫の背部にあるコンプ
レッサー側面の起動リレー及びオーバ
ーロードリレー部分が焼けた。

　当該機は、流し台の下に設置されていたもので圧縮
機外郭並びにリレーカバー取り付け面に多くの錆跡が
認められたことから、流し台からの水漏れ等により、
起動リレー内部に水滴が侵入し、トラッキングが発生
して焼損したものと推定される。

　偶発的な事故であるため、措置はとらなかった
。 消防機関

(受付:2007/01/22)

製造事業者

使用期間：約１８年
(製品破損)大阪府 (F1)

(事故発生地)

2006-3068

2007/01/24

冷蔵庫 　木造平屋の釜屋から出火し、８０平
方メートルを全焼した。

　当該品のコンデンサー、リレー、コンプレッサー等
の電気部品に異常は認められず、本体裏側下部にねず
みの糞尿があり、リード線の断線部に複数の溶融痕が
認められたことから、ねずみが内部配線の被覆をかじ
り芯線同士が短絡・スパークしたか、糞尿等の影響に
より配線被覆の絶縁が劣化して、絶縁破壊を生じ、短
絡・出火に至ったものと推定される。

　偶発的な事故であるため、措置はとらなかった
。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/01/30)

製造事業者

使用期間：不　明
(拡大被害)長崎県 (F1)

(事故発生地)

2006-3504

2007/02/21

冷蔵庫 　木造平屋住宅から出火して、台所の
一部を焦がした。

　冷蔵庫の電源コードにネズミにかじられた跡が見ら
れ、また短絡痕も見られたことから、ネズミがコード
を噛み被覆を損傷させたため、短絡してスパークし、
出火に至ったものと推定される。

　偶発的な事故であるため、措置はとらなかった
。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/02/23)使用期間：不　明
(拡大被害)岩手県 (F1)

(事故発生地)



No. 0328

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2007-1591

2007/06/11

冷蔵庫 　冷蔵庫付近から出火し、住宅を全焼
した。

　冷蔵庫は右下背面から燃焼し、冷蔵室上部が激しく
焼損していることが確認できたが、コンプレッサー、
制御回路基板、電源コードなどに異常はなく、冷蔵庫
自体に発火原因となる要因は認められなかった。火災
直後の写真によると、冷蔵庫背面の扉の焼損状況と冷
蔵庫背面の焼損状況が一致していることから、扉が焼
損し、その火炎を受けて冷蔵庫が延焼したものと推定
される。

　製品に起因しない事故であるため、措置はとら
なかった。 消防機関

(受付:2007/06/13)使用期間：約６年
(拡大被害)三重県 (F2)

(事故発生地)

2007-3240

2007/08/25

冷蔵庫 　鉄筋２階建て１階台所付近から出火
する火災が発生し、住宅が全焼した。

　冷蔵庫は冷蔵室より上が著しく焼損した状態にあり
、下部の野菜室、冷凍室に焼損はなく、コンプレッサ
ー及び制御基板は全く焼損していなかった。冷蔵室へ
の配線にも異常はないことから、冷蔵庫からの出火で
はなく、天井からの延焼により冷蔵室のドア部分から
火が入り焼損したものと推定される。

　製品に起因しない事故であるため、措置はとら
なかった。 消防機関

(受付:2007/09/04)使用期間：約２年
(拡大被害)愛知県 (F2)

(事故発生地)

2006-1417

2006/09/15

冷蔵庫 　鉄筋２階建てビルの飲食店から出火
し、台所部分８平方メートルを焼いた
。

　事故品のコンプレッサー部を解体調査したところ、
出火の原因となる痕跡は認められなかった。また、コ
ンプレッサー部以外は廃却されており、冷蔵庫本体の
調査が不能であったことから、出火原因について特定
はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2006/09/22)

製造事業者

使用期間：不　明
(拡大被害)島根県 (G1)

(事故発生地)

2006-1453

2006/09/20

冷蔵庫 　木造２階建て店舗兼住宅から出火し
、約２００平方メートルを全焼した。

　廊下にあった冷蔵庫用のプラグ付近が焼損している
が、焼損が著しく、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2006/09/28)使用期間：不　明
(拡大被害)栃木県 (G1)

(事故発生地)



No. 0329

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-1586

2006/09/21

冷蔵庫 　バッテングセンターに置かれた冷蔵
庫付近から発火し、背面部分が焼損、
周辺の壁の一部が延焼し、天井などが
煤で汚れた。

　本体背面の電源コードの断線部に溶融痕が複数認め
られたことから、当該部分で断線・スパークし、出火
に至ったものと推定されるが、一次痕か二次痕かの判
定ができず、背面下部の電気部品類も一部欠落・焼失
していることから、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2006/10/12)使用期間：約１２年
(拡大被害)沖縄県 (G1)

(事故発生地)

2006-1637

2006/09/25

冷蔵庫 　鉄筋１１階建集合住宅から出火し、
６階一区画を全焼した。

　霜取り用蒸発器の下部に取り付けられている温度ヒ
ューズのリード線とより線（12芯）をカシメ接続する
スリーブに発熱跡があることから、スリーブ内で接触
不良による発熱が生じ、周囲の樹脂が発火し、拡大燃
焼に至った可能性が考えられるが、焼損が著しく原因
の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 消防機関

(受付:2006/10/18)

製造事業者

使用期間：約４年
(拡大被害)愛知県 (G1)

(事故発生地)

2006-1704

2006/10/18

冷蔵庫 　住宅から出火して全焼し、家人２人
が煙を吸って病院に搬送された。燃え
方の激しかった１階台所の冷蔵庫付近
を火元とみて出火原因を調べている。

　冷蔵庫下部付近から出火したものと思われるが、焼
損が著しいため発火の痕跡は確認できず、原因の特定
はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 消防機関

(受付:2006/10/23)

製品評価技術基盤
機構

製造事業者

使用期間：不　明
(軽傷)福井県 (G1)

(事故発生地)

2006-2078

2006/11/01

冷蔵庫 　台所の冷蔵庫付近から出火した。 　事故品の焼損が著しいため、原因の特定はできなか
った。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 消防機関

(受付:2006/11/24)

製造事業者

使用期間：不　明
(拡大被害)岡山県 (G1)

(事故発生地)



No. 0330

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-2913

2006/12/18

冷蔵庫 　冷蔵庫から出火し、木造平屋倉庫兼
車庫を焼損した。

　内部配線に２つの溶痕が認められ、配線の短絡によ
る出火の可能性があったが、溶痕を解析した結果、一
次痕か二次痕かの判定ができず、原因の特定はできな
かった。　

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 消防機関

(受付:2007/01/22)使用期間：不　明
(拡大被害)岐阜県 (G1)

(事故発生地)

2006-3213

2007/01/09

冷蔵庫 　冷蔵庫付近から出火して、冷蔵庫の
一部と周辺の壁、窓の一部が焼損した
。

　本体の背面下部の焼損が著しいものの、運転コンデ
ンサー、コンプレッサー、リレー等の電装部品や電源
コードに溶融痕等の発火の痕跡が認められなかったこ
とから、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2007/02/06)使用期間：約９年
(拡大被害)岡山県 (G1)

(事故発生地)

2006-3647

2007/02/14

冷蔵庫 　木造２階建て神社社務所兼自宅から
出火し、約３１０平方メートルを全焼
した。

　事故品の焼損が著しいため、原因の特定はできなか
った。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 消費者

(受付:2007/03/05)

製造事業者

使用期間：約１０年
(拡大被害)福岡県 (G1)

(事故発生地)

2006-3682

2007/02/08

冷蔵庫 　「ボン」という音がし、冷蔵庫の後
から煙と火が出て、冷蔵庫機械室の一
部と床、壁の一部が焦げた。

　当該機の背面下部の起動リレー部分が焼損している
ことから、トラッキング現象等により出火したものと
考えられるが、リレーの焼損が著しく原因の特定はで
きなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。
　なお、１９８２年度製品から起動リレーを接点
タイプから無接点タイプ（ＰＴＣリレー）に変更
し、材質もフェノール樹脂からメラミンフェノー
ル樹脂に変更し難燃化している。）

製造事業者

(受付:2007/03/06)使用期間：約２８年
(拡大被害)東京都 (G1)

(事故発生地)



No. 0331

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-3802

2007/02/20

冷蔵庫 　電気冷蔵庫付近から発火して、冷蔵
庫の一部を焼損し、壁の一部を焦がし
た。

　本体背面下部の機械室の焼損が著しいことから、当
該部付近に発火源があったと推定されるが、機械室の
電気部品に異常は認められず、原因の特定はできなか
った。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製造事業者

(受付:2007/03/13)使用期間：約９年
(拡大被害)京都府 (G1)

(事故発生地)

2007-0662

2007/05/13

冷蔵庫 　木造２階建て住宅から出火して、約
２７０平方メートルを全焼し、家人が
煙を吸って入院した。

　事故品の焼損が著しいため、原因の特定はできなか
った。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/05/16)使用期間：不　明
(軽傷)石川県 (G1)

(事故発生地)

2007-3638

2007/09/08

冷蔵庫 　冷蔵庫のプラグ付近から火花が出て
、焦げ臭いにおいがした。

　電源コードの電源プラグの付け根付近に被覆が圧接
された痕跡があることから、挟まれた電源コードの素
線の一部が断線し、局部発熱により焦げ臭いにおいが
したものと推定されるが、どのような状況で電源コー
ドが挟まれたのか特定できず、原因の特定はできなか
った。
　なお、同機種は平成１９年５月に社告（圧縮機の起
動リレーからの発煙・発火）を行っているが、当該製
品は既に改修済みであり、社告との関連性はない。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 消費者

(受付:2007/10/02)使用期間：不　明
(製品破損)静岡県 (G1)

(事故発生地)

2007-3791

2002/00/00

冷蔵庫 　冷蔵庫の下から水が漏れるようにな
り、冷蔵庫を動かして確認したところ
、蒸発皿が溶けて穴が開いていた。

　蒸発皿が所定の位置から脱落してコンプレッサーと
接触したため、コンプレッサーの振動と受熱により蒸
発皿の樹脂が軟化して穴が開いた可能性があるが、事
故当時蒸発皿が脱落していたか確認できなかったため
、原因の特定はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 消費者センター

(受付:2007/10/16)使用期間：約１４年
(製品破損)熊本県 (G1)

(事故発生地)



No. 0332

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-1387

2006/08/22

冷蔵庫 　冷蔵庫と周囲の食器棚などが焼損し
た。

　事故品の電源コードの断線部に溶融痕が認められた
ことから、当該箇所から出火したものと考えられるが
、事故品は既に廃棄されており、調査できなかった。

　事故品が入手できないことから、調査不能であ
るため、措置はとれなかった。 製造事業者

(受付:2006/09/21)使用期間：約１０年
(拡大被害)宮崎県 (G2)

(事故発生地)

2006-2619

2006/11/06

冷蔵庫 　車庫に置いて使用している冷蔵庫と
その周辺、約１１平方メートルを焼損
した。

　冷蔵庫の背面下部付近から出火したものとみられる
が、事故品は既に廃棄されており、入手できないこと
から、調査できなかった。

　事故品が入手できないことから調査不能である
ため、措置はとれなかった。 製造事業者

(受付:2007/01/04)使用期間：約２７年
(拡大被害)北海道 (G2)

(事故発生地)

2006-3098

2006/12/08

冷蔵庫 　住宅で冷蔵庫付近から火災が発生し
、天井、壁、畳などを焼損した。

　本体下部の圧縮機周囲の焼損が著しく、当該箇所か
ら出火したものと考えられるが、事故品は既に廃棄処
分されており、調査できなかった。

　事故品が入手できないことから、調査不能であ
るため、措置はとれなかった。 製造事業者

(受付:2007/01/31)使用期間：約２１年
(拡大被害)東京都 (G2)

(事故発生地)

2007-1988

2007/06/18

冷凍庫 　木造２階建て車庫兼物置から出火し
て、同物置約４５平方メートルと隣接
する木造２階建て住宅約９０平方メー
トルと倉庫約７０平方メートルを全焼
し、車庫内の軽乗用車も焼き、家人が
耳などに軽い火傷を負った。

　車庫兼物置に設置して使用していた冷凍庫付近の燃
え方が激しいことから、当該冷凍庫から出火した可能
性もあるが、当該冷凍庫の焼損が著しく、原因の特定
はできなかった。

　事故原因が不明であるため、措置はとれなかっ
た。 製品評価技術基盤

機構

(受付:2007/06/26)使用期間：約２０年
(軽傷)北海道 (G1)

(事故発生地)



No. 0333

管  理  番  号
事故発生年月日 品　　名 事 故 通 知 内 容 事 故 原 因 再 発 防 止 措 置 情 報 通 知 者

受 付 年 月 日

　製品区分：　01.家庭用電気製品

2006-3100

2007/01/24

漏電遮断器 　視聴中のテレビから突然「ポン」と
音がして発煙し、画面が消えた。

　テレビを含め家電製品８台も使用できなくなってい
ること及び、漏電遮断器の接点が荒れやバネが変形し
ていることから、長期使用（約２４年）による小さな
スパークやその熱により中性線の接点が離れたため、
家電製品に高電圧がかかったものと推定される。

　経年劣化による事故とみられ、他に同種事故が
発生していないことから、措置はとらなかった。 消費者センター

(受付:2007/01/30)

製造事業者

使用期間：約２４年

ＡＢ３Ｐ３０Ｔ－３０Ｇ

河村電器産業（株）

(拡大被害)石川県 (C1)

(事故発生地)


